サン クト ・ ペ テル ブル グ 


1020 枚 
の カラ ー イ ラス ト 


読者 の 好奇 心 を 満た し 、 最 も 面白 いも の を 逃さ な い 一 これ は 、 
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サン クト ・ ペ テル ブル グ は 科学 ・ 産 業 が 発達 し た 世界 の 
大 都市 の 一 つ で あり 、 同 時 に 数 多く の 歴史 的 建築 物 や 
モニ ュ メ ント 像 が 立ち 並ぶ 巨大 な 芸術 遺産 で も ある 


— a 
地理 ・ 歴 史 情 報 を 基 に 
町 の 全体 像 を 紹介 し て 


いま す 
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— a 
有名 な 皇帝 の 郊外 離宮 、 
ペ テ ル ゴ フ 、 ツ ァ ー ル スコ エ ・ 
セロ ー、 パ ヴ ロ フス ク 、 ガ ッ 
チ ナ 、 オ ラニ エン バウ ム も 
別に 章 を 設け 、 豊 富 な 写真 、 

ィ ラ スト 、 地 図 と 共に 紹介 し 

て あり ます 
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役に立つ お すす め 情 報 

| (お 食事 処 、 ホ テル 、 観 光 

| 名 所 まで の 行き 方 等 ) が 
記載 され て いま す 


本 書 で 最も 多く ペー ジ 数 を 
割 い て いる の は 、 ペ テル ブ 
ル グ 市 内 の 観光 名 所 で す 。 
ペテルブルグ の 各地 区 を 
順番 に 追い 、 特 に ネフ ス 
キー 大 通り に つい て 詳し く 
紹介 し て いま す 。 本 書 に は 大 
博物 館 (エル ミタ ー ジ ュ 、 
ロシア 美術 館 ) の 館内 地図 
も 付い て いま す 


ペテルブルグ は ロシア の 至宝 
た る 古都 市 へ の 正面 玄関 
で す 。 ペテルブルグ か ら わ 
ず か 数 時 間 の と ころ に 北 ヨ ー 
ロッ パ の 古代 文化 の 中 心地 
(ラド ガ 、 ノ ヴ ゴ ロ ド 、 プ ス 
コー フ ) が あり 、 こ れ に 特別 
な 章 を 設け て あり ます 。 
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の 細部 
1810 年 代 (国立 ロシア 美術 館 所 蔵 ) I 


p.26-27 
銀行 橋 か ら 見 る | 
グリ ボ エ ー ド フ 運 河岸 の 眺め 


Р. 162-163 
ペ テ ル ゴ フ . 大 滝 (カス カー ド ) の 上 
か ら 見 る 噴水 並木 の 眺め 
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ネフ スキ ー 大 通り と 
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地図 , 
イン フォ メー ショ ン ペ ー ジ 


アク ソノ メト リッ ク 図 
上 か ら 見 た 地形 や 建物 の 
内 部 構造 等 が わか り ま す 
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地図 上 の 位置 と 索引 ペー ジ 
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テー マ 別 の 追加 情報 
市 内 エリ ア 図 аа 
該当 エリ ア を 表示 
し て あり ます 
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ペテルブルグ は ネヴァ 
川治 岸 の 低地 に ある 
領土 の 大 部 分 は 海抜 
3 0m ま で の 平地 7 
生地 に ある 地区 は 、 南 ・ 南 西 の 辺境 地区 
T7 (海抜 176m) と プル コ ヴ ォ 地区 (海抜 75m) 、 y 
レゴ ヴォ (海抜 60m) 、 東 部: コル トゥ シ (海抜 50m) ネヴァ 川 
り の (デル タ の 島 、 沿 海 地帯 、 


ン = 


に ةة‎ 
1824 年 の サン クト ・ ペ テル ブル グ の 洪水 


恐らく ヨー ロッ パ で 最も 新しく 、 川幅 の 広い 水量 豊か な 川 。 ネヴァ 川 
の 歴史 は 8000 年 前 に 始ま る 。 現在 の バル ト 海 の 海岸 線 が 後退 し た 
時 、 リ トリ ノヴォ エ 海 は 、 巨 大 な 氷河 湖 ラ ドガ 湖 と つなが っ た 海峡 を 
残し た 。 海峡 は し だ い に 浅 く な り 、 全長 70km の 川 に な っ た 。 
Chuckchee 19 世 紀 末 ネヴァ 川 の デル タ ( 三 角 州 ) に は 49 の 河川 と 運河 、 
Sea a 約 15 の 支流 、101 の 島 が あっ た と 記録 され て いる 。 支流 を 埋め 
| 立て た 結果 、1975 年 まで に 島 数 は 42 に - 
最も 大 きい 島 は 、 上 か ら 、 ヴァ シー リー 島 (10.9k nf) 、 
トロ グラ ツキ ー 烏 (6.2km) 、 デカ プリ スト 島 (3.8k nî) 
現在 、 ベ テル プル グ 市 の 境 に は 45 の 川 、 し 、 
流 と 約 40 の 運河 (これら の 河川 を 全て 足し た 長 さ は 
Bering 300km) 、 また 約 100 の 貯水 池 ( 湖 、 池 、 人 工 貯水 池 ) 
орга | m が ある 。 市 内 を 流れ る ネヴァ 川 の 長 さ は 28km 


タイ ム ゾ ー ン ソン 


JO 
Baltic 


Sea 


ウッ クト ・ 
ペテルブルグ 


к 
же 
地理 的 状況 と 気候 気候 | レニ ング ラー ド 州 
* ミ テル プル グ 領 土 :606.8knf (1993 年 )。 サン クト ・ 大 陸 性 気候 の 特徴 を 持つ 海洋 性 気候 。 天気 は 年 ロシア 連邦 を 構成 
ルプ ブル グ 管 轄 下 の 領土 を 含め る と 1400kmi 間 を 通し て 不安 定 。 市 内 の 中 央 地区 は 郊外 より する 89 の 連邦 構成 
ゼ レ ナ ゴ ル ス ク 、 コル ピノ 、 クロ ン シ ュ タッ ト 、 ロモ ノ 均 気 温 が 高い (平均 0.6Y э l 
ソフ 、 パ ヴ ロ フ スク 、 ペトロ ド ヴ ァ レッ ツ 、 プ ー シ キ 1927 年 成立 
ン 、 セ スト ロレ ツク と 17 の ニュ ー タ ウン を 含む 17 地 区 冬 は 適度 に お だ や か で 長く 続く 。 HEE ce < Ж 面積 859.000km 
に 分 けら れる が ちな 天気 で 、 よ く 雪 が 降る 。 最も 寒い 月 (1 月 ・ サン クト ・ ペ デル プル グ 
2 月 ) の 平均 気温 は -7.8 で て 。 通常 11 月 下旬 か ら 4 月 市 を 含む 人 口 は 
АН 中 旬 ま で 雪 で 覆 わ れ て いる 505A 
市 内 4,436,700. Л (19924) 27 都 市 を 含む 16 の 行政 区 
市 内 及び ペテルブルグ 管轄 下 の 領 土 全 体 の 人 口 夏 は 適度 に 暖か い 。 7 月 の 平均 気温 は 17.8C に 区 分 され る 
5,003,800 人 (1897 年 一 1.265,000 人 、 年 間 の 相対 温度 は 約 80%。 よく 雨 が 降る 


1937 年 一 3.015.000 人 、1959 年 一 3.003.000 人 ) 


10 | 


ピョートル 1 世 ま で の ロシア — 14 
ペテルブルグ 創立 — 15 


ピョートル 1 世 か ら 
ニコ ライ 2 世 ま で の 帝都 - 15 


20 世 紀 —20 
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コッ 1612-1613 1649 ` 1721 
歴 更 ДАК 1533-1594 ミー ニン と ポジ ャ ルス キー の 。 | アレ クセ イ ・ ウン 大 北方 戦争 の 終結 
اق‎ る x 2 М, 国 ミ j. ë = = 
アレ ウサ ンド ル - ネ フス キー 人 フラ クー SL か 5 モス クワ へ の 直 者 (1326) 1462-1505 (ロジ シア 初 の ツァ ー リ の 治 BRE LY ペテルブルグ $ きき 
の 治世 イヴ ァ 3 世 の 治世 (1547~) (1613) 農奴 制 導入 創立 
モス クワ 公国 に | 
1000 1200, ' 1400 Ya2 ラ ー ウ リノ サコ ロ ド 、 1600 | 1730 
t 1 ロス ト フ 、 ヴ ャ п. 1584-1598 |1600 年 代 -1611 動乱 時 代 1682 1709 1725 
キリ スト 教 受容 モン ゴル 軍 の 侵攻 と | | スウ ェ ー テ ン 軍 と リヴ ォ ニ ア | クリ コ ヴ ォ の 戦い Po sss g リュ ー リ ク 王朝 最後 の 皇帝 | #4 FS— ЈО (1605-1606) ピョートル と 兄 イヴ ァ ン 対 スウ ェ ー デ ン 戦 Ea- AROE 
PE だ + н z БОЕ. (モス クワ 「 第 三 の ロ ー マ 」) フョードル (ツァ ー リ ) 1 世 の 治世 | | ヴァ シー リー・ シ ュ イ スキ ー の 治世 (イオ アン) の 戴冠 式 ポル タ ヴ ァ の 戦い に | 妻 エ カチ ェ リー ナ 1 世 
ラジ ー ミ ル 1 世 時 代 カル カ の 戦い に お ける | | 騎士 団 と の 戦争 に お ける EREDA а 160) SUS 
ロシア 軍 の 敗北 | | アレ クサ ンド ル ・ ネ フス キー нышу НЕ Sia 1697-1698 る 勝利 pmi 
862 リュ ー リ ク を ノヴゴロド に 招致 の 勝利 pe ピョートル 1 世 の 大 使節 団 
ピョートル 1 世 ま で の ロシア ペテルブルグ 創立 (1703 年 5 月 16 日 ) 
国家 と し て の ロシア の 礎 OO で は 文化 の 発展 が 続き 、 1703 年 4 月 、 大 元帥 ボリ ы ; に { 

史 は 約 1200 年 で ある 。 伝承 要 案 や 修道 院 が 建設 され x pas s 
に よる と 、 8692 年 に バル ト 海 東 た 。 スウ ェ ー デ ン 人 や ドイ ツ = крк о (1652— 
沿岸 の 居住 民 が ヴァ リャ ー グ 人 が 北 の 領地 を めぐ っ て 戦 а E су 
人 を 招致 し 、 後に ヴァ リャ ー 争 を 仕掛 け て きた こと も あっ ш с 
グ 人 は 古代 ルー シ ( ロ シア ) た が 、 首尾 よ く これ を 防い だ 。 мю лт. T 
国家 を 創設 し 、 リュ ー リ ク 王 16 lf 4778 ta 77 ツァ 川 と を オフ タ 川 の 合流 点 
朝 の 礎 を 築き 、 約 700 年 間 ル ゴロ u ロ ド の 「 自 由 の 民 ( ノ ヴ ゴ ロ ド に あっ た スウ ェ ー デ ン 要 案 


ー シ を 統治 し た 。 修道 僧 ラ 


氏族 と と も に 選ば れ 、 彼ら は 
全 ル ー シ を 率い て や っ て き 
た 。 長兄 の リュ ー リ ク は ノ ヴ ゴ 
ORZ, 次 の シネ ウス は ベラ ・ 
オ ゼ ラ ( 白 湖 ) に 、 三 番目 の ト 
ルー ヴォ ル は イズ ボー ルス ク 


と 確認 し て いる 。 10 世 紀 に ル 


1682 年 に 偉大 な 改革 者 ピ 
ョ ー ト ル 1 世 が 即位 し た こ 
と は 、 ロ シア 史 の 新しい 時 


を 広げ る と いう 野心 に 燃 
えた 若き 国王 カー ル 12 世 


ー シ の 首都 は ノヴゴロド か ら 
キエフ に 移っ た が 、 北西 ルー 


ア の 大 部 分 を 征服 し て いた 


— az РУС Ж ` ーー 9 ані шр. > 
東 バル ト 海 沿岸 と 北西 ルー シ の 地図 
17 世 紀 末 


は 市 の 代表 者 に よる 民主 制 


持っ て いた 北 ル ー シ の 防備 
も 弱まっ た 。 その 結果 、 リ ヴォ 
ニア の 戦い (1558 一 1583) と 
17 世 紀 初 頭 の スウ ェ ー デ ン の 


モン ゴル 軍 が 、 チ ン ギ ス 汗 | 内 政 干 渉 の 過程 で ロシア は 


の 下 に 集結 し ヨー ロッ パ へ 


時 代 で も 、 北 の ノ ヴ ゴ ロ ド の 


北方 戦争 (1700 一 1721) 


た ピョートル 1 世に と っ て は 
まさ に 好都合 だ っ た 。 大 使節 
団 (1697—1698) の 際 、 ピ ョ 


ぶ こ と に 成功 する 。1700 年 
ピョートル は スウ ェ ー デ ン に 


戦い で ロシア 軍 は 大 敗北 を 
喫する 。 だ が この 敗戦 に 
よっ て ピョートル の 情 


ネヴァ 川 水源 (ラド 
УМ) の 要塞 を スウ ェ 


進め た 。 


バル ト 海 へ の 出口 を 失っ た 。 


ピョートル 1 世 


た か 
эш 


ニ エ ン シャ ン ツ が 降伏 す 


ヴ レ ンチ ー 編 貸 の 「 過 ぎし 年 を 採っ て いた ) 」 を 弾圧 し た 。 | る 。5 月 7 日 、 コ サッ ク 船 を 
月 の 物語 」 に よる と 、「6370 年 ノヴゴロド の 地位 が 弱まる と 、 配置 し て いた ロシア 軍 は 、 ` 
(862 年 ) 三 人 の 兄弟 が その それ まで ノヴゴロド が 勢力 を 大 ネヴァ 川 河口 付近 で 「 バ 


ルト 海 へ の 出口 」 の 守備 に 
つい て いた スウ ェ ー デ ン の 
大 艦隊 を 撃 減 し フリゲ ー 
ト 艦 を 2 艇 占拠 する 。 こ の 
直後 、 ピ ョ ー ト ル 1 世 は 軍 
会 議 を 召集 し た 。 そ こ で は 
ニ エ ン シャ ン ツ 要塞 の 強化 


い 町 ) は 皇帝 に ちな ん で 


| ピョートル 1 世 の 治世 は 
30 年 に 渡る 。 こ れ は ピ ョ ー 
トル より 年 上 の 同時 代 人 ル 
イ 14 世 (1643—1715, フラ 
| ンス 国王 ) の 半分 で し か 
| な い 。 ロ シア 史 だ け で な 
| く 、 ヨ ー ロ ッ パ 史 全 体 に お 
| ける ピョートル の 果たし 
| た 役割 は 、「 太 陽 王 」 ル 
| イ 14 世 より むし ろ カ ー ル 大 
| (742 一 814 : 768 即 位 ) 
| の 役割 と 比較 で きる 。 
カー ル 大 帝 が 当時 後進 国 
だ っ た 北 ヨ ー ロ ッ パ の 国 
(スウ ェ ー デ ン ) を 封建 国 


ルイ ・ カ ラヴ ァ ッ ク ケ 「 ポ ル タ ヴ ァ の 戦い 」1717-1718 


ー ロ ッ パ で ペテルブルグ を 


に 移住 させ る た め 、 ピ ョ ー 


ピョートル 1 世 の 時 代 


ョ ー ト ル 1 世 は 同じ く ヨ ー ロ 
ッ パ の 近代 化 か ら 遅 れ 、 バ 
ルト 海 か ら 太 平 洋 ま で 広 が 
っ て いる 広大 な 自国 を 世界 
史 の 表 舞 台 に 登場 させ た 。 
サン クト ・ ペ テル ブル グ 建 
設 は ピョートル の 改革 の 象 
徴 に な っ た 。 ヨー ロッ パ 
は 、 バ ルト 海 の 東 、 ネ ヴァ 
川 デ ル タ の 沼地 で 、 難 攻 不 
ЖЮЗ, HERER. ЭН 
船 所 、 工 場 を 持つ 巨大 な 町 
が 如何 に 発展 し て いく か 、 
驚異 の 目 で 見 守っ て いた 。 


| 1720 年 代 初め に ヨハ ン ・ バ 


て ニュ ルン ベル グ で 発行 さ 
れ た 地図 ( 下 ) は 、 ヨ ー ロ 
ッ パ が ピョートル を いか に 
高く 評価 し て いた か と いう 


ピョートル は 後継 者 を 
残さ な いま ま 、1725 年 に 亡 
く な る 。 彼 の 死後 、 帝 位 


その 後 即位 し た 


年 ( 国 


立 エ ルミ ター ジュ 所 蔵 ) 


に 居 を 定め た 」 と 伝え て いる 。| シ に 対す る 権力 は 依然 と し て | 向かっ て いた の だ 。 ルー シ | し か し スウ ェ ー デ ン 支 配 時 代 PU | ポル タ ヴ ァ の 戦い (1709 年 ) で の 大 勝利 は その 後 の パ ペテルブルグ の 運命 を 決定 づけ た 。 スウ ェ ー デ ン 
イ パ ー チ エフ と ラド ジ ヴ ィ ロ の | ノヴゴロド が 操り 、 北 の 近隣 詳 ФИ АОС ОШ | | の ノヴゴロド の 地図 を 見 る と 、 で は な く 、 ネ ヴ ア 川下 流 に | 軍 を 壊滅 させ みた ピョートル 1 世 は 、 し ば らく は スウ ェ ー デ ン の 報復 は な いこ と を 確認 し 、 ス ウェ ー デ ン か 
年 代 記 は 、 リ ュー リク は 「 最 初 | 国 と の 国境 を 管 軸 し て いた 。 | を 受け 、 建 物 を 燃やさ れ 、 | スウ ェ ー デ ン の 城塞 は 数 で も 新しい 要 案 を 築く 決議 が 採 | ら 勝ち 取っ た 地 に 政府 機関 宗務 院 施設 を 移し 、 こ の ペテルブルグ の 町 を ロシア の 首都 に し た 。 
に ラド ガ に 町 を 創り 」、 翌 年 | 1223 年 、 年 代 記 の 言葉 を | 貴重 な 文化 遺産 を た 失っ た | 大 き さ で も ロシア の 要 発 に 劣 択 され る 。 要 内 建設 地 に は $ \ 

「 イ リ メ リ (イリ メニ 湖 ) ま で 来 | 借り る と 「 知 られ ざる 敵 」 が 封 | が 、 戦火 は ノヴゴロド まで は | つて いる の が よく わか る 。 従っ あま り 大 きく な い ザ ヤ チ ー | 「 サ ンク ト ・ ピ ー テ ルプ ブル | 「 世 界 の 8 不思議 」 と 呼ぶ | トル 1 世 は 新しい 首都 以外 
て 、 ヴォ ル ホ フ ( 川 ) に 町 を 創 | 建 争 いで 分 裂 し た ルー シ に | 及ば な か っ た 。 他 の 都市 が | て 、 東 バル ト 海 沿岸 ルー シ の (Ж) 島 が 選ば れ た 。 こ の | 7 (ピョートル の 町 ) J Ë | 本 が 出版 され た 。1714 年 、 | の 場所 で の 石造 建設 を 一 時 
り ( そ れ を ) ノ ヴ ゴ ロ ド と 呼ん だ 」 | 侵攻 し た 。 その 時 まで に アジ | モン ゴル の 隷属 下 に あっ た | 礁 選 は 時 間 の 問題 だ っ た 。 要 窪 「 ガ ラド ー ク 」 (小さ | 名 づけ られ る 。1713 年 、 ヨ | 石積 み 職人 を ペテルブルグ | 的 に 禁止 する と いう 有名 な 


勅 信 を 出す 。 


の は 、 ピ ョ ー ト ル 1 世 の 係 
で 、 ベ ペトロ パ ヴ ロ フ スカ ヤ 
要塞 で 死ん だ 皇 太子 アレ ク 
セイ の 息子 ピョートル 2 世 


\ を 意味 し て いた 。1697 年 | トル は 近隣 の ヨー ロッ パ 諸 | 熱 が 失わ れる こと は [ い 
А аы 国 (ポー ラン ド 、 уды な か っ た 。 ピ ョ ー ト лиса フルル (1715—1730 ; 1727 即 位 ) 
た の は 、 曽 祖父 カー ル 9 世 | ク 、 ザ クセ ン ・ ポ ボー ラン ド ) | ル は 急速 に 軍 の 改革 $ ا‎ RION PoE КЕ 

(1550—1611) 時 代 の 領地 | と 対 ス ウェ ー デ ン 北 方 同盟 を | を 行い 、1702 年 に は こつ た 。 J 、 古 い ロ シア 


貴族 が ピョートル 大 帝 の 改 
革 を 元 に 戻 そう と し 、 し ば 
らく の 間宮 廷 は モス クワ へ 


сю E TOR Ne EA смесь ыр S 。 РӘ. — に 上 っ た の は 彼 よ り 2 年 長 | 移さ れ た 。 が 、 そ の 企 て は 
E EE лон ET の Кн А この 古い 版画 (1720 年 ) に は ドイ ツ 語 で 生き し た 皇后 エエ カチ ェ リ | アン ナ 女 帝 の 時 代 に 阻止 さ 
1J А 同年 7 「 ロ シア 海軍 大 勝利 と 花火 」 と 書か れ て いる ー ナ 1 世 、 れ た 。 


, ウェ ー テ デン 大 艦隊 を 連れ て の 
サン クト ・ ピ ー テ ル ブ ル フ 問 旋 」 
P. ピカ ル タ の 原画 に よる 版画 17144 


に f. a 
ル ブ ル グ 地 図 1720 年 代 


15 


家 に 引き 入れ た よう に 、 ピ | ティ スト ・ ホ ー マ ン に よっ ニン ーー に 
| ニュ ルン ベル グ で 発行 され た サン クト ・ 


в 歴史 1741-1743 

ロシア ・ 1755| |1757 
1735-1739 スウ ェ ー デ ン 戦 争 と モス クワ 大 学 | | 芸術 アカ デミ ー 

ロシア ・ ト ルコ 戦争 フィ ン ラ ンド 併合 創立 | | 創立 
1727-1730 1730-1740 1741-1761 1757-1762 
ピョートル 2 世 の 治 世 アン ナ ・ イ ヴァ ー ノ ヴ ナ エリ ザ ヴ ェ ー タ ・ 7 年 戦争 参戦 、 
( 旧 表 記 イ オア ッ ナ ヴ ナ ) の 洛 ペトロ ー ヴ ナ の ロシア 軍 に よる 
治 ベル リン 占領 

(1760) 

女帝 の 世紀 


1725 年 の エカチェリーナ | 庁 い あう 貴族 グル ー プ の 手 
1 世 の 即 位 は 歴史 家 が 「 女 帝 | に 渡っ た 。 彼ら は 、 自 分 達 
の 世紀 」 と 名 付け た 時 代 の 始 | に 有利 な 候補 者 (女性 ) 
まり と な っ た 。 ピョートル | を 帝位 に 就 か せ 、 勢 力 を 握っ 
2 世 の 短 い 治世 後 、 ア ン ナ 女 | た 。 代表 的 人 物 は 、 エ カチ ェ 
常治 世 が 10 年 続き 、 そ れ か | リー ナ 1 世 時 代 に 絶大 な 権力 
ら 赤 ん 坊 イ ヴァ ン ・ ア ント ー | を 持っ て いた メン シコ フ 、 
ノヴィ チ (1740 一 1764: 在 位 | アン ナ 女 帝 時 代 の ビ ロ ン 、 
40—41) を 経て 20 年 後に エリ | エリ ザ ヴ ェ ー タ 時 代 の 宰相 
ザ ヴ ェ ー タ ・ ペ トロ ー ヴ ナ の | ベス トゥ ジェ フ ・ リ ュー 
治世 と な っ た 。 エ リザ ヴェ ー | ミン 、 シ ュ ー ロ フ 、 
女帝 の 死後 、 帝 位 に つい た | ラズ ム モ フス キー、 
ピョートル 3 世 は 、 即 位 の わ | エカチェリーナ 2 世 時 
| ず か 数 ヵ月 後 、 エ カチ ェ リ ー | 代 の ポチ ョ ムキ ン 、 オ ル 
| ナ 2 世 と いう 名 で 30 年 以上 ロ | ロー ブフ 、 ベ ズ ボ ロ ー ト コ だ 。 
| シア を 治め る こと に な る 妻 | 彼ら の 共通 し た 重要 な 課題 は 、 
に よっ て 退位 させ られ た 。 | ロシア に 動乱 時 代 の 混乱 を 繰 
「 女 帝 の 世紀 (女性 が 支配 | り 返 させ な いこ と 、 和 皇位 継 承 
し た ) 」 と いう 轟き は 美しい | 争い の 問題 を 避け 、 帝 位 を ゆ 
が 、 こ の 時 代 の 舞台 裏 で は 様 | る ぎ な いも の に する こと 
々 な 陰謀 が 巡ら され て いた 。 | だ っ た 。 こ れ を 反映 し て いる 
ピョートル 1 世 の 人 死後 、 直 系 | の が 次 の エピ ソー ド だ 。 
の 男性 後継 者 が いな く な り 、 | 未亡人 と な っ た エ カ チ ェ リ ー 
| | 国家 運営 は 派閥 を つ くっ て | ナ 2 世 は 態 臣 グリ ゴー リー・ 


この 二 人 の 女帝 の 治世 は 半 世 
紀 以 上 、18 世 紀 末 まで 続い た 。 


エリ ザ ヴ ェ ー タ 1 世 きま と い 、 若い 時 ルイ 15 世 
(1709—1761/62) は ピ ョ ー ト | 後に 「 我 々 が いな く な っ 
ル 大 帝 と その 二 人 目 の 妃 エ カ | た 後 は 洪水 と な れ 」 「 野 と 
チェ リー ナ ・ ス カ ヴ ロ ンス カヤ | な れ 山 と な れ 」 と いう 冷笑 
( 後 の エ カチ ェ リ ー ナ 1 世 ) の | 的 な 格言 を 残す ) と の 婚約 
娘 で ある 。 エ リザ ヴェ ー タ は | が 解消 され た こと も ある 。 

ピョートル が 最初 の 妃 と 離婚 即位 後 、 エ リザ ヴェ ー タ 
КШК. ИЕТ は ロシア の 宮殿 を ヴェ ル サ イ 
ピョートル と エ カ チ ェ リ ー = た 宮殿 に 
が 正式 な 結婚 式 を あげ る | 32 yaa 


この 出生 の 影 は 即位 する 
まで エリ ザ ヴ ェ ー タ に つ 


Le っ た 彼女 は フラ ンス 語 を 宮 
れ て いた 。 延 公 用 語 と し 、 科 学 ・ 芸 術 


を 底 護 し 、 モ スク ワ 大 学 と 
芸術 アカ デミ ー を 創立 し 、 
天才 的 な ロモ ノー ソフ を 重 
用 し た 。 エ リザ ヴェ ー タ の 
時 代 、 ペ テル ブル グ の 多 
< の 木 造 建 築 物 は 取り 壊 
` され 、 石 造 の 建物 が 
ы そびえ た つよ うに 

> な っ た 。 


TUVI 
女帝 


7. 


sapakama EAE О Е 


オル ロー フ と の 結婚 許可 
を 申請 し た 。 その 時 彼女 
が 得 た 国会 か ら の 回 答 
は 次 の よう な も の だ っ た 。 
「 女 帝 は 好き な よう に 
ふる まえ る が 、 オル ロ 
ー フ 夫人 は 決し て 
ロシア の 女帝 
に は な れ 


な い 」 


5 (1162-1796) 


ЖП Р EBED yr Ъ ЧЁ SRE 
くべ き 町 に な っ て いっ た 。 
彼 が 建て た 冬 宮 、 ツ ァ ー ル 
スコ エ ・ セ ロー の アン サン 
プル 、 ス モー リ ヌ ィ 悪 営 
は 2 世紀 半 た っ た 現在 で も 
優れ た 建築 物 と し て 名 を 連 
ね て いる 。 

20 年 間 の エリ ザ ヴ ェ ー タ 時 
代 は 、 大 方 の 予想 に 反し て 
ロシア の 近衛 兵 が か つて 無 
VUE EDE ERKE E 3 — 
トル 時 代 の 業績 を 失わ な か 
っ た だ け で な く 、 そ れ を よ 
り 強 固 な も の と し 、 ロ シア 
| ラス トレ ッ リ の 創造 力 を 買い 、| 更に お ける 最も 晴れ が まし 
| それ を 発揮 で きる 場所 を | い 時 代 だ っ た 。 エ リザ ヴェ 
提供 し た 。 ラ スト レッ リ の 手 | 一 用 即位 後 、 ピ ョ ー ト ル 1 世 
EE sa МЕ kK o FE HO FR Н 


`! мў ИА 
アン ナ ・ イ ヴァ ー ノ ヴ ナ 女帝 
また 、 エ リザ ヴェ ー タ は 


建 都 50 周 年 に 製版 され た サン クト ・ ペ テル ブル グ 地 図 1753 


11765 |1773-1775 
А 1762 | 農民 を シベ リア 強制 労働 に ブ ガ チ ョ フ の 反乱 
ピョートル 3 世 送る 地主 権利 に 関す る 
の 治世 勅 令 
1762-1796 1768 1775 
エカチェリーナ ウクライナ 1764 ザ ポ ロー ジ エ ・ 
2 世 の 治世 (ドニ エ ブ ル 川 ) 教会 財産 の 世俗 化 コサック 自治 1783 
右岸 の 蜂起 (国有 化 ) 廃止 クリ ミア 併合 


論 ん だ スウ ェ ー デ ン と の 
戦争 は 、1743 年 の ロシア へ 
の 新 領 土 割 譲 で も っ て 、 
アボ に お いて 平和 的 終結 
を 迎え た 。 エ リザ ヴェ ー タ 
時 代 に 権勢 を 誇っ た 宰相 べ 
スト ゥ ー ジ ェ フ ・ リ ュー ミ 
ン は 、 偉 大 な ピョートル 
1 世 で さえ ゃ も 完全 に は 達成 
で き な か っ た こと を 成 し 遂 
げた 。 つ まり 、 あ ら ゆ る 国 
が ロシア と の 同盟 を 目指 す 
よう に な っ た の だ 。 エ リザ 
ヴェ ー タ は エ カ チ ェ リ ー 
ナ 2 世 が 断言 し た よう に 、 
浪費 で 国 を 破産 させ た の で 
は 決し て な く 、 強 大 な 繁栄 
国家 を 残し た の だ 。 


ピョートル 3 世 


エリ ザ ヴ ェ ー タ 女帝 の 死後 、 
1761 年 冬 か ら 1762 年 に ロシア 
帝位 に 就 い た の は 1742 年 に 
後継 者 と 定め られ た エリ ザ ヴ 
ェ ー タ の 期 で ホル シュ タイ ン ・ 
ゴット ルプ 公爵 の 息子 カー ル ・ 
ペー ター・ ウ ルリ ヒ 
(1728—1762) だ 。 彼 は 
ピョートル ・ フ ョ ー ド ロ ヴ 
ィ チ と いう 名 で ロシア 正教 
の 洗礼 を 受け 、 エ リザ ヴェ 
ー タ 女帝 の 意向 で 、 後 に 
エカチェリーナ 2 世 と な る 
(ドイ ツ の ) アン ハル ト = 
ツェ ルプ スト 公 の 娘 、 
ゾフィー・ ア ウ グ ス タ ・ @ 
アン ハル ト = テ ツェ ルプ 
スト ・ ベ ルン ブル グ ス 
カヤ と 結婚 する 。 


1794 


コシ ュー シコ 率い る ポー ラン ド 、 


ベラ ルー シ 、 リ ト ア ニア 蜂起 


1120 


1795 

第 3 次 ポー ラン ド 分 割 
(第 1 次 1772 年 、 

第 2 次 1793 年 ) 


ピョートル 3 世 は 1762 年 6 月 
厩 が 起こ し た クー デ タ ー に 
よっ て 退位 させ られ る 。 


ピョートル 3 世に か わっ て 和 帝 
位 に 就 い た エカチェリーナ 2 人 世 
(1729 一 1796) は エリ ザ ヴ ェ ー タ 
に よっ て 掲げ られ た 政治 方 針 
の 旗 を 下げ る こと は で き な か 
っ た 。 ロ シア の 国民 的 詩人 
プー シキ ン に よっ て 「 ス カー 
ト を は き 、 王 放 を か ぶっ た 
タル チュ フ 」 (タル チュ フ 
は モリ エー ル の 喜劇 「 タ ル 
チュ フ 」 の 主人 公 で 、 偽 善 的 
RUR) と 評 さ れ た エ カ チ ェ 
リー ナ 2 世 は 、 二 面 性 の ある 人 
物 だ っ た 。 自 ら を 「 啓 蒙 女帝 」 
と 宮 言 し 、 ヴ ォ ル テー ル と 書簡 
を 交わ し 、 新 し い 自 由 と 個人 
思想 を 持っ た 
君主 だ っ た が 、 

退役 准将 


近衛 連隊 の 
軍服 を 着 た 
エカチェリーナ 2 世 


「 首 都 サ ンク ト ・ ペ テル ブル ケ 設 計 図 」 版 画 


ラフ マニ ノ フ が 1791 年 に ヴォ ル 
テー ル の 作品 を 出版 し た | 時 、 
「 ヴ ヴォルテール の 友人 」 で ある 
エカチェリーナ 2 世 は すぐ に その 
印刷 所 を 閉鎖 する よう 命じ た 。 
また 、 エ リザ ヴェ ー タ に よっ 
て 廃止 され た 公開 死刑 を 復活 
させ 、 政 敵 に 対 
する 残虐 さ で 悪 
名 を 高め た 。 
エカチェリーナ 
2 世 は ドイ ツ 的 
(正確 で 計画 的 ) 
に エリ ザ ヴ ェ ー タ 


続け た 。 亡 き 
RAE 


EID THER 
生活 を 送っ て いた よ 
うだ 。1778 年 パリ の 
グリ ム に 宛て た 手紙 
に よる と 「 ポ スト 


1792 年 


(復活 祭 前 の 大 斎 期 ・ 
精進 期 ) まで わずか 2 週間 
と な り ま し た 。 を そう こう し 
て いる うち に 、 こ ちら で は 
11 の 仮面 舞踏 会 が 行わ れ ま す 。 
cca. MRS 
は 数 に 入っ て いま せん が …」 
エカチェリーナ は トル コ 
と 2 度 の 戦争 (1768—1774, 
1787 一 1791) を 行っ た 。 
そこ で 活躍 し た の が ウシ ャ ー 
コ フ 、 ス ヴォ ー ロ フ 、 ク トゥ ー 
ソフ で 、 戦 争 の 結果 

ロシア は クリ ミア を 手 に 入 
れ た 。 エカチェリーナ 2 世 
に よっ て ロシア に 俳 合 され 
た 領土 は 20 世 紀 、 様 々 な 理 
由 で 失わ れ て し まっ た 。 
女 益 と 、 そ の 後継 者 の 対外 
政策 に お ける 先見 の 明 の 無 さ 
が 見 て と れる 。「 女 帝 の 世紀 」 
が ロシア 専制 主義 を 延命 し 、 
19 世 紀 の 政 治 経済 の 遅れ 
を も た らし た の は 疑い な い 。 


歴 更 1805-1807 |1812 (6 月 一 1 月 ) 1826 1837 1891 
э. ロシア 、 反 ナ ポレ オン 同盟 に 参加 | ナポレオン 軍 侵 攻 第 三 局 設立 | ロシア 初 の 鉄道 開通 1867 シベ リア 鉄道 
1801-1825 | アウ ステ ルリ ッ ツ の 戦い | ボロ ディ ノ の 戦い (8 月 26 日 ) 1817 1825-1855 | (秘密 警察 ) |( サ ンク ト ・ ペ テル ブル グ |1855-1881 アメ リカ ヘ へ アラスカ |1881-1894 起 エ 
1796-1801 アレ クサ ンド ル | (1805) に お ける | ナポレオン 軍 モ スク ワ 入 城 カフ カス 戦争 開始 ニコ ライ 1 世 ЗУУ アレ クサ ンド ル 売却 アレ クサ ンド ル 3 世 
パー ヴェ ル 1 世 の 治 1 世 の 治 世 ロシア ・ オ ー ス トリ ア 軍 の 敗北 | モス クワ より 退却 の 治世 セロ ー 間 ) 2 世 の 治 世 の 治世 
1190 1800 | 1810 1820 1825 150 | " 1870 
1799| [ 1818 1808-1809. 11812 1819-1820 1825 1826-1828 1891-1892) |1893 
ス ヴ ォ ー ロ フ の イタ リア ・| ロシア ・ イ ラン 戦争 | ロシア ・ ス ウェ ー デ ン | オス マン 帝国 皇帝 と |1813-1814 | 国内 政策 の 引き 締め サン クト ・ ベ テル | 第 2 次 ロシア ・ 1853-1856| 1873-1877 ヨー ロッ パ ・| | ウォッカ の 国 
スウ ェ ー デ ン 進 軍 1801 戦争 | 条約 締結 海外 遠征 と | ブー シキ ン 流 刑 ブル グ に お ける | イラ ン 戦 争 クリ ミア 戦争 1861 産業 危機 n; 2086 専売 導入 
反 ナ ポレ オン 同盟 | 東 グ ル ジ ア の 無血 併合 | フイ ン ラ ンド の 併合 |( ブ カレ スト 条約 ) ロシア 軍 チュ グー エフ (ウクライナ ) デカ ブリ スト の アル メニ ア 併 合 農奴 解放 令 業 振興 の 
| (トル コ よ り グ ル ジ ア 獲得 ) | ロシア 、 ト ルコ より パリ 入城 と セミ ョ ー ノ フ 連 隊 の 反乱 反乱 始ま り 
| ベッ サラ ビア を 獲得 
パー ヴェ ル 1 世 ( 在 位 1796-1801) ニコ ライ 1 世 ( 在 位 1825-1855) 
パー ヴェ ル 1 世 の 即位 と 共 | 戦功 の ある 将 官 を 解雇 し 、| よう と し 、 息子 アレ クセ イ | パー ヴェ ル 1 世 鉄道 建設 は ニコ ライ 1 世 の 産 業 政 策 


に 、 エカチェリーナ 2 世 が 息 
了 チ に 帝位 を 譲り た く な か っ た 


量 益 の 常軌 を 逸し た 性 格 、 
過度 の 閣 燃 は 次 の 一 連 の 
性 急 な 改革 を も た らし た 。 


7 人 の 元帥 と 300 人 以上 の 


2 世 の 籠 愛 を 受け て 養育 さ 
れ た アレ クサ ンド ル 1 世 
(1777—1825) は 、 複 雑 
な 人 物 と し て 歴史 に 名 を 残 
し た 。 即 位 宣 言 で アレ クサ 
ンド ル 1 世 は 「 法 、 そ し て 
エカチェリーナ 2 世 の 


事実 上 軍隊 を 荒廃 させ た 。 
内 政 の 改革 : 検 閲 制度 を 


る 「 市 民 」「 父 姓 」「 社 会 」 
と いう 言葉 を 禁止 し た 。 
対外 政策 の 改革 : 長 年 の 同 


は ドイ ツ か ら 妻 マリ ヤ ・ フ ョ ー ド 
01979-41029) 


の 賢明 な 意向 に 基づい て 進 
む 」 LaLe. 767% 
ンド ル 1 世 は 外国 へ の 出国 
WRENS, RI E REEL 
査 局 を 廃止 し 、 地 主 に 農民 
を 解放 させ 、 農 民 に 
は 人 が 住み つい て い 


に は 要塞 に 幽閉 する と 


は 避け られ な く な っ た 。 
1801 年 3 月 11 日 ミハイル 
城塞 で 劇 的 な 結末 が 訪 


賭け 事 を 禁止 し た 。 
アレ クサ ンド ル 1 世 の 時 代 、 
ロシア は か つて な い ほ どの 
国威 を 誇っ た 。 彼 の 都市 計 
画 政策 に よっ て 、 ペ テル プ 
ル グ に 一 連 の 素晴らし い 建 
築 ア ン サ ンプ ブル が 生ま れ 、 


らし く 教 養 が あり 、 申 し 分 な 
く 育 ちの 良い 上 品 な 人 で 、 

非の打ち所 の な い マ ナー と 
非の打ち所 の な い セ ンス 、 

そし て 大 臣 た ち が 経 済 ・ 
軍事 政策 を 指揮 する の 
を 邪 磨 し な い 賢 さ を 持っ て 
いた 。 対 トル コ 、 ス ウェ ー 
デン 戦 の 勝利 の 結果 、 ロ シ 


ア は フィ ン ラ ンド 、 ポ ー ラ | 最も 古い 近衛 連隊 が 未 伯 ら ず 促進 させ た こと が | な 「 玉 座 に 上 っ た ロシア の 男 」 
ンド 、 グ ル ジ ア 、 ア ゼル バ | 有 の 体罰 に 対し て 蜂起 し | 特徴 だ 。 自分 の お じ 、| の 役 を 誠実 に 演じ た 。 外 交 
イジ ャ ン 、 ベ ッ サ ラビ ピア を | た の だ 。 蜂 起 者 達 に 対す プロ イセ ン 国 王 | 政策 で は 意図 的 に ロシア ・ 


SY ЕТУИ 
サン ドル 1 世 の 人 物 


ic K Z 8 2; т | と くく 吹き飛ば し た 。 こ う ツ 政 策 を 少し 強化 し た 。 | 素材 と し た 絵画 (スー リ 
与え を た 。 し か し 、 こ うい | し て 社会 に 立憲 制 へ の 移 これ に 続い て 起こ っ た の が 、 | コ フ 、 ヴ ァ ス ネツ ォ ー フ 、 | で いた が 、 テ ロリ スト の 
っ た 対外 政策 の 華やか | 行 計 画 を も っ た 秘密 結社 国 を 疲弊 させ た バル カン 、 | ビリー ビン ) の 繁栄 は 彼 に | 手 に か けら れる こと は 
さと は 裏腹 に 、 国 内 政 | が 現れ る よう に な っ た 。 カフ カス 、 中 央 アジ ア 、 | 負う と ころ が 大 きい 。 暗 殺 | な か っ た 。 資 料 に よる と 
策 に は 暗い イメ ー ジ が つ 極東 侵略 戦争 と 1863 年 か ら | を 恐れ た アレ クサ ンド ル | 死因 は アル コー ル 依 存 に 


ドル 1 世 は 、 ナ ポレ オン に 
「 こ の よう な 文官 に な ら 自 
分 の 領地 の 一 部 を 譲っ た で 
あろ う 」 と 言わ し め た ス 
ペラ ンス キー を 態 免 し 、 
憲法 の 採択 を 最終 的 に 拒 
否 し 、 一 連 の 自由 主義 の 


エフ 独裁 体制 」 (HI 
の 創始 者 で 、1815 一 25 年 
の 実質 的 な 国家 の 長 で あり 、 
軍 局 の 議長 だ っ た AA アラ ク 
チェ ー エ フ の 名 に ちな ん で 
つけ られ た ) が 横行 し た 。 
1820 年 に セミ ョ ー ノ フ 連 隊 
の 反乱 が お こる 。 ピ ョ ー ト ル 
1 世に よっ て 創立 され た 


を 拒否 する と いう 進歩 的 
な 社会 へ の 希望 を こと ご 


パー ザ ヴェル]1 世 の 3 男 、 ニコ 
ライ 1 世 (1796 一 1855) の 即 


決議 だ 。「 ロ シア 
に は 、 あり が 


し た 1825 年 12 月 14 日 の ニコ ライ 1 世 
事件 で 特徴 づけ られ る 。 
デカ ブリ スト の 乱 と 


軍 改 革 : パ ー ヴ ェ ル は | 盟 国 イ ギリ ス と の 関係 が 悪化 | れ た 。 パー ヴェ ル の 養育 係 同様 、 歴 史 に 残る この チュ ッ チ ェ フ は 、 
親衛 隊 の 権利 を 侵し 、 | し た 。 そ の 上 、 パー ヴェ ル 1 世 | パー レン 伯 蜂起 は 容赦 な く 鎮圧 され 、 ニコ ライ 1 世に つい 


ロシア に 以後 30 


アレ クサ ンド ル 2 世 ( 在 位 1855-1881) と アレ クサ ンド / 


| 1861 年 の 農奴 制 廃止 で 

半 官 紙 に よっ て 「 解 放 者 」 
と 名 づけ られ た 皇 益 アレ ク 
サン ドル 2 世 (1818—1881) 
は 決し て 自由 主義 者 と い 


アレ クサ ンド ル 2 世 | 


御 心 に 従っ て 統治 し 、 な い 土 地 を 与え る | 町 の 外観 が 一 新 さ れ た 。 | 法律 を 廃止 し た 。 細 か し い うわ け で は な か っ た 。 | た らし た 。 こ の 時 まで に 
許可 を 出し た 。 | アレ クサ ンド ル 】 世 は 新 し | アレ クサ ンド ル 1 世 の 時 代 量 后 マリ ヤ ・ フ ョ ー ド ロ | 出現 し た テロ 組織 の 中 
い タ イプ の 君主 だ っ た 。 素 晴 | に 、 恐 怖 の 「 ア ラク チェ ー ヴ ナ が 残し た 田舎 風 の 家 | で 最も 残酷 だ っ た の は 

アレ クサ ンド ル 1 世 


庭 中 心 主 義 が 支配 し て い 
た 父 ニ コラ イ 1 世 時 代 の 
宮中 の 雰囲気 は 、 徹 底 し 
た 改革 世界 観 の 形成 に 疫 
が ら な か っ た アレ クサ ン 
ドル 2 世 の 改 革 は 、 こ せ 
こせ し て いて 、 中 途 半端 
で 、 有 名 な ロシア ・ テ ロ 
リズ ム の 横行 を 少な か 


俳 合 し た 。 ナ ポレ オン 戦 | る 厳し い 制 裁 は 、 君 主 (1871 か ら ド イツ 」 ド イツ 関係 を 悪化 させ た 。 
争 の 勝利 と ロシア 軍 の | が 自発 的 に 自分 の 権利 МЕС GE A 


に 散 意 を 抱い て いた アレ 
クサ ンド ル 2 世 は 対 ド イ 


1864 年 に か け て の ポー ラン 


た いこ と に 、 死刑 
は な い 。 兵士 に 1 万 


PLÈ. сп) 位 は 近衛 連隊 の 一 部 が 新 2000 本 の 棒 を 与え 1850 年 代 ) 
理由 が 明らか に な っ た 。 新 | 強化 し 、 革 命 を 連想 させ | ヴェ ル 1 世 廃位 の 陰謀 E HCR ARD HEVE FE れ ば いい の だ 」 


著名 な 詩人 で 、 
熱烈 な 君主 制 主義 
者 で ある フョードル ・ 


て 次 の よう に 書 


た る 、 文化 ・ 科 学 ・ 産 業 の いて いる 。 
で ある ヴ ュ ル | 締 殺 し た の だ 。 退廃 、 政治 的 亡命 を も た | 「( ニ コラ イ 1 世 は ) 
テン ベル グ 家 | ジェ ル メ ナ ・ ド ・ ら す 体制 が 定め られ た 。 | 神 に 仕え て いる 
の 王子 を 養 | スタ リ は これ を ロシア の 国民 的 詩人 の で も 、 ロ シア に 仕え て | を 与え た り 、 様々 な 口実 で ペ 
子 に する た め | 辛 錬 に 評 し て 〆 プー シキ ン は ニコ ライ いる の で も な い 。 自分 の | テル ブル グ の 宮殿 を 贈っ た 
に 呼び 寄せ 、| いる 。「 留まる の 性 格 に つい て 次 の よう 心配 事 だ け に 仕え て い | りす る 伝統 を 続け た 。 こ れ は 
息子 アレ クサ | と ころ を 知ら ぬ に 述べ て いる 。 「 彼 の 中 に は る の だ 」 ニ コラ イ 1 世 の | エカテリーナ 2 世に よっ て は じ 
ンド ル の 帝位 | ロシア の 絶対 陸軍 准尉 た ちか ら 与 えら れ 治世 は 、 社 会 の 崩壊 、| め られ た も の だ っ た が 、 当然 
継承 権 を 剥 | 的 専制 主義 た も の が 多く 、 ピョートル 大 帝 官僚 主義 の 形成 と クリ | 破産 を も た ら す こと に な る 。 
ELT, k| も や は り 留 め か ら 与 えら れ た も の は な い 」 ミア 戦争 に お ける ロ シ 
ロ 帝位 に 就け | を 打 た れ た 。 ニコ ライ は よく 権 を 使っ て 体 ア の 大 敗北 の 時 代 LTE 
Гути ERROM ЛИ ЗЕТ EJ それ も 縄 一 本 で 」 前 を 行っ た の で 、 国民 は ニコ だ っ た 。 プロ イセ ン н 
1907 年 (国立 ロシア 美術 館 所 蔵 ) ライ に 「 棒 の 人 」 と いう あだ名 国王 の 娘 と の 間 に 7 人 の 
アレ クサ ンド ル 1 世 ( 在 位 1801-1825) を つけ た 。 これ を 裏付け て い 子供 が いた ニコ ライ は 、 
る の は 軍務 省 で の シニカル な ALD EO F ТАТЫ 
祖母 エカチェリーナ | 彼女 (エカチェリーナ 2 世 ) | また 、 政 治 犯 を 釈放 し 、 きま と っ た 。 ア レク サン 


の 重要 な 位置 を 占め て いた 
( 図 は ペテルブルグ の ニコ ライ 鉄道 駅 , 


L3 世 ( 在 位 1881-1894) 


ド 蜂起 (革命 ) の 参加 者 
に 対す る 容赦 な い 制 
裁 だ 。1860 年 まで に アレ ク 
サン ドル 2 世 の 改 革 は ロ 
シア 経済 全般 の 崩壊 を も 


「 土 地 と 意志 」 で 、 こ の 組織 
は 1881 年 3 月 1 日 に アレ クサ 
ンド ル 2 世 暗殺 を 決行 し た 。 


アレ クサ ンド ル 2 世 の 
8 人 の 子供 の 次 男 で あっ た 
皇 和 アレ クサ ンド ル 3 世 
(1845—1894) は 素朴 で 愚か 


「 ロ シア 様式 」 の 復興 、 
ロシア 民話 や 古代 の 歴史 を 


3 世 は 主 に ガッ チ ナ に 住ん 


よる 腎炎 だ っ た 。 


E 


| 1906 


1904-1905 
яЖ8+С505 
ロシア の 敗北 


| スト ルイ ピン の 改革 
| (農民 の 農場 分 離 に 関す る 法令 ) 
| 第 一 ドゥ ー マ 国 会 召集 


1894-1917 1896 1900-1903 産業 危機 RE 

ニコ ライ 2 世 の | ホ ド ゥ ィ ン カ の 悲劇 スト ライ キ イー 

治世 тм. он 12 月 テカ ブリ スト が 多く の 町 を 占領 する 
多く の 見 物 客 が 亡くな る FERD 武装 蜂起 (デカ プリ スト の 乱 ) ) 


€ 


7 


xO. 


1913 年 の ロマ ノ フ 家 300 周 
年 式典 は 1713 年 、1813 年 時 に 
D Bl D LZR о Te ROMA E 
さ で 執り 行わ れ た 。 MIU 
ロマ ノブ 王朝 の 播 ぎ 無 さ を 宮 
言 し 、 国 民 に 王朝 の 功績 を 
思い 出さ せ 、 国 民 を 団結 させ 
る は ず だ っ た 。 ロ マ ノ フ 家 は 
ロシア 最 古 の 家柄 で は な く 、 
慎 ま し い 系 図 を 持ち 、 政 権 を 
掘っ た の は ロシア 動乱 時 代 に 
な っ て か ら の こと だ っ た 。 
リュ ー リ ク 王 朝 最 後 か ら 二 
AHD ETRA VT AER 
(1530—1584) の 死後 、 実 質 上 
ルー シ を 統治 し た の は 新 旦 帝 
フョードル の 妃 の 見 ボリ ス ・ 
“Кел? ДУА 
は イヴ ァ ン 4 世 の 未 息子 ドミ 
ー ト リー 殺害 に 関し て 疑い 


ゥ ノ フ の 死後 、 す ぐに こ 
を 利用 し た の は ロシア の 長 


(Rzeczpospolita ボー ラン ド ・ 
リト アニ ア 上 共和国) だ 。 
ポー ラン ド は グリ ゴー リー・ 
オト レビ エフ を 香 太 子 に 仕 
立て あげ ( 偽 ド ミー トリ ー, 
1605 年 殺害 ) 、 皇 太子 は 奇跡 
的 に 助かっ た と し て ロシア に 
侵入 し た 。1610 年 ボーランド 


に 踏み 切り 、 ポ ー ラ ンド 軍 が 
モス クワ を 占領 し た 。 第 三 の 
ロー マ と 宣言 し た ば か り の 
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ニコ ライ 2 世 (1868—1918) の 


の 目 で 見 られ て いた 。 ゴ ドド 


年 の 敵国 レ チ ・ ポ スポ リタ | 


王 ジ ギ ム ン ド 8 世 は 直接 干渉 | 自 


ニコ ライ 2 世 ( 在 位 1894-1917) 


ロシア 最後 の 専制 君主 


治世 は 世界 史上 最も 過酷 な 
時 代 に あたる 。 こ れ は 、 
古い 思想 の 破滅 の 時 代 、 
と めど な い 産 業 発展 の 
時 代 で あり 、 こ の 産業 
発展 は 社会 的 世界 観 
や 社会 制度 の 発展 の 
先 を 進ん で いた 。 
まさ に この よう な 時 代 
に あっ て 、 人 文 分 野 の 
理論 家達 は 、 民 族 を 
「 歴 史 的 民族 ]」 と 
「 非 歴史 的 民族 」、 
人 種 を 「 上 の 人 種 」 と 
「 下 の 人 種 」 に わけ る と 
いう 一 連 の 抽象 的 イデ オロ 
ギー を 提示 し た の で ある 。 


こう し た 一 連 の 思想 は 、 
ハン ス ・ ギ ュ ン ター の よう 
な 山師 的 学者 が 飛び つく と 
ころ と な り 、 多 く の 新 た な 
指導 者 た ちの 想像 力 を 描き 
た て た 。 こ の 動乱 時 代 の 
ニコ ライ 2 世 の 重 要 な 思い 佑 
い は 、 ロ マ ノ フ 家 一 族 の 中 で 
育ま れ た 、 ツ ァ ー リ (йй) 
は 「 ロ シア の 統治 者 」 で ある 
(1897 年 の 国勢 調査 の 
「 職 業 」 欄 に ニコ ライ 自身 に 
よっ て 書か れ た 言葉 ) と いう 
信念 で あり 、 無 制限 の 専制 者 
主 制 は ロマ ノ フ 家 の 「 家 族 的 
事柄 」 で あり 、 ロ シア 国民 は 
「 遺 伝 的 に 」 Е САИН 
ある と いう 信念 で あっ た 。 
ロシア 国家 の 基礎 は 「 正 教 、 


ロマ ノ フ 家 300 周 年 祭 


モス クワ 国家 は 滅亡 の 危機 に 
瀬 し て いた 。1612 年 ポジ ャ ル 
スキ ー と ミー ニン 指揮 下 の 国 
民 義勇 軍 が ボー ラン ド 軍 を モ 
スク ワ か ら 追 い 出 し 、1613 年 
ゼム スキ ー 国 民 サ ボー ル 会 議 
は イヴ ァ ン 雷 帝 の 最初 の 妻 の 
近親 で ある 若き ミハイル ・ 
ロマ ノ フ を ツァ ー リ 香 帝 に 選 
出し た 。 ミ ハイ ル ・ ロ マ ノ フ 
は 1645 年 まで 統治 し 、 そ の 後 
常 位 に 就 い た の は 息子 の ア 
レク セイ ・ ミ ハイ ロ ヴ ィ チ 
(1629—1676) 一 ピョートル 


大 帝 の 父 で ある 。 
ピョートル 大 帝 は ロマ 
ノ フ 父方 (男性 ) 家系 最 
後 (15 歳 で 上 く な っ た 皇 太 
子 ア レク セイ の 息子 ピ ョ 
ー ト ル 2 世 を 数 に 入れ な け 
れ ば ) O > y — U RML 
な っ た 。 ロマノフ 王家 の 
母方 の 系 図 は 1761 年 エリ ザ 
ヴェ ー タ ・ ペ トロ ー ヴ ナ 
の 死 と 共に 中 断 し た が 、 
ピョートル 1 世 の 「 持 帝 自 
ら が 後継 者 を 決め る 」 勅 令 
(1722 年 ) の お か げ で 公 的 


n EG aE A 
ロマ ノ フ 王朝 300 周 年 祭 の 日 
アレ クサ ンド ル 公 園 の ニコ ライ 2 世 の 公 民 館 


宮廷 に ラス ブー チン 台頭 


専制 君主 制 、 国 民 」 で ある と 
いう 曽 祖父 ニ コラ イ 1 世 時 代 
の ユー トピ アテ ー ゼ は ニコ ラ 
イ 2 世 の 周辺 で あま り に も ゃ 無 
条件 に 受け 入れ られ て いた 。 
政情 が と り わ け 悪 化し た 
の は 、 ニ コラ イ 2 世 が 日 露 戦 
争 (1905) の 敗北 か ら 何 も 学 
ば ず 、 ロ シア 軍 が 酷い 状態 に 
ある と いう こと が 明らか に な 
っ た 第 一 次 世界 大 戦時 だ 。 
ドイ ツ 出 身 の 皇 后 、 グ リ ゴ 
ー リ ー・ ラ スプ ー チ ン の 影 
響 、 個 人 的 な こと だ け を 大 事 
に し 、 国 家 の 大 事 に は 興味 
の 無い ニコ ライ 2 世 の 穏 和 さ 
(カラ ムジ ン に よる と 君主 に 
は 欠陥 の ある 性 格 だ っ た ) 
全て が 世論 を 刺激 し た 。 


な 王朝 の 交代 は 起こ ら な か 
っ た が 、 ヨ ー ロ ッ パ 王家 の 
年 代 記 で は 、 ピ ョ ー ト ル 3 世 
以降 の ロマ ノ フ 家 は 公 に ホ 
ル シ ュ テイ ン ・ ゴ ッ ト ル プ 
家 と 呼ば れ て いた 。 こ の 事 
実に 照ら し て 1913 年 の ロマ 
ノ フ 家 300 周 年 祭 は 緊張 し 
て いる 社会 に よっ て 懐疑 的 
に 迎え 入れ られ 、 望 まし い 
成果 を あげ られ な か っ た 。 
最後 の ロマ ノ フ 人 達 に よっ 
て 創 ら れ た 「 罪 の 無い お 芝 
居 の 世界 」 (マリ ー・ ア ン 
トワ ネッ ト に 関 
する ツ ヴ ェ イグ 
の 言葉 ) 、 そ の 
中 で 彼ら は 現状 
か ら 遠 ざか ろう 
ЕСЕ 
お 芝居 の 世界 は 
この 先 も ロシア 
の 政治 活動 の 
中 で 続く 可能 
性 は あっ た 。 
し か し な が ら 彼 
ら は 歴史 の 表 舞 
台 か ら 去 っ た 
「 専 制 主 義 」 の 
理想 か ら 離 れる 
こと を 望ま ず 、 
根気 強く 、 社会 
の 力 で 強制 的 
な 破壊 へ と 向 
か っ た 。 


1916 
1912 ブル シロ フ の 突破 (5 月 20 日 ) 
レナ 川 の 銃殺 事件 AV ブル シロ フ 指 揮 の も と 南西 戦線 
レフ トル スト イ の 怒り を まね き 、 で 攻撃 開始 
ロシア 全国 で スト ライ キ ラス プー チン 暗殺 
| 1910 
1907 1911 1914 1917 
_ 「 国 会 交代 」 スト ルイ ピン ドイ ツ が ロシア に 宣戦 布告 |2 月 革命 
ニコ ライ 2 世に よる 解散 (第 一 次 世界 大 戦 ) 3 月 2 日 ニコ ライ 2 世 退 位 ・ 臨 時 政府 樹立 
2 月 第 二 国 会 召集 、 解 散 ペテルブルグ を 10 月 24 一 26 日 
ペトロ グラ ー ド と 改称 ペトロ グラ ー ド で 武装 蜂起 ( 十 月 革命 ) 


第 三国 会 召集 | 


1900 年 代 初頭 、 財 務 大 
臣 ウ ィ ッ テ は 改革 で 條 換 
| ルー ブル を 導入 し た 。 ウ 
ィ ッ テ 自 身 の 言 葉 に よる 
と 、 こ の 改革 に 「 思 慮 深 
い 全 ロシア 」 が 反対 し 
| た 。 第 一 に ロシア の 遅れ 
| た 経済 を 食べ させ て いる 
原料 の 輸出 者 達 に 弱い ル 
| 一 ブル が 必要 だ っ た 。 第 
| 二 に 、 先 見 の 明 の ある 経 
| 済 学者 た ち は 10 ル ー プ ブル 
金貨 (額面 以上 の 価値 が 
ある ) が 流通 か ら な く な 
る こと を 予言 し て いた 。 
総じて ひど い 経 済 危 機 が 
| 起こ り 、 政 党 が 現れ た 。 
| ロシア が 日 露 戦 争 で 屈辱 
| 的 な 敗北 を 喫し た 時 、 
| 政権 へ の 不信 は 限界 に 
達し た 。1905 年 の 革命 


第 一 次 世界 大 戦時 の ロ 
| シア の 同盟 国 は ロシア 経 
| 済 の 最終 的 破壊 の た め に 
全力 を 注い だ 。 例 えば 英 
国 は 開戦 時 に 売っ て いた 
2 倍 の 価格 で ロシア に 武 
器 を 売る よう に な っ た 。 
| 1916 年 12 月 皇帝 は 無理 や 
り 食 糧 懲 発 に 関す る 決議 
| を 採択 させ た 。 こ の 決議 


= 


巡洋艦 「 オ ー ロ ラ 」1917 年 
| HB. AEL, ALAR TEE 
弱 し た 村々 を 慎 慌 させ 
| た 。 ペ トロ グラ ー ド も ゃ も 同 
| 様 に 錠 え て お り 、1917 年 
| 情勢 は 警察 に も 抑え きれ 
| な く な っ た 。2 月 25 一 26 日 
| 全社 会 労働 者 スト が 行わ 
| れ 、2 月 27 日 約 7 万 の ペ 
| トロ グラ ー ド 守備 隊 の 兵 


は 十分 に 検討 され て いな 
い 改革 の 答え と な っ た 。 
血 の 日 曜日 事件 (1905 年 
1 月 9 日 ) &. HERP 
経済 危機 を も た らし た ウ 
ィ ッ テ 自 身 「 こ の よう な 
犠牲 、 惨 袖 は た だ で は す 
まな い 。 も し 政府 が 国民 
の 考え の 流れ を 掌握 し て 
いな か っ た ら 、 我 々 は 皆 
死ぬ だ ろう 。 あ る い は 最 
後に 勝利 する の は ロシア 
の … コ ミュ ー ン (貧し い 
人 々 ) で ある 」 

1905 年 10 月 17 日 ニコ ライ 
2 世 は よう や く 公 民 の 自由 
を 認め 、 国 会 (ドゥ ー マ ) 
ШО ОЕ АБУ 
ニコ ライ 2 世 は 自身 の 日 記 
に 「 神 よ 、 我 々 を 助け た 
まえ 。 ロ シア を 鎮め た ま 

1917 年 


上 が スト ライ キ 側 に まわ 
り 、 ほ と ん どの 町 を 占領 
し た 。 

数 日 後 の 3 月 2 日 、 ニ コラ 
イ 2 世 は 退位 宣言 書 に 署名 
する 。 同 時期 ペトロ グラ 
ー ド 会 議 (ソヴィエト ) 
は 新 臣 時 政府 の 閣僚 を 
承認 し た 。 戦 時 下 、 了 臨時 
政府 は いか な る 問題 も 
解決 する こと が で き な か 
っ た 。 そ の た め チ ュー リ 
ッ ヒ か ら 帰 国 し た レー ニ 
ン が プロ レタ リア ー ト の 
テー ゼ ( 四 月 テー ゼ ) 


「 国 民 に 平和 と パン と 完全 


1905 年 革命 と 第 一 次 世界 大 戦 の 始ま り (1914-1918) 


1914 年 8 月 2 日 
第 一 次 世界 大 戦 の 宣戦 布告 日 の 宮殿 広場 


え ! 」 と 書い て いる 。 語 書 
(マニ フェ スト ) は 既に 時 
期 遅 く 、 兵 士 ・ 水 兵 が 参加 
し た 武装 蜂起 は ハリ コ フ 、 
クロ ン シ ュ タッ ト か ら チ 
タタ 、 ク ラス ノ ヤ ルス ク ま で 
ロシア 全土 を 占領 し た 。 
これ に 対す る 
容赦 な い 鎮 
圧 は 社会 民 
E IC bil J; 


な 自由 を 」 
を 発表 し た 
時 、 国 民 は 


北 し た 。 


彼 の 党 を 支 ШЕ š 


持 し た 。 

この ボリ シ 
1905 年 
は 簡単 で 皆 に わか りや す 
か っ た 。 了 臨時 政府 の デマ 
ゴー グ 的 な 「 勝 つま で 
(戦う ) 」 と いう テー ゼ は 、 
政府 の 無能 さ を 背景 に 、 
戦線 か ら の 悪い 知ら せ の 
ど よ めき の 下 、 無 意味 に 


1917F 10A ZENE 


< si 
ヴァ レン チン ・ セ ロフ . 

「 兵 隊 さ ん た ち 、 勇ましい 皆 、 あ ん た が た の 名 誉 は 

どこ だ い ? 」( コ サッ ク に よる デモ 解散 ) 


(国立 ロシア 美術 館 所 蔵 ) 


7 月 4 日 ぺ ペトロ グラ ー ド 
で 町 の 人 口 の 4 分 の 1 、 
50 万 人 の 人 が 参加 し た 
反 政 府 デ モ が 起こ っ た 。 
労働 ・ 農 民 議員 か ら 成 る 
べ ペトロ グラ ー ド 議会 に 政 
権 を 移す 要求 を し た デモ 
は 射撃 され た 。 こ の 発砲 
事件 の 流血 、 そ れ と それ 
に 続く 8 月 末 の コル ニ ロ 
フ 将 軍 の ペテルブルグ に 
軍事 独裁 政権 を 設置 し よ 
うと する 陰謀 は 、 ボ リ 
シェ ヴィ キ の 思う ぅ 斉 だ っ 
た 。 全 て ボリ シェ ヴィ キ 
の シナ リオ 通り に 革命 が 
発展 する よう に 進ん だ 。 
10 月 26 日 ボリ シェ ヴィ キ 
は 裏切っ た 軍 を 臨時 政府 
が 置か れ て いた 冬 宮 襲 皿 
に 立ち 上 が ら せ た 。 そ の 
後 プ ロレ タリ アー ト 独 裁 
が 不可 避 と な っ た 。 


人 も の 新しい 党員 を 引き 入 
れ 、 軍 の 破綻 を も た ら す 
こと に な っ た 。 そ の 結果 
1914 一 1915 年 第 一 次 世界 大 
戦 の 全 戦線 で ロシア 軍 は 敗 
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Е 


1218 


1918 

「 赤 軍 」 創 設 
首都 を ペテルブルグ 
か ら モ スク ワ に 移す 


1917 年 10 月 の ボリ シェ 
ヴィ ズム の 勝利 は 多く 
の 犠牲 を 伴っ た 。1917 年 

ニン と その 支持 者 の 素 
晴らし い 策 略 は 、18 世 紀 末 
の フラ ンス 革命 と 同様 、 
空想 的 (ユー トピ ア ) 経済 
戦略 を 基盤 に し て いた 。 
その た め ボ リ シ ェ ヴィ キ は 
革命 後 すぐ だ け で は な く 、 
数 年 あと に な っ て も 、 
国 の 情勢 を 正常 化 させ 、 
経済 的 荒廃 を 克服 し 、 
無政府 主義 を 法律 の 枠 内 
に 入れ る こと が で き な か 
っ た 。 同 時 に 、 無 政府 主 


義 の いか な る 企 て も レー 
ニン の 計画 に 従っ て 、 


海軍 の レニ ング ラー 


ピー レル (モト ラー 


22 


оде айат 

) は レニ ング ラー ド 市 を 地上 か 

ら 抹 殺す る 決心 を し た 。 我 々 は この 町 の 保存 に 興味 が 

無い 。 た と え こ の 町 の 人 口 の 

町 を 全 口 径 の 大 砲 に よる 射撃 、 絶 え 間 な い 空 遇 に よっ て 
ー 掃 する こと を すす め る …」 


g 、 
ネフ スキ ー 大 通り の 市 民 と 攻防 者 た ち 
レニ ング ラー ド 封 鎖 が 解 か れ た 日 (1944 年 1 月 27 日 ) 


1921-1923 1926 1934| 
クロ ン シ ュ タッ ト で 蜂起 : ке キー ロフ キー ロフ の 暗殺 と 
160 人 の 科学 者 ・ 文 化 ング ラー ド 党 (スタ ー リ ン ) 
活動 家 の 追放 (シベ リア 流刑 ) РЕ 大 粛清 の 開始 


1942 
英雄 的 防衛 と 


ソ連 軍 の レニ ング ラー ド 封 鎖 を 解く 試み 


ЮЖ ЕЖСОЛАО 


通り の 大 規模 な 改名 レニ ング ラー ド 人 が 死亡 
1940 
се 1898 1941 
1929-1932 ソ連 ・ フ ィ ン ラ ン raa ナチ ス (ヒト ラ つ 軍 の 
弾圧 の 始ま り ソ連 攻撃 、 
「 科 学 ア カ デ ミ ー 会 員 の 事件 」(1929) 


「 反 宗教 的 5 か 年 計画 」(1932) 


КЕРЭ ВЕНЕ UNSAID 


押し つぶ され る は ず だ っ 
た 。 フ ラン ス 共 和 国 が 最 
初 独裁 政治 に な り 、 そ れ 
か ら ナ ポレ オン 帝国 に な 
っ た よう に 、 ソ 連 で も 最 
初 は 「 プ ロレ タリ アー ト 
の 独裁 政治 」、 そ れ か ら 
「 ス ター リン 帝国 」 に な 
る 運命 を 背負 わ さ れ て 
いた 。「 全 て の 理論 は 灰 
色 だ ・… 生 の 黄金 の 樹 こそ 
が 緑 な の だ 」 (ゲー ジテ) 「 全 世界 文学 」 が 創立 され 
過酷 な 1918 年 一 1919 年 | た 。 大 祖国 戦争 開始 前 
に ペテルブルグ で は 新 し | まで に 1924 年 レニ ング ラ 
い 喘 画 ス タ ジ オ (レン フ | 一 ド と 改名 され た 町 は 、 
ィ ル ム ) が 創設 され 、 ネ | ヨッ フェ 、 パ ヴ ロ フ 、 プ ロ 
フス キー 大 通り に ドム ・ | コ フ ィ エ フ 、 シ ョ スタ コー 
クニ ー ギ が 開店 し 、 出 版 社 | ヴィ チ 、 コ ジン ツェ フ や ト 


戦争 と 封鎖 (1941-1945) 


1941 年 6 月 22 日 ヒト ラー 
の 飛行 部 隊 が ソ連 の 町 々 
の 爆撃 を 始め た 直後 、 
文化 遺産 の 宝庫 で ある レニ 
ング ラー ド は 驚く べき 速 
さ で 何 百 万 も の 芸術 品 
| | 背後 へ の 疎開 を 始め た 。 
| 何 百 も の 輸送 列車 が 
町 か ら レ ンプ ラン ト 、 
ルー ベン ス 、 プ ブリ ュ ロ フ 、 
レー ピン の 絵 を 運び 出し た 。 
庭園 彫刻 は 地 中 に 埋め 
られ 、 建 築 の 傑作 や 市 の 
モニ ュ メ ント は カモ フラ 
ー ジ ュ の た め に 偽装 され 
た ネッ ト で 問わ れ た 。 
敵 軍 に 渡す た めで は な 
く 、 防 衛 の た め に 準備 
| し た の だ 。 町 を 防衛 
| し た 何 十 万 も の 
| 市 民 と 兵士 


ド 攻 防 1943 年 8 月 


СЪ. < EMS hN 


戦争 時 の 碑文 
(ネフ スキ ー 大 通り 14) 
市 民 に 砲撃 中 ここ に いて は 
いけ な いと 予告 し て いる 


1920 年 代 宮殿 川岸 通り で の 祝賀 パレ ー ド 


レニ ング ラー ド 封 鎖 
の 始ま り | 


ラウ ベル グ が 働き 、 創 造 
活動 に 励む 、 世 界 に お け 
る 文化 と 科学 の 中 心 の 一 
つ に な り 、 新 し い 科学 大 
学 、 住 宅 群 、 地 下 鉄 や 橋 
が つく られ た 。 


の 命 を 奉っ た 900 日 封鎖 
は レニ ング ラー ド 市 民 の 
前 代 未 聞 の 偉業 と し て 、 
そし て 人 間 の 精神 の 優 
れ た 力 の 証拠 と し て 、 
歴史 に 名 を 留め て いる 。 


ピス カリ ョ フ 墓 地 の 記念 像 
封鎖 で 亡くな っ た 人 た ち を 
葬っ て いる 場所 


1943 


| レニ ング ラー ド 封 鎖 の 決壊 


1945 


|1945 
大 祖国 戦争 

( 対 独 戦争 ) の 勝利 、 

| レニ ング ラー ド で 勝利 兵 
と の 面会 
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長年 に わた る 
絶え 間 な い 銃 撃 
| や 砲撃 に よる 廃 = 
幸 か ら の レニ ング 

> — F O #tš B O fê 
業 は 、18 世 紀 初 め の 
建設 の 偉業 と 再び 比較 
で きる だ ろう 。1944 年 
封鎖 が 完全 に 解 か れ た 


| 時 、 町 に 火災 や 砲弾 に 


ジグ ラド ペペ 
ソ連 共産 党 中 央 委員 


| 会 が 1970 年 代 の 経済 政策 


の 悲惨 な 結果 に 直面 し て 


| いた 1980 年 代 半 ば 、 改 革 


者 達 が 強固 な が ポジション 
を 占め て いた 。 ゴ ル バ チ 
ョ ブフ に よっ て 宣言 され た 
中 央 委員 会 の 新 路線 は 
「 ベ レス トロ イカ ( 再 構築 ) J 
と | グラ ス ノ ス チ (情報 公開 ) J 
で 、 こ れ は 1970 年 代 の ソ連 
共産 党 中 央 委員 会 に と っ 
て 経済 に お いて スタ ンダ 
ー ド な スロ ー ガ ン に 基 づ 
いて いた 。 ソ ツ 連 経済 学者 
達 の 一 連 の 発表 は 、 経 済 
復興 は 下 (低い 立場 ) か ら 
の 変化 に よっ て 起こ る と い 
う イ リュ ー ジ ョ ン (KJE) 


1955 1979 1986 1992 
レニ ング ラー ド フィ ン ラ ンド 湾 に 通り の 名 前 を 旧称 に 宗教 団体 に よる 
地下 鉄 1 番線 ダム 建設 開始 戻す 運動 の 開始 RORE 
の 開通 
1965 1980 」 
1953 |1965 1983 1989| |1991 
スタ ー リ ン の | レニ ング ラー ド 市 最初 の 町 の 祝日 市 内 ・ 郊 外 の 町 の 名 称 を 
死去 [英雄 市 」 以後 毎年 | 歴史 地区 を ユネ スコ の 歴史 的 名 称 サン クト ・ 
| 称号 授与 祝 われ る 文化 遺産 に 登録 


ネフ スキ ー 勲 章 


よっ て 損傷 を 受け て いな 
い 有 名 な 記念 碑 は 一 つも 
な か っ た 。 郊 外 の 宮殿 、 


勝利 パレ ー ド モス クワ . 赤 の 広場 
1945 年 6 月 24 日 


ペテルブルグ (1990 年 代 ) 


を 生み 出し 、 そ れ に よっ て 
企業 の 指導 者 を 選挙 で 決め 
る よう に な り 、 二 つの 基金 
(生産 発展 基金 と 賃金 
基金 ) を 統合 し た 。 し か し 
局面 は 好転 し な か っ た 。 
逆 に 生産 開発 の 中 止 、 
賃金 の 値上げ (生産 費用 を 
賃金 の 値上げ 分 に 回 し た ) 

それ に 伴っ て 深刻 な イン 
フレ が 起こ っ た 。1980 年 
代 末 まで に ソ連 は 沸き 
立ち 、1990 年 代 初頭 まで 
こ 完 全 に 崩壊 し た 。 ロ シ 
ア 全 国 、 ベ ペテルブルグ に 
も 選挙 運動 が 波及 し た 。 
1991 年 に 再び 歴史 的 名 称 
サン クト ・ ペ テル プ ブルグ 


| を 得 た レニ ング ラー ド は 、 


アレ クサ ンド ル ・ 


ペテルブルグ に 戻す 


公園 アン サン ブル は 府 
城 と な っ て いた 。 が 、 
1949 年 まで に 町 の 産業 
は 戦前 まで の レベ ル 
に 達し 、 町 の 施設 は 
完全 に ガス 化 が 導入 
され た 。 大 修復 後 、 
次 々 に 宮殿 や 美術 館 が 


ネフ スキ ー 大 通り を 行進 する 大 祖国 戦争 の 歴戦 の つ わ も の 


1990 年 代 中 ば 18-19 世 紀 
の 自由 主義 思想 家 (アダ ム 
スミ ス , ベン サム 他 ) の プロ 
グラ ム を 用 い 、 こ れ を 実践 
し よう と 試み た 。 こ れ は 先 
進 国 で は 実現 不可 能 だ と 
みな され て いた に も 関わ 
ら ず で ある 。 ペ テル ブル 
グ で は これ は 自分 達 の ニ 
ュ ア ンス を 持っ て いた 。 
歴史 的 建造 物 や 記念 
像 が 相次い で 壊さ れ た 。 
町 の 名 称 を 旧称 に 戻し た 

それ は 文化 や 科学 の 
発展 に 何 の 影響 も 及ぼ さ 
な か っ た 。 そ の 上 、 世 界 


開館 し て いき 、1955 年 
に は レニ ング ラー ド 
地下 鉄 一 番線 が 開通 し 
た 。1950 年 代 半 ば まで 
に 、 わ ず か 10 年 で 、 
レニ ング ラー ド は 再び 
世界 建築 文化 の 至宝 の 
-DERI TUE. 


の マス コミ は 、 新 し い べ 
テル プ ブルグ と し て 18 世 紀 
の 宮殿 の 前 に 立っ て いる 
物 を い の 子 供 の 姿 を 報道 
し た 。 そ の た め 1990 年 代 
未 まで に プラ グマ ティ 
ム (実利 主義 ) は 次 
第 に 政治 的 理想 主義 を 
а Осо с 
っ た 。 そ の 結果 、300 周 年 
(2003 年 ) に 向け て サン 
クト ・ ペ テル ブル グ は 
完全 に 一 新 し た 姿 を 
見 せ た 。 
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建築 年 表 


エカチェリーナ 1 世 アツ チェ イヴ ァ ー ク ヴ ナ 
1684-1727 (イオ アン ナ ヴ ナ ) 
ピョートル 1 世 ピョートル 2 世 1693-1740 コイ ヴァ ン 6 世 
1672-1725 1740-1764 
1703 ペテルブルグ 1718-1734 クン スト カメ ラ 
(ペトロ パ ヴ ロ フ スカ ヤ ) 1734 ネフ スキ ー 大 通り 
要塞 の 建設 拡張 令 
1705-1710 ペ テ ル ゴ フ ・ 1735 ペ テ ル ゴ フ の 噴水 
オラ ニ エ ン バウ ム に 「 サ ム ソ ン 」 


郊外 離宮 建設 
1710 年 代 夏 の 庭園 ・ 
ピョートル 1 世 の 夏 の 宮殿 
1712-1733 
ペトロ パ ヴ ロ フ スキ ー 
( 聖 ペ テロ と 聖 パ ヴ ロ ) 聖堂 
1717-1722 
アレ クサ ンド ル ・ 
ネフ スキ ー 修 道 院 
ウラ ヴェー ジェ ンス カヤ 
教会 


アレ クセ イ ・ ズ ー ボ フ 「 


RINT 


ジャ ン ・ レ バー 「 宮 典 川 岸 通り 」1778 年 ジャ ン ・ バ ティ スト ・ プ レン ス 原 画 に よる 


| エリザ ヴ ェ ー タ ・ | ピョートル 3 世 
ペトロ ー ヴ ナ 1728-1762 
1709-1761/62 | エカチェリーナ 2 世 
[1729-1796 
1741-1754 1762-1774 
アー ニチ コ フ 宮 殿 オラ ニ エ ン バウ ム に 
1745-1755 私 別荘 建設 
ペ テ ル ゴ フ 大 宮殿 の 拡張 1764-1775 
小 エ ルミ ター ジュ 
1764-1788 
芸術 アカ デミ ー 建 物 
ニコ ロ ・ 1765-1784 
ミケ ッ テ イ 新 オラ ンダ 島 
f nyt アン サン ブル 
rr 1766-1781 
0 ; Ju Eco 
. “nasqa 1768-1782 
元老 院 広場 
17204 ピョートル 1 世 作 
1768-178S 
大 理 石 宮殿 
1771-1784 


1748-1769 

スモ ー リ ヌィ 修道 院 の 建設 
1749-1757 

ヴォ ロン ツ ォ ー ン フ 宮 
1752-1754 

スト ロ ガ ノ フ 宮 殿 
1752-1756 

ツァ ー ル スコ エセ ロー 
新 ア ン サ ン ブ ル 建 設 
1753-1762 ニコ ライ 聖堂 
1754-1762 冬 宮 


夏 の 庭園 の 鉄 本 
1777-1790 年 代 

パ ヴ ロ フ スク に 
ゲ 郊外 離宮 和 建設 
1783-1789 

タ ヴ リー ダ 宮 
1783-1790 年 代 

ツァ ー ル スコ エ ・ 
セロ ー キャ メロ ン 
ギャ ラマ リー 


パー ヴェ ル 1 世 
1754-1801 


アレ クサ ンド ル 1 世 
1777-1825 


1797 


1797-1801 1801-1811 
ミハイル 新 カザン 聖堂 
城塞 の 再興 

1803-1805 

陸 下 の 書斎 
1805-1811 

新 取引 所 建設 
1806-1808 

スモ ー リ ヌィ 大 学 

建物 
1806-1811 
鉱山 大 学 
1806-1823 


海軍 省 新 建物 建設 


1818-1826 
エラ ー ギ ン 宮 殿 
1818 新 イ サー ク 
聖堂 建設 着工 
1819-1825 
ミハイル 宮 


1819-1827 参謀 本 部 


ニコ ライ 1 世 
1796-1855 


1828-1834 
アレ クサ ンド ル 
劇場 アン サン ブル 
1829-1834 
元老 院 ・ 宗 務 院 
建物 
1830-1834 
アレ クサ ンド ル の 
記念 柱 
1839-1844 
TY TERK 
1839-1851 
新 エ ルミ ター ジュ 
1840 年 代 1850 年 代 
ニコ ライ 橋 、 
(иа S y HED) 
アー ニチ コ フ 橋 
1844-1851 ニコ ライ 
( 現 モ スク ワ ) 駅 
1855 夏 の 庭園 
IT ク ル ィ モ フ 像 


アレ クサ ンド ル 2 世 
1818-1881 


1855-1857 
バル チー スキ ー 
(バル ト 海 ) 駅 
1857-1860 
ワル シャ ワ 駅 
1858 イサ ー ク 聖堂 
建設 終了 
1859 イサ ー ク 広場 
ニコ ライ 像 
1860 マリ イン スキ 
— 
1861 中 央 郵便 局 
1873 
リ チ ェ イヌ ィ 大 通り 
裁判 所 周辺 の 建物 
1873 


アレ クサ ンド ル 3 世 
1845-1894 


1883-1907 
キリ スト 復活 教会 
(スパ ー ス ・ ナ ・ 
クラ ヴィ ー) 
1886-1889 
宮廷 聖歌 隊 合 唱 
団 建物 
1893 
レー ル モ ン ト フ 大 通り 
の ユダ ヤ 教 会 
1890 年 代 
シュ ティ グリ ー ツ 
B E E ü REM 


アレ クサ ンド ル 劇 場 前 


エカチェリーナ 像 
1878 
アレ クサ ンド ル 


( 現 リ チェ イヌ イィ ) Hi 


he- 
宮殿 広場 パレ ー ド 」 18394 


ニコ ライ 2 世 
1868-1918 


¬ 


1890 年 代 -1903 

トロ イツ キー 

(三位一体 ) 橋 
1902-1903 

エリ セー エフ 兄弟 の 
商館 
1902-1904 

「 ジ ン ゲ ル 社 」 ЕВ 
1902-1904 

ヴィ テ プ ス ク 駅 
1907-1914 

シベ リア 商業 銀行 
1911 ピョートル 大 帝 橋 
(大 オフ チン スキ ー 橋 ) 
1911-1912 

ヴァ ヴェ リ ベ ル グ 銀行 
1912 アゾ フ = ド ン 銀 行 
1912 ホテ ル 

「 ア スト リア 」 
1913 フィ ン ラ ンド 橋 
1916 宮殿 橋 


1900 年 代 の ネフ スキ ー 大 通り 


mr‏ ای 


ペテルブルグ 
観光 名 所 


ベ ペトロ パ ヴ ロ フ スカ ヤ 
( 聖 ペテロ と 聖 パウ ロ の ) 要 寒 28 
ーー リー ゴー 38 
ネヴァ 川 左岸 
中 心 部 の 広場 48 
ネフ スキ ー 大 通り ー 98 
ネヴァ 川東 沿岸 の 
アン サン ブル = 140 


ペトロ ワラ ゴツ カヤ 
スト ラナ ーー146 


ネ ヴ Z 川 ・ モ イカ 川下 流 
コロ ム ナ まで 一 154 


南 の 関所 - 160 


ペトロ パ ヴ ロ フ スカ ヤ 
p ATL DO) HIE 
W 1—8, p. 321 


最初 に 「 サ ンク ト ・ ペ テル ブル グ 」 と 呼ば れ て いた べ 

| トロ パ ヴ ロ フ スカ ヤ 要 塞 は 、 サ ンク ト ・ ペ テル ブル グ の 
歴史 的 シン ボル の 一 つ で ある 。 約 10 ヘ へ ヘクタール の 小島 
に 200 年 以上 ロシア 帝国 の 首都 と な る 町 の 礎 が 置か ふれ た 
ピョートル 1 世 の 日 記 に は 「 豪 華 な 式典 と 共に 、 使徒 聖 ア ン 


トラ ン ペ ッ ト を 吹く 
マー キュ リー 
アレ クセ イ ・ ズ ー ボ フ の 
ドレ イ ・ ペ ル ヴ ォ ズ ザ ヴァ ン メイ の 聖 骸 の 入っ た 箱 が 埋め られ 、 絵 (1711 年 ) の ペ テ ル プ ル 
その 上 に 最初 の 石 が 置か れ た 」 と 書か れ 、 起 工 日 と し て 1703 年 | 上 上 学 を 飛ぶ マー キョ リー 
5 月 16 日 が 記入 され て いる 。 要塞 の 最初 の 設計 図 は ピョートル 自身 есте Мариче 
に よっ て 作ら れ た が 、 こ れ は 鳥 の 輪郭 を た どっ た 現実 困難 な も の | の 次 絵 に 用 いら れ た 。 
だ っ た 。 最終 的 な 設計 案 を 作成 し た の は 、1701 年 ロシア に 来 た 技 
術 部 隊 将 官 ジ ョ ゼ フ ・ ガ スパ ー ル ・ ド ・ ラ ン ベ ー ル だ と され て いる ピョートル 門 
1705 年 ビ ピョートル は 要塞 を 石造 に する よう に 命じ し 、 そ の 全 責 任 者 と し | 初期 の ピョートル 鍋 旋 
て 、 経 験 豊か な 、 築 城 専門 家 ド メニ コ ・ ト レジ ー ニ を 抜 握 す る (トレ ジー ニ | 門 は 木造 で 、 ト レジ ー ニ 
は 1703 年 コト リン 島 の 要塞 建設 の た め に ロシア に 来 た ) 。 1706 年 に 始ま КАЙ кы, ü 
っ た 建設 作 業 は 1733 年 = 了 す る 。 JE, は 難航 下落 の 防御 施設 と し て E ・ オ スネ 
建て られ た が 、 そ の 戦闘 能力 を 発揮 する こと は な く 、 そ の 存在 事実 だ け | に よっ て 木 の レ リー フ ( 浮 
CHU, | 彫 ) 装飾 が 施さ れ た 。 約 
17124, HED | VFB, PP Би 
женен | ХЕ 
ペトロ パ ヴ ロ フ ス | ラ ・ ビ ピノ に よっ て 制作 され 
キー( 也 ペテロ と | た 富 意 的 な 彫像 が オス ネ 
也 パ ウロ ) HHO) | ル の 作品 に 加わ っ た 
БА 月 の 彫刻 の うち 6 体 { 
建設 が 始ま っ た 。 | Py ао 
| い が 、 現 存する も の は 非 
常に 印象 的 だ 。 1722 年 
に 門 に 設置 され た 巨大 
な 鉛 の 双頭 の 驚 ( 重 さ 約 
1.50) は フラ ン ソ ワ ・ ヴ ァ 
ッ ス ー の 設計 に よっ て 鋳 
造 さ れ 、 ア レク サン ドル ・ 
ピョートル 門 ザ ハ ー ロ フ に よっ て 絵 
NROROWME が 描き 込ま れ た 


ペトロ パ ヴ ロ フ スカ ヤ 要 塞 
$ "а = 


ピョートル ・ バ ロッ ク 


| 界 観 と ロシア に 広まっ た 改革 の 精神 を 反映 する 新 
し い 様 式 を 模索 し て いた 。 ペテルブルグ の 戦勝 と 
| 共に で き あ が っ た 様式 は 、 最 初 の うち は ヨー ロッ パ 
| の 片田 舎 風 の 垢抜け な いも の だ っ た 。 し か し それ 
| | は た ち ま ち す ぐれ な た 筐 策 家 だ ち に よっ て 独自 の も の 
| に 作り 変え られ た 。 この 時 に 現れ た の が ド メ ニ aks 
| トレ ジー ニ を 筆頭 と する 、 ヨ ハン ・ ブ ラウ ン シ ュ ヴェ 
イグ 等 の 建築 家 だ 。 彼ら は ペテルブルグ で 輝 か し 
い 作 品 を つく り 、 世 界 芸 術 の 歴史 に 名 を 残し た 。 
ポル タ ヴ ァ の 戦い (1709 年 ) 後 、 ビ ョ ー ト ル は イタ リ 
ア や フラ ンス か ら 著 名 な 職人 を ロシア に 招き 始め た 。 


(1679 一 1719) と 老 熟 の 建築 家 バ ルト ロメ オ ・ カ ル ロ ・ 
ラス トレ ッ リ 伯爵 (B.=F. ラ スト レッ リ の 父 ) 、 
1718 年 に 有名 な 建築 家 カ ル 口 ・ フ ォ ン ター 
ナ の 弟子 で ある ニコ ロ ・ ミ ケッ ティ と の 間 で 契 
約 が 結ば れ た 。 彼ら は 新 ロ シア 建築 ・ 彫 刻 
に 豪華 さと 輝き を 与え 、 従 来 の も の と は 全く 
異な る 芸術 を 作り 上 げた 。 この ピョートル 様 
式 を 誰 よ り 素晴らし く 、 鮮やか に 表現 し た 
の は 、 ア レク セイ ・ ズ ー ボ フ だ 。 
彼 の 作っ た 版画 彫刻 は 
この 時 代 の 重要 な 
資料 の 一 つ で ある 。 


ネヴァ 川 川岸 の ペトロ パ ヴ ロ フ スカ ヤ 要 寒 PE 
ョ ー 


バル トロ メオ ・ 

カル ロ ・ ラ スト レッ リ 
「 ピ ョ ー ト ル 1 世 」 
1723-1729 
(国立 エル ミタ ー ジ ュ 
所 蔵 ) 


+ ペテルブルグ 様式 
1 | 


f | 1715 に 年 宮廷 建築 家 ジ ャ ン ・ バ ティ スト ・ レ ブロ ン | 


ピョートル 時 代 、 ロ シア 芸術 は 懸命 に 新しい 世 | 


ペトロ パ ヴ ロ フ スカ ヤ 


に ビ ピョートル 1 世 
CURFALM {ту үл) HSE ү. 


73:89) 
са ТЫ] 


| 18 世紀 初頭 、 マ テル ブル グ 要 寒 は 「 ル レイ 14 世 
が 作っ た フラ ンス の ダン ケル ク に 優る と も 劣ら な い 」 


と し て 「『 一 般 商業 aq e ЙЕ: 1723 年 ) の 中 | ヴ ナ の 息子 で ある 皇 太 子 
で 取り 上 げ ら れ て いた 。 し か し 、 く の 要 寒 と 違 アレ クセ イ (1690 一 1718) 


は 、 後 の ピョートル 2 世 を 


O, ベト ロバ パ ヴ ロ フ スカ ヤ 要 塞 は 創立 者 ピョートル 
MORE 7 п ПМ | 人 な シル ロッ テ ・ ク リス ティ 
大 帝 の 建築 記念 物 だ 。 “a ыр, 
A 1 世に 対す る 謀反 を 企 て 
ЖАМИ, св | アレ クセ イ は ペトロ パ ヴ ロ 
制作 の 際 、 彫 刻 家 ミ ハイ ル | ГААС АЙ, 


最高 裁判 所 に よっ て 反逆 
の 罪 で 死刑 判決 が 宣告 


・ ジ ェ ミ ャ ー キ ン は 、 
歴史 に 残る 手 本 で ある パル 
за sbs 1] 


作 の 皇帝 ( ピ ビ ョ 前 に 要 寒 内 で 死亡 し た 。 
トル ) оң 仮面 ( 
デス マス ク ) に 基 


づい た (1725 年 : 
p. 77), プロ ンズ の 
ピョートル 1 世 像 は 
1990 年 代 初期 、 
Е ェ ミ ヤー キン に 
> て 国立 べ テ ル 
ブル グ 歴 史 博 物 
館 に 寄贈 され た 


局 は И トル ベツ コイ DRE ( が バ 外 に 形 を し て いる 
E e {VaR {Ж @® ЧЄ H fl ыык け や す い 要 寒 
の 中 に あっ た 。 こ 3 の 門 を 守る た め に 建て られ た 。 キル シュ テ 


や 記念 メダ ル 、 ラ スト レッ 
リ が 設計 し た - 画図 
| が 鋳造 され た 
鋳造 用 の 原型 は 、 
デン ドレ イ ・ ナ ルト 
ク に よっ て 設計 さ 
れ た ピョートル 1 世 の 
| 旋盤 工場 で 作ら れ た 


ン シ ュ テイ ン の 計画 で は 、 
ロフ スカ ヤ 要 塞 に 二 つ の 半 
月 像 が 予定 され て いた 
が 、 куе 設 さ れ た の 
は 、 “ け だ っ た (同じ 目 
ñ. нче に が 、 二 つの 「 角 」 が あ 
っ た )。 1731—17405—:=7 BE 
の 努力 に よっ て 、 ペトロ パ ヴ ロ フ スカ 


ヤ 要 塞 に 半月 催 が 現れ た 。 2 つの 半月 傑 


ペトロ パ ヴ 


ペテルブルグ お йр ўа 
創立 記念 メダ ル に は 女帝 アン ナ ・ イ ヴァ ー ノ ヴ ナ ( 旧 表 記 : 
18 世 紀 (造幣 局 ) イオ アン ナ ヴ ナ ) の 父 と 祖父 の 名 、 ア レク 


セイ ( 西 ) と イオ アン ( 東 ) が つけ られ た . 


左 の 側 健 と オリ リオ ン ( 仏 語 
Tu9+ = 


‚ orillon「 耳 」) 


ピョートル 1 世 と その 最初 | 
の 妻 エ ウ ド キヤ ・ フ ョ ー ド ロ | 


され た が 、 実 刑 を 受け る | 


アレ クサ ンド ル ・ 


メン シコ フ 


北東 (メン シコ フ ) 
[сару ЫП 


КЕЛ УЛА 055 


. 1ТҤЕҖ 


を 浴び せる こと を 
Bs 要 ЗЕ Е А" 


E Jë 


D【 


= られ た 


て いた 


ニコ ライ ・ ゲ が 
「 ペ テル ゴ フ で アレ クセ イ を 尋問 する ピョートル 1 世 」 
1871 年 (トレ チ ヤ コ フ 美 術 館 . モス クワ ) 
| 造幣 局 荻 の 紋章 MR 
1724 年 モス クワ か ら ベ ペデ テ ラヴ ェ リ ン (ラテン語 .RAveLeE「 仕 切り 」) は 要塞 の 
ルプ ブル され た 造幣 外 に 和 建て られ た 、 要塞 を 援護 する 壁 で 、 鋭 角 


舟 小屋 

ピョートル 1 世 の 命 令 に よ 
کو و‎ A x 

ХТ хао. 


17654 aa < 
アレ クサ ンド ル ・ ヴ ィ ス ト ) 
現在 オリ デジ ナル は 中 央 海 


軍 博 物 館 (P.41) に あり 、 Ж 
小屋 の 中 に は 正確 な 模型 
が 置か れ て いる 


Kk < の 攻防 に 備え 
。 RÊ の 銃 眼 


“rapa 


CDE ョ ー ト ル 時 代 
に 既に 囚人 収容 に 使わ れ 


ax й 
ブル ハル ド ・ ク リス ト フ ・ ミ ー ニ フ 作 成 -1730 年 
(ロシア 国立 海軍 艦隊 公文 書 保管 и 


ia? FRE 


ガ ヴ リー ル ・ MPN キー タ ・ な ニテ リー: 
ゴロ ヴ キ ン ゾー ト フ トル ベツ コイ 
北 ( ゴ ロ ヴ キン ) 北西 (ゾー ト フ ) 南西 (トル ベツ コイ ) 
REDIR ZR 和枝 渦 の 建設 を 担当 БИЙ ОЕ EZE FH 
冠 寒 ( ク ロン ヴェ ルク ) 
Ф 1-7, р. 323 イオ アン 橋 


べ ペトロ パ ヴ ロ フ スカ ヤ 要 寒 の 北 か 
ら ベ リョ ー ザ ヴィ 島 に か け て ある 
溝 は 、 守り と し て は 弱かっ た 。 そこ 
で 1705 年 、 要塞 の 反対 側 の 岸 に 
追加 の 防衛 施設 、 王 ЖОЖ. 
た ク クロ ン ヴ ェ ル ク ( 独 語 .K 
Ге 建設 し た 
、 そ れ を 水 で 満た し た 


Kronwerk 


水路 る ое а. 


所 ) 


船小屋 


ンス トカ メラ の 天文 台 か 
ら 信 号 を 送り 、 海 軍 省 


の 壁 か と 


用 大 砲 が 要塞 内 
に 屋 初 に 現れ た の は 、 
1873 年 に な っ て か ら の 
こと だ 。 そ 
フラ ンス の 天文 学者 デ 
リー リ (1736) の イニ シア 
チ ブ で 、 正 


砲 の 音 を !』 


ボタ ルド 


任 者 だ っ た 6 人 の 高官 
の 一 人 、 キ リル ・ ナ ル 
ィ ジ シュ キン に ちな ん で 


アン ナ 女 帝 の 命 に 
より 、 Бмл иа 
保 に ロシア 帝国 の 旗 
(祝祭 日 ) 、 EOW 
(平日 ) を 掲げ る た め 
の 旗 塔 が 建て られ た 。 
ピョートル 時 代 、 要塞 
年 に な る と ク HIE EREE (PH W) 

に 立て られ て いた 


午 を 告げ る 


れ ま で は 、 


ドン 」 と いう 大 


時 し て いた 


ag ペトロ パ ヴ ロ フ スキ ー 
( 聖 ペ テロ と 聖 パ ウロ の ) 聖堂 


水量 確保 の た め に 用 いら れ て いた 。 


門 を 擁護 する た め の 塔 が あっ た 
名 づけ られ た 。 17334 に な っ て 埋め 立て られ 、 


19 世 紀 中 頃 ま で この 橋 
町 を つなぐ 唯 
の 橋 だ っ た 。 要 寒 へ の 東 
側 進入 路 が イオ アン の 
半月 供 に よっ て 守ら れ た 
1730 年 代 、 こ の 名 を 授 か 
っ た 。 橋 は 何 度 も 再建 と 
修復 を 繰り 返し た 


トル ペッ コイ 
BRE FV Z a + ZE 
ボタ ルド 
1730 年 代 に つく られ 、 ンス 語 
АРЕ で batardeau( о ダ ノ ув 
EROKET, ば れ た ボタ ルド は か つて 要 3 Je k 
HEREDERO 3 & 0 f] O < 2D BI 


ボタ ルド に は ネ 
ヴァ 川 の 水 を ひき 入れ る 水門 が 取り 付 ! еа 5 


ZD% は 不要 


ed れ た 
ボタ ルド は 要塞 の 特徴 を 示す 名 所 の ひと つ に な っ た 


ペトロ パ ヴ ロ フ スキ ー | 
(и 7-р иу {туүл) 聖堂 d 


イコ ノ ス タ ス 

透かし 彫り の 木製 イコ ノ ス タ ス ( 聖 障 画 ) 
は 1720 年 代 モ スク ワ で 制作 され た 。 その 
後 べ テル ブル グ に 運ば れ て 、 組 み 立 て ら 
れ 、 金 笛 が 施さ れ た 。 設計 の 著者 は イヴ 
ァ ン ・ サ ルー ド ヌ ィ か ドメニコ ・ ト レジ ー ニ 
か と 言わ れ て いる が 、2 人 の 共同 制作 で 


フリ ュー ゲル (風向 計 ) 
1719 年 聖堂 の 失 塔 に 
銅 に 金 符 が 施さ れ た 十 
字 架 が 設置 され 、 そ の 
ET, 銅製 の 天使 像 が 
軸 の 周り を 回 っ て いる 。 


ある と も 言え る 。 この イコ ノ ス タ ス は 豪華 
で 細部 まで 細か く 装 飾 が 施さ れ た バ ロ ッ 
ク 様式 の 建築 物 で ある が 、 透かし 模様 に 
\ よっ て 向こう の 至 聖 所 が 見 える と いう 点 で 
ig, は 、 恐 らく 正教 会 で 唯一 の も の で あろ う 。 


ペトロ パ ヴ ロ フ スキ ー 教 会 は 1712 年 ドメニコ ・ ト レシ 


の 設計 に よっ て 建て られ た 。 トレ ジー ニ は アル プス 地方 や 


北欧 寺院 建築 の 特徴 を も つ 形 式 を 完全 に 再現 し た 。 聖堂 
(3 つの 身 廊 を 持つ バシ リカ 会 堂 ) の 設計 、 内 装 、 使 徒 聖 ・ 
テロ と 聖 パ ウロ へ の 称 稚 、 全 て が 、 カ トリ ッ ク 及 び プ ロ テ ス タ 
ント の 伝統 に 則っ て いた 。 建設 は 遅 々 と し て 進ま ず 、 
トル 1 世 の 逝 は ا‎ ) ま で 
に 建て られ た の は 壁 と 「 銅 で 痺 


` ph, Асат Ж 
fi 造 の 失 塔 を 除い て 全て 石造 り の 

Ч (O . デ ・ ラ ・ モ トレ ー, 17264) | 
М 鐘楼 だ け だ っ た 。 後 に 聖堂 は 
る ペテルブルグ の 多く の 建物 同 
* 様 、 火 災 に 遭い 、 何 度 も 修復 


Г 中 され た 。 


天使 像 は 1770 年 代 、 
1780 年 代 (A. リ ナル ディ 
の 設計 ) 、1850 年 代 の 修 
復 時 に 取り 替え られ た 
現在 の フリ ュー ゲル は 高 


さ 約 6m で 重 さ 500kg だ 


鐘楼 

トレ ジー ニ は 聖堂 Sa 

容 塔 を 頂い た 多 E 
e (г 
加え た 。 鐘楼 の 上 に 時 
刻 を 告げ る 時 計 が 設置 
され た が 、1756 年 の 落雷 
で 発生 し た 火災 で 焼失 
し て し まっ た 。 火災 後 失 
塔 は 再建 され た が 、 建 物 
の 外装 部 分 は その 時 に 
は 復元 され な か っ た 。 鐘 


楼 の 上 に は オラ ンダ 人 職 | 


人 オー ルト クラ ッ ス に よ 
て 製作 され た 新しい チャ 
イム 時 計 が 設置 され た 。 
1857-1858 年 技師 ド 
- ト リー・ ジ ュ ラ フス キ 
- Fk. £ з まで に 傾 
きか け て いた 初 Мо a 
R E を R 和久 性 【 


ぐれ た 高 さ 約 50m の 金 | 


属 失 塔 に 取り 替え た 
この 修復 後 、 鐘 楼 の 
高 さ は 120m を 越え た 


さ 約 106m) уа 


イコ ノ ス タ ス の 輪郭 


イコ ン 画 


イコ ノ ス タ ス の イコ ン 画 

「 こ れ ら の イコ ン は アン 
| ドレ イ ・ メ ルク ー リ エフ を 
中 心 と し た イコ ン 画家 た 
ち に よっ て 書か れ た 。 そ 
の 内 容 は 特別 に モス クワ 
の イコ ン 画 を 複写 し た も 


画 「 玉 座 の 生 神 女 」 


「 ア レク サン ドル ・ ネ フス キー」 


イコ ン 画 


イコ ン 画 「 玉 座 の キリ スト 」 


と 高価 な 洋 紅 、 群 青 、 


「 キ リス ト の 復活 」 


ョ ー ト ル 時 代 以 前 の ル 


の が 使わ れ た 」(18 世 紀 紺碧 (瑠璃 色 ) 等 が 用 い 一 シ の イコ ン に 近づか 
| 半ば の 資料 より ) られ た 。 ここ か ら 生 まれ る ETA, し か し 、 大 部 

イコ ン は 伝統 的 に 木 氷 遠 の 輝 き と 色彩 の 豊 分 の 構図 の 基本 は 西 
の 板 に テン ペラ で 描か か さ は 、 ペトロ パ ヴ ロ フ ヨー ロッ パ の モデ ル か 
れ た 。 染料 と し て 金粉 一 聖堂 の イコ ン を ピ ら 借 用 され た 。 


ペトロ パ ヴ ロ フ スキ ー 聖堂 ファ サー ド 窓 上 の g 
(CHANTE O) 


шу. 
а, 
| | | k | Š fi A 
- っ て キリ ス | 
く 見 せ | | 
イコ ノ ス タ ス の 中 
コン 画 の 碑文 は 次 
の よう に 書か れ て ある 。 { f 
[Tako подобаше постра- | ی‎ SS 
> _ дати Христу и внити во ||| ИІ Н i 
北 の 身 廊 (ネイ ブ ) の 天井 画 славу свою (¥ Y A К; | шшш Р 
= N 中 央 身 廊 (ネイ ブ ) 
з 
され 、 同時 
) た め に トレ | 


Же, СД” 


f 
H 


> | 


イコ ノ ス タ ス の 中 心 部 
34 


皇帝 の 席 


主教 の 説教 壇 


| ニコ ライ 2 世 と その 家族 、 
| 側近 の 埋葬 所 


36 


| べ ト ロ パ ヴ ロ フス キー 
( 聖 ペ テロ と 聖 パ ウロ ) 聖堂 


皇帝 納骨 所 
ペトロ パ ヴ ロ フ キー 
聖堂 は 建設 開始 後 
| モス クワ ・ ク レム リン の ア 
ル ハ ン ゲ リス ク 聖 堂 に か わ 
っ て 、 納 骨 所 に な っ た 。 
ピョートル 1 世 の 命 令 で 
トロ パ ヴ ロ フ スキ ー 也 
堂 に 最初 に 埋 看 さ れ た 
の は 若く し て 亡くな っ た 
了 供 達 で 、1725 年 ピ ョ 


ー ト ル 自 身 も 葬 ら れ た 


s 
ニコ ライ 2 世 , 皇后 アレ クサ ンド ラ と 子供 た ち 1913 年 


カザン の 生 神 女 
(聖母 リア) モザ イク 画 
大 公 納骨 所 ファ サー ド の 


j| | 3 つの イコ ン 画 の 1 つ 


| その 後 、 歴 代 の 皇帝 の 


納骨 所 と な っ た 。 1860 年 


| 代 ア レク サン ドル 2 世 の 


命令 で この 時 まで に 聖 
堂 に あっ た 墓標 は 全て 

金 秒 が 施さ れ た 二 
О Е DS O ux 
た カラ ラ 産 の 白 大 理 石 
の 墓標 に 変え られ た 。 


他 の と 人 違う 石 栓 ( 碧 玉 と 


ば ら 輝 石 ) は 1906 年 アレ 


クサ ンド ル 2 世 と その 妻 の 
埋葬 の 際 、 設 置 さ れ た 。 
エカテリーナ の 宝 座 の 
きわ め て 簡素 な 墓標 に 
は 最後 の 埋葬 者 ニコ ラ 
イ 2 世 と 皇后 、 子 供 た ち 
と 近臣 の 名 が 刻ま れ て 
いる 。 ロマ ノ フ 最後 の 皇 


帝 一 家 の 葬 儀 は 1998 年 

| に 行わ れ た 。 これ は 香 

帝 一 家 が エ カ テ リ ン ブ 

112 (19184) 

され て か ら 80 年 後 の こ と 
| だ っ た 


大 公 納 骨 所 


大 公 納 骨 所 
1896-1908 年 建築 家 
グリ ム と レオ ン 
チー・ ベ ヌ ア の 設計 に 
よっ て 建て られ る 。 この 
アレ クサ ンド ル ・ ネ フス 
キー を まつ っ た 至 聖 所 
の ある 重厚 な 建物 は 、 
ルイ 13 世 時 代 の 建物 を 
| 横 し て 造ら れ 、 ロ マ ノ フ 
家 で は な い 人 ん 々 の 慕 
所 に 定め られ て いた 。 
草 命 後 、 納 骨 所 内 の 全 
て の 墓 は 運び 出さ れ 、 
| この 建物 は 博物 館 の 保 
| 管 所 、 展 示 会 場 と し て 使 
われ る よう に な っ た 。 = 
の 建物 に 隣接 し て いる 
| 造幣 局 の 展示 室 で は 、 
18-19 世 紀 の 貨幣 製造 
の 歴史 を 紹介 し て いる 


ダヴ イド ・ 


ペトロ パ ヴ ロ フ スキ ー 聖 堂 


サン クト ・ ペ テル ブ 
ル グ で 最も 大 きい 島 
(面積 1000 ヘ クタ ー ル 
以上 ) 。 ヴァ シー リー 島 は B 
Т その 鋭い 先端 で ネヴァ 川 
"を 大 ネヴァ 有川 (南西) と 小 ネ ヴ 
W ア 川 (北西 ) に 分 ける 。 17164 
フラ ンス 人 建築 家 ジ ャ ン ニ バディ スト ・ 
レブ ロン (1679-1719) は 


| оа スモ レン スク 墓地 
ビ ピョートル に ヴァ シー クセ ー ニ ヤ ・ ブ ラジ ェ ン ナヤ 
リー 島 を 中 心 と し た ИЕТ 


ДИ 市 設 計 案 を 見 せ м 
zhi, УЕ, g 
的 な 町 の プラ ン だ っ た 
公共 の 建物 に 囲ま れ 
広大 な 庭園 と 広場 、 噴 
や 記念 碑 が あり 、 ロ シア だ 
け で な く 西 ヨー ロッ パ で 
も 先端 を いく 街頭 照 
明 シス テム が あっ 
た 。 し か し 採用 さ 
れ た の は 、 も っ 

と 地味 で コス ト й 
の 低い トレ ジ A 
ー ニ の 設計 Í 
案 だ っ た 。 
ピョートル 
は 彼 に アム ス 
テル ダム の 町 

を モデ ル す る よう 
熱心 に すす め た 。 
島 は ブロ ッ ク ご と に 野 線 

が ひか れ 、 運河 で 分 けら れ 、 
運河 に 沿っ て 一 列 に 石造 の 家 が 建て 
られ た 。 また 、 島 の 東端 に 貿易 港 が 建て られ 、 
その 中 に 石造 の アー ケー ド 式 商店 街 と 取引 所 が 建て 
られ た 。 ヴァ シー リー 島 を 「 新 し い ア ム ス テ ル ダム 」 に する と いう ピ ョ 
ー ト ル の 計画 は 実現 し な か っ た 。 性 急 に 造ら れ た た め 、 運 河 の 水 は 流れ ず 、 

た まっ た 水 に よっ て 建物 が 腐り は じ め た 。 他 に も 諸事 情 に より 、 運 河 の 溝 は 次 々 と 埋め 
た て られ 、 18 世 紀 末 まで に は 2、3 の 運河 を 残す の み と な っ た 。 当時 の ピョートル の 設計 を 
想起 させ る の は 、 島 の 3 つの 主要 な 幹線 道路 バリ ショ イ ( 大 ) 、 ス レー ド ヌ ィ (中 ) 、 マー ルイ 
( 小 кш と 交わ る 何 本 も の 厳密 な 幾何 学 配置 の 通り (リー ニヤ と 呼ば れる ) だ 。 


КО 


занан 
ISTINA KEG 
ГОЯ 


КОЛКА 


ヴァ シー リー 島 の 培 頭 

ピョートル 時 代 、 町 の 
港 の ひと つと し て 有形 
成 さ れ 始 め た 。 これ は 
現在 ペテルブルグ の 


E 要 な フェ リー・ タ ー 
ミナ ル の 一 つ で ある 。 
12 省 の 建物 


聖 エ カチ ェ リ ー 
ルー テル 派 教会 


ユー リー・ フ ェ リ テン の 設 
計 に よっ て 1768-1771 年 
に 建て られ た ドー リア 式 
柱 廊 玄関 の 小さ い 教 会 。 
その 建設 に は ヴァ シー リー 
島 の 多く の ルー テル 派 共 
同体 の 資金 が 使わ れ た 。 


L. ミロ ポリ スキ ー 
ミハイル ・ 口 モノ ー ソ フ の 肖像 画 
1787 年 


_ ロス トラ の 灯台 杜 


ЕА эстин 
クン ス トカ メラ 


ヴァ シー リー 島 の スト レル カ 
Ф 2-e3 
ヴァ ジー リー 島 の スト レ 


ルカ ( 岬 ) は 町 の 発展 
と 共に ペテルブルグ の 
E 要 な 飾り の 一 つと な 
っ た 。 建築 家 ト マ ・ ド ・ 
トモ ン は 19 世 紀 初 めそ 
の 和 建築 学 的 見 地 か ら 
有利 な 位置 を 利用 し 、 
取引 所 の アン サン プル 
の た め の 土 台 に し た 。 


ヴァ シー リー 島 の スト レル カ ( 岬 ) 


エフ ィ ー ム ・ ヴ ヌー コ フ 

「12 省 と ヴァ シー リー 島 の 
ガス チー ヌィ ・ ド ヴォ ー ル 
(百貨 店 ) 」 1753 年 

マハ ー エ フ の 下絵 に よる 版画 


科学 と 博物 館 の 中 心 
ヴァ シー リー 島 が ペ テ 
ル ブ ル グ 最 大 の 科学 の 
中 心地 に な っ た の は 、 
1718 年 の ロシア 初 の 自 
然 科 学 博 物 館 ク ンス ト 


カメ ラ の 創立 が きっ か 
け だ っ た 。 それ か ら 
ヴァ シー リー 島 の 


壮 豚 な 建物 の 
つ に E ア カ デ 
ミー が 置か れ た 。 
1730 年 代 に 国 で 
最初 の 若 2 
た め の 教 育 施 設 と 
し て 、 ヴ ァ シ ー リ ー 島 
の メン シコ フ 宮 典 が 移 
ik され た 。 1740 年 代 、 
yis シー リー 島 に 芸 術 
アカ デミ ー の クラ ス が 


設立 され 、1770 年 代 に 
鉱山 大 学 、19 世 紀 に 


ペテルブルグ 大 学 等 
が 建て られ た 。 20 世 紀 
初め まで に ヴァ シー リ 
一 島 の 南部 は 巨大 な 
科学 都市 に な か なり 、 ほ と 
ん ど 全 て の 著名 な ロ シ 
ア の 学者 達 が ここ で 
研究 に 従事 し て いた 。 


歴史 情報 
伝説 に よる と 、 ア ンド レイ ・ ペ ル ヴ ォ ズ 
ヴァ ン ヌイ は 紀元 1 世紀 、 当 時 未開 の 
地 スキ タイ で 布教 活動 を 行っ て いた 
と で 、 ロ シア で 特に 尊 散 され て いる 。 
使徒 アン ッ ド レイ は 異教 徒 達 に よ 
っ て 、 斜め の 十字 架 (x Е) CR 
に され た 。 こ の 十字 架 の 形 ( x ) 
は ピョートル 1 世に よっ て 1699 年 に 
設立 され た ロシア 海軍 の 艦隊 の 
旗印 に な っ た 。 だ いた い 同 じ と き 、 
アン ドレ イ ( ペ ル ヴ ォ ズ ヴ ァ ン ヌィ ) 
勲章 も 創設 され た 。 使徒 アソ ドレ イ 
の 聖 骸 の 一 部 は 黄金 の 箱 に 入れ ら 
れ 、 ピ ョ ー ト ル 1 世 に よっ て ペトロ パ ヴ ロ 
フス カヤ 要 寒 の 下 に 埋め られ て いる 。 


アン ドレ イー 
ペル ヴォ ズ ヴ ァ ン ヌィ 聖 
ヴァ ジー リー 島 の 主 түз 


正教 寺院 。 1732 年 設立 。 
1764-1780 年 石造 り 
の 建物 に 改築 され た 
(建築 家 A. ヴィ スト , A 
イヴ ァ ー ノ フ ) 。 2003 年 、 
聖堂 に 使徒 アン ドレ イ 
の 聖 骸 が 納め られ た 。 


ヴァ シー リー 島 


海 の 女神 像 の つい た ロス トラ 
(船首 ) 


アジ ーー リー 島 
スト レル カ 


ヴァ シー リー 島 ス トレ ルカ (Il) の 再建 プラ ン は アレ クサ ンド ル 1 世 
の 命令 で 建築 家 ア ンド レ ヤ ン ・ ザ ハー ロフ に よっ て 作成 され た 。 
これ に よっ て ペテルブルグ 開発 は 新 段 階 を 迎え た 。 この と き 建 築 
家達 の 征 要 な 課題 は 、 大 規模 な 建築 アン サン ブル の 設計 だ っ た 。 
1805-1810 年 スト レル カ の アン サン ブル 建設 作業 は 建築 家 ト マ ・ 
ド ・ ト モン に 任 さ れ た 。 彼 は 巨大 な 取引 所 の 建物 を күм 
これ は 広大 な 港 広場 の 中 心 (取引 所 広場 ) に な っ た 。 ü (CH. 
頭 を 建設 する た め に 、 島 の 東端 の 埋め 立て 作 с. 
その 後 、 波 止 場 は ネヴァ 川 の 方 向 に 100m せ り 出 し た 形 で 完成 


し た 。 こう し て ネヴァ 川 を 挟ん で 宮殿 川岸 通り 、 海軍 省 川 岸 通り 、 
アン サン ブル が 出 
トモ ン は ネ ヴ MM トド り 階段 の そ | 
HEDE E 


Npa п 7 Ау 300,295 RIRA 
来 上 が っ た 。 その 時 トマ ・ ド ・ 


ば に 、 船首 の 形 を し た 飾り が つい て いる を 2 体 造っ た 。 


ロス トラ の 灯台 柱 


「 ロ スト ラ 灯 台 柱 の 台座 の 彫像 」 
4 体 あ り 、 ヴ ォ ル ガ 、 ド ニ エ ブ ル 、 

ヴォ ル ホ フ 、 ネヴァ 川 の 4 本 の 
川 を 象徴 し て いる 


取引 所 


| 省 内 の 展示 


(中 央 海軍 博物 館 ) 
Ф 2-e3, р. 323 

1917 年 まで ベ テ ル ブ 
ル グ の 取引 所 は ヨー ロッ 
G КФ 9 - Q Bh 
の 中 心地 の ひと つ だ 


っ た で は 数 多 
の Hz E 
され た 。 取引 


所 広場 の アン 
サン ブル は ロ 
シア の 経済 力 
と 商船 隊 を 具 
現 化し て いた 。 
1939 年 取引 所 
の 建物 に 、 海 軍 
省 か ら 世 界 最大 級 の 博 
物 館 の 一 つ で ある 中 央 
海軍 博物 館 が 移さ れ た 。 
ed ョ ー ト ル 1 世 

こよ っ て 設立 され た 海 


| な っ て いる 。 現在 ТЇ 


に は 70 万 点 を 超え る 展 
示 物 (5 万 7 千 点 


| 造形 芸術 品 を 含 。 


| サン ドル ・- 


イィ ヴァ ゾ フス キー、7 
プリ ュ ロ フ 、 カラ 


| ヴァ ッ ク 、 ハッ ケル ト 、 コン 


ジ の 油絵 も ある ) が 所 蔵 
され て いる 。 コレ クシ ョ ン 
全体 が 16 世 紀 以 降 の 海 
軍事 業 の 歴史 を 物語 っ 
て いる 。 


ロス トラ の 灯台 柱 
Ф 2-e3 

この タイ プ の 建物 の 
歴史 は 初期 ロー マ 時 代 
に さか の ぼる 。 338 年 オ 
クタ ヴィ アヌ ス (アウ グ ス 
トゥ ス ) は アン ティ ウム の 
海戦 で アン トニ ウス ・ ク レ 
オバ トラ 連合 艦隊 を 破 
っ た 際 、 そ の 艦隊 の ロス 
トラ (ラテ ン 語 . rostrum 
「 く ちば し , 船首 」) を 6 体 
切り 取り 、 戦利 品 と し て 
持ち 帰り 、 ロ ー マ の 演説 
台 に 飾っ た 。 それ 以後 


ロー マ で は 敵 船 の 船首 
を 戦利 品 と し て 持ち 帰 
る 伝統 が 生ま れ た 。 こ 
の 伝統 は ポエニ 戦争 の 
前 も ロー マ 市 民 に よっ 
て 続け られ 、 古典 主義 
時 代 に ヨー ロッ パ 中 で 
復興 し た 。 スト レル カ の 


| 取引 所 

ロス トラ 灯台 柱 以 前 に 建 

| て られ た も の で 有名 な の 
は 、 リ ナル ディ に よっ て 
ツァ ー ノ ルレ スコ エ ・ セ ロー 
に 建て られ た チェ スマ の 
記念 柱 (p.197) だ 。 し か 
L. 高 さ 32 メ ー ト ル の ロス 

| トラ 柱 は 、 大 き さ 、 建築 、 

| 豊か な 彫刻 、 装 飾 、 全 
て に お いて 優 っ て いる 。 


倉庫 と 税関 
Ф 2-e3 

スト レル カ の アン サン 
ブル を 形成 し て いる 建 
築 物 は 全て 取引 所 と 同 


| 様 、 最 初 は 行政 港 の 建 | 


| 物 と し て 設計 され た 。 


税関 前 の 坦 豆 


その 中 に 倉庫 と 税関 が | 
ある (1820 年 代 - 1832 年 , | 


建築 家 1. ル キー ニ )。 
1829 年 、 南 倉庫 の 中 は ロ 
シア 産業 博覧 会 の 展示 
会 場 だ っ た が 、 1894 年 か 
ら こ こ は 科 学 š 

物 学 博物 館 (p.332) に な 


サル ティ コ ヴ ナ の 宮殿 
内 に 置か れ た 。 1783 年 | 
エカチェリーナ 2 世 の 谷 | 
で ジャ コモ ・ ク ヴァ レン 
ギ が アカ デミ ー 専 用 の 
建物 を 造る 。 1917 年 以 
降 、 北 倉庫 に は アカ 
デミ ー 地 質 学 博物 館 


取引 所 建物 , 海軍 博物 館 の 
中 央 ホー ル 
1725 年 に 創立 され 


| た 科学 アカ デミ ー 自 体 | が 置か れ 、 税 関 の 建 物 は 
| も 、1728 年 に ヴァ シー リ | 科学 フ š 

一 島 に 移さ れ 、 ス トレ ル 
カ に 建て られ た アン ナ 女 
| 帝 の 母 プ ラス コ ヴ ィ ヤ ・ 


| (p.324) 膨大 な 資料 が 保 
| 管 さ れ て いる ) に な っ た 。 


大 学 川岸 通り ボル ゲー ゼ 像 (大 滝 , ペ テ ル ゴ フ ) 
紀元 前 1 世紀 の 古代 彫刻 の 複製 


(本 物 は ルー ブル 美術 館 所 蔵 ) 


リー ト ・ ラ イプ ニッ ツ の \ 
| て た 構想 に 基づい て 組 | 
| 織 さ れ た 。 ピョートル 1 世 | 
| с | 
クシ ョ ン は 分 類 され 、 博 | 

Өй рс | 

| な っ た 。「 ク ンス トカ メラ ブ 」 | 
(独語 . Kunstkammer | 
「 芸 術 の 資料 室 」) と いう | 
名 が 定着 し た 博物 館 用 の 

建物 は 、1718 年 に 起工 | 
され 、1734 年 に 完成 | 
し た 。 その 初期 の 設計 | 


歴史 情報 


芸術 アカ デミ ー 博 物 館 は ロ シ 
シュ ミッ ト 中 尉 橋 か ら 見 る ル の 間 」 以 外 ) は 改造 さ | プレ ルーキー の ヴァ シー リ | ア で 最も 古い 芸術 博物 館 の 


案 は 、 ゲ オル ギー・ マ ッ ク | 芸術 アカ デミ ー | れ 、 中 央 部 に 正面 階段 | 一 島 屋敷 の 中 に あっ た 。 | つ だ 。 これ は ここ に 個人 コ 

ル ノ ヴ ィ ( い くつ か の 資料 | | が 造ら れ た 。 ペ テ ル プ ブル | 1764 一 1788 年 、 ア カ デ | レフ ショ ン を 寄贈 し た イヴ ァ ン ・ 

= з = | に よる と 、 ア ンド レア ス ・ | 「12 省 」 装 係 する 優れ た | ミー 建築 クラ ス の 教授 ジ | まっ 

\ ら 見 る ワン スト カメ ラ | | Ф 2-134 Ка аы ОЙ され 、 若 き 画 家 ・ 彫 刻 家 の 
大 学 川岸 通り は スト レ š ` 正面 が ネヴァ 川 に 面 し | = ェ フ 、 メ チ ニ コ フ 、 チミ リャ 


て いる 長い 建物 (383m) | ゼ フ 、 
は 、1717 年 ピョートル 1 世 | どの 名 前 が 
に よっ て 10 省 と 元老 院 、 
| 宗務 院 の 建物 に 定め ら 
れ た 。 1722 一 1742 年 、| 芸術 アカ デミ ー 
ドメニコ ュ ・ ト レジ ー ニ の 設 | O 2-b5, p. 318 
計 に よっ て 、 何 人 も の 建 | 1757 年 初代 長官 と 
築 家 が 参加 し て 建て ら | な っ た イヴ ァ ン ・ シ ュ ヴ 
れ た 。 1819 年 、 こ の 建物 ァ ー ロ フ の イニ シア チ ブ | 
| に アレ クサ ンド ル 1 世 に で 創立 され た 。 アカ デミ 
| よっ て 創立 され た ペ テ ル | 一 クラ ス と マス ター クラ 


ルカ ( 岬 ) か ら メ ン デ レー 
エフ ・ リ ー ニ ヤ ま で 私 ら 
く ト マ ・ ド ・ ト モン に よっ て 
設計 され た と 考え られ 、 
1805-1810 年 、 技 師 ゲ 
ラル ド と この 仕事 を 請け 
負っ た 実業 家 C. スハ ー 
ノ フ の 指揮 の も と 、 1E i 
内 が 敷き 詰め られ た 。 
E の 区 間 芸 術 ア 


挙げ られ る 


ITS ORR 少し 後 n m = ブル グ 大 学 が 移さ れ た 。 ス は その 時 、 ピョートル 
Io has ピョートル の クン スト カメ ラ の 展示 室 RED 1830 年 代 、 の ん 1 世 の 教 育 係 だ っ た ゴロ 
> Wk Its: Ë ыз ууу Г 人 ë SES な て キン GLAR шын 
Кй аат, 川岸 沿い の 建築 物 は 4 て 人 ソス トカ メラ | | 全て の 部 屋 (「 ピ ョ ー ト | ヴ キン 伯爵 と 公 時 ドル | 芸術 アカ デミ ー 複 製品 ホー ル rene アカ デミ 
紀 に 特徴 的 な ピョートル ・ バ ロッ ク 様 式 で 建 8 | | | デミ 
Ф 2-е3, p. 322 | ジュ リュ ッ テ ル の 参加 の も | | | ー の 教育 は 、 世 界 芸術 の 優れ 


て られ た 。 ここ に 4 つの 有名 な 記念 建築 物 、 1710 年 代 に ピョートル | と ) に よっ て 練 ら れ た が 、| 
クン スト カメ ラ (1718-1734) 、12 省 の 建物 | 1 世に よっ て 創設 され た ロ mao ВЕ ZL | 
(1722-1742), ピョートル 2 世 の 宮 殿 (1710 年 代 | シア 初 の 博物 館 は 、 ド イ 、 キ アヴェ リ 、 ゼム ツ ォ 


ー バ ティ スト と アレ ク | た モデ ル ( 特 に 古代 ・ 古 典 ) の 
・ コ コリ ノ フ の 設 研究 に 基礎 を 置い て いる 。 その 
た め 、 アカデミ ー は イタ リア 、 


っ て 、 そ の 場所 に 


-1727) 、 そ し て メン シコ フ 宮 左 (p.44) が ある 。 | ツ の 偉大 な 学者 ゴット フ | AA て 弱 況 変更 され は ある が 、 コ ン パ REMAKES 
| ар Ж. 丸屋 根 (クー ポ ボラ) クト で 機能 的 な 新しい 建 2 Ш АА 
: 注文 し た 。 そ れ ら は 当初 まず ア 


が 上 に ある 和 建物 中 央 部 | 
は 解剖 室 、 ロ シア 最初 | 
の 天文 台 用 に 定め られ 
た 。 ここ に 直径 3m 以 上 
の 「 ゴ ッ ト ル プ の 地球 儀 」 
と 呼ば れる 地球 儀 | 
(1664 年 , ド イツ ) が 設置 
| され た | 
この 地球 儀 は ピ ョ ー ト 
ル 1 世 の 長女 で 、 後 の 姉 
アン ナ 女 帝 へ の 求婚 の 
た め に 、 ホ ルル シュタイン 
公 カ ー ル ・ フ リー ドリ ヒ に | 
よっ て ピョートル 1 世に 贈 
られ た も の だ 。 | 


物 が 造ら れ た 。 二 人 は | トリ エ で 複製 の 見 本 と し て 用 い 
設計 の 中 に 、 理 想 的 な | られ た 。 アカ デミ ー の アト リエ で 、 
照度 の 広々 と し た アト リ | ペテルブルグ の 宮殿 や 郊外 の 
エ を 実現 し 、 さ ら に 設計 | 公園 の た め の 彫 像 が 制作 さ 
の 中 に 中 庭 も 加え た 。 | れ た 。 アカデミ ー で 購入 され 、 
ООК sk ら 8 一 19 世 紀 に 
Na ( テ メン ホー яуа 
に 2 5 ОСИУ, 記念 物 の 保護 に 関 
プ 3 世 の 時 代 紀元 前 | 連 し た 禁止 令 の た め 、20 世 紀 
1455-1419 年 ) エ ジ プ | に は すでに 不可 能 と な っ た 。 
ト の 関 長 石 で 彫刻 さき 
|| れ た 2 つの 巨大 な ス フ 
| イン クス 像 だ 。 彫像 は | この スフィンクス 像 は 、 ト ン 
1820 年 代 の 発掘 作業 | の 設計 に よっ て 川岸 通り 
中 、 発 見 され 、 ニ コラ イ | が 拡張 、 整備 され た 1832- 
1 世 の 命 で 購入 され た 。 | 1834 年 に 設置 され た 。 


芸術 アカ デミ ー 前 の スフィンクス 像 の ある 坦 頭 


大 学 川岸 通り 


СН е | 
; |" メン シコ ブ 宮 上 民 アレ クサ ンド ル ・ ダ ニー ロ ヴ ィ チ ・ 
Ф 2—c4, p. 318 メン シコ フ (1673 一 1729) は 
ピョートル 1 世 の 偉業 を 支え た 
| 盟友 だ っ た 。 
1710-1720 年 代 、 | 北方 戦争 の 時 、 司 令 官 と し て の 
建築 家 ジ ョ ヴァ ン ニ ・ | 才能 と 勇敢 さ を 発揮 し 、 目 覚 ま 
マリ オ ・ フ ォ ン ター | し い 昇 進 を 遂げ た 。 17024 
PS 、 の 称号 を 受け 、1707 年 最高 位 の 
ナ と ゴット フリ ー ド ・ „У ak IH 
公爵 の 称号 を 受け た 。 1703 年 イ 
ヨハ ン ・ シ ェ ー デ リ は 、 ン ゲ ルマン ラン ド ( サ ンク ト ・ ペ テル 
メン シュ コ フ 伯 爵 の | フル グ 県 の ) 知 事 に 任命 され る 。 
1725 年 ピョートル 1 世 の 死後 、 
その 自 婦 エカチェリーナ 1 世 を 帝 
位 に つか せ 、 実 質 的 に 政治 の 
岸 に 当時 と し て は | 実権 を 握る 。 1727 年 エ カ チ ェ リ ー 
У 宮殿 を 建 f Т1#ФЖ@, REL, ETO 
RENARE TO ERE аса, лене 称号 、 財 産 を 失っ た 。 (ベト ロ パ 
ペテルブルグ の メン シュ コ フ の 数 多く の 邸 | ゥ ロフ スカ ヤ 要 寒 で 亡くな っ た ) ア 
宅 の 中 で 最も 素晴らし く 、 また 唯一 保存 さ | レ ウ セ イ 皇 太子 の 息子 ピ ョ ー ト 
れ て いる も の だ 。 宮殿 は 、 ピ ョ ー ト ル 1 世 か ル 2 世 に よっ て 東 シ ベ リア へ 流刑 
され 、 そ こ で まもなく 亡くな っ た 。 


た だ ため に 、 ゲ ァ シ ジー 
е ネヴァ 川 


2 階 の 大 広間 


кек деке т Pae レブ ロン 、 バル トロ メオ ・ カ ル ロ ・ ラ スト レッ リ (1717 一 1719) ら だ 。 

ポル タ ヴ ァ の 戦い に お ける 勝利 の 後 、 бкр А ое naso е 

メン シコ フ の 紋章 べ ベ テル ブル グ で 初め て の 石造 | : ЕА КООН E. ИНЕ ИИ, 
т РЕЧІ Т 義 を 行っ た り し た 。 


建築 物 の 建設 が 始ま っ た 。 当 時 
の 設計 図 や 有名 な ズー ボ フ の 版画 に よる と 、 宮 典 の 正 


30 F [£ BJ] f L а — F zL 1 tit: O Ië ФУУУ BT 
建物 の 設計 は 明る さ 、 1730 年 に 即位 し た ピョートル 11 巡 の アン x Tr は 、 


面 玄 関 前 の 大 ネヴァ 川 の 川岸 に 、 石 造 の 埋 頭 が 建て Е シン プル さ が 特 徴 だ 。 1 階 р e H а 立 し た EE RR BEIZ منت‎ j 
られ て いた 。 ИЙ оз 大 な 庭園 が か ネヴァ 川 の EQ ; агы т, фы кр ا‎ к sl n, 
川岸 近く まで 広がっ て いた 。 同 時 代 人 の 証言 に よる と 人 к: r етс 
庭園 は 左右 対称 に 造ら му т 像 や 噴水 で 飾ら れ て い : А Е ку: эк ラニ А e 内 үе ) 。 建物 の 老 M Да に よ x а Р н ж 
| た 。 正 面 玄関 上 部 の 装飾 部 (か つて 彫像 で 飾ら れ て い (続き 部 屋 )、 メ シシ ュ ッ と | され 、 宮 典 の 西 と 東 の 両側 に 了 接 する 建物 が 建て られ た 。 | 
| i その 妻 の 私 宝 が 置か れ - て | いく つか の 改築 ETOD, 今日 の 宮殿 の 外観 は 初期 の も 


た ) нои x кер: £. Z y — F z E 
пкт S s R KL. kuy b23- O E RI. 


年 宮殿 は 国立 エル ミタ ー ジ ュ に 移譲 され た 。 


いる 二階 へ 続い て いる 。 の に 近い 。 1967 


典型 的 な ピョートル ・ й で ある 。 ジョ ヴァ ン ニ ・ マ リオ ・ マリ ヤ ・ リ ト フ チェ ンコ ー ア ニク ー シ ナ 

Е iy 8 「 メ ン シ コ フ 宮 殿 
フォ ンタ ー ナ が 設計 し た の は 、 一 連 の ホー ル と コリ ント ・ ト スカ | 南 庭 の メン シコ フ の 胸像 」 | 
ー ナ 式 の 円 柱 の ある メイ ン ・ ロ ビー だ 。 宮殿 の 拡張 と その 後 の 20024 | 
整備 に 加わ っ た の は ドメニコ ・ ト レジ ー ニ 、 ジャン テバ ティ スト ・ 


са DGG 
| Y AC Ес уу 


画家 未詳 「 民 族 の 類型 」 17 世 紀 オラ ンダ 派 


宮殿 の 住居 部 と 仕事 та 
部 屋 は 、 木 、 革 、 同じ 絵 
は 一 枚 も な い オ ラン ダ 製 
タイ ル 、 絵 が 描か れ て あ 
る 中 国 の 絹 で 飾ら れ て 
いた 。 壁 の 絵 や 調度 品 
は 主 に オラ ンダ 製 で 、 食 
器 は 中 国 ・ イ タリ ア 製 だ 。 
ピョートル 1 世 は オラ ンダ © 
の 建築 ・ イ ン テ リ ア に い 
た く 感 銘 を 受け 、 メ ン シ ュ コ 
フ は ピョートル 1 世 が 気 に = 
入る よう に 多少 豪華 さ を = 
付け 加え て 、 ほ と ん ど 文 س‎ 


字 通り 宮殿 内 に 、 オ ラン 


1 階 の 応接 間 


hs ye ы, 
^2) bá ` ` 


| ヨハ ン - ゴ ッ ト フ リー ド ・9 ナ ー ウ エル 

| 「 マ リヤ ・ メ ン シ コ ヴ ァ の 肖像 画 」 

1720 年 代 | 

ダ 風 の イン テリ ア を 再現 

| し た 。 この 内 装 は 、 画 家 | SSS 

| ロ ギ ー ル ・ ヴ ァ ン ・ デ ル ・ 

ヴァ イデ ン や ピー テル ・ 

| デ ・ ホ フ の 絵 の 中 に 見 る 
こと が で きる 。 
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Ф2-е5, 2 


ネフ スキ ー 川 の 南部 水域 の 南 境 に 沿 
oT, ペトロ パ ヴ ロ フ スカ ヤ 要 塞 、 ヴ ァ 
シー リー 島 ス トレ ルカ ( 岬 ) の 向かい に 、 
壮大 な 冬 宮 、 海 軍 省 、 イ サー ク 聖 堂 、 
元老 院 、 宗 務 院 の 建物 が 次 々 に 現 
れる 。 これ ら 全 て の 建築 物 の 歴史 は 、 
1710 年 、 ネ ヴァ 川 左岸 の 開発 が ヴァ シ 
ー リ ー 鳥 の 開発 速度 を 追い 越し 始め 
た と き に 遡る 。19 世 紀 前 半 、 著 名 な ヨ 
ー ロ ッ パ の アン サン ブル は いろ いろ な 
理由 で すたれ 、 ベ ペテルブルグ は 、 あ る 

- 人 の 旅行 者 の 評 に よる と 、 ヨ ー ロ ッ 
パ 建 築 の 都 に な っ た 。 当時 ネヴァ 川 
左岸 中 央 部 は 最終 的 に 、 今 日 我々 が 
見 る の と 同じ 外観 に 形成 され て いた 。 
その 左岸 は ロシア 建築 の 顔 、 ロ ン ア の ゆ 
る ぎ な さ 、 豊か さ 、 力 の 象徴 に な っ た 。 


|| +J. 
| 中心 部 の 広場 


青銅 の 騎士 (ピョートル 1 世 像 ) 


海軍 省 周 辺 

ペテルブルグ の 大 陸 部 
の 開発 は 海軍 省 の 建築 
と 共に 始ま っ た 。 当時 、 
海軍 省 は 運河 に 囲ま 
れ た 、 稼 俊 タ イプ の 要塞 
施設 で 、 造 船 所 で も あ 
っ た 。 ネヴァ 川 に 面 し た 海 
軍 省 の 周り に し だ い に 町 
の 公 的 部 分 (官庁 ) の アン 
サン ブル が で き あ が っ た 。 
海軍 省 前 か ら 主 要 な 
幹線 道路 が 敷 か れ た 。 
最初 に 敷 か れ た の は 
ネフ スキ ー 大 通り だ 。 


イサ ー ル 聖堂 

19 世 紀 初 め に ヨー ロッ パ 
の 全て の 都 は 、 ロ ー マ 
(ヴァ チカ ン 市 国 ) の サン ・ 
ピエ トロ 大 聖堂 に ひけ を と 
ら な い 壮 大 な 大 聖堂 を 持 
つ 和 欲求 に し ら わ れ て いた 。 
サン クト ・ ペ テル ブル グ で 
そう いう 意図 で 造ら れ た の 
が 、 イ サー ク 聖 堂 だ 。 
トル 1 世に よっ て 海軍 省 の 
東 に 建て られ た 小さ な 木 
造 教会 の 後に 建て られ た 。 


冬 宮 
(エル ミタ ー ジ ュ ) 


N 


世界 で 最も 大 きい 宮 展 に 

の 一 つ は 、 町 の 創立 
(1750 年 ) 後 わずか 25 年 
で 建設 され た 。 冬 宮 周 
辺 に すぐ に 壮大 な 建築 
風景 が 形成 され 始め 、 
それ は 1830 年 まで に 
完成 する 。 


左岸 中 央 か ら 見 る ネヴァ 川 の パノラマ 


Ш SRLS 

町 の 中 央 広場 は 冬 宮 と 参謀 本 部 の ユニ ー ク な 建築 
「 対 立 」 に よっ て 世界 的 に 評価 の 高い 作品 と な っ て 
いる 。 橋 ・ 通 り ・ 大 通り ・ 川 岸 を 通し て 、 宮殿 広場 は 
町 の 中 心 部 の 全 ア ン サ ン ブ ル と つなが っ て いる 。 


トロ イッ キー 
‚ ТРОИЦКИЙМОСТ 
i À 

「 ピ ョ ー ト ル 大 工 」 像 の ある 海軍 省 川岸 通り 


エル ミタ ー ジ ュ 劇 場 


アレ クサ ンド ル の 記 謗 桂 


ミリ オン ナヤ 通り 


冬 宮 小 運河 と ミリ オン ナヤ 通り 
18 世 紀 初 め に 出来 た ネヴァ 川 と モイ カ 川 間 の 小さ 
い 運 河 は 、 冬 宮 の 小 運河 (カナ フカ ) と 呼ば れ た 。 
小 運河 の 岸 、 エ ルミ ター ジュ 劇場 の 場所 に 、 か つ 
て ペテルブルグ で 最初 の 皇帝 宮廷 ピョートル 1 世 
の 冬 宮 が あっ た 。 小 運 河 は 宮殿 広場 と マル ス 広 場 
を つなぐ ミリ オン ナヤ 通り と 交差 し て いる 。 ミリ オン 
ナヤ は 今 で は ペテルブルグ の 最も 古い 、 絵 の よう 
に 美しい 横道 の 一 つ だ 。 
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2-5,2 1 宮殿 川 寿 通り と 海軍 省 川 暦 通り 
( — 80,1 


海軍 省 と 冬 宮 そば の 川岸 通り . 1853 年 (?) 


広場 (英国 川岸 通り ) ま 
で 延び て いる 。 この 通り 
は いく つか の 彫刻 で 飾 
られ た 花岡 岩 の 埋 頭 で 
有名 だ 。 19 世 紀 前 半 、 
海軍 省 前 に 広大 な 港 


エル ミタ ー ジ ュ の 

アン サン ブル (p. 54) 
ネヴァ 川 に 面 し た 4 つの 
建物 。 そ の 中 で 最も す | 
ば らし い の は 冬 宮 だ 。 


SERRE が あり 、 非 常に 絵画 的 
ウラ ジー ミル 宮殿 後半 の ペテルブルグ 長い 討議 の Ж.А. | な 場所 だ っ た (p.50 
| @2-h3 kI. | プシ ェ ニ ツキ ー の 設 | 上 図 参照 )。 
| ペ マテル ブル < 計 案 が 承認 され 、 = 
| 旧 貴 族 の 邸宅 (19 世 = ロー メン スコ エ 工 場 | 海軍 省 (p. 82) | 
紀 ま で に Pe | ХБ ЕЙ. 12) | 協会 と 契約 が 結 ば ピョートル 1 世に よっ | 
の 一 つ で 、 ア レク サン | エカチェリーナ 女帝 の | れ た 。 建 設 開 始 は | て 建て られ る 。 類似 | 


ドル 3 世 の 弟 ウラ ジー | 命 に よっ て グリ ゴー リー шошо し た 形 で 何 度 も 修 
ミル ・ ア レク サン ドロ ヴ | "オル ロー フ の た め に 建 | は 1916 年 、 第 一 次 世 | 復 さ れ た が 、 修 復 
ィ チ 大 公 の た め に 、 フ | て られ た 。 南 の ファ サー | 界 大 戦 の 時 だ っ た 。 | を 重ね る ご と に より | 
ラジ ス 官邸 が あ | ド は マル ス 広 場 、 ミ リオ ン 
っ た 場所 に 建て られ | ナヤ 通り に 面 し て いる 。 
75 Уу 779—8 
は フィ レン ツェ の ス フ 
ォ ル ツ ォ 宮殿 に 似せ 


殿 ・ 海 軍 省 川岸 通 лс к || と デカ プリ スト 広場 ( 旧 元 | 宮殿 川岸 通り 

ника кк асаа 成 し て いる 。 長 さ 約 1.4km (宮殿 橋 

1704 年 ピョートル 1 世 は ここ に 海軍 省 を 建て 、 ネヴァ 川 か ら 夏 の 庭園 まで ) 
の 上 流 、 мз, カ 川 の 河口 に 夏 の 庭園 を 重要 記念 物 : 冬 の 宮 
建て た 。 1712, 海軍 省 と 夏 の 庭園 の 間 の 中 | B 2773ER 
心 に 皇帝 の 宮殿 、 そ の 東西 に 宮廷 の әң a узы 
車 | は の 屋敷 を 列 に 建て た 。 1750 年 | 紀 半 ば まで に 川岸 通 
代 、 ラ スト レッ リ は 海軍 省 の 東 に 大 規 | り は 木製 の 杭 で 強化 | 
模 な バロック 様式 の 建物 、 冬 宮 を 建 | され て いた が 、2 ヘ ク | 


| 夏 の 庭園 . 130) 

ピョートル 1 世に よっ て 
1704 年 に つく られ る 。 | 
1760 年 代 、 宮 殿 川 岸 | 
通り の 整備 の 際 、 ネ ヴ 
ァ 川 方 向 か ら の 庭園 の 


宮殿 船着 場 の 獅子 像 бе жыр | w © 
(1932 年 Мах е sag より 、 ペテルブルグ | ター ル の 新しい 冬 宮 | 古い 樹 は ユー リー・ フ 
SS Ж | u | ( 約 22.500m の 広場 の | ェ リ テン に よっ て 設計 さ 
は ヨー ロッ パ の 美しい 都 の 一 つ に な る 。 エカチェリーナ 2 世 は 川岸 通 | よっ) の 建設 着工 と と も れ た 新しい 棚 に 取り 替 
り に 沿っ て 、 一 列 に с НА ミタ ー ジ ュ 、 旧 エ ルミ ター ジュ 、 エル に 宮殿 前 に ある 川岸 | えら れ た 。 
ミタ ー ジ ュ 劇 場 p ョ ー ト ル の 冬 宮 ) 宮殿 アン サン ブル を ネヴァ 川 の 上 流 通り は ラス トレ ッ リ の 設 нея 
へ 拡張 し た 。 ЗР Со р оо А рО 2 КА ҮЛ, 海軍 計 に よっ て 広げ られ 、 | 宮殿 橋 多く の 非難 に も か か | 素晴らし く な っ た 。 
省 の 西 に ピョートル 1 世 の 青銅 の 騎士 неді - 本 の 川岸 通り は | ТЕ САИ, [=== . ай гад i ЕН I 
u 1760 年 代 エ カチ ェ リ - | 長 さ 250m の 1% - に 広がり 、 ほ と а 

著しく 拡張 され 、 花 賠 岩 が 敷き 詰め られ て いた 。 アン サン ブル 史 の 次 の Ыш) 川岸 通り 全て て つく られ た 。 ここ で | 橋 が 上 が っ た 時 の 高 | ん ど 完璧 な フォ ルム | 7 ブリ スト 広場 96) 
重要 な 段階 は 19 世 紀 初 期 、 ү чол Ай, 前 と 関係 が ある 。 | を 花彫 央 で 舗装 する は 、 あ ら ゆ る 建築 様式 さ は 27m。 1900 年 の 初 | を 持っ て いる 。 ペテルブルグ で 最も 
ロッ シ と ザ ハ ー ロ フ は 海軍 省 と 元老 院 の 建物 改築 の 立役者 で ある 。 | 決定 を 下す 。 CA те анг テー オリ 」 | 海軍 省 川岸 通 り il 
Ss وو ت ی‎ н Юе ГЫ Ка る こと が で きる 。 歴 | 会 А =“ A — 2 Hü н > 
K Tn рл Айы А 的 に 古い ファ サー | に 依頼 され た が 、 会 | ベ デ ルプ ブル グ で 最短 | 場 と し て 、 ピ ョ ー ト ル 
を 完成 させ た 。 ド と 豪華 な 様式 の 異 P: 側が 提示 し た 金額 IY 岸 通り ( 約 0.5km)。 |1 世 時 代 に で きた 。 


な る 内 装 、 こ の よう な | が 高 す ぎ た た め 、 実 宮 典 橋 の 西 、 海 軍 省 の 
コン トラ スト は 19 世 紀 | 現し な か っ た 。 1911 年 建物 に | i C. 元老 院 
| 


1 TUR a 


グリ ゴ 
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で ある 


て の 都 


出 ( 馬 ! 


ほか !( 


у 


パレ ー ド 広場 は 、 ロー マ 重 帝 時 代 (紀元 前 1 世 紀 ) か ら 国 家 儀 式 、 


o これ と 同じ よう な も の が パリ と ペテルブルグ 
紀 の 絶 対 王政 の 時 代 が 、 パ レー ド 広 場 の 最盛 期 で 、 
に あっ た 。 
19 世 紀 初 め あま で ロシア 帝国 の パレ ー ド 広場 
こ 乗 っ た 廷臣 を 儲 
要 だ っ た の が 閲兵 式 と パレ ー ド だ っ た 。 広場 
美 す る 儀式 の 格好 の ステ ー ジ だ っ た 。 

アレ クサ ンド ル 1 世 は 1812 年 の 勝利 ( 対 ナ ポレ オン 戦争 ) 後 、 
広場 を パレ ー ド 広場 
こ ザ ハー ロフ に よ 


ー リ ー・ ET 


(に こす る こと 

よっ て 改築 され た 西 ファ 
1818-1820 年 代 に 自ら の 最良 作品 、 参謀 本 部 を 建て た ロッ シ を 広場 建 
設 作業 に 引き 入れ た 。 ロッ シン は その 期待 を 裏切ら ず 、 
度 の 高い 広場 を 造 


広場 の 形成 

宮殿 広場 の 南 の 輪郭 
を 丸く する と いう 考え は 
| ユー リー・ フ ェ リ テン が 
考案 し た 。 1780 年 代 エ 
カチ ェ リ ー ナ 2 世 の 命 


| 建築 物 の 整備 の 問題 


、 当 時 、 冬 宮前 に 広 
pa e 
г 
ファ サー ド で で 閉じ た 。 
|1820 年 fto ロッ 
シ は 参謀 本 部 を 建て 
ы フェ リ テ ン の アイ ディ ア 
を 完成 させ た 。 1834 年 
冬 宮 の 正面 入口 と 参謀 


旋 式典 な ど に 使わ れ て いた 。 (初期 の 役割 は 人 を 集め る た め の а кеу шен 
ぶ 直 線上 に 、 モ ン フ ェ 
っ た ) 歴 史上 最も 有名 な パレ ー ド 広場 は 、 古 代 ロ ー マ の 「 マ ルス 広場 」 |2 рс су ега, 


に も ある 。 17 一 19 世 


当時 ヨー ロッ パ 全 


記念 碑 が 建て られ た 。 


念 柱 の 設置 で 広場 の 


形成 に 終止 符 が 打 た 


は 衛兵 交代 、 皇帝 の 外 


Z 
kf) EEDU TOZA, TONTO pa: 
IERODAS | 海軍 省 本 部 
(p. 82) 


この 建物 は ロシア 海軍 
の 最高 機関 、 海 軍 省 
本 部 の た め に 建て られ 
maid た 。 ペテルブルグ 中 心 
部 の 全て 広場 ( 宮 威 、 
イサ ー ク 、 元 老 院 ) は 


FE 
に 決め た 。 それ まで 広場 に は 、 冬 宮 の 
ヶ サ ー ド が あっ た 。 


世界 で 最も 完成 


告 り 上 げた 。 


wii 
“ 
Лү, 


AA 
PE м. t 


MMUAAMM 


(UNCOGN 


立 ロシア 美術 館 所 蔵 ) 


ае, フェ リ テ ン | 


| に よっ て 、 冬 宮 の 南 の | 


この アレ クサ ンド ル の 記 | 


冬 宮 か ら 見 る アレ クサ ンド ル 
庭園 方 向 の 宮殿 広場 の 眺め 


海軍 省 を 取り 巻い て い 


た 草地 に 建て られ た 。 
し か し 当初 、 草 地 の 中 
の 巨大 な 建物 だ っ た 
海軍 省 は 周り に 大 き な 
VON ンド 
、 し だ い に そ の 存在 
O Гг 


参謀 本 部 

(p. 78) 
参謀 本 部 建設 時 、 ロ ッ 
シ の 前 に 立 экө 
た 問題 は 、 皇帝 の 居城 
で У аиа 
ス 、 冬 宮 の 優越 を 保つ 
こ ど だ つた だ た 。 


近衛 連隊 本 部 

Ф 2-04 
1837-1843 年 アレ クサ ン 
ドル ・ ブ リュ ロフ の 設計 
で パー ヴェ ル 1 世 の 屋 
練兵 場 の 建物 内 に 
つく られ た 。 ピョートル 
時 代 に は ここ に 有名 な 
機械 技師 アン ドレ イ ・ 
ナル ト フ が 住ん で いた 
野 敷 が あっ た 。 


新 エ ルミ ター ジュ の 
Ё (р. 55) 

0 体 の 巨大 な 像 ( 高 さ 
5m) は 1844-1849 年 アレ 
クサ ンド ル ・ テ レベ ニョ 
フ に よっ て 制作 され た 。 
古代 ギリ シャ ・ ロ ー マ 時 
代 以 来 の 彫像 家 と な っ 


新 エ ルミ ター ジュ の 男性 像 の ある 柱 廊 玄 関 > 


た 彼 は 、 原 料 と し て 、 的 で 大 胆 な 作品 を つく 
大 胆 に も 形 半 岩 を 使用 り 上 げた 。 彼 の 男性 柱 
する 。 モデ ル に は シ チ | 像 は 力強く 、 重 い 天 井 


リア の ゼウス 神殿 の 大 
理 石 の 男 像 柱 (紀元 前 
480 年 ) を 使っ た が 、 テ レ 

ベニ ョ フ は そこ か ふら 独創 


を 支え て いる 若者 達 だ 。 
この 姿 に 同時 代 の 人 た 
ち は 自 分 た ちの 姿 を よ 
み と っ た 。 


> 


| 国立 エル ミタ ー ジ ュ 美 術 館 
Ф 2-04, р. 318 


世界 屈指 の この 美術 館 の 主要 な 展示 物 は 、 
ネヴァ 川 と 宮殿 広場 に 面 し 、 統一 し た 宮殿 ア 
ン サ ン ブ ル を 形成 し て いる 5 つの 建物 の 中 
に ある 。 エル ミタ ー ジ ュ の 形成 は エリ ザ ヴ ェ 
ー タ ・ ペ トロ ー ヴ ナ が 新しい 冬 宮 の 建 設 を 決 
め た 1754 年 か ら 、 ニ コラ イ 1 世 の 命 に よっ 

て 皇帝 の エル ミタ ー ジ ュ ( 新 エル ミ 

ター ジュ ) が 建て られ た 1852 年 
まで 、 約 1 世紀 か か っ た 。 


旧 ( 大 ) エ ルミ ター ジュ 
展示 館 「 エ ルミ ター 4 
ジュ 」 の 左 に 隣接 し 2 
た 建物 は 、1771 一 < 
1787 年 、 ユ ー リ ー・ フ 5% 
ェ リ テン の 設計 に よっ 

て 建て られ 、 増え た 


コレ クシ ョ ン の 収蔵 と zE 宮殿 教会 

エカチェリーナ 2 世 の ЖРА 

図書 室 用 に 定め られ 1000 室 以上 、 小 エ ルミ ター ジュ 
た 。 19 世 紀 半 ば 、 窓 総 面 積 約 46.000T の 、 

ERPF е 世界 有数 の スケ ー ル の 大 きい 宮殿 。 


* ネ ヴァ 川 に 面 з H 
а RES 冬 宮 は 1754 一 62 年 、B.F. ラ スト レッ リ の 設計 空中 庭園 


И В ос. зуи ина 

E E に 建て られ た 。 中 庭 の ある 、 閉じ られ た 正方 形 の 形 を し 
мкр он た 巨大 な 3 階 建て の 建物 は 、 明る さと 設計 の 合理 性 で 際 立 
ダー に よっ て 再建 っ て お り 、 空間 建築 の 分 野 で 古典 主義 の 素晴らし い 成 果 を 先取 り 
т し て いる 。 АО ОЛ 44 v N BD BE) は 初期 、 こ こ に 定め られ た 
ра ホー ル の 用 途 の 重要 さ を 強 調 し て いる (玉座 の 間 、 正 面 階 段 
人 広場 か 5 見 た 教会 、 帝 室 劇 場 ) 。 平ら な 尾根 を 飾っ て いる の は 、 何 度 も 修復 を 
DER 重ね た 典型 的 な バロック 様式 の 彫刻 だ 。 | 


宮殿 教会 


か の イン テリ ア の 


新 エ ルミ ター ジュ 
1838 年 ニコ ライ 1 世 は ドイ ツ 発生 し た の は 1837 年 12 月 で 、 火 は 一 晩 中 燃え て 
に 滞在 中 、 ミ ュ ン ヘン の 誇り いた 。 幸い 、 隣 の 建物 に 燃え 移る の を 防ぎ 、 宮殿 
で ある 有名 な ビ ピナ コー ク 美 術 から 高価 な 調度 品 の 大 部 分 を 広場 に 運び 出す こ 
館 を 訪れ た 。 ロシア に 戻っ た と が で きた 。 翌朝 、 市 民 の 前 に は ひど い 光 景 が 広 
ニコ ライ は 同じ よう な 美術 館 が っ て いた 。 壮大 な 建物 の うち 、 残 っ て いた の は 
を ペテルブルグ に 設立 する わずか 痩せ こけ た 骨組 み だ け だ っ た 。 建築 家 ス タ 
ч こと を 決め た 。 この 美術 館 の 一 ソフ と プリ ュ ロ フ の 指揮 の も と 即座 に 始め られ た 
ヨル ダン 階段 設計 は 、 ミ ュ ン ヘン 美術 館 の 復旧 作業 が 終わ っ た の は 、2 年 後 の こ と だ っ た 。 
建設 に あたっ た レオ ・ フ ォ ン ・ 
クレ ン ツ ェ に 任せ られ た 。 小 エ ルミ ター ジュ 
建物 は 旧 エ ルミ ター ジュ の 2 つの 展示 館 ( 北 ・ 南 回 廊 ) を 含む 。 
取り 壊さ れ た 南部 に 建て 身 廊 と 空中 庭園 を つなぐ 。 エル ミタ ー ジ ュ 
られ 、1852 年 か ら 一 
般 公開 され た 。 よっ て 設計 され た この 小さ い 建 物 に ち 


冬 宮 の 南東 の 翼 廊 に 建て 
られ た 。 ラス トレ ッ リ の 装飾 Ш 
が 保存 され て いる いく つ єх “айт 


つう だ 。 


N 
NN 


エル ミタ ー ジ ュ 劇 場 
Ф p. 327 


アー チ 型 の 通路 で 宮殿 アン サン ブル と つなが っ て い 
る 劇場 の 建物 は ジャ コモ ・ ク ヴァ レン ギ に よっ て エ カ 


チェ リー ナ 2 世 の 命 で 1786 年 に 建て られ た 。 


円 形 劇 


場 の 外観 の 劇場 ホー ル は 、 彫 像 、 レ リー フ が ふん だ 
ん に 取り 入れ られ た ロー マ 様 式 で 装飾 され て いる 。 


冬 宮 の 大 火災 


(隠れ 家 ) の 名 は 、 ヴ ァ レ ン ニ デラ モー ト に 


な ん で 名 づけ られ た 。 1770 年 代 
エカチェリーナ 2 世 は 宮殿 広 

旧 エ ルミ ター ジュ 場 に 面 し た 北 棟 展示 ホ 
イタ リア 文芸 ー ル に 、 自 分 の 最初 
復興 の 間 の 絵画 コレ クシ ョ ン 


を 置い た 。 
ァ エ ロ の 
ッ ジ ア 
ピョートル 1 世 
DZE 


エル ミタ ー ジ ュ 劇 場 


エル ミ ター ジュ 
冬 宮 の 公用 イン テリ ア 


正面 アン フィ ラー ダ 

ラス トレ ッ リ は 冬 宮 
の 4 つの リザ リー ト ( 翼 
廊 ) を 設計 し た 時 、 リ 
ザ リ ー ト (コー ナー) 
内 に それ ぞ れ 中 央 階 
股 、 玉座 の 間 、 宮殿 教 
会 、 劇 場 を 置く こと に 
し た 。 この よう な 建設 は 
17 世 紀 か ら 18 世 紀 初 
頭 に か け て の ルイ 15 世 
の 時 代 に 生ま れ た 慣 
例 に 起源 を も つ 。 その 
と き 形 成 され た 国務 用 
に 公用 ホー ル を 使う と 
いう シス テム は 、 発 達 
し た 宮殿 の 儀式 に み 
ご と に 合致 し て いた 。 
この シス テム は 少し 変 
えら れ て 、18 世 紀 エ リ 


ピョートル 大 帝 ( 小 玉座 ) の 間 
(194 ホ ー ル ) 
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| 


| 
| 


ゲオ ル ギ ウ ス の 間 ( 大 玉座 の 間 ) (198 ホ ー ル ) 


ザ ヴ ェ ー タ 女帝 時 代 に 
採用 され た 。 冬 宮 の 公 
用 の 部 屋 に は 2 階 部 分 
(仏語 .bel-etage) が 用 
いら れ 、 そ こ へ は 「 ヨ ル 
ダン の 階段 (別称 : 
大 使 の 階段 ) を 通っ 
uyo, EROH 
CALVES ET, 
高官 の 客 、 外 国 大 使 、 
様々 な 代表 団 は アン 
フィ ラー ダ (続き 部 屋 ) 
を 通っ て 行か な けれ 


ば な ら な か っ た 。 その | 


部 屋 の 一 部 は 皇帝 の 
偉業 、 ロ シン ア の 戦勝 
を 讃え て つく られ た 。 

1762 年 まで に ラス ト 
レッ リ が 建築 で きた の 
は 主要 な 広間 だ け だ 


ヨル ダン 階段 の 
装飾 の 一 部 


ダ は ヴァ シー リー・ ス タ 
ー ソ フ の 指導 で 再建 
され た 。 彼 は 今 日 西 ヨ 


| 展示 され て いる 紋章 の 
| 間 の み 設 計 し 直し た 

また 、 火 災 に 強い 資 
材 を 使っ て 内 部 構造 
が 大 幅 に 変え られ た 。 


っ た 。 彼 が 去っ た 後 、 | 
エカチェリーナ 2 世 | 
の 要望 で 内 装 作業 
に あたっ た の は 、 ヴァ 
レン ニテ デラ モー ト 、 ク 
ヴァ レン ギ 5 チェ ヴァ 
キン スキ ー と フェ リ テ 
ン だ 。 北 南 リザ リー ト 
( 翼 廊 ) に あっ た 玉座 М. 
の 間 は 女帝 の 命令 で | 
東 の 翼 部 に 移さ べ れ た 。 4 
そこ に は タク ヴァ レン ギ < 
の 設計 に よっ て 特別 
な 棟 が 増築 され た 。 
これ は ラス トレ ッ リ が 考 
案 し た 、 調 和 の と れ た 
設計 を 乱 し 、 宮 中 に 二 
つの 公用 アン フィ ラー 
ダ を も た らし た 。 その 
うち の 一 つ ( 東 、 ま た 
は 大 アン フィ ラー ダ ) 
は 大 玉座 の 間 、 宮 殿 | 
教会 に 続き 、 も う 一 つ 
(ネヴァ 側 ア ン フ ィ 
ラー ダ ) нки 
と か つて 玉座 の 間 だ っ 
た 客間 に 続い て いる 。 | 
1833 年 東 ア ン フ ィ ラ 
ー ダ に オー ギュ スト ・ 
モン フェ ラン が ピ ョ ー ト 
ル 1 世 を た た える 小さ い 
玉座 の 間 を つく っ た 。 
1837 年 の 大 火災 後 、 
王 要 公用 ホー ル と 二 
つの 公用 アン フィ ラー 


ー ロ ッ パ の 銀製 品 が | 


紋章 の 間 (195 ホ ー ル ) 


ヨル ダン 階段 


| か な さ 、 限り な い 宇 宙 に お ける 


| な 人 生 を 」 と いう テー ゼ は バロック 時 代 に な る と 「 世 界 は 


エカチェリーナ 宮殿 


ラス トレ ッ リ ・ バ ロッ ク 


「 バ ロッ ク 」 (仏語 .baroque 
「 奇 妙 な 」) と いう 用 語 が 建築 
様式 の 定義 と し て 使わ れ は 
じ め た の は 19 世 紀 以 降 の こと 
だ 。 哲 学者 達 は この 「 バ ロッ ケ 
様式 」 の 根本 に ある の は 「 気 ま 
ぐれ で か わり や すい 、 人 生 の は 


バル トロ メオ ・ フ ラン チェ スコ ・ 
ラス トレ ツリ の 肖像 画 

1750 年 代 -1760 年 代 
(国立 エル ミタ ー ジ ュ 所 蔵 ) 


人 間 の 孤独 で ある 」 で ある と 考え た 。 中 世 の 「 夢 の よう 


劇場 で ある 」 と いう 解釈 に な り 、 芸術 の 表現 手段 と し 
て 人 々 に 興奮 と 驚き を 与え る バロック が 受け 入れ られ 
た 。(「 バ ロッ ク は 驚 憎 の 芸術 だ 」) 

建築 に お ける バロック は ルネ ッ サ ンス 時 代 に 復興 し た 
古代 ギリ シャ ・ ロ ー マ 時 代 の 厳格 な スタ イル を 破壊 し 、 
新しい 、 情熱 的 で 装飾 豊か な 空間 を つく り だ し た 。 
代表 的 な の が 、 凹凸 の ある 装飾 が 施さ れ た 天井 、 巨 
大 な 窓 、 数 え 切れ な い ほど の 鏡 、 空 が どこ まで も 広 が 
る よう な 天井 画 、 立ち 並ぶ 円 柱 、 大 き さ ・ 形 の 異な る 
ニッ チ な ど に その 特徴 を 見 る こと が で きる 。 バル トロ メオ ・ 
フラ ンチ ェ ス コ ・ ラ スト レッ リ (1700 年 頃 -1771 年) は パロ 
ッ ク を 見 事 に 花咲 か せる 才能 を 持っ て いた 。 その 名 声 
は 生存 中 すでに 、 外国 に まで 知れ わた っ て いた 。 

ラス トレ ッ リ は イタ リア で 生ま れ た 。 1716 年 、 有 名 な 
彫刻 家 で ある 父 バ ルト ロメ オ ・ カ ル ロ が ピョートル 1 世に f 
招 嶋 され 、 父 と 共に ロシア に 来 た 。 1725 年 父 の すす | 
め に より 海外 留学 生活 を 送り 、1730 年 に 戻る と 、 す ぐ 
に アン ナ 女 帝 の 宮殿 建築 の 作業 に 参加 し た 。 エリ ザ 
ヴェ ー タ 女帝 即位 後 、 ラ スト レッ リ は 最初 は 一 時 失 龍 
状態 だ っ た が 、 す ぐに また 宮廷 建築 家 に な り 、 ツ ァ ー ル £b 
スコ エ ・ セ ロー の エカチェリーナ 宮殿 、 ペ テル ブル グ の 冬 
宮 、 ス モー リ ヌ ィ 修道 院 な どの 一 連 の 壮大 な アン サン ブ 
ル を 建設 する 。 それ ら は 18 世 紀 半 ば の ペテルブルグ 建 
築 様式 を 定義 し 、「 エ リザ ヴェ ー タ 時 代 の バロック 」 あ る 
い は 建築 家 に 敬意 を 表し て 「 ラ スト レッ リ ・ バ ロッ ク 」 と 
呼ば れ た 。 ラ スト レッ リ が 創り 出し た 建築 物 が その 
まま 一 つの 時 代 を あら わし て いた と も 言え る 。 

エリ ザ ヴ ェ ー タ ・ ペ トロ ー ヴ ナ の 死後 LDF 
ェ リ ー ナ 2 世 は 1000 ル ー ブ ル の 年 給 を つけ 
て ラス トレ ッ リ を 退職 に 追い や っ た 。 
その 後 、 年 老い た 建築 家 が ロシア の 
地 を 踏む こと は な か っ た 。 


(ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー, р.194) 
ГОМ 1 
の 装飾 の 一 部 


エル ミタ ー ジ ュ 


公用 イン テリ ア 


バグ ラチ オン 将軍 
1812 年 祖国 戦争 
ギャ ラリ ー 

ここ で は 対 ナ ポレ オ 
ン 戦 争 に 参戦 し た 英雄 
達 を 讃え 、 そ の 肖像 画 
が 飾ら れ て いる 。 この 
ギャ ラリ ー は 1826 年 、 
カル ロ ・ ロ ッ シ の 設計 で 
「 紋 na ee EJE 
の 間 」 の 間 に あ る 6 部 屋 
の アジ ジイ ラー ダ (続き 
部 屋 ) の 中 に つく られ 
た 。 アレ クサ ンド ル 1 世 
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大 元帥 クト ゥ ー ゾ フ 


エル モー ロフ 将軍 


は この ギャ ラリ ー を 肖像 
画 室 に する こと を 思い 
つき 、 対 ナポレオン 戦 
争 に 参加 し た 300 人 以 
ト 上 の 司令 官 、 将 官 の 肖 
像 画 制作 を 傑出 し た 肖 
кан ジョ ルレ ジュ ・ ド ゥ 
に 依頼 し た 。 アレ クサ ン 
ドル 1 世 の 死 後 、 ギ ャ ラ 
リー に フラ ン ツ ・ ク リュ ー 
ゲル に よる 馬上 の アレ 
クサ ンド ル 1 世 の 肖像 画 
(1830 年 代 ) が か けら れ 


1812 年 祖国 戦争 ギャ ラリ ー(197 ホ ー ル ) 


f 0 
黄金 の グリ フォ ン 24. 
(289 ホ ー ル ) 5 


た 。 旦 帝 は 1808 年 ナ ポ 
レオ ン か ら 贈 られ た 名 
馬 「 エ クリ プス 」 に 噂 っ 
た 姿 で 描か れ て いる 。 
1814 年 パリ に 入城 し た 
際 も この 馬 に 乗っ て い 


公用 ホー ル と 住居 部 
の 客間 

冬 宮 の 西 (海軍 省 
側 ) と 南ア ン フ ィ ラ ー ダ 
(宮殿 広場 側 ) の イン 
テリ ア は 19 世 紀 の も の 
だ 。 当初 (ラス トレ ッ リ の 
設計 で は ) こ の アン フィ 
ラー ダ の 両側 に 位置 す 

る リザ リー ト ( 翼 廊 ) に 玉 
座 の 間 と 三 階 建 て の 劇 
場 が あっ た 。 エ カ チ ェ リ 


ー ナ 2 世 の 命 で 玉座 の 


間 は ク ヴ ァ レ ン ギ に よっ 
て 東 ア ン フ ィ ラ ー ダ に 
増 集 され た 棟 に 移さ れ 
た 。 ク ヴ ァ レ ン ギ は 冬 の 
小 運河 の 奥 に 劇場 用 
の 別 の 建物 を 建て た 。 


そし て その 場所 に は 帝 || 


位 継承 者 た ちの 住居 


が 設け られ た 。 1837 年 | 


の 火災 後 、 ア レク サン 
ドル ・ プ リュ ロフ は アン 
E ыы 

また ニコ ライ 1 世 の 希 望 
で 、 南 アン フィ ラー ダ 
の 中 に ニコ ライ 1 世 と 皇 
后 の た め に 新しい 階段 
(10 月 階段 ) を 境 と する 
公用 室 、 私 室 を 建設 し 


た 。 その 時 代 の ブリ ュ | 


ロフ の イン テリ ア が 今 
な お 残っ て いる の は 、 
アレ クサ ンド ル の 間 、 
白 の 間 、 孔 雀 石 の 客 
間 、 黄金 の 客層 

て か つて 戦争 画 ギャ ラ 
リー が 置か れ て いた 5 室 
(ファ リコ ネ の 間 他 ) だ 。 
アレ クサ ンド ル 2 世 は 香 
太子 時 代 、 西 アン フィ ラ 
ー ダ と 南西 リザ リー ト を 
割り 当て られ て いた の 
だ が 、 そ こ に 1850 年 代 
アレ クサ ンド ル 2 世 妃 マ 
リヤ ・ ア レク サン ドロ ヴ ナ 
の 客間 が 建設 され た 。 
その 作業 を 担当 し た ア 
Ур 


ナイ ダー と ガラ リド ・ ボ 
ッ セ ー は 、 こ こ に 「 第 二 
の ロコ コ 様 式 」 の 小 客 
間 と 緑 の 食堂 、「 ロ シア 
様式 」 の 黄金 の 客間 な 
どの 一 際 衰 華 な 数 室 を 
つく っ た 。 1890 年 代 に 
は 宮殿 の 北東 リザ リー 
ト に 皇 太 子 ニ コラ イ 1 世 


の 食堂 ) が つく られ た 。 


孔雀 石 の 間 (189 ホ ー ル ) 


の 住居 部 (図書 室 、 白 | 


ا 
ара ТТТ‏ ® 


| 
( 


マリ ヤ ・ ア レク サン ドロ ヴ ナ 妃 の 緑 の 食 堂 (188 ホ ー ル ) 


ル ) 


| ニコ ライ 2 世 の 図 書 室 (178 ホ ー ル ) 
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エル ミタ ー ジ ュ 


⁄ ビザ ン テ ィ ン 
| 国立 エル ミタ ー ジ ュ は 世界 屈指 の 中 内 アジ ア 
絵画 コレ クシ ョ ン ( 約 3 万 点 ) を 誇り 、 У 芸術 
紀元 前 2 万 5000 年 か ら 今日 に 至る Чена РИ à Мы м 
as paypa E GE E з 元帥 の 間 (193 ホ ー ル ) に 2 
まで の 歴史 的 価値 の 高い 芸術 品 展示 され て いる 。 ピョートル イラ ン と 近東 の 芸術 クロ ー ド ・ モ ネ 「 庭 の 貴婦人 」 | 
を 数 多く 展示 し て いる 。 1 世 が 1717 年 に バリ を 訪 陸 イス ラム 教 以前 の 中 世 の 1867 年 2222 | 
し た 際 に 注文 し 、1720 年 代 芸術 。 十字 軍 の 時 代 こ こ か ら | 
に ロシア に 届い た ヨー ロッ パ に 次 々 と オリ エン ト | 
文明 の 文化 が 押し 寄せ た 
FT ыу + に 
19-19260 беин 多く な い Б” 
西欧 絵画 арба о 


が 、3 ホ ー ル に また が り 東 ロ 
ー マ 帝 国 の 、 イ コン 画 、 彫金 18 世 紀 


の 牙 細工 を 展示 し て いる 前 期 
ロシア 文化 


エル ミタ ー ジ ュ で 最大 の 展示 
部 門 。 有名 な 絵画 が 展示 され 、 
| 興味 深い 。 ここ で は ジョ ル ジ ョ 
ー ネ 、 レ オナ ルド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ 、 


19 一 20 世 紀 ド イツ 、 


ラフ ァ エ ロ 、 レ ンプ ラン ト 、 ルー 16 一 19 世 紀 イタ リア 他 

ベン ス 、 ヴ ァ ン ・ ダ イク 、 ハ リス 、 ヨー ロッ パ 芸 術 

クラ ナッ ハ 、 ヴェ ラス ケス 、 ゲイ 

ンス ボロ 他 、 全 ヨ ー ロ ッ パ 派 の ` x 19 一 20 世 紀 | 

巨匠 の 傑作 が 展示 され て いる , トー マス ・ ゲ イン スポ ボロ 15 一 18 世 紀 フラ ンス 芸術 レオ ナル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ | 
「 青 衣 の 貴婦人 」 フラ ンス ; 「 ベ ヌ ア の 聖母 」 
1770 年 代 イギリス 芸術 1478 一 1480 年 イタ リア 

原始 文化 木製 階段 中 世 ヨ ー ロ ッ パ 


а = 紀 の z 
3 階 通用 美術 工芸 品 15 一 17 世 紀 の 西 欧 武 器 | 


「 騎 士 の 間 」 と し て 有名 な 243 ホ ー ル 
Е レク ショ ン ( 世 界 最大 、1 万 5000 点 ) | 
の 西欧 武器 を 展示 し て いる 。 | 


ニコ ライ ・ ブ プッ サン 「 タ ンク レッ ド と エル ミニ ア 」 2 
1630 一 1631 年 フラ ンス Z 


1 階 


正面 階段 (ヨル ダン ) 


⁄ N 


古代 エジプト と 、 N ` У 
近 西 アジ ア 芸 条 С, 2 階 通用 ر‎ ® 
東 ロ ピー を 通り 抜け た 1 階 の DAZ 


司令 官 階段 Ó 


2 ホー ル に また が っ て いる 。 


ここ で は 紀元 前 4000-ー ギャ ラリ ー プ ジ ロ ギ ー ル ・ フ ァ ン ・ デ ル ・ ウ ェ イ デン 


Y 「 聖 母 を 描く 聖 ルカ 」 

2000 年 の ナイ ル 川 や チ Š N ラ > 

グリ ス ・ ユ ー フ ラテ ス 川 地帯 таг" аын 

に 形成 され た 古代 国家 の 術 の "か 

貴重 な 記念 物 が 展示 され 美術 館 1 宝物 ギャ ラリ ー 

て いる 。 

ч хп _ 展示 品 の 中 核 を な し て いる 

ал ” の は ピョートル 1 世 の 貴 重 な 

古代 ギリ シャ ・ アジ 7 = avva LARZA Лов 
ロー マ 芸 術 (墳墓 ) か ら 発 掘 さ れ た ユニ ー 
11 万 3000 点 を 超え る 古代 ギリ シャ 、 Р: а Рие 
エト ルリ ア 、 ロ ー マ お よび 黒海 北 沿 ЕБ Y 代 貴 謝 へ の 贈り 物 も 展示 され 


中 央 アジ ア 、 コー カサ ス 


て いる 。 ム ガ ー ル 帝国 の 伝説 


岸 の ロー マ の 植民 地 の 芸術 品 を 展 古代 エジプト ° š ° 
示し て いる 。 文化 と 他 の 古代 文化 _ 的 な 宝物 庫 か ら の 品 も ある 。 
& ト 上記 の 地 に お いて 


近代 文明 の 礎 が で き 
る まで の 古代 の 歴史 
を 紹介 し て いる 。 


古代 ギリ シャ ・ 


АЖА М アン トニ オ ・ カ ノー ヴァ 
芸術 


| カメ オ 「 プ トレ マイ オス と 妃 ア ル シ ノエ 」 А 
紀元 前 3 世紀 $ 「 三 美神 」 
~ 1813 年 フラ ンス 


アレ クサ ンド リア 


ВЕ 紀元 前 4 世紀 エト ルリ ア 
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エル ミタ ー ジ ュ 
2 階 展示 ホー ル 


17 一 18 世 紀 フ ラン ス 芸 術 (245 ホ ー ル ) 


g 


冬 宮 と それ に 隣接 す 
る 建物 群 を 合わ せ た 
2 階 の 全部 屋 数 は 、 ヨ ー 
ロッ パ 諸 国 の 有名 な 宮 
威 と 競う こと が で きる 。 

小 エ ルター ジュ 、 大 
( 旧 ) エル ミタ ー ジ ュ と 
新 エ ルミ ター ジュ は 順 


番 に 1760 年 代 、1780 年 | 


代 、1840 年 代 に 建て ら 
れ た が 、 違 う 時 代 の 建 


物 で ある と いう の は 、 
外観 か らし か わか ら な 
い 。 3 つの 建物 の 内 部 
は 通路 、 回 廊 で 冬 宮 
と つなが っ て いる 。 1 世 
紀 か け て 、150 ホ ー ル 
の に も 上 る 調和 の と れ 
た イン テリ ア ・ ア ン サ ン 
ブル が で き あ が っ た 。 
これ ら は 一 部 を の ぞ 
いて 、 非 常に 豪華 な 


|Z 


| 

| 白 の 間 : フ ラン ス 芸 術 部 門 
(289 ホ ー ル ) 

内 装 が 施さ れ て いる 。 

これ ら の ホー ル に は 西 
ヨー ロッ パ と ロシア の 
絵画 、 彫 刻 、 美 術 工芸 
品 の 傑作 が 展示 され る 
よう GS な っ た 。 


木 い ちご の 間 : ヨ ー ロ ッ パ 製 陶器 (305 ホ ー 


EE FR ê Fl = 
ミタ ー ジ ュ に 移譲 し た 
(1912 年 ) 後 、 美 術 館 の 
展示 は 建物 間 の 境 を 考 
え ず に 編成 され た 。 2 階 
に は 19 の 部 門 を 配置 


ファ リコ ネ の 間 (285 ホ ー ル ) 


し た 。 その 中 で も っ と 
も 広く と りあ げ て いる の 
が 、 イ タリ ア 、 フラ ンス 、 
ロシア 芸術 部 門 で あ 
る 。 騎士 の 間 、 イタ リア 
の 間 、 マヨ ルカ の 間 、 
スネ イデ ルス の 間 な ど 、 
展示 され て ある コレ クシ 
ョ ン に ちな ん だ 名 前 が 
つけ られ て いる ホー ル 
も ある 。 最も 強い 印象 を 
与え る の は 、14 一 18 世 
紀 の フ ラン ス 芸 術 部 
門 の ホー ル だ ろう 。 


1830 年 代 か ら 1840 年 | 


初め に アレ クサ ンド ル ・ 
ブリ ュ ロ フ に よっ て 内 装 
が 施さ れ た これ ら の 部 
屋 に は ニコ ライ 1 世 の 公 
用 室 が お か れ て いた 。 
この 中 で 特筆 すべ き 
は 、1841 年 の 阜 太子 ア 
レク サン ドル ( 後 の ア レ 
クサ ンド ル 2 世 ) の 結婚 
に 際 し て 贈ら れ た 白 の 
間 だ 。 現在 ここ に は ギュ 
ベー ル ・ ロ ベー ル の 絵 
が 展示 され て いる 。 


ブー ル 様 式 の た ん す (18 世 紀 後 半 , 
A=S. ブール 工房 , パリ ) 


エル ミタ ー ジ ュ 


2 階 展示 ホー ル 


パ ヴ ィ リオ ン の 間 (204 ホ ー ル ) 
エカチェリーナ 女帝 
の 時 代 、 小 エル ミタ ー 
ジュ の 南 棟 は 「favourite 
(お 気に入り ) 」 と 呼ば れ 
て いた 。 と いう の も そこ 
に は 鈴 臣 グリ ゴー リー・ 
オル ロー フ 、 後 に は 彼 に 
か わっ て ポチ ョ ムキ ン が 
ペテルブルグ 滞在 中 住 
ん で いた か ら だ 。 南 棟 の 
AED 8) EESO 


イタ リア ・ ル 
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いて は 言い 伝え が ある ほ 
ど だ 。 北 棟 ( ラ モー ト フ ・ 
パ ヴ ィ リオ ン ) に は エ カ 
チェ リー ナ 自 身 が 住ん 
で いた 。 ここ に は いく つ 
か の 小さ い 部 屋 が あり 、 
そこ に 1850 年 代 シ ュ タ ケ 


ン シ ュ ナイ ダー が パ ヴ ィ リ | ポチョムキン が キン グスト 


オン の 間 と いう 訪問 者 に 
最も 愛さ れる ホー ル を 建 
築 し た 。 建築 家 は ホー ル 


| 


時 計 「 孔 雀 」 

を 円 形 の ギャ ラリ ー と 小 
さい 噴水 の ある ムー ア 式 
庭園 に 似せ て つく っ た 。 
また 、 こ こ に は 英国 時 計 
技師 コッ クス の ユニ ー ク 
な 音楽 時 計 「 孔 雀 」 が 設 
置 さ れ た 。 これ は 1788 年 


ン 公 妃 か ら 購 入 し 、 女帝 
に 贈っ た も の だ 。 小 エル 
ミタ ー ジ ュ の 細長 い 回 廊 


に は 、 中 世 美 術 と オラ ン 
ダ 絵 画 が お か れ て いる 。 
短い 二 本 の 回 廊 は 小 エ 
ルミ ター ジュ を 旧 エ ルミ 
ター ジェ ュ ( 大 エル ミタ ー 
ジュ ) 、 また は 新 エ ルミ タ 
ー ジ ュ と つない で いる 。 
大 エル ミタ ー ジ ュ は フ 
ェ り リデン ジン ジ に よっ て で 1771ー 
1787 年 に 建て られ 、 
その 後 ア ンド レイ ・ シ ュ タ 


古代 絵画 ギャ ラリ ー (241 ホ ー ル ) 


| ラフ ァ エ TH の ロッ ジア (227 ホ ー ル ) 
| ケン シュ ナイ ダー が 改装 
し た 。 ここ で 注目 に 値 す 
る の は イタ リア の 間 と 呼ば 
れる ホー ル で 、 そ こ で は 
レオ ナル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ の 
作品 が 展示 され て いる 。 

新 エ ルミ ター ジュ の イ 
ン テ リ ア は レオ ・ フ ォ ン ・ 


クレ ン ツ ェ の 設計 で 装 
飾 され 、 天 窓 か ら 彩 光 
する ガラ ス 張 り の 天井 の 
「 天 窓 の 間 」 を は じ め 、 
どの 部 屋 も 十分 な 明る 
さ を 誇 る 。 これ ら の ホー 
ル の 大 き さ は 冬 宮 の 公 
用 ホー ル に 匹敵 する も 


の だ 。 ここ で は 展示 品 
EO ih G*$ tO p Q K 
型 の 、 バ ロッ ク 時 代 の イ 
タリ ア 、 スペ イン 画家 の 
絵 が 展示 され て いる 。 

2 階 ホ ー ル の 展示 室 
を 締め くく る の は 、 ラ ファ 
エロ の ロッ ジア だ 。 これ 
は 細い 回 廊 で 、 東 面 が 
冬 の 小 運河 と エル ミタ ー 
ジュ 劇場 に 向い て いる 。 


ラフ ァ エ ロ の 間 (229 ホ ー ル ) 


ロッ ジア は エカチェリーナ 
2 世 の 和 希望 に より 1780 年 
代 に ク ヴ ァ レ ン ギ に よっ 
て ヴァ チカ ン に ある ラフ 
ァ エ ロ の ロッ ジア を 復元 
し た も の だ 。 こ の 壁画 
の 正確 な 模写 は エ カ チ 
ェ リ ー ナ 2 世 の 依 頼 で 、 
画家 フリ スト フォ ル ・ ウ ン 
テル ベル ゲル に よっ て 
イタ リア で 制作 され た 。 


ミタ ー ジ ュ エル ミタ ー ジ ュ の 絵画 コレ クシ ョ ン は 
コレ クシ ョ ン 人 類 が 成 し え た 偉業 と いう べき 何 干 も の 傑作 を 誇る 。 


イコ ン 画 「 聖 ゲオ ル ギ ウス 」15 世 紀 
ノヴゴロド 派 
レン ブラ ント ・ ハ ル メ ンス ・ ヴ ァ ン ・ レ イン 「 ダ ナ エ 」1636 年 


19 世 紀 初 頭 エ ルミ ター ジュ に 
(18004 ` れ ( 
ルネ 行 家 ヴェルト (1814 年 ) т 
ウォ ル ポル 4 ン 、 シ ) ら の コレ クシ ョ ン も 購入 され が 
زز‎ Ee ンス 、 テ ニー ルス 、 ポ ッ テ ル 、 ヴェ ラス ケス 、 リ ベ 
2 7 っ た 。 20 世 紀 最 大 の 購入 と な っ た の が レオ フ z 
の 「 花 を 持つ 聖母 ( の 聖母 )」(1914 年 ) 
これ は 1865 年 に エル ミタ ー ジ ュ 所 蔵 と な っ た も う 
ヴィ ンチ の 作品 「 リ ッ タ の 聖母 」 と と も に 貴重 な コレ クシ ョ ン 


ス の 値 の - 
価値 が 高い 作品 が あっ た 


「 リ ッ タ の 聖母 」 1490-1491 年 グ ゴ ー・ ヴ ァ ン ・ デ ル ・ グ ス 「 生 誕 崇拝 」 
1473-1475 年 3 部 作 の 一 部 


ジョ ヴァ ン ニ ・ バ パッ ティ スタ ・ テ ィ エ ボロ ヤコブ ・ ヨ ー ル ダン ス 
「 将 軍 の 釧 旋 」1725 年 頃 「 豆 の 王様 」 1638 年 頃 


ラフ ァ エ ロロ (ラファエロ ・ サ ン テ ィ ) ルー カス ・ ク ラナ ッ ハ 「 林 檎 の 木の下 の 聖母 子 」 > フラ ンス ・ ス ネイ テル ス E ウィ レム ・ ク ラス ・ ヘ ー ダ 
「 聖 家族 」 1506 年 頃 1510 年 代 (?) 「 果 物 店 」 1620 年 代 (?) 「 蟹 の ある 朝食 」 1648 年 


IN З 


2 MNO Гү Тү 
ヴィ ン セ ント ・ ヴ ァ ン ・ ゴ ッ ホ 「 ラ イラ ッ ク の 茂み 」 1889 年 


ジェ ロ ・ メ リー ジ ・ ダ ・ カ ラヴ ァ ッ ジョ 「 リ ュー ト を 弾く 若者 」 1595 年 頃 、 ジョ シュ ア ・ レ イノ ルズ 
「 ヴ ィ ー ナ ス と アム ー ル 」 1788 年 


ミケ ラ 


NO 


も し 様々 な 方 法 で エル ミ 
ター ジュ に 入っ た 個人 コレ 
クシ ョ ン が な か っ た ら 、 こ こ 
に は 古い 西欧 絵画 の 傑作 
だ け で な く 、1960 年 代 の ブ 
ー ム まで 関心 を 持つ 人 が 少 
な か っ た 印象 派 も 後期 印象 
派 の 作品 も な か っ た だ ろう 5。 
これ ら の コレ クシ ョ ン の 大 
| 部 分 は モス クワ の 有名 な 
学問 ・ 芸 術 の パト ロン 、 
S.1. シ ュー キン と M.A. モ ロ 
ー ゾ フ に よっ て 集め られ た 
も の だ っ た 。 1930 年 代 に 国 
有 化 され た コレ クシ ョ ン は 、 
エル ミタ ー と A.S. プ ー 


アン リ ・ マ ティ ス 「 ダ ンス 」1909-1910 年 


シキ ン 美 術 館 に 分 割 し て 所 a х 
蔵 さ れ て いる 。 また 、 商人 エ アン トニ オ ・ カ ナレ ッ ト 「 フ ラン ス 大 使 の ヴェ ネツ ィ ア 到着 」 1720 年 代 


リセ ー エ フ が 所 有 し て いた 
ロダ ン の 彫刻 も エル ミタ ー 
ジュ 所 蔵 と な っ た 。 


ко ч. 
ピエ ー ル ・ オ ー ギ ュ ス ト ・ ル ノア ー ル 
「 鞭 を 持つ 子供 」 1885 年 


Р”, ¿s 
リー・ カ ンジ ンス キー 


D I> 


ヴァ シー 1910 年 代 () 


オー ギュ スト ・ ロ ダン | 
гож. © 
1884 年 以降 УУ 

か 


My 


ジャ ッ ク ・ ル イ ・ ダ ヴィ ッ ド 「 サ ッ フ ォ ー と フォ アン 」 1809 年 
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新 エ ルミ ター ジュ 
1 階 展示 ホー ル 


а ーー 


ユピテル の 間 (245 ホ 


ー ル ) 
新 エ ルミ ター ジュ の 展示 は 18 室 に また が っ て いる 
これ ら の ホー ル は レオ ・ フ ォ ン ・ ク レン ツェ に よっ て せ 


れ た 。 ホー ル 自 体 が 芸術 品 で 、 空間 を うま く 利用 し 、 


(直径 4.5m) が 設置 さん て いる 。 これ は 1829-1843 香 


コル ィ ヴ ァ ニ の 研磨 工場 (アル タイ ) の 職人 達 に よ - 
て 一 枚 岩 の 碧 玉 か ら つ くら れ た も の だ 


чиш» 
ロー マ 1 世紀 


「 ユ ピ テ ル 像 」 コル ィ ヴ ァ ニ の 装飾 瓶 (128 ホ ー ル ) 
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3 


代 ギ リ シ ャ ・ ロ ー マ 作 品 を 納め る た め に 特別 に 設計 さ 


美しい 外装 や 浮き 彫り 、 装飾 画 は 目 を 見 張る ば か 
り だ 。 その 中 の 一 つ (128 ホ ー ル ) (CIT КЕМА 


> 


ロシア 語 の アン ティ ー チ ノ ス チ (ラテ ン 語 .antiqus 
[ERO], 古典 古代 芸術 品 ) と は 、 通常 、 地中海 の 
偉大 な 文明 の 遺産 、 古代 ギリ ン ャ 、 ロ ー マ 及 びそ の 
植民 地 の 記 念 物 を さす 。 エル ミタ ー ジ ュ に は この 古典 
証 代 の 芸術 品 が 10 万 点 以上 も 保管 され て いる 。 
古代 彫刻 の 最初 の 大 きい コレ クシ ョ ン が ペ テ ル ブ 
| ル グ に 入っ た の は 1787 年 、 エ カチ ェ リ ー ナ 2 世 が 英 
国 銀行 ライ ド ・ プ ブラ ウン 人 社長 の コレ クシ ョ ン を 購入 し た 
1718 年 ロー マ で の 発掘 で 発 з AAI as Ean АЫ. у рн 
見 され る 。 資料 に よる と 、 彫 像 | 時 だ 。 18624F46382 I 7—2. (77 УЙ 
は ピョートル 1 世に よっ て 購 | の コレ クシ ョ ン が 入っ て きた 。 エト ルリ ア の 芸術 品 、 
入 され 、 当 初 は 夏 の 庭園 に | 高 さ 62.2cm の 「 花 瓶 の 女王 」 他 の 素晴らし 
設置 され て いた 。 それ か ら い 陶 回 製品 な ど だ 。 後に エル ミタ ー ジ ュ ・ 
タ ヴ リー ダ 宮 R に 移 り š A ы ЖС 
1850 年 に 帝室 エル ミタ ー ジ ュ | コレ クシ ョ ン 形 成 に 大 きく 頁 献 し た の は 北 黒海 
に も た ら さ れ た | 沿岸 で の 発掘 だ 。 


タ ヴ リー ダ の ヴィ ー ナ ス 
大 理 石 複製 
オリ ジ ナ ル は 紀元 前 2 世紀 


神話 の 1 シー ン が 描か れ た 
デメ テル と コラ の ギド リヤ 

「 花 瓶 の 女王 」 

ギド リヤ ( 水 入 れ 容器 ) は 
紀元 前 4 世紀 南 イ タリ ア で 


TAT 
豊 筑 の 女神 
娘 コ ラ ( ペ ル セ フ ォ ネ ) 信 
を た た えて いる 。 


一 十 列 柱 の 間 (130 ホ ー ル ) 


۳ 


エル ミタ ー ジ ュ 冬 宮 
1 階 展示 ホー ル 


КРА 


エジプト 芸術 ホー ル (100 ホ ー ル ) 


古代 エジプト コレ クシ ョ ン の 基礎 が 
お か れ た の は 1825 年 、 科 学 ア カ デ ミ 
ー が カス ティ リオ ー ネ の コレ クシ ョ ン を 
購入 し た 時 だ 。 それ は 1860 年 代 帝 室 
エル ミタ ー ジ ュ に 移さ れ た 。 


И 紀元 前 1850 年 一 1800 年 


те 


т 


国王 の 執務 官 「 イ ビ の 石版 」 紀 元 前 14 世 紀 


古代 エジプト 芸術 部 門 は 
Жы OR (1000 — ли) に 3 
ある 。 暗く 、 ど っ し り し た 半 紀元前 5 世紀末 | 


円 を 描く 天井 の 展示 室 は 、 
古代 エジプト 文化 の 雰囲気 
を 醸し 出し て いる 。 エジプト 
は 古来 より 死者 信仰 の 地 で 、 
幾 世 紀 に も わた り 、 数 多く の 
職人 が 埋葬 作業 に 携わっ 
て きた 。 人 の 彫像 が 作ら れ 
る よう に な っ た の も 、 人 の 姿 
を 不滅 な もち もの に し よう と し た 
エジプト で 始ま っ た 慣習 だ 。 


アメ ネム ハッ ト 3 世 像 , 


「 ヴ ァ ラ フシ ャ 壁画 の 断片 」 リグ ジア ナ 7 一 8 世紀 


冬 宮 の 西 ア ン フィ ラー ダ に は 豊富 な 考古 学 展 示 が 設け られ て 
いる 。 そこ で は 紀元 前 2 万 年 以降 の 中 央 ・ 北 テー ラ シ ア 大 陸 に お 
ける 古代 の 共同 生活 の 様子 、 道 具 な ど を 展示 し て いる 。 ここ で 特 
別 の 位置 を し め る の は アル タイ 、 ステ ッ プ 、 コ ー カ サス の 権力 者 
の 墓 か ら 出 土 し た 宝物 だ 。 また スキ タイ 、 サル マト 、 フン 族 の 芸術 
品 も 展示 し て いる 。 


N が А. 


リト アリ ア の 容器 

裕福 な 村長 の 墓 か ら 出 土 
し た 。 約 5000 年 前 、 北 コー 
カサ ス に 局 地 的 に 発生 し た 
マイ コ プ と 呼ば れる 文化 の 
も の と され る 。 


5 号 パ ジル 墳墓 出土 
ла x EE 
Nv BERE (7 v Z 4) 


民族 の この 永久 凍土 
онт, 3 Ар лс 


水 漬け の 古代 の 品々 の 発掘 
と 研究 を 続け て いる 。 


エル ミ ター ジュ 
宝物 ギャ ラリ ー 


腕輪 
ピョートル 1 世 の シ ベリ アコ 
レク ショ ン の 一 つ で 、 ス キタ 
イニ サル マ ド 動 物 様式 の 
傑作 だ 。 枠 に 色 の 異な る 石 
が 交互 に は め 込 まれ て い 
る 。 この よう な は め 込 み 細 


[は 、 後 に 中 世 ヨ ー ロ ッ パ кочу ЕТТ; 
QS быкын Ол 透かし 彫り の 留 金 は 紀元 前 6 世紀 に 制作 され 、 
ーー 様式 の 基 と な る 。 ピョートル 1 世 の シ ベリ アコ レク ショ ン の 一 つと し て 、 


エル ミタ ー ジ ュ に 入っ て きた 。 騎乗 の 猪狩 り の 
様子 が 描か れ て いる 。 透かし 彫り 装飾 に 天 ら 
ん 石 が 巧み に 編み こま れ て いる 。 


牡鹿 の 黄金 装飾 板 
宝物 ギャ ラリ ー の 誇り は 北 黒海 沿岸 の スキ タイ 墳 
墓 出土 の 黄金 細工 で 、 そ の 中 で 最 古 の も の は 
牡鹿 の 装飾 板 (31.7cm) だ 。 これ は 紀元 前 7-6 世 紀 
初め スキ タイ 族 の 首長 の 胸元 や 盾 を 飾っ て いた 。 


8 yi ا‎ 
Ор оч 
杯 RS 有名 な ゾロ ハ 墳 墓 の 出土 品 。 紀元 前 5-4 世 紀 初 頭 、 
j EROR ギリ シャ の 職人 に よっ て 制作 され た 。 恐らく スキ タイ 
ясла овоон, _` > た 。 
у ный ا‎ жр 神話 の 戦闘 シー ン を 使っ た も の だ ろう 。 スキ タイ 人 の т, | сы 
ケル チ (クリ ー オ バ ) 近郊 で ў Ж. MVE В < 5ү O70012, スキ タイ の 水差し / “ВУ 
tın. r f GT В Еси DHE TI 10 世 紀 又 は 1 世紀 に エジプト | | / ча? 
が 制作 し た と され る 。 Á ч ON の 上 で と め て いた と 多く の а で 制作 され た 。 ЖАМ, 5 世紀 | жал 8 
資料 に 記録 され て いる 。 後に 、 ト ルコ の 職人 に よっ て 金 緑 РРР Ба 
ВЗОРУ ИВ バラ 香水 、 香 油 入 れ We 
の 物 で 、16 世 紀 に ЙМ 


イン ド の 職人 に よっ て 98 
制作 され た 。 真珠 、 
ダイ ヤ モ ン ド 、 ル ビ ピ à 
ー、 エ メラ ルド が は Q 
め 込 まれ て お り 、 


皇帝 の 埋葬 用 マス ク 


紀元 3 世紀 パン ティ カペー( 現 在 の ケル チ ) を 治め て い 


た 王 ( リ スク ポリ ー ド 3 世 ? ) が 入っ た 石 檜 が 発見 され た 。 T. ター ジ ・ マ ハー ル を SSSR 
埋葬 用 マス ク は 古代 の 年 代 記 に 出 て くる 、 東 遊牧 民 の = 建て た ム ガ ー ル 帝 Qasa 
ボス ポル の 最後 の 統治 者 の 出身 地 で ある タ シ ュ テ ィ ク ノヴォ ロ シ ー ス ク 近 く の ホ フラ チ 慎 土 で 発見 され た 。 紀元 йи y # 
文明 ( 南 シ ベ リア , 紀 元 前 2-1 世 紀 ) を 想起 させ る 。 埋葬 1 世紀 の も の で 、 サ ル マ ト 人 の 巫女 の 冠 だ と され る 。 冠 を ハー ン の た め に つ & 
され た 人 の 首 に は 商 金 の 首飾り が つけ られ て いた 。 遺体 飾っ て いる の は 石英 の 女神 (タビ チ ? アル チム パサ ? ) くら れ た 。 1739 年 š 
の そば に タン ガ ( 遊 牧 民 が 家畜 に つけ た 印 ) の 形 を し た 、 の 半 像 で 、 上 部 は スキ タイ ・ サ ル マ ト 様式 の 特徴 的 な 構 ベル シア 人 が 宝物 {| 

- 族 の 印 の 入っ た 馬具 が 発見 され た 。 図 で 、 生命 の 木 と それ に か し ずく 動物 達 が 描か れ て いる 。 庫 か ら 略 稚 し た 。 Я 


Hf 
紀元 前 4 世紀 に ギリ シャ 
職人 に よっ て 作ら れ た 
黄金 イヤ リン グ の 片方 。 
豊作 の シン ボル が 溢れ 
る 複雑 な 構造 か ら は 
古代 社会 で 装飾 
品 は 宗教 的 魔よけ 
の 役割 を 果たし て 
いた こと が わか る 。 


} 7 


屋 川 岸 通 * 


チェ リー ナ 1 世 の 結婚 の 儀 
1710 年 代 初 \ 
1716-172 
3 N ба 
的 最近 まで 
は 古い 記述 や 版画 で 
こ に は ピ ョ 


ТХЛ; 


)1 室 に 置 


- ナ 2 世 の 即 位 ま 


いた 


が 保存 され て いる АБЕУ е 
1970 年 代 -1990 年 代 の 大 修 946 
VIRR рО, MEZ られ た -、 舗装 


トル 1 世 の 「 小 テン ト | DIET 
- と こ は / R 


リ が 制作 | 
ご ヨー トル 自 


ピョートル 1 世 の 旋 盤 工場 


89 年 に % 
ン ギ の 設計 で 、 
- 宮廷 劇 場 用 に 
1] 9р.55) 
は 前 に あっ 7 
> か り 壊 


チー 


「 ピ ョ ー ト ル 1 世 の 4 輸 馬 車 」 
ルイ ・ カ ラヴ ァ ッ クル 画 1720 年 代 


ピョートル 1 世 の 問 


(2—95 


| 参謀 本 部 


А ا‎ 


参謀 本 部 RE OR 
eT 品 の つ に な っ た 。 これ は 紛れ も な く 
кл б EE 家 カル ロ ・ ロ ッ シ の 最高 傑 
作 で ある 。 長 さ 500m を 超え る 建物 は 宮殿 広場 、 モ イカ 川 、 
ネフ スキ ー 大 通り に 面 し て いる 。 ロッ シ は 建築 物 の 中 に エ 
カチ ェ リ ー ナ 2 世 の 時 代 に フェ リ テ ン の 設計 で 建て られ た 
住居 棟 を 加え 、 い くつ か の 中 庭 を 作り 、 主要 ホー ル を クー 

FTH. 参謀 本 部 の 中 央 に ある 名 旋 門 は 建物 の 重 
さ を 軽 減 す る た め に 、 ふき ぬけ の ある 丸 天 井 で 支え て い 
る 。 名 旋 門 の 3 つめ の アー チ は 、 宮殿 広場 に 対し て 平行 
で は な く 、 バリ シャ ヤ ・ マ ルス カー ヤ 通 り に 向い て 屈曲 し た 
ЖО, 宮殿 広場 と ネフ スキ ー 大 通り を つない で いる 。 
建物 は 軍務 省 、 参謀 本 部 、 財 務 省 、 外 務 省 を 置く 場 
所 と し て 定め られ た 。 現在 ここ の 大 部 分 は 軍事 関係 官 
庁 が 占め て いる が 、「 参 謀 本 部 」 と いう 名 前 は 、 昔 ここ 

の 5」 の 名 残 で ある 。 東 翼 部 の - 部 は 、‏ ا 
ュ に 移譲 され た 。 1999 年 エル レミ ター ジュ‏ اا ‹ 
t “anqana pais 設 し た 。 多く を 占め る の は‏ 
[Жоо OEE : ア ン ピ ー ル 様式 芸術 」 と い‏ 
う 名 前 の 展示 で 、 も う 一 つ は 20 世 紀 初 め の フ ラン ス 画‏ 
家 の 作品 を 展示 し て いる 。 後に 、 ロ シア 外務 省 200 周 年‏ 
に あわ せ て も う 一 つの 展示 室 が 開設 され た 。‏ 


参謀 本 部 中 央 部 , ВЕРЧ 
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ЕРТЕМЕН 


彫刻 


参謀 本 部 の 彫刻 は | 


ロッ シ の 全 建 物 の 彫刻 
と 同様 、 建 築 家 自身 に 
よっ て 詳細 まで 考え ら 
れ た 。 ロッ シ ジ は 1827 年 
まで 仕事 の 内 容 や 量 
を 決定 し 、 そ の 後 、 
数 名 の 彫刻 家 が この 
仕事 に 参加 する た め に 
応募 し て きた 。 ロッ シ は 、 
その 才能 を よく 知っ て 
いた ピ メ ノ フ と デム ー ト 
= マリ ノ フ スキ ー に 白 
羽 の 矢 を 立て た 。 その 
彫刻 で は ロー マ 戦 争 の 
象徴 で ある 翼 の ある ニ 

x フ と ロー マ の 甲 再 次 
の 戦士 が 描か れ とい 
る 。 名 旋 門 の 重要 な 装 
飾 は 手 に 双頭 の 回 の 
つい た БЕНИ. 
羽 の ある 勝利 の 女神 
( 別 の 説 で は 、 栄 券 の 
女神 ) が 御 す る 戦車 だ 。 
その 左右 に 6 頭 の 馬 の 
くつ わ を 引い て いる ロ 
ー マ 久 の 戦士 達 が 立っ 
て いる 。 銅板 で 制作 さ 
れ た 幾つ も の 像 が 並び 
立つ 構図 は 、 下 か ら 見 
る と 軽快 で 美しく 、 その 
姿 は 旗 の 中 の 炎 を 想い 
起こ させ る 。 


| イン テリ アー 
> 謀 本 部 内 部 の 保管 
| 状態 は 他 に は 例 を 見 な 
| いも の だ 。 事実 、 数 回 に 
| わた る 改築 や 粗末 な 復 
元 に よっ て 失わ れ て い 
| な い カ ル ロ ・ ロ ッ シ の オリ 


ジ ナ ル の イン クック の | 
ギー と スコ ッ テ ィ の 装飾 | 


画 を 見 る こと が で きる の 
は ここ だ け だ 。 ロッ シ に よ 
っ て 、 外 務 大 臣 カ ル ロ ・ 
ネッ セリ ロー デ 伯 爵 の 
私 住居 用 に つく られ た 
参謀 本 部 の 東 翼 の 部 
屋 は 、1990 年 代 エ ルミ タ 
ー ジ ュ に 移管 され た 。 
今日 9 つの 部 屋 か ら 
な る アン フィ ラー ダ に 、 
ロシア ・ フ ラン ス の アン ピ 
ー ル 様式 を 展示 し て い 
| る 。 いく つか の ホー ル は 、 
フラ ンス ・ パ ネル 画家 
モー リス ドニ と ピエ ー ル ・ 
ボナ ー ル (ナビ 派 ) の モ 
ダニ ズム 様式 の 装飾 パ 
ネル 展示 室 に 割り 当て ら 


は 、20 世 紀 初 頭 ロ ン ア の 
大 コレ クタ ー、 芸術 パト ロ 
| ンジ で ある 、 シ ュー キン と モ 
ロー ゾ フ の 邸宅 に 飾ら れ 
| て いた も の だ 。 


「 エ ジブ ト 製 食器 セッ ト 」 銀 製 1800 年 代 


れ て いる 。 これ ら の 作品 | 


モイ カ 側 か ら 見 た 


舞踏 の 間 | 


モー リス ・ ド ニ 連作 「 プ シュ ケ の 物語 」1908-1909 年 
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I TRUR 


PUIDI F) O iu kk 


ナポレオン と の 戦い の 勝利 は 、 ロ シア の 特別 
な 使命 の 証 と し て 受け 入れ られ 、 ロ シア 軍 の 勝 
利 を 讃え て 記念 碑 が 建て られ る よう に な っ た 。 


も 有名 で ある 。 勝利 者 アレ クサ ンド ル 1 世 の 
名 と 偉業 を 後世 に 残す 記念 碑 を つく る 作業 
は 、 当 時 イサ ー ク 聖堂 を 建設 し た オー ギュ ス 


歴史 情報 

アレ クサ ンド ル の 記念 柱 建設 以前 に 、 ヨ ー ロ ッ パ に は 既に この 
よう な 巨大 な 円 柱 が 三 つ 、 存在 し て いた 。 

ー フ 目 は 、 紀 元 前 1 世紀 と 年 代 上 定め られ て いる 、 カ リグ ラ う 帝 
の 命 で エジプト か ら ロ ー マ に 運ば れ た 高 さ 35.5m (台座 を 入れ る と 
約 42m) の へ リオ ポリ ス の 花岡 岩 オベリスク (1585 年 ロー マ 法 王 
シク スト ゥ ス 5 世 の 命 で サン ・ ピ エト ロ 大 聖堂 広場 に 設置 さ 
NE). 二 つ 目 は ロー マ に ある トラ ヤ ヌ ス 帝 の 大 理 石 記念 柱 
(紀元 114 年 頃 , 建 築 家 ア ポロ ドー ル ・ ダ マス キー, 高 さ 約 38m) 、 
三 つ 目 は アウ ステ ルリ ッ ツ ツ の 戦い で ナポレオン 軍 が 獲得 し た 戦利 品 
の 大 砲 を 溶かし て 造ら れ た 、 パ リ の ヴァ ンド ー ム 広場 の ブロ ンズ の 記 
念 柱 (1806 一 1810 年 設置 、 建 築 家 =B. レ ペー ル J ゴ ンド ゥ エン : 
高 さ 43.5m) だ 。 ピ ョ ー ト ル 1 世 も また 、 北方 戦争 に お ける ロシア 勝 


利 を 称え る 記念 柱 を つく る つも り だ っ た (その 実現 し な か っ た 柱 の 模 | 


型 は 、 冬 宮 の ロ トン ダ の 間 に あ る ) 。 

アレ クサ ンド ル 柱 は 上 記 3 つ の 柱 を 凌 焦 し て 
いる 。 後に ロレ ドン の トラ ファ ル ガ ー 広 場 に 同 
じ よ うな 記念 柱 が つく られ た が 、 一 枚 岩 で は 
な く 、 27 の 花岡 岩 の ブ ロッ ク で つく られ て いた 
A, (1829—1841 建築 家 C. パ リー, 全 体 の 高 さ 56m, 
NIC 像 pm 彫刻 家 E=X バ イリ ー)。 

AM 


「 ア レク サン ドル 柱 立 ち 上 げ 作 業 」 
モン フェ ラン の 下絵 に よる リト グラ フ 1830 年 代 
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ほとん どの ヨー ロッ パ の 君主 制 を 揺るが し た | 


ニコ ライ 1 世 の 希 望 で 1829 一 1834 年 に 建て ら | 
れ た アレ クサ ンド ル の 記念 柱 は 、 そ の 中 で 最 | 


「 ア レク サン ドル 記念 柱 上 
の 十字 架 を 持つ 天使 」 
(1830 年 代 , 彫刻 家 B. オル ロフ スキ ー) 
ブロ ンズ 部 の 高 さ は 6m 以 上 。 
十字 架 で 蛇 を 仕留め て いる 天使 
の 顔 は 、 アレ クワ サン ドル 1 世 の 顔 に 
似せ て 作ら れ た 。 


ト ・ モ ン フ ェ ラ ン に 任せ W 
られ た 。 記念 碑 の 土台 WB 
は 高 さ 25.6m、 断 面積 W 
10.5m の 巨大 な 一 枚 岩 の 
花岡 岩 だ 。 柱 用 の 暗 赤 色 Ñ 
(ダー クレ ッ ド ) の フィ ン ラ 
ンド 産 の 花岡 岩 の 塊 は 未 
加工 の まま 、 特別 に 建造 さ 
れ た 船 で 広場 に 運 
そこ で 仕上 げ 作 業 が 施さ 
れ た 。 その 台座 の 下 に 
表面 が 平ら に な る よう に 
松 の 杭 が 1250 本 打 
ち 込 まれ た 。 重 さ 約 
650t(700t 以 上 と いう 
説 も ある ) の 一 枚 岩 を 設置 する た め に 、 高 さ 約 
17m の 足場 が 組ま れ た 。 当時 この よう な 巨大 な 


物 を 立ち 上 げ る 経験 は な か っ た (ちな み に グ | 


ァ チ カン 市 国 の 有名 な 花岡 岩 の オ ベリ スク は 
約 350t で ある )。 柱 を 立て る 作業 は 1832 年 8 月 
30 日 に 定め られ た 。 約 2000 人 の 兵士 が 一 枚 
内 を 起こ す サロ ー プ を 引い た 。 それ か ら 、 集まっ 
た 人 々 の 歓喜 に 満ち わた 叫び 声 の 中 、 慎 重 に 


柱 を 土台 の 中 心 に 下げ た 。 同時 代 人 の 証言 


に よる と 、 その 時 ニコ ライ 1 世 は 建築 家 に こう 言 
っ た と か 。「 モ ン フ ェ ラ ン 、 液 は この 建設 で 自分 
の 名 を 不滅 の も の に し た 」 

頂 を 飾る 大 天使 ミカ エル 像 か ら 土 如 ま で の 
柱 全体 の 高 さ は 47.5m だ 。 台座 を 装飾 し て い 
る の は 古代 の 甲 青 、 平 和 ・ 勝 利 ・ 裁 判 ・ 富 の 
富 意 像 を 描い た ブロ ンズ 混 浮 彫 だ (彫刻 家 
イヴ ァ ン ・ レ ッ ズ ペ 。 ピョートル ・ ス ヴィ ン ツ ォ フ ) 。 


18 世 紀 末 の フラ ンス を 特徴 付 
ける の は 、 革命 と 1589 年 か ら 
フラ ンス を 統治 し て いた ブル 


され 、 し ば 5 くし て 、 彼 の 未 A 
亡 人 、 マ リー・ ア ント ワ ネ ッ ト б 
が 斬首 され た 。 ж > jg 
受け た ヨー ロッ パ の 君 ⁄ 


主 た ち は 、 民 主 制 の も 
波 が 自国 に 押し 寄せ 

な いよ う 対 仏 同 盟 を 結成 D 5 4 
し た 。 国内 侵略 の 脅威 と 
いう 状況 下 、 フ ラン ス 共 和 国 E 
軍 を 指揮 し て いた ナポレオン ・ HD 


ボナ パル ト は 強大 な 権力 183788 

を 一 手 に 集め る こと が 出来 た 。 17994 
(ブリ ュ メ ー ル 18 日 ) ボナ パル ト は カエ サル 
の 例 に な ら っ て 、 クー デ タ ー を 起こ し 、 武 力 
で 総裁 政府 を 打倒 、 統領 政府 を 樹立 
し た 。 そし て 1804 年 、 自 ら を フラ ンス 皇帝 と 宣言 し た 。 

1812 年 6 月 12 日 ナポレオン 軍 は ネ マン 川 (ベラ ルー シ ) 
を 越え 、 ロ シア に 侵入 し た 。 そう し て 「 祖 国 戦争 」 と し て Ñ 
ロシア 史 に 名 を 残す 戦争 が 始ま っ た 。 ロ シア の 諸 都 市 
の 防衛 と ゲリラ 活動 は ナポレオン 軍 を 疲弊 させ 、 ボ ポロ デ 6 
ィ ノ の 戦い (8 月 26 日 ) に よっ て 自ら が 無敵 で ある と する N 
ナポレオン の 信念 は 打ち 砕 か れ た 。 そし て 住民 が いな | 
く な っ た モス クワ で の 完全 に 孤立 し た 1 ヶ月 は 、 完 全 に 
フラ ンス 軍 の 戦意 を 喪失 させ た 。 「 ナ ポレ オン 軍 を 破っ 
た の は ロシア の 冬 だ 」 と いう 有名 な 言い 伝え が ある が 、 
ナポレオン 軍 の ロシア か ら の 退却 は 1812 年 10 月 上 旬 
に 始ま っ た 。 実際 、 ナポレオン は ロシア 軍 の 1000 年 も 
の 実践 経験 、1799 年 の ス ヴ ォ ー ロ フ 大 元帥 の イタ リア 
遠征 時 の 戦い ぶり に 現れ た ロシア 軍 の 強 さ を 考慮 に 
入れ て いな か っ た 。 ナポレオン は 、 軍 事 に 疎く 外交 経 
験 の 芝 し い ア レク サン ドル が 、 陣頭 指揮 を と ら ず 、 天 才 
司令 官 ク トゥ ー ゾ フ 元 帥 に そ 
の ロシア 軍 の 全権 を 委ね る と 
は 予期 し て いな か っ た の だ 。 
結果 は ナポレオン の 完全 な mw 
敗北 ヒ し な り 、 ア レク サン ドル Д 
1 世 率 いる ロシア 軍 は パリ 入 
城 を 果たし た 。 

稀代 の 司令 官 ナ ポレ オン は 、 
その 後 イ ギリ ス の 捕虜 と な り 、 
セン ト ・ へ ヘレ ナ 島 で 死亡 し た 
(18214). 


| フラ ン ソ ワリ ・ ジ ェ ラー ル 
「 戴 冠 式 の 衣装 を つけ た 

皇帝 ナポレオン 1 世 」 
1810 年 と 1812 年 の 間 


| 


海軍 省 軍 艦 1710 年 代 


アレ クサ ン лиа 


18 世 紀 の プ ー シ キン 時 代 に 
広く 知ら れ て いた ペ テ ル ブル | | 
グ 初 の 並木 道 (別称 : 
O ا‎ 7 
られ た 。 リト グラ フ ( 石 版画 ) に 
F る と 、 マー スレ ニッ ツア ( 春 到 ] 
来 を 祝う 祭り ) や に жым 
国民 の お 祭り の 日 、 貴 族 や 平 

、 こ こ で に 芝居 小 
屋 、 75 ラン コ 、 氷 の 山 が つく ら 
れ た よう だ 。 1870 年 代 ア レク サ 
ンド ル 2 世 は 並木 道 の 一 部 を 


アレ クサ ンド ル 府 園 
探検 家 ブ ル ジ ェ ヴァ リス キー 像 
自分 の 名 が つい た 公共 庭園 
に する 案 に 喜ん で 槍 同 し た 。 
皇帝 は 自ら 1874 年 の オー プ 
ニン グセ レモ ニー に 参加 し 、 
ここ に 二 本 の 権 の 木 を 植え 
た と され る 。 19 世 紀 末 、 庭 園 
に は 住民 の 善意 の 寄付 で つ 
くら れ た 「 啓 蒙 思 想 家 」 達 の 
像 が 設置 され た 。 この 像 は ロ 
シア の 科学 ・ 文 化 の 優れ た 
功績 を 後世 に 伝え て いる 。 
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海軍 省 ( ア ドミ 


ラル テイ スト ヴァ ) 


1704 年 ピョートル 1 世に よっ て 建て られ た 海軍 省 は 、 そ の 後 
| 何 度 も 再建 され た 。 これ ا‎ naska бы бы 要 寒 施 
設 だ っ た 。 II の 形 を し た 要塞 稼 供 の 中 に 造船 所 が あり 、 そ こ に 
1717 年 創立 し た 海軍 省 が 置か れ た 。 

最初 の 海軍 省 長 官 に 任命 され た の は 、 海 軍 大 将 フ ョ ー ド ル ・ 
アプ ラク シン だ ( 彼 の 家 は 冬 宮 の 場 所 に あっ た )。 約 100 年 間 海 
軍 省 本 部 は ロシア の 最 重 要 кк 工場 で あっ た が 、19 世 紀 初 

め に は その 機能 は 失わ れ て いた 。 そこ で その 場所 に ロシア 盤 
隊 管 理 局 の 建物 を 造る 決議 が な さ "yal 1800 年 代 初 め 、 ア レク 
サン ドル 1 世に アン ドレ イ ・ ザ ハー ロフ の 設計 案 が 提示 され る 。 

この 設計 案 は 旧 海 軍 省 の 輪郭 を 再現 し 、 か つ 、 そ れ に アン ピー 
ル 様 式 の 豪華 さと 風格 を 加わ えて いた 。 長 さ 500m の 中 央 棟 を 
持つ 巨大 な コン プレ ックス (複合 体 ) の 建設 は 、1806 一 1823 年 
(1812 年 祖国 戦争 時 に 一 時 中 断 ) に か け て 行わ れ た 。 
海軍 省 の 長く 伸び た 棟 は ネヴァ 川 に 面 し て いる 。 その 正 ШЗ. AR 


通り 抜け で きる アー チ 、 そし て 彫刻 で 装飾 され て いる 。 ネネ ヴァ 川 
側 に 当初 広場 と 小さ い 船 着 場 が あっ た (p.50 図 参照 )。 1870 一 
1888 年 船着 場 は 埋め 立て られ 、 広場 に は 陰鬱 な 色合い の 大 公 


宮殿 な ど 他 の 建物 が 建て られ 、 ネヴァ 川 か ら の 海軍 省 の 眺め は 
жой, て し まっ た 。 現在 海軍 省 の 主要 な 装飾 で ある 失 塔 の つい 


海軍 省 の 東 パ ヴィ リオ ン 


(オラ ンダ 語 . ADMIRAAL, アラ ビア 語 . ア ミル ・ 


アド ミラ ル テ イ ス ト ヴ ァ 
アル ・ バ フル 「 海 の 支配 者 」) 


は 各国 に お ける 海軍 の 最高 機関 で あり 、 ОСЕ ВЕ 世に よっ て 創立 され た 。 


宮殿 前 坦 頭 の 獅子 像 1832 年 


海軍 省 の 彫刻 
巨匠 シェ ドリ ヌィ 、 ピ メ ノ フ 、 
テレ ベネ フ に よっ て 制作 さ 
れ た ае の アー チ 
の フリ ー ズ (帯状 装飾 ) は ロ 
> Waaa 象徴 し た 、 
素晴らし い レ リー フ で 装飾 
され て いる 。 海神 ネプ チュ 
ー ン は ピョートル 1 世に 海 
の 支配 者 の 印 で ある 三叉 
の 巴 d を 渡し て いる (彫刻 家 , 
1. テ レベ ニョ ブフ) 。 塔 の 2 段 
1 に は 科学 と 詩 を 擬人 化 
し た 26 体 の 彫像 が 塔 の 
周囲 を 取り 囲ん で いる 
アー チ 通 用 門 の 両側 に 
аяа 運ん で いる 海 の 
(彫刻 家 ,F. シ ェ ド 
y いく つも 描か 
сю ラン ペッ ト や 
旗 を 持つ 天使 像 だ 。 


た 高い 塔 は アレ クサ ンド ル 庭 園 の 方 向 か ら し か 見 る こと が で き 
な い 。 この 、 内 部 へ の 通用 門 と な っ て いる アー チ の ある 塔 は 
у ае а 
rha, その 違い は ロシア 古典 主義 に 特徴 的 な 明る 

黄 (クリ ー ム ) EDF Z ta, LRE EAE 関 、 レリーフ 、 EZ の 豊富 さだ о 
1860 年 代 建 物 は 再建 され 、 そ の 後 彫 刻 装飾 の 一 部 は 失わ 
れ た 。 それ に も 関わ ら ず 、 こ れ は 今日 で も 彫刻 と 建築 の 調和 の 
と れ た 輝かしい 作品 だ 。 海軍 省 は 18 世 紀 初 頭 か ら ネ フス キー 大 通 
り の 北端 に ある 。 その 後 の 町 の 開発 の 際 、 海 軍 省 周辺 の 建物 は 
周り の パノラマ の 中 で も 主導 的 な 役割 を 残す よう 、 計画 され た 。 
これ は 建物 を ベ テ ル ブル グ の 中 心 の 主要 な 目印 に し て いる 。 


失 塔 の ある 海軍 省 ア ー チ 
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イサ ー ク 広場 


ШШЕ | ホテル 「 ア スト リア 」 
| と 「 ア ング レ テ ー レ 」 
02-7 
「 ア スト リア 」 と 呼ば れる ホ 
テル は 1912 年 茂 か に オー 
プン し た 。 この ホテ ル の オ 
| 一 ナー は 、 ロ ンド ン の 株 式 
会 社 「 パ レス ・ ホ テル 」 で 、 
建設 を 担当 し た の は フ ョ 
ー ド ルリ ド ヴ ァ ル だ 。 20 世 
紀 初 頭 の ロシア 建築 の 
ン フ ォ ル ミズ ム ( 快 適 主 
| 義 ) の 顕著 な 見 本 と な っ た 
「 ア スト リア 」 の 建物 は その 
芸術 価値 に 対し て 、 物議 
を 醸し 出し た 。 し か し 、 ホテ 
ル の 支配 人 に と っ て 大 切な 
の は 、 豪 華 な イン テリ ア と そ 
の 時 代 の 最 先 端 を 行く ] 
学 設備 だ っ た 。 と り わ け 有 


а 


ニコ ライ 1 世 像 | イサ ー ク 広場 の アン サン ブル が や っ と 完成 し た の は 20 世 紀 初 頭 の 
この ニュ ライ 像 を 近衛 兵 の | こと だ 。 イサ ー ク 広場 自体 は ペテルブルグ で 最も 古い 広場 の 一 つ で 、 
和服 次 で 指 く と いう アイ ディ ア ピョートル 時 代 の 海軍 省 の 一 部 に 面 し て いた 。 1727 年 イサ ー ク 広場 前 


は オー ギュ スト ・ モ ン フ ェ ラ ン が 


クロ ッ ト に 言っ た も の だ と され か ら ネ ヴァ ) | に か か る 最初 の 橋 が か ! けら れ た 。 これ は ネヴァ 川 左 名 だ っ た の は フラ ンス 料理 
Epea ланы 岸 と ヴァ シー リー 島 を つなぐ 浮き 橋 だ っ た 。 1818 年 モン フェ ラン В тетет a | レス トラ ン と 科 の 庭園 で 、 
а So の 設計 に よる 新 イ サー ク 聖 堂 (p.90) の 建設 開始 後 か ら 、 広 場 は イサ ー ク 聖堂 の 北面 は 元 を 院 広場 に 向 いて \ る 。 ЭЕ を 院 広場 の 本 - れ は 必要 な 時 1000 人 収 
大 理 石 か ら 制 作 さ 聖堂 を 挟ん で 二 つ に 分 けら れ た 。 ネヴァ 川 方向 の 広場 は 元老 側 に は 1807 年 に ジャ コモ ・ ク ヴァ レン ギ の 設計 で 建て られ た 近衛 兵 の 馬 | 容 で きる 一 っ の 大 ホー ル 


е эре 


Ae KLIENDI Ro. イサ ー ク 聖堂 と モイ カ 川間 fl 


れ た 。 ブロ ンズ の 
レリーフ と 4 体 の 
彫像 ( 信 


i 習 場 が あっ た 。 イサ ー ク 聖堂 の 東 面 は 、1817-1820 年 オー ギ 
に ある 広場 は 、 建 築 当 時 の 地図 に は 「 新 イサ ー ク 」 と あっ た が 、 モン フェ ラン に よっ て アレ クサ ンド ル ・ ロ バ ノ フ ニ テロ スト フス キー 公 の た め 


\ 


ы その 後 単に 「 イ サー ク 広 場 」 と 呼ば れる よう に な っ た に 建て られ た 三角 形 の 建物 に 向い て いる 。 ロバ ノ フ テロ スト フス キー 公 
人 18 世 紀 広 場 の 周り や その 近辺 に 金持ち 高官 の 住居 が 立ち ヨッ トク ラブ 会 長 で 、 アレ クサ ンド ル 1 世 の 侍従 官 だ っ た 人 物 だ 。 1910 年 初頭 、 ア スト リア 
ке ЧАА З КАЗО уд ДЫ Ы 19 世 紀 半 ば か ら イ サー クタ 広場 の 全て の 建物 の スタ イル は 、 荘厳 で 巨大 | の 建物 の 北 に こじ ん まり し た 
べ ベ ズ ボロ ー ト コ (1747-1799) の 屋敷 だ (後に 建て 直さ れ た )。 | な イサ ー ク 聖堂 に あわ わせ て 、 重厚 な 構え に な っ て いっ た 。 その 最たる も 別館 「 ア ンダ レ テ ー レ 」 が 増 
べ ベ ズ ボロ ー ト コ は エカチェリーナ 2 世 時 代 の 優れ た 政治 | の が マリ ヤ "T p.86) 、 1844-1853 年 建築 家 ニ コラ イ ・ エ フィ ー モ フ に よ тиде чек = | 


家 で 、 慕 大 な 資産 を 持っ て いた 。 彼 に つい て フラ ンス っ て 建て られ た 二 つ の 国有 財産 省 の 建物 、 そ し て ドイ ツ 大 使 # ン が 殺さ れ た こ 
外交 官 セ ギュ ー ル 伯 箇 は 次 の よう に 述べ て いる 。 | アス トリ ア 」 だ 。 ド イツ 大 使 館 の 建物 (11 番 ) は 1911-1912 年 、 新しい ド | な っ た , 
「 彼 は 太っ た 体 に 、 ス マー ト な 知性 を 隠し て いる 」 | イツ 建築 の 創始 者 で 、 産 業 建築 デザ イン の リー ダー で ある ピョートル ・ 
べ ベ ズ ボロ ー ト コ ( + トル スト イ の 人 小説! 戦 hi ИЖ ЧҮЙ ベレ ン ス の 設計 TE- て られ た 。/ 灰色 の 花岡 岩 ~ で 外装 が 施さ れ た 建物 は 
の Me べ ベ ズ ー ホ フ の モデ ル と な っ た 。 イサ ー ベレ ジス の 最高 傑作 の 一 つ に な っ た 。 この ベレ ンス の 建物 は 新 ド イツ 帝 
ク 広場 に 建て られ た 18 世 紀 建 築 物 の 中 で 現 国 の 威力 を ロシア に 誇示 する は ず だ っ た が 、20 世 紀 ド イツ が 果たし た 


存 し А 4 の は 1760 年 代 に 建て られ た レフ ・ 不吉 な 役割 の 前 触れ と な っ た . 
ナル ィ シ ェ キ ン の 旧 屋 敷 (9 番 ) だ け だ 。 ここ に 1856-1859 年 、 広場 の 中 心 に アレ クサ ンド ル 1 世 の 命 で ニコ ライ 2 世 
は デニ ・ デ ィ ド ロ や ジェ ル メ ナ ・ ド ・ ス ター リ が の 騎馬 像 が 建て られ た 。 これ は この 広場 で 最も ダイ ナミ ッ ク な 作品 で 


ペテルブルグ に 来 た 時 に 潜在 し て いた 。 ある 。 騎馬 像 を 作る 決定 は 1855 年 に 採択 され 、 制 作 は 巨匠 オー ギュ 
スト ・ モ ン フ ェ ラ ン と ピ ョ 

ー ト ル ・ ク ロッ ト に 任せ 
られ た 。 クロ ッ ト は ニコ 
ライ 1 世 を 後 足 で 立つ 
馬 に 路 る 近衛 兵 の 次 
で デザ イン し た 。 精錬 
の 際 に 綿密 な 計算 が 
の 2 つの 小さ な 
点 ( 後 足 ) の み で 
ро rus, 


ホテ ル 「 ア スト リア 」 の 外観 


マリ ヤ (マリ イン スキ ー) 
Tre 


Hi 
[rtr 


イサ ー ク 広場 の 南 境 に ある 宮殿 は 、 ニ コラ イ 1 世 の 娘 マ リヤ 大 公 
妃 の た め に 建て られ た 。 建設 は 1838 年 12 月 ロイ ヒ テ ンベルク 公 と の 
婚約 の 儀 の 後 、 す ぐに 始ま っ た 。 

ニコ ライ は 宮 延 建築 家 ア ンド レイ ・ シ ュ タ ケン シュ ナイ ダー に 設 
計 を 任せ た 。 建築 費用 と し て 200 万 ルー ブル を 超え る 額 が 与え ら 
れ た 。 1840 年 秋 ま で に 、 以 前 ここ に あっ た チェ ル ヌ イィ ショ ー フ 伯 
爵 の 宮殿 の 土台 の 上 に 、 本 棟 が 建て られ た 。 屋敷 全体 の 建設 は 
1845 年 まで に 完了 し た 。「 芸 術 の た め の 芸 術 」 信 奏者 フラ ンス 詩人 
テオ フィ ー リ ・ ゴ チエ は 「 シ ュ タ ケン シュ ナイ ダー は 卓越 し た セン ス 
を 見 せつ けた 」 と 残し て いる 。 アン サン ブル に は 、 本 棟 の ほか に 、 
勤務 棟 、 翼 部 、 温 室 、 馬 術 練習 場 等 が 含ま れる 。 宮殿 広場 に な っ 
た モイ カ に か か る 青い 橋 は 幅 97m ま で 拡張 され 、 ペ テル ブル グ で 

- 番 幅 の 広い 橋 に な っ た 。 

1884 年 7 月 14 日 アレ クサ ンド ル 3 世 は 法令 に サイ ン し た 。 それ に 
則っ て 、 マリ ヤ 宮 殿 は 国会 の 建物 と 宣告 され 、 そ の 後 こ こ で いろ い 
ろ な 社会 ・ 政 治 活動 が 始ま っ た 。 1905 年 、 ニ コラ イ 2 世 は この 建物 
を 第 一 国会 に 譲っ た 。 まもなく 宮殿 内 部 は ひど い 状 態 に な っ た 。 

- 月 革命 の 日 、 マ リヤ 宮殿 に 労働 者 や 農民 出身 の 議員 達 が 押し 
寄せ た 。 これ を 「 も じゃ も じゃ 
髪 で 、 だ らし な く 上 着 や ル バ 
ーシュ カ を 着 た 群衆 」 と 描写 
し た の は 立憲 民主 党 の 党首 
ウラ ジー ミル * ド ザ ボ コラ Tess 

月 革命 後 、 こ こ に は 様々 な 
国家 施設 が お か れ 、1945 年 
か ら 市 の 代表 機関 と な っ た 
(現在 で は 市 の 立法 議会 
と な っ て いる )。 

1990 年 代 宮 殿 内 に 、 シュ タ 
ケン シュ ナイ ダー に よっ て 装 
飾 さ ん た ビザ ン テ ィ ン 様式 の 
宮殿 教会 を 含む 全て の 有名 
な イン テリ ア が 復元 され た 。 
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正面 玄関 そば の 得 台 


歴史 情報 
ニコ ライ 1 世 の 長 女 、 マ リヤ ・ 
ニコ ラ エ ヴ ナ (1819-1876) と 
ジョ ゼ フ ィ ー ヌ ・ ボ アル ネ ( ナ ポレ 
オン 妃 ) の 孫 、 ロ イヒ テン ベル ケ 
公 マ クシ ミリ アン 夫妻 は 19 世 
紀 半 ば 、 マ リヤ 宮殿 を ペ テ ル 
ブル グ 社 交界 の 中 心 の 一 つ に 
し た 。 1837 年 軍 の 外交 任務 
で ロシア を 訪れ た マク シミ リア ン 
公 は ニコ ライ 1 世に 好 印 象 を 与 
えた 。 皇帝 の 娘 と の 結婚 後 、 
ペテルブルグ に 残り 、 近衛 連 
隊 名 誉 隊長 に 任命 され 、 
科学 アカ デミ ー の 名 誉 会 員 に 
選出 され 、 後 に 芸術 アカ デミ 
ー の 長官 に な っ た 。 マク シミ リア 
ン は ミュ ン ヘ ン に 画廊 を 所 有 し 
て いた 。 そこ に は 彼 の 父 に よっ 
て 集め られ た ラフ ァ エ ロロ 、 ヴァ ン ・ 
ダイ ク 、 ヴェ ラス ケス 、 ムリ ー リ ョ 
の 絵 が あっ た 。 彼 は その 一 部 
を マリ ヤ 宮 殿 に 運び 入れ た 。 
中 に は 彼 に 受け 継が れ た 皇后 
ジョ ゼ フ ィ ー ヌ の 宝石 類 、 ナ ポ 
レオ ン と ウジ ェ ー ヌ ・ ボ アル ネ の 
武器 コレ クシ ョ ン 等 が あっ た 。 
作品 の 一 部 、 グ ロ と ジェラール 
の 絵 、 古 代 エ ジ プ ト コレ クシ ョ ン 
は 国有 化 の 後 、 エ ルミ ター ジュ 
所 蔵 と な っ た 。 マク シミ リア ン 公 
の 死 か ら 2 年 後 、 マ リヤ は 身分 
の 低い グリ ゴー リー・ ス トロ ガ ノ 
フ と 再婚 する 。 


ЖАО 


歴史 情報 отт 7 


「 ロ トン ダ 」 の 間 


有名 な 作家 の 父 、 ウ ラジ ー ミ ル ・ ナ ボコ フ の 回 想 に よる と 、 マ リ 
ヤ 宮 殿 は 法制 審議 会 に 譲ら れる と 共に 、「 官 僚 主 義 者 の 
殿堂 」 に な っ た 。「 素 晴らし い ホ ー ル に … ビ ロー ド の 紋 物 が し 
か れ … 金 符 が 施さ れ た 家具 が 置か れ …、 す ら り と し た 従 僕 
が 音 も な く 動 いて いた …。 大 部 分 を 占め る 高齢 の 高官 の 堂 
々 た る 姿 、 勲章 や 大 緩 ・‥ 抑 えた 会 話 、 全 て が 卑しい 日 常 
生活 か ら 隔 絶 し た 、 近寄り が た い 雰 囲 気 を つく り 出し て いた 」 
この 雰囲気 を 素晴らし < く 伝え て いる の が イリ ヤ ・ レ ー ピ ン の 絵 
(下図 ) だ 。 議 会 に いた の は 政治 家 だ け で は な い 。 優れ た 
学者 V.=I1. ヴ ェ ル ナツ キー 、 A.=A. シ ャ フ マ ー ト フ 、 A.S. ラ ッ ポ = 
ダニ レフ スキ ー、P. 王 P. セ ミ ョ ー ノ フ ・ チ ャ ン ・ シ ャ ンス キー、 ЖФА. 
デーF コ ー ニ 、 技 術 将 校 E. 三 ! トー トレ ベン な ど が も 出席 し て いた 。 
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彫刻 

建物 内 外 の 装飾 作業 
は 、 建物 の 骨組 み 建 設 
が 終わ っ た 1841 年 に 始 
まっ た 。 彫刻 模型 作り に 
参加 し た の は 、 イ ヴァ ン ・ 
ヴィ ター リ 、 ピョートル ・ 
クロ ッ ト 、 ニコ ライ ・ ビ メ ノ フ 、 


モン フェ ラン が ペテルブルグ に や っ て くる (1816 年 ) ま で 、 現在 の イサ ー ク 
聖堂 の 場所 に は 3 番目 の 聖堂 イサ ー キ ー・ ダ ル マ ツ キー が 建っ て いた 。 
最初 の イサ ー ク 聖堂 は 木造 教会 (1710 年 ) で 、 そ こ で ピョートル 1 世 
と エカチェリーナ 1 世 が 結婚 式 を 挙げ た 。 2 番目 の イサ ー ク 聖堂 は マッ 
タル ノヴィ に よっ て 1717 年 建設 され た 石造 り の 聖堂 だ っ た が 、1730 年 
の 火災 で 焼失 し た 。 3 番目 は 1768 年 に リナ ルド が 建て 、1790 年 
ブレ ン ナ に よっ て 完成 し た 。 場所 に よっ て 大 理 石 を 使っ た り 、 ЖЕ 
を 使っ た り し た 建物 は 体裁 が 悪く 、 再建 の 提案 を する ほど だ っ た 。 


| イサ ー ク 聖堂 


イサ ー ク 聖堂 (1818-1858) (正面 外観 は p. 88 一 89 参 照 ) 
は 世界 で も 最大 級 の 寺院 建築 物 の 一 つ だ ( 高 さ 101.5m、 土 台 
の 面積 1 へ クタ ー ル 以上 、 ク ー ポ ラ の 直径 約 25m)。 当時 最も 難 
し い 建 築 プ ロジ ェクト の 実現 は 、 多く の 点 に お いて ロシア の 工 
学 建 築 技 術 と 芸術 的 応用 技術 の 発展 を 促進 し た 。 聖堂 の 成 
聖 式 は 1858 年 、 皇帝 アレ クサ ンド ル 2 世 臨席 の も と 、 行わ れ た 。 
儀式 後 、 近 衛 隊 参 加 の 豪華 な 式典 が あっ た 。 


フラ ン ソ ワ ・ レ メー ル 、 ア レ 
クサ ンド ル ・ ロ ガ ノ フ スキ 
ー 等 で 、 彼 ら は 一 連 の 調 
和 の と れ た アン サン ブル 
を 作り 出し た 。 ОЖ 

で つく られ た 巨大 
な 扉 を 装飾 する 


祭壇 後方 の ステ ンド グラ ス 


これ は ドイ ツ 人 画家 ヘン 
リヒ ・ フ ォ ン ・ ゲ ッ ス の スケ 
ッ チ が も と に な っ て いる 。 | 
1841 年 当時 ヨー ロッ パ 随 
- だ っ た 


上 場 で 注文 され た 。 ガラ ス 
部 分 の 総 面積 は 28m だ 。 


「 キ リス ト の 復活 」 


ン ヘ ン の 王立 


ブロ ンズ 家 の レ リー フ 設 計 
の 際 、 ヴ ィ タ ー リ は ルネ ッ 
サン ス の 傑作 、 ロ レン ツ ォ ・ 
ギ ベ ル テ ィ (1381 頃 -1455) 
の フィ レン ツェ の 洗礼 堂 を 
手 本 に し た 。 聖堂 の 彫刻 作 
業 の た め に 全部 で 1000t の 
ブロ ンズ が 使わ れ た 。 そ 
の 際 ボ リス ・ ヤ コビー に よ 
っ て 1838 年 に 開発 され た 
電 鋳 法 ( 電 気 メ ッ キ ) が 


世界 で 初め て 用 いら れ た 。 


クー ポラ の バル コニー 手すり の 天使 像 ( 高 さ 4.38m) 
ジョ ゼ フ ・ ヘ ルマン の 設計 に よる 1842-1844 年 


北 の 柱 廊 玄 関 「 キ リス ト の 復活 」 


フィ リッ プ ・ レ メー ル の 設計 で 1841-1844 年 に 制作 され た 。 


(フリ ー ズ (帯状 装飾 ) の 碑文 : 


「 神 よ 、 液 の 力 で ツァ ー リ を 喜ば せよ 」) 


中 央 イコ ノ ス タ ス ( 聖 障 画 ) 

: 段 の 中 央 イコ ノ ス タ ス は 
巨大 な 大 理 石 の 壁 で 寺 
院内 部 を 至 聖 所 と わけ て 
いる 。 (仕切 り の 向こう に 和 至 
聖 所 が ある ) イ コノ スタ ス は 
12 本 の 一 枚 岩 の よ うに 見 
える 柱 で 装飾 され て いる 。 
これ ら は 実は 高価 な 細工 
用 の 石 (2 本 は アフ ガニ 
スタ ン の 天 ら ん 石 、 10% 
は 孔雀 石 ) が は め 込 まれ 
た ブロ ンズ 製 の 円 柱 だ 。 


それ ぞ れ の 柱 の 上 に は 
金 笛 が 施さ れ た コリ ント 式 
柱頭 が ある 。 一 段 目 と 二 
彼 目 の モ ザイ ク 画 の イコ ン 
は ティ モレ オン ・ カ ー ル 、 
フォ ン ・ ネ ッ フ 、 フョードル ・ 
プリ ュ ロ フ に よっ て 制作 さ 
れ た 。 三 段 目 の イ コン は セ 
ミョン ・ ジ ヴァ ゴ の 絵 を 
も と に 油絵 具 で か か 
れ て いる 。 


Fe 
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クー ポラ の 


油絵 画 と モザ イク 


聖堂 の 絵画 制作 に は 、 


ロシア 古典 主義 派 の 巨 
カール ・ プ リュ ロフ 、 
フョードル ・ プ ルー ニー、 
ヴァ シー リー・ シ ジェ ブー 
エフ を は じ め 多 く の 画 
ЭНА а RU 


ワー ポラ の 祭壇 後方 の 
パン ダン ティ ー フ ステ ンド グラ ス 


南 の フリ ー ズ 
(帯状 装飾 ) 


油絵 で キャ ン バ ス に 描 
か れ 、 聖 堂 の 丸 天井 、 
Bë. 装飾 列 柱 に 固定 さ 
れ た 。 ペテルブルグ の 気 
候 は 温度 が 低く 、 湿度 が 
高い た め 、 絵 の 保存 が 
危ぶま れ た が 、 モ ン フ ェ 
ラン に 一 つの アイ ディ ア 
が 思い 浮か ん だ 。 彼 は 
Hë [C [г # 1 7- f: 
(パネ ル ) を モザ イク 画 
に か える こと を 提案 し 、 
ニコ ライ 1 世 も これ を 支持 
し た 。 モザ イク 技術 
を 学ぶ た め 、 
芸術 アカ デミ 
ー の 卒業 生 
が ロー マ に 派 
遣 さ れ 、 モ ザ 
イク 制作 工房 
が 設立 され 、 
1851 年 ペ テ 
ル ブ ル グ に 移 
され た 。 この と 
きか ら 1914 年 
に いた る まで 、 
油絵 を モザ 
イク に か え 
る 作業 が 計 
画 的 に 行わ 
れ た (まだ 完 

了 し て いな い )。 
ロシア の モザ イク 
[ 達 は これ ら 

の 年 月 で 、 


f の 色 ガ ラス を 作 
り 上 げた 。 1862 年 聖堂 

の モザ イク 画 の 何 点 か 
は ロン ドン 万 国 博覧 会 に 


出品 され 、 高 い 評価 を 得 た 。 


ロシア に お ける 色 ガ ラス 


製造 技術 は 世界 の どこ より も 


高い と 認め られ た の だ 。 


Ø 12,000 色 以上 | 
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|| | モン フェ ラン (1786 一 1858) は 


f れる 。 ナ ポレ オン の 勲章 を 持 


ペ テ ル ブ グアバ 


E EE Ар? "r : ) 2 


| \ オー ギュ スト ・ モ ン フ ェ ラ ン 


オー ギュ スト ・ リ カル ・ ド ・ 
| フラ ンス の パリ 郊外 で 生ま れ 
| た 。1806 年 王立 建築 学校 
に 入学 する が 、 ま も な くし て 
j ナポレオン 軍 に 徴集 され る 。 
| 戦争 活動 に 参加 し た こと で 、 
{ レ ジョ ンド ヌー ル 勲 章 を 授け ら 


っ て いた に も か か わら ず 、 勇敢 
に も 、 パ リ に 入城 し た アレ クサ ン 
ドル 1 世に 自分 が 作成 し た 設 
計 図 アイ ル を わた し た 。 
有名 な シャ ルル ・ ペ ル シ エ 、 ピ エー ル ・ フ ォ ン テン の 工房 
で の 修行 を 終え た 若き 建築 家 は 、1816 年 、 ヨ コー ロッ パ 建 


アン トニ オ ・ フ ォ レ ッ テ ィ 
「 オ ー ギ ュ ス ト ・ モ ン フェ ラン 胸像 」 
1857 年 


築 家 の メッ カ で ある ペテルブルグ に や っ て くる 。 ペテルブルグ | 
建設 委員 会 の 委員 長 ベタ ンク ー ル と の 府 見 後 、 ま も な く | 


し て イサ ー ク 聖堂 の 再建 作業 に 推薦 され た 。 
ロシア で モン フェ ラン は 最も 大 胆 で 難し い ブ ロジ ェクト を 
実現 する 機会 を 得る 。 そ し て 彼 は その 世紀 を 代表 する 建 


Ў) 染 家 に な っ た 。 モ ン フェ ラン は 建築 だ け で は な く 、 建 築 エ | 講 


i 学 エ ンジ ニア と し て の 才能 も 兼ね 備え て いた 。 彼 に よっ て 


у 創り 出さ れ た 多く の 記念 物 は ペテルブルグ に 皇帝 の 首都 


設計 を めぐ る 討論 

昌和 堂 建設 の 最初 の 問題 は 、 設 計 図 の 承認 後 、 
すぐ に 起こ っ た 。 この 設計 図 は モン フェ ラン が 作 
成 し た 数 多く の 図面 か ら ア レク サン ドル 1 世 が 選ん 
だ も の だ (モン フェ ラン は 自分 の 弟子 、 ペ ル シ エ 
に あて て 「 設 計 の 前 に 注文 主 の 好み を 知っ て お 
か な いと いけ な いと 思っ て 、 多種 多様 の スケ ッ チ 
を 描い た よ 」 と 書い て いる )。 1819 年 芸術 アカ デミ 
ー に ペテルブルグ 和 建設 ・ 水 道 工事 委員 会 の モジ 
ュ イ の サイ ン 入 り 意 見 書 が 提出 され た 。 それ に は 
「 モ ン フ ェ ラ ン の 見 積もり は 間違っ て いる 。 構造 上 、 
建設 後 、 聖 堂 は 遅かれ 早かれ ドー ム の 重 さ で 崩 


れ て し まう だ ろう 」 と いう こと が 論証 し て あっ た 


と いう イメ ー ジ を 与え た 。 イサ ー ク 聖堂 の 建設 で 、 モ ン フ ェ ラ E 


E ン に は 四 等 文官 の 位 、 銀 貨 40.000 ル ー ブ ル 、 ダ イヤ モン ド 


が ちり ば め ら れ た 金メダル (アン ドレ イ 大 緩 ) が 与え られ る 。 
また 、 ア レク サン ドル の 記念 柱 の 建設 に お いて 、 
三 等 文官 の 位 、 銀 貨 100.000 ル ー ブ ル が 与え られ た 。 
モン フェ ラン が 手がけ た 中 で 、 あま り 知ら れ て いな いも の 
に は 、 ロ バ ノ フロ スト フス キー の 家 (1817-1820)、 エ カテ 
リン ゴ フ の 遊園 地 (1823 年 ) 、 パ リ シ ャ ヤ ・ マ ルス カー ヤ 通 
| り の 工場 主 パ ー ヴ ェ ル ・ デ ミー ド フ の 屋敷 (43 と 45 番 ) 、 
ニー ジュ ヌィ ・ ノ ヴ ゴ ロ ド の スパ ー ス キー 聖堂 な ど が ある 。 
m イサ ー ク 聖堂 建設 に は 40.000 人 が 参加 し た 。 
A、 この 数 字 は これ だ け の 人 を 率い た モン フェ ラン 
; 個人 の スケ ー ル の 大 き さ を 反映 
し て いる 。 1818 年 か ら モ ン フ ェ ラ ン 
は モイ カ 川 岸 通 り (86-88 番 ) 
に 住み 、1858 年 6 月 28 日 そこ で 
亡くな っ た 。 イサ ー ク 聖堂 で 追悼 
祈 裕 が 行わ れ 、 教 会 葬儀 


リー ナ ・ カ トリ ッ ク 教 会 で 行わ 
れ た 。 モ ン フェ ラン の 未亡人 は 
g 半 アレ サン ドル 2 世に 夫 を イサ ー ワ 


Р | い 出 た が 、 許 可 さ れ な か っ た 。 

未亡人 は 夫 の 遺体 を パリ に 
「 運ん だ 。 そ の 後 ま も な くし て 、 
建築 家 の 墓 の 行方 は 
わか ら な く な っ た 。 


ニコ ライ 1 世 像 (p.84) 


は ネフ スキ ー 大 通り の 聖 エ カテ | 


聖堂 内 に 埋葬 され る こと を 願 | 


| 性 を 得る こと に 成功 し た 。 
| は こ れ 以 上 な く 、 設 計 図 は 認証 され 、』 


の 台座 の 一 部 | Ф 
g 


「 ネ ヴァ 川 川岸 、 柱 の 陸揚げ 作業 」 
0O. モ ン フェ ラン の 下絵 に よる 版画 18454 
1820 年 芸術 アカ デミ ー は これ が 重大 な 指摘 で 
ある と 認め 、 意 見 書 の 内 容 を 検討 し た 。 討論 は 何 
年 も 行わ れ 、 最 終 的 に 「 モ ン フ ェ ラ ン の 設計 図 に 
よる 聖堂 の 再建 は 不可 能 で ある 」 と いう 判決 が 下 
っ た 。 激 色 し た アレ クサ ンド ル 1 世 は 必要 な 修正 
を 加え る よう に 命じ た 。 モン フェ ラン も この 作業 へ 
の 参加 を 許さ れ た 。 自 幅 心 を 傷つけ られ た 建築 
家 は 、 一 人 で 設計 図 を 練り 上 げ 、 審 議 に 出し た 
新設 計 図 は 、2 つ だ っ た 柱 廊 玄関 を 4 つ に し 、 
中 央 クー ポラ の 支え を 強化 する た め に 聖堂 内 部 
に 4 つの 装飾 列 柱 を 入れ 、 ピ ラミ ッ ド の よう な 安定 
答 員 会 か ら の クレ ー ム 


設 が 計画 通り 始ま っ た 


「 切 り 出し た 大 理 石 の 運搬 作業 」 
0. モ ン フ ェ ラ ン の 下絵 に よる 版画 1845 年 


EHOW | 


「 ク ー ポ ラ の 内 部 構造 」 
о モン フェ ラン の 下絵 に よる 版画 1845 年 


ペテルブルグ は 沼沢 地 に あり 、 土壌 が 不安 定 
だ っ た 。 その た め 和 建築 家達 は 建物 の 下 に 厚い 土 
台 を 据え な けれ ば な ら な か っ た 。 その た め に ある 
技術 が 用 いら れ た 。 まず 、 深い 土台 穴 が 掘ら れ 、 


そこ か ら 地 下水 が くみ 出さ れ た 。 それ か ら 土 壌 に 
長 さ 6m 以 上 、 直径 約 30c m の 松 の 杭 が 馬力 を 利 
用 し た メカ ニズム で 打ち 込ま れ た 。 杭 は 直径 と 同 


じ 間 隔 を あけ て 、 打ち 込ま れ た 。 杭 の 打ち 込み 作 
業 は 、 杭 と 杭 の 間 の 土 が 固まら な いう ち に 続け ら 
れ た 。 一 つの 作業 班 は 一 日 5 本 以上 打ち こむ こと 
は で き な か っ た 。 聖堂 の 土台 に は 約 25,.000 本 の 
杭 ( 以 前 の 建物 の 土台 を 固め る た め の も の も 含む ) 
が 使わ れ た 。 


クー ポラ ドラ ム 部 の 柱 の 引き 上 げ 作 業 
0. モ ン フェ ラン の 下絵 に よる 版画 


1845 年 


聖堂 の 構造 

聖堂 の 入口 に は 高 さ 17m、 直 径 1.8m、 REIMO 
柱 が 48 本 も 並び 、 聖 支え て いる 。 PO 
いう 記録 的 な 速 さ で 建て られ た 。 HERZ мөр 


1., bš ou (7Ж2.5-—-5т\) の 建設 が 始 まり 、 それ ら 
= さ 約 5cm 大 理 石 の プレ ー ト で 塗装 され た 。 同時 


こ 天井 が つく られ た 。 天井 の 重要 な 特性 は 「 二 層 」 だ 
Ы うこ と だ 。 ЩА НУМ НОНА 
の 妖 い を し 、 そ の 上 に レン ガ を 積み 上 げ 、 そ の レン | 


ガ の 上 に モザ イク 画 、 彫刻 が 固定 され た 。 聖堂 の ド 
ー ム 屋根 の 内 側 は 「 三 層 」 で 、 内 側 か ら 順 に 、 球状 カ 
バー、 ШЙ `—. 放物線 状 の カバ ー( 直 径 25 m 以 
上 ) か ら 成 っ て いる 。 最初 の こつ (球状 カバ ー と 円 雛 


カバ ー) は 、 巨 大 な 鋳鉄 骨 組み か ら で き て いて 、 それ | 


ら の 空間 は セラ ミッ ク の 中 空 シ リン ダー で 埋め 尽く さ 
れ て ふる, ドー ム 屋 根 の 外側 は 金 簿 が 施さ れ て いる 。 
これ は 世界 で 一 番 大 きい 「 黄 金 」 の クー ポラ だ 


| ル ブ ル グ に は 町 の 建設 用 に 


| 運び 込ま れ た 。 そ うし て 鉱石 


| が 使わ れ た が 、 そ の 筆頭 に 


| 250 ト ン の 巨大 な 孔雀 石 の 塊 が 発見 され た 。 こう いっ た 
| 無尽 蔵 な 発掘 の た め ウ ラル 鉱山 は 2 年 で 掘り つく され て 


| と され て いる の は ウラ ル 産 の 孔雀 石 だ 。 模様 の 美 し 人 


|| 
|| 
| f 
ペテルブルグ 様式 

Ei л H Wm 


{LETI 
18-19 世 紀 サ ンク ト ・ ペ テ 


あら ゆる 地下 資源 、 鉱 石 が 


の 少な い 貧弱 な 町 は 、 研 磨 
され た 石 が 輝く 巨大 な 博物 К 
館 に な っ た 。 中 で も 最も 石 
を 多く 使っ た の が 、 イ サーク 
聖堂 だ 。 インテリ ア 装 飾 に 
400kg の 金 、 何 トン も の 高 
価 な 鉱石 、 碧 玉 、 ア フ ガ ニ 
スタ ン の 天 ら ん 石 、 斑 岩石 


イサ ー ク 聖堂 の | 
あげ られ る の が 孔 徒 石 だ 。 イコ ノ ス タ ス の 一 部 || 


ロシア 人 に と っ て ダイ ヤ モ ン ド や サフ ァ イ ア の 花瓶 が イメ | 
ー ジ し に くい よう に 、 西欧 の 人 に と っ て 孔雀 石 の 柱 と いう 
の は イメ ー ジ で き な い よう だ (これ が 神 の 玉座 で な いな ら 、 
許し が た い 贅 沢 . イ オア ン ・ ボ ゴス ロフ 「 発 見 」 よ り ) 。 
孔雀 石 の 鉱床 は 17 世 紀 に ウラ ル で 発見 され (当時 そこ は 
銅 の 産地 だ っ た ) 、 こ の よう な 膨大 な 消費 を 可能 に し た 。 | 
も し 資料 を 信じ る な ら 、 イ サー ク 聖 堂 の 装飾 に 16 ト ン 
も の 孔雀 石 が 使わ れ た 。 19 世 紀 ウ ラル 鉱山 で は 年 間 
80 ト ン の 孔雀 石 が 産出 され て いた 。 1835 年 に は 重 さ 


し まう 。 孔雀 石 鉱 山 は アフ リカ 、 オ ー ス トラ リア 南部 や アメ 
リカ で も 発見 され た が 、 世界 市 場 で 今 で も 価値 が 高い 


深い 緑色 の 色調 、 そ の 色調 の 豊富 さ で 際立っ て いる 。 Bl 
ооло Аж о РА 
る 際 、 様 々 な 技術 を 使っ て いた 。 
彼ら は ロシア ・ モ ザイ ク と 呼ば れる 
製法 を 発明 し た 。 NERE 
薄く 切り 、 平 板 を 作る 。 
その 平板 を 並べ る と 組み 
合わ せ に よっ て 、 き れい な 
模様 が で きる 。 そ れ を 金 
属 や 大 理 石 に は り 、 
念 に 磨く 。 この 技 
術 で 作ら れ た の が イサ 
ржой 
OREHE, ZE 
の 孔雀 石 の 間 (p.58) 
の 装飾 だ 。 


「 冬 宮 の 孔 雀 石 の ロト ンダ 」 
1827-1834 年 

デミ ー ド フ の 注文 に よる 
Р.=Е. トマ ー ル 工房 . パリ 


лес ; 
エカテリーナ 宝 座 の イコ ノ ス タ ス 
94 


Е чар 
RS 


左 図 は 金 第 が 施さ れ た 天使 像 を 
頂く 巨大 な 4 段 式 イコ ノ ス タ ス の 中 心 
部 で ある 。 その 上 に 巨大 な 絵 、 フ ョ 
ー ド ル ・ ブ ルー 三 作 の 「 最 後 の 審判 」 
(250пї) が ある 。 

右上 図 は 中 央 クー ポラ で ある 。 
天井 の 「 聖 母 マ リア の 栄誉 」 は カル ロ ・ 
プリ ュ ロ フ に よっ て 多く の 人 物 が 描か 
れ た 構成 と な っ て いる 。 4 つの パン ダ 
ンティー ブフ (球面 三角 状 の 部 分 ) に は 
福音 書 の 人 々 を 描い た モザ イク 画 が 
ある (原画 は ピョートル ・ ヴ ィ タ ー リ ) 。 
クー ポラ の ドラ ム 部 に は 12 の 幅広 い 
窓 が ある 。 窓 と 窓 の 問 は 付け 柱 で 装 
飾 が 施さ れ て いる 。 ЖОКЕ 
下 に は 12 人 使徒 の 像 ( 高 さ 5m, 彫 刻 
家 1. ヴ ィ タ ー リ ) が ある 。 

右 図 は エカチェリーナ 宝 座 の イコ 
ノ ス タ ス を 頂く ニコ ライ ・ ピ メ ノ フ の 彫 
刻 作品 「 キ リス ト の 復活 」 だ 。 


に бше". 
aaa 


š Í 
x 
イコ ノ ス タ ス が 


見 える 中 央 身 廊 ( ネ イブ ) 
95 


—— sq 
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ピョートル 1 世 像 (青銅 の 騎士 ) 


築 家 マッ タル ノヴィ が 
始ま る 。 
ー つ は 1782 年 、 
1 世 の 騎 馬 像 の 除幕 
ト の 蜂起 で ある 。 


青銅 の 騎士 像 
Ф 2-05 

エカチェリーナ 2 世 は 
1730 年 に 火災 で 焼失 し 
калса ке) B BJ 
に 、 偉 大 な ピョートル 1 世 
像 を つく る と いう 壮大 な プ 
ロジ ェクト を 考え て いた 。 
1765 年 エカチェリーナ 2 世 
は パリ の ロシア 大 使 、 ド ミ 
ー ト リー・ ゴ リツ ィ ン に その 
プロ ジェ クト を 実現 で きる 
才能 の ある 彫刻 家 を 探す 
よう 命じ た 。 推薦 され た 候 
補 者 の 中 か ら エ カチ ェ リ ー 
ナ 2 世 が 選ん だ の は 、 エ チ 
エン ・ モ ー リ ス ・ フ ァ リ ユネ 
(1716-1791) だ っ た 。 ファ 
リコ ネ は 当時 、 ル イ 15 世 様 
式 の エレ ガン ト な 装飾 で 
有名 な セー ヴ ル 陶器 工房 
の 指導 者 だ っ た 。 1768 年 
デニ ・ デ イィ ドロ の すす めで 
ファ リコ ユネ は ロシア に 向 か 
っ た 。 彼 の 描い た 記念 像 
の スケ ッ チ は エ カ チ ェ リ ー 
ナ 2 世 に 承認 され た 。 

ファ リコ ネ は 最初 に 二 

本 足 で 立つ 騎馬 像 を 制 
作 し た レオ ナル ド ・ ダ ・ 
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広場 の 名 を 有 
ロシア で 初め て の 記 


デカ ブリ スト 広場 


Gc 老 院 広場 ) 


元老 院 広場 は 明る く 、 面 白い 建築 アン サン ブル だ 。 その 歴史 は 建 
ここ に 最初 の イサ ー ク 聖堂 を 建て た 1717 年 に 
こ で 起き た 


名 に し た の は 、 こ こ 


も う 


ヴィ ン チ の アイ ディ ア を 使 
っ た 。 し か し 当時 その よ 


うな 技術 的 に 難し い 設 語 
の 実現 は 不可 能 だ っ た 。 
ちな み に 1640 年 マドリ ー 
ド で 彫刻 家 ピ エト ロ ・ ダ ッ 
カ が フェ リ ペ 4 世 の 騎馬 像 
を 制作 し た が 、 


この と き に 


っ 


元老 院 ・ 宗 務 院 の 建物 


- つ は 1825 年 国 を 揺 る 


- つ の 出来 事 だ 
答 れ 高い ビ ピョートル 
が し た デカ ブリ ス 


設計 を 行っ た の は 、 あ の 
偉大 な ガリ レオ ・ ガ リ レ イ だ 
っ た 。 し か し 


“ HOR, Eav kaii] 


替 ッ ク さ を 
包括 し た 最も 素 W らし い 
騎馬 像 を 完成 させ る 。 騎 
馬 像 は ペテルブルグ 郊 外 


| 元老 院 と 宗務 院 の 
建物 


、 フ ァ リ コネ は | に 


үг a 


Si а =. 


か ら 運 ば れ た 巨大 な 花岡 
岩 の 塊 の 上 に 据え 付け ら 
れ た 。 設置 作業 は 1781 年 
ファ リコ ユネ か ら か わっ た ユ 
ー リ ー・ フ ェ リ テン に よっ 
て 行わ れ た (ファ リコ ネ は 
度 重 な る 鋳造 失敗 に 絶 
望 し 、 ロ シア を 去っ た ) 。 
記念 碑 の 除幕 式 は お び た 
だ し い 人 出 の 中 、1782 年 
8 月 に 行わ れ た . 


Ф 2-g6 

ロシア 帝国 の 最高 裁判 
所 で ある 元老 院 が 元老 
院 広場 に 移さ れ た の は 
1764 年 だ 。 元老 院 は 広 
場 の 南端 に ある 旧 宰 相 
べ ベス トゥ ー ジ ェ フ ・ リ ュー ミ 
ン 邸 に 置か れ た 。 1830 年 
代 カ ル ロ ・ ロ ッ シ は 宰相 
の 宮殿 を 再建 し た 。 南 に | 
棟 を 増築 し 、 二 つの 棟 を 
厚い アー チ で つない だ 。 

ー チ を くぐる と 、18 世 | 
紀 初 め に ここ に 敷 か れ 、 
海軍 省 と ガレ ー 船 建造 所 
を つない で いた ガレ ー ル 
ナヤ 通り に 続い て いる 。 
北 棟 に は 元老 院 、 南 棟 
は ロシア 正教 会 の 最 
高 機関 で ある 宗務 院 が 
置か れ た 。 この 再建 築 作 
業 は ロッ ジ 最 後 の 仕事 と 
な り 、 ロ シア 建築 の 黄金 
時 代 は 幕 を 閉じ た 
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』 


「 ニ コラ イ 1 世 臨席 の 近衛 兵 馬 術 練習 場 で の 礼拝 式 」1849 年 


コノ グ ヴ ァ ル デイ スキ ー・ | 最も 大 きい も の が コノ グ ヴ 

マネ ーシュ ァ ル デイ スキ ー( 近 衛兵 ) 
(近衛 兵 馬術 練習 場 ) | 馬術 練習 場 で ちる 。 こ れ は 
O 2-еб, p. 319 海軍 省 大 通り の 端 に あり 、 


近衛 兵 の 都 、 サ ンク ト ・ 
ペテルブルグ の マネ ーシュ 
(仏語 .manege「 演 習 、 馬 術 
の 教練 用 建物 」) は よく ある 
建物 の 一 つ だ 。 その 中 で 


海軍 省 運河 の あっ た 場所 
に で きた コノ グ ヴ ァ ル デイ ス 
キー 並木 道 の 由来 に な っ 
こ 。 建物 は 1804-1807 年 、 

| ジャ コモ ・ ク ヴァ レン ギ に 


カー ル ・ コリ マン T1825 年 12 月 14 日 元老 院 広 場 」 水彩 画 


近衛 兵 馬 術 練習 場 
ファ サー ド 設計 図 


よっ て 建て られ た 。 柱 廊 
玄関 に は 、 1810 年 イタ リ 
ア の 彫刻 家 パ オロ ・ ト リス 
コル ニニ に 注文 され た 馬 
の 調教 師 が 立っ て いる 。 
建物 上 部 に は ダヴ ィ ド ・ 
イエ ン セ ン 作 の レリーフ が 
あっ た が 、 1930 年 代 に 打ち 
壊さ れ た 


1820 年 代 末 


歴史 情報 


1825 年 12 月 14 日 の 元老 院 
広場 で の 事件 は 次 の よう な 
状況 の 中 で 起こ っ た 。 子供 
の いな い ア レク サン ドル 1] 世 
の 死後 、 帝 位 に 就く の は 下 
の 弟 の コン スタ ンチ ン 大 公 の 
は ず だ っ た 。 が 、 ポ ー ラ ンド ・ 
ロシア 総督 用 コ ンス タン チン 
は 身分 の 低い 女性 と 結婚 
し て お り 、 予想 され た と お り 、 
弟 ニ コラ イ の た め に 帝位 継 
承 権 を 放棄 し た 。 コン スタ 
ンチ ン の 帝位 継承 放棄 の 
宣言 書 を 準備 し て いる 間 、 
秘密 結社 (北方 結社 ) の メ 
ン バ ー 達 が 元老 院 広場 前 
に 近衛 連隊 を 連れ 出し た 。 
彼ら は 新 皇 帝 ニ コラ イ 1 世 へ 
の 忠誠 を 拒否 し 、 農 奴 制 廃 
止 と コン スタ ンチ ン 即 位 を 掲 
げ て 蜂起 し た 。 

北方 結社 は 独立 と アメ リカ 
合衆国 成立 を 求め た 北ア 
メリ カ で の 戦争 成功 の 影響 
の 下 、 編 成 され た 。 北方 結社 
の 指導 者 の 一 人 、 コ ンド ラチ 
ー・ ル イィ レー エフ は ロシア ・ ア メ 
リカ 社 の 事務 局長 だ っ た 。 
結社 の 本 部 は 1824 年 か ら 
モイ カ (72 番 ) に 置か れ 、 そ こ で 
結社 の 会 議 が 行わ れ て いた 。 
北方 結社 の メン バー の 大 部 
分 は ロシア の 名 門 家の子 息 
だ っ た 。 彼ら は 自由 平等 を 唱 
っ た アメ リカ の 独立 宣言 の 内 
容 を 知り 、 決 起 し た 。 デカ ブリ 
スト の 乱 は その 日 の うち に 鎮 
圧 さ れ た 。 ニコ ライ 自身 に よる 
尋問 は 半年 に も わた っ た 。 
1826 年 夏 デ カブ リス ト の 指導 
者 5 人 は クロ ン ヴ ェ ル ク の 土 塁 
で 公開 絞首刑 に 処 さ れ た 。 
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| の 起こ り だ っ た 。 


| の ネヴァ 川 左岸 地区 に 、 海 軍 省 を 基点 ! 


жик エル ミタ ー ジ ュ 


1712-1715 年 海軍 省 か ら ア レク サ 
ンド ル ・ ネ フス キー 修道 院 まで 、 両側 
か ら 通 り を 造る た め に 森林 を 伐り 開く 
作業 が 始ま っ た 。 その 際 、 計算 違い 
の た め 、 通 り は 現在 の モス クワ 駅 前 で 
(直線 で は な く ) 歪ん だ 形 で つなが っ 
て し まっ た 。 これ が 世界 で 名 高い 道 の 

- つ 、 ネ フス キー 大 通り ( 長 さ 4.5km) 


1721 年 侍従 ベル フ ゴ リツ は 日 記 に 
次 の よう に 記し て いる 。「 ネ フス キー と 呼ば れ 
て いる 長く 幅広 い 舗 装 さ れ た 並木 道 を 通っ 
た 。 道 は スウ ェ ー デ ン 人 捕虜 の 手 で 数 年 か け 
て 敷 か れ … 長 く て きち ん と 整備 され た 道 は 、 
並外れ て 美しい …… lo ピョートル 1 世 の 命 令 
で 町 に 来る 人 は 玉石 で 税 を 払わ な けれ ば な 
ら な か っ た 。 この 石 で ネフ スキ ー 大 通り や 他 
の 通り (当時 は まだ 数 が 少な か っ た ) を 舗装 
les 

1730 年 代 ペ テル ブル グ 都 市 建設 委 E 
は 、 当 時 町 の 南 境 だ っ た フォ ンタ ンカ 川 


12 
まで 
"+ 


フス キー、 海 軍 省 (ガロ ー ハ ヴァ ヤ ) 、 ヴォ ズ ネ 
セン スキ ー の 三 本 の 放射 線 状 の 道 を 敷設 す 
る こと を 立案 し た 。 その 計画 で は ネヴァ 川 と フ 
ォ ン タン カ の 間 の 中 心 部 は 海軍 省 に 合流 す 
る 4 つの 線 分 で 分 けら れる 。 ネフ スキ ー 大 通 
り は 歴史 的 に 重要 な 場所 で 、 そ の 建設 作業 
に は ペテルブルグ の 優れ た 建築 家 が 参加 し 


| た 。 まもなく し て この 大 通り は ネヴァ 川岸 浴 い 


の 建物 と 競い 合う アン サン ブル に な っ た 。 


ピョートル ・ ワ ロッ ト 
「 馬 の 調教 師 」 
アー ニチ コブ フ 橋 
(p.135) 


橋 


ガス チー ヌィ ・ ド ヴォ ー ル 


イヴ ァ ン ・ ア イ ゾ フ スキ ー 


「 第 九 の 波 」( 国 立 ロ シア 美術 館 所 蔵 ) 


(p.116) 


また ゴー ゴリ は 次 の よう に 
書い て いる 。 「 ネ フス キー 
に 出る と 、 お 祭り の 匂い 
が する 」 ペ テル ブル グ の 
E 要 通り (ネフ スキ ー) は 
実に 180 年 以上 に わた 
り 、 最も 美しく 、 最も に ぎ 


СОЖ) DEE 
て いる 。 この よう な 「 
は 18 世 紀 に ここ に = 
ッ パ 全 土 か ら 商人 、 劇 場 
興行 主 、 レ スト ラン 経営 
者 を 呼び 寄せ た 


アレ クサ ンド ル 劇 場 


オス トロ フス キー 
広場 


アー ニチ コ フ 宮 殿 


博物 館 

ネフ スキ ー 大 通り と その 周 
辺 の 有名 な 博物 館 の 大 | 
部 分 は 、 ロ シア 有数 の 美 
術 館 で ある 国立 ロシア 美 | 
術 館 (p.116) の 分 館 で あ | 
る 。 1831 年 A.S. プ ー シ キ ン 
(p.324) が 決闘 亡くな っ 
た 部 屋 を 公開 し た モイ カ 川 
岸 通り 12 の プー シキ ン の 家 
博物 館 は これ に 属さ な い 


A.S. ブ ー シ キ ン 博 物 館 
(モイ カ 12 Мойка, 12) (p.324) 


ネフ スキ ー 大 通り に 3 本 の 水流 (モイ カ 川 、 グ リボ エー ド フ 運河 、 フ ォ ン 
タン カ 川 ) が 交差 し て いる 。 それ ら の 上 に か けら れ た 橋 ( カ ザン 橋 以 
外 ) は ネフ スキ ー 大 通り の 道幅 と ほとん ど 等 し い 。 モイ カ 川 と グリ ボ 
エー ド フ 運河 に か か っ て いる この 2 本 の 橋 (ポリ ツェ イス キー 橋 と 
カザン 橋 ) の よう に 目立た な い 橋 も や ある が 、 フ ォ ン タン カ 川 に か 
か る アー ニチ コ フ 橋 は 町 の 伝説 的 な 観光 名 所 の 


スト ロ ガ ノ フ 宮 殿 ( 国 立 ロシア 美術 館 分 館 ) 19 世 紀 (p.102) 


TE 
Е У, 
し な いい T 


э 


ENTIRE 


ベロ セリ スキ ー ニ = 
ベロ ゼル スキ ー 宮 殿 


旧 「 ジ ン ゲ ル 社 」 邸 p.103 
庭園 と 小 公園 (スク ウェ ア ) 
カザン 聖堂 前 の 小 公園 、 
※ ハ イル 宮殿 前 の 小 公園 、 
夏 の 庭園 、 マ ルス 広場 、 
クレ ノー ヴァ ヤ 並 木 道 、 オ 
スト ロフ スキ ー 広 場 の 小 公 
員 等 、 こ れ ら は 全て か つ 


ネフ スキ ー 大 通り 沿い 、 
また は ネフ スキ ー 大 通り 


の 北 に あっ た 緑地 帯 の 名 ® 
RTE, 町 の 開発 と 共に 緑 „йр, 


は 少な く な り 、 いく つか の 


庭園 は 永久 に 失わ れ た 。 | 


スパ ー ス ・ ナ ・ ク ラヴ ィ ー 教 会 
p-108) 


ネフ スキ ー 大 通り 


業 の 中 心 

(ショ ッ ピ ング ・ セ ンタ ー) 
ネフ スキ ー 大 通り は 18 世 紀 に 
ベ テ ル ブル グ 最 大 の 商業 の 
中 心地 に な っ た 。 現在 ここ に 
は 有名 な ショ ッ ピ ング ・ セ ン 
ター、 ガ スチ ー ヌ イィ ・ ド ヴォ ー ル 
(Гостиный sop)、 パッ サー ジュ 

(Пассаж), DLT (ДЛТ), 書店 ドム ・ 

クニ ー ギ (Дом kium) が 集中 し 
て いる 。 


モス クワ 駅 

Ф 3-07 р. 289 
ペテルブルグ で 最も 古 
い 駅 で ある 。 <> Z 
ル グ ・ モ スク ワ 間 を つ な 
ぐ ロ シア 初 の 長 距離 鉄 
道 (主要 ) 駅 と し て 19 世 
紀 半 ば に 建て られ た 。 


記念 像 

最初 の 記念 像 が ネフ 
スキ ー に 現れ た の は 
1830 年 代 、 カ ザン 聖堂 
前 に 2 人 の 司令 官 ク ト 
ゥ ー ゾ フ と バル クラ イ ・ 
ド ・ ト ー リ の 像 が 設置 
され た 時 だ 。 それ か ら 
オス トロ フス キー 広場 
(当時 の 名 称 は 劇場 
広場 ) の 中 央 に エ カ チ 
ェ リ ー ナ 2 世 像 が 建て 
られ た 。 現在 彫刻 家 
達 は 大 掛か りな も の よ 
り 小 さい ジャ ン ル の 記 
念 介 を 好み 、 半 官 的 
な 町 を 軽減 し よう と し て 
いる の か も し れ な い 。 


夏 の 庭園 (p.130) 
寺院 

ネフ スキ ー 大 通り に ある 4 つの 現行 寺院 は 、 
使徒 パウ ロ ・ ル レー テル 派 教会 (ネフ スキ ー 大 
通り 22-24,p.102) 、 正教 カザン 聖 3 


Í 一 大 通り 40-42,p.107) で 、 こ れ ら は 
全て 18 世 紀 に 建立 され た 。 


オス トロ フス キー 広場 そば (p.132. 133) 
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"チャ イコ フス キー 
省 ヴァ ヴェ リ КА 
ファ ベル ジェ 銀行 
の 家 


海軍 省 か ら モ イカ 川 ま で ネフ スキ ー 大 通り は 
当初 の 幅 を 保っ て いる が 、 モ イカ 川 か ら 先 は 
1730 年 に 拡張 され 、 よ り 広く な っ て いる 。 この 拡 
張 工 事後 、 ネ フス キー 大 通り は 恐らく 当時 ヨー ロ 
ッ パ で 一 番 幅 広い 通り に な っ た 。 後に この 通り に 
沿っ て 、 ストロガノフ 宮殿 、 ア ー ニ チコ フフ 宮殿 や 
カザン 聖堂 の よう な 巨大 な 建物 が 建て られ た 。 

道 の 拡張 は アン ナ 女 : 世 の 大 火事 と 関係 
が ある 。 当時 町 の 木造 ИТҮ プ ブロック) は 度 
重なる 火災 に 遭い 、 i 軍 省 か ら 現 在 の カザン 
広場 まで 建物 が 焼失 し た 。 1737 年 の 火災 後 、 
ペテルブルグ は 5 つの 行政 区 に 分 けら れ 、 それ 
ぞ れ の 通り に 公式 な 名 称 が 与え られ た 。 それ と 
同時 に サド ー ヴ ァ ヤ 通り と ヴォ ズ ネ セン スカ ヤ 
通り の 敷設 が 始ま っ た 。 

r ы шы 

全部 の 偶数 番号 側 ( 通 り の 片側 は 偶数 番 
е て プロ テス タン ト 地 # だ 
っ た 。 2 つの ルー テル 派 寺院 (オラ ンダ 教会 の 
家 と 聖 ピ ョ ー ト / кш 堂 ) が 直接 ネフ スキ ー 大 通り 
に 面 し て お り 、2 つ の 寺院 が バリ シャ ヤ ・ カ ニュ 
ー シ ェ ン ナ YAW) 通り と マー ラ ヤ ・ カ ニュ 
yry tY OEE) 通り の 奥 に あっ た 。 この 
2 本 の 通り は ピョートル 1 世に よっ て 創立 され 、 
それ ほど 遠く な い 所 1 に ある カニ ュー シェ ン ヌ イィ 
(厩舎 ) き 殿 に ちな ん で 名 づ づけ られ た 。 反対 側 の 
奇数 の プロ ッ ク は 様々 な 時 代 の 建物 が 途切れ な 
く 続 く フ ァ サ ー ド で 、 そ の 中 に スト ロ ガ ノ フン フ 宮殿 や 
1813-1816 年 に ヴァ シー リー・ ス ター ソフ に よっ て 
建て られ た カザン 聖堂 聖職 者 の 館 ( ネ フス キー 
大 通り 25) の よう な 有名 な 建物 が ある 。 この ブロ ッ 
ク は 広い カザン 広場 で 終わ る 。 


スト ロ ガ ノ フ 宮 殿 | 


18 世 紀 の 地 図 を 見 る と 、 
海軍 省 か ら モ イカ 川 ま 
で の ネフ スキ ー 大 通り 
と その 近辺 の 建設 は 
1710 年 代 に 海軍 省 の 草 
地 周 辺 に で きた 住居 用 


ЖАО 
| 街区 ( プ ブロック) から 始 ま | 


っ た こと が わか る 。 ネフ ス 
キー 大 通り は レプ ブロン の 


全 体 設計 案 で は 、 町 の | 


中 心 に は 含ま れ て いな 
か っ た 。 後に レプ ロン の 

設計 図 は 断念 され 、 ネフ 
бг 大 通り を ネヴァ 川 | 

庄 岸 の 主要 幹線 道路 と 
する ペ テ ルプ ブル グ の 新 | 
開発 が 始ま っ た 。 


カニ ュー シェ ン ヌ ィ ( 厩 舎 ) | 
宮殿 そば の モイ カ 川 岸 
19 世 紀 初頭 


よっ て 海軍 省 と 
の 間 に 建 て られ た エリ ザ 
ヴェ ー タ 女帝 の 仮 宮殿 
だ 。 新しい ペテルブルグ 


BESEF 


旧 「 ジ ン ゲ ル 社 」 邸 


ネフ スキ ー の 初期 の 有 
名 な 建物 の 一 つ は 、 
1750 年 代 年 ラス トレ ッ リ に 
モイ カ 川 


全体 設計 図 制作 を 指揮 
し た 建築 家 ア レク セイ ・ 
ク ヴ ヴァー ジジ '【T7W8 ニ = 


1772) の 設計 に よっ て 、| 


1760 年 代 に ネフ スキ ー 
両側 の 「 切 れ 目 

| の な い フ ァ サ ー ド 」 
に 、 石 造り の 建物 
と 、 町 で 最も 古い 
まっ すぐ な 2 本 の 
通り 、 マ ー ラ ヤ ・ 
マル スカ ー ヤ 
(小海 ) 通 り と バリ 
シャ ヤ ・ マ ルス カ 
ー ヤ (大海) 通り 
が 建設 され た 。 


ヴァ ヴェ リ ベ ル プ 銀行 
ネフ スキ ー 大 通り 7/9 
18004 代 か ら ネ フス 
キー 大 通り と マー ラ ヤ ・ 
ニル スカ ー ヤ 通り の 角 に 
ベル ニコ フ 上 兄弟 の 屋敷 
この 建物 


が 立っ て いた 。 


リア ベル ジェ の 家 


) 一 部 は イギリス 人 ロビ 
の レス トラ ン に 貸し 出 
され て いた 。 1910 年 代 初 
ИЙ, ЖЖ ЖУЛУУ herl 
チャ トコ ユー ヴィ チ は 銀行 
※ ヴ アァ ヴ ェ リ ベル グ の 注 
で ここ に イタ リア 宮殿 
(パラ ッ ツ ォ ) に 似せ た 建 
物 を 建て た 。 これ は この 
周辺 プロ ッ ク で 最初 の 銀 
行 の 建物 で も 唯一 の 銀 
行 の 建物 で も な か っ た 。 
この 建物 は 現在 も 外観 や 
自然 石 の 輪郭 か ら す ぐ 
に わか る 。 そば ( 小 マ ル 
スカ ー ヤ 通り 2) に は 20 世 
紀 初 め 財 務 省 が 置か れ 
で いた 。 


チャ イコ フス キー の 家 
マー ラ ヤ ・ マ ルス カー ヤ 通 り 13 
マー ラ ヤ ・ マ ルス カー 
ヤ 通 り の バロック 様式 の 
カル トゥ ーシュ (渦巻 装飾) 
と プッ チ ( 羽 の ある 少年 像 ) 
で 飾ら れ た 建物 の 部 屋 
を 借り て いた の が ピ ョ ー 
トル ・ イリ イチ ヂ ッ チャ イコ ブフ 
X% °, 1893 年 彼 は 
*( 公 式 な 説 に よ 
る と コレ ラ で ) 永眠 する 。 
し か し セル ゲイ ・ デ ィ ア ギ 
レフ の 書く と ころ に よる と 、 
ペテルブルグ で は 自殺 
の 噂 が 流れ て いた 。 
偉大 な 作曲 家 と の 告別 
時 、 沿 道 は 葬列 の 人 で 
- 杯 に な っ た 。 


パリ シャ ヤ ・ マ ルス カー ヤ 
(大 海 ) 通 り 


Ф 2-08, 96 


1892 年 に 出版 され た べ 
テル ブル グ の 観光 案内 書 
アリ マナ フ 」 は バリ シャ ヤ ・ 
マル スカ ー ヤ (大 海 ) 通り 


` 名 称 の 省略 の 都合 で 、 場 所 に より 、 ロ シア 語 の 意味 に 則り 、 
バリ ショ イ / バ リ シ ャ ヤ を 「 大 」、 マ ー ル ィ / マ ー ラ ヤ を 「 小 」 と 表記 し ます 。 


ネフ スキ ー 大 通り 
海軍 省 か ら グ リ ボ エ ー ド フ 運 河 まで 


に つい て こう 書い て いる 。 
「 こ れ は 美しく 、 豪華 で 、 
着飾っ た 通り で 、 清潔 で 
豪華 な 店 が 立ち 並び 、 
我々 の 名 門 貴 族 や 金 持 
ち 貴 族 が 住ん で いる 場 
所 だ 。 バリ シャ ヤ ・ マ ルス 
カー ヤ 通 り の 店 は より 豪 
華 な 商品 を 売り 物 に し て 
いて 、 そ の 店 で 資金 不足 
の 買い 物 客 は ほとん ど 何 
も する こと が で き な い 」。 
こう いっ た 高級 店 で 最も 
有名 だ っ た の は ファ ベル 
ジェ の 家 ( 大 マル スカ ー ヤ 
通り 24) で 、 ゴ シッ ク 様 式 
風 で 赤い 花 賠 岩 の 上 貼り 
が 貼ら れ た 和 建物 (1902 年 , 
建築 家 シ ュ ミ ッ ト ) だ 。 

ネフ スキ ー 大 通り を 挟 
ん で 18 番 と 15 番 の 家 が 向 
か い 合 っ て 立っ て いる 。 
| ヴァ シー リー・ ス ター ソフ 
に よっ て 1810 年 代 に 再建 
され た 18 番 宅 に は ヴォ リ 
ファ と ベラ ンジ ェ ー の 洋 菓 
了 屋 が あっ た 。 ピョートル 
時 代 、 こ の 場所 に 海軍 将 


ネフ スキ ー 大 通り 18 番 


(1657-1727) の 家 が あり 、 
いく つか の 証言 に よる と 、 
そこ に 居酒屋 と ワイ ン 倉 庫 
が あっ た 。 

15 番 の 家 は 、 エ カチ ェ 
リー ナ 2 世 時 代 の 陸軍 大 
将 警 察 本 署長 ニコ ライ ・ 
チチ ェ リ ン の た め に 建て ら 
れ た 。 1850 年 代 か ら 旧 チ チ 
ェ リ ン の 家 は モス クワ と 
べ ペテルブルグ の 多く の 有 
名 店 舗 オ ー ナ ー、 エリ セ 
ー エ フ 上 兄弟 の 所 有 と な る 。 
ニー つの 建物 の 東 面 は 、 


アム ・ ゲ ステ の 設計 に よ 


(ペテルブルグ 初 の 金属 橋 ) 
が か か っ た モイ カ 川 に 
向い て いる 。 


| イエ レミ ヤ ・ ポ ジ エ と ルイ ・ ダ ヴィ ド ・ デ ュ 


| 建設 、 そ れ に 付随 する 調度 品 の 出 


校 コ ルネ リウ ス ・ ク リュ イス | し た 


宝石 の 部 


ロシア 宮殿 の 財力 は ペテルブルグ 
に ヨー ロッ パ の 宝石 職人 を 引き 寄せ 、 
町 を 急速 に 世界 有数 の 宝石 の 都 
に し た 。 ペテルブルグ の 宝飾 芸術 の 
最盛 期 は 、 有 名 な スウ ェ ー デ ン 人 


ヴァ リ が ペテルブルグ で 働き 始め た エ 
リザ ヴェ ー タ ・ ペ トロ ー ヴ ナ 女 帝 時 代 
に あたる 。 そ の 時 既に 贅沢 品 、 宮 殿 


費 は 、 恐 5 く 国家 予算 の 4 分 の 1 を 
占め て お り 、 ペ テル ブル グ に 来 た 外 国 
人 は 宮廷 内 の 高価 な 貴金属 装飾 「 室 石 花 の ブー ケ 」 
の 豊富 さ に 驚嘆 の 声 を あげ た 。 同時 ポジ エ 作 1740 年 代 


代 人 の 回 想 に よる と 、「 ほ と ん ど 全 て PITSIN 


の 貴人 は ダイ ヤ モ ンド 尽く し だ っ た 。 ボタ ン 、 留め 金 ( バ ツル ) 、 


| サー ベル の 柄 、 肩 章 、 よ く 帽子 が 数 列 の ダイ ヤ モ ン ド で 散り 


ば め ら れ て いた 」。 貴族 達 の と ど ま る と ころ を 知ら ぬ 秦 修 へ 
の 欲望 を みか ね た エカチェリーナ 世 2 世 は 、 こ れ を 抑制 する 
法令 を 発布 し た が 、 19 世 紀 ロ シア 帝室 の 支出 は 何 度 も ヨ 
ー ロ ッ パ 王室 の 支出 を 上 回 っ た 。 

18 世 紀 、 民衆 に ミリ オン シル ( 百 万 長者 ) と 呼ば れ た 宮 
廷 宝 石 職人 達 は 、 冬 宮 近 く の ミ リオ ン ナ ヤ と いう 名 の 通 
り に 住ん で いた 。 1762 年 ポジ エ は ミリ オン ナヤ の 自身 の エ 


1 房 で 、 エ カチ ェ リー ナ 2 世 の 戴冠 式 の た め に 、 有 名 な 皇帝 
』 | 王冠 の 一 つ 、 大 女帝 王冠 を 作っ た と され て いる 。 ま も な 


くし て (1764 年 ) ポジ エ は ロシア を 去る が 、 そ の 後 彼 に 代 


| わっ た の が 、 ピョートル ・ カ ルン マル ク 、 ヨ ハン ・ ガ ス 、 ヨ ハン ・ 
| シャ ルフ 、 ジャ ン ジャ ッ ク ・ デ ュー ク 等 の 優れ た 宝石 職 


人 達 だ 。 そ の 中 で 特に 成功 を お さめ た の は 、 エ リザ ヴェ ー 
タ 時 代 に 創立 され た デュ ヴァ リ の 工房 だ 。 彼ら に よっ て 築 
き 上 げ ら れ た 伝統 は 、 1 世紀 後 の 1842 年 、 父親 が 創立 
会 社 を 率い た 最後 の 有名 な 宮廷 宝飾 職人 カー ル ・ 
ファ ベル ジェ に 受け 継が れる 。 世界 的 な 名 誉 を この 会 
社 に も た らし た の は 、 皇帝 一 家 の た め に 作ら れ た 精 級 
を 凝ら し た イー スタ ー・ エ ッ グ (復活 祭 の 卵 ) (p.264) だ 。 

18 世 紀 半 ば 以降 、 
帝室 の 全て の 宝物 は 
冬 宮 の ダ イヤ モン ド の 間 
に 保管 され た 。 1914 年 
第 一 次 世界 大 戦 開始 
と 共に 宝物 は モス クワ 
に 移さ れ 、 クウ レム リン に 


1806-1808 年 建築 家 ウ ィ リ | 


っ て 建て られ た 緑 の 橋 | 


ある 武器 庫 (p.264) の 
宝物 庫 に 入れ られ た 。 


「 皇 帝王 冠 の 複製 」 
ファ ベル ジェ エ 房 制作 1900 年 
(国立 エル ミタ ー ジ ュ 所 蔵 ) 


с, 


Ф 2—g5,i6 


スト ロ ガ ノ フ 宮 殿 


スト ロ ガ ノ フ 宮 殿 
Ф 2-h6 p. 320 
ネフ スキ ー 大 通り 17 

ネフ スキ ー 大 通り の 最 
br AAD - 
驚く べき こと (【 、 様々 А 
な 時 бы та 
つの アン サン ブル を 
形成 し て いる 。 宮殿 
は 1750 年 代 に バル 
トロ メオ ・ フ ラン チェ 
スコ ・ ラ スト レッ リ の 設 
計 に よっ て エリ ザ ヴ 


ェ ー タ 女帝 時 代 の 有 
名 な 高官 セル ゲイ ・ 
スト ロ ガ ノ フ (1707- 
1756) の た め に 建て 


メン テル ス の 家 
られ た 。 スト ロ ガ ノ フ 伯 
ПЕ Q B| hn EKE 
ー ト ル 時 代 以 前 、 イ ェ ル 
マー ク の シベ リア 遠征 
を 組織 し 、 シベ リア と ウ 
ラル (ここ に 自分 の 軍隊 
と 警察 を 持っ て いた ) の 
産業 開発 に 大 き な 役 割 
を 果たし た 豪商 だ っ た 。 
18 世紀 スト ロ ガ ノ フ 家 
は ピョートル 1 世に よ 
っ て 貴族 に 叙せ られ 、 
1917 年 まで ロシア の 最 
も 裕福 な 一 族 に 名 を 連 


| ね て いた 。 宮殿 の 初代 


当主 アレ クサ ンド ル ・ 
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スト ロ ガ ノ フ 中 の コレ ク 


ネフ スキ ー 大 通り 
海軍 省 か ら グ リボ エー ド フ 運河 まで 


スト ロ ガ ノ フ (1733-1811) 
NE, 芸術 アカ デミ 
, 有 ERMEZ) の 


Y Ж д е Со E 
庫 に し た 。 1917 年 以降 


- 部 は エル ミタ 


ジョ ンジ の 


ー ジ ュ に 
られ 、 部 
は 1930 年 
代 初頭 ベ 
ルリ ン の オ 
ー ク ショ ン 
「 ス トロ А ノ 
フラ 宮殿 


か けら ор 


メル テン ス の 家 
ネフ スキ ー 大 通り 21 

20 世 紀 初 頭 1841 年 
に 設立 され 、19 世 紀 末 | 


まで 毛皮 質 易 で 一 財産 
を 築い た 家族 企業 メル 


テン ス は ネフ スキ ー 大 
通り の 21 番 の 家 を 自邸 
と し て 購入 し た 。 1911- 
1912 年 建築 家 マ リア ン ・ 
リャ レー ヴィ チ と 彫刻 家 
ヴァ ジ シー リー・ ク ズ ネ ツ 
ォ ー フ は 、 こ こ に 古典 主 
義 芸術 と 最新 技術 が 融 
合 し た 傑作 を 建て た 。 
この 重厚 な 灰色 の 建物 
の 正面 は ガラ ス 張 り に な 
っ て いる 。 


マー ラ ヤ ・ カ ニュ ー シ ェ ン ナ ヤ 
( 小 厩舎 ) 通 り 
Ф 2- ヵ i5 

ガニ ジュ ニー ツェ エン ナヤ 
(厩舎 ) 広場 と ネフ スキ ー 
大 通り を つなぐ た め に 敷 
か れ た この 二 つ の 通り は 、 


| 会 は 、 


エリ ザ ヴ ェ | 
ー タ 女帝 時 | 
代 の 地図 に 
既に 書き 込 
まれ て いた 。 
この 二 本 の 
通り の 間 に 
教会 が ある 。 
教会 の 歴 
s: = Же be B 
女帝 時 代 、 

1703 & 1 

ロシア で の の 
職務 に つい 
た ウェ スト ファ リア 出身 
副 宰 相 ア ンド レイ ・ オ ス 


テル マン が ネフ スキ ー 
大 通り に 教会 建設 を 許 


可 し た 1727 年 に 遡る 。 
1730 年 に 建て られ 、 
「 大 通り の 新教 教会 」 
と し て 有名 に な っ た 教 


жш‏ ا 
マー ラ ヤ ・ カ ニュ ー シ ェ ン ナ ヤ 通 り‏ 


ネフ スキ ー 大 通 
り で カザン 聖堂 に 次 
いで 2 番目 に 大 きい 寺 
院 に な っ た 。 1830 年 
代 そ れ ま で 高い クー 


聖 ペ テロ ・ ル ー テ ル 派 教会 
(ネフ スキ ー 大 通り 22-24) 


Ре 
クサ ンド ル ・ ブ リュ ロ 
AR よっ て ロマ ネ 


スク 様式 に 再建 され る 。 
ェ リ ー ナ 2 世 時 代 、 


エ カ チ ェ 


「 マ ー ラ ヤ ょ カニ ュー ジェン ザ や ヤ 
通り の 時 計 付 き 温度 計 

パ ヴ ィ リオ ン 」1914 年 
建築 家 N. ラン セレ 
彫刻 家 V. クズ ネツ ォ ー フ 


y 
1 
r 
$ 


| 


` 


+ === 
ジ エ s sss 

小路 に な る 時 そ 
こ に は フィ ジラ タン ド ・ 
スウ ェ ー デ ン 改 革 派 


| の 共同 体 が あっ た 。 


共同 体 分 像 後 、 ス ウェ 
ー デ ン 人 は 自分 の 寺院 
(1769 年 、 建 築 家 Y. 
ア ェ リデン シン 、 小湊 ュー 
ジエン ナヤ 通 W1L/3) 
を 建立 する 。 後 に フ 
ィ ン ラ ンド 人 も 自身 
の 教会 (大 カニ ュー 
ジェ ン ナ ヤ 通 り 96 A 
1805 年 建築 家 G. 
パウ リ ソ ン ) を 建て る 。 
現在 、 マ ー ラ ヤ ・ カ ニュ 
ーー シェン ナヤ 通り は 町 
の 少な い 歩 行者 専用 
道 の 一 つ だ 。 


TE 
ИШ! 
カザン 聖堂 (p. 104) 


ゲ グリ ボ エ ー ド フ 運 河 
現在 の ガス チー ヌィ 
ド ヴ ォ ー ル の 近く に 
水源 の ba グル ハヤ 

川 の 場所 に で きた 。 
1740 年 偉大 な 司令 ü; Г 
の 父 、 軍 技師 イラ リオ 
マト ヴェ ー ザ ヴィ チ ・ 
ゴ レ ニ シェ フ ・ ク トゥ ー 
ゾ フ は 女帝 エリ ザ ヴ 
ー タ ・ ペ トロ ー ゾ ヴ ・ 
「 首 都 の 住人 を 
の も た ら す ひど い 被 害 
か ら 予 防 す る た め の 
運河 建設 に 関す る 」 
ty (Ж) i, せ 
o 計画 案 後 、 
3 ハヤ 川 は ネフ ス 
キー 大 通り と 交わ っ て 
いる モイ カ 川 と まっ す 
ぐ な 運河 で 連結 され 、 
Яз = 


= — E ZZ 7 Z 
(W) 官 丁 か ら 名 を 
22 て 、 大 ラー ジラ 
YX (EE) 運河 と 名 
づけ られ た 。 エ カ チ ェ 


| の 建物 (1790 年 , 建 築 家 
| D. ク ヴァ レン ギ ) が ある 。 


リー ナ 2 世 時 代 の 1764- 


年 、 が 掘り 
м. 平ら に され 
Ар в は 花 


岡 岩 が 敷き 詰め られ 、 
グル ハヤ 川 は エ カ チ ェ 
リー ナ 運 河 と 名 づけ ら 
れ た (1 : か ら グ リボ 
エー ド フ 運河 と 改称 ) 。 

か つて の 厩舎 運河 と 天 
然 川 の 境 に は 、 羽 の あ 
る 黄金 の グリ フォ ン 像 で 
有名 な つり 橋 「 銀 行橋 
(1826 年 技師 ゲオ ル グ ・ 

トレ ッ テ ル 、 彫 刻 家 
パー ヴェ ル ・ ソ コロ ブフ) | 
が ある 。 この 橋 の 前 に 
は ロシア 初 の 発 導 ] 


- は 現在 経済 ・ 金 融 
大 学 に な っ て いる 。 


т ЖЕТИ 
ОЕ 


「 ジ ン ゲ ル 社 」 邸 
ネフ スキ ー 大 通り 28 
堂 の 向かい 、 
大 通り と グ 
※ フ 運河 の 角 
の 一 画 は 、19 世 紀 末 、 
有 名 な 会 社 に こよ っ て 購 
入 さ れ た 。 その 古い 家 
が 建っ て いた 場所 に 
パー ヴェ ル ・ ジュ バール 
| は 垂直 に 伸 ЕУ Z= 
| ポラ を 頂き 、 彫刻 装 
飾 が 施さ れ た BL Ж Ж の 
立派 な 建物 を 建て た 
(当時 流行 し て v 4 
オペ ベー ル と A. ア ダム ソ 
ン の モデ ル に よる )。 
この 建物 は ブル ジョ ワ 
建築 ロマ ン 主 義 後 の 
折 理 主義 の 鮮やか な 
見 本 で ある 。 ブル ジョ 
ワ 建 築 ロ マン 主義 は 
s. に 劣ら ず 
こ 入 る た め の 芸 術 」 
з PS に あっ て いる 。 
この 流派 を 代表 する シ 


「 ジ ン ゲ ル 社 」 邸 


ュ ゾ ー ル は 、 豊 富 な 
バロック の 滴 # ili 
高い 屋根 、3 


いっ た 建築 の 装飾 
過剰 を 好 ん だ 。 彼 は 


1880E 同様 の ス 
タイ ル で 、 そ ば の 川岸 
に 立っ て いる 信 用 $R 
行 ( 右 図 ) を 建て た 。 


| 銀行 橋 の グリ フォ ン 


信用 銀行 の 建物 
(グリ ボ エー ド フ 運河 13) 
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聖 ウ ラジ ー ミ ル 公 
聖堂 の 北 入 口 の 壁 が ん 
(ニッ チ ) の 4 体 の プロ ンズ 像 
の 一 つ 。 その うち 2 体 (聖人 
の 列 に 加わ っ た ウラ ジー ミ 
ル 公 と A. ネ フス キー 公 像 ) 
は S. ピ メ ノ フ 、 洗礼 者 聖 イ オア 
ン は 1. マ ルト ス 
ペル ヴォ ズ ヴ ァ ン > 
シー リー ニテ デム 
スキ ー が それ ぞ れ 


ヌイ は ヴァ 
ト ・ マ リノ フ 


制作 し た 。 


КИТҮ 


ロシア 古典 主義 の 紛れ も 無い 傑作 で ある カザン 聖堂 は 、 ロ シア 
の 巨大 な 寺院 の 一 つ で ある 。 建物 の 高 さ は 71.6m、 内 部 東西 の 
аа 5m、 ク ー ポ ラ の 高 さ は 17.1m だ 。 プロ の カメ ラマ ン の お 
に 入り の 被写体 で ある 柱 廊 は 、 ほ と ん ど 2 世 紀 に わた り 、 ネフ ス 
XOR 晴らし い 飾 り で ある 。 聖堂 は 上 か ら 見 る と カト リッ ク 
の 十字 人 梨 の 形 を し て いる 。 独特 な 空間 ・ 音 響 処理 が 施さ れ た 聖堂 
内 部 は 、 常 時 調和 と 静寂 が 支配 し て お り 、 宗教 的 な 祝日 の 時 だ 
пареа 破る 。 内 装 の 支柱 と な っ て いる の は 、 ク ー 
ポラ の 構造 を 支え て いる 幅広 い 装 飾 列 柱 と 56 本 の 赤い 研磨 され 
た 花岡 岩 の 二 列 の 装飾 列 柱 (台座 ヒ ブ ロン ズ の 柱頭 を 入れ た 柱 
の 高 さ は 10.7m) だ 。 広い 後 陣 (教会 堂 で 内 陣 部 が e 
出し た 部 分 ) の ある アル ター リ ( 至 聖 所 ) の 部 分 は 、 コ ンス タン チン 
トン の 設計 (1836 年 ) で ビザ ン テ ィ ン 様式 で 制作 され た イコ ノ ス タ ス 
分 けら れ て いる 。 1812 年 に フラ ンス 人 が 奪っ た ロ シ ош を 取り 
戻し て 鋳造 され た イコ ノ ス タ ス は 、 革命 後 没収 され 、 今 で は 訪れ る 
人 の 寄付 で 少し ずつ 復元 され て いる 。 


歴史 情報 


偉大 な 司令 官 ミ ハイ ル ・ イ ラリ オー 
ノヴィ チ ・ ゴ レニ シェ フ ・ ク トゥ ー ゾ フ 
公 は 1813 年 ポー ラン ド の 町 ブン ツ 
ラウ (Boltstawiec) で 亡くな っ た 。 
彼 の 遺体 は ペテルブルグ に 運 
ば れ 、 最 高 の 敬 意 を 表し て カザン 
聖堂 に 埋葬 され た 。 墓 の そば に は 
戦利 品 の フラ ンス の 軍旗 と ロシア 
軍 が 奪っ た 様々 な 町 の 鍵 が 置か 
れ て いる 。 
司令 官 ク トゥ ー ゾ フ 
元帥 の 墓 
1733 年 8 月 「 ア ン ナ 女 а 
際 下 の 名 前 入り の 法令 に 
よっ て 、 ネフ スキ ー 大 通り 
の モイ カ の 緑 橋 を 渡っ た 
先 の 右側 に 教会 を 建て る 
よう 命じ られ た 」。 9 月 6 日 
кн с. ら 聖 堂 基 
礁 の 最初 の 石 を 置い た 。 


聖堂 は 生 神女 マリ ア 
誕生 の 名 で 成 聖 式 が 行 


われ た 。 は 、 ピ ョ 
ー ト ル 1 世 の 命 で 1708 年 
ペテルブルグ に 運ば れ 
た カザン の 生 神 女 マ リア 
の イコ ン 画 が 置か れ て 
VN だ 


ここ に 


カザン 聖堂 西 の 柱 廊 


カザン 型 常 は ネフ スキ ー 大 通り に ある 唯一 の 現行 の 正教 弄 党 だ 。 ク トゥ ー ゾ ブフ 元帥 の 納骨 所 が ある 。 


1837 年 か ら 型 堂 の 前 に クト ゥ ー 


1790 年 代 パ ー ヴ ェ 
| ル 1 世 は 古い 教会 の 場 
ДИДА ЕЗ Жа 
を 決め 、1800 年 
アン ドレ イ ・ ヴ Aram 

(1760-1814) 7 

設 Еа 図 を 承認 し た 。 
彼 を 建設 指揮 者 に -HE 
жо оз paH? 
フ 伯 爵 だ っ た 。 聖堂 の 
最初 の 礎石 は 1801 年 
8 月 アレ クサ ンド ル 1 世 
に よっ て 置か れ た 。 
ヴォ ロニ ー ヒ ン は ロ 
= マ て の サン ロ 大 


巨 大 な クー ポ ラ の バシ 
リカ 会 壮大 な 弧 
状 の 柱 廊 が 広場 を 形 
成 し て いる 。 1990 年 ま 
で 世界 最大 の キリ スト 
教 也 堂 だ っ た (十字 架 
を 含む 高 さ 132.5m) 。 


至 聖 所 と 祭壇 後方 の イコ ン 
「 聖 生 神女 昇天 」1836 年 
画家 カー ル ・ ブ リュ ロフ 


(彫刻 家 B. オ ル ロ ー フ ブフ) 


| カザン 聖堂 は より 慎 
まし く 建 て られ 、 サン ・ 
ピエ トロ 大 聖堂 の 半 
分 の 大 き さ し か な い 。 
縦 溝 や 彫 装 飾 の ある 
建物 の 外側 は 、 石 灰 岩 
か ら 成 っ て お り 、 イ ヴァ ン ・ 
マル トス 、 ステ パン ・ ピ メ 
>. イヴ ァ ン ・ 区 コジ 74 


デム ー ト テマ リノ フス キー 
作 の 数 多く の レリーフ 、 
MAY CED て いる 。 

JW ЕЗ жиле ッ チ で 
進め られ 、 巨 
制作 の た め に 17604 年 ч 
ニキ ー タ ・ デ ミド フ の 注 
、 有 名 な ロレ ン ツ ォ ・ 

ギ ベ ル テ ィ の 傑作 、 

フィ レン ツェ の 洗礼 堂 
(ドゥ オモ ‚жола 


会 の サシ ジョヴァンニ 


| 
| 洗礼 堂 「 天 国 へ の 扉 」) 


の 黄金 の 扉 か ら と ら 
れ た 型 が 使わ れ 
彫刻 装飾 は も っ と 
に な る は ず だ っ た が 、 
作業 は 1812 年 戦争 に 
よっ て 中 断 し 、 以 降 、 
再開 され な か っ 
建築 家 た ち の 設計 を 思 
い 起 こさ せる の は 、 

IEDZ よ の 何 も な い 


БОЕ, クト ドゥ ー 
ゾ フ が 1801 年 戦地 に 赴 
前 、 Mu 堂 の 聖 像 前 7 
- の を 見 守り 、 
gropat よ ア レク サン ドル 
1 世 以 降 全 て の 皇帝 を 記 
憶 に 留め て いる 。 
1990 年 代 聖 常 
教会 と し て 機能 する よう に 
な り 、 府 主教 が 祝祭 日 
に 礼拝 を 行う 主教 聖堂 | 
の 地位 を 得 た 。 


は 再び 


{с 


ШИРИИН! 


ご z> Е 
|| 至 聖 所 後 陣 の 内 装 ( イ コノ スタ ス 修復 前 の 外観 ) 


ゾ フ と バル クラ イ ・ ド ・ ト ー リ の 負 像 が 立っ て いる 。 


歴史 情報 


カザン 聖堂 の 名 前 の 由来 
と な っ た 生 神 女 (聖母 ) マ リ 
ア の イコ ン は 、16 世 紀 に カ 
ザン で 発見 され た 伝説 的 
な イコ ン の 貴重 な 写し の 一 
つ だ 。 原画 の 行方 は わか 
ら な い が 、 カ ザン 聖堂 に 保 
管 さ れ て いる 写し は 17 世 
紀 末 皇后 プラ スコ ヴィ ヤ 
(旧姓 サ ル テ ィ コ ヴァ 、 ピ ョ ー 
トル 1 世 の 兄 イヴ ァ ン 5 世 の 
妻 で アン ナ 女 帝 の 母 ) の 依 


頼 で 制作 され た (また は 上 
か ら 色 を 塗っ て 新しく し た ) 。 
ポー ラン ド 侵 攻 と ミー ニン と 
ポジ ャ ルス キー の 義勇 軍 に 
よる モス クワ 解放 (1612 年 ) 
の 時 代 か ら 、 カ ザン の 生 神 
女 マ リア 画 は ロシア 軍 の 、 
1649 年 か ら は ロマ ノ フ 王家 
の 守り 神 だ と され て いる 。 
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リボ エー ド フ 運河 か ら サ ド 
ー ヴ ァ ヤ 通り ま TOR 数 
側 の 地区 が 町 の 商業 の 
中 心 に な っ た の は 、 現 在 
の ガス チー ヌィ ・ ド ヴォ ー 
ル の 場所 に 市 場 の 広場 
が あっ た 18 世 紀 半 ば だ 。 
エリ ザ ヴ ェ ー タ 女帝 
の 命令 で その 場所 に 
1750 年 代 バ ルト ロメ オ ・ 
フラ ンチ ェ ス コ ・ ラ スト 
レッ リ が 石造 り の 百貨 
店 街 の 建設 を 始め 、 
それ は エカチェリーナ 
2 世 時 代 、 ヴ ァ レ ン ニ デ 
ラモー ト に よっ て 完成 さ 
れ た 。 そ の 建設 後 、 
ここ で 商業 用 の 建物 
が 次 々 建設 され た 。 
わずか 10 年 で ガス チ 
ー ヌ ィ ド ヴォ ー ル の 西 
に セレ ブリ ャ ン ヌ ィ エ ・ 
リャ ー デ ィ ( 百 貨 店 )、 小 
ガス チー ヌィ ・ ド ヴォ ー ル 
(1780 年 代 、 建 築 家 D. 
ク ヴ ァ レ ン ギ ) 、 ベリ ン ヌ 
ィ エ ッ ツリー ニヤ ( 柱 廊 が 保 
存 さ れ て いる 。 180046 
代 、 建 築 家 し . ル スカ ) 、 
サド ー ヴ ァ ヤ 通り に ア 
プラ クシ ン ・ ド ヴォ ー ル 
(マー ケッ ト 街 ) が 建て 
られ た 。 19 世 紀 半 ば 、 
ネフ スキ ー 大 通り の 
反対 側 ま で 商業 地帯 
を 広げ た パッ サー ジュ 
(百貨 店 ) が 建て られ た 。 
産業 革命 時 代 の ネフ ス 
キー 大 通り の エネ ル ギ ッ 
シュ な 技術 設備 は 、19 世 
紀 末 まで に ネフ スキ ー を 
ヨー ロッ パ 有 数 の 整備 


ネフ スキ ー 大 通り の グ 


され た 幹線 道路 に し 、 明る 
く 輝 いて いる ショ ー ウ ィ ン ド 
ー に 、 何 千 、 何 万 も の 人 々 を 
引き 寄せ た 。 ネフ スキ ー 大 通 

り に 沿っ て 、 高 級 な 石 や 彫刻 
飾 さ れ た ファ サー ド が 
競い 合う 新しい 高級 店 や 
銀行 が 急速 に こ 建 て られ た 。 


ガス チー ヌィ ・ ド ヴォ ー ル 
ネフ スキ ー 大 通り 35 

「 回 」 の 形 を し た L 大 な 
ジ ショッ ピン グ ・ セ ンタ ー は 
中 央 の 池 の あ る 中 庭 を 囲 
ん で 、4 つ の 通り に 面 し て 
いる 。 この 建物 は 1750 年 
代 末 、 ネ フス キー 大 通り 
の 北側 に 建設 され た 。 
エカチェリーナ 2 世 の 即 位 
と と も に 、 建物 を 設計 し た 
АБЕУ 
わっ て ジャ ン ー バ ティ スト ・ 
ヴァ レン テニ デ ラモー ト が そ 
の 地位 に つい た 。 ヴァ レン 
デー デ デ ラ モー ト は 設計 自体 
は 変え な か っ た が 、 ネフ 
スキ ー 側 の 、 当 時 唯一 の 
石造 ファ サー ド を バロック 


ガス チー ヌィ イ ・ ド ヴォ ー ル 


d; ネフ スキ ー 大 通り 
グリ ボ エ ー ド フ 運 河 か ら サ ドー ヴァ ヤ 通 り ま で 


装飾 に する こと を や め た 。 
1780 年 ガス チー ヌィ ド ヴ 
ォ ー ル の 木造 部 分 (三面 ) 
は 火事 で 全焼 し 、 そ の 後 
1785 年 まで に 完全 に 石造 
の 建物 に 再建 され た 。 


市 議会 
ネフ スキ ー 大 通り 31-33 

パー ヴェ ル 1 世 は 自分 
の 改革 の 過程 で 、 ピ ョ ー ト 
ル 1 世 が 成 し え な か ー 
Ë } ае ヨー ロッ パ の 市 
Ë まね て 、 各層 の 代 
. ty ТО) 
復興 を 決め た 。 E жч ル 
1 世 は 1699 年 か ら 市 議会 
を 設立 し た が 、 貴族 の 強 
い 反 発 に 遭い 、1720 年 に 
は その 改革 を 断念 し た 。 
2 回 目 の 試み ( на 
に エカチェリーナ 2 世に 

っ て な され た が 、 彼女 に よ 

て 設立 され た 市 議会 は 
名 ば か り の も の で 、 貴族 
会 議 と 変わ ら な か っ た 。 


ル ブ ル グ に 「 ラ ト ガ ウス 
(市 議会 (ウェールズ 語 . 
rhaith「 秩 序 」, 古 代 ロ シ 
ア 語 「 列 」, デン マー ク 語 
「( 国 政 の ) 能 を 取る 」) を 
設立 し た 。 その た め に 小 
ガス チー ヌィ ・ ド ヴォ ー ル 
と ペリ ン ヌ ィ イエ 通 り の 間 の 
区 画 を 割り 当て た 。 1799- 
1804 年 建築 家 ジ + 

フェ ラー リ が ラ ト ガ ウス の 
建物 を 建設 する 。 19 世 紀 
半ば と 20 世 紀 初 頭 に 建 
物 は 二 度 に わた っ て 改 
築 さ れ た が 、 改 築 は ネフ 
スキ ー 大 通り の 観光 名 所 
の 一 つ で ある 時 計 塔 まで 
は 及ば な か っ た 。 


エン ゲ リ ガ ルト の 家 
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ネフ スキ ー 大 通り の 北 
側 (偶数 の 並び ) 、 グ リボ 
エー ド フ 運河 か ら サ ドー 
ヴァ ヤ 通 り ま で の 建設 は 
エン ゲ リ ガ ルト の 家 ( 現 
サン クト ・ ペ テル ブル グ ・ 
フィ ル ハ ー モ ニー 小 ホ 
ー ル ) か ら 始 まっ た 。 これ 
は ネフ スキ ー 大 通り の 最 
も 古い 建物 の 一 つ で 、 
18 世 紀 半 ば 、 ラ スト レッ 
リ の 設計 に よっ て 建て ら 
れ た 。 1802 年 か ら こ この 
1 階 の 貸し ホー ル で 、 当 
時 創立 され た ヨー ロッ パ 
初 の フィ レル レ ハ ー モ ニー 
音楽 協会 の コン サー ト 
が 行わ れ て いた 。 この こ 
けら 落と し は 1802 年 春 、 


パー ヴェ ル 1 世 は 再び 
その 改革 を 試み 、 ペ テ 


ヨー ゼ フ ・ ハ イド ン の オラ 


トリ オ 「 天 地 剤 造 」 の 初演 


で 行わ れ た 。 
1828 年 この 建物 の 所 
有 者 に な っ た の は ヴァ 
シー リー・ エ ン ゲ リガ ル 
| ト で 、 彼 の 注文 に よっ て 
1829 一 1830 年 に 建築 家 
| ポー ル ・ ジ ャ コー が 改築 
| し た 。 エン ゲ リ ガ ルト の 家 
は 仮面 nt で 有名 に 
な り 、 そこ に は 時 々 ニコ ラ 
イ 1 世 も 足 ee, 
ミハイル ・ エ ユー リエ ヴィ チ ・ 
レー ル モ ン ト フ は そこ を 
支配 し て いた 風俗 を 戯 
曲 「 仮 面 舞踏 会 」 に 生き 
生き と 描写 し て いる 。 


聖 エ カテ リー ナ ・ カ トリ ッ ク 
(ポー ラン ド ) 教会 
ネフ スキ ー А" 34 
古い 木造 教会 の 場所 
に 建て られ た 教会 は ジ ヤ 
ン ニ テバ ティ スト ・ ヴ ァ レ ン 
ヶ モ ー ト (1760 年 代 ) 
が 設計 し 、 ア ント ニオ リナ 
ルディ が 建設 し た 。 建物 
の 優雅 な バロック 装飾 、 
建物 の 正面 入口 は 高 
い ア ー チ 型 玄関 で 装飾 


ガス チー ヌィ ・ ド ! 


ポニ ャ ト フ スキ ー(1732- 
1798) が 埋葬 され て いる 。 


聖 エ カテ リー ナ ・ ア ル メ ニ 
(グレ ゴリ ウス ) 教会 
ネフ スキ ー 大 通り 40-42 
= リー ザ 
Г ェ ル ブル グ ・ ア ル 
メニ ア * 共 同体 長 イヴ ァ ン ・ 
ラ ザ レ フ の 請願 に こ た 
えて 、 ア ル メ ニア 教会 建 


聖 エ カテ リー ナ ・ カ トリ ッ ク 教 会 


され 、 こ の 建築 家 の 技 量 
を 発揮 し て いる 。 1782 年 
10 月 18 日 に 成 聖 式 が 行 
われ た 。 この 教会 に は ペ 
テル ブル グ に 住ん で いた 
全て の カト リッ ク 信 者 が 足 
を 運ん で いた 。 ここ に は 
ポー ラン ド 最 後 の 国王 ス 
タニ スラ フ 2 世 アウ グスト ・ 


「 ヨ ー ロ ッ パ 」 


Ca үг. ш, 
聖 エカテリーナ ・ グ レゴ リウ ス 教 会 


設 用 に ガス チー ヌィ ド ヴ ォ 
ー ル の 向かい 、 ネ フスキー 
大 通り 北側 の 一 画 を 与え 
た 。 1771-1779 年 ユー リー・ 
フェ リ テ ン の 設計 に よっ て 、 
そこ に ロー マ 古 典 主 義 
的 な ブラ マン テ の 作品 
「 ロ ー マ の テン ピエ ッ ト 
( 小 神殿 )」 を 初 御 さ せる 
エレ ガン ト な 教会 が 建て ら 
れ た 。 1780 年 2 月 18 日 
教会 は 聖 エ カテ リー ナ 
の 名 前 で 成 聖 式 が 執 
り 行わ れ た 。 政府 代表 者 
と し て グリ ゴー リー・ ポ チョ 
ムキ ン が 出席 し た 。 


パッ サー ジュ 
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ネフ スキ ー 大 通り の 次 
の 区 画 、 サ ドー ヴァ ヤ 通 
り の 角 の 辺り に 、1840 年 
代 建 築 家 ル ドル フ ・ ジ 
ェ リ ャ ゼー ヴィ チ の 設計 
で 新しい タイ プ の 商業 
用 建物 が 建て られ 、「 パ 
ッ サ ー ジ ュ 」 と 名 づけ ら 
れ た 。 2 つの 斜面 の ある 
ガラ ス 屋 根 で 覆 わ れ た 
長 さ ал 
側 に 店 が 並ん で いる 。 


市 議会 の 建物 と 
時 計 塔 
1900 年 代 


小 力 ニュー シェ ン ヌ ィ 橋 か ら 見 る スパ ー ス ・ ナ ・ ク ラヴ イー 教会 = 
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スパ ー ス ・ ナ ・ ク ラヴ ィ ー 教 会 
(キリ スト 復活 教会 ) 


BN 


グ 様式 

1881 年 月 、 テ ロリ スト に よる アレ クサ ンド ル 殺 害 の ニュ ー ス | i 
が ロシア を 岩 振 させ た 。 悲劇 は 冬 宮 の す ぐ そ ば の エ カ チ ェ リ 
ー ナ 運河 (現在 の グリ ボ エ ー ド フ 運 河 ) 川 岸 で 起こ り 、 2 年 後 
その 場所 に 、 ペテルブルグ 有数 の 記念 碑 と な る 記念 教会 が | 
建て られ た 。 

建築 家 ア ルフ レー ド ・ パ ル ラ ンド は 17 世 紀 の 純 ロシア 風 寺 
院 に 似 た 建物 を と いう アレ クサ ンド ル 3 世 の 希望 で 、 複雑 な 構 


т 38 (17175) 」 (ギリ シャ 語 . 
eklecticos「 選 ば れ た 」) と いう 用 語 は 約 

1 世紀 前 、 流 行 し た 。 19 世 紀 後 半 
の ヨー ロッ パ 建 築 の 共通 し た 特徴 
を 表す に は 、 恐らく この 言葉 が 一 番 
適し て いる だ ろう 。 この 頃 ま で に 建 


造 と 装飾 要素 に 満ち た ミハイル ・ ロ マ ノ フ (1596-1645) 皇帝 築 学 教育 や 建築 技術 が 発展 し 、 
時 代 の モス クワ や ヤ ロ ス ラ ー ヴ リ 建 築 法 を 策 御 させ る 建築 物 アカ デミ ー 派 の 地位 は 低下 し た 。 ロシア 様式 の 褒賞 
EO を 作り 上 げた 。 広く 使わ れ た の が 、 壁 の モザ イク 象 條 (は め 込 それ に よっ て 建築 家達 は エキ リ チ ッ クノ тоес 


な 設計 で も 制限 な く 表 現 で きる よう に 「 フ ァ ベ ル ジ ェ 」 工 房 E 
な っ た 。 どの ヨー ロッ パ 諸 国 に お いて も 、7 フ ウト ベロ ルン PAS 
エキ ゾ チ ッ ク な 設計 の 中 に 、 伝 統 と 関係 の пис) 
ある 一 定 の 「 好 み 」 が あっ た 。 

ロシア で は 愛国 主義 の 高まり と 共に 、 古代 ロシア の 芸 
術 遺 産 と フォ オー クロ ア に 対す る 再 評価 が 始ま っ た 。 これ は 
音楽 (リム スキ ー= コ ル サ コ フ 、 ボ ロディ ン ) 、 文学 (アレ クセ イ ・ 
トル スト イ 、 エ ル シ ョ フ ) 、 絵 画 ( ヴ ァ ス ネツ ォ ー フ 、 ス ー リ コ フ 、 ビ リ f 
ー ビ ン ) 、 美 術 工芸 品 ( ア ブラ ムツ ェ フ ・ サ ー ク ル 、 タ ラ シ ュ キ ) 、 
そし て も ちろ ん 建築 分 野 で も 起こ っ た 。 古代 ロシア の 伝統 
復興 の きっ か け に な っ た の は 、 不思議 な こと に 、 イギリス の 
| 教会 は 高き 81m( 十 字 ラフ ァ TH 前 派 (19 世 紀 中 葉 の 英国 画家 グルー プ ) の ヨー 


アル フレ ー ド パル ラ ンド の 下絵 に ょ る | 女 細 工 )( 総 面積 400 計 以上) と 赤レンガ の 壁 か ら 細 部 の 装飾 を 浮き 
| 出せ て 見 える 伝統 的 な 白色 塗料 だ 。 

歴史 情報 建物 の 起工 式 は 1883 年 11 月 6 日 に 行わ れ た 。 1894 年 天井 の 建設 
アレ クサ ンド ル 2 世 に 仕え た | が 終わ り 、1895 年 に 9 つの た まね ぎ 型 の 冠 頂 が 造ら れ た 。 モス クワ の 
小姓 、 ア ナー キス ト ( 無 政府 主 | ボー スト ニコ フ 工 場 で 製造 され た 5 つの クー ポラ の た め の 屋 根 は 、 | 
а T HERL CH DFT (HIRE 1000 п), 1899 年 、 人 鐘楼 に 、 フ ィ 
うま で も な く 非凡 な 人 物 で 、| ご フン ド で 鋳造 され た 鐘 が 設置 され た 。 一 番 大 きい 鐘 は 1100 プ ー ド 
勇敢 で いか な る 場合 で も 冷 | (プー ド は ロシア の 古い 重量 単位 で 、1 プ ー ド 1,638t, 17.60) で ある 。 
MIRED. 18813A | 成 悪 式 は 建設 が 始ま っ て 25 年 後 の 1907 年 に 行わ れ た 。 この 建設 に READ 
500 万 ルー プル が 使わ れ た が 、 そ の 中 の 10 分 の 1 は 普 意 の 寄付 に よる ROTAIA ZU I ロッパ パ 人 に ロー マ 時 代 以前 (サルト) の フォ ー ク ロア 文化 を Ü 


も の だ 。 REDE Ce 初期 十字 保 の 高き は 6m だ つた が 、 | 凍 < 運 動 ( ウ ィ リ アム ・ モ リス ) で ある 。 ロシア に お いて 民衆 芸 
現在 は 4.5m の 中 央 十字 架 を 頂い て いる ) の 重 術 を 正式 な 芸術 文化 に まで 押し 上 げた 立役者 と な っ た 
量感 の ある 建物 で 設計 上 複雑 な 構成 に な っ て | の は 、 間 違い な く ア レク ワサ ンド ル ・ セ ル ゲ ー ヴ ィ チ ・ プ ブー シキ 
いる 。 教会 は 運河 に 突き 出 た 人 工 プ ラッ ト ホ ー ム | ソ だ ろう 。 彼 は ロシア 民話 を 天才 に ふさ わし い 、 独 創 的 な l 
( 土 如 ) の 上 に 立っ て いる も 。 プラ ッ ト ホ ー ム は アレ | 詩 に 作り 変え た (「 死 ん だ 王女 と 7 人 の 勇士 の 話 」、「 ル ス $ 
クサ ンド ル 2 世 が 殺害 さ 抱 た 川岸 通り の 場所 を 含 | ラン と リュ ドミ ラ 」 他 ) 。 ロ シア 文化 活動 家 た ち は 自 身 の 過 
ん で いる 。 パル ラン ド は ポテ ルプ ブルグ の 建築 史上 | 去 を 振り 返り 、 そ こ に 芸術 的 至宝 が ある こと に 驚嘆 し た 。 
初め て 上 台 に 杭 を 打 た ず 、 コン クリ ー ト を 用 いた 。, ロシア の 文化 は 西 ヨー ロッ パ 文 化 に 引け を 取ら な い ば か り で 
水 が 入 っ て こない よう に 」 コン クリート の 周囲 は 二 な く 、 оса Е. i PIIRE AAF М 
ki, О LHE СВЕ. E гы SSS On Е 
жр С — LR られ た 現存 する 最 古 の 福音 書 ) の 小品 、 ノ ヴ ゴ ロ ド と ウラ ジ 
数 会 の 明 房 の た め に 地下 に ボイラ ー と 配管 明 | ミル の 寺院 や フレ スコ 画 、 ア ンド レイ ・ ル プリ ョ フ の イコ ン 画 、 
房 装 置 が 設置 され 、 こ コ で 暖め られ た 空気 は 胡 | も っ と 古く は 、 ほ と ん ど 研 究 さ れ て な い ス キタ イ ・ サ ル マ ト 世 
の 中 の 管 を 通し て 教会 内 に 送り 込ま れ た 。 メイ ン ・ | 界 の 至宝 「 チ ュー ド 湖 」 の 古代 文明 等 で ある 。 ロ シア 中 で 
クー ポラ の 空間 は 、 さ ら せ 鉄 製 の 暖房 装置 ( 銅 穴 | 自国 文化 へ の 回 帰 運動 が 流行 し た 。 時 折 そ れ は 非常 に | 
か ら 蒸 気 を 送る ) に よっ で 暖め られ た 。 奇妙 な も の を 生み 出し た が 、 挿 絵 芸術 の 繁栄 、 
建物 の 全て の クー ポラ は 窓 が 無く 、 光 は 小さ め | ロシア 美術 館 創立 と ロシア 美術 館 付属 
の 窓 か らし か 内 部 に 差 U 込 まな いた め 、 パ ル ラ ン Me ا‎ 
た 電球 を っ る 複雑 な 有 照明 シス テム を ン ア 語 ) へ 心 の 高まり 、 
о を つけ る 複雑 な 照明 シス テム 考古 学 研究 や ロシア 国内 
3 = の 辺境 地帯 の 学術 探検 


` 


「 ア レク サン ド 
ニコ ライ ・ ラ ヴ ロ フ 1872 (?) 


1 日 の 彼 の 暗殺 は 実に 7 回 目 
の 企 て だ っ た 。 マル ス 広場 で 
の 衛兵 交代 式 か ら 冬 宮 に 戻 
っ て いる と き 、 皇帝 の 馬車 は 
エカチェリーナ 運河 を 曲がっ た 。 
その 車輪 の 下 に 一 つ 目 の 爆 
弾 が 投げ 込ま れ 、 護 送 隊 
の コサック 兵 と 近く を 通っ て い 
た 子供 が 死ん だ 。 二 つ 目 の 
爆弾 は アレ クサ ンド ル 2 世 が 
馬車 か ら 出 て きた 時 、 灯 裂 
し た 。 皇帝 は 数 時 間 後 、 
冬 宮 で 亡くな っ た 。 
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ミハイル 庭園 の 鉄 本 


な ど 、 重 要 な 成果 も あ 

げた 。 スパース ・ ナ ・ ク ラヴ ィ 
ー は まさ に この 流れ を 受 
け て 建て られ た も の だ 。 „6 


「17 世 紀 の ロ シア 皇帝 2 
身 に つけ た ニコ ライ 1 tk 

アレ クサ ンド う 和 皇后 」 к 
19034 

衣装 は サン クト ・ ペ テル ブル 人 | 
創立 200 周 年 舞踏 会 r 


の た め に 作ら れ た 。 


スパ ー ス ・ ナ ・ ク ラヴ ィ ー 教 会 


(キリ スト 復活 教会 


アレ クサ ンド ル 2 世 
殺害 場所 の 天蓋 
場所 の 上 の 高価 な 多 


ンド 


* 制 作 さ れ 


イク 画 の 技 ç 
作ら れ 、 星 の 


の 宝石 や トパーズ ( 黄 石 ) が 
KDA KEFTE, 100 以 上 の ト 


ЛУ: 


2 の 瑠璃 を 
| 
| 


「 聖 アレ クサ ンド ル ・ ネ フス キー」 
の イコ ン 画 


ィ コ ノ ス タ ス 


イコ ノ ス タ ス の 中 心 部 


教会 イン テリ ア に お ける モザ イク の 
総 画 積 は 6500m に も 及ぶ 。 


用 いら れ た 


f 


r ノ スタ ス 用 の 大 理 石 


ill 


k. 1900 Eft, 


[の 希少 な 細工 用 鉱石 


月 教会 建設 委 


Ш1577-+ 
| カト リッ ク 教 会 
マー ルイ ・ 


| 一 大 通り と 建 


作業 か ら の 


芸術 広場 の 小 公園 
(スク ウェ ア ) 


19 世 紀 広 場 の 中 心 に 
| きれ いな 小 庭園 ( 約 1.5 
へ ヘクタール) が 設け られ た 。 
1940 年 代 こ の 庭園 は スク ウ 


ェ ア に な り 、1957 年 に A. 
S. プ ー シ キ ン 像 (彫刻 家 
M. ア ニク ー シ ン ) が 設置 
| され た 。 これ は 泡 ら く こ の 
作家 の 像 で 最良 の も の で 
あろ う 。 


スパ ー ス ・ 
オペ ラ 劇 場 2557 —we 


アル メニ ア 教 会 


1830 年 代 初頭 、 ネ フス キー 大 通り の 北 、 カ トリ ッ 
| ク 教 会 と アル メニ ア 教 会 の 間 の 地区 に 、 ネフ スキ 
設 し て 間 も な い ミハイル 宮殿 (p.116) 
の 新しい 広場 を つなぐ 、 短い が 、 幅 広い 通り が 敷 
か れ た 。 ネフ スキ ー 大 通り 、 
も 全て 製作 者 は カル ロ ・ ロ ッ シ だ が 、 彼 の 「 全 建築 
解任 (1830 年 代 ) 後 、 ニ コラ イ 1 世 は 残 


宮殿 、 広場 、 こ の 通り 


り の 作業 を 建築 家 ポ ー ル ・ ジ ャ コ と アレ クサ ンド ル ・ 
ブリ ュ ロ フ に 委任 し た 。 


ミハイル 宮殿 
p. 318 

現在 は ロシア 美術 館 
(1895 年 開館 ) と し て 有名 
な ミハイル 宮殿 は 、 ペ テル 
ブル グ の 地図 に お ける 広 
場 出現 の 重要 な 「 立 役者 」 
で ある 。 宮殿 は 1819 年 、 
参謀 本 部 (pb.78) と ほとん ど 


同時 に 建て られ 、 アレ クサ | 


ンド ル 1 世 時 代 の 輝かしい 
記念 物 の 一 つ に な っ た 。 
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フィ ル ハ ー モ ニー 
大 ホー ル 


ミハイル 宮殿 の 北 
ミハイル 宮殿 の 敷地 の 
北 に マル ス 広 場 (p.124) 
が 隣接 し て いる 。 マル ス 広 
場 は ネヴァ 川 に 面 し 、 地 形 
的 に ネヴァ 左岸 の 中 央 ア 
ン サ ン ブ ル の 一 部 で ある 。 
1820 年 代 ロ ッ シ に よっ て な 
され た 再建 後 、 マ ルス 広場 
は ネフ スキ ー 大 通り と つ な 
が っ た 。 ネフ スキ ー か ら こ 


ロッ シ の パ ヴ ィ リオ ン 


マル ス 広 場 


ミハイル 城 益 


ミハイル 宮殿 
(ロシア 美術 館 


の 広場 まで 数 本 の 美しい 
通り が 通っ て いる 。 旅行 者 
は 普通 グリ ボ エ ー ド フ 運 河 
の 右岸 を 通り 、 ス パー ス ・ 
ナ ・ ク ラヴ ィ ー 教 会 か ら ミ ハ 
イル 庭園 の 並木 道 を 通 
コー ス を 好む よう だ 。 
イル 城塞 (p.126) と 夏 の 庭 
園 の 間 の (p.130) モ イカ 有川 
岸 の 並木 道 は 、 非 常に 美 
し い ア ン サ ン ブ ル を 形成 し 
て いる 。 


フィ ル ハ ー モ ニー 
(ペテルブルグ 交響 楽団 ) 
大 ホー ル 
p. 317 
ミ ハ イ ロ フ スカ ヤ 
(ミハイル ) 通り 2 
1834-1839 年 
設計 で 、 ポ ー ル ・ ジ ャ コ に 
よっ て 建て られ た 。 当初 は 
ペテルブルグ の 貴族 会 議 
用 の 建物 に 定め られ て い 
た 。 ジャ コ の 一 番 の 功績 は 
1500 А FOs コン サ Ж 


、 ロ ッ ジ の 


らし く 、 今 ま で ヨー ロ ョ ッ パ 有 
数 の コン サー ト ホ ー ル に 数 
えら れ て いる 。 1840 年 代 
「 エ ン ゲ リガ ルト の 家 」 か ら 
この ホー ル に ペ テ ル ブ ル 
グフ ィ ル ハー モ 
ニー 協会 が 移っ 
て きた 。 その 名 
声 は 、 フ ラン ツ ・ 
リス ト の 言葉 
に よる と 、 当 時 
「 あ ら ゆ る 作 
曲 家 、 演 奏 家 
が この 会 場 で 演 
奏する の を 名 准 
に 思っ て いた 」。 
この 舞台 に 立 


| 異な る 様式 で 装飾 さ 


> た の は リス ト だ け で は 
な く 、 ベル リオ ー ズ 、 ワ ー グ 
ナー、 ジ ュー マン 、 ジュ トラ 
ウス 達 、 そ し て ボロ ディ ン 、 
グリ ンカ 、 RA sa, 
リム スキ ー・ コ ル サ ュ コ 

チャ イコ フス キー、 ショ ス 
タコ ュー ヴィ チ の 初演 も ここ で 
行わ れ た 。 1932 年 以降 、 
クィ ルレ ハー モニ ー 交 響 楽 
団 の 主席 指揮 を 務め て 
いた の は 、20 世 紀 の 大 
指揮 者 の 一 人 、 エ フ ゲ 
= ニー ムラ ヴィ ンス キー 
(1903 一 1988 年 ) だ 。 


グラ ンド ホテ ル 
「 ヨ ー ロ ッ パ 」 
p. 296 

1873-1875 年 古い フ 
ラン ス ホ テ ル 「 ク ロー ン 」 
が あっ た と ころ に 、 ネオ ・ 
バロック 様式 で 建て られ た 
(建築 家 し . フ ォ ン ター ナ ) 。 


ホテ ル 「 ヨ ー ロ ッ パ 」 

その 時 「 グ ラン ド ホ テル 」 
と いう 名 前 を ол 
の ホテ ル は 、 
トラ ウス 、 クロ ー ド ・ ド 
ジー が 泊まっ た こと で 知ら 
れ て いる 。 今日 ホテ ル の 
ファ サー ド は 、 そ れ ぞ れ 
れ て 
いる 。 南北 (ネフ スキ ー 大 
通り と 芸術 広場 に 面 し て 
いる ) は 古典 主義 で 、 
東 正面 (ミハイル 通り ) 
は 初期 の バロック 装飾 を 
残し て いる 。 


ロシア 民俗 博物 館 
p. 322 

当初 ロシア 美術 館 の 
別館 と し て 創立 され た が 、 
1934 年 独立 し た 美術 館 に 


EA 


な っ た 。 世界 有数 の 民俗 
コレ クシ ョ ン を 誇り 、 独 特 
の 展示 品 ( 主 に 19 世 紀 末 
か ら 20 世 紀 初 頭 の ) は ロ 
シア 帝国 の 民俗 文化 を 紹 
介し て いる 。 博物 館 の 学 
術 探検 で 集め られ た 巨大 
な 写真 資料 コレ クシ ョ ン 
( 約 15 万 点 の 写真 と ネガ ) 
か ら は 国 の 辺境 地帯 に い 
た 古代 の 住居 、 古 代 の 農 
家 や 民族 の 生活 様式 の 
特徴 が うか が える 。 


イタ リヤ ンス カヤ 
(イタ リア ) 通り 
Ф 2-j5,m6 

グリ ボ エ ー ド フ 運 河 か ら 
フォ ンタ ンカ 川 ま で ネフ ス 
キー 大 通り と 並行 し て 走っ 
て いる 。 この 通り に 18 世 紀 
か ら 19 世 紀 初 期 に か け て 
の 古い 住居 が 保存 され 
ここ に 居心地 の 良い 数 々 


の レス トラ ン が 20 世 紀 初 
頭 の 伝統 を 守り な が ら 、 
ひっ そり と 「 隠 れ て いる 」。 
その 当時 イタ リヤ ンス カ 
| оюна - つ 
芸術 広場 5) に 当時 の 
те А Бара 
ボヘミア ン ( 放 浪 者 型 の 


博物 館 の 中 央 
(大 理 石 ) ホ ー ル 


俳優 ・ 音 
の 総称 ) の 中 心 、 
「 野 良 犬 」 が あっ た 。 
イタ リヤ ンス カヤ 通り 沿 
い の パ ッ サ ー ジ ュ の 入口 
の そば に 19 世 紀 末 か ら 劇 
場 ホ ー ル が 存在 し て いる 。 
20 世 紀 初 頭 に 若干 拡張 さ 
れ た この 建物 に 、20 世 紀 
ロシア の アヴァ ン ギ ャ ルド 
劇場 の ささき がけ と な る ヴェ 
ー ラ ・ コ ミサ ル ジ ェ フス カヤ 
の 新劇 場 が 創立 され た 。 
この 劇場 は 長く は 続か ず 、 
アメ リカ 公演 失敗 後 、 
1909 年 に 閉鎖 し た 。 現在 、 
この 場所 に は この 女優 の 
名 前 を 有 施す る ドラ マ 劇 場 
(p.317) が ある 。 


楽 家 ・ 画 家 な ど 
有名 な 


マー ルイ ィ ・ オ ペラ ・ 
バレ エ 劇 場 (ミハイル ) 
р. 317 

この 劇場 は 1831-1833 年 
アレ クサ ンド ル ・ ブ リュ ロ 
フ に よっ て 建て られ 、 フ ァ 
サー ド は ロッ シ の 設計 に 
よっ て 装飾 され た 。 1859- 
1860 年 当時 の ペ ぺ ペ テ ル プ ブル 
グ の 劇場 建築 の 第 一 人 者 
で あっ た アル ベル ト ・ カ ヴ 
オ — 劇場 は 
宮廷 の 資金 PENT 
お り 、 ロ シア a 命 ま で 主 に 
フラ ンス バレ エ 劇 団 が 上 演 
し て いた 。 


芸術 広場 の 
小 公園 (スク ウェ ア ) 
か ら 見 る イタ リヤ ンス カヤ 通り 


Ф 2—j5, р. 318 


ミハイル 宮殿 の 内 部 作 
業 に あたっ た の は 彫刻 家 
の ヴァ シー リー・ デ ムー ト 
マリ ノ フ スキ ー と ステ パ 
ン ・ ピ メ ノ フ 、 画家 の ジョ ヴ 
ァ ン ニ と ピエ トロ ・ ス コッ テ 
ィ 、 ア ント ニオ ・ ヴ ィ ギ ー、 
パル ナパ ペ ュ メデ ィ チ 。 ジリ 
ー ド リヒ ・ ブ リュ ロー 、 HG 
家 の ニ キー タ と セル ゲイ ・ 
サエ ギン 、 彫 刻 家 の ヴ ァ 
シー リー・ ザ ハー ロフ と ヴ 
ァ シ ー リ ー・ ボ ブ コ フ 他 多 
数 。 下絵 を 作成 し た の は 
ロッ シ 自 身 で 、 シャン デ リ 


ミハイル 宮殿 
国立 ロシア 美術 館 


k 2 


q 


ロシア ・ ア ン ピ ー ル 


アン ピー ル 様 式 (仏語.Empire 
「 帝 国 」、 ラ テン 語 .Imperium 
「 権 力 」) は ナポレオン が 自ら を 皇 
帝 と 宣言 し た 時 代 に フラ ンス で 
起こ っ た 様式 で ある 。 これ は 、 ち ょ \ 
うど 古典 主義 の 中 に 最終 的 に ШЕВ 

思想 的 (イデ オロ ギー) 危機 が は ЧИ 
っ きり 現れ た 時 代 に あたる 。 す な 、 1820 年 代 
わ ち 、 古 い 説 ( 古 典 主義 擁護 (ロシア 美術 館 所 蔵 ) NW 


者 は あい か わら ず 「 人 間 は 積極 的 に 世界 に 影響 を 与え 、 ря 
世界 を 改善 する こと が で きる 。 そし て それ を し な けれ ば な ら 
な い 」 と 考え て いた が 、 セ ンチ メン タリ スト 達 (ルソー「 自 然 | e 
へ 帰れ 」) は 原点 、 簡 単 さ の 回 帰 を 要求 し て いた 。 ア ッ ピ 『 Ña 
ー ル 時 代 、 古 典 主義 の 枠 内 の 全て の 哲学 的 討議 は 4 
終わ り を 迎え て いた 。 | 
アン ピー ル 様 式 も 古典 主義 同様 、 ギ リ シ ャ ・ ロ ー マ の 柱 Ü 
式 シ ステ ム を 基 に し て いる が 、 そ の イデ オロ ギー (思想) は 
共和 制 の 自由 で は な く 、 軍 事 力 と 国家 紫 栄 で ある と いう | T 
確信 に 基づい て いた 。 アン ピー ル は ナポレオン 帝国 の 軍国 
主義 の 様式 で ある 。 アン ピー ル 様 式 の 典型 的 な も の は 、 ËD 
名 旋 門 や 名 旋 柱 、 名 準 の 戦闘 用 2 輪 馬車 、 武 器 や 放 


「 ロ シア ・ ア ン ピ ー ル 様式 」 の ミハイル 宮殿 (1819-1825) は 、 | 
で 詳細 に 渡っ て 描い た 。 | 終 得 を 迎え よう と し て いた 古典 E 義 の 宮 典 建築 の 優れ た 見 本 の 
残念 な が ら 宮 有 尻 に 残っ て - つ だ 。 アレ クサ ンド ル 1 世 の 弟 ミ ハイ ル 大 公 (1798 一 1849) の 
いる 1820 代 の 内 装 は わ ず | た め に 、 フ レデ リカ ・ シ ャ ル ロ ッ タ ・ マ リヤ ・ ヴ ュ ル テン ベル スカ ヤ 
か で ある (下図 。 その 中 | (ロシア 名 エレ ー ナ ・ パ ヴ ロ ヴ ナ ) 公 女 と の 結婚 後 の 住居 と し て 建 | 
こ は 非 っ 所 な い 情 用 күн à ЕА Px „гё р HUTS te 
の 上 流 社会 の 客間 「 白 の | て られ た 。 設計 は 、 当時 エラ ー ギ ン 宮 殿 (p.153) の 建設 で 名 声 を 
間 」 や 、 現 在 18 世 紀 末 の | 高め た カル ロ ・ ロ ッ シ に 依頼 され た 。 
肖像 画 が 展示 され て いる | ミハイル 宮殿 は ロッ シ の 最 雇 期 の 作品 で ある 。 建設 の 過程 
洗練 され た 美 し さ の 旧 寝 | А ен тугое ач 
安 が ある で 彼 は 10 ヘ クタ ー ル 以上 の 広場 に ある 全て の 建築 風景 を 改造 
| し た 。 宮殿 アン サン ブル は 、 か つて エカチェリーナ 1 世 の 所領 


ア や 扉 の 取っ 手 の 細部 ま 


だ っ た モイ カ 側 の 古い 公園 の あっ た 区 画 を 
含ん で いた 。 ロッ シ は その 区 画 を 樺 で 囲い 、 
ここ に 橋 の 架かっ た 美 し 

い 池 を いく つか つく り 、 
モイ カ 川 へ の 下り 階段 に ! 


エレ ガン ト な パ ヴ ィ リオ ン ・ 
井 頭 (「 ロ ッ ン の パ ヴ ィ リオ ン 」 
p.114) を 建設 し た 。 ロッ シ は 
建物 の 側面 の 翼 廊 を 正面 
(北面 ) 前 の 広場 へ 突き 出 
す よ うに し た 。 こう し て 立派 な 
樺 で 隔て られ た クロ ド ネ ー ル 
(仏語 . cour d'honneur 


「 名 蒼 あ る 中 庭 」) が 形成 さ 


れ た 。 ロッ シ は 広場 を ネフ ブレ ン ナ の も と で 基礎 を 習っ た 。 
スキ ー 大 通り と 結び 、 こ こ か ر‎ その 後 1802 一 1804 年 


ら ミ ハイ ル 宮 殿 の 中 央 柱 廊 жо м 
玄関 が 見 える よう に な っ た 。 モス クワ 、 パ ヴ ロフ 
1894 年 宮殿 は 一 年 後に 創 | スワ 、 ガ ッ チ ナ で 働い た 。 
立 さ れ た アレ クサ ンド ル 3 世 の 彼 の 手がけ た 作品 に は 全て 、 
名 を 冠 す る ロシア 美術 館 に 移 この 巨匠 の サイ ン が 入れ られ た 。 


譲 さ れ た 。 現在 美術 館 の ホー 
ル に は 世界 の 芸術 遺産 の 中 で 
も 特に 貴重 な ロシア 絵画 ・ 建 築 
の 傑作 が 展示 され て いる 。 


= ベニ ンー 


イヴ ァ ン ・ ヴ ィ タ ー リ 「 ヴ ィ ー ナ ス 」1852 年 (ЛТ 


2 階 の 展示 ホー ル 

建物 が ロシア 美術 館 に 譲ら れ た 後 、 建 築 家 ヴァ シー リ 
ー・ ス ヴィ ニ イ ン は 1900 年 代 に 豪華 な 宮殿 内 装 部 を ほ と 
ん ど 全 て 展示 室 用 に 改装 し た が 、 こ れ は 芸術 愛好 家達 
の 多く の 非難 を 巻き 起こ し た 。 


で ある 。 こ の 様式 を 象徴 する も の は 、 ゼ ウス 、 ユ ピ テ ル の 象 
徴 で ある 双頭 の 驚 の 像 で ある 。 これ は ロー マ 軍 時 代 の 軍 
人 達 が 軍旗 を 驚 の 絵 で 飾っ て いた こと か ら 生 まれ た 。 

18 世 紀 と 19 世 紀 の 狭 間 に パ リ で 本 物 の 産業 に 変わ っ 
た アン ピー ル 様 式 の 美術 工芸 品 は 、 ペ テル ブル グ の あら 
ゆる 宮殿 で 見 る こと が で きる 。 「 ア ン ピ ー ル 様式 の 芸術 的 
な 家具 は 、 常に ロシア 人 に 買わ れ て ロシア に 運ば れ た た 
め 、 パ リ で は この 様式 の 評価 が 低く 、 ま だ 十分 に 理解 され 
て いな い 」( ポ クロ フツ ォ フ .1900 年 ) 。 こ の ロシア で アン ピー 
ル は 自ら の 第 2 の 故 卿 を 見 つけ た の だ 。 ア ン ピ ー ル 様式 の 
最たる 表現 者 だ っ た の は カル ロ ・ ロ ッ シ (1775 一 1849 年 ) 
で ある 。 天才 職人 で 疲れ 知ら ず の 働き 者 、 そ の 上 稀有 
の 才能 に 恵まれ た 彼 は 、 壮大 な 都市 アソ サン ブル だ け で 
な く 、 素晴らし い イ ン テ リ ア や 小物 まで 手がけ た 。 ロッ シ は 
アン ピー ル 様 式 の 創始 者 ペル シ エ と フ 
ォ ン テン (パリ の カル ー ゼ ル 名 旋 門 の 
設計 者 ) の 弟子 だ っ た ヴィ イン チェン ツ ォ ・ 


「 ミ ハイ ル 宮 殿 の 主 寝室 の テー ブル 」 
1825 年 カル ロ ・ ロ ッ シ の 下絵 に よる 


ДЕ" 


ロシア 美術 館 の 展示 物 


1898 年 に 厳か に 開館 式典 が 行わ れ た ロシア 
美術 館 は 、 世界 有数 の 絵画 美術 館 で ある 。 
展示 物 の 数 は 37 万 点 に 迫る 。 ミハイル 宮殿 
の コレ クシ ョ ン は テー マ 別 で は な く 、 年 代 別 
に 展示 され て いる 。 ここ で テー マ が ある の は 、 
民俗 展示 品 だ け だ 。 美術 館 の コレ クシ ョ ン の 一 
部 は 、 ロ シア 美術 館 の 分 館 で ある スト ロ ガ ノ フ 
宮殿 (p.102) 、 大理 石 宮殿 (p.128) 、 ミ ハイ ル 
城塞 (p.126) で も 展示 され て いる 。 


ジン の 
ヴァ レン チン ・ セ ロー フ 
「 エ ウロ ペ の 誘拐 」 1910 年 代 (?) 


美術 館 入口 
20 世 紀 の 芸 術 
コレ クシ ョ ン は 20 世 紀 初 頭 の 人 る 


有名 な 団体 「 芸 術 世界 」 の 
バク スト 、 ベ ヌ ア 、 ビ リー ビン 、 


/ 
ゴロ ヴィ ン 、 レー リフ 、 セロ ҳу 
ー フ 、 ツ ソ モ フ 他 の 傑作 だ 。 NN 


また 、 こ こ で は シャ ガー ル 、 
カン ジン スキ ー 、 マレ ー ヴ 
ィ チ の 初期 の 作品 、 ベ トロ 
フー テ ヴ ォ ド キン と セレ ブリ ャ 
コ フ の 大 作 、 全 て の 流派 の 
ロシア ・ ア ヴァ ン ギ ャ ルド の 
作品 が ある 。 また 、 ツ 連 芸 術 
で は フィ ロ ノ フ 、 グラ バリ 、 サリ 
ヤン 、 ピ メ ノ フ の 傑作 も 展示 
され て いる 。 


カジ ミー ル ・ マ レー ヴィ チ 
「 女 性 の 肖像 画 」 1910 年 代 


バル トロ メオ ・ カ ル ロ ・ 
ラス トレ ッ リ 

「 ア ン ナ 女帝 と 
黒人 の 従 僕 」 


ベ ヌ ア 棟 
ロシア 美術 館 の 西 の 2 階 建て の 棟 。 
これ は 1910 年 代 レ オン チー・ ベ ヌ ア 
と セル ゲイ ・ オ フシ ャ ニコ フ の 設計 に 
よっ て 建て られ 、 近代 芸術 の 展示 用 
の 建物 と な っ た 。 建築 家達 は 、 ロッ 
シ の 統一 され た アン サン ブル を 損ね 
な いよ う 、 建 物 を 古典 主義 様式 で 装 
飾 し た 。 現在 ベ ヌ ア 棟 2 階 で は 20 世 
紀 の ロ シア 絵画 が 展示 され て いる 。 


黄金 の 装飾 品 ( 女 性 用 ) 
12 世 紀 前 期 
(キエフ ・ ル ー ジ ) 


ロシア 民族 芸術 
西 翼 部 1 階 で は ロシア 国内 の 


彫刻 職人 に よる 民族 芸術 作品 を 数 RE 
館内 の ほとん ど 全 て の ホー ル を 装飾 し て いる 。 多く 展示 し て いる 。 Taani ASi а 
最も 有名 な の は 「 黒 人 の 男の子 の 従 僕 」 を 連れ ( учити? | 
た アン ナ 女 帝 の ブロ ンズ 像 だ ろう 。 バル トロ メオ ・ Š SEC 0:10: 
「 OS KY O 
カル ロ ・ ラ スト レッ リ (1741 年 ) の 素晴らし い 作品 だ 。 oO a о 
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ウラ ジー ミル ・ ボ ロ ヴ ィ コ フス キー 
「 副 宰相 アレ クサ ンド ル ・ ク ラー キン 公 
の 肖像 画 」 1799 年 


18 世 紀 の 芸 術 

展示 品 は ロシア 人 画家 が 

18 世 紀 初 頭 の ヨー ロッ パ 絵 画 

の 模 條 か ら 始 まり (マト ヴェ ー 

エフ 、 ニ キー チン 他 ) 世紀 末 

に いか に し て 頂点 まで に 達し 
? た か (レヴ ィ ツ キー、 ボロ ヴィ コ 
7 フス キー 他 ) を 紹介 し て いる 。 


19 世 紀 の 芸 術 
19 世 紀 に お ける 世界 レベ ル の 巨匠 の 数 で 
ロシア に 比肩 する の は 、 お そら く フ ラン ス 
だ け だ ろう 。 ロシア 美術 館 で は この 時 代 の 
お な じみ の 傑作 を 数 点 展 示し て いる 。 プリ 
ュ ロ フ の 「 ポ ン ペ イ 最 後 の 日 」、 ア イヴ ァ ゾ フ 
スキ ー の 「 第 九 の 波 」、 レ ー ビ ン の 「 ザ ポロ 
ー ジ エ の コサック 達 」 等 。 


19 世 紀 前 期 の 


展示 は 、 ビ ザン ティ ン 派 の 画家 
に よっ て 制作 され た 10-11 世 紀 10; 
の イコ ン か ら 始 まる 。 後に ロシア ・ 
イコ ン 派 は 独自 の 発展 の 道 を 

見 つけ 、 ア ンド レイ ・ ル プリ ョ フ 

(1360 年 頃 - 1430 年 頃 ) の 時 、 ? 
その 芸術 性 は 頂点 を 迎え る 。 Á 

この ホー ル の 見 どこ ろ は ノ ヴ 

ゴロ ド 派 の イコ ン 画 だ 。 


イコ ン 画 「 上 旧約 聖書 の 
三位一体 」 一 部 | 
16 世 紀 中 葉 
(ノヴゴロド 派 ) 


イコ ン 画 「 聖 フロ ル 、 324717, 聖 ラ ウル 
15 世 紀 後 期 (ノヴゴロド 派 ) 


М Z ; 19 世 紀 の 
і Ж? 絵画 と 彫刻 
1 階 
а W 
古代 ロシア 
/ イコ ン 画 
2 階 Ж, 
イコ ン 1 


コン スタ ンチ ン ・ マ コフスキー 
「 妻 ユー リヤ の 肖像 画 」 1881 年 


イコ ン 画 「 大 天使 ガブ リエ ル 」 
(「 黄 金 の 髪 の 天使 」) 12 世 紀 


最初 に ロシア 美術 館 所 蔵 と な っ た 約 5 千 点 の 作品 は 、 
後に な っ て 何 度 も 増え た コレ クシ ョ ン の 最低 基準 を 決め た 。 
当時 、 美 術 館 の 運営 者 が 自ら に 課 し た 課題 は 、 一 つの 建 
物 の 中 に 「 で きる だ け 多 く の ロ シア 芸術 遺産 の 秀作 、 傑 作 
を 集め る こと 」 だ っ た 。 美術 館 に 最初 に 入っ て きた の は 、 
芸術 アカ デミ ー の 古代 キリ スト 美術 館 の 同名 コレ クシ ョ ン だ 
っ た 。 これ は イコ ン 画 の 貴重 な コレ クシ ョ ン の 基 と な り 、 有 名 
な ノヴゴロド 派 の イコ ン 画 を 展示 し て いる 。 


イコ ン 画 「 聖 ゲオ ル ギ ウ ス 」 


14 世 紀 末 一 15 世 紀 初 期 


ロシア 美術 館 は 1856 年 に モス クワ に 創立 され た トレ チ 
ヤ コ フ 幅 と 常に 比較 され る 運命 に あっ た 。 ロシア 美 
術 館 を 支え た の は 、18 一 19 世 紀 ペ テル ブル グ に 住ん で 、 


活動 し て いた 芸術 アカ デミ ー の 教授 や 卒業 生 で ある ロ 
セン コ 、 レ ヴィ ツキ ー、 ボロ ヴィ コフスキー、 カ ー ル ・ ブ リュ 
ロフ 、 キ プレ ンス キー 、 イ ヴァン ・ ヴ ィ タ ー リ 、 ピョートル ・ 
クロ ッ ト 、 ア レク サン ドル ・ イ ヴァ ー ノ フ 、 プ ルー ニ 、 ク イ 
ンジ 、 ア イヴ ァ ゾ フス キー、 レ ー ビ ン 、 セロ ー フ だ 。 彼ら の 
優れ た 作品 は あや うく ペテルブルグ に 埋もれ て し まう と ころ 
だ っ た が 、 後 に ロシア 美術 館 に 収蔵 され る よう に な っ た 。 


イヴ ァ ン ・ ビ シュ ニャ コ フ 
「 サ ラ ・ エ レノ ー ル ・ フ ェ ル モー ル の 肖像 画 」1749 年 


カー ル ・ ブ リュ ロフ 
「 ポ ン ペ イ 最 後 の 日 」 1830 一 1833 年 


x 


ゲン リヒ ・ セ ミラ ツキ ー 
「 エ レシ ウス の ポ セ イ の フリ ナ 」 1889 年 
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ロシア 美術館 


イヴ ァ ン ・ ア イヴ ァ ゾ フス キー 
「 第 九 の 波 」 1850 年 


イリ ヤ ・ レ ー ピ ン 
エ の コサック 達 が トル コ の スル タン に 手紙 を 書く 」 1880—1891 


「 ザ サポ ロー ジ 
- 


Г 
L$ 


ミハイル ・ ネ ステ ロフ 


19 世 紀 後 半 の ロシア 画 派 は 、 
一 連 の 優れ た 名 匠 を 輩出 し た 。 
代表 的 な の は イヴ ァ ン ・ ア イヴ ァ ゾ 
ンス キー、 イ リヤ ッ ツ ー ビ ピン 、 ヴ ァ シ ジン 
ー リ ー・ ポ レノ フ 、 ミ ハイ ル ・ ネ ステ 
ロフ 、 ヴァレン チン ・ セ ロー フ 、 ヴィ 


クト ル ・ ヴ ァ ス ネツ ォ ー フ 、 ヴァ ン ・ 
クラ ムスコ イ 、 イヴ ァ ン ・ シ ー シ キ ン 
他 多 数 。 彼ら は 全て 古典 主義 絵 
画 の 抽象 性 と 風俗 画 の 大 げ さ な 修 
飾 か ら 脱 す る こと が で きた 。 


ヴァ レン チン ・ セ ロー フ 


「 大 剃髪 式 ( 修 道 女 と な る た め の 剃 髪 ) 」 1898 年 「 ユ スー ポ フ 公 妃 の 肖像 画 」 1902 年 
122 


ニコ ライ ・ レ ー リ フ 
「 海 の 向こう か ら 来 た お 客 」 19024 


コン スタ ンチ ン ・ ソ モ フ 
「 コ ロン ビー ナ 」 1915 年 


a! 


クジ マ ・ ベ トロ フー ヴォ ドキ ン 
「 聖 母 マリ ア 」 1914 一 1915 年 


19 世 紀 末 か ら 20 世 紀 初 め は ロ シ 
ア 芸 術 が よう や く 世 界 的 評価 を 得 た 
ロシア 芸術 史 の 黄金 期 で ある 。 画家 
達 の 中 で その 名 誉 が ロシア 国外 に 
まで 広まっ た の は 、 ロ ッ シ 、 ニコ ライ ・ | 
レー リフ 、 ミ ハイ ル ・ ブ ルー ベリ 、 ヴァ 
ジー リー・ カ ンジ ンス キー、 カ ジミ ー ル ・ 
マレ ー ヴ ィ チ 、 マル ク ・ シ ャ ガー ル 、 
アレ クサ ンド ル ・ ベ ヌ ア 、 レオ ン ・ バ ク 
スト 、 パー ヴェ ル ・ フ ィ ロ ノ フ 、 クジ マ ・ 
ベト ロフ ニテ ヴォ ドキ ン だ 。 


マル ク ・ シ ャ ガー ル 
「 散 歩 」 1917 年 
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カジ ミー ル ・ マ レー ヴィ チ 
TER) 19094 


パー ヴェ ル ・ フ ィ ロ ノ フー 
「 マ ー ス レニ ッ ツ ァ 」 1913 一 1914 年 


マル ス 広 場 


築 家 ヴァ シー リー・ ス ター ソフ 


ピョートル 1 世 と エカチェリーナ 1 世 の 夏 の 宮殿 建築 の 際 、 現 在 
の マル ス 広 場 の 場所 に あっ た 沼 か ら 始 まっ て いた モイ カ 川 の 
河床 は 、 フ ォ ン タン カカ 川 ま で 伸ばさ れ た 。 沼地 は 干拓 され 、 そ の 
場所 に 祝日 の 娯楽 や 花火 の た め の 広 大 な 広場 「 ツ ァ リ ー ツ ィ ン 
(女帝 の ) 草地 」、 別 称 「 娯 楽 草 地 」 が 設け られ た 。 

その 後 パ ー ヴ ェ ル 1 世 は 近衛 連隊 の 演習 の た め に この 曹 地 を 
使用 し 、 こ こ に 二 つ の 勝利 の モニ ュ メ ント 、 ルミ ャ ン ツ ェ フ スキ ー・ 
オベリスク (1799 年 、 建 築 家 V. ブ レン ナ 、 現 在 芸 術 ア カ デ ミ ー 
の 小 公園 に 設置 ) と 大 元帥 アレ クサ ンド ル ・ ヴ ァ シ ー リ エ ザ ヴィ チ ・ 
ス ヴ ォ ー ロ フ 像 (1801 年 、 彫刻 家 M. コ ズ ロ フス キー) を 建て た 。 
ス ヴ ォ ー ロ フ 像 は 、 軍神 マル ス の 姿 で 作ら れ た 。 

19 世 紀 マ ルス 広場 は パ ヴ ロ フ スク 近衛 連隊 の 演習 や 衛兵 の 
交代 、 パ レー ド 、 伝 統 的 祝祭 日 の 国民 の 野外 行事 の た め に 使 
われ た 。 1820 年 代 カ ル ロ ・ ロ ッ シ の 設計 に よっ て マル ス 広 場 は 
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「 マ ルス 広場 の ハス ヴォー ロフ 像 」 
建築 家 ミ ハイ ル ・ コ ズ ロ フス キー 
1801 年 


ガリ ゴー リー・ チ ェ ル ニ ェ ツ ォ ー フ 「1831 年 10 月 6 日 ツァ リー ツイ ン ( 女 帝 ) 草 地 で の パレ ー ド 」 1837 


設計 し 直さ れ 、 そ の 際 広 場 の 北 の 部 分 は 橋 の 手前 に ある 小 広場 
に な っ た 。 トロ イツ キー 橋 は 当時 広場 前 の 般 船 で ネヴァ 川 左岸 と 
べ ペテルブルグ の 島 を つない で いた 。 

1917 年 の 革命 事件 (2 月 革命 ) 後 、 マ ルス 広場 で 革命 犠牲 者 の 埋 
発 式 が 執り 行わ れ た 。 その 際 1917 一 1919 年 レフ ・ ル レ ド ネ フ の 設計 
で 「 革 命 の 闘士 」 の 像 が 建て られ た 。 

1920 年 、 建築 家 イ ヴァ ン ・ フ ォ ー ミ ン は 広場 を 何 も な い 広 々 と し た 
スク ウェ ア に し た 。 マル ス 広 場 の 西側 か ら ス パー ス ・ ナ ・ ク ラヴ ィ ー 教 
会 の 鮮やか な クー ポラ が 見 える 。 


ニコ ライ 2 世 時 代 の 
マル ス 広 場 の パレ ー ド 
1903 年 5 月 


19 世 紀 半 ば 
マル ス 広 場 の 
マー スレ ニッ ツァ の お 祭り 
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フォ ンタ ンカ 川 か ら 見 る ミハイル 城塞 


モイ カ 川 を 水源 と する フォ ンタ ンカ 川岸 に 企む 壮大 な 城 寒 
は 1796 一 1800 年 に 建て られ た 。 エリ ザ ヴ ェ ー タ ・ ペ トロ ー ヴ ナ 
女帝 の 夏 の 宮殿 が あっ た その 場所 で 、1754 年 帝位 の 後継 者 
パー ヴェ ル が 生ま れ た 。 即位 (1796 年 ) 後 パ ペー ヴェ ル 1 世 は 
冬 宮 に 住む こと を 望ま ず 、 lipig ы ны O 
べく 老朽 化し た 木 : о 設計 は 皇帝 自身 の 
スケ ッ チ を も と に ヴィ ンチ ェ ン ツ ォ ・ プ レン ナ (1747 一 1820 年 ) 
に 任せ られ た 。 巨 大 な アン ピー ル 様 
式 の 建物 М の 方 を 水 で 取り 囲ま れ 、 
р. 宮殿 の 衛兵 が 立っ て いる 
Ж s е: と が 出来 
т, 衛兵 詰所 は 正面 広場 の 宮 
殿 に 隣接 する 南 境 に あっ た 。 そこ で は 
宮殿 の 馬術 練習 場 と 宮殿 の 厩舎 が 建 
て られ て いた 。 広場 の 中 心 に は ピ ョ ー 
トル 1 世 の 騎 馬 像 が 設置 され て いた 。 
建物 は 、 東 翼 部 に 置か れ た 高い 挫 塔 と 
上 字 架 が 頂 に ある 宮殿 教会 「 大 天使 ミカ 
ыч | (ロシア 語 で ЛЛ に ちな ん で 、 
ミハイル 城 寒 と 名 づけ られ た 。 


南 フ ァ サ ー ド の 
パー ヴェ ル 1 世 の 


ピョートル 1 世 像 
1800 年 城塞 の 南 フ ァ サ ー 


ド 前 の コン ネタ ー ビ レ 広場 | 
トル 1 世 の 騎 馬 像 | 


が 設置 され た 。 その スケ ッ 


チ ド ラス トレ ッ リ ( 父 ) が ロ シ 


し て ま も な い 1716 年 


. し た も の だ 。 л は 


を 広場 に 移す - ま で 長い 


間 ふ さわ し い 場 所 を 見 つ 
ける こと が で き な か っ た 。 


コン ネタ ー ビ レ し 広場 
19 世 紀 初 頭 


「 パ ー ヴ ェ ル 1 世 像 」 
ミハイル ・ ゴ レヴ ォ イ 
2000 年 代 


歴史 情報 


城塞 の 南 フ ァ サ ー ド の 大 理 
石 が 上 張り され た フリ ー ズ 
( 壁 の 帯状 装飾 ) ( 右 図 ) 
上 の 聖書 か ら の 引用 文 に 人 
々 は 足 を 止め る 。「 朋 oMy 
твоему подобаетъ 
святыня Господня въ 
долготу ne (AOR 
は 神 に よっ て 長く 光 に 照ら 5 さ 
れ て いる だ ろう ) J 

し か し ミハイル 城塞 が パー ヴ 
ェ ル 1 世 の 居 城 だ っ た の は 、 
わずか 40 日 間 だ け だ 。 
1801 年 彼 は 宮殿 の 寝室 で 
絞殺 され た 。 陰謀 の 首謀 
者 と され て いる の は 一 宰相 
パー ニン 、 海 軍 将 官 リ バー 
ス と ペテルブルグ 総督 パー レ 
ン 伯爵 だ 。 この パー ニン が 皇 
太子 アレ クサ ンド ル に 摂政 
職 設立 を すす め た と みな さ 
れ て いる 。 し か し 、 ア レク サン 
ドル 自身 は 1797 年 に 書い 
て いる 。「 父 は 全て を 改革 し 
た が っ て いる 。 全て が 頭 の て 
っ ぺん か ら 足 の 爪先 まで 変 
わっ て し まっ た 。 これ は 無 秩 
序 を 増加 させ る だ け だ 。 私 
の 不幸 な 祖国 は 筆舌 に 尽く 
し 難い 状況 に ある 。 農民 は 
怒り 、 商 人 は 徐 屈 な 思い を 
させ られ 、 ары Кд 
福 は な く な っ て し まっ た ・… 
スウ ェ ー デ ン 外 交 官 ステ ティ 
ング が 1802 年 スウ ェ ー デ ン 
国王 グスタフ 4 世に 充て た 
公用 文書 か ら も 同様 に 、 
「 陰 謀 は 現在 の 皇帝 (アレ 
クサ ンド ル 1 世 ) の 了承 を 得 
て 計画 され た 」 と ある 。 ステ デ 
ィング は また 「 陰 謀 は (デン マ 
ー ク で 行わ れ て いる 摂政 政 
治 の よう に ) パー ヴェ ル 1 世 を 
を 最高 統治 者 に し た まま 、 
実権 だ け を 取り 上 げ る た め 
の も の だ っ た ・・・」 と 書い て 
いる 。 し か し パー ヴェ ル 1 世 は 
断固 と し て 摂政 政治 設立 に 
関す る 書類 に サイ ン す る の を 
拒否 し た 。 


上 空 か ら 見 た 城塞 


O 


南 フ ァ サ ー ド の 正面 乗 入 品 


宮廷 の 陰謀 を 恐れ た 
パー ヴェ ル 1 世 は 家族 
共に 、 ミ ハイ ル 城 塞 に 移り 
。 建物 は まだ 最後 
まで 出来 上 が っ て お ら ず 、 
BED REVIT RISTE, 
この 防護 SCE аьаа 
が 隠れ 家 の 役 割 を 果たし 
て くれ る こと を 願っ た の だ 。 
し か し 同年 3 月 11 日 、 理由 
は 現在 まで も 明らか に され 
て な い が 、 陰謀 者 た ち は 
何 の 障害 に も 遭う こと な く 、 
パー ヴェ ル 1 世 の 部 屋 ま で 
辿り 着き 、 締 殺し た 。 翌朝 、 
彼 の 息子 、 皇 太子 アレ ク 
サン ドル が 新 和 皇帝 と し て 
宣言 され た 。 

アレ クサ ンド ル 1 世 は 自 
分 を 即位 させ た 不吉 な 思 
い 出 が ある 城塞 を 、 官 更 
の 住居 と し て 下げ 渡し た 。 
宮殿 を 飾っ た 彫刻 や 絵 
に は ルー ベル ス と ティ エ 
ポロ の 傑作 、 ア ント ニオ ・ 
ヴィ ギー、 カル ロ と ピエ トロ ・ 


スコ ティ に よる 天井 装 
飾 作品 、 何 千 も の 装飾 


美術 工芸 品 が あっ た ` 
それ ら は 別 の 宮殿 に 運 
び 出 され た り 、 オ ー ク シ 
ョ ン で 売ら れ た り し た 。 
1820 年 城塞 は 工兵 学 
校 に 譲ら れ 、1823 年 公 
式 に イン ジェ ニ ェ ー ル 
(技師 ) と 改名 され た 。 
で は 有名 な 技術 部 隊 将 衝 
トト レベ ン 、 セ ー チ ェ ノ フ 
(ロシア の 生理 学 の 創始 者 ) 
や 作家 ドス ト エ フス キー 
が 勉強 し て いた 。 
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{ ДЕН) 


Ф 2—2, р. 320 


KERER, DHF — J 21k 2 IK С, Wa E Z UT — 
リー・ オ ル ロ ー フ へ の 贈り 物 と し て 建て られ た 。 エカチェリーナ 
л E т AE 
と 書い て いる 。 SR ェクト は ロマ ン 派 イタ リア ・ 
ロコ コ 様 式 の 巨匠 アン ・ リ ナル デ «(1709 17944) に 任せ 
られ た 。 彼 は バ ロ ・ а. 古典 主義 様式 を 初め て 融合 させ た 
ジャ ン ・ レ メル シェ エ (1575 頃 一 1654 年 ) の 手法 を 手 本 と し て 月 
いた 。 宮殿 の 起工 式 は 1768 年 に 行わ れ 、 建設 は 1785 年 に 完了 
し た 。 宮 展 は ペテルブルグ の 他 の 漆喰 芝 り の 建築 物 の 中 で 
際 目 を 引く 大 理 石 の 外装 に ちな ん で 名 づけ られ た 。 

革命 後 、 様 々 な ソ連 の 施設 が 何 の 配 慮 も な く 使用 し た た め 、 そ の 
内 装 は ほとん ど 台 無し に な っ て し まっ た 。 現在 大 理 石 宮殿 に は 、 
ロ シ プ 美術 館 の 展示 室 の 一 部 が 置か れ て いる 。 ロシア 美術 館 は 、 
既に 数 年 、 大 理 石 宮殿 の 修復 を 計画 的 に 行っ て いる 。 

リナ ルディ が 設計 し た イン テリ ア で 現在 まで 保存 され て いる の は 、 
大 理 石 の 間 と 正面 階段 の み だ 。 この 二 つ は 大 き さ で も 、 金 箱 の 輝 
き で も 優れ て いる わけ で は な い が 、 い く ぶ ん 重厚 な ルネ ッ サ ンス の 

建築 様式 で 、 MD 大 理 石 の 間 も ほ と ん ど 同 じ 


様式 で 装飾 さ 、 そ の 装飾 に は 何 十 種 類 も の 貴重 な 天然 石 が 使 | 


われ て いる 。 сб E ffi Cu AZ OD 1. 黄色 の イタ リア 産 大 理 石 と 
ポエニ 戦争 の AM コ ズ ロ フス キー 制作 の 
天 藍 石 の 浅 浮 彫 ЭК 0 


大 理 石 宮 典 の 中 許 
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ゴシック 様式 の 
アパ ル タ メ ント 
19 世 紀 末 ゴシック 様式 で 装 
飾 さ れ た 。 依頼 主 は 1888 年 
に 城 
コン スタ ンチ ー ノ ヴィ チ 大 公 だ 。 


大 理 石 宮殿 の 小 公園 
(スク ウェ ア ) 

1788 年 に 作ら れ た スク ウェ 
ア に は 、 そ の 8 年 前 まで 赤 
の 運河 が あっ た 。 南側 と ネ 
ヴァ 川 側 に は 花岡 岩 の 柱 
D СУ ОМ р) 
れ て いる 。 これ は 有名 な 
夏 の 庭園 の ネヴァ 川沿 い 
の 鉄 村 と 同じ 様式 で ある 。 
1994 年 スク ウェ ア の 真 ん 
中 に 、 パ オロ トル ベツ キー 
制作 の アレ クサ ンド ル 3 世 像 
(1900 年 代 ) が 設置 され た 。 
記念 像 は 当初 ズ ナ メン ス 
カヤ 広場 に 設置 され て い 
た が 、 革命 後 取り 外さ れ 、 
長い 間 ミ ハイ ル 城 塞 の 中 
庭 に あっ た 。 これ は 20 世 紀 
初頭 を 代表 する きわ め て 
貴重 な 彫像 の 見 本 で ある 。 


っ た コン スタ ンチ ン ・ 


| 大 理 石 の 間 


SWe や そこ 


RST TW 
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@ 2—k2,3, р. 318 


HORE ERD 7R iK 


パ ヴ ィ リオ ン 、 
で 「 フ ラン ス 式 庭園 」 と 名 づけ られ 


に 行っ た こと が な か っ た が 、 
1698 年 ) 、 滞在 し た ポー ラン ド で 
ンス 式 庭園 を 見 て 、 そ の アイ ディ ア 
夏 の 庭園 の 開発 は ネヴァ 川 左 / 


彫刻 の ある 整形 式 庭園 は 


フォ ンタ ンカ 川 ( 当 時 「 エ ー リ ク 
に 流れ 込む と ころ か ら は じ ま っ た 。 F 


ル の 島 に な っ た 。 Е 
ンタ ン ( 噴 水 ) 川 と 名 づけ られ て vV 
カカ と 呼 
住居 の 建設 作業 を 行っ た の は 


彼 の 設 at 8 “FF be 初 に 
ズー ボ フ の 有名 な 版画 に も と 


ピョートル 1 世 が 作っ た も の は 
洪水 で 壊さ れ た ピョートル の 噴水 
シス テム も 、 昔 の パ ヴ ィ リオ ン も 、 
温室 も 花 も 残っ て いな い 。 し か し 
基本 的 な 並木 道 の 配置 と 彫刻 税 
は ピョートル 時 代 の 遺産 だ 。 
庭園 の 大 部 分 の 大 理 石彫 刻 は 
ピョートル 1 世 が 信頼 を お いた 人 
々 に よっ て イタ リア で 買い 付け ら 
れ て きた も の だ 。 その 中 の 一 人 
ユー リー・ コ ログ リー ヴォ ブフ は 有 
名 な ヴィ ー ナ ス 像 (p.71) の 購入 
に 成功 し た 。 当時 アン ティ ー ク の 
ое マハ か 
ら こ の 像 を 運ぶ た め に 、 ピ ョ ー ト 
ル 1 世 は 彫像 と レー ヴェ リ ( エ スト 
ニア 共和 国 の 首都 タリ ン の 旧名 ) 
で 奪取 し た 聖 ブ リ ギ ッ タ の 聖和 骸 
(ミイ ラ ) を 交換 し な く て は な ら な 
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À. 夏 の 庭園 は 四 ea 


1710 年 代 そ の 作業 は オラ ンダ 人 ヤン ・ ロ ー ゼ ン 
夏 の 庭園 を 描写 し た ( 右 下 図 ) ア レ 
づい て いた 。 

幾 世 紀 も か け て 木々 が 茂っ た 現在 の 外観 で 


夏 の 庭園 


よ ヨ ー ロ ッ パ 
た が 、 ス タン ダー ル 


が 指摘 し て いる よう に 、 フ ラン ス 人 は この 様式 を イタ リ 
ア 人 か ら 借 用 し た の だ 。 1704 年 ペテルブルグ に 最初 
の 庭園 を 建設 し た ピョートル 1 世 は 、 
大 使節 団 の 時 代 (1697- 

、 ア ウ グ ス ト 2 世 の フラ 


当時 まだ フラ ンス 
f 


を 拝借 し た の だ ろう 。 


E、 不 ヴ ア 川 の 水 が 


A 名 ыу 
IDEOVE 


建設 し た 。 噴水 の 水 は 、 フ ォ ン タン カ (エー リク ) 川岸 
た 給水 塔 の ポン プ に よっ て 送り 込ま れ た 。 その た め 、 に IN 
その 後 、 た だ フォ ンタ ン 
ば れる よう に な っ た 。 1705 一 1706 年 ピョートル 1 世 の 夏 の 
、 画 家 イ ヴァ ン ・ マ ト ヴ ェ ー エ フ だ 。 
に 任せ られ た が 、 


\ た が 、 


アレ クセ イ ・ ズ ー ボ フ 「 夏 の 庭園 」 版画 


、 白 烏 運河 、 


川 ы е 
ピョートル 1 世 は 庭園 Еко жилт ム を 


に 建て られ 


クセ イ ・ 


、 夏 の 庭園 の 中 に 
ほとん ど 残っ て いな い 。 1777 年 の 


ピョートル 1 世 の 
夏 の 宮殿 

1710 一 1714 年 夏 の 庭園 の 
角 に 2 階 の 石造 り の 宮殿 が 
建て られ た 。 唯一 見 られ 
る ファ サー ド の 装飾 は 、 現 
再 の 間 (p.194) の 有名 な 
作者 で ある アン ドレ アス ・ 
シュ リュ ッ テ ル に よっ て 
制作 され た е 彫 の 

装飾 避 で ある 。 宮殿 内 の 
部 屋 (16 室 ) т. 木彫 り 、 
オラ ンダ 製 タ イル 、 天井 画 
で 飾ら れ て いる 。 


1717 年 


夏 の 庭園 の 
中 央 並木 道 


クル イィ ロフ 像 
偉大 な 富 話 作家 イヴ ァ ン ・ 
アン ドレ ー ヴ ィ チ ・ ク ルイ ロフ 
(1769 一 1844 年 ) の ブロ ンズ 
像 は 、1856 年 庭園 に 設置 
され た 。 彼 は 自分 の 作品 の 
交 場 人 物 が 描か れ た 台座 
の 上 に 重々 し く 座 っ て いる 
(彫刻 家 P. ク ロッ ト ) 。 


か っ た 。 1725 年 頃 まで に A は お よそ 200 に 達 
部 は 別 の 宮殿 や 公園 に 
この 彫 刻 や 胸像 の 数 は 半分 
> グル ゾー ニ 、 
カル タリ 、 ク ヴェ ッ リ ム ス 他 の 優れ た バロック の 巨匠 の 作品 だ 。 最も 有名 
な の は 、「 ニ スタ ッ ト の 講和 (北方 戦争 終結 )」 Өт FEI) о 
これ は 皇帝 の 注文 で ピエ トロ ・ бо 
ピョートル 1 世 の 死後 、 べ テル ブル グ 


し て いた 。 後に 
われ 、 現在 こ 
ッ タ 、 ボナ ッ ツ アァ 


は 辻 ) を 具象 化し た 二 
みつ け て いる 。 
1760 年 代 未 夏 の ) 
され 、 花岡 岩 が 敷き 


ЕЛС ko Cus 
ある 。 1820 年 代 庭 園 に 
ウス (建築 家 L 


れ た 。 コー ヒー ハウ ス を 建設 し た ロッ シ は ピ ョ 
こ マ ッ タ ル ノ ヴ イィ と ニコ ロ ・ ミ ケ 

よっ て 建て られ た パ ヴ ィ リ 

жт) 」 を 再建 し た 。 


ー ト ル 1 世 時 代 ( 
ッ テ ィ の 設計 に 
オン 「 グ ロッ ト ( 


ピエ トロ ・ バ ラッ タ 1720 年 代 
「 ニ スタ ッ ト の 講和 の 寅 意 像 」 


詰め られ た 。 その 後 、 こ пасык 
имон ЕЕ Т УКН (1784F Жа, フェ リ テ ン ) 
が 建て られ た 。 これ は 高き 4m の 36 本 の 花岡 岩 柱 の 間 を トル コ の 

され た 鉄 村 が 飾る 壮大 な 建築 物 で 


. シ ャ ルレ マン 、K. ロ ッ シ ) が 現 


ビン ーッ 


一 部 は 天災 で 失 
s これ は バラ 
タル シア 、 グロ ペッ リ 、 グリ ヤ ピ エト ラ 、 


よっ て 制作 され 、1726 征 
運ば れ た 。 勝利 と 平和 ы 
人 の 女神 は 、 рацо ае ааа 
庭園 が 面 し て いた ネ ヴ フ dale 通り が 拡張 

、 間 違い な く この ジ 


ティ ー ハ ウス と コー ヒー ハ 


э 


ni 


ネフ スキ ー 大 通り 


サド ー ヴ ァ ヤ 通り か ら ブ フォ ンタ ンカ まで 


⑧ 2—k6, m7 


ヴァ シー 


サド ー ヴ ァ ヤ 通り か ら フ ォ ン タン カ ま で の ネフ スキ 
ー 大 通り の 奇数 側 区 の 広大 な アン サン ブル の 歴史 
は 女帝 エリ ザ ヴ ェ ー タ ・ ペ トロ ー ヴ ナ が 統治 し て いた 
1741 年 8 月 まで 遡る 。 女帝 は 「 建 築 家 ゼム ツ ォ フ の 立 
て た プロ ジェ クト に 基づい て アー ニチ コ フ 橋 の そば 
に 石 と 木造 建築 物 を 建て る よう に 命令 し た 」。 建物 正 
面 で は な く 、 側面 翼 が ネフ スキ ー 大 通り に 面 し て いる 
アー ニチ ョ コ フ 宮 殿 の 配置 は 奇妙 に 思わ れる が 、 こ の 
建物 は 最初 か ら フ ォ ン タン カ 川 に 向け て 造ら れ た 。 
1830 年 頃 ア ー ニ チコ フ 領 地 の 一 部 が 、 現在 アレ クサ 
ンド ル ・ オ スト ロフ スキ ー ド ラマ 劇場 (1823 一 1886 年 ) 
と いう 名 の 劇場 広場 に 割り 当て られ た 。 
ネフ スキ ー 大 通り の 反対 (偶数 ) 側 に は 、 エ カチ 
ェ リ ー ナ 2 世 時 代 に 開発 され た 小 サ ドー ヴァ ヤ 、 
| カラ ヴァ ン ナ ヤ と いう 2 つの 通り に よっ て 3 つ に 分 け 
られ た 区 が ある が 、 そ こ に は 19 世 紀 か ら 20 世 紀 を 
代表 する 建物 が 立ち 並ん で いる 。 18 世 紀 中 葉 こ こ 
に は 多く の 伝説 を 生ん だ 人 物 イ ヴァ ン ・ シ ュ ヴ ァ ー 
ロフ の 屋敷 が め あっ た 。 シュ ヴァ ー ロ フ は 優れ た 政治 


家 で 、 モ スク ワ 大 学 と 芸術 アカ ラ の 創立 者 と 
いう 肩書 き を 持つ が 、 ハ ン サ ム で 好事家 で も あり 、 


ЕС ЕЕ ЬО РАТЕ, 
屋敷 は エリ ザ ヴ ェ ー タ ・ ペ トロ ー ヴ ナ 女 帝 の 夏 の 大 
接し て いた 。 この 庭園 は 屋敷 の 
改造 を 繰り 返す うち に 失わ れ て し まっ た 。 その 存 
在 を 現在 推量 る こと が で きる の は 、 ミ ハイ ル 城 塞 
(p.126) 前 の スク ウェ ア だ け だ 。 19 世 紀 か ら 20 世 紀 
初頭 に か け て 、 こ の 地区 の 残り 0 を 占め て いた の は 、 
| 隙間 な く 続 く 建 築 物 と マネ ーシュ 広場 の ある 区 域 だ 。 


「 エ カチ ェ リ ー ナ 2 世 像 」 
ミハイル ・ ミ ケー シン шот 


Ж” £ 


ыд ныл, y 


りー ドー ヴ ミ コジ 「 ア レク サン ドル 劇場 」( ネ フス キー 大 通り の パノラマ の 一 部 ) 版画 


al 東 フ ァ サ ー ド が 宮殿 に 隣 


1830 年 


サド ー ヴ ァ ヤ 通り 接する 聖 イ オア ン ナ ・ イ ェ 
Ф 2-k6 ル サ レ ム ・ カ トリ ッ ク 教 会 
ネフ スキ ー 大 通り と 西 | が 建て られ た 。 

の 町 は ずれ を 結ぶ ペ テ | 

ルプ ブル グ で 最も 長い 通り 


の 一 つ (5km) 。 通り は ピ | イタ リヤ ンス カヤ 
ョ ー ト ル ・ — A] (イタ リア ) 通り 
計 に よっ て 敷 か れ た 。 t | @2-К6 


は 与え られ た 課題 を ネ Z J サド ー ヴ ァ ヤ 通り の 北 
スキ ー 大 通り か ら フ ォ ン ダ タ | 
ンカ の 河口 が は じ ま る 郊 
外 の ペ テ ル ゴ フ 街 道 まで 


の 区 域 は イタ リア 通り と 交 
差し て いる 。 この 通り に シ 
ュ ヴ ァ ー ロ フ ブ 宮 殿 (1753 年 


アレ クサ ンド ル 劇 場 

1755 年 , 建 築 家 S. チェ 
| ヴァ キン スキ ー) の 一 部 
が 面 し て いる 。 1 つの プロ 


直線 を 引く と いう こと 
で 簡単 に 解決 し た 。 
1820 年 代 カ ル ロ ・ ロ ッ シ 


の 設計 に YA Ly} | ッ ク を お いて 、 イタ リア 通 
し 角 を つけ て 北 へ へ 伸 ば | り は 、 こ じん まり と し た 三角 
され 、 ネフ スキ ー 大 通り | 形 の マネ ーシュ 広場 と 交 


差し て いる 。 この 広場 は 
1990 年 に 歩行 者 専用 に 
な っ た 小 サ ドー ヴァ ヤ 通 り 


と ネヴァ 川 と つない だ 。 
サド ー ヴ ァ ヤ 通り に は 
ガス チー ヌィ ・ ド ヴォ ー 


ル の 向かい に 巨大 な 鉄 | に よっ て ネフ スキ ー 大 通 
棚 で 通り か ら 隔 て られ て | り と 結ば れ て いる 。 ここ に 


いる ヴォ ロン ツ ォ ー フ 宮 | 1999 年 興味 深い 銅像 
殿 が ある 。 この 宮殿 は 
1749 一 1757 年 ラス トレ | シヴァ ー コ フ ) 、2001 年 に 
ッ リ に よっ て 、 宰 相 ミ ハ | 「 写 真 家 像 」( 彫 刻 家 B. 
イル ・ ヴ ォ ロ ン ツ ォ ー フ 
(1714 一 1767 年 ) (エリ 
ザ ヴ ェ ー タ 女帝 の 従姉 
妹 ア ン ナ ・ ス カ ヴ ロ ンス | 
カヤ の 夫 ) の た め に 建て 
られ た 。 1798 年 パー ヴェ 
ル 1 世 は 旧 宰 相 の 宮殿 を 
マル タ 騎 士 団 に 譲っ た 。 
また 、 マ ル タ 騎 士 団 の た 
め に 1798 一 1800 年 ク ヴ ァ 
レン ギ の 設計 に よっ て 、 


ヴォ ロン ツ ォ ー フ 宮殿 


「 優 し い 犬 」( 彫 刻 家 V. 


E 


ペトロフ) の 彫刻 が 設置 
され た 。 だ いた い 同 じ 頃 、 
花岡 岩 の 噴水 が 建て 
られ 、 т Ше ТО) 
銅像 が 設置 され た 。 


オス トロ フス キー 広場 と 
アレ クサ ンド ル 劇 場 
Ф 2-k6, p. 316 
1743 年 エリ ザ ヴ ェ ー 
女帝 は アー ニチ コ フ 
橋 の そば の 新 邸 宅 に 
庭 を 造る た め に 日 頭 で 
イギリス 人 ルイ ス ・ キ ン 
ダー・ テ イ パ ー ス の 農 
民 屋 敷 の 庭師 を 自分 
の 宮殿 に 連れ て くる よう 
命令 し た 。 1820 年 代 末 
この 庭園 は 、 和 建築 家 カ 
ル ロ ・ ロ ッ ジ に よっ て 建 
築 さ れ た ヨー ロッ パ 最 
大 の ドラ マヤ 劇場 の ー つ 
(1400 席 ) で ある アレ ク 


サン ドル 劇場 に 譲ら れ 
た (劇場 の こけ ら 落 と し 
は ニコ ライ 1 世 と 皇后 ア 
レク サン ドラ ・ フ ョ ー ド ロ 


建築 家 ロ ッ シ 通 り 


= エリ セー エフ 兄弟 


ロモ ノー ソフ ブフ 橋 


| ヴ ナ 出席 の も と 


| 計 に 携わり 、 


マネ ーシュ 広場 


の 商館 
(食料 品 店 ) 


公共 図書 館 


アレ クサ ンド ル 劇 場 


、1832 年 


18 月 31 日 に 行わ れ た )。 


ロッ ジ は 1818 年 か ら | 


1828 年 まで の 10 年 間 設 
すでに ある 
建築 物 群 に 3 つの 建物 
(本 劇場 と 、 現 在 建築 家 
の 名 前 で 呼ば れる 通り 
「 建 築 家 ロッ シ 通 り 」 
を 形成 し て いる 二 つ の 巨 
大 な 勤務 棟 ) を 加え た 。 
作業 は 長年 に わた っ て 
続き 、 ニ コラ イ 1 世 を 喜ば 
せる た め に 造ら れ た アン 
サン ブル に よっ て 、 名 建 
築 家 ロッ シ の 作品 と は 思 
われ な いも の に な っ た 


| 国立 公共 図書 館 


Ф 2-к7 
世界 最大 の 図書 館 の 
・ つ で エカチェリーナ 


| 2 世に よっ て 創立 され た 。 


ザル ッ ス キー 上 兄弟 の 有 
名 な 本 の コレ クシ ョ ン 
(493077 +) が 図書 館 
設立 の 基 に な っ て いる 。 


т ЖА トロ フス キー 
広場 


ネフ スキ ー 大 通り の 眺め 


エカチェリーナ アー ニチ コ フ 麻 園 
2 世 像 


アー ニチ コ フ 
宮殿 


パ ヴ ィ リオ ン 


( 左 の 建物 は 旧 エ リセ ー エ フ 兄 弟 の 商館 ) 


| 国立 公共 図書 館 


(ロッ シ 棟 ) 


その 中 に は 女帝 の 命 
令 に より ポー ラン ド 分 割 
(1793 年 ) 後 、 べ テル ブル 
グ に 運び 込ま れ た 。 アレ ク 
サン ドル 1 世 は ここ 
の 蔵書 の 一 部 を 寄贈 し た 。 


| その 中 に は 有名 な ヴォ ル 


テー ル の 蔵書 、 ピョートル ・ 
ドゥ ブロ ンス キー に よっ 
て 集め られ た 古文 書 、 
9-15 世 紀 ヨ ー ロ ッ パ の 


| 挿絵 入り 本 が あっ た 。 


当初 図書 館 は アー ニ 
コ フ 庭 園 の パ ヴ ィ リオ ン 


жой 


の 一 つの 中 に あっ た が 、 
1796 年 エカチェリーナ 2 世 
の 命令 で ネフ スキ ー 大 通 
り と サド ー ヴ ァ ヤ 通り の 角 
館 専 用 の 建物 の 
建設 が 始ま り ( 建 築 家 E. 
ソコ ロフ ) 、1801 年 に 完 

し た 。 1820 年 代 カ ル ロ ・ 
ロッ シ は 本 の コレ クシ ョ 
| ン が 増大 し た こと に より 、 

A BE (C `: EE 818 
家 像 で 装飾 され た 新しい 
棟 を 建て 増し た 。 


Ф 2—k6, m7 


回 廊 と アー ニ 


アー ニチ ヨコ フワ 宮殿 
(p. 320) 
1741 年 の エリ ザ ヴ ェ ー 
タ 女 帝 即 位 ま で ベ テ ル 
ブル グ の 東 境 は フォ ン 


タン カ 川 で 、 アー ニ チ コ 
フ 橋 の そば に 衛兵 が 立 
っ て いた 。 その フォ ンタ 
ンカ の 向こう か ら は 郊外 
の 集落 が 始ま っ て いた 。 
同年 、 女 帝 は 橋 の そば 
の サド ー ヴ ァ ヤ 通り まで 
広がっ て いる 壮大 な 区 
域 を 購入 し た 。 ここ に 石 
造 の 宮 典 を 建設 する た 
め の 設 計 を 任 さ れ た の 


アー ニチ コ フ 宮 殿 
18 世 紀 半 ば 宮殿 の 前 に は 


パル テー ル ( 装 飾 平 庭 ) が 設 
Fol, 港 が あっ た 。 フォ ンタ 
ンカ と ネフ スキ ー 大 通り か ら そ 
の 庭園 と 港 を 分 けた の は 高く 
TIRAIT, RD ECE 
の 紋章 を 装飾 し た 柱 廊 で 囲 
われ た 屋根 付 の 遊歩 廊 が 設 
置 さ れ て いた 。 宮殿 の 側翼 廊 
上 の クー ポラ は 玉ねぎ 頭 の 円 
屋根 で 、 屋根 の 周り に は バ ロ 
уо от, 


134 


ネフ スキ ー 大 通り 


サド ー ヴ ァ ヤ 通り か ら フ ォ ン タン カ ま で 


チコ フ 橋 が 見 える ネフ スキ ー 大 通り の パノラマ 


は ミハイル ・ ゼ ムツ ォ フ 
(1688-1743) だ 。 ま も な 
くし て ゼム ツ ォ ブフ は 亡 く 
な り 、 その後 を 建築 家 
バル トロ メオ ・ フ ラン チェ 
スコ ・ ラ スト レッ リ が 引き 
=, 彼 は 数 箇所 加 


変え な か っ た 。 1751 年 宮 
殿 の キリ スト 復 括 教 会 
完成 し 、 成 聖 式 が 行わ 

= まで に 建物 


ファ サー ド が 多く の 装飾 


J Ж < 8 # G ñi DL 
高い 宮殿 は 、 ベ テル ブ 
ル グ で 最も 豪華 な 建築 
物 に な り 、1757 年 エリ ザ 
ヴェ ー タ 女帝 は これ を 
自分 の 愛人 ( 貴 農相 婚 


の 夫 , 一 説 に よる と 結婚 し 
て いた と も され る ) アレ ク 


セイ ・ グ レゴ ー リ エ ヴ 
ィ チ ・ ラ ズ モ フス キー 
(1709-1771) に 贈っ た 。 

ラズ モ フ ス キー の 死後 、 


Ja 2 世に 


住居 部 


アー ニチ 


られ た 。 
2 世 は 、 
チコ フ 邸 と その 庭園 を グ 
リ ゴ ー リ ー・ ポ チョ ムキ ン 
に 下賜 し た 
ー ニ チコ ョ プ 
に よる と 、 
の 1 階 に は 20 室 、2 階 の 


) う 屋敷 は エ カ チ ェ リ ー 

よっ て 買い 上 げ 
エカチェリーナ 
L776 年 。 ア ー ニ 


当時 の ア 
宮殿 の 目録 
「 大 きい 第 1 醒 


こ は 教 会 、 広間 と 


、3 階 に は 5 室 あ り 、 
IEE UEN 


… そ の 棟 
- つ の 大 き な 厨 房 


コ フ 庭 園 の パ ヴ ィ リオ ン 


が あっ た 」 と ある 


ВОО 


о 同 資 
料 に よる と 隣接 
ヴォ ロン ツ ォ ー フ 
ら 分 けら れ た 全 ア ン サ 
ンプ ルド に は 「 イ タリ ア 邸 」 
CE RE), TEO 
温室 (ガス チー ヌイ ィ ・ 

ド ヴ ォ ー ル 側 ) 、 厩 舎 棟 
な どの 14 以 上 の 建築 物 
が あっ た と 記録 され て 
いる 。 =O R £ 

紀 の 典 型 的 な 
ル グ 屋 敷 の 複雑 7 
経営 構造 が イメ ー ジ で 
き て 興味 深い 。 18 НЕ 
の 建造 物 の うち 、 宮 殿 | 
以外 は 一 つも 保存 され 
て いな い 。 宮殿 自体 も 
再建 が 繰り 返さ 】 
それ を エリ ザ ヴ = 
時 代 の も の に 分 類する 
の は 難し い 。 内 部 の 部 
屋 の 大 部 分 は 19 世 紀 、 
そし て 1930 年 代 に 根 
本 的 な 改造 が 行わ れ 、 
S=M. キ ー ロ フ の 決定 で 
児童 団体 に 移譲 され た 
(ピオ ネー ル 会 館 ) 。 


сч 


内 閣 
タ ヴ リー ダ 宮 殿 (p. 141) | 
整備 の た め の 資 ` 
要 と し て いた ポ Ма 
ジ は 、 ま も な くし て デー | 
== ыу сл 


っ た 。 再び それ を 買い 上 


げた の が エ カ チ ェ リ ー 
ナ 2 世 で 、 彼 女 は 屋敷 
自体 を 新しい 目的 で 使 
うこ と に 決め た 。 1794 年 


建築 家 エ ゴー ル ・ ソ コ 
ロフ は 宮殿 を 皇帝 官房 
(内 開 ) に 改造 し 、 


| 会 妃 エ カチ 


1796-1801 年 ネフ スキ 
ー 大 通り と サド ー ヴ ァ 


| 大 通り の 角 に 、 


た 。 18024 


フォ ンタ ンカ 沿い の | 


「 内 閣 屋 敷 」 の 南部 は 
アレ クサ ンド ル 1 世 に よ 
っ て ペテルブルグ 商人 
達 Ие, 彼ら の 
た め に ジャ コモ ・ ク ヴァ 
レン ギ は マー ケッ ト 回 廊 
(内 閣 回 廊 ) を 建て た 。 
е ェ ア 半 柱 

装飾 され た 3 
_ 美しい 建物 
まもなく し て アー ニ 
フ 屋 敷 は 再び 皇帝 の 所 
有 と な り 、 アレ クサ А № 
1 世 は 1809 年 6 月 28 日 
に 次 の よう に 述べ た 。 
「 内 闘 が ある 宮殿 の 
本 棟 は 、 妹 で ある 大 
ェ リ ー ナナ ・ 
パー ヴ ロ ヴ ナ に 結婚 
祝い と し て 与え る 」。 
内 閲 宮 殿 は ク ヴ ァ レ ン ギ 
に よっ て 設計 され た 回 廊 
内 に 移さ れる 。 その 隣 に 
1809 一 1810 年 ルイ ー ジ ・ 
ルス カ は 新しい 棟 を 増 
築 し た 。 


ー ニ チコ フ 庭 園 の 
パ ヴ ィ リオ ン 
1816 年 エ カ チ ェ リ 
ー ナ ・ パ ー ヴ ロ ヴ ナ 大 
公 妃 が 再婚 し 、 ロ シア 
を 去っ た 後 、 ア デー ニ 
チコ フ 宮 殿 は 彼女 の 
弟 ニ コラ イ 大 公 に 贈ら 
-。 建築 家 カ ル ロ ・ 
ロッ シ は 宮殿 の 改築 と 
同時 に 全 屋 敷 の 再建 
も 委任 され た 。 その 時 
アー ニテ ュ ブ 導 の 
Фї KE 
ва uma 
いた 。 ПОЕ — 
チ に 戦士 像 (彫刻 家 
C. ピ メ ノ フ ) の ある 二 つ 
の 新しい パ ヴ ィ リオ ン 


| の 馬 像 で 装 ае: 


(ロッ シ の パ ヴ ィ リオ ン ) | мый 


を つない で いた 。 


ー ニ チコ フ 橋 

Zz+ ZE NICER 
か っ た 最初 の 橋 は 木造 
の 跳ね 橋 (1715 年 ) G. 
ネフ スキ ー 大 通り と 川 
が 交差 する 場所 に 建 
て られ 、 こ の 建設 を 指 
揮 し た アー ニチ ュ フ 中 
佐 の 名 で 呼ば れ た 。 
後に 、 フ ォ ン タン カ 川 に 
7 本 の 同じ 種類 の 石橋 
ма 
代 も 含 含め て 、 橋 【 {п = 
も 再建 され た 。 橋 は ネフ 
スキ ー 大 通り より 狭かっ 
た た め 、 町 の 中 心 が フ 
ォ ン タン カ 左 岸 の は ず 
れ に 移っ た 時 、 橋 は 再 


建 さ れ た 。 1841 年 優れ 
た 彫刻 家 で 鋳造 工 で も 


ある ピョートル ・ ク ロッ ト 
(1805 一 1867) 作 の 4 組 
れ た 新 
し い ア ー ニ チコ フ 橋 
(技師 1. ブ タツ ) 


アー ニチ コ フ 橋 
「 馬 の 調教 師 」 


の 開通 式 が 行わ れ た 。 
その 馬 「 調 教師 ( 馬 を 引 
く 人 ) 」 は 古代 ギリ シャ 神 
話 の カス トー ル と 解 
邊 され る 。 f 

ディ オス クロ 


アー ニチ コ フ 許 園 の パ ヴ ィ リオ ン 


ー イ (大 神 ゼ ウス の 子 : 
双子 ) の 弟 で 馬術 の 達 

で 、 彼 の 姿 は 多く の 
彫刻 家 に イン スピ レー シ 
ョ ン を 与え た 。 パリ の シ 
ャ ン ゼ リゼ 通り に ある フ 
ラン ス 彫 刻 家 ギ オー ム ・ 
クス トゥー (1740 年 代 ) Е 
の 「 調 教師 」 (オリ ジ ナ ル 
は ルー プル 美術 館 所 蔵 ) 
が 広く 知ら れ て いる 。 
同じ 題材 で 近衛 連隊 馬 
術 練習 場 の 「 調 教師 」 
の 作者 で ある トリ ス 
コル ニー も 描い て いる 。 
(p.97 参 照 ) 


Ез- 


ミハイル 
マネ ーシュ 


SQ k. 


ZI 3 


シュ ティ グリ ー 
男爵 専門 学校 と 
博物 


Ши ТЕУ 
教会 


トル 1 世 像 


+ 5 
広場 : 


| ナル イジ ュ キ ン 、 


フォ ンタ ンカ ( 長 さ 
6.7km) は ネヴァ 有川 
角 州 の 支流 で 、 ネ ヴ 
ァ 川 か ら 出 て 、 ネ ヴァ 
川 に 注ぐ 。 フ ォ ン タン 
カ は その 河床 と ネ ヴ 
ァ 川 の 間 に 幅 広い 陸 
凶 を 形成 する (か つ 
て わずか に 水 の 上 に 
出 て いた )。 1710 年 
代 に 夏 の 庭園 の 噴水 
(フォ ンタ ン ) 設備 に 
ちな ん で 「 フ ォ ン タン 
カ 」 と 呼ば れる よう に な っ た 。 
法令 保管 所 (モス クワ ) に 
АСА ル ブ ル グ 警 視 総監 ジ 

こ 作ら れ た 貴重 な 名 簿 が 保存 され て いる 。 € 
の 書類 に よる と 、 フォ ンタ ンカ 川沿 い 地 区 は 皇 
帝 一 家 か 古い 名 門 貴 族 ( ロ モダ ノ フ スキ ー、 
ドル ゴル ー キ ー、 ノ ヴォ シリ 


ロシア 国家 古代 
ョ ー ト ル 1 世に よっ 
ヴィ エー ル の た め 


ツェ フ 家 等 ) 出 身 者 に の み 与 えら れ た よう だ 。 

18 世 紀 フ ォ ン タン カ 有 川岸 に 多く の 宮殿 ・ 公 園 
アン サン ブル が 現れ た 。 その 中 に 、 有名 な ミ ハ 
イル 城塞 、 シ ェ レ メー チェ フ 宮 典 、 ア ー ニ チュ コ 


フフ 宮殿 、 ヴ ォ ロ ン ツ ォ ー フ 宮殿 の 他 に ニコ ライ ・ 
- ポ フ 公 の 屋敷 (フォ ンタ ンカ 115,1790 年 代 , 
< ジャ コモ ・ ク ヴァ レン ギ ) や ガ ヴ リー ル ・ 
デル ジャ ー ヴ ィ ン の 屋敷 (フォ ンタ ンカ 118,1790 年 
代 , 建 築 家 N. リ ヴォ フ ) が 現存 し て いる 。 サン クト ・ 
ペテルブルグ の 発展 と 共に フォ ンタ ンカ は 町 の 
境界 線 に な っ た 。 1780-1789 年 その 川岸 は 全て 
花岡 岩 の 歩道 に な っ た 。 19 世 紀 チ ェ ル ヌイ ショ 
ー フ 橋 よ り 西 の 川岸 通り で は 単調 で 薄暗い 窪 囲 
気 の 賃貸 住 宅 と 行政 の 建物 の 建設 が 始ま っ た 。 


| シュ ヴァ ー ロ フ 宮 殿 ( 右 ) 


` g X +Z 
Bry} 
教会 


サー カス 


シェ レ メ ー チ ェ フ 
ER 


シュ ヴァ ー ロ プ 
R 


ベロ セリ スキ ー ニ = ニ 
ベロ ゼル スキ ー 
宮殿 


エ カ チ ェ リ ー 
í оё, 娘 で ある 
ー タ 女帝 

{лд 1268 u) Фр 
有 と な っ た 屋敷 に 隣接 し 
て いた フォ ンタ ンカ の 西 の 
川岸 の 一 角 に 、 目 立た な 
い 2 階 建て の シュ ヴァ ー ロ 
フ ( ナ ル ィ シュ キン ) ER 
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ミ ハ | 


が : 


СЕ 


ル 


アレ クサ ン 
人 だ <- 
1%} ( 


=+ 
だ 


し く 拡張 され た 
装飾 (建築 家 
N. エ フィ ー 


D} 


作っ た ソイ 


7 DERE DEE TCT 
1799 年 その 屋敷 
275 


20 世 紀 初 頭 の フォ ンタ ンカ | 


1790 年 代 
グ ォ ロン ヅ ツ ォ ー 
られ た 

と 購入 


- こ に 


ある , 


p 


z RIK 


の は 、 ド ミ 
イィ ジュ キン の 妻 で あり 、 
ドル 1 世 の 愛 
> た マリ ヤ ・ ナ ル ィ イシ 
ス ヴ ャ ト ポ ロ ク 

ェ ト ヴェ ルチン スカ ヤ ) 
1820 年 代 宮 威 


は 1840 年 с, 目前 に 


E 


5 
カ 


これ は 1859 年 
いた 。 
ヴ ア 
る よう に な っ た 。 


向かい に 
| 邸宅 、 シ ェ レ メー チェ フ 宮 殿 


ー ロ フ の 結婚 に - 際 し 

殿 の 改築 が 行わ れ 、 
まで 続 
その 後宮 殿 は シュ 
ロフ 宮殿 と 呼ば れ 
フォ ンタ ン 
中 を は さん で ほとん ど 
は さら に 有名 な 


ォ ン タン カ 34) が ある 。 


バリ ス ・ ベ トロ ー ヴ 


チェ ブ | 


Iñ Ë 


っ た 


Ñ (1652-1719) に 贈 
- 角 に 建て られ た 


シュ ヴァ ー ロ フ 宮 殿 の 
客間 の 一 つ 


は 著 | 
現在 の | 


『 殿 は ピョートル 1 世 が | 
元帥 4 
ィ チ ・ シ ェ レ メー 


Ф 2-k2, m7 


シェ レ メ ー チ ェ フ 伯爵 は 


1702 一 1703 年 の 戦役 の | 


有名 な 指揮 官 で 、 彼 の 
戦功 に より ネヴァ 川 の デ 
ル タ は ロシア 領 に な っ 


た 。 1740 年 代 -1750 年 代 


木造 の 家 が 立っ て いた | 


場所 に 、2 段 階 に 
石造 り の 建物 ( 
チェ ヴァ キン スキ ー 
が 建て られ た 。 この 建物 
は フォ ンタ ンカ と リ チ ェ イ 
| ヌイ 大 通り の 間 の 、 現 存 
し て いな い 広 大 な 整形 
式 公園 の 中 心 に あっ た 。 
この 公園 は 、 多 く の パ ヴ 
ィ リ オン で 装飾 され 、 リ チ 
| エイ ヌィ 大 通り へ の 出口 
は 美しい тейл て 
いた 。 フォ ン 
し て いる 正面 ファ サー ド 
HIO E RD FE EZS EKA 
で 隔て られ た 場所 に は 


Е 


フォ ンタ ンカ に か か る 
パン テレ イモ ン 橋 


船着 場 が あっ た 


EK H 
は 1837-1840 年 頃 あ っ た 


(1. コ ル シ ー ニ 
に よる )。 

フォ ンタ ンカ 川 と ネフ 
スキ ー 大 通り の 角 の 家 
(ネフ スキ ー41) の 再建 
は 1840 年 に 行わ れ た 
(ネフ スキ ー 大 通り 41) 
1797 年 か ら ベ ロ セ リス 
キー= ベ ロゼ ルス キー 
公 の 所 領 の 一 画 に 建 
て られ た 古い 建物 の 場 
所 に 建築 家 ア ンド レイ ・ 
シ K 
(p.135 図 参照 ) は エ 
リザ a バロック 
様式 の 宮殿 を 建て た 
(p.135 図 参照 )。 1884 年 


の 設計 


ンカ に 面 | 


フォ ンタ ンカ 有川 


聖 パ ン テ レ イモ ン 教 会 | 


宮殿 は アレ クサ ンド ル 
3 世 の 弟 セル ゲイ ・ ア レク 
サン ドロ ヴィ チ 大 公 に 、 
ヘッ セン ・ ダ ルム シュ タ 
ッ ト 公 女 エリ ザ ヴ ェ ー タ ・ 
フョードロヴナ (後に 香 
后 と な る アレ クサ ンド ラ ・ 
フョードロヴナ の 人 妹 ) と の 
結婚 に 際 し て 贈ら れ た 。 


| M. ゼ ムツ ォ フ ) だ 。 二 つ 


| れ た 。 


寺院 | 
кд Шы Д) 
川岸 で 最も 古い 
寺院 は 旧 塩 工 
場 の ブロ ッ ク に 
ある パン テレ イ 
E ン 教会 (ソリ ャ 
ノイ 横丁 17,1735- 
1739 年 , Ж 
1. コ ロボ フ ) と 少 
し 南 に ある 聖 シ 
メオ ン と アン ナ 
教会 (マム ヴァ ー 
ヤ 通 り 46,1731- 
1734 年 , E 


と も こ じん まり し て お り 、 
つの 後 陣 と 六 つ の 桂 
の バシ リカ で 、 クー ポラ と 
鐘楼 が あり 、 ヒ чур: 
バロック 様式 で 装飾 さ 
これ ら は アン ナ 女 | 


帝 時 代 を 初 御 させ る 。 


Ë | 
現在 フォ ンタ ンカ に は 
14 の 様々 な 橋 が 架 か り 、 
その 大 部 分 は 18-19 世 紀 
に 造ら れ た 。 初め て の 石 
造 橋 と な っ た の は プラ チ 
ェ ー チ ヌィ 橋 (1769 年 ) 、 
少し 後 の 1780 年 代 に フォ 


| に ワイ ン 製 


岸 通り 


ンタ ンカ 有川 に 7 本 の 同じ 
タイ プ の 跳ね 橋 が か け 
られ た 。 その 中 で 現存 


(旧称 チェ ル ヌ イィ ショ 
я 76) 、 占 カリ ン キ ン 
橋 だ 。19 世 紀 の 橋 の 
中 で で 最 も 面白 い の 
は К 述 の アー ニチ ュ 

ク 橋 、 パ ン テ レ イモ ン 橋 
(L. イ リ イ ヌ イィ に よっ て 
1911 年 再建 ) と ス - 
ые 


旧 塩 工場 

夏 の 庭園 の 向かい 、 
フォ ンタ ンカ 有川 の 左岸 
に 18 世 紀 ピ ョ ー ト ル 
1 世に よっ て 設立 され た 
小型 民間 船用 パル チ 
クリ ня ル Сони 


た 。 船 は 「 お 金 が 無い 、 
あら s 級 の 人 に 
分 配 さ れ た 


造船 


上 場 が あっ た 。 1879- 


する の は ロモ ノー ソフ 橋 | 


1881 年 塩 工場 の 敷 
地 に 宮 Е йит: 家 7 アレ 
クサ ン ドル ・ 
ー グ リ ・ УШ f 
に よっ て 創立 され た 
絵画 専門 学校 の 建物 
が で きた (ソリ ャ ル ノ 

イ 横 丁 13, 建 5 
クラ カウ ,R. ゲ ジ 
1885-1896 (ZEB 
内 に 博物 館 の É 物 
(ツリ ャ ル ノ イ 横丁 15, 
建築 家 M. メ スマ へ ヘル) 
(p.318) が 建設 され 
た が 、 博 物 館 閉館 


x 


コロ ム ナ の カリ ン キ ン 橋 
(1770 年 代 ) 


(1927 年 ) と 共に その 膨 


大 な コレ クシ ョ ン は 解体 
| され た 。 博物 館 建 物 の | 


ガラ ス 張 り の ドー ム は パ 

ン テ レ イモ ン 橋 ( 左 図 , 

中 央 ) そ ば の フォ ンタ 

ンカ 右岸 か ら よ 
| 


2 FI > Z. 
く 見 える 。 


エジプト 橋 の 
スフィンクス 


ネフ スキ ー 大 通り | 
フォ ンタ ンカ 川 か ら 映 起 広場 まで ; š 


ay 

も 特に z 
トル 自身 プレ オ А 

> “am. l u: уед 

чу : 

Жо, 

去り 、 


ント ン ・ ウ ルリ ッ ク ・ プ ラウ 
ン シ ュ ヴァ イグ ・ ヴ ォ ル ブフ 
aT АО А. f 
イヴ ァ ン の 6 世 
が 即位 し た こと に 対し 、 
近衛 連隊 は е х 
らち まけ た МИН 

F 

Т 


ピョートル 大 帝 の 


エリ ザ ヴ ェ ー タ ・ ペ ト 
ロー ヴ ナ は 既に 計画 L 
っ た 通り イヴ ァ ン ・ | 用 し 、 建 物 の 全般 的 な 設 | あり 、 上 の 階 に は ウラ ジ | モス クワ 駅 


ウラ ジー ミル 聖堂 


18 世 紀 後 半 の 大 砲 鋳造 工場 ー ノ ヴィ チ (イヴ ァ ン | 計 を 残し た 。 その 時 聖堂 | 一 ミル 生 神 女 マ リア の 307 
プレ オブ ラジ ェ ン スキ ー 6%) E ا‎ : Ф 


レオ ブラ ジェ ン シ > 


- 連 | トル コ 戦 争 の 戦利 品 で | ラス トレ ッ リ の 設計 で 制 


広場 まで の ネフ スキ ー 大 通り を 境 に 二 つ の 古 | エンス キー 聖堂 \ に ネヴァ 川 と サン クト ・ 


1917 年 まで フォ ンタ ンカ 川 か ら 現 在 の 蜂起 | プレ オブ ラジ 聖堂 の 鉄 村 ае я の 周り に 1828 年 ロン ア ・ | 至 聖 所 が ある 。 後者 は | 蜂起 広場 か ら 放射 線 
隊 の 中 隊 本 部 に ле, to | ある トル コ の 大 砲 が 埋 | 作 さ 年 代 ア ー | ペテルブルグ 南 閣 外 へ 

い 区 域 、 リ チェ イヌ ィ 部 ( 北 ) と モス クワ 部 ( 南 ) | ゆす 2 А 幼い 皇帝 と その 母 ア め 込ま れ た EOS ニテ コン 人 用 と аак 
が あっ た 。 18 世 紀 の 記念 建築 物 の うち この 近辺 BEO: А ч: юк ン ナ ・ レ オ ポ リ ド ヴ ナ は | Water qu, ここ に 運ば れ た 風 変 わ っ て いる 。 19 世 紀 半 ば こ | 
で 現存 する も の は 少な く 、 そ の 中 で 一 番 有名 Е s 捕らえ られ 、 エ リザ ヴェ | з ノ ス タ ス で 有名 | の 幹線 道路 の ー つ に 沿 

| な の は 、 旧 宮廷 街 区 付属 ウラ ジー ミル 聖 (部 に 分 宿 し て いた 伝説 ж sn се E Е だ 。 建物 に は 18 世 紀 オ | っ て ペテルブルグ ・ モ ス 
街区 の 基礎 を 置い た の は アン ナ 女 帝 で 、| 的 な プレ オプ ラジ ェ ン д | 1743-1754 年 エリ ザ ヴ ェ | ウラ ジー ミル 聖堂 リ ジ ナ ル の 天井 だ け で | クワ を 結ぶ 鉄道 が 敷設 


Ф3-а7 な く 、 壁 や 丸 天井 の 色 | され た 。 その 際 (1844 征 
1737 年 宮廷 街区 に リ | 彩 も 保存 され て いる 。 | と 1851 年 の 間 ) コ ンス タ 

s り の 眺め | ウラ ジー ミル 聖堂 の 信徒 | ンチ ン ・ ト ン の 設計 に よ | 
な る 商用 広 | だ っ た の は デリ ヴィ グ 、| っ て 広場 に 駅 の 建物 が | 
る 計画 が あ | ネ ク ラ ー ソ フ 、 ガ ル シ ン 、 | 建て られ た 。 
761-1769 年 A ドス ト エフ スキ ー だ 。 
> れ た 。 1825 年 家 の 設 計 に 
u ое っ て 、 街 区 付属 ウ 3 
J. その後 182 ミル 生 伸 女 イ コン 教 が | f 
1829 年 Ea -・| 建設 され た 。 НА ч: | 2 

| 

| 

| 


| 彼女 は 1730 年 代 の 火災 後 、 サ ンク ト ・ ペ テル | キー 近 和 

ブル グ 建 設 委員 会 を 設立 し た 。 委員 会 は ペ テ る 。 ピョートル 1 世 の 所 | 
ル ブ ル グ 開 発 の 総合 計画 書 を 作り 、 そ の 責任 | 産 で も る プレ オプ ラジ ェ | 
者 と な っ た の が ピョートル ・ エ ロ プ キン (1698 頃 | ン ае 1687 年 
-1740) だ 。 女帝 は まもなく 委員 会 に よっ て 準 | ピョートル に よっ て モス ク 
備 され た 計画 書 を 承認 し た 。 その 中 で は ネフ | 7E о プレ オ > 
スキ ー 大 通り の 南側 の フォ ンタ ンカ 右岸 区 域 | フフ カヤ で 
を 宮廷 а 月 人 の た め の 居 住 区 と し て いる 。 
初め て そこ に 移住 し た 一 族 の 名 前 が つい た 
小さ な 通り や 路 地 が 残っ て いる が 、 そ うい っ 
た 通り の 一 つ に ドス ト エ フス キ ー の 家 [2 
物 館 ( ク ズ ネ ー チ ヌィ 横丁 5/2,p.325) が ある 。 
1875 年 頃 か ら こ こ に は ペテルブルグ 商人 が 居 
を 構え る よう に な り 、 初期 の 「 映 画 館 」 や 高級 
ホテ ル 、 レ スト ラン が オー プン し た 。 

リ チ ェ イヌ イィ 部 (及び 町 で 最 古 の リ チ ェ イヌ ィ 大 
通り ) は リ チ ェ イナ ・ プ ー シ ェ チヌ ィ ( 大 砲 鋳造 ) 
施設 (1711-1851) か ら 名 前 を 授かっ た 。 
| 1830 年 以降 リ チ ェ イヌ ィ 部 で 集中 的 に 建設 

が 始ま り 、 巨 大 な 行政 建物 の 中 心 に な っ た 。 
1870 年 代 こ こ か ら ヴ > ィ ー ボ ル С о Н 
еа アレ クサ ンド ル 橋 が ネヴァ 川 に か 

けら れ た (現在 の リ チ ェ イヌ ィ 橋 , 技 師 A. ス トル 
MA 建築 家 K. ラ ハウ ) 。 橋 は 世界 初 の 電 
灯 の つい た 橋 と な っ た 。 リ チ ェ イヌ ィ 橋 の 後 す 
* に ネフ スキ ー 大 通り に も 街灯 が 設置 され た 。 
ず 、 モ イカ か ら フ ォ ン タン カ ま で (1882 年 ) 、 
その 後 フ ォ ン タン カ か ら 蜂 起 広場 (当時 ズ ナ メ | 
ンス カヤ 広場 ) ま で だ 。 | 


ー タ 女帝 の 命 - 


連隊 に 関係 が 


т 


h H. 最 РТТ よ ミ ハ 
イル レル ・ ゼ ムツ ォ フ の 設計 に 


$ 


スタ ー ソ フ の 設計 に よっ | - 階 建て に な っ て いる 。 
て 再建 され た 。 スタ ー ソ ・- ド の 階 に は 聖 イ オア ン 
| は 古い 壁 を 最大 限 に 利 | ダマ スキ ン の 至 聖 所 が 
l 


| ブレ オブ ラジ ェ ンス キー 聖堂 の イコ ノ ス タ ス 


ジョ ゼ フ ・ シ ャ ルレ マン 「 蜂 起 ( ズ ナメ ンス カヤ ) 広場 」19 世 紀 半 ば 
ョ ーー 
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の 歴史 的 名 所 が ある 。 


右岸 
オフ タ は オフ タ 川 【 
ネヴァ 川 が 合流 する 岬 ( 


ノヴゴロド 人 に 


モー リ ヌ イィ 
z 


る 


ヴァ 川東 岸 の アン サン ブル 


べ ペテルブルグ の 北東 部 に は ネヴァ 川 両 岸 沿 い に 
川 は 南 か ら 西 に 曲 
を 形成 し て いる 。 東 の 左岸 に アテ レク サン ドル ・ ネ フス カヤ 部 と 
ロジ ュ デ スト ヴェ ンス カヤ 部 (現在 中 央 行政 区 の 東 ブ ロッ ク ) 、 
に オフ タ と ヴィ ー ボ ルス カヤ ・ トラ ナー が ある 。 

こち な ん で 名 づ 
に 1632 年 スウ ェ ー デ ン が ニ 
ャ ン ツ 要 寒 を 建て た 。 中 世 の ラ ンド スク ロー ナ 要 塞 の 後に 
| 造ら れ た この 要塞 は 1 年 し か 持ち こたえ られ ず 、 
| よっ て 破壊 され た 。 1703 年 ピョートル 1 世 は 
на Р ツ 要 寒 を 取り 壊す 命令 を 出し 、 そ の 


場所 に 造船 所 と 火薬 工場 を 創立 し た 。 


いく つか 


が る 際 、 急 カー ブ 


$ け られ た 。 オフ タ 川 と 


コッ ンス アス 


1300 年 、 


18 h 紀 半 ば 北 の 右岸 は ヴィ ー ボ 


ルス カヤ ・ 


な り 、 


所 有 ) 


танида た 。 
18 世 紀 に 特 
ブル を 形成 し 、 壮 大 な 歴史 的 
建造 物 地帯 の 核 ( 


スト ラナ ー と 呼ば れる よ : 2 
А ピョートル 1 世に よっ て 発見 
し 3 され た 鉱泉 で 有名 

に は クー シェ レフ 
降 ク ー シ ェ レフ テ ベ ズ ボ ロ ー ト コ 
の 壮大 な 屋敷 が あり 、 
そこ の 屋敷 (ダー チャ , ポ リュ スト 
ОЗ 日 岸 通り 40) が 残っ て 
ОТ 


бя 
18164 以 


区 域 は 革命 
岸 の 発展 を 超え る こと 

左岸 区 域 は 
に 優れ た アン サン 


こ な っ た 。 


ホテ ル | 
「 モ スク ワ 」 


アレ クサ ンド ル 
ネフ スキ ー 像 


| 

l 
ペテルブルグ | 
市 彫刻 博物 館 | 
トロ イツ キー | 
(三位一体 ) шт | 
l 

| 

| 


アレ クサ ンド ル ・ 
ネフ スキ ー 大 修道 院 


l 
I 


オフ タ か ら 見 る スモ ー 


モス クワ 街区 
Баи 代 ネ ヴ 
/ 川 左岸 の 北東 に 、 ベ 
テ ル ブ ル グ 起 都 後 すぐ 
に モス クワ か ら ペ テル ブ 


ル グ に 移さ れ た 数 多く の 
牌 帝 の 親族 の た め に 
広大 な モス クワ 街区 が 


モー リ ヌ イィ 

建設 され ん た 。 ピョートル 
が よく この 街区 寄り 、 
ここ に あっ た ペ ぺ テ ルプ ブル 


グ 初 の 劇場 に 通っ て い 


た の は 有名 だ 。 ここ で 今 
日 ピョートル 時 代 を 推察 


する こと が で きる の は 上皇 
太子 アレ クセ イ の 陰謀 の 
共犯 者 と し て 処 
Hèra Pr 
キー キン の 石造 
り の パラ ー テ ィ 
WEDHI, 
1718-1734 年 、 
キー キン 邸 に ピ 
ョ ー ト ル の クン ス 
トカ メラ が 置か れ 
て いた 。 


ピョートル 大 帝 橋 ( (別称 大 オフ チン スキ ー 橋 長き 336m) 1908- 10114 技師 G. クリ ヴォ シェ イン , V. アプ イシ ュ コ フ 


ス ヴ ォ ー ロ フィ 博物 館 
Ф 3-2, p. 321 
博物 館 は 1901 年 アレ 
クサ ンド ル ・ ゴ ー ゲ ン と ゲ 
ルマン ・ グ リム の 設計 に よ 
っ て 、 城 塞 塔 に 似せ て 
建て られ た 。 建設 用 地 
と し て 、 タ ヴ リ ー ダ 庭園 の 
向かい の 土地 が 与え ら 
よ 、 プ レオ 
— 隊 の 
参謀 本 


射撃 場 が あり 、 
部 アカ デミ ミー が あっ た 。 
博物 館 の B HERI, ニコ 


ライ 2 世 出 席 の も と 
に 行わ れ た 。 


19044 МЕ 


| 』 ヴ リー ダ 宮 殿 
фэн, 


1790 年 ネヴァ 川岸 を 飾 
っ た 宮殿 。 エカチェリーナ 
2 世 の 有 名 な 籠 臣 タ ヴ リー 
ダ 公 嶋 グ リ ゴ ー リ ー・ ポ チョ 
ムキ ン (1739?-1791) の た 
め に 造ら れ た 。 ド ・ セ ギュ 


リ ヌ ィ 修 道 院 の 眺め 1810 年 (?) 


ー ル 伯爵 は 宮殿 の 持ち 
= つい て 書い て いる 。 

「 宮 廷 で 公民 分 野 で も 戦 
争 分 野 で も この 大 臣 よ り 
優れ て いて 、 野 性 味 の 
ある 人 は いな い 、 こ の 人 
ほど 勤 幼 で 大 胆 で 優柔 


タ ヴ リー ダ 宮 殿 


不断 な 司令 官 は いな い 」 
30 ヘ へ クター ル の 庭園 の あ 
る 屋敷 を ポチ ョ ムキ ン 公 
の た め に 建て た の は イヴ 
ァ ン ・ ス ター ロフ だ 。 この 
宮殿 に ネヴァ 川 か ら 長 さ 
200m、 幅 25m の 運河 が 引 
か れ た 。 1799 年 パー ヴェ 


ル 1 世 は この 忌まわしい 
йт の 宮 左 を 近衛 連 隊 


た 内 装 を 台 
20 世 紀 初 め 宮 威 は 国会 
議事 з され 
た が 、 その後 何 度 も 修復 
され た 。 


修道 院 
ネヴァ 川 左岸 の 東 に 二 
つの 古く て 大 きい 修道 院 
が ある 。 1710 年 代 初 め ビ 
ョ ー ト ル 1 世 に よっ て 建設 


が 始め られ た アレ クサ ン 
ドル ・ ネ フス キー 修道 院 
(p.142) と その 30 年 後に 


エリ ザ ヴ ェ ー タ 女帝 に よ 
っ て 創立 され た スモ ー リ 
ヌィ 修道 院 (p. 144) だ 。 

スモ ー リ ヌィ 修道 院 は 
パー ヴェ ル 1 世 の 時 代 に 
廃止 され 、 貴 族 の 子女 の 
た め の 女 学校 と な っ た 。 
この 学校 の た め に 特別 な 
建物 が 建て られ 、 そ こ は 
現在 サン クト ・ ペ テル ブル 
グ 市 役所 に な っ て いる 。 
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Ф h10 


男子 修道 


伴い 、 小 さ 
注ぐ 沿岸 
ネヴァ 
いる 。 
3 月 25 日 


それ は 17 


172448} 
に 再建 さ # 


トル 1 世 の 命 
F (ЖН 


IS 
キン 伯爵 と イヴ ァ ン ・ 54 = プー シキ ン を | 


ー ト ル は 「 ウ ラジ ー ミ ル 聖 堂 に 
ドル ・ ネ フス キー の 聖 航 を この 『 ア レク サン ドル ・ 
ネフ スキ ー』 修 道 院 に 移す 」 よ うに 命令 し た 。 


成 聖 式 が 行わ れ 、 
| 期 が 設置 され た 。 


アレ クサ ンド ル ・ ネ フス キー 大 修道 院 


トロ イツ キー 聖堂 の 内 装 


1710 年 7 月 ピョートル 1 世 は 、 フ ー チ ンス キー 
院長 フェ オ ド シ ー、 アレ クサ ンド ル ・ 
フョードル ・ ア プラ クシ ン 、 ゴロ ゾ 


い 川 (現在 の 1 
- 帯 を 視察 し た 。 


多 道 院 川 ) が ネヴァ 川 に 


か つて この 場所 で 


川 河 畔 の 戦い (1240 年 ) が あっ た と され て 
2 年 後 こ こ に 木造 教会 が 建て られ 、 
「 生 神女 処女 告知 」 と いう 名 で 成 聖 式 | 
が 行わ れ た 。 
ルプ ブルグ 初 の 男子 


1713 年 


同じ 時 、 ド メニ コ ・ ト レジ ー ニ ( 
院 の 設計 を 依頼 され 、 
に 承認 され た 。 1723 年 ピ ョ 
こ あ る 聖 ア レク サン 


NF 


6 4 : EL 帝 


30 日 トレ ジー ニ に よっ て 石造 の 建物 
た アレ クサ ンド ル ・ ネ フス キー 教会 の 
厳か に 聖 骸 の 納め られ た 聖 
1797 年 12 月 18 晶 


命 で モナ ステ ィ ー リ (修道 院 ) は ラー ヴ 


x) の 地位 を 与え られ た 。 


(31 日 ) ピ ョ ー | 


Í | © 3-10, р. 319 


現行 修道 院 
住所 : アレ クサ ンド ル ・ 


| ネフ スキ ー 広 場 


|4 月 9 月 9:30~19:00 
10 月 3 月 夜明け か ら 
日 沈ま で 。 木曜 閉館 。 


イッ ツキ ー 
ЛА Ж) 聖堂 
最も 規模 の 大 きい 


| 修道 院 の 建物 (高き 
| 60m 以 上 )。 1776-1790 年 
イヴ ァ ン ・ ス ター ロフ 
(1745-1808) に よっ て エリ 
ザ ヴ ェ ー タ 時 代 に 第 一 修 
「 院 教会 が あっ た 場所 


聖堂 は らし り 
し て 、 十字 架 を 頂く クー 
ポラ が 印象 的 な こつ の 鐘 
| 楼 を 持つ 建物 だ 。 スタ ー 


| ロフ と 時 Жж: ク ェ ド ー ト ・ 
ン (1740 1805) 


の 共同 制作 に よる 装飾 
内 装 で 有名 だ 。 内 部 


| 飾 に 一 層 美 し さる 
VDF 8 
| ある 丸 天井 と 白 柱 Lft 

柱 と コン トラ スト を 成 し 2 
いる る 


А72, ВЕН УХ ЖЛ. 
а = REF 

の イコ ノ ス タ ス に は 、 グ リ 
ゴー リー・ ウ グリ ュー モ フ 
(1764-1823) や イヴ ァ ン ・ 
アデ アキ ー モ フ (1754-1814) 
と いっ た 優れ た 画家 の オ 
リ ジ ナ ル の イコ ン 画 が 保 
存 さ れ て いる 。 この 聖堂 
の 壁 に は か つて 、 エ カチ 
ェ リ ー ナ 2 世に よっ て 修 
道 院 に 寄付 され た ルー 
ベン ス の 「 十 字 架 降 
ヴェ ロ ネ ー ゼ 、 و‎ ・ 
| ダイ ク 、 メ ング ス の 絵 が か 
| けら れ て いた (これ ら は 全 
て 革命 後 没収 され た ) 


ス Ea DE rd 
(現在 南 の 宝 座 に ある ) 


大 墓地 (著名 人 の 墓 ) 
1710 年 代 、 最 初 の 修道 
院 墓地 と な っ た の は あま り 


教会 の 納骨 所 か ら 名 前 を 


ロイ ツキ ー( 三 位 一 体 ) 聖 堂 


徐 の コリ ント 様式 | 


| 大 きく な い ラ ザ レ フ 墓 地 で 、 
木造 の 生 神 女 受胎 告知 | 


受け た 。 納骨 所 に は ピ ョ 
| 一 トル 1 世 の 盟 友 ロ モダ ノ 
フス キー 公 、 シ ェ レ メー チ 
ェ フ 伯爵 、 ド ル ゴ ル ー コ 


フ 公 他 が 葬 ら れ て いる 


ソフ の 墓 


M.V. ロ モノ ー 


| 
| РІ. チャ イコ フス キー の 墓 | 


ラー ヴ ラ 大 修道 院 旭 aspa (ギリ シャ 語 . laura「 通 り 」) は 特別 な 地位 の ある 正教 男子 修道 院 だ 。 
ロシア に は 1917 年 まで に 4 つの 大 修道 院 (1598 年 キエフ ・ ペ チョ ー ル スカ ヤ ( 洞 窒 ) 修 道 院 、 
1744 年 トロ イツ ァ ・ セ ル ギ エ フ 大 修道 院 、1797 年 アレ クサ ンド ル ・ ネ フス キー 大 修道 院 、 
1833 年 ポチ ャ エフ スカ ・ ウ スペ ンス キー 大 修道 院 ) が あり 、 こ れ ら は 宗務 院 直 属 で ある 。 


その 頃 隣 に ロシア 貴族 の 
у ач ا ن‎ k a 
こ 優れ た 


| 8 


F y Е 動 家 が 葬 ら れる 
よう に な っ た の は 18 世 


| は ロモ ノー ソフ 、 ж 名 な | 


ペ テ ル プ ブル グ の 建築 築 家 


スタ ー ロ フ 、 ヴ ォ ロ ニー 
ヒン 、 ザ ハー ロフ 、 ト マ ・ ド ・ 
トモ ン 、 ク ヴァ レン ギ 、 
シ が 埋葬 され て いる 。 


ロッ 


ヴ ラ ゴ ヴェ ー シ ェ ンス カヤ 
| 教会 納骨 所 

1720 年 創立 。 ニコ ライ 
| 1 世 治 世 前 の ロマ ノ フ 家 


| 近親 の 納骨 所 と さ 


いた 。 そば に 皇 


| 臣 や 親族 (ラヴ モ フ ス キ 


| 一 家 、 シュ ヴァ ー ロ フ 家 、 
| 東 回 廊 の 聖 器 所 に ユ ス 
ー ポ フ 家 他 ) の 納骨 所 が 
ある 。 敬意 を 表し て 大 元 
師 ア レク サン ドル ・ ヴ ァ シ 


| 一 リー・ ス ヴォ ー ロ フ も 埋 


葬 さ れ て いる 。 


— T L E nv a r 


c | チー フ ヴ ィ ン 大 墓地 


ブラ ゴ ヴ ェ ー シ ェ ン スカ ヤ 教 会 


19 世 紀 創 立 。 ロシア 
に 優れ た 功績 を 残し た 人 
の 埋葬 地 と し て 特別 に 建 
て られ た 。 200 以 上 ある 墓 の 
| 中 に カラ ムジ ン 、 チ ャ イコ フ 
スキ ー、 グ リン カ 、 ム ソル グ 
スキ ー、 ド スト エフ スキ ー、 

ー ジ キン 、 ク ロット 、 ニコ | 


ライ ・ レ ー リ フ の 墓 が ある 。 
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{ 


スモ ー リ ヌィ 
修道 院 の 建築 模型 
(芸術 アカ デミ ー 


博物 館 所 蔵 ) 


jl. 


スモ ー リ ヌィ (復活 ) 修道 院 の 名 前 の 由来 と な っ た スモ リャ ノイ | 


(松脂 ) 工 場 は 、 ピ ョ ー ト ル 1 世 に よっ て 、17 世 紀 に スウ ェ ー デ ン 要 


寒 ニ エン シャ ン ツ が あっ た ネヴァ 有川 対 
(救世 主 村 ) の 場所 に 建て られ た 。 
(松脂 ) 工場 の 西 は フォ ンタ ンカ まで 量 帝 の 子ども や 近親 者 の 家 が 
- つ で 彼 の 未 娘 エリ ザ ヴ ェ ー タ は 子供 
時 代 を 過ごし た 。 1744 年 、 エ リザ ヴェ ー タ 女帝 は 自分 の 「 ス モリ ャ ノイ 
宮殿 」 が あっ た 場所 に 女子 復活 修道 院 を 創立 する 。 言い 伝え に 
よる と 、 晩年 そこ に 隠 六 す る つも り だ っ た と 言わ れ て いる 。 修道 院 アン 
ト 図 を 女帝 に 見 せ た の は バル トロ メオ ・ フ ラン チェ スコ ・ 
ラス トレ ッ リ だ 。 芸術 アカ デミ ー 博 物 館 に 保存 され た 模型 か ら 判断 す 
る と 、 修道 院 の アン サン ブル に 巨大 な 鐘楼 ( 高 さ 140m) が 加え られ 
る こと に な っ て いた よう だ が 、 諸 事情 で 建て られ な か っ た 。 


サン ブル の 設 記 


立ち 並ん で お り s その 中 の 


= の スパ ペー スコ エ ・ セ ロー 
ピョートル 時 代 ス モリ ャ ノイ 


スモ ー リ ヌィ 聖堂 
修道 院 ( キ リス ト 復 
活 ) 主教 会 は 1748 年 に 
建て られ 、 エ リザ ヴェ ー 
ク 時 代 の 最も 高い 建物 
(93.7m) に な っ た 。 5 
スト レッ リ は ウクライナ ・ 
バロック の 記念 建築 物 


と ん ど 平 ら な 屋根 の 上 
に 立つ 中 央 の 円 屋根 
を 4 つの 玉ねぎ 形 屋 
根 を 頂く 細い 塔 が 取り 
囲ん で いる ( 図 
モデ ル と な っ た 聖堂 
か ら 判 断 す る と 、 女帝 
は 5 つの クー ポラ が 
あり 、 か つ ダ イナ ミッ 
ク で 、 絵 の よう な 美 し 
さ を 損 な わな い 寺 院 
を 造る よう 命令 し た 。 
建設 作業 は 7 年 戦争 
(1756-17634) で 中 
断 し 、1764 年 エ カ チ 
ェ リ ー ナ 2 世に よっ て 
完全 に 中 止 さ れる 。 
ヴァ シー リー・ ス ター ソ 
フ の 指揮 で 建設 が 再 
開 さ れ た の は 、 ニコ ライ 
1 世 が 聖堂 を 亡くな っ 
た 母 皇 太后 マリ ヤ ・ フ ョ 
ー ド ロ ヴ ナ の た め に 捧 
げ る こと に し た 1830 年 
に な っ て か ら の こと だ 。 


£ 


スタ ー ソ フ は 屋根 を 完 | 


成 さ せ 、 内 装 を 施し た 。 


スモ ー リ ヌイ ィ 大学 


1750 年 代 か ら 1760 | 


年 代 、 聖 堂 の 建設 
と 同時 に 、 修 道 院 の 


敷地 を 取り 囲む 2 階 建 | 


て の 修道 院 棟 が 建て 
られ た 。 四隅 に 4 つの 
小さ い 教 会 が 建て ら 
れ た 。 修道 院 棟 に は 
僧 房 、 礼 拝 室 、 ま た 、 


エカチェリーナ 2 世に | 


よっ て 1764 年 に 創立 
され た 貴族 子女 学校 
が あっ た 。 1765 年 女帝 
は 修道 院内 に 民間 の 
子女 の 学校 も 創立 し 、 


その た め に アン サン | 
ブル の 北 に ユー リー・ | 


フェ リ テ ン の 設計 に よっ 
て アレ クサ ンド ル 大 学 
(1770 年 代 ) が 建て ら 


| れ た 。 パー ヴェ ル 1 世 の 
命令 で スモ ー リ ヌイ ィ 修 
道 院 は 1797 年 に 廃止 

| され 、 修 道 院 棟 は 全て 彼 
の 妃 マ リヤ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ 


ナ が 設立 し た スモ ー リ ヌ |} 


| イ 大学 に 譲ら れる 。 
1806-1808 年 ジャ コモ ・ 
ク ヴ ァ レ ン ギ は 大 学 の 


に 柱 廊 玄関 の ある 端正 
| な 棟 を 建て た (スモ ー 
リ ヌ ィ , p.141 図 参照 )。 


| ドミ ー ト リー・ レ ヴィ ツキ ー 「 ス モー リ ヌ ィ 女 学校 の エカチェリーナ ・ フ ル シ ェ ヴァ ヤ と エカチェリーナ ・ ホ ヴァ ンス カヤ 」 
| 1773 年 (国立 ロシア 美術 館 所 蔵 ) 
ーー 


た め に 修道 院 の 棚 の 南 | 


スモ ー リ ヌィ 聖堂 の クー ポラ 


wy 
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ペトロ グラ ー ツ カヤ (1914 年 まで 旧称 ベ テ ル 
ブル スカ ヤ )・ ス トラ ナー は 7 つの 島 か ら 成 り 、 
その 中 の 一 つ 、 天 然 の 水流 に と り 囲 まれ た 小島 
に 1703 年 5 月 13 日 聖 三位一体 の 日 、 ピョートル 
1 世 は ペトロ パ ヴ ロ フ スカ ヤ ( 聖 ペトロ と 聖 パウ ロ ) 
要 寒 を 起工 し た 。 同時 期 、 要塞 の そば の ベリ 
ョ ー ザ ヴィ 鳥 (現在 の ペトロ グラ ー ツ キー 島 ) の 
南端 に 、 ト ロイ ツキ ー( 三 位 一 体 ) 教会 が 建て 
られ 、 そ の 周り は し だ い に 新 し い 町 の 最初 の 
行政 の 中 心 に な っ て いっ た 。 し か し 、1725 年 
頃 に は ネヴァ 川 は 自分 の 破壊 力 を 見 せつ け 
て お り 、 с ан N) DF AC EKRE 
物 を 建築 す 、 や っ か いで 高く つく 仕事 
だ さい うみ こと ey こ な っ た 。 ペテルブルグ 
m A ААТ 岸 に 急速 に 移 
り 始 め た 。 積極 的 に 開発 が 続け られ た の ! は 島 
の 西 部 、 ヴィ た シー リー 島 の / II: 0 Q RD WË 


( 主 に 木造 建築 ) に な り 、 町 の 再建 プラ ン に は 
入っ て いな か っ た 。 

20 世 紀 初 め は 整備 が 行き 届い た 一 流 の 地 
域 だ っ た が 、 町 の 中 心 だ っ た り 、 町 の 健 地 だ 
っ た り と いう ペトロ グラ ー ツ カヤ ・ ス トラ ナー の 
不 均等 な 開発 は 、 こ こ を ペテルブルグ 最 古 
建物 (ピョートル 1 йек 2 
グモ ダニ ズム と 構成 主義 の 傑作 まで 立て 並ぶ 
地 と し た 。 町 の 中 心 に 近く 、 か つ 孤 立 し た 場所 

に ある と いう 地理 条件 か ら 、 こ の 地区 は 建築 
"= akan こ な っ た 。 1960 年 代 初め ここ に 
町 の 建造 物 で 最も 高い テレ ビ 塔 (310m) の あ 


る 市 内 テレ ビ 放 送 局 が 建て られ た 。 
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の 近く だ け だ っ た 。 他 の 区 域 は 町 郊外 の 集落 | 


クロ ン ヴ ェ ル ク 


| ル グ で 最も 


ペトロ パ ヴ 
(Rm) чат 


20 世 紀 初 め の 
ペトロ グラ ー ツ カヤ ・ 
スト ラナ ー 


べ ペトロ グラ ー ツ キー 島 B 
| と 大 陸 の ネヴァ 川 左岸 を | 


むす ぶ 1896-1903 年 の 
トロ イツ キー( 三 位 一 体 ) 
橋 の 建設 は 、 ベ トロ グラ 
ー ツ カヤ ・ ス トラ ナー の 
開発 を 促進 し 、 ま も な く 
し て ペトロ グラ ー ツ カヤ ・ 
スト ラナ ー は ペ テ ル プ 
- 流 の ブル 
ジョ ア 地 区 に な っ た 。 
1903 年 町 の 創立 200 周 
年 記念 に 出版 され た 
ペテルブルグ の ガイ ドブ 
ッ ク に は 熱狂 的 に 次 の 
よう に 書か れ て あっ た 。 
「 町 の この 部 分 は … 
中 心 が ネ ヴァ 川 左 岸 

移さ れ て その 意義 を 失 


| A た 時 1 


| よう だ 


| 回 教 寺院 の モス ク 


し か し 今や 


こ 戻 っ た 
短期 間 で ベ テ ル 

ブル スカ ヤ ・ 
r 一 に は 建物 が 並び 
街 条 が 輝き 
ЖЕЕ 


町 は 
ト ル 大 帝 が 基礎 を 


か の 


スト ラナ 


、 道 路 | 
装 さ れ た ・…」 | 


وجا ا 
(シー サー)‏ 


ウラ ジー ミル 公 聖 堂 
トゥ ー 
く の 広 場 の そば に 1741 
1780 年 代 ウ ラジ - 
H 堂 が 建て られ た 。 
ミト ログ ラー ジ ツジ カヤ ・ ン シ 
ナー 西端 で 唯 
物 だ 


イオ アン (イオ アノ フス キー) 


= JU 

1900 年 代 ビ ザン 3 
様式 で 建設 (建築 家 N. 
ニー コメ グリ 


トゥ ー チ コ フ 橋 
1759 年 


(現在 の 兎 島 ) と ヴ 


の 名 は 、 


チコ フ 橋 脚 の 近 


ミル 公 


め だ つ 建 


"イン 


ペテルブルグ | 出 
| 
ァ | 後 
ー リ ー 島 を つない だ 橋 
建設 請負 人 ア 


| 取引 所 橋 


べ ペトロ ー ヴ ナ は テル 
ブル グ の 橋 の 建設 促進 
の た め に 商人 に 架橋 を 
請け 負わ せ 、 後 に 通行 
| 人 か ら 通 行 料 金 を と っ て 


. а 
こ 橋 は 石造 で 再建 
ена 跳ね 橋 に な っ た 。 


ヴ ラ ア ム ・ ト ゥ ー チ コ フ に | 


ちな ん で 名 づけ られ た 。 
リザ ヴェ ー タ ・ 


(女帝 エ 


イオ アン 修道 院 


アレ クサ ンド ル 公 園 
クロ ン ヴ ェ ル ク ( 冠 寒 ) 
近く に 、 ピョートル 時 代 か 
ら 古 い 商 用 広場 (1711 年 
に 開設 され た スィ ー ト ヌィ 
市 場 の 前 に ) が あっ た 。 
ここ に は 19 世 紀 半 ば に ア 
レク サン ドル と 呼ば れる 広 
大 な 公園 が 設け られ た 。 
公園 の 西部 に 1865 年 ロ 
シア 初 の 常設 動物 園 が 
開園 し た 。 


嘩 | ガラ ス の クー ポラ が ある 
ユニ ー ク な ニコ ライ 2 世 の 
国民 の 家 ( 現 存 し な い ) 
が 建て られ た 。 1896 年 の 


z 1890 年 代 ア レ | 
y | クサ ンド ル 公 園 の 中 心 に 


有名 な ニー ジュ ヌイ ・ 
ゴロ ド の 定期 市 で 展示 さ 
| れ た パ ヴ ィ リオ ン の 一 つの 
金属 の 骨組 み が 基 に な っ 
て いる この 建物 は 市 民 

ミセ ンタ ー と し 


ノ ヴ 


て 建て られ た (実際 の 月 
的 は 国民 の 飲酒 を 止め 


させ る こと だ っ た )。 国民 
の 家 の 周 り に 一 般 向け べ 


テル ブル グ 文 化 セ ンタ ー 
の 一 つが で き 、 そ の 中 に 
1911 年 オペ ラ ホ ー ル が 開 

設 さ れ 、 そ こ で シャ リャ ー 
ピン や ソー ビ ノ フ が 出演 し 
た (現在 は プラ ネタ リウ ム 
や ミュ ー ジ ッ ク ホ ー ル の あ 
る コン =P ッ ク ス に な っ て 
いる )。 当時 < 


馬 か ら 早 期 の 
映画 上 演 ま で 可能 な 限り 
の 娯楽 を 提供 し て いた 。 


植物 園 
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アプ チェ ー カ ルス キー 
H ョ ー ト ル 1 世 時 代 

に 創立 され た 植物 園 が 
1911-1915 年 現代 風 に 
作り 変え られ た 。 ここ に 温 
室 の ある 新 棟 (建築 家 A. 
ジ ト リフ ) が 建て られ た 。 
現在 約 8000 種 の 植物 が 
展示 し て ある ユニ ー ク な 
博物 館 と な っ て いる 。 


(D 1—h8,i7 


トロ イツ キー( 三 位 一 体 ) 広 場 と 
ピョートル 川岸 通 


り 


| さ が れ た ペトロ グ 


トロ イツ キー( 三 位 一 体 ) 橋 


トロ イツ キー 
三位一体) 広場 

18 世 紀 初 頭 ベ トロ パ ヴ 
ロフ スカ ヤ ( 也 ペトロ と 聖 
パ ヴ ロ ) 要 寒 に 前 方 を ふ 
"ラー ツ 
キー 島 の 南岸 に 最初 の 
町 の 広場 が 建設 され た 。 
その 様子 は ピョートル ・ 
ピカ ルト の 絵 に よる 版 
画 で よく 知ら れ て いる 
(EER), ここ で 最初 に 


建設 され た の は 行政 の | 


建物 (官庁 ) 、 商 業 施設 、 


と な っ た 三 位 
そし て 東 i 


当時 の ホテ ル 、 
酒屋 な ど だ 
波乱 万 丈 な 歴 
を 残し て いる の は 
ペトロ フス カヤ ( 


| た 川 


寺院 (広場 の 名 前 の 由来 
- 体 教会 ) 、 
【 ネ ヴァ 川沿 い 
の 量 帝 や 近親 の 住宅 、 
ミ て 宿 や 居 
今日 広場 の 
史 の 面影 | 
、 後 に | 
ピョートル 
の ) と いう 名 前 が 付け られ 
半 通 り に 建て られ た 


「 ピ ョ ー ト ル 川 岸 通り | 
の 中 国 の 獅子 像 
(シー サー)』 

20 世 紀 初 頭 


トロ イツ キー( 三 
| ® 7-һ9 
1903 年 和 夏 ペ テル ブル 
グ で トロ イツ キー 橋 の 開 
通 式 が 行わ れ た 。 この 橋 
は ペテルブルグ で 最も 長 


一 体 ) 橋 


く ( 長 さ 582m) 、 町 の 創立 
200 周 年 に 合わ せ て 建設 
され た 。 ペテルブルグ に 


342 本 ある 橋 の 中 で トロ イ 
ツキ ー 橋 は 特別 な 位置 
を 占め て いる 。 その 軸 は 
有名 な プル コ ヴ ォ 子午 線 
(グリ ニッ ジ 子 午 線 の 国 
際 承 認 ま で ロシア で は 0 
度 だ と みな され て いた ) 
上 に ある 。 

橋 の 建設 の 歴史 は 
1892 年 まで 遡る 。 当時 
アレ クサ ンド ル 3 世 は フラ 
ンス と 軍事 同盟 を 結び 、 
それ を 記念 し て 両国 1 本 
ずつ 橋 が 起工 され た 。 
パリ の 橋 は セー ヌ 川 に 
か か る 最初 の 単 一 径 隊 
の 橋 「 ア レク サン ドル 
З 橋 」 で 、 ペ テ ル ブ ル 
グ の は パリ の 橋 の 5 倍 の 
長 さ の 「 ト ロイ ツキ ー 橋 」 
で ある 。 トロ イツ キー 橋 の 
設計 デザ イン を 決め る 国 


「 ペ トロ パ ヴ ロ フ スカ ヤ 要 寒 
と 三位一体 広場 」 

| 1714 年 P ピカ ルト の 

| 下絵 に よる 版画 


っ て アレ クサ ンド ル 3 世 
の 死後 、 ニ コラ イ 2 世 が 
即位 し た (1894 年 ) £ 
の 1896 年 に な っ て 二 度 
| 目 の コ ンク ー ル が 行わ 
| れ た 。 そこ に は 橋 の 検 
| 橋 の 技師 グリ ゴー リー・ 
クリ ヴォ シェ イン 参加 し 
て いた 。 橋 の 開通 式 は 
1897 年 フラ ンス 大 統領 
Ja リッ クス ・ フ ォ ル 出席 
の も と 行わ れ た 。 Kiz fifi 
っ た の は 船 味 飾り を つ 
けた アレ クサ ンド ル 3 世 
と 皇后 マリ ヤ ・ フ ョ ー ド ロ 
ヴ ナ の 頭 文 字 入 り オ ベリ 
スク で 、 パリ の 橋 に た て 
られ た の と 全く 同じ も の 
だ っ た 。 

初期 の 橋 の スパ ン 
は 上 が ら ず 、 軸 が 90 度 
旋回 し て いた 。 1965- 
1967 年 橋 は 長 さ 43m の 
跳ね 橋 に 再建 され た 。 


トロ イツ キー 橋 そ ば の 小 礼拝 堂 
1990 年 代 


際 コ ン ペ が 催さ れ 、 フ ラ | Sa 


ンス 人 技師 、 


エッ フェ ル の 作品 が 選 
ば れ た 。 が 、 諸 事情 に よ 


| 有名 な エッ | 
フェ ル 塔 の 作者 グスタフ ・ 


ピョートル 1 世 の 小 屋 
Ф 1-j7 p. 318 

ある 資料 に よる と 、「5 月 
24 日 … デー は 
を 切る よう に 命じ 、 
建て 始め た 。 5 月 26Н- 
建設 作 EMDR, 
йї 85 DRED FE FEU 
入り 、 こ の 島 を 『 ペ トロ フ 
スカ ヤ ( 聖 ペトロ) 島 』、 
宮殿 を 『 ペ テル ゴ フ 』 と 名 


づけ る 」 と ある 。 も し この 


| LEDER 


資料 を 信じ る な ら 、 


最初 | 


の 「 ペ テル ゴ フ 」 は 1703 年 


шс 
っ た と いう こ 


識 し て いた ピ ョ 


ARE | に 建て られ た 総 面積 わ ず 
の 木造 小 屋 


は 、1723 年 小 ) 屋 の 周り に 


石造 の 覆い を 造る 
命じ た 。 


! 
ПШ 


よう に 


in 


ピョートル 1 世 の 小 屋 

Ф 777 

建物 は 市 議会 で ロン シア 
の 偉大 な 改革 者 の 名 を 不 
朽 に し 、 後 世に 伝え る た め 
に 「 SE MA ル 1 世 бн 


その よう な 
ピ ョ ー ト ル の 記念 建築 物 
が 作者 達 の 考え に よる と 、 
何 百 も の 青年 男女 が 知性 
と いう 光 で 輝く こと が で きる 


и ~d 27), 


「 国 民 学 校 の 家 」 に な っ た 
o 現在 この 建物 に 海 


軍 学 校 が 置か れ て いる 。 


ピョートル 1 世 の 小屋 の 客間 


二 本 マ スト 装甲 甲板 
1 等 巡洋艦 「 オ ー ロ ラ 号 」 
Ф 777 
19 世 紀 末 の ロシア 造船 
物 の 貴重 な 記 銘 
その 建設 と 設 
た 費用 は スパ ー ス ・ ナ ・ 
クラ ヴィ ー 教 会 の それ を 
数 倍 上 回 る 。 これ は ロ シ 
ア 艦 隊 の 強力 な 軍艦 の 
- つ に な っ た 。 
巡洋艦 オー ロラ 号 は 
1897-1900 年 ペ テ ル プ 
ル グ 新 海軍 省 の 造船 所 
で 建造 され た 。 この 名 が 
けら れ た の は 1903 年 
が 始 о 
1905 年 5 月 ※ 
参加 し 、 そこ で 大 損害 
を 受け な が ら も 敵 か ら 
逃げ 切り 、 マニ ラ へ 向 か 
ої, そこ で ロシア の 船 
解除 し 日 露 戦争 
終結 まで そこ に 留 ま 
っ た 。 1906 年 「 オ ー ロ ラ 
ぢ 」 は バル ト 海 に 戻る 。 


| 1917 年 巡洋艦 の 乗組 員 


は ボリ シェ ヴィ キ 側 に ま 
わり 、1917 年 10 月 25 日 
(1 1 月 7 日 ) KPED DO 
号砲 が 冬 宮 占 領 の 合図 
と な っ た 。 
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カー メン ナオ スト ロフ スキ ー 
РР (石島 ) 大 通り 


トロ イ ッ キ ー (三位一体 ) 橋 の 建設 後 „уе | 


ブル ジョ ワ ジ ー は 精力 的 に 新しい ベト ログ ラー ツ カ ヤ ・ ペテルブルグ ・ モ ダニ 


(| スト ラナ ー を 開発 し た 。 ペ テ ル ブ ル ス キー 島 に 10 年 ズム (仏語 .moderne 
| 間 で 当時 最高 の ペテルブルグ の 建築 家 の 設計 に | 全 最新 の ) は あま り し ゃ 
| よる 建物 が 数 多く 建て られ た 。 開発 は 有名 な べ テ ル | 
| ブル グ の 島々 、 エ ラー ギン 上島 、 

クレ スト ー フ スキ ー 島 まで 広がり 、 


れ て いな い 、 リ チェ イ 
ナヤ ・ ス トラ ナー、 ペ ト 


カー メン ヌィ ( 石 ) 島 、 = Ый 
J~ (4) Е ログ ラー ツ カ ヤ ・ ス トラ 


そこ で は 古い 郊外 


の アン サン ブル と 隣り 合 し 
る スタ イル の 優 кошери し る よう !【 


アレ クサ ンド ル 公 園 か ら 
ТА アレ クサ ンド ル 公 園 
⑪ 7-76 


ыа апе ае 
1904 年 三 位 
境 を な す 公 園 の 東部 
整備 され 、 
ДЕ» 


も と に つく られ た 
焼 の イコ ン 画 


| 「 ス トレ サー シー 号 」 像 


され て いる こと 


、 当 時 流行 し て いた あら ゆ 
に な っ た 。 | 


1844- UE A ч 


( 体 広場 と と 


装飾 が 施 š 
19 世 紀 末 ここ に 
医療 セン ター が 建て ら 
れ た 。 この た め に 1902- 
1906 年 ロベルト ・ マ リツ 
| ェ ル の 設計 で 整形 医学 
大 学 が 建て られ た 。 この 
建物 の ファ サー ド は K. 


で 有名 Tea 


| クシ ェ シ ンス カヤ 邸 


| で は 珍し い モ ダニ 


少し 後に な っ て そば の 
小 公園 に ペテルブルグ 
КА 
様式 の 記念 物 「 ス テレ グ 


(1911 年 
1E € 

- ゲ ン ‚ИНЕ Г.В. ガウ リ 
ЧУ) 「 ス テレ グー シー」 
は ロ シ JOKEEN 名 
前 だ 。 1904 年 2 月 26 日 ポ 
ー ト ・ ア ルト ゥ ー ル で この 
水雷 艇 の 乗組 員 は 日 本 
の 水雷 艇 4 隻 と 不利 な 状 
況 で 応戦 し た が 、 受 けた 
破損 が も と で 沈没 し た 。 


回 教 寺 院 ( モ スク ) 
Ф 1-h6, p. 328 

回 教 寺 院 は 1910- 
1912 年 サマ ルカ ンド の 
有名 な グル ・ エ ミー ル 訂 
(1404 年 ) の タメ ル ラ ン の 
納骨 所 を モデ ル に 建て 
られ た ( 建 ケリ チン 
スキ ー, N. ヴ ァ シ ー リ エフ , 
A. ゴ ー ゲ ン ) 世界 最 北 の 
モス ク で ある 。 その 建設 
は 政治 的 礼節 さ を 示唆 
し て いた 。 アレ クサ ンド ル 
3 世 の 時 代 、 中 央 アジ ア 
の ほとん どの 領地 (アフ 
ガニ スタ ン 国 境 ま で ) が 
ロシア に 併合 され た こと 
に よっ て 、 共 に 石島 通り 
に プ ブ ハ ル 汗 国 の エミ ー ル 
(領主 ・ 若 主 の 尊称 ) の 仁 
居 が 建て られ 、 ムスリム 
共同 体 は 影響 力 を 増加 
し て いっ た 。 ルー テル 共 
同体 、 カ トリ ッ ク 共 同体 、 
ユダ ヤ 共 同体 が それ ぞ 
れ 固 有 の 教会 を 持つ こ 
と に 対し て ムスリム 共同 
体 も 威厳 を 保つ 必要 が 
あっ た 


クシ ェ シ ンス カヤ 邸 
Ф 1-h7, p. 321 

り ロ ン ヴ ェ ル スキ ー 
(E)AN 


Кронверкский проспект, 1 


「 町 の ヴィ ラ ( 別 荘 ) 」 と い 
う 当 時 流行 り 9 の 邸宅 は 
1904-1906 年 帝室 バレ ュ 


団 バ レ リ ー ナ 。 マ チル ダ ・ 
ッシュ シン スカ ヤ の た め 選 
建て られ た (建築 家 A. 
テー ゲン ) テル プ ブルグ ゲ ・ 


モダ ニズム の 代表 的 な 建物 
で ある 


りり ヴァ 


リ の 家 


リド ヴァ ー リ の 家 
石島 大 通り 1-3 
Каменноостровскиий, 1-3 
モダ ニズム 様式 の ベ テ 
ル ブ ル グ の 部 屋 数 の 多 
い 家 の 素晴らし い 手 E 
ある 。 1899-1904 年 ペデ 
л 7л? кеша н Ёё 
の 人 7 - ド ル ・ リド 
ヴァ ー リ に > て 建て ら 
れ た 。 建物 に は 石島 大 
通り の 周り に 集め られ た 
いく つか の 棟 か ら 成 る 
コン プレ ックス を 含む . 


オー スト リア 広場 
Ф 7-g5 
広場 は V. シ ャ ウブ の 設 
計 で 1901-1906 年 に 作ら 
れる 。 石島 大 通り と 平和 
о さい 交差 路 を 取 
) 巻 く ほ と ん ど 同 じ タ イプ 
の 5 階 の 建物 が 並ぶ 小さ 
い ア ン サ ンプ ブル だ 


「 塔 の ある 家 」 

石島 大 通り と バリ ショ イ 

大 通り 75 の 角 

Угол Каменноостровс- 

кого и Большого пр., 75 

1913-19154 А A . ベ ログ ル 
- ド の 設計 で 絵画 的 な 美 

し さ の ネオ ・ ロ マン ス 様 式 
で 建て られ る 


ПЕ 10% 
石島 大 通り 24 
Каменноостровскиий, 24 
йг: р нед Л 
建築 家 ヘ ンド リッ ク ・ ベ ル 
ゲー グ (1856- 1934) に よ 
て 実用 化 さ れ た 伝統 的 
に 様式 名 で ある 。 貸家 の 
建設 の 際 べ テル ブル グ で 
たく 用 いら れ た 。 石島 大 
遇 り の 家 は 1896-1897 年 
レオ ンチ ー・ ベ ヌ ア (大公 
り 納 骨 堂 製作 者 ) に よ 


っ て 建て られ た 。 KK 


造り の ファ サー ド は 洗練 
され た マジ ョ リカ 焼 や テ 
ラコ ッ タ の は めこ まれ た 
装飾 が 美しく 、 
い 外 観 に や や 変 
け て いる 


建物 の 暗 
化 を つ 


石島 大 通り 61 
1906-1907 年 建築 家 F. リド ヴァ ー リ 


| 展 に 大 き な 役割 を 果たし た 。 その 分 野 で は ベ ヌ ア 、 

| パク スト 、 ビ リー ビン 、 ゴ ロ ヴ ィ ン や 他 の 巨匠 達 の お 
| 陰 で 至る 所 で 指導 的 地位 を 獲得 し た 。 抗議 的 な 
| 性 格 を 持ち 、 サ ロン 的 貴族 文化 に 反抗 し た 新しい 


ナー や セン ナヤ 広場 


近辺 な ど で よ く 見 ら IE 
ж ー ス ・ ナ ・ ク ラヴ ィ ー 
Е モザ イク 装飾 細部 
ー レ が 1890 年 代 - 1900 年 代 
の 特徴 を 見 る こと が 
で きる 。 ペテルブルグ ・ 


モダ ニズム は いく ら か の 例外 を 除い て 、 保 守 的 な ペ 
テル ブル グ 貴 族 や 裕福 な ブル ジョ ワリ ジー に は 受け 入 
れ ら れず 、 中 流 実 業 家 知識 人 の スタ イル に な っ た 。 
モダ ニズム は ロシア 風 イ ン テ リ ア 、 絵画 や 版画 の 発 


運動 は 19 世 紀 半 ば 頃 グ レー ト ・ ブ リ テ ン 島 で 起こ 
っ た (モー リス . ロ セッ ティ 他 ) 。 大 陸 で 受け 入れ られ た 
この 運動 は 、 さ ま ざ ま な 形 で 各国 に 広がっ て いっ た 。 
アー ル ・ ヌ ー ヴ オォ ー :Art Nouveau( 英 語 圏 の 国々 と 
フラ ンス ) 、 ユー ゲン トシ ュ テ ィ イール: Jugendsti( ド イツ ) 、 
Stile Floreale( イ タリ ア ) 他 。 

モダ ニズム 最初 の 建築 基礎 を 作り 上 げた の は 、 
ヴィ オー レ ・ レ ・ デ ュー ケ ク (1814-1879) で 「 偽 善 的 な 
歴史 の 借用 」 か ら の 建築 脱却 を 提唱 し て いた 。 
新 ス タイ ル の 首謀 者 ガウ ディ 、 オル タ 、 マ キン トッ シ 
ュ ら は 20 年 間 で 古い 建築 派 の 基礎 を 揺るが し 、 
支柱 ・ 梁 シス テム を 基礎 と する 革新 的 な 空間 芸術 
を 創り 出し た 。 し か し 新しい 原則 は 、 建築 家 と 依頼 
主 に 限ら れ た 者 に し か 与え られ な い 並 外れ た 才能 
と 想像 力 を 要求 し た 。 その た め ヨ ー ロ ッ パ 地 方 に お 
ける 大 量 の 建設 に お いて は 、 主 に アメ リカ 人 建築 

家 リ チャ ー ド ソン (1838-1886) の アイ ディ ア が 人 気 だ 
っ た 。 彼 の 建築 思想 と いう の は 、 口 マン ス 
派 建築 の 「 力 強 さ と シン ブル 
さ 」 と 古代 建築 の 「 明 白 さ 
(わか りや すさ ) 」 を 兼ね 備 
えて いた 。 こ の 二 つ は 「 国 民 
ロマ ン 派 」( 北 の モダ ン ) と 呼 
ば れる 思想 の 基盤 に な っ た 。 
ペテルブルグ に お ける 特徴 は 、 
EDS RR У EO 
ファ サー ド 、 多量 の (少量 の ) 
マジ ョ リカ ある い は 「 流 動 的 
な 」 レ リー フ 装 飾 、 北 ゴ シッ 
ク 様式 の ペデ ィ メ ント だ 。 


ノヴィ ツキ ー 工 場 棟 の 階段 
(サド ー ヴ ァ ヤ 通り 23) 
1900 年 代 
建築 家 V. シ ャ ウブ 


106 ヘ クタ ー ル ) は 
ペテルブルグ の 
北 郊 外 の 古い 保 


ー ギ ン 鳥 も 含む ) 
に ある 最も 有名 な 
ЮЛ» カー メジ ナ 
オス トロ フス キー 
(石島 ) 大 通り の 
名 称 の 由来 と な 
っ た 石島 は 、18 世 
紀 初 頭 ピ ョ ー ト ル 


カー メン ヌィ ー・ オ ー ス トロ フ 
(石島 ) 仏教 寺院 


| な 宮 
| ル は 、 皇 太子 パー ワ ヴ | 
ェ ル の も の だ っ た 。 宮殿 

| の 近く に 退役 水兵 の た 
| DEREAT — 


か つて 石島 に 美しい 


РЛ АВ 


た 建物 の 中 で 保存 状 


リー・ フ ェ リ テン と 、 ジャ 
コモ ・ ク ウリ еВ ча 
っ て 1776-1785 年 に 建 
立 さ れる 。 中 央 の 巨大 


と の アン サン プ 


| 預言 者 イオ アン エラ ー ギ ン 島 
カー メン ヌイ ・ (ヨハ ネ ) 誕生 教会 アン サン ブル 
| | オー スト ロフ (石島 , p. 329 p. 320 


エラ ー ギ ン 島 屋敷 
(1818-1822) は カル ロ ・ 
ロッ ジ の 最初 の 大 プロ 


態 が 良い 数 少な い 建 物 ジェ クト に な っ た 。 中 2 階 
| 養 地 帯 ( ク レス トー | の 一 つ 。 教会 は エ カ チ の ある 2 階 建 て の 宮殿 
l フス キー 島 と エラ ェ リ ー ナ 2 {омен ые узы 


い 建 物 の 土台 の 上 に 
b. m VBE 
よう に 仕上 げ ら れ た 
こ に 遊歩 道 ( 散 
る 回 廊 ) ) が 設置 され た 。 
つの 入口 の 前 の 幅 
広い 階段 に は 、 鉄 の 獅 


エラ ー ギ ン 鳥 


今日 素晴らし いい 古い 公園 が 唯一 現 
Б (面積 94 ヘ クター ル ) の 最初 の 所 有 者 と 


存する 


| 1 世に よっ て 空 相 頂 言 者 イオ アン ( ヨ ョ ハネ) 誕生 教会 | (収容 所 ) が あり 、 そ の | кн 

ие, | 近く に 1778 年 ユー リー・ な っ た の は 、 副 宰相 シャ フィ ー ロ フ 和 男爵 だ 。 
a АШЫ ا‎ | フェ リ テ ン の 設計 で この ピョートル は 彼 に この 島 を 世襲 領地 と し て 
贈ら れ た 。 ゴロ ヴ キ ン が その 島 に 建て た 仏教 寺院 | 英国 ゴシック 様式 の 小 ド 賜 し た 。 1723 年 シャ フィ ー ロ フ は 官 金 横 

| ЫЙ > UA а а а ы の 回 想 の 装飾 の 一 部 УЕ Ж 8⁄2 УРЕК - аон у U 2 Не 
屋敷 に つい て の 情 RI н トル の 回 さい 正教 教会 が 建て ら 領 の 罪 で 起訴 され 、 島 は 元老 院 検事 総長 

i 録 に 記さ れ て いる 。 エリ ザ ヴ ェ ー タ 時 代 れ た рне аана у. 

| PR За сай e 4 LM si ヤグ ジン スキ ー に 贈ら れ た 。 1770 年 代 島 は 
| n гы っ 主 に な > 6 езе エカチェリーナ 2 世 時 代 の 宮廷 人 事 長官 イヴ 
| = ы: т "ee ァ ン ・ エ ラー ギン (1725-1794) の 所 領 と な り 、 
| А о 仏教 寺院 後 は 精力 的 に 島 の 整備 に 励ん だ 。 彼 の 所 
| イナ доводка сес. р. 328 е на 領 時 代 、 島 の 沿岸 は 洪水 を 防ぐ た め に 士 
この 地 を 完全 に 整備 し 直し た 。 ИЕДИ 可 エラ ー ギ ン 宮 典 の 青 の 客 問 皇 で 囲ま れ 、 東 端 に 宮殿 が 建て られ た 。 


の ェ フ の 木造 宮殿 の 周り に 
大 規模 な 整形 式 庭園 (左右 対称 の 庭 
園 ) が 設け られ 、 温室 、 エ ルミ ター ジュ ・ 
パ ヴ ィ リオ ン 、 動物 小尾 建て られ た 。 
1760 年 代 エ カチ ェ リ ー ナ 2 世 は この 島 を 
息子 パー ヴェ ル に 贈り 、1776-1781 年 彼 
の た め に べ ベス トゥ ー ジ ェ уур 
場所 に 壮大 な 宮殿 が 建 て られ た 。 
クサ ンド ル 1 世 の 治世 、 島 ! А [し い 段 
を 迎え る 。 石島 公園 は トマ ・ ド ・ ト モン の 
よっ て 風景 画 の よう に 再建 され 、 
Е су, 


ニコ ライ 2 世 か 
- の は 1909 年 、 
その 後 、 建 設 委員 会 の 
ОЪ, 建設 が 始ま 
っ た 。 委員 会 の メン バー | 
は 民俗 博物 館 の アカ デ 
ミー 会 員 テ ラド ロフ と オリ デ 
ン ブ ル グ 、 ウ フト ム ス キ 
ー 公 、 東 洋学 者 コト ヴィ 
チ と ルド ネフ 、 画家 ニコ 
ライ ・ レ ー リ フ 他 。 最初 の 
аша 案 は N. ベ レゾ フス 
キー に よっ て 立て られ 、 
£ DA 想 を も と に 建築 

家 G. バ ラノ フス キー に よ | 
っ て 建て られ た 。 建設 完 


上 塁 は 現在 まで 保存 され て いる 。 エラ ー ギ ン 死 後 、 島 は オル 
ロー フ 伯 爵 に 移っ た が 、 彼 は これ を 1817 年 35 万 ルー ブル で 
皇帝 内 開 に 売り 渡し た 。 アレ クサ ンド ル 1 世 は шс 自分 の 母 、 
ЖЕ Л Еро E KJ 后 マ リヤ ・ フョードロヴナ の 屋敷 を 造る こと 
を 決め 、 カ ル ロ ・ ロ ッ シ (【 NE 。 ロッ シ の エラ ー 
ギン 公園 整備 を 補助 し た の に 、 造 園 師 ジョ ゼ フ ・ ブ ッシュ で 、 
彼 は ここ に 島 の 5 分 人 の で だ 占め る 池 シ ステ ム を 設置 し た 。 
宮殿 の アン サン ブル に は エラ ー ギ ン 宮 殿 の ほか に 給仕 (食堂 ) h. 
音楽 パ ヴ ィ リ オン 、 厩 温室 、 営 fr. 島 の 東 岬 の tE j E: 
着 場 わき の パ ヴ ィ リオ ン が ある 。 


了 像 と 装 < Ñi 植木 鉢 が 
ある 。 内 装 作 業 に 参加 
ч ロッ シ の 信頼 
厚い スコ ッ テ ィ 、 ヴィ ギ 、 
メデ ィ ナ 、 ビ メ ノ ジ と デム 


まっ た 。 現在 の 3 
部 分 は 、 修復 家達 
を 惜しま な い 労 


その 中 に 高官 貴族 の 別 】 
20 世 紀 初 め а 
| 絵画 的 公園 は 


カー ル ・ ベ ッ ザ ロフ 
「 エ ラー ギン 宮殿 」1825 年 


| P> 了 は 1915 年 。 パテ ルプ i 
| と こんど て 失わ れ ル グ の 仏教 寺院 建設 は | 

LEE. し か し 政治 的 策略 の ー つ で 、 

島 に は いく つも の 極東 を めぐ る ロシア と 英 


建物 が 建て られ 、 国 と の 勢力 争い に 関連 
以前 と 変わ ら ず し て いた 


流 の ベ テ ル ブル 
I | АЕ т 地 だ っ た 。 
| に 点々 と 存在 す 
ZEEE АТН E 
の 様子 を 現在 まで 
| 伝え て いる 。 


| 152 , 
18 


@ 2 


海軍 省 地 区 は ペテルブルグ で 最も 


的 に フォ ンタ ンカ 有川 、 


いろ いろ な 階層 や 人 種 が 住ん で いる 独特 の 雰 
域 だ 。 この 地区 を 通っ て いる 重要 な 幹線 道路 は 、 サド ー ヴ ァ ヤ 
ヴォ ズ ネ セン スキ ー 大 通り と 英 


通り 、 


に は また 、 古 い コ ロム ナ 街 区 、 い くつ か の 有名 な アン サン ブル 
で ある セン ナヤ 広場 、 新 オラ ンダ B. 劇場 広場 、 
が ある 


英国 川岸 通り 


英国 川岸 通り 

夏 の 庭園 か ら ガ レー 
船 造船 所 (フィ ン ラ ンド 
湾岸 ) まで の ネヴァ 川 の 
左岸 は 当初 二 本 の 川岸 
通り (上 の 川岸 通り ・ 下 の 
川岸 通り ) に 分 けら れ て 
a ドド の 川岸 通り の 区 
画 は 当初 、 ガ レー 船 造 
ют で 働く 外国 人 造船 
与え られ て いた が 、 
に は イギリス 人 事 


| 業 家 が 住む よう に な り 、 


この 通り の 名 の 由来 と な 
た 英国 大 使 館 が 建て ら 


「 英 国 川岸 通り 」 
リト グラ フ 19 世 紀 中 葉 


mm 


| ネヴァ 川 と モイ カド 流 


コロ ロム ナ ま で 


ネヴァ 有川 、 


ヴォ ズ ネ セン スキ ー 大 通り 
@ 2-f8,10 

海軍 省 か ら 放 射線 状 
に 伸び る 三 本 の 大 通り 
の うち 一 番 最 後に 造ら 
れ た 。 大 通り は 他 の 県 
か ら 連 れ て こら れ た ペ テ 
ル ブ ル グ の 建築 家達 の 
村 に 沿っ て 敷設 され た 
1728-1729 年 グル ハヤ 
川 、 あ る い は クリ ヴ シ 川 
(現在 の グリ ボ エ ー ド フ 運 
河 ) 岸 に 木造 の ヴォ ズ ネ 
セン スキ ー (昇天 ) 教会 
が 建て られ た 。 この 教会 
は 1769 年 まで に 石造 り に 
再建 され た 。 
ィ の 設計 )1936 年 に 取り 
壊さ ん た この 教会 が ヴォ 
ズ ネ セン スキ ー 大 通り の 
名 称 の 由来 と な っ た 。 


もい 地区 の 一 
ガロ ー ハ ヴァ ア А 


E| 大 通り だ 。 


(A リ ナル デ | 


ос. 地理 
е 

ま 囲 気 を も つ 地 

海軍 省 地 区 | 


ニコ ライ 聖堂 


| コロ ム ナ 街区 
ペテルブルグ の 左岸 
西部 の 上 地 を 獲得 し た 
の は 、 こ こ に : モイ カリ 中 の 
F 流 に 製粉 所 と 製材 | 
所 が あっ た 18 世 紀 だ 。 | 
19 世 紀 に 名 づけ られ た | 
コロ ム ナ と いう 名 前 自体 、 


ТШЩ 
(Жү 


| 1828-1835 年 ( 
ター ソフ の 設計 


ペテルブルグ の 貧民 街 
を 連想 させ る 。 この 地区 
的 風習 と 安い 住 
有名 で 、18 世 紀 か 


居 


| ら 20 世 紀 初 頭 ま で 全て 


と 言っ て も いい ほど 多く 
の ペテルブルグ の 知識 
人 が ここ に アパ ー ト を 借 
り て いた 。 この 地区 に 
は ロッ シ 、 プ ー シ キ ン 、 
レー ル モ ン ト フ 、 ド スト エ 
フス キー、 ブ ロー ク 、 スト 
ラヴ ィ ン ス キー、 レ ー ビ 

ン が 住ん で いた 。 


トロ イツ キー 
(イズ マイ ロフ スキ ー) 聖堂 
р.328 
フォ ンタ ンカ 左岸 に 立 
っ て いる 聖堂 は 、 か つ 
て ピョートル 1 世に よっ て 
創立 され ん た イズ マイ ロフ 
スキ ー 連 隊 街 の 中 心 だ 
っ た 。 木造 連隊 教会 の 
アル ター リ ( 至 聖 所 ) は 、 


トロ イツ キー 


(イズ マイ ロフ スキ ー) 聖堂 


リー・ ス 
に よっ て 建て られ た 
や か な 青 の ク ー ポ ラ , 
い 柱 廊 の ある 建物 に 
され た 。 


こ ヴ ア シー 


新 オラ ンダ 島 


新 オラ ンダ 島 

@ 2-b8 
倉庫 と 乾燥 室 と し て 
уал соок 


ピョートル 時 代 「 新 オラ | 


ンダ 島 」 と 呼ば れ た 。 
エカチェリーナ 2 世 の 命 
で 1765-1780 年 島 に 新 し 
い 倉 庫 ある: ュ ン プレ 


劇場 広場 
Ф 2-c9 


ЕРЕ 始 は 18 世 
uÉ ば 。 753 年 エリ ザ 
Ж А ロー ヴ ナ 
女帝 に 見 せ た 設 計 案 
で は 海軍 省 地 区 の 西 
に 整備 РЕ Hh L C E 
線 を 引か れ た 領地 が あ 


s ‚ 1753-1762 


| こ に 最初 の 重要 な 建 


造物 、 ニ コラ イ 聖 堂 
(p.159) が 建て られ 、 
その 南 に は (少し 後に ) 
ロジ ア 初 の 石造 ボリ シ 
(K) 劇場 が 建て ら 
れる 。 後に 劇場 と 聖堂 
の 間 に 高 級 賃貸 住宅 の 
ブロッ ク が 生じ る 。 19 世 
紀 末 まで に 大 劇場 の 場 
所 に 重厚 で 品 の 良い 
(ドイ ツ ・ ス タイ ル の ) 
楽 院 の 建物 (1891- 


EE 


1896, 建 築 家 V. ニ コー リ ) 


聖 イシ ドー ルス カヤ 
(イシ ドー ル ) 教会 


PF この 時 ま 
こ 劇 場 広場 は 大 分 前 
т フラ ンス 」 ス タイ ル の 
美しい マリ イン スキ ー 劇 
a 156) に よっ て 名 声 
を 得 て い た 。 


| モイ カ 川 岸 通り 


モイ カ 川 岸 通り は 海 
軍 省 地区 で 最も 特 
権 階級 層 が 多く 住 
p= р Hi hk72 191 


に 貴族 宮殿 が 
| あり 、 隣接 し て 

貴族 の 屋敷 が 
並ん Ау rad 


こ 川 の 中 流 | 


20 世 紀 初 め の 劇場 広場 


トロ イッ キー 
(イズ マイ ロフ スキ ー) 
me 


| モイ カ 94 番 の 住宅 地 に 
| ピョートル ・ シ ュ ヴ ァ ー 


ロフ 、 後 に ユ ス ー ポ フ 
の 所 有 と な っ た 宮殿 が 
あり 、108 番 は グリ ゴー 
リー・ ポ チョ ムキ ン の ダ 
ー チ ャ (別荘 ) だ っ た 。 
1720 年 代 、 そ の 少し 下 
流 に ピョートル 2 世 が 住 
ん で いた ドル ゴル ー キ 
ー 公 の 屋敷 が あっ た 
(モイ カ 120) 。 モイ カ と 
新海 軍 省 運河 の 合流 点 
に 1790 年 代 ル イー ジ ・ 
ルス キ の 設計 で 、 ボ ー ブ 
リン スキ ー 公 の 宮殿 が 建 
て られ た (ガレ ー ル ナヤ 
通り 60)。19 世 紀 に は モ 
イカ に アレ クセ イ ・ ア レク 
セー ヴィ チ 大 公 の 宮 大 
(モイ カ 122) 、 ニコ ライ ・ 
ニコ ラ エ ヴィ チ 大 公 の 


宮殿 (ニコ ライ 宮殿 , 労 働 
広場 4) 、 ク セー ニヤ ・ 


アレ クサ ンド ロ ヴ ブナ 公 妃 の 
宮殿 (モイ カ 106) が 建 
て られ た 。 


劇場 広場 
| マリ イン スキ ー 劇 場 
(1) 2—с9, р. 316 


マリ ウス ・ イ ヴァ ー ノ 
ヴィ チ ・ プ ティ パ 


広場 の 歴史 は 1775 年 、 
エカチェリーナ 2 世 の 命 
で ニコ ライ 聖堂 を 近く の 空 
き 地 に アン トニ オッ ツリ ナル 
ディ の 設計 で ペ テ ル ブ ル | 
1840 年 代 か ら ここ に あっ た - グ に 初め て の 石造 の 劇 
ー カ ス の 小さ い 木造 劇場 の 代 | 場 が 起工 され た と き に 始ま る 。 劇場 の こけ ら 落 と し は その 10 年 後に 
0 として 建て られ た マリ イン | 行わ れ た 。 その 舞台 で 外国 公演 を 上 演 し て いた 劇場 は ボリ ショ イ 
ペテルブルグ に 世界 的 栄誉 | (大 ) 劇 場 と 呼ば れ 、1886 年 まで あっ た 。 その 後 建物 は 音楽 協会 に 
БЫ СС | 議 ら れ 、 1891-1896 年 サン クト ・ ペ テル プル グ 音 楽 院 の た め に 再建 | 
な バレ エダ ン サー、 パヴロワ 、 され た 。 劇場 I: l; に 名 堂 を も た らし た の は 建築 家 ア ” リ ベル ト ・ カ ヴォ 


SSC ASA ье МУС 


19 世 紀 後 期 は ロシア バレ エ 

マリ イン スキ ー 劇場 史上 に お いて 偉大 な バレ エ 

モモ ーー ーー кын マス ター、 マ リウ ス ・ プ ティ パ | 

СУ сыл (ロシア 語 読み : ペチ パ ) 

(1818-1910) に 敬意 を 表し 

て 「 ブ ティ パ の 時 代 」 と 呼ば れ マリ ウス ・ ブ ティ パ 1890 年 
て いる 。 プティ イ パ は ロシア バレ 

エ の 創始 者 で 、 ロ シア で 56 の バレ エ 作 品 の 振り 付け を 

し た 。 プティ パ は パリ ・ オ ペラ 座 の 舞台 で 彼 を 見 い 出し 

た 帝室 劇場 幹部 に 招待 され 、1847 年 ロシア に 来 た 。 


タマ ー ラ ・ カ ル サ ー ヴ ィ ナ 、 s ` J `n ZE =; ` Е 
2 フォ ー キ ォ ン ニシ シメ | ス に よっ て 1 年 で 建て られ 、1860 年 10H 14 日 に オ кез セレ モ ペテルブルグ で ブ プティ パ は 帝室 劇場 の バレ エ 劇 団 を 臣 
“IHL Суч, 189541 ニー が 行わ れ た マリ イン スキ ー 劇 s Le pe La (CPE 督 し 、1869 年 「 フ ァ ラ オ の 娘 」( ブ ー ナ ) の 振り 付け で 


げ し 命 」 の 初演 で 幕 を あげ た ) 。 ロシア オペ ラ 上 演 の た め に 定め ら 絶賛 され る 。 その 後 マ リ イ ン スキ ー 劇 場 の バレ エマ スタ 


ー と 呼ば れ 、1869 年 か ら 主席 バレエ マス ター に な る 。 


の 劇場 こい た 。 舞台 装 | れ た 新しい 劇場 は 、 祖 国 芸 術 を *“ Ае, 論 の 影響 下 で 創立 Š дй © 
飾 作業 20 世 」 され た 。 グリ ンカ の 「 ル スラ ン と リュ ドミ ラ 」、 ムソルグスキー の 「 ボ リス ・ | マリ イン スキ ー 劇 場 の 舞台 で 彼 は 自分 の 才能 を 完 
紀 の 優れ た 舞台 芸術 家 、 レ リ | Те ° б چک‎ ж | 全 に 発揮 させ た 。 彼 は ディ ヴェ ル テ ィ ス マン (余興 と し 

フ 、 パ クス ト 、 ゴ ロ ヴ ィ ン 、 コ ロ | ゴ ド ウ ノ フ 」 と 「 ホ ヴァ ー ン シ チ ナ 」、 ボ ロディ ン の 「 イ ー ゴ リ 公 」、 リ ム ス て 踊ら れる 小作 品 ) と コー ルド ・ バ レ エ に 対す る 認識 


ヴィ ン 、 ベ ヌ ア 、 ス デイ キン だ 。 


キー・ コ ル サ コ フ の 「 見 え ざ る 町 キテ ー ジ の 物語 」 他 、 大 成功 に 次 | 
ぐ 大 成功 は 、 皆 の 予想 を は る か に 上 回 る も の だ っ た 。 1890 年 代 建 
物 は ヴィ クト ル ・ シ ュ レ ッ テ ル の 設計 に よっ て 大 急ぎ で 再建 され た 。 
ジュ レッ テル は 建物 を 拡張 し 、 木造 建築 を 金属 に 換え 、 フ ァ サ ー ド 
と 内 装 を 一 新 し た 。 5 階 の 劇場 ホー ル (1625 席 ) も 、 優 れ た 画家 ア 
レク サン ドル ・ ゴ ロ ヴ ィ ン に よっ て 制作 され た ) 幕 も 、 現在 まで | 


を バレ エ 劇 の 二 次 的 要素 に する 改革 か ら 始 め た 。 
ー 和 糸 乱れ ぬ コ ー ル ド ・ バ パレ エ は 、 プティ パ の 演出 の も と 
調和 の 取れ た オー ケス トラ の よう に 動き 、 デ ィ ヴ ェ ル ティ 
スマ ン は 、 現在 これ 無し に は 有名 な 「 く る み 割 り 人 形 」 
も 「 白 鳥 の 湖 」 も 想像 で き な い ほど 、 輝かしい 小品 に 
な っ た 。 チャ イコ フス キー と の ユニ ー ク な 友好 は 特別 な 
意味 を 持っ て お り 、 彼 の 死後 、 ブ ティ パ は モス クワ の ボ 


ほとん ど 変 えら れず に 保存 され - て いる , 内 装 は 帝室 劇場 と し て の | リ シ ョ イ 劇 場 で 失敗 し た パレ エ 「 白 鳥 の 湖 」 を 新しい 
地位 に ふさ わし い 、 バロック の 豪華 さと 府 厳 さ pis 立っ て いる 。 | 振り 付け (演出 ) で 復活 させ る 。 プティ パ は ミハイル ・ 


フォ ー キ ン を 援助 し 、 彼 に マリ イン スキ ー の 舞台 を 提供 
し 、「 シ ョ パニ アー ナ 」 や 「 瀬 死 の 白鳥 」 の よう な 傑作 を 


レオ ン ・ パ クス ト N. チ ェ レ プ ニ ン の バレ エ ý つく る チャ ンス を 与え た 。 
「 ナ ル シ ス 」 の コス チュ ー ム の 下絵 1911 年 


ヴァ レン チン ・ セ ロー フ 
シル フィ ー ド を 踊る アン ナ ・ パ ヴ ロ ワ 19094 


オペ ラ 「 ス ペー ド の 女王 」 の 1 シー y オペ ラ 「 イ ー ゴ リ 公 N」 の 1 シー ン 


(g) 2—d8, р. 320 


ZY 
( ジ ナ イー ダ ・ ユ スー ポ ヴ ァ 公 妃 ) 
の 頭 文字 入り カル トゥ ーシュ 
(渦巻 ) 装 飾 


Í 
4 


宮殿 劇場 

ラス ブー チン が 宮廷 に 現れ た の は 
1905 年 、 そ の 数 年 後に は ロシア 
政界 で 最も 影響 力 の ある 人 物 に 
な っ て いた 。 ロ シア を 襲っ た 災難 
の 原因 は ラス プー チン 一 人 だ け に 
あっ た と は 言い に くい が 、 革命 直 
前 に 彼 が 君主 制 の 権威 失墜 に 
大 きく 関わ っ て いた こと は 確か だ 。 

ジ ナ イー ダ ・ ユ スー ポ ヴ ァ は 一 人 で 
皇后 アレ クサ ンド ラ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ 
ナ に ラス プー チン を 宮廷 か ら 追放 
する 請願 書 を 持っ て 進言 し た が 、 

む げ に は ね つけ られ た 。 この こと を 
傷 辱 に 感じ た フェ リッ クス ・ ユ スー 
ポ フ は 、 ドミ ー ト リー・ パ ヴ ロ ヴィ チ 
大 公 と 共謀 し 、 ラ ス ブ ー チ ン を 亡 
き 者 に する 計画 を 立て る 。 こ の 企 
み は だ いぶ 前 か ら 宮廷 内 で 何 度 
も 推戴 を 重ね られ 、 あ と は 実行 を 
待つ の み だ っ た 。 家族 の 留守 中 に 
彼 は ラス プー チン を 自邸 ヘタ 食 に 
招き 、 そ こ で 何 人 か の 参加 者 も 
加わ っ て ドラ マ が 繰り 広げ られ た 。 


| | リー F 大 公 妃 と 結婚 し た フェ リッ ク хӯ 


158 


ユ ス ー ポ フ 宮 殿 


ユ ス ー ポ フ 宮 殿 ( モ イカ 94) は 19 世 
紀 ヨ ー ロ ッ パ で 最も 優雅 な 邸宅 の 一 
つ だ 。 宮殿 は エリ ザ ヴ ェ ー タ 女 NM 
の 有名 な 高官 ピョートル ・ シ ュ ヴ アァ 

フ の 所 有 だ っ た 18 "yan ma 
名 が 知ら れる よう に な る 。 ここ の 中 庭 で 1754 年 皇 太 了 バ パー ヴェ ル ・ ペ ト 
ロー ヴィ チ の 誕生 が 祝 わ れ た 。 1830 年 シュ ヴァ ー ロ フ 家 は 屋敷 を グリ ゴ 


ユ ス ー ポ フ 宮 殿 の 外観 


ー リ ー・ ポ チョ ムキ ン の 巡 、 タ チ ヤー ナ ・ ユ スー ポ ヴ ァ 公 妃 に 売り 渡し 、 
その 後宮 殿 は 著しく 拡張 され 、 完全 に 改装 され た 。 後に ユ ス ー ポ フ 家 


の 新しい 家主 ! ょ それ ぞ れ 内 装 に こ 手 を 加え 、19 世 紀 の 上 流 社会 の 記録 
に は 、 ユ スー ポ フ 宮殿 の 豪華 な 舞踏 会 や レセ プシ ョ ン 、 数 え 切 れ な い 
ほど 膨大 な ユ ス ー ポ フ 家 の 財 宝 に つい て の 報告 が 残っ て いる 。 宮殿 


| の 最後 の 持ち 主 と な っ た の は 伯爵 スマ ロコ フ = テ エリ スト ン 、 彼 の 妻 ジ ナ 


N 妃 (p.122 参 照 ) と その 人 息子 、 ニ コラ イ 2 世 の 姫 イ 
彼ら の 名 前 は 悲劇 的 な 結末 で 
| 終わ る 宮廷 の 陰謀 の 事件 に 関連 し て よく 知ら れ て いる 。 ニコ ライ 2 世 授 


| イー ダ ・ ユ スー ポ ヴ アァ タク 


位 の 3 ヶ月 前 の 1916 年 12 月 16 日 の 夜 か ら 17 日 に か け て 、 ユ スー ポ フ 
宮殿 で グリ ゴー リー・ ラ スプ ー チ ン が 殺害 され た 。 1918 年 宮殿 は 徴発 
Ј され 、 貴重 な 品々 は 全て 国有 化 さ れ 、 後 に エル ミタ ー ジ ュ に 移管 され た 。 


プレ ツィ オー ズ の 間 


D2-d10, р. 328 


ニコ ライ 神 現 聖堂 は エリ ザ ヴ ェ ー タ 女 


帝 
は 
チ 
作 
(1 
ンダ 
設 
Еа) 


Бу 


$0 


ブル グ 屈 指 の 18 世 紀 イ コン 画 の 貴 
コレ クシ ョ ン が 保存 さ 


ип 
E 


Еа 


数 


ニコ ライ 聖堂 の 上 の 教会 の アル ター 


の 命令 で 1753 年 に 建て られ た 。 これ 
ラス トレ ッ リ の 才能 ある 弟子 サッ ヴァ 
ェ ヴ ァ キ ンス キー(1713-1780) D% 
の 一 つ だ 。 海軍 省 長官 で も あっ た 
750 年 て ) 海軍 大 将 ミ ハイ ル ・ ゴ リツ ィ 
\ (1681-1764) の 監督 下 、 聖堂 の 建 
肥 の た め に 海軍 連隊 の 連 兵 用 広場 が 
り 当 て られ た 。 チェ ヴァ キン スキ ー 


ラス トレ ッ リ ・ バ ロッ ク 様 式 の 手法 と ピ ョ ー 


レ 時 代 以 前 の 伝統 建築 を 融合 させ 、 

間隔 を あけ て 配置 され た 同じ 高 さ の 5 

の 丸屋 根 を 頂く 美しく 調和 の と れ た 建 
を 創り 上 げた 。 聖堂 の 壁 に は 、 ペ テル 
車 な 
れ て いる 。 ニコ ライ 
堂 は ツ 連 時 代 、 そ し て レニ ング ラー ド 


[ 鎖 中 も 勤行 を や め な か っ た ロシア で 


少な い 教会 の 一 つ で ある 。 


ー リ ( 至 聖 所 ) 


ニコ ライ 各党 の 正面 入口 


イコ ン 画 「 聖 ニコ ライ 」 

20 世 紀 初頭 
海軍 省 (参議 会 ) が 聖堂 建 
築 に 参加 し 、 聖 堂 は 1808 年 
まで その 管理 課 に あっ た こと 、 
そし て 教会 の 一 階 の アル ター リ 
( 至 聖 所) に 旅行 者 と 航海 者 
の 底 護 者 聖 ニ コラ イ ・ ミ ルリ キ 
イス キー を まつ っ て いた こと に よ 
っ て 、 ニコ ライ 聖堂 は ロシア 水 
夫 の 重要 な 聖堂 に な っ た 。 
建設 の 完成 と 上 の 教会 ( 神 現 ) 
の 成 聖 式 は 1762 年 、 エ カチ ェ リ 
ー ナ 2 世 の 即 位 後に 執り 行わ 
れ た 。 エカチェリーナ 2 世 は ロ シ 
ア 海 軍 の 重要 な 大 勝利 を 祝 
っ て 、 聖堂 に 金 第 が 施さ れ た 
数 点 の イコ ン 画 を 寄付 し た 。 
1900 年 聖堂 は 主教 区 庁 か ら 
海軍 店 へ 管轄 が 移り 、 正 式 名 
称 「 海 の ニコ ライ 神 現 聖 堂 」 を 
得 た 。 1905 年 聖堂 の 北 の 庭 
園 に 対馬 会 戦 で 沈ん だ 英雄 、 
戦艦 「 ア レク サン ドル 3 世 」 の 記 
念 碑 が 設置 され た (建築 家 Y. 
フィ ロティ イ , 彫刻 家 A オ ペー ル ) 。 
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| られ た 。 オプ ヴォー ド ヌィ 運 河 の 南町 は 、 海 軍 省 区 、 キ ー ロ フ 区 、 


| 意義 と 関係 が あり 、 こ こ は ベ テル ブル グ に 


= ロフ 土 皇 か ら プ ルコ ヴォ 国境 ( 


| を 再現 し た 最初 の 木造 


| 夏 パ リ か ら 戻 る ロシア E 


ү 南 の 関所 


「 ナ ル ヴ ァ 門 」 リト グラ フ 1830 年 代 
s == 


南 の 関所 は 1769-1833 年 ペテルブルグ の 南 境 防備 の た め に 造 


モス クワ 区 、 フ ルン ゼン スキ ー 区 と いう 行政 区 に 分 けら れる 。 18 世 
紀 こ こ に ペテルブルグ と モス クワ (モス クワ 街道 、 また は ツァ ー ル 
スコ エ ・ セ ロー 街道 ) 、 ベ テル ブル グ と エス トニ ア 国境 の ナ А 
( ペ テ ル ゴ フ 街 道 ) を つなぐ 駅 馬車 道 が 敷 か れ た 。 街道 に 
て まず 郊外 屋敷 が 建設 され 、 人 々 が 移住 し た ( エ カ テ жее 
オブ ー ホ ヴォ 、 ク プチ ノ 、 ア フタ ヴァ 、 ウ リヤ ンカ 他 )。 そし て 産業 革 
命 の 時 代 、 産業 地帯 が 広がっ た 。 
現存 し て いる 歴史 的 記念 偽 は 、 ま ず こ 
入る 南 の 関所 で あっ た 
(に ここ か ら ナ ル ヴ ァ 関所 、 モ スク ワ 関 所 と いう 名 前 が 生ま れ た ) 。 
c нини 1721) 後 、 南 か ら の ペテルブルグ へ の 接 
を 決め た の は ファ シス ト だ け だ っ た 。 ファ シス ト は 1941-1942 年 
こ か け て 南 の 防御 を 固め て いた 。 


ナル ヴァ 門 ナル ヴァ 門 


ロー マ の 名 旋 門 の 形 


門 は 、 ジ ャ コモ ・ ク ヴァ レ 
ン ギ に よっ て 1814 年 の 


を 迎え る た め の 一 時 的 
な 建造 物 と し て ペ ベ テル 
ゴ フ 街道 に 建て られ た 。 
後に アレ クサ ンド ル 1 世 
は この 門 を 常置 門 に 
か える 決議 を 下 し た 。 
1827-1834 年 この 設計 
を 実現 し た の は ヴァ シー 
リー・ ス ター ソフ で 、 彼 は 
ここ に 石 と プロ ンズ か ら 成 | 
る 記念 建造 物 を 造っ た 。 
門 の 装飾 作業 に 参加 
し た の は 彫刻 家 ヴ ァ シ 
ー リ ー・ デ ムー トニ テマ リノ 
フス キー、 ス テ パ ン ・ ピ メ 
ノ フ 、 ピョートル ・ ク ロッ ト | 


OB Mle dad DHA RNID Ai C 
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| KS C, 


れ ら の 地区 の 戦略 的 な | 


g | (戦車 の 馬 )、 


| 柱 間 の ニッ チ に 戦士 像 


| ある 。 


会 戦 が 列挙 し て ある 。 


ーー 
Мо ИЖЕ “uo, 
HEW DF A МИ зн 


| 1827 年 、 


ミハイル ・ 
クル イロ フ と ニコ ライ ・ 
トカ レフ (コー ニス の 
冠 を つけ た 守護 神 ) だ 。 
コリ ント 式 柱頭 を 頂く 円 


が 設置 され 、 そ の 上 に 有 | 
名 な 近衛 連隊 の リス ト が | 
側面 上 部 に 1812- | 
1814 年 に 名 を 上 げた 


モス クリ 門 
モス クワ 釧 旋 門 は 、| 
自分 の 治世 初期 に 戦勝 


し た こと を 称え よう と し た 
ニコ ライ 1 世 の 命 で ヴァ 
ジー リー・ ス ター ジジ 
1836-1838 年 建 | 
設 さ れ た 。 これ は ベル リ 
ン の 中 心 に ある ブラ ン デ 
ン ブ ル グ 門 (1788-1791, 
建築 家 K. ラ ング ハン ス ) 
を 模範 と し て 建て られ 
た 。 ド ー リ ア 式 の 力強い | 
柱 の ポー チ ( 柱 廊 ) は | 
と ころ どこ ろ リ チェ イヌ イィ | 
- 場 の 鉄 で 鋳造 され 、 | 
| 


he 
ロッ ク か ら な る 。 上 部 の 碑 | 
文 に は 「 勝 利 を も た らし | 
た ロシア 軍 に ペル シア 、| 
トル コ の 戦功 と 1826 年 、 | 
1829 年 、| 


1830 年 、1831 年 の ポー 
ラン ド 鎮 圧 を 記念 し て 」 と 
書か れ て ある 。 門 の 装飾 
を 施し た の は ボリ ス ・ オ ル 
ロフ スキ ー だ 。 1878 年 ト 
ルコ の 圧 制 か ら バ ルカ ン 
半島 を 解放 し た ロシア 軍 
は モス クワ 門 の そば で 迎 
えら れ た 。 モス クワ 大 道 
(街道 ) は その 頃 一 時 
的 に ザ バ ル カン スキ ー 
(バル カン の 彼方 の ) 道 と 
改名 され た 。 


チェ スマ 教会 
(洗礼 者 イオ アン 誕生 ) 
バロック ( 四 弁 構造 と 
丸 窓 ) Tyva (RER, 
幾つ も の 細長 い 失 塔 ) 
と 古代 ロシア (5 つの 丸 
屋根 、 対 称 的 な 赤 白 彩 
色 ) の 建築 を 融合 し た 極 
め て 珍し い 建 築 例 だ 。 
教会 は 1777-1780 年 エ 
カチ ェ リ ー ナ 2 世 の 旅 行 


ロシア 軍 を モス クリ 門 で 迎え る 

1878 年 
中 に 滞在 し た 宮殿 の 中 
に ユー リー・ フ ェ リ テン の 
設計 に よっ て 建て られ 、 
も う 一 つの チェ スマ の 会 
戦 の 記念 征 に な っ た 。 
旅 の チェ スマ 宮殿 自体 
(ガス テッ ロ 通 り 15) は フ 
ェ リ テン に よっ て 少し 早く 
(1774-1777) 建て られ 、 
ペテルブルグ か ら ツ ァ ー 
ルス コ エ ・ セ ロー へ 行く 
道中 の 女帝 の 休憩 所 と し 
て 定め られ た 。 宮殿 は 当 
初 「 ケ ケリ キ 」 (フィ ン ラ ン 
ド 語 の ケ ケ レ ケ クシ ネン 
「 カ エル の 沼 」 よ り 。 宮殿 
が 建て られ た 場所 の 名 
前 ) と 呼ば れ て いた 。 


レニ ング ラー ド 
防衛 英雄 メモ リア ル 
р.321 
18 世 紀 か ら モ スク ワ と 
キエフ か ら ペ テル ブル グ 
へ 通じ る 道 の 合流 点 に あ 
Ws 


a 


る 広場 の 偉大 な メモ リア 
ル は 、 モ スク ワ 大 通り の 最 
後 の ロ シア の 戦勝 記念 
碑 と な っ た 。 この 広場 で 
1945 年 、 前 線 か ら 戻 っ て 
きた 近衛 兵団 を 迎え た 。 
モニ ュ メ ント の 起工 は 
1957 年 だ が 、 建 築 が 始 

っ た の は 1974 年 で 戦勝 


チェ スマ 教会 


30 周 年 に あわ せ て 1975 年 
に 完成 し た 。 メモ リア ル 
(記念 碑 ) の 設計 を し た 

の は 建築 家 V. カ メン スキ 
ー、C. ス ペラ ンス キー と 彫 
та クー シン だ 。 
内 部 に は 町 の 防衛 者 と レ 

ニン グラ ー ド 封鎖 を 記念 
し た ホー ル が 造ら れ た 。 


ペテルブルク 近郊 


ペ テ ル ゴ フー- 168 

スト レ リ ナ - 183 

ツァ ー ル スコ ロ エ ・ セ ロー = 184 
パ ヴ ロ フ スク - 200 

ガッ チ ナ – 210 
ガウ コ エ ン バ ウム ュー 216 
回 ウル ュ タ ヅ ロー 


~~ 


| l 


س 


Ë 
E 
gii: 


縮尺 1:650 000 


クロ ン シ ュ タッ ト 

町 の 博物 館 011:00~ 17:00; 休館 日 : 月 

E スタ ー ラ ヤ ・ ジ ェ レ ー ヴ ニャ 駅 (Старая Деревня) 
か ら バ パス で 、 あ る い は ⑩ チ ョ ー ル ナヤ ・ レ ー チ カ 
(черная Peuka) か ら マ ル シ ュ ルー トカ (路線 乗合 タワ シー) で 。 
トゥ ー チ コ フ 橋 そば の 船着 場 か ら デ ィ ー ゼ ル 船 で も 可能 。 
所 要 時 間 約 1 時 間 。 


各 建 物 の 開館 時 間 は 要 確 認 の 422-3753 
図 バ ルト 駅 (BanruiickiM вокзал) 
(® パル チー スカ ヤ а ате о 


y 


| オラ ニ エ ン バウ ム 

сж 宮殿 ®10:30—17:00; 休館 日: 月 , 毎月 最終 火 
曜日 ( 各 建 物 の 開館 時 刻 に つい て は p.326 参 照 ) 

バル ト 駅 (Балтийский вокзал) (( バル チー スカ ヤ 

Eanrwckaa) か ら 郊外 電車 で 「 新 ペ テ ル ゴ フ 」 

(новый Петергоф) まで (その 先 は アン サン ブル まで 348, 

350, 352, 356 番 の バス で ) 。 バル ト 駅 前 発 の 高速 パス 、 

また は 冬 宮 前 の 船着 場 か ら デ ィ ー ゼ ル 船 (高速 艇 ) で も 

可能 。 所 要 時 間 約 45 分 。 
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бт ТТЕ ! サン クト ・ ペ テル ブル グ 郊 外地 図 


TS 


ピョートル 1 世 の 宮 殿 O10; Pe ・ セ ロー 


(チケ ッ ト 売 場 で の 予約 受付 10.00 一 1800: 休 館 日 : Ж), 


コン スタ осто 
の 438-5360 
バル ト 駅 (Балтийский вокзал) (@®/ チー スカ ヤ 


Балтийская) か ら 郊 外 電 車 で 「 ス トレ リナ 」(CTpensna) ま で 。 


ガッ チ ナ 
宮殿 ©10:00~ 17:00; 休館 日 : A, 毎月 最初 の 火曜 日 


の 8(81371)134-92 
バル ト 駅 (Балтийский вокзал) (® パル チー スカ ヤ Балтийс 


また は 鉄道 駅 「 サ ブチ ノ 」 (Купчино) (W ク プ チノ Kynuwho) か ら 
郊外 電車 で 「 か ッ チ ナ ・ バ ル チ ー ス カヤ 」 (Гатчина, Балтийская? 
まで 。 あるいは 勝利 広場 モス コ フ ス カ ヤ Московсќая) か ら 
また は マル シュ ルー トカ (18 番 ) で 。 所 要 時 間 約 1 時 間 。 


L Ceno) ま で 。 ある い は ⑩ モス コ フ ス カ ヤ 


Б. 所要 時 間 約 25 分 。 


ア 37 а ја セロ ー 
殿 ①10:00<17:00: 休館 日 : 火 
月 最初 の 月 曜日 の 466-666 
E ar (Витебский вокзал) 
シキ ツ ス カヤ Пушкинская) = 
\ る い は 127797 1 (Купчино) 
Ж カプ チノ kynuuho) か 5 郊外 電車 
で 「 ジ ェ ー ツ コ エ ・ セ ロー」 (Детское 


(Московская) か ら バ ス (287 番 ) で 。 


た は 鉄道 「 ウ プチ ノ 」( (Кулчино) 


092772 kyo) ДЕС, | 一 


ХЭ (Звездная) 
か ら バ ス (479 番 ) で 「 パ ヴ ロ フス ク 駅 」 
(Павловский вокзал) まで 。 


所 要 時 間 約 40 分 。 


1 АУД = 074 


リ イ ン ラン ド 湾 方 向 か ら 見 る ペ テ ル ゴ フ ・ ア ン サ ン ブ ル の パノラマ 


『 ム ン ケ 号 』 が フィ ン ラ > ШШ? F AL 
ル ゴ フ と 呼ば れる 小さ い 農 めった -」 と 書か れ て ある 。 これ が ペ 
テル ブル グ : : 居 に 関す る 最初 の 言及 だ と 
され て いる 。 ペ テ ル ゴ フ の ЧЕ 発 は 、 ピョートル 1 世 が ルイ 
кошке аз 外 の 数 々 の ? Ao に 魅了 され 
に 始ま っ た 。 ピ = ds に も ヴェ ル サ イ ユ 
NBDE CD と 判断 し た その 人 後 
フ の 再建 工事 の スピ ー 上 が り 、 
後 、 こ こ に は 既に 、 上 の 宮殿 、 モ ン 
プレ ジー ル 宮 、 マ ルリ ーー 宮殿: Me еф 
ン ブ ル が 形成 され 、 ユ ニー タク ае 
使 が ル イ 15 世 に 宛て て た 書簡 に . gE б. їз 
させ 、 感 嘆 さ - 
E な 宮殿 と 噴水 の アン サン ブ ОЕР を つ 
くり あげ た こと は 、 、 彼 の 戦勝 より 印象 づけ た 。 
べ ペ テ ル ゴ フ ・ ア ン サ ン ブ ル の 装飾 
終 的 に 完成 し た の は 、18 世 紀 
の 時 代 に あ 
‘いて いた の は 
バル М メオ ・ フ ラン チェ スコ ・ ラ スト レ 
ッ リ で ある 。 1740 年 代 、 ラ スト レッ リ は 
ピョートル 時 代 の 上 の 宮殿 を ヨー ロッ 
パ の 名 だ た る 宮殿 に ひけ を と ら な い 
皇帝 宮殿 に し 、 上 の 庭園 を 幾何 学 
的 に 造園 し 、 馬車 の 乗 入 口 に 豪華 
な バロック 様式 の 門 を 建て た 。 


た 滝 アン サン ブル の ネヴァ の アレ ゴリ ー 像 


ーー k 


大 滝 ア ソン サン ブル の 「 メデ ュー サ の 首 を 持つ ペル セ ウ ス 」 


大 滝 「 カ スケ ー ド 」 
18 世 紀 最 大 の 噴水 ア 
ン サ ンプ ブル (3 つの 大 滝 と 
75 の 噴水 を 含む ) で ある 
高き さ 16m の プラ ッ ト ホ ー ム 
台 ) に 立つ 大 宮殿 前 
の 正面 階 し て 装飾 が 
施さ れ た 。 大 滝 の 奥 に は 
グロ ッ ト ( 洞 窒 ) が 隠さ れ て 


いる 。 これ は 18 世 紀 人 気 | 


の あっ た 建造 物 で 、 洞 窒 
に 似せ て 造ら れ た 。 KW 
階段 の 段 に 流れ て いる 水 
は 運河 と フィ ン ラ ンド 湾 を 
結ぶ 広い 人 工 池 「 コ フシ ュ 
(ひし ゃ く ) 」 に 流れ 落ち る . 

ピョートル 1 世 は コ フ シ ュ の 
中 心 に 20m の 高 さま で 水 を 
噴き 上 げ る 最も 強力 な 噴水 


ラッ パ を 吹く トリ トン 像 | 


アン サン ブル を 設置 し た 


大 滝 「 カ スケ ー ド 」 の 歴 | 
史 は 、1716 年 に 遡る 。 フラ | 
ンス か ら ロ シア に 到着 | 


し た ジャ ン ニ テバ ティ スト ・ 
アレ クサ ンド ル ・ レ ブロ ン 
(1679-1719) は 、 ピ ョ ー ト 
ル 1 世 に よっ て 建築 将 官 
に 任命 され る 。 レブ ロン 


は バル トロ メオ ・ カ ル ロ ・ | 


ラス トレ ッ リ 、 ニ コロ ・ 
ミケ ッ チ と 共同 で 大 滝 と 


グロ ッ ト ( 洞 窒 ) の 建設 | 


を 担当 する 

大 滝 の 完 成 式典 は 、 
礼 砲 が 鳴り 響き 、 花 火 が 
あがる 中 、 ピ ョ ー ト ル 1 世 
出席 の も と 1723 年 8 月 
1 日 に 盛大 に 執り 行わ 
れ た 。 アン ナ 女 帝 時 代 の 
1735 年 、 中央 噴水 に ポル 
タ ヴ ァ の 戦い の アレ ゴリ ー 
像 が 設置 され た (「 獅 子 
の 口 を 引き 裂く サム ソン 
像 」)。 この 像 の モデ ル は 
ピョートル の 存命 中 に ラス 
トレ ッ リ が 制作 し た 。 


KAROD kO) 


“e 


噴水 「 獅 子 の 口 を 引き 裂く サム ソン 」 


u. 


18 世 紀 初 豆 
大 宮殿 
1740 年 代 エ リザ ヴェ ー タ 女帝 は 
- ト ル 時 代 の 上 の 宮殿 の 拡張 
- 事 を 委任 し た 。 ラス トレ ッ リ は 細心 ( 


70 > て Mass 


の 核 に 


2 つの 対称 


トル ・ 


広大 な 下 の タ 2 
建物 に 


C. 


バロック の 面影 を 


公園 に 


変わ っ た 。 


ンダ 


こ 3 階 部 分 を 建て 増 1 
両 脇 に 2- are 築 し た 。 
Za 1 OD A Fi 
w hh L g ER 
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(チェ ス の 山 ) 


RL, それ を 新 ! 


て いた 


龍 の 滝 


ロー マ の . 
噴水 


いた ずら 
の 噴水 
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ペペ テル ゴ フ 


ゴット フリ ー ド ・ ネ ー レ ル 「 ピ ョ ー ト ル 1 世 の 肖像 画 


ラス トレ ッ 


と 改装 
DIE, 
vE RE 


、 建 物 


彼 は そこ - か ら 
引き 、 そ の 端 


їйї 


Ез 


宮殿 は 、 


A i J る 巨大 で 


[Ek Ze 


ペ テ ル ゴ フ の 
給水 シス テム 

当初 ピョートル 1 世 は 、 
ペ テ ル ゴ フ に 大 滝 と 数 基 
"a s 造り 0、 そ の 
水 は 上 の 庭園 の 人 工 


池 か ら 供給 する 予定 だ 
っ た 。 が 、1720 年 8 月 
べ ペ テル ゴ フ か ら 12km 離 
れ た と ころ に ある ロ プ 
シャ 丘 で 豊富 な 水脈 
が 発見 され た 。 1721 年 
1 月 ピョートル は ロ プ 


É Uta ЛТ Т 


シャ ンー ペ テ ル ゴ フ 間 の 
運河 設計 に 着手 する 

作業 を 率い た の は オラ 
ンダ と 


験 の ある 水力 学者 ・ 


` リー EJ だ を 
I TI АІС ВЯ 


1 


> 0 
БЕН у 217—6 Fu 
ルコ フ だ 。 同年 8 月 ロ 
ゲ シ ジャ 水路 を 水 が 「 自 然 
流動 」 (土地 の 高 さ の 
違い で 、 上 か ら 下 に ) 


E 2 ИН? 
| 2 階 の 宮殿 見 取 図 ば 
п H Н 
AL ا‎ EF Ny 45 8 Pra a, i 
т 961514 3 23 re gç | 
Ter ЖЫКЫ Н 4 > |а ga tt 
< T Jeta 1 N 
1— ピヨ ー ト ル 1 世 の 書斎 ( 極 の 書斎 ) 11- 書斎 21 一 チェ スマ の 間 
2— 王冠 の 間 12— 化粧 室 22— 青 の 応接 室 
3- 第 1 予備 室 13— ソフ ァ の 間 23— 通し 間 ( サ ン デ ルス ) 
4— 第 2 予備 室 14 一 し ゃ この 客間 24— 食器 の 間 
5 第 3 予備 室 15- 東 の 中 国 風 書 斎 25- ЖЕЖ 
6- 第 4 予備 室 16 肖像 画 の 間 26- 教会 
7- 青 の 大 客間 17— 西 の 中 国 風 書 斎 27- 舞踏 の 間 | 
8— 小さ い 通し 間 18- 白 の 食堂 28 正面 階段 | 
9— 騎士 の 間 19— BROR 29—30 通し の 間 
10- 軍旗 の 間 20- 玉座 の 間 
її 、 そ の 後 、 ペ テル RES AR 
で 集中 的 な 噴 K 網 に 水 が も た ら さ れる 
j КЕ [上 事 が 始ま り 、 新た これ は 、 最 初 か ら 高価 な 
-10 基 の 噴水 が 設置 さ 給水 シス テム を 使っ て 
れ た 。 ペ ベ テル ゴ フ の 水路 水 を 運ん で いた ヴェ ル サ 
は 今 で も 活動 し て お り 、 イ ユ と の 大 き な 違 い だ 


暖か い シ ー ズ ン は 無 制 


ペ ベ テ ル ゴ フ は 、 いく つ 
か の 例外 を 除い て 
ん ど 全 て の 彫刻 に 金 


ЕМ 


施さ れ て いる 世界 で 唯 
の アン サン ブル で ある 
- ト ル 大 帝 の 時 代 、 

* テ ル ゴ フ の 彫刻 制作 に 


携わっ た の は 、 レブロン z 
ра , 1) 公園 


э кел スケ ッ チ を УЛУ; 7 の 公園 L 
3 と に “デリス 、 オ ラン ダ 、 つの 主要 な アン サン 
区 る で 彫像 が 鋳造 ブル を 含む な 。 そ れ は 、 
され テル ゴ フ で 金 第 上 の 庭園 と 下 の 公園 だ 、 
が 施さ れ た 。 1801 年 老 後者 は 大 ま か に 、 中 心 


朽 化し た バロック 様式 の 部 (大 滝 、 噴 水 並木 道 、 
鈴 像 は 新 ! い 銅 人像 に か ば を 同じ 小さ い 噴 
られ た が 、 一 部 は 昔 の 水 が ふ き 出 し て いる 
像 の 型 を 使っ て いる 運河 ) 、 マル リー 公園 と 
噴水 「 ダ ナオ ス の 娘 」 | ся «оду, AR 
に 分 けら れる 
< に 隣接 し て いる 


「 黄 金 の 丘 」 は イタ リア の テ ラス 式 


モン ・ プ レジ ー ル 庭園 の 
鐘 噴 水 「 バ ッ カ ス 」 


マル リー の 池 


ヴィ ー ナ ス = 
ды ГЈ) 


*.009......: 


モン ・ プ レジ ー ル 庭園 


(段丘 ) 


公園 を モデ ル に | 


造ら れ た 。 フィ ン ラ ンド 湾 
に 近い 2 つの 公園 (マル 
リー と モン ・ プ レジ ー ル ) 
は フラ ンス 式 庭園 だ 
モン ・ プ レジ ー ル 宮殿 の 
7ر‎ Ле (ЖЕ 

は オラ ンダ 様式 で つく ら 
れ た 。 19 世 紀 に 下 の 公 


園 の 東 に 、 広 大 な 風景 
式 公園 アレ クサ ンド リア 
が 隣接 し て いた . 


アブ ラ ハ ム ・ ス トー ルク 「 町 の 船着 場 」 1690 年 代 
= — ーー === == ш —— ーー 
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ペ テ ル ゴ フ 
大 宮殿 


制作 され た 。 天井 画 の 主 

題 「 春 」(1751 年 , 画 家 B. 
タル シア ) は エリ ザ ヴ 
ェ ー タ の 偉業 の アレ ゴリ 
ー で ある 。 それ に 加わ る 
の が 、 素 晴らし い 金 笛 の カ 
ルト ゥ ーシュ (渦巻 装飾 ) 、 
花 輸 模 様 、 花瓶 や アレ ゴ 
リー 彫刻 で ある 。 


舞踏 の 間 
(明る い 回 廊 ) 
ラス トレ ッ リ は 宮殿 の 公 
用 アン フィ ラー ダ に 豪華 な 上 
ド 二 段 穴 の 回 廊 ホ ボー ル を 入 
れ た 。 この ペ テ ル ゴ フ 宮 殿 
の 舞踏 の 間 は 西 の 翼 廊 


| 舞踏 の 間 


ピョートル 時 代 の 上 の 宮殿 改築 の 際 、 ラ スト 
レッ リ は エリ ザ ヴ ェ ー タ ・ ペ トロ ー ヴ ナ 女 帝 の 


意向 に 従い 、 古 い 内 装 全 て を 残す よう に つと 
め た 。 増築 され た 中 央 棟 (「 肖像画 の 間 」 他 ) 
に お か れ た 古い 内 装 の 部 屋 を 見 る と 、 後 に い 
か に 拡張 され た か が よく わか る 。 ラス トレ ッ リ は 
改 集 され た 宮殿 の 公用 アン フィ ラー ダ (続き 
部 屋 : 控 え の 間 、 舞 踏 の 間 、 玉 座 の 間 、 論 見 の 
間 他 ) の 装飾 を 施し た 。 中 央 棟 と 東 翼 の 部 屋 
に 女帝 の 私 室 が 置か れ て いた 。 


正面 階段 

正面 階段 は ラス トレ ッ 
| リ に よっ て 西 翼 に 配置 さ 
| れ た 。 廷臣 や 女帝 の 客 
| 人 は ここ か ら ア ン フ ィ ラ ー 
ダ を 通っ て 玉座 の 間 ま 
で の 儀式 的 な 行進 を 始 
め た 。 階段 に は 、 金 箱 が 
施さ れ た カリ アテ ィ ー ド 
( 女 像 柱 ) と エリ ザ ヴ ェ ー 
タ 女 帝 の 頭 文 字 を 支え て 
いる プッ チ ( 羽 の ある 少 
年 像 ) が 張り 出し て いる 。 
洗練 され た テン ペラ 画 が 
飾ら れ た 壁 は 、1751 年 に 


フィ リッ プ ・ ハ ッ ケ ルト 
「 チ ェ ス マ の 戦い 」 1770 年 代 


( そ で ) 全て に また が っ 
て いる ( 総 面 積 270mT)。 
天井 画 「 パ ルナ ッ ソ ス 」 
| (1751 年 , 画 家 B. タ ルシア ) 
は エリ ザ ヴ ェ ー タ 女帝 を 
芸術 と 科学 の 底 護 者 と し 
て 称え て いる 。 


チェ スマ の 間 

この 部 屋 は ラス トレ ッ リ 
に よっ て 公用 アン フィ ラ 
ー ダ に 続く 控え の 間 と し 
て 装飾 され た 。 1770 年 代 


BRON 


エカチェリーナ 2 世 は 
ここ を チェ スマ の 会 戦 
(1770 年 ) を 称え る 部 屋 
に する こと を 決め た 。 
その 後 ユ ー リ ー・ フ ェ リ 
テン に よっ て 改装 され た 
ホー ル の 壁 を 装飾 し た 
の は 、 ハ ッ ケ ルト 作 の 12 枚 
の 油絵 だ 。 それ ら は 有名 
な エー ゲ 海 の ロシア 艦 
隊 の 遠征 を 順番 に 描い 
て いる 。 アレ クセ イ ・ オ ル 
ロー ブフ 指揮 下 の ロ シア 艦 
隊 は 1770 年 6 月 25 日 か ら 
25 日 、 チ ェ ス マ ( ト ルコ ) 
の 会 戦 で トル コ 艦 隊 を 大 
撃破 する 。 その 時 、 エ カ 
チェ リー ナ 2 世 の 有名 な 
籠 臣 グリ ゴー リー・ オ ル 
ロー フ の 弟 ア レク セイ ・ 
オル ロー ブフ は 、 女帝 か ら チ 
ェ ス マ 公 の 称号 を 授かる 。 


玉座 の 間 

玉座 の 間 ( 総 面積 
300m 以 上 ) は ラス トレ ッ 
リ に よっ て 公用 アン フィ 
ラー ダ の 中 で 一 番 重 要 
な 場所 と し て 造ら れ た 。 
1777 一 1778 年 フェ リ テ ン 
は 前 任 者 の 寄木 細工 の 
床 だ け を 残し 、 そ の 根本 
的 な 改築 に 乗り 出し た 。 
玉座 の 間 に は 、 メ ン シ 
コ フ の 注文 で 製作 され 
た ピョートル 1 世 の 玉 座 
が ある 。 玉座 の 上 に オラ 
ンダ 人 画家 ヴィ ギリ ウス ・ 
エリ クセ ン 制 作 の エ カ 
チェ リー ナ 2 世 の 肖像 画 
(1762 年 ) (p.17 図 参照 ) 
が ひと きわ 目立っ て いる 。 
セミ ョ ー ノ フ 連 隊長 の 軍 
服 を 身 に 纏っ た 女帝 は 、 
アン ドレ イ 大 緩 を つけ 、 
愛馬 ブリ リア ント に 重々 


し く 路 っ て いる 。 画家 は ロ 
シア 皇帝 と し て 即位 後 、 
近衛 連隊 長 と し て ペ テ ル 
ゴ フ に 来 た 名 旋 時 の 女帝 
を 描い た 。 ここ に は ブフ 
ゴリ ツ の 描い た ピョートル 
1 世 、 エ カチ ェ リ ー ナ 1 世 、 


| アン ナ 女帝 と エリ ザ ヴ ェ ー 


タ 女 帝 の 肖像 画 も ある 。 


調 見 の 間 

エリ ザ ヴ ェ ー タ 時 代 に 国 
家 の 小さ い レ セ プ シ ョ ン 月 
の 部 屋 と し て 使わ れ 、 私 室 
へ の 通路 の 前 に あっ た 。 


論 見 の 間 に は ラス トレ ッ 
リ が 手がけ た 18 世 紀 半 
ば の 装飾 が 残っ て いる 。 
本 物 と 偽物 の 窓 と 鏡 は 
彫刻 が 施さ れ た 金 枠 に 
縁取 られ て いる 。 ト ルク 
アー ト ・ タ ッ ソ ー の 叙事詩 
「 解 放さ れ た エル サレ ム 」 
が 描か れ た 天井 画 は 、 
ラス トレ ッ リ 推薦 の イタ リア 
人 画家 パオ ロ ・ バ ラリ ー 
ニニ に よっ て 制作 され た 。 
騎士 リナ ルド が アル ミダ 
に 自殺 し な いで 自分 の 
妻 に な る よう 、 頼ん で いる 
シー ン を 描い て いる 。 


青 の 大 客間 の エリ ザ ヴ ェ ー タ ・ 
| | ベト ロー ヴ ナ 女帝 の 
| | 頭 文字 の 組 文字 
| | — 
| 中 国 風 書斎 
ү! 中 央 棟 の こじ ん まり し た 2 | 
| || 対 の 部 屋 は 、1766-1769 年 | 
| ジャ ン テ バ ティ スト ・ ヴ ァ | 
l| | レン = デラ モー ト の 設計 
| МИ: ДЕ: Я | 
| れ た 。 壁 の 装飾 の た め に | 
| | 古い 黒い * り の 中 国選 | 
| | 風 が 1 双 使 われ て いる 。 
| 扉 上 部 や 窓 の 絵 は 、 タ イ 
ル が は め 込 まれ た 装飾 
暖炉 、 高価 な 樹種 アマ 
| ラン サス (高級 家具 材 ) 、 
| їй, ЖШ, =, オレ 
ンジ の 木 の 寄 木 細工 の 
| | 床 と 同様 、 ロ シア 人 の 職 
| 人 が 制作 し た 
| ト が 置か れ て ある 。 これ | 
は エカチェリーナ 2 世に よ | 
っ て 、1768 年 英国 陶工 ジョ 
| | HAIT уау? уук {ї | 
| | жаўы, 彼 の 有名 な 工場 | 
| エト ルリ ア 」 で 作ら れ た 
| 
| ж 
| 青 の 大 客間 宮殿 の 中 央 (ピョートル ) 
| 18 世 紀 半 ば の 資料 に よ 部 に ある 。 1770 年 イン テ 
| る と 、 こ の 部 屋 は 食堂 の 間 リア は フェ リ テ ン の 設計 で 
| と いう 名 だ っ た 。 ラス トレ ッ b 改装 され た 。 部 屋 に は 当 
| リ の 設計 に よっ て 制作 され 時 流行 し て いた 「 ト ルコ 」 
| た 内 装 は 、 金 符 が 施さ れ た の 長椅子 が ある 。 これ は 
| 彫刻 、 飾 り 幕 や 天井 の 装 伝承 に よる と ロシア トル | 
| 飾 画 ( 画 家 し . ド リー ツキ ー) i 戦争 時 、 ポ チョ ムキ ン 
| か ら な る 。 それ ら に は エ が エカチェリーナ 2 世に 
リザ ヴェ ー タ 女帝 の 頭 文 トル コ か ら 送 っ た も の だ 
字 が 組み 込ま れ て いる 部 屋 の 壁 に は 18 世 紀 の 中 
南東 の 角 に は 大 きい タ 国 製 絹 が 張ら れ て いる 
イル 張り の 暖炉 が ある 
客間 で は 19 世 紀 半 ば の 
優れ た フラ ンス の ブロ ンズ 
F で ある フェ ルディ ナン ド ・ 
バル ビデ ィ エ ン 作 の 棚 が 
展示 され て いる 
| 』 
H" 白 の 食堂 
| プラ イベ ー ト な 意味 合い 
FF 2E 7 


ィ ラ ー ダ に 置 2 


れ 、 初期 、 
ラス トレ ッ リ に よっ て 内 装 
が 施さ れ た 。 1774-17 
フェ リ テ ン の 設計 に よっ て 、 
バロック か ら 古 典 主 義 
へ の 移行 時 の 様式 で 制作 
SLE TERE DEG DE 
な 金 秒 装 飾 に 取っ て 代わ 
っ た 。 テー ブル の 上 は クリ 
ー ム 色 の 「 女 王 」 の 食器 セ 


| 上 の 庭園 


大 宮殿 と 上 の 庭園 の パノラマ 
ト 上 の 庭園 は 、 ペ テル ゴ フ の 他 庭 園 の 建設 後 、 


1724 年 に 造ら れ た 。 その 時 ここ に は 既に 、 
レブ ロン の 設計 で 造ら れ た 中 央 装飾 プー ル 
(庭園 の 5 つの 人 工 池 で 最大 ) と それ を 挟ん で 
対称 的 に 造ら れ た 「 長 方 形 の 池 (54X45m)」 
と 呼ば れる 2 つの 池 が あっ た 。 ピョートル 
時 代 、 上 の 庭園 で は бе, ыраа 
fa ب‎ s: < CO ре 
食卓 に の ぼっ て いた 。 1733-1739 年 の? 
| に T; c. ЛУЧ フ の 噴水 再建 作業 と 同 
圭 に 上 の 庭園 を 宮殿 の 入口 前 の パル テー ル 
(装飾 平 庭 ) se る 作業 が 始ま っ た 。 作業 
は 建築 家 ゼ ムツ ォ フ 、 ブラ ンク 、 YAM 
r EG к, +z 
. そこ に 、 ピ ョ ー ト ル 時 代 に 人 造 a 
池 に 沿っ て 一 直線 上 に 2 つの 丸い 池 ( メ ジェ 
ウー L e n О. RA 
クレ ー ル 、 サウ レム と イヴ ァ ー ノ フ は 、 上 の 庭 
園 の 全て の 池 に 噴水 シス テム を と りつ けた 。 
噴水 は 2 世紀 に 渡っ 
て 再 - 取り替え られ た 
{2 ¿Z| で 飾ら れ て いる 
(ラス トレ ッ リ 父 の モデ ル 
で 鋳造 され た 「 い る か 」 
| は 除く ) 。 1754-1760 年 
建築 家 ラ スト レッ リ は 
庭園 を 拡張 し 、 そ れ を 
透かし 編み の 門 の ある 
精巧 な 鉄 棚 で 囲ん だ 。 
鉄 棚 は 、 ラ スト レッ リ に 
よっ て 建て られ た 装い 
BED LE IMD TE 
| 棟 と 教会 棟 と アン サン 
| ブル を 形成 し て いる 。 
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噴水 「 ネ プチ ュー ン 」 

30 体 以上 の 彫刻 群 か 
ら な る 「 ネ プチ ュー ン 」 
は 、1650 年 代 か ら 1660 年 
代 に ニュ ルン ベル グ で 
制作 され 、1780 年 代 に 
[ЄЛ 了 チチ パー ヴェ ル に よ 

C + 3 8 K 2 3⁄ 
節 の た め に 購 入 され た 。 
| が 、 ペ テル ゴ フ に 設置 | 
する よう に 決め られ 、 

1738 年 か ら 装飾 池 の 噴 
水 を 飾っ て いた ラス トレ ッ 
リ 父 作 の 「 ネ プチ ュー ン 
の 4 輪 荷 馬 車 」 の 場所 に 
置か れ た 


| 噴水 「 ネ ブチ ュー ン 」 


——o— c v s"...... 
下 の 公 園 並木 路 と 大 滝 


噴水 「 ピ ラミ ッ ド 」 


噴水 「 太 陽 」 


噴水 は 、 相 の ある 庭園 | 


メ ナ ー ジ ェ レ イヌ イィ (仏語 . 
menagerie「 動 物 園 , 
МОШ) の 池 に 設置 さ 


れ た 。 ここ で は ピョートル | 


噴水 「 太 陽 」 


| HERR, АЗР 


水鳥 が 飼 わ れ て いた 。 
エカチェリーナ 2 世 時 代 、 
| 地 は 皇帝 の 水浴 場 に 
な り 、 現 在 の 様相 に な 
っ た 。 (Y. フ ェ リ テン 設計 ) 


噴水 「 ピ ラミ ッ ド 」 

8 メー トル の 「 小 さい 
滝 の 水 の ピ ラミ ッ ド 」 は 
1721 年 か ら 有 名 だ 。 ピ ョ 
ー ト ル 1 世 は ヴェ ル サ イ ユ 
宮殿 の 噴水 「 オ ベリ スク 」 
を モデ ル に この 噴水 を 
つく っ た 。 細か い 505 本 の 
水流 は 「 ビ ピラ ミッド 」 を 独 
特 な 作品 に し 、 そ れ に つ 
いて 次 の よう に 記さ れ て 
いる 。 「 同 じ よ うに 大 きく 美 
し い 噴 水 は な い … ど こ に 
も だ 」 (侍従 ベル フ ゴ リツ 
| の 日 記 , 1721-1725 年 ) 


いた ずら の 噴水 

か つて イタ リア の 公園 
で これ を 見 た スタ ンダ 
ー ル も 驚い た と いう 、 
突然 足 の 下 か ら ピ ュ ッ と 
吹き 出し て 訪問 者 に 水 
を 浴び せ か ける 噴水 。 
異な る 時 代 に ペ ベ テ ル ゴ 
フ に 現れ た 。 これ は 数 
多く の ペ テ ル ゴ フ の 余 
興 の 一 つ に な り 、 客人 
や 廷臣 を 楽し ませ た 。 


いた ずら の 噴水 
Глаз ож) 


| マル リー 公園 


FOR ER Fi サン ブル 「 マ ルリ ー」 
(マル リー 公園 ) は 、 フラ ンス 革命 時 に 破壊 
され た パリ 郊外 の 有 名 な 離宮 の 公園 に ちな 
ん で 名 づ ! けら れ た 。 ピョートル 1 世 は 実際 
1717 年 に マル リー 宮 を 訪れ て いる 。 X 
ケッ チ し た 絵 を ペ テ ル ゴ フ の アン サン ブル 建 
設 の 際 に 用 いた 。 ペ テ ル ゴ フ の マル リー の 重 
要 な 飾り ( җн! 黄金 の 丘 」 で 、 こ の 頂 
上 か ら フ ィ ン ラ ンド 湾 と マル リー の アン サン プ 
ル が 一 望 で きる 。 

1720-1723 年 、 アン サン ブル の 中 心 に 池 に 
囲ま れ た 優美 で 上 品 な 宮殿 が 建て られ た 。 
池 で は か つて 魚 が 養 殖 さ れ 、 池 の 周り 
に は 、 フ ィ ン ラ ンド 湾 か ら の 風 を 防ぐ 土 朱 
や 果樹 園 が 設け られ て いた 。 簡素 な 二 


の ペ テ ル Z | グ で の お < ШЕ 入り の 宮殿 
だ っ た 。 こ こ は 彼 の 図書 室 と ギャ ラリ ー 
23 kaya qa Z+ ラン ド 湾 に 近い 
ン ル リー 公園 の 東部 に は 1721-1725 年 、 
マル リー 宮殿 と 同じ タイ プ の パ ヴ ィ リオ ン 「 エ ル 
ミタ ー ジ ュ 」 が 建て られ た 。 


магае 


「 黄 金 の 丘 」 


階 建て の マル リー 宮殿 は ピョートル 1 世 | 


| ГФО 


滝 「 黄 金 の 丘 」 

1721 年 ミケ ッ チ に よっ 
て ルネ ッ サ ンス 時 代 の 
「 イ タリ ア 」 階段 を モデ ル 
に 造ら れ た 「 黄 金 の 丘 」 
(別称 マル リー の 滝 ) 
は 約 1 世紀 か け て 建築 ・ 
直し 作業 が 行わ れ て 


| いた 。 一 番 上 の 段 を 装 


飾 し て いる の は トリ トン 

バッ カス と ネプ チュ ー ン 
の 彫刻 を 頂く 小さ い 
壁 で 、 そ の 台座 は バル 
トロ メオ ・ カ ル ロ ・ ラ スト レ 


ッ リ の モデ ル を も と に 人 造 | 


не удуур уз" 
き 出 ・ す 黄 金 の 人 面 装飾 
‚ 階段 に 治っ て 12 対 
大 理 石 の 彫 像 が 設置 
され た 。 一 部 は 18 世 紀 
の オリ ジ ナ ル で 、 一 部 は 
その 後に で きた 複製 だ 。 


la Ялы 
フ で 、 彼 は 1730 年 z 
KERR DMS 
銅板 を は っ た 。 


| 
マル リー 宮殿 の イン テリ ア | 


宮殿 の 1 階 と 2 階 に 8 つ 
ずつ 部 屋 が ある 。 宮殿 
を 設計 し 101 ыб ジ 


「 マ ルリ ー 宮 殿 」 の 前 室 


`, イン テリ ア は 全て 節 
те (装飾 が 少な い ) 
で 合理 的 だ が 、 エ レガ ン 
ト に 装飾 され た 。 様々 な 
色 の 石 の 床 、 極 の 木 の 
В 
| 屋 を 美しく 見 せ て いる 。 

雰囲気 を 加え て いる の 
は 、 ピ ョ ー ト ル 1 世 個人 コ 
レク ショ ン の 17 世 紀 か ら 


| 18 世 紀 の オ ラン ダ 、 フ ラ 


ンド ル 、 イタ リア 巨匠 の 
絵画 だ 


の 部 | 


パ ヴ ィ リオ ン 
「 エ ルミ ター ジュ 」 


* ら され て 
の 窓 か ら フ ィ ン ラ 
AT 


水 を 洪 え た 溝 に 囲 | 広い 窓 で は り め ぐ 
ま 溝 に H が か か っ - > て | お り 、 そ 

ター ジュ は 、 | ンド 湾 の 景色 が 
と いう より は | きる 。 主要 ホー ル は 船長 
が し ろ ペ テル ゴ フ の 数 多 | 室 を 思わ せる 。 ここ に は 


持ち 上 げ 式 テー ブル が 
| 設置 され 、 大 き な 鐘 の 合 
図 で 、 下 階 の 厨房 か ら 
| 上 の 階 に 食事 が 持ち 上 


げ ら れ た 。 1759 年 エリ ザ 
ヴェ ー タ 女帝 の 治世 に 
Эр ШЕ ОС Кы: AITA ORARE 
тч | 17 一 18 世 紀 の 西 ヨー ロ 
"дй. «© 
нуң ЗЕБ っ | ッ パ 画家 の 絵 、 イヴ ァ ン ・ 
ミタ ー ニ ジョ 
А ニキ ー チ ン 作 の 「 ポ ル タ 
\ ヴ ィ リ オン の 
ィ イリ オン の 間 k い 」(1727 年 ) 
| 


の 余興 の 一 つ だ す で 飾ら れ た 。 

ター ジュ の バル コニー 

ЖОНН, ピョートル 

世 の 命令 で 、 自 身 が 指 | 

し た 旗艦 「 イ ン ゲ ル マ | 龍 の 滝 ( チ ェ ス の 丘 ) 

ラン ド 」 を 装飾 し て い ロ プ シャ 丘 で 水脈 が 

も の か ら 複 製 が と られ | 発見 され た こと に より 、 
ト 上 の 階 全 て に また が | この 滝 の 設置 が 可能 に 

パ ヴ ィ リオ ン の 主要 ホ | な っ た 。 その 後 ピ ョ ー ト 

ル は 、 四方 を 高く て 幅 | ル 1 世 は 下 の 公 園 の 東 


部 に ある ブラ ウン シュ 
テイ ン の 小さ い 洞 窒 に 


め た 。 ‚1721 年 この 建 人 
物 を 造 
TEA 
命中 に 滝 は 完成 せ ず 、 
龍 や 階段 の チェ ス 板 の 
模様 が 入っ た の は 18 世 
| 紀 中 ば 近く に な っ て の 
こち だ 。 


「 龍 の 滝 」 上 部 の 


| 小さ い 滝 を 造る こと を 決 


ホル の 


| ン の 設計 に よ 


龍 の 滝 (チェス の 丘 ) 


獅子 の 滝 

ペテルブルグ の 噴水 で 
最も 後期 に で きた も の の 

つ 。 II の 形 を し て いる 
イオ ニア 式 柱 の 構造 で 、 

- 段 構え の 噴水 の 中 央 
に 立て られ た 優雅 な 滝 
К) 13, 1799-18004 
アデ アンド レイ ・ ヴ ォ ロ ニー ヒ 
っ て 造ら れ 
た 。 噴水 の 下 に 座っ て い 


る 2 体 の 見 張り の 獅子 像 
に ちな ん で この 名 が つけ 
られ た 。 


下 の 公 園 の 東部 (モン ・ プ レジ ー ル 部 ) に は モン ・ プ レジ ー ル 、 
メ ナ ジ ェ ー ル 、 中 国 風 、 温室 、 ピ ラミ ッ ド 、 パルテール の 6 つの 庭 
園 が ある 。 これ ら の 庭 は 全て 並木 道 で 繋が れん 、 そ れ ぞ れ の 庭園 


ペ テ ル ゴ フ 
下 の 公園 


の 中 央 に 噴水 が 設置 され た 。 


モン ・ ブ プレ ジー ル 


モン ・ プ レジ ー ル 宮殿 
(仏語 . mon plaisir「 私 の 
よろ こび 」) は ピョートル 
1 世 の 日 記録 に よる と 、 
べ ペ テ ル ゴ フ で 最初 に 造 
られ た 。 この 優美 な 1 階 
建て の 宮殿 は 、 海 の 運 
河 の 東 の フィ ン ラ ンド 浴 
岸 に 建て られ 、 ペ テル ゴ 
フ の 下 の 公 彫 東 部 の 中 
心 に な っ た 。 宮殿 の 場 
所 を 選ん だ の は ピ ョ ー ト 
ル 自 身 だ 。 宮殿 の 中 央 
棟 「 テ ント 」 は ブラ ウン シ ジ 


ュ テ イン の 設計 で 1714- 
1716 年 に 建て られ た 。 
1718 年 まで に 回 廊 の あ 
る 左右 翼 部 が 造ら れ た 。 
回 廊 は 小さ い パ ヴィ リ 
オン 「 リ ュ ス ト ガ ウズ 」 
(独語 . Lust Haus「 幸 せ 
の 家 」) で 閉じ られ て いる 。 
施設 の 中 に は 噴水 「 東 」 
の ある 小さ い 庭 が ある 。 
СО RICE. KF 
棟 、 浴 場 棟 、 ЖЕҢЕКЕ PE 
が ある 。 庭 の 西 に 温室 が 
あり 、 そ の 場所 に 1748 年 


モン ・ ブ レジ ー ル 庭園 | 


バル トロ メオ ・ フ ラン チェ | 
スコ ・ ラ スト レッ リ が エリ | 
ザ ヴ ェ ー タ 女帝 の た め | 
の 別棟 を 建て た 。 後に 
エカチェリーナ 棟 と 名 
づけ られ た この 棟 は 、 
1762 年 6 月 27 日 ここ か ら 
エカチェリーナ ・ ア レク セ 
ー ゾ ヴ ナ ( 後 の エ カチ ェ リ ー 
ナ 2 世 ) が 夫 ビ ピョートル 3 世 
を 退位 させ 、 自 分 が 帝位 
に 就く た め に ペ テ ル ブ ル 
グ に 向かっ た 場所 と し て 


主 棟 の イン テリ ア 

宮殿 の 中 央 の 部 屋 は 
公用 ホー ル で 、 こ の ホー 
ル の 左右 に 3 部 屋 ず つ 
隣接 し て いる 。 WIR 
(中 国 風 ) の 書斎 、 厨 房 、 
食器 の 間 で 、 西 は 秘書 
室 、 寝 室 、 海 の 書斎 だ 。 
イン テリ ア の 特徴 は 、 
高級 木材 パネ ル の 外装 、 
バル トロ メオ ・ カ ル ロ ・ 
ラス トレ ッ リ に よっ て な さ 
れ た 趣向 を 疾 ら し た 彫 
刻 装 飾 と ピリ マン の スケ 
ッ チ を も と に モス クワ ・ 
クレ ムリ ン の 武器 庫 の 画 
家達 に よっ て 製作 され 
た 見 事 な テ ン ベ ラ 画 だ 。 
それ ら は ピョートル の 
コレ クシ ョ ン で ある 17 一 
18 世 紀 の 絵 画 と 見 事 に 
調和 し て いる 。 


「 モ ン ・ プ レジ ー ル 」 宮 殿 の 
公用 ホー ル 


モン ・ プ レジ ー ル 庭園 か ら 見 る 


エカチェリーナ 棟 


(前 方 は 噴水 「 束 」) 


モン ・ プ レジ ー ル 庭園 
「 モ ン ・ プ レジ ー ル 」 宮 
に 5 つの 噴水 が ある パ 
ル テ ー ル (装飾 平 庭 ) 
庭園 が 隣接 し て いる 。 
と の 噴水 の 中 央 に ある 
の が 25 本 の 水流 の 「 東 」 
だ 。 噴水 「 東 」 の 周り に 
1 つの 鐘 噴 水 ( 水 が 表 
面 を 鐘 の 形 を 作り な が 
ら 流 れ 落 ち て いる ) アポ 
ュ ン 、 山羊 を 連れ た ファ 
IRA, バッ カス 、 プシ 
ェ ケ ー の 姿 の 金 箱 像 が 
ちる 。 5 つの 噴水 群 か ら 
成る 作品 は ピョートル 
1 世 時 代 に 現われ 、 ピ ョ 
- ト ル の 素描 と ニコ ロ ・ 

ケッ チ の 設計 図 を も と 
に 制作 され た 。 後に 噴 
水 は ペ テル ブル グ の 他 
の 噴水 同様 に 、 何 度 も 
- 新 され た 。 1817 年 ピ 
ョ ュー トル 時 代 の 彫像 は 
な 術 ア カ デ ミ ー の 石 育 
烈 か ら 鋳造 し た ブロ ン 
ズ 製 に 取り 替え られ た 。 
最後 の 大 修復 作業 の 過 
程 で 、 モン ・ プ レジ ー ル 
年 園 は 13 世 紀 の 設 計 図 
を も と に 修復 され た 。 


ヤコブ ・ ト レン ヴ リ ー ト 
朝食 」17 世 紀 末 - 18 世 紀 初 
オラ ンダ 


エカチェリーナ 棟 
の イン テリ ア 
1780 年 代 、 エ カチ ェ リ 
ー ナ 棟 内 部 の 部 屋 は 、 
統治 時 代 ず っ と ここ に 
住ん で いた エ カ チ ェ リ ー 
ナ 2 世 の 希望 で 建 人 
ジャ コモ ・ ク ヴァ レン ギ に 
よっ て 改装 され た 。 これ 
ら の 古典 主義 の イン テリ 
L. 絵画 的 な ロコ コ 様 


| 式 の モン ・ プ レジ ー ル の 
| アン サン ブル と は あま り | 


調和 し な か っ た 。 ここ で 一 


番 大 きい ホー ル は 黄色 | 


o 現在 この 中 で は 
陶磁 器 工房 で 製作 


| され た グー リエ フ の 食器 


セッ ト が 展示 され て いる 。 
D.A. グ ー リ エフ 伯爵 が 
F 場 主 で 、 工 場 が 最も 
繁栄 し た 時 代 の も の だ 。 


エカチェリーナ 棟 の 黄色 の 間 


宮殿 「 コ テー ジ 」 
ニコ ライ 1 世 時 代 の 宮廷 の 華 
や か な 生活 に つい て 、 ア ス 
トリ フ ・ ド ・ キ ュ ス チン 侯 和 内 は 
次 の よう に 書い て いる 。 ヨー 
ロッ パ の どの 宮 延 も 宝石 の 
豊富 さ 、 華 や かさ の 豊富 さ 、 
多様 さと 礼服 の 豪華 さ 、 荘厳 
さと 調和 さ で (ここ の 生活 と ) 
比べ る こと は で き な い 」 し か し 
快適 な コテ ー ジ の 部 屋 で は 、 
皇帝 一 家 は 3 
を な す 完 全 に 慎 : 
を 送っ て いた 。 BERORI 
を 飾っ て いる の は 、 MEK 
材 の エレ ガン ト な 家具 z 
御用 達 陶 磁器 工房 と 


[ 場 で 製造 され た 食器 (コラ 
ー ル と エト ルリ ア の 食器 セッ 
ト と ゴシック 様式 の 皿 等 ) だ 。 


E テル ゴ フ 
アレ クサ ンド リア 


か つて メン シコ フ の モン 


宮殿 が あり 、 その後 TY 
ナ 女 帝 の 狩猟 用 地 が あっ 
た 無人 の 地 に 、19 世 紀 、 
下 の 公園 を 3 つの 門 の ある 
石壁 で 分 ける 新しい 公 


ニコ ライ 1 世 の プ ライ ベー 
ト な 別荘 地 に な り 、 彼 は これ を 1829 年 妻 で ある 皇后 アレ クサ ンド ラ ヲ ・ 
フョードロヴナ (1798-1860 年 ) に 贈っ た 。 そう し て 、 アレ クサ ンド リア 
に 、 英 語 風 に コテ ー ジ (cottage) と 呼ば れる 英国 ゴシック 様式 の 家 
が 建て られ た 。 これ は あま り 大 きく な い 20 室 の 建物 だ っ た 。 コテ ー ジ 
の 周り に 115 ヘ へ クター ル の 広大 な 公園 が 設け られ た 。 
アレ クサ ンド リア に お ける 全て の 建築 作業 を 取り し きっ た の は 、 
当 時 ヨー ロッ パ で 絶大 な 人 気 を 博 し て いた ネオ ・ ゴ シッ ク の 擁 
座 者 、 スコ ッ ト ラ ンド の 老 建 築 家 アダ ム ・ メ ネ ラ ス (1740 年 末 ま た は 
1750 年 末 -1831 年 ) だ 。 1826 年 メ ネ ラ ス は 量 帝 に 公園 建設 の た め 
に 2000 本 の 大 木 、9000 本 の 小木 、3000 本 の 低木 ( 洪 木 ) を 購入 し 、 
植え た と 報告 し た 。 1828 年 まで に アレ クサ ンド リア に は 30 種 、 
ト の 植物 が あっ た 。 これ ら の 労働 の 結果 、 フ ィ ン ラ ンド 湾岸 は リヴ 
ィ エ ラ に 似 、 か つ ロ シア の 特徴 を も っ た も の に な っ た 。 

公園 は 一 連 の 建物 (武器 庫 、 
ン の 建築 家 K. シ ケー ル に よっ て 設計 され 、 


クサ ンド ル ・ ネ フス キー 教会 が 建 
て られ た 。 1832 年 礼拝 堂 の た め に 
リー テニ デム ー ト ・ マ リノ フス キー の モデ ル を も 
と に 鋼板 か ら 天使 像 、 使 徒 、 福 音 伝道 者 、 


ブル グ の ガラ ス 工 場 で ステ ンド グラ ス 等 用 の 
ガラ ス が 製作 され た 。 


が 設け られ た 。 この 領地 は | 


3 万 以 | 


自 の 塔 等 ) で 飾ら し れ た 。 ここ に ベル リ | 


聖母 子 等 43 体 の 彫像 が つく られ た 。 ペ テ ル | 


クラ ー ジ ュ (「 私 の 勇気 」) | 


「 ゴ シッ ク ・ カ ペラ (礼拝 堂 ) 」 と 呼ば れ た 聖 | 


ツテ ジー | 


スト レ リ ナ の 屋敷 は 18 世 紀 初 め に 創立 され る 。 その 時 大 北方 戦 
争 の 結末 が 混 池 と し て いる 中 で 、 町 中 や 近郊 の 全て の 屋敷 は 、 
食料 補給 等 、 特 に 実用 的 な 役割 を 果たし て いた 。 スト レ リ ナ に 関 
する 最初 の 言及 は ピョートル 1 世 の 1706 年 に 遠征 日 誌 に 書か れ て 
あり 、「 和 皇帝 は メン シコ フ に スト レ リ ナ の 村 に 旅 の 木造 の 家 を 建て る 
こと を 命じ た 」 と ある 。 ポル タ ヴ ァ の 会 戦 (1709 年 ) 後 、 初め て ピ ョ ー 
トル 1 世 は 「 で は 、 サ ンク ト ・ ペ テル ブル グ 建 設 基 礎 の 石 を 置 こう ! | 
と 宣言 し 、 ス トレ リナ で 新しい 皇帝 宮殿 の 基礎 工事 が 始ま っ た 。 

初期 、1716 年 春 に ペテルブルグ に 到着 し た バル トロ メオ ・ カ ル ロ ・ 
ラス トレ ッ リ の 指揮 で 、 フ ィ ン ラ ンド 湾 と スト レル カ 川 の 間 の 高 さ 
12m の 自然 段丘 が 平ら に され た 。 フィ ン ラ ンド 湾 に 面 し て いる 段丘 
の 斜面 に 段 を つけ (3 段 ) 、 フ ィ ン ラ ンド 湾岸 の ぬか る ん だ 低地 の 
準 交 作 業 が 行わ れ 、 フ ィ ン ラン ド 浴 方 向 に н 
3 本 の 運河 が 掘削 され た 。 数 ヵ月 後 ロン ア W; 
に レブ ロン が 到着 し た 。 彼 は 1717 年 初め に ~ b 
宮殿 と 公園 の 設計 図 を 国外 の (ロシア の ) 
ピョートル 1 世に 送っ た と ころ 、 承認 され 、 
建設 に 採用 され た 。 1719 年 に レブ ロン が 急 
死 し た 時 、 彼 に 代わ っ た の が ニコ ライ ・ ミ ケ 

ッ チ で 、 自 分 の 「 住 居 部 建築 」 設 計 図 を 準 
備 し て いた 。 し か し この 時 まで に スト レ リ ナ 
の 興味 を 失い 、 ベ テル ゴ フ 建設 に 全力 を 
傾け て いた ピョートル 1 世 は 、 建設 を 凍結 さ 
せ た 。 建設 が 再開 し た の は エリ ザ ヴ ェ ー タ 、 
それ か ら エ カチ ェ リ ー ナ 2 世 の 治 世 だ 。 

1797 年 パー ヴェ ル 1 世 は 未完 の スト レ リ 
ナ を 息子 コン スタ ンチ ン に 譲り 、 彼 の 死後 、 領 地 は 彼 
の 子孫 の 世襲 領地 と な り 、 コ ンス タン チン と 呼ば れ た 。 
その 建設 に 有名 な 建築 家 ( ヴ ォ ロ ニー ヒン , ル スカ ) 
が 呼ば れ た が 、 ア ン サ ン ブ ル は 最後 まで 完成 し な か 
っ た 。 何 度 も 火災 に 遭い 、 再 建 を 繰り 返し た 宮殿 は し 
だ い に 18 世 紀 の 素 晴らし い 外 観 を 失っ た 。 か つて の 
姿 に つい て は マハ ー エ フ の 版画 で の み 推 宗 す る こと 
が で きる 。 2003 年 まで に 終わ っ た 修復 作業 後 、 コ ンス 
タン チン 宮殿 は 議会 宮殿 に な っ た 。 


スト レ リ ナ の 紋章 


2003 年 まで に 廃 坦 か ら 復 
興し 、 完全 に 修復 され た コン 
スタ ンチ ン 宮 殿 は 、 議 会 宮殿 
と いう 名 で ロシア 大 統領 府 の 
管轄 下 に お か れ て いる 。 


客間 
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Ф 


フン ブン ク ェ ク ンタ ニク ン ルク ムカ ルク ルク ンク トタン あの 


lI ツァ ー ル スコ ユエ ・ セ ロー 


正門 か ら 見 る エカチェリーナ 宮殿 正面 

ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー の アン サン ブル の 成立 は 、 三 人 の 女 
帝 、 エ カチ ェ リ ー ナ 1 世 、 エ リザ ヴェ ー タ ・ ペ トロ ー ヴ ナ 、 エ カチ ェ 
リー ナ 2 世 の 名 前 と 関係 が ある 。 

最初 の 宮殿 が サー ルス カヤ (ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー の 旧称 ) 村 に 
で きた の は 、1710 年 に ビ ョ ー ト ル 1 世 が この 領地 を エカチェリーナ 妃 
に 贈っ て すぐ の 18 四 半 世 紀 の こ と だ 。 同 世 紀 中 頃 、 母 エ カ チ ェ リ ー 
ナ か ら 慎 まし い 領 地 を 受け 継い だ エリ ザ ヴ ェ ー タ は これ を 公用 の 郊 
外宮 典 に する こと を 決め る 。 初期 の 作業 は ク ヴ ァ ソ フ 、 ゼム ツ ォ フ と 
チェ ヴァ キン スキ ー に 任せ られ た が 、 実 際 の 建設 作業 が 行わ れ た 
の は バル トロ メオ ・ フ ラン チェ スコ ・ ラ スト レッ リ が 率い た 1752 年 だ 。 
ラス トレ ッ リ に よっ て 建て られ た 新しい 巨大 な 宮殿 は 、 母 の 記念 に 昔 
の 名 前 (ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー「 皇 帝 の 村 」) を 残し 、 エ リザ ヴェ ー 
タ 時 代 の 象徴 と な り 、 ペテルブルグ 郊外 の どの 宮殿 も か な わな い 、 
宜 華 で 、 巨 大 な 宮殿 に な っ た 。 宮殿 の 南東 ファ サー ド 前 に ラス トレ 
ッ リ は 17 世 紀 初 め に 設置 され た 幾何 学 式 庭園 を 再建 し た 。 その 中 
に 二 つ の 小宮 、 エ ルミ ター ジュ と グロ ッ ト ( 岩 窒 ) を 入れ た 。 宮殿 の 
南西 に は アン ドレ イ ・ ナ ルト フ に よっ て 、 ロシア 初 の 建築 的 な 装飾 
カタ ー リ ヌィ エ ・ ゴ ー ル キ ( そ り 山 ) (1753-1757) が 建て られ た 。 

アン サン プル 史 の 次 の 段階 は 
偉大 な 古典 主義 者 チャ ー ル ズ ・ 
キャ メロ ン 、 ユー リー・ フ ェ リ テン 
と ジャ コモ ・ ク ヴァ レン ギ の 名 に 
関係 が ある 。 ツァ ー ル スコ エ ・ 
セロ ー を 公用 住居 と し て 使う こと 
を 決め た エカチェリーナ 2 世 の 
注文 で 、 彼ら は 宮殿 公園 の 敷 
地 を 増やし 、 そ れ を 新しく 古典 
主義 様式 の 建築 物 で 飾っ た 。 
その 時 ここ に エキ ゾ チ ッ ク な 中 
国 村 と 特に 装飾 の 無い 、 簡 素 
な アレ クサ ンド ル 宮 殿 が で きた 。 


フラ ンス 式 庭園 の 方 向 か ら 見 る 宮殿 


1 カチ ェ リー ナ 宮 膝 の 黄金 の アン フィ ラー タダ 


エリ ザ ヴ ェ ー タ ・ 
ペトロ ー ヴ ナ 女 帝 の 頭 文 字 
の ある ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー の 紋章 


ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー は 18 世 
紀 か ら 19 世 紀 に か け て 、 
ル ゴ フ と 主要 な 郊外 の 
住居 の ステ ー タ ス を わけ た 。 
ラス トレ ッ リ に よっ て 建て られ た 
素晴らし い ア ン サ ンプ ブル は 領 
地 を 18 世 紀 建 築 の 珠玉 の 名 
品 に し た 。 ロシア に と っ て ツァ 
ー ル スコ エ ・ セ ロー は アレ クサ 
ンド ル ・ プ ブー シキ ン と いう 名 前 
と も 密接 に 結び つい て いる 。 
プー シキ ン は 1811 年 12 歳 
の 時 、 こ こ に 創立 され た リツ ェ イ 
(高等 貴族 学校 ) に 編入 し た 。 
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ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー 


エカチェリーナ 宮殿 

宮殿 の 基盤 の 長 さ 300m の シン プル な 
| | 棟 は 、 表面 に 豪華 な 彫刻 が 施さ れ て お り 、 
| 見 る 者 を 驚嘆 させ る 。 装飾 効果 を あげ る た 
| め に ラス トレ ッ リ は 自 と 青 の 漆喰 と 金 条 を 用 
| | いた 。 宮殿 の 北西 ファ サー ド は 半 円 の 棟 で 
|| 囲ま れ た 中 庭 に 面 し 、 南東 ファ サー ド は 鏡 
| の 池 の あ る 畿 何 学 式 庭 園 に 面 し て いる 。 


中 国 


エフ ゲ ザー ニー・ ラ ン セ ー レ 
「 ツ ァ ー ル スコ エ ・ セ ロー の エリ ザ ヴ ェ ー タ ・ ペ トロ ー ヴ ナ 女 帝 」1905 年 
(国立 トレ チ ヤ コ フ 美 術 館 . モス クワ ) 


трт STRE 


“e. リオ ン 
0 EDRI 
キャ メロ ンド 


ギャ ラリ ー 古い 


パン ドゥ ス 
パッ ラー ジオ 橋 чїй) 


噴水 
Ir ° 


パ ヴ ィ リオ ン 
「 ト ルコ 風 浴場 」 


(フラ ンス 式 ) 
Em 


\ мі パ ヴ ィ リオ ン 
パ ヴ ィ リオ ン 「 エ ルミ ダ ど ジュ 」 
Гей. ™ ON 


LLL гар, 


| №. チェ ルナ コ フ , Е. ヴ ヌ ー コ フ , エリ ザワ ヴェ ー ジ が" 
| P. アル テ ミ エ フ ペトロ ー ヴ ナ 時 代 の 宮殿 
| 「 エ カチ ェ リー ナ 宮 典 の 中 許 」 「 高 貴 な 男女 の 顔 は 灯 が 鏡 に 映り 、 広 間 が チェ スマ 大 池 
1761 年 ミハイル ・ マ ハー エフ の . Ç р ا‎ 
下絵 に よる 版画 宮殿 の アパ ル タ メ ント を より 一 層 明 る く な っ た の 記念 柱 
| 満た し 、 装 飾品 と 宝石 80 人 の 音 の オー ケ 
| で 輝い て いる 。 スト ラ が 演奏 を 始め た 。 _ | 
古い (フラ ンス 式 ) 庭園 


アパ ル タ メ ント 最初 の メヌエット の 時 、 
4 ドア を 開け る 音 に ぶ い 音 に 広間 に 移 - エカチェリーナ 1 世 の 

が 聞こ えて いた 。 何 か 壮 п 人 PORR е 時 代 に 設け られ た (ここ 。 カチ ェ リ ー ナ 2 世 の 時 代 

大 な も の が 起き る 前 触 飾 、 テ ー ブ ル が 人 目 を ひ か ら 「 古 い 」 と いう 名 前 が に 建設 され た パ ヴ ィ リオ 

れ だ 。 扉 が すばやく 開 いた 。 ホ ー ル の 二階 らい た ) 。 ラス トレ ッ リ は ン に 新しい も の が 加え ら 

l 3 け 放 た れ 、 Rakia KK CF ж ш の a 彫刻 で 飾 れ た 。 そ の 中 の 一 つが 上 

な 18 まい の 1 À し い 玉 座 に 座 し て いる У 


CIA‘ 


| > た CAD 部 は 夏 の 浴場 (「 陸 下 の 風 呂 場 , 「 ガ ラテ ア 
х ы ラテ ア 像 
| の 貴婦人 が 遮 女帝 陸 下 を 眼 に し た ° АГ: EA 建築 家 I RZ 18 世 紀 初 め 
っ た …。 突然 … 玉座 か ら 離 れ 、 女 帝 メッ セリ エー ル 伯 爵 (мек こ こ で エ 1777 年 ) 等 だ 。 


Ст: 200 本 は 大 広間 に 入っ た 「 エ リザ ヴェ ー タ ・ ベ トロ ー 
D й D FT 近親 に と り 囲 まれ て … ヴ ナ の 宮廷 の 舞踏 会 に 
が と も っ た 舞踏 へ は 宮廷 財務 長 つい て 」 1757 年 ) 


F=G. バリ ジエン 
「 昔 の ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー 庭園 と サド ー ヴ ァ ヤ 通り の 風景 」 
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パン ドゥ ス 
(傾斜 路 ) 


BË Hl 


キャ メロ ン ・ 
ギャ ラリ ー 


JR FAO [Hl 

Ж HD FF HD 
装飾 板 は 、 ピ ョ 
ー ト ル 1 世 へ の 贈り 
て プロ イセ ン か 
ら ロ シア に も た ら さ れ 
た が 、 
は エリ ザ ヴ ェ ー タ 治世 に な っ て 
か ら の こと が 
は 女帝 の た 
間 を 造っ た 。 その 後 、 冬 宮 は 取り 
壊さ れ 、 現 再 の 間 は 新宮 契 建 設 
の 間 、 
エカチェリーナ 年 
大 祖国 戦争 時 まで そこ に あっ た 。 


物 と し 


使用 され た の 


その 時 ラス トレ ッ リ 
NZ, & |29 ИНФ 


ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー の 
「 殿 に 移さ れ 、 


の 建物 


キャ メロ ン ・ ア ン サ ン ブ ル 

BRE. HERD MM 
キャ メロ ン の 名 が つい 
た ギャ ラリ ー で 形成 し て 
И いる 。 日常 生 活 の 性 格 を 
WE 持 つこ れ ら の 建造 物 は 、 
ロー マ の 公衆 浴場 を 模 
\ し て 造ら れ 、 ウ ラル と 
アル タイ で 採掘 され 
た 色とりどり の 鉱物 で 
装飾 され た 。 その 独特 
の 加工 技術 は 1780 年 代 
の ロシア 職人 の も の だ 。 


リツ ェ イ ( 高 等 貴族 学校 ) 中 庭 
「 ブ ー シ キ ン 像 」1900 年 
彫刻 家 ロ ベル ト ・ バ ッ ハ 


ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー・ リ ツェ イ ( 高 等 貴族 学校 ) 

1811-18434., 宮殿 に アレ クサ ンド ル 1 世 に よっ て 創 
等 貴族 だ 校 ) が あっ た 。 
僚 の 育成 を 課題 と し て いた 。 
第 1 回 生徒 募集 に 若き アレ クサ ンド ル ・ プ ー シ キ ン 
(1799-1837) も いた 。 彼 は ここ で 数 年 を 過ごし 、 一 連 の 素 
晴らし い 作品 に ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー を 取り 上 げた 。 


宮殿 教会 

バル トロ メオ ・ フ ラン チ 
ェ ス コ ・ ラ スト レッ リ は 宮殿 
教会 建造 の 際 、17 世 紀 ま 
で に あっ た 修道 院 の 食堂 
建設 時 の 手法 を 用 いた 。 
し か し 豊富 な バロック 装飾 
は 教会 に 完全 に 非 宗 教 
的 な 性 格 を 与え て いる 。 
隆起 の ある 玉ねぎ 頭 の ク 
ー ポ ラ 、 金 符 が 施さ れ た 
天使 像 、 装 飾 花瓶 等 が 
ある エカチェリーナ 宮殿 
の 教会 は 、 建 物 の 中 で 最 
も 美しく 完成 し た 。 
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キャ メロ ン ・ ギ ャ ラリ ー 


ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー 


エカチェリーナ 宮殿 


ショ シン ラシン シン クシ 


— 


E 黄 低 の アン フィ ラー タ 


時 計 「 平 和 と 富 」 
職人 J.=L. ピエ ー ル F. ブ ー シ ェ の 
下絵 に よる 1770 年 . パリ 


主 棟 の アパ ル タ メ 


衰 華 な 黄金 装飾 で 緑 

取ら れ た 扉 (入口 ) の い 
くつ か の 広間 (回 廊 ) だ 。 
アン フィ ラー ダ (続き 部 屋 ) 
は 、 か つて は ラス トレ ッ リ 
に よっ て 宮殿 の 南側 面 に 


か ら 始 まっ て いた 。 18 世 


| の 希望 で チャ ー ル ズ ・ 
キャ メロ ン は 、 正面 階段 を 
建物 中 心 (当時 中 国 の 間 
が あっ た 場所 ) に 移し た 。 
それ に よっ て 初期 の ラス 


造 階段 は 1860-1861 年 、 
モニ ゲッ ティ の 設計 で バ 


石 製 階段 に か えら れ た 。 


| 大 広間 


上 下 二 段 窟 の ある ホー ル 
(は ヨー ロッ パ の バロック ・ 
イン テリ ア の 傑作 の 一 つ 
に 数 えら れる 。 ホー ル の 
巨大 な 天井 画 は 1752- 


近 画 の 巨匠 ヴァ レ リ ア ー 
ニニ に よっ て 描か れ た 。 


造ら れ た 正面 階段 の 前 | 


紀 末 エカチェリーナ 2 世 | 


トレ ッ リ の 設計 を 壊し て | 
し まっ た 。 キャ メロ ン の 木 | 


ロッ ク の 模造 様式 の 大 理 | 


この 約 1000m の 巨大 な | 


1754 年 ヴェ ネツ ィ ア の 遠 | 


ント の 重要 な 装飾 は 、 ДР 


黄金 の アン フィ ラー ダ ( ラ スト レッ リ の アン フィ ラー ダ ) 
Ш 鞭 金 の アン フィ ラー ダ の 装飾 の 一 部 


絵画 の 間 

18 世 紀 こ の 比較 的 小 
さい ホー ル は 外交 レセ 
プシ ョ ン や 音楽 の 催し の 
た め に 使わ れ て いた 。 
1757 年 夏 、7 年 戦争 の 
勝利 後 、 征 服 し た プロ 
イセ ン の 町 の 旗 と 鍵 が 
届き 、 こ こ で 祝典 が 行わ 
れ た 。 ホー ル の 壁 に か 
けら れ た 絵画 の 主要 部 
分 (130 枚 の うち 112 枚 ) 
は エリ ザ ヴ ェ ー タ 女帝 
の 命令 で 1745 年 プラ ハ 
ど ボ ヘミ ア で 画家 ゲオ 
ル グ ・ グ ロー ト に よっ て 購 
入 さ れ た (1 万 2 キル ー 
ブル ) 。 そ の 中 に は 
ヴィ ッ ト 、 オ スタ ー デ 、 
ダヴ ィ ド ・ テ ニー ルス 、 
ド ・ ゲ ム 、 ヤン ・ フ ェ イ ト 、 


| ナッ チエ 、 ク ルト ゥ ッ ア 


(ブル ギ ニ オ ン ) 、 プラ 
ン シ ャ ー ル 、 ル ー ク ・ ジ 
ャ オル ジャ ー ノ と いっ た 

- 流 の 絵画 が あっ た 。 
中 で も 特別 な 位置 を 占 
め て いる の が ピ ョ ー ト 
ル 1 世 の 注文 で 書か れ 
た デニ ・ マ ル テ ン 第 の 
「 ポ ル タ ヴ ァ の 戦い 」 と 
「 レ スナ ヤ 村 の 戦い 」 だ 。 


大 広間 


プラ イベ ー ト お な 主 私 室 
18 世 紀 の 「 プ ライ ベ 
ー ト ・ ル ー ム 」 の 概念 は 、 
気 の 置 け な い 近親 や 友 
人 し か 入る こと の で き な 
い 部 屋 と いう こと だ っ た 。 
エカチェリーナ 宮殿 内 の 
プラ イベ ー ト ・ ル ー ム は 、 
正面 階段 の 北 に ある エ 
リザ ヴェ ー タ ・ ペ トロ ー ヴ 
ナ の た め の い くつ か の 
食堂 、 客 間 、 絵 画 の 間 と 
琉 弄 の 間 の アン サン プ ブ 
ル だ 。 これ ら は 「 内 輪 の 」 
面会 、 小 会 議 や 「 室 内 」 
舞踏 会 の た め に 使わ 
れ た 。 宮殿 の この 部 分 
は だ 円 の 玄関 の 間 で 終 
わり 、 その後 エ カ チ ェ リ ー 
ナ 2 世 に よっ て 造ら れ た 
「 私 室 」 へ の 通路 が 続く 。 


ラス トレ ッ リ の 装飾 
が 残っ て いる 2 つの 対 
称 的 な ホール で ある 。 
ニニ つの ホー ル の 最も 顕 


著 な 飾り は 大 量 の タイ Ë 


ル 張 り の 暖炉 で 、 エ カチ 
ェ リ ー ナ 宮殿 の 主 な ホ 
ー ル に は 全て 暖炉 が あ 
| っ た 。 騎士 の 食堂 の 間 の 
晩 級 会 用 テー ブル は E 
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ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー 
エカチェリーナ 宮殿 


(エリ ザ ヴ ェ ー タ 女帝 の 頭 
文字 ) の 形 に な っ て いる 。 


柱 の 間 

これ ら も 同じ よう に 
装飾 され た ホー ル だ 。 
木 い ちご の 柱 の 間 と そ 
れ と 対 を 成す 緑 の 柱 
の 間 の 装飾 に に ラス トレ 
ッ リ は ガラ ス の 付け 柱 を 
加え 、 そ の 下 に 木 い ち 
ご 色 と 緑 の 薄 紙 ( く し ゃ く 


騎士 の 食堂 の 間 の 暖炉 


マリ ヤ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ナ 妃 の 寝室 


し ゃ の アル ミニ ウム の 紙 ) 
を は り 、 ガラ ス を 通し て 見 
える よう に し た 。 


私 室 
宮殿 の 住居 部 の 内 装 
は エカチェリーナ 2 世 の 命 
令 で チャ ー ル ズ ・ キ ャ メロ 
ン に よっ て 改装 され た 。 彼 
は 教会 前 の ホー ル の 場 
所 に いく つか の 離れ 部 屋 
を 造っ た 。 その 中 に 緑 の 
食堂 (イヴ ァ ン ・ マ ルト ス の 


浮 彫 の ある 「 ポ ン ペ ベイ 」 
様式 ) 、 青 の 客間 、 中 国 
風 青 の 客間 、 マ リヤ ・ 
フョードロヴナ 妃 の 寝室 
の よう な 傑作 が ある 。 
これ ら は エカチェリーナ 
自身 と 「 子 供 た ち ( パ ー 
ヴェ ル 皇 太子 と マリ ヤ ・ 
フョードロヴナ 妃 )」 の 音 
屋 と され た 。 1817 年 スタ 
ー ソ フ の 設計 に よっ て ア 
レク サン ドル 1 世 の 主 書 
斎 が 造ら れ た 。 


ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー 
MOR 


フリ ー ド リヒ ・ ウ ィ ル ヘル ム 1 世 は 同盟 の 印 と し て 、 
1717 年 ピョートル 1 世に 下 再 の 装飾 板 セ ッ ト を 贈 ` 
っ た 。 TRIBE ЕЕ], アン ドレ アス ・ ` 
シュ リュ ッ テ ル の 設計 で プロ イセ ン の ベル リン の 宮 | 
殿 の 一 つ を 飾る は ず の 物 だ っ た 。 ピョートル の 返 — 
礼 は 55 人 の 長身 の て き 弾 兵部 隊 だ っ た 。 


琉 表 の 間 は ヒッ トラ ー が リン ツ に 創立 を 夢見 て いた 
「 ア ー リ ア 人 芸術 陳 物 館 」 の 最大 の 上 日 玉 に な る は ず だ っ た 。 
1944 年 ケー ニ ヒ ス ベル グ で 矢 わ れ た 装飾 板 は 20 世 紀 の 最 も 有名 な 伝説 の 一 つ に な っ た 。 


だ i ER j Геб КЎ が рУ P? 


' а Ф. а ч 
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A ё еи" г Ф К 
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装飾 板 の 


TN 


て 】 iq | 9 
МОМО ФЗО — DERZA 
г 
Еа ЛЛУ Лл? THES ; š 
れ て いた 。 1746 年 エリ ザ ヴ ェ ー タ の 命令 で ラス トレ 
リ の 設計 で 増やさ れ ( ほ と ん ど 3 分 の 1 の 装飾 板 
新た に つく られ た ) 旧 冬 宮 の 論 見 の 間 の た め に 
誠 置 され た 。 1755 年 新宮 の 建設 が 始ま っ た と き 、 
高見 の 間 の 内 装 は ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー に 移さ れ 、 
に こ で ラス トレ ッ リ は 琉 坦 の 間 と し て 歴史 に 名 を 刻 
愛 華 な ホー ル の 内 装 を 手がけ た 。 1941431 
の 間 の 装飾 は ナチ 党員 に よっ て 略奪 さ れ 、 ケ ー ニ 
く ベ ル グ ( 現 在 の カリ ー ニ ング ラー ド ) に 運び 出 
され た 。 1944 年 英国 軍 の 
л ЖЕЗ ШАРГА 
去り 、 その後 の 運命 に 
つい て は 知ら れ て い 
な い 。 1979 年 か ら ツ 
アー ルス コ エ ・ セ ロ BH 
ー の 修復 家達 E 
は 琉 弄 の S 


ўч 間 の 再建 作 B 
РУ KETO ж W 
Ak は 2003 年 晴れ や か NH 
な 式典 で 終了 し た 。 Ж 


— He Ec 


「 環 斑 枠 の フィ レン ツェ 派 モ ザイ ク 画 の 一 つ 」 
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冷 浴 場 の 建物 


フラ ンス 式 庭園 

720 年 代 に エ カ チ ェ 
リー ナ 2 世 の た め に 宮 
ҮК に フラ ンス 式 庭園 


(別称 : 古い 庭園 ) が 設 
| けら れ た 。 これ は フラ ン 


ス の 幾何 学 式 様式 で つ 
くら れ 、 同 時 期 、 庭 園 
の 敷地 に 二 つ の 対称 
的 な 「 鏡 の 池 」 が つく ら 
れ た 。 また 、 ダ ムシ ステ 
ム で 、 ヴ ァ ン ガー ザル 
の 真ん中 に 、 島 の ある 
「 上 の 池 人 (大池)」 が 造ら 
| れ た 。 18 世 紀 半 ば エリ 
ザ ヴ ェ ー タ ・ ペ トロ ー ヴ 
F к Ш D 命令 で 庭園 
、 再建 され 、 


[5 ソリ の 設計 
に 二 つ の パ ヴ ィ リオ ン 、 
エル ミタ ー ジ ュ と グロ 


ッ ト ( 岩 窒 ) が 建て られ 、 


ШЕ. に カタ ー リ ヌイ = エ ・ 
ゴー ルキ が 人 造 NM 
これ ら の 整備 建設 の た 


め に ラス トレ йс» 


キャ メロ ン ・ ギ ャ ラリ ー の 柱 廊 玄関 
| "ГЕГУ" 


公園 


ー ト ル 時 代 の 有名 な 機 
械 技師 アン ドレ イ ・ ナ ル 
ト フ の 図面 を 用 いた 
エカチェリーナ з. 
1770 年 代 


ЖОО ХЖ- JNM 


ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー 


ロフ 上 兄弟 は フラ ンス 式 庭 
園 に 、 エ ルミ ター ジュ 台所 
(隠れ 台所 ) 、 上 ・ 下 の 浴 
場 等 の 実用 的 な 建物 を 


つく っ た 。 


上 の 浴場 

2 対 の 鏡 の 池 の 片 岸 に 
1777 年 に イリ ヤ ・ ネ ー ロ フ 
の 設計 で 造ら れ た 上 の 
浴場 (「 陸 下 の 風 呂 場 」) 
19 世 紀 ま で 実際 に 使わ 
れ て いた 。 宮殿 の ミニ チ 
ュ ア の よう な 外観 の 建 
| 物 に は 浴場 、 蒸 し 風呂 


建築 家 2 


DH, BBE ЛОНА 


休む た め の 8 面 の 中 央 ホ 


ー ル が ある 。 そこ の 壁画 
は ネロ 皇帝 の 有名 な 黄 
金屋 敷 の フレ スコ 画 を 再 
現し て いる 


キャ メロ ン ・ ギ ャ ラリ ー と 
т 冷 浴場 

キャ メロ ン ・ ギ ャ ラリ 
ー は 、 キ ャ メロ ン に よっ て 
1770 年 代 -1780 年 代 に 
造ら れ た この ギャ ラリ ー、 
‚Хул (АБАС АЈ) 
の ある 冷 浴場 、 公 園 に 


| 通じ る ブロ ンズ 像 で 飾ら 


れ た パン ドゥ ス ( 傾 斜路 ) 
の ある アン サン ブル で 


DEL p> ズ 像 は 後に 

代 ギリ シャ ・ ロ ー マ モ 
デル の ブロ ンズ の 照明 
器具 に と りか えら れ た )., 
冷 浴 場 


キャ メロ ン に よっ て ボ 
ンズ ベイ 様式 と よ ば れる ロ 
ー マ 時 代 の 建築 様式 で 
建て られ た 。 建物 の 下 の 
階 に は 水浴 場 、 浴場 、 


ロシア の 蒸し 風呂 が 設 
置 さ れ 、 上 の 階 に は エ 
チェ リー ナ 2 世 の た め 

こ 休養 と 仕事 用 に 6 部 


(HKO) が 造ら 
れ た 。 М i ラリ ー か ら こ れ 
ら 部 屋 に は 吊り 庭園 を 


の 間 の 装 人 の 際 
ャ メロ ン は 職人 達 
で 、 輝 くま で 磨 か れ 
加工 碧 玉 を 使用 し た 
表面 積 約 200mi)。 部 屋 
кр ゾ フ 
БЕКА ЫҢ ЛК „С 
SKS, 18 世紀 は 内 
95 бы ( 肉 の よう な 色 の 
) と 呼ば れ た 。 (ここ か 
HRD [А] А КУЕ 
つい た ) 


チエ スマ の 記念 柱 

アン トニ オ ・ リ ナル ディ 
こよ っ て エカチェリーナ 
^ 園 の 大 池 の そ ば に 立 


ルコ 戦 争 に お ける ロ 
ア の 勝利 を 称え る ツ 
ー ル スコ エ ・ セ ロー の 


チェ スマ の 記念 柱 


多く の 記念 牧 の 一 つ だ 。 
記念 碑 に は 1770 年 代 に 


“БЪЛ ВЕРИР, EL 
イス カヤ 柱 、、 ク リ ミ 
念 柱 、 カ グー リス 

ミリ クス 、 
スク 


ア の 記 
キー オ 


トル コ の キオ 
、 ト ルコ の 滝 が ある 。 


パ ヴ ィ リオ ン 「 ザ ロッ ト ( 岩 窟 ) 」 


見 える フラ ンス 庭園 の 一 角 
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上 の 浴場 が 


Н ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー 
© 公団 


ルス カ の テラ ス 


エカチェリーナ 公 


А ほとん ど e | 5 


け の 絵画 的 な 場所 は 、 


パ ヴ ィ リオ ン 「 ト ルコ 浴場 」| 
( 右 は チェ スマ の 記念 柱 ) 


パッ ラー シ > オ | と 呼ば 


ドレ イ ・ デ ィ ・ ビ エトロ ・ パ 

ッ ラ ー ジ オ (1508-1580) 
の 設計 で 建 - て られ た こと 
で 有名 だ 。 噴水 「 娘 と 和牛 
乳 つ ぼ 」(1816 年 , 建 築 家 
P. ソ コロ フ ) は 有名 な ラ ・ 
フォ ン テ ー ヌ の 富 話 「 牛 
乳 し ぼり 女 と 牛乳 つぼ 」 
を 描い て いる 。 割れ た 牛 
乳 つ ぼ の 前 で 悲嘆 に く 
れ て いる 娘 像 は 、 EOR} 
面 の そば に 湧き 出 て い 
る ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー 
т - の 天然 泉 の 水 の 流 

し を 3 て いる 。 公園 
ач. ЕЖ (C то 
て 、 中 国 風 パ ヴィ リオ ン と 
「 大 き な き まぐ れ ( カ プリ 
ー ズ )」 橋 が ある 。 1808- 
1810 年 建築 家 ル イー ジ ・ 


セロ ー の エカチェリーナ 
時 代 の 戦争 記念 碑 に 対 
ナポレオン 戦争 の 勝利 
を 称え る 「 親 愛 な る 我 が 
戦士 達 に よっ て 」 門 が 加 
えら れ た 

19 世 紀 半 ば 、 大 池 の 
南 岬 に パ ヴ ィ リオ ン 「 ト ル 
= 浴場 」(1850-1852, 


が 建て られ た パウ ヴィ リ 
オン は - 連 の トル コ と の 
連戦 (1828-1829) を 終 
結 し た アド リア ノー プル 
の 講和 が 称え られ た 。 

パ ヴ ィ リオ ン 内 部 に は 噴 
水 の あ る 白い 大 理 石 の 
人 工 池 が あり 、 ト ルコ か 
ら も た ら さ れ た 詩 が 書か 
れ た 大 理 石板 が 保存 さ 


中 国 の 村 
= па リー ナ 2 世 は 
ァ ー ノ レス コ エ ・ セ ロー 
СА 国 様式 の 2 公園 パ 
ゲ ィ リオ ン を 造る だ け で 
+ 満足 で きず 、 全体 的 
「 中 国 」 ア ン サ ン ブ ル 
を つく る こと を 考え た 。 
1782-1796 年 建築 家 キ 
ヤ ы о 
ー ロ フ に よっ て 宮殿 


大 き な き まぐ れ 」 橋 


エリ ザ ヴ ェ ー タ 時 代 
何 学 式 庭園 の 場所 
造ら れ た アン サン ブル 
ト ょ 、 中 国 の 村 と 名 づけ ら 


れ た 当時 ヨー ロ ッ パ の 


Lam, £ Б 


シー リー・ ス ター ソフ が 村 


| を 再建 し 、 そ の 後 建築 物 


は 客人 の アパ ル タ メ ント と 
し て 使用 され る よう 
た 。 1822-1825 年 
カラ ムジ ン は ここ 
ある 「 ロ シア 国家 
筆 し た 。 


クサ ンド ル ( 新 ツ ァ ー ル ス 
コ エ ・ セ ロー ) 宮殿 は エ カ 
チェ リー ナ 2 世 に よっ て 、 
KDE TZ 


| サン ドル の 宮殿 に 定め ら 


れ 、 ド イツ 辺境 
伯 バ デン テバ 

ンス キー の 
娘 、 大 公 妃 エ 


中 国 の 村 
た 建物 の 建設 は 1796 年 
5 月 に 竣工 し た 。 アレ クサ 
ンド ル 1 世 が この 屋敷 に 


| 住む こと は ほとん ど な か 


っ た が 、 後 に ツァ ー ル ス 
コ エ ・ セ ロー で 生ま れ た 
彼 の 息子 ニコ ライ 1 世 は 
ТО BERD 
住居 と し て の 地位 を 与え 


| た 。 ここ に は 建築 家 メ リツ 
| アレ クサ ンド ル 宮殿 と 公園 | 
| 1792 年 に 建て られ た アレ 


ェ ル レ に よっ て モ の ズム 
様式 で つく られ た 私 的 な 
アパ ル タ メ ント (内 部 は 木 
製 ) が 保存 され て いる 。 


アレ クサ ンド ル 宮 殿 の 
ニコ ライ 2 世 の 客 間 


実際 に | な 特徴 は 当然 無視 され た 。| リザ ヴェ ー タ ・ 
PH 国 に 滞在 し た こと が あ ここ か ら ツ ァ ー ル スコ エ ・| アレク セー ヴ ナ 

た の は 英国 人 ウィ リア | セロ ー の 「 中 国 та (1779-1826) 
ム ・ チ ャ ン バ ー ス 卿 だ け | 娯 3 様式 的 な 芸術 性 | と の 結婚 に 際 
だ っ た (ロン ドン の 有名 | が 生ま れ = 


れる 橋 、 ロ マン ティ ッ ク な | ル スカ は ラス ト レッ リ に よ | れ て いる 
廃 堪 の 塔 、 ロ シン ア の 戦勝 | っ て カタ ー リ ヌィ ・ ゴ ー ル 
| を 称え る 一 連 の 記念 碑 | キ に 設計 され た パ ヴ ィ リ 
` 『 て られ た TAREN aq 


5935 Т ェ リ ー ナ 2 世 時 代 


` パッ ラー ジオ 橋 (別称 : | ス ( ル スカ の テラ ス ) を 建 人 aaa ы А ые: = | し て 贈ら れ た 。 
| (「 牛 乳 売り 」) ょ サマ ー セ ッ ト ・ ハ ウス と | ナ 2 世 の 死後 、 中 国 相 ジャ コモ ュ ク ヴ 

ー リ ー で ・ ネ ー ロ フ の 上 息 | 大 理 石橋 ) は シベ リア の | て た 。 同時 期 、 ПРА “Sigo С эсле ЭШМ, Б 
| E 立 植物 園 キ ュー・ ガ ー | 設 作 業 は 中 止 さ れ ァ レ ン ギ に よ 


‚зе アリ ラル エピ ュー トル が ミ さ れ 、 ア > ーー ルス に Мн 
PAY keas | 大 理 石 で 制作 され 、 ア ン | 頭 ツ ァ ー ル スコ エ デン ズ の 中 国 風 パ コ ダ | 1817-1822 年 建 策 


っ て 設計 され 


パッ ラー ジオ 橋 レク サン ドル 宮殿 


Бр sr on 


а: 


к 


パ ヴ ロ フ スク 


w... s 
= 
ro 


د 


oe 


パ ヴ ロ フ スク は ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー の 5 キロ 南 の 風光 明 如 な 場所 
に 位置 し て いる 。 そこ で は か つて 野鳥 や 小動物 が 多く 生息 する ツァ 
ー ル スコ エ ・ セ ロー の 狩猟 用 地 で 、 皇帝 の 狩 の 時 に は 馬 の 踊 の 音 、 
猟犬 係 の 叫び 声 、 猟銃 の 音 、 犬 の 鳴き 声 が 響い て いた 。 

1777 年 、 総 面積 約 535 ヘ クタ ー ル の これ ら の 土地 は エカチェリーナ 
2 世に よっ て 初 係 アレ クサ ンド ル の 生誕 祝い と し て 、 皇 太 子 パ ー ヴ ェ 
ル に 贈ら れ た 。 新しい 屋敷 建設 作業 に 融資 し た エカチェリーナ 2 世 
は その 居 KD EE E ЯНЕ, こ ス コッ トラ ンド 人 ジェ イム ス ・ キ ャ メロ ン 
を 任命 し た 。 キャ メロ ン は ここ に 、 啓蒙 時 代 の 息吹 が 感じ られ る 優美 
な 離宮 (ヴィラ) を 建て た 。 素晴らし い 公 園 に 囲ま れ た この 場所 は 、 ME 
休息 や 知 的 な 気晴らし に 理想 的 な 場所 だ っ た 。 30km 離 れ た と ころ に ある パ ヴ ロ | 

1786 年 以降 パ ヴ ロ フ スク の 仕事 を 率い た の は 、 パ ー ヴ ェ ル の ヨ í ене ET 
ー ロ ッ パ 外遊 旅行 か ら 連 れ て 来 ら れ た 建築 家 ヴ ィ ン ツ ォ ・ ブ レン 宮殿 4م‎ 
ナ だ 。 彼 は 宮殿 の 公用 イン テリ ア の 大 部 分 の 改装 を し 、1796 年 に 建造 物 は 、1770 年 末 

НЕ è ә Ñ _ -)> 32: ーー ха 3 か ら 1800 年 代 初 まで の 比較 的 
パー ヴェ ル が 即位 し た 時 、 宮殿 の 側面 に ギャ ラリ ー と フリ ー ゲ リ を | унс ось}, Oak 
増築 し 、 そ こ に いく つか の 素晴らし い イ ン テ リ ア を 造っ た 。 同時 (に | 築 が 行わ れる こと は な か っ た 。 

ゲ グレン ナ は 優れ た 劇場 
装飾 家 ゴ ン ザ ー ゴ と 共 
同 で パ ヴ ロ フ スク 公園 
の 整備 され た 部 分 を 拡 
張 し 、 そ れ に 当時 流行 
っ て いた 神秘 性 と ロマ 
ン テ ィ ッ ク 性 を 与え た 。 

1796 年 パ ヴ ロ フ スク は 
正式 に 皇帝 の 居住 と な 

2 パー ヴェ ル の 死 

(18014) 1 77 

RER マリ ヤ ・ フ ョ ー 
ドロ ヴ ナ の お 気に入り の 
夏 の 屋敷 に な っ た 。 


"| ШТ! ا‎ LEL} | С L] ГЛ p 


パ ヴ ロ フ スク の 紋章 


G. シュ ヴァ ルツ 「 パ ー ヴ ェ ル 1 世 時 代 の パ ヴ ロ フ スク 宮殿 メイ ン ・ ロ ビー の 衛兵 交代 式 」1848 年 


プロ フス ケ 宮 殿 の ギリ シャ の 間 201 


パ ヴ ロ フ スク 宮殿 の 正面 ファサード 


パ ヴ ロ フ スク 


パ ヴ ロ フ スク 宮殿 スラ ヴ ャ ンカ 川 の 谷 ケン タウ ロス 橋 イタ リア (大 きい 石 の ) 階段 
Z チャ ー ル ズ ・ キ ャ メロ ン テリ ア に 与え て いる の スラ ヴ ャ ンカ は 小さ い на оо о 名 な 建造 物 の 宮殿 か ら ス ラヴ ャ ンカ 川 の 谷 へ 続く | 
* Коала чре 0л\а&279 が 、 曲 が りく ね っ た 岸 の あ 一 つ 。 こ の 建築 家 の 名 前 は 残さ れ て 64 段 の 記念 碑 的 な 階段 は 、1799 年 | 
$° ロト ンダ を 見 本 に 設計 ロシア の 優れ た 工 る 絵画 的 な 小川 で ある 。 w vv ケン タウ ロス 像 は アン ドレ イ ・ ブレ ン ナ の 設計 で 建て られ た 。 ZOR | 
され た 。 ヴィ ラ ・ ロ トン ダ 房 で 製造 され た 多く の これ は キャ メロ ン 、 プ レン ヴォ ロニ ー ヒ ン の 設計 に よっ て 造ら れ 、 上 を 装飾 瓶 や 獅子 像 の 入っ た 手すり 
i- フラ ンス 風 客間 10 玄関 の 間 は 1552 年 アン ドレ イ ・ パ 美術 工芸 品 の 傑作 だ 。 リュ ピン サロ ビュ ジオ ロニ ー 1805 年 ここ に 設置 され た 。 が 装飾 し て いる . 
2— 舞踏 の 間 11 マリ ヤ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ナ 妃 側近 控え 室 シフ ー ジ オ に よっ て ヴェ ヒン に よっ て パ ヴ ロ フ スク сна 
3— 古い 客間 12— 付け 柱 の 書斎 ニス 近く の ヴィ a に つく られ た 絵画 的 コン B リフ ラウ ロス 
4— БА ШТ 13— 書斎 「 灯 り 」 $ チェ ン ツ ァ 丘 § ポ ョ ン の 素晴らし い 
5- 白 の 食 14— マリ ヤ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ナ 妃 の 化 < 建て と и スラ ヴ ャ 
6— 角 の 客間 15- 寝室 E сто ы ë: 
7- 新しい 書斎 16-「 テ ント 」 れ た 別荘 だ 、 ンカ 川 に は アー チ 形 石 
|e- 共用 の 書斎 17 エジプト ロビ ピー 宮殿 の 基 は 、 橋 が か か り 、 植木鉢 や 周 イタ リア 階段 
| 9 一 木 い ちご の 客間 Ë 廊 玄 関 が 刻 で 飾ら れ て いる 。 スラ 2 
| [29 28 2 あり 、 ク ー ポ ラ ヴ ャ ンカ 川岸 に は パ ヴ ィ 
3, Š 20) А を 頂い た ほぼ リオ ン が 立っ て いる 。 この 
зе 33 |32 = 129,24 立方 体 の 主 醒 ト うな 風景 は 、18 世 紀 末 
| Z E TAN だ 。 パ ヴ ロ フ の 理想 的 な 公園 例 だ 。 
за 2122 スク 宮殿 が ル ч 
mam | ا‎ ネッ サン ス 時 代 の ヴ ギリ シャ の 間 
аш Ё | 2 階 | ィ ラ ・ РЕ “š 草 っ て А 
|43) M | と 違っ て جد‎ 
に p- К ута っ て 建て られ た ギリ シャ 
м. ^ БИ ツェ ・ ブ レン ナ に よっ с Mi de パウ 
N Ag а kakpik К< (=) 
ҸӘ 5 て 2 階 に چ‎ эсерл 9 は 2 > 
| 5 円 形 の 回 中 А 追悼 碑 の 一 種 で 、 パ ヴ ロ М 2; ш 
18 正面 階段 32- 主 寝室 レン ナ は パッ ジ オ フス ク に 2 つ あ る (も う ル 円 形 ホー ル „ы a 
19- メイ ン ( 上 の )・ ロ ビー 33— マリ ヤ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ナ 妃 | の アイ ディ ア よ り 、 フラ а А が „в? 
20- イタ リア の 間 の 化粧 室 SAE Б つ は パー ヴェ ル 1 志 " 
21— パー ヴェ ル 1 世 の 側近 控え 室 34- 女官 の 間 AR 4 A ここ に は 早期 マリ ヤ ・ フ ョ Pas ンカ 
22— パー ヴェ ル 1 世 の 化粧 室 35— 第 一 通し 間 a Mati kas aspa ー ド ロ ヴ ナ の 妹 が まつ ら ст の 谷 の 公園 (赤い 谷 ) 
23— ロッ シ の 図書 室 36- 第 二 通 し 間 クォン テン に よっ て 作 れ て いた 。 皇后 の 両親 
24— 小 書斎 37- 絵画 ギャ ラリ ー り 上 げ ら れ た 形式 に (フリ ー ド リヒ ・ エ フ ゲ 
25— パー ヴェ ル 1 世 の 図書 室 38— 第 三 通 し 間 深く 傾倒 し て いた . s 
26- MEDR 39 主食 堂 (大 玉座 の 間 ) ー ニ ー・ ヴ ュ ル テル ン ベ 
27 戦争 の 間 40— オー ケス トラ の 間 > s 
28- ギリ シャ の 間 4- 食器 部 屋 パ ヴ ロ フ スク 宮殿 
29— 平和 の 間 42 騎士 の 間 の 公用 イン テリ ア 
30— マリ ヤ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ナ 妃 43- 教会 ブレ ン ナ に よっ て ル 
の 図書 室 44 騎馬 隊 の 間 ) 世 の 様式 で 設計 さ 
31 マリ ヤ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ナ 妃 45- 前 室 весен: 
の 小 客間 れ た 。 特別 な 魅力 を イン 
古い シル ヴィ ヤ 。 
(12 本 の 小路 ) 
ルク 公子 夫妻 ) の 死後 、 a 
パ ヴ ィ リオ ン に イヴ ァ ン ・ 
マル トス 作 の 泣き 女 の 正面 草地 


大 理 石 作品 が 設置 され 
た (1807 年 )。 


"Шш 


ロッ シ の 
パ ヴ ィ リオ ン 


パ ヴ ロ フ スク 宮殿 


` 


ч гак 2 
イタ リア の 間 (ギリ シャ ・ ロ ー マ ) 
Es ۳ 様式 の ラン ブ 
キャ メロ ン に よっ て 造ら れ た 宮 


1780 年 代 
破 の 初期 の 内 部 設計 の 特徴 š 
рейд Л ш (ОЧЫ 
アン フィ ラー ダ ( 続 き 部 屋 ) と 祝 
典 用 (公用 ) 大 広間 が な いこ と 
だ っ た 。 

宮殿 の 建築 作業 が 進ん で い 
る 間 、 パ ー ヴ ェ ル と マリ ヤ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ 
ナ は デュ ソー ル ( 北 の ) 伯爵 夫妻 と いう 名 で 
ヨー ロッ パ 外 遊 旅行 に 出 た 。 旅行 中 2 人 は ルイ 
16 世 と マリ ー・ ア ント ワ ネ ッ ト の 宮廷 を 訪問 し た 。 
ヴェ ル サ イ ユ 宮 殿 と プチ ・ ト リア ノン 離 宮 は マリ ヤ ・ 
フョードロヴナ 妃 に 深い 感銘 を 与え た 。 帰 国 後 、 
フラ ンス 式 宮殿 に 感化 され た マリ ヤ 妃 は 、 早 期 
に Ж 認 し た 宮殿 の 設 計 を / ToD 修 EL ` 


ta 


に ふさ わし くし た 。 


前 と と り た て て 変 


それ 


イタ リア の 間 


エ ジ ブ ト ・ ロ ピー 


の 


| っ た 。 キ ャ メロ ン は 作業 

ヴィ ンチ ェ ン ツ ォ ・ ブ レン ナ に 委任 され た 。 ブ レ 
較 | ン ナ は 紛れ も な く 才 能 が あり 、 ル イ 16 世 時 代 
| の フラ ンス 派 を 代表 する 建築 家 だ っ た 。 彼 は 


キ 


意見 の 衝突 が 起こ 
続 を 拒否 し 、 作 業 は 


ャ ヤメ ロン 様式 の 特徴 で 


ある 軽快 さや 洗練 さ に 


は 関心 が な く 、 豊 富 に 
形 削り され た 建築 っ 
ー ム 、 あ ざ や か な 色 
彩 と 金 筆 を 好 ん だ 。 
公用 アン フィ ラー ダ 
を 造る た め に プレ ン 
ナ は 2 階 の 側面 左右 
に 回 廊 を 増築 し た 。 
左 回 廊 を 玉座 の 間 と 
し 、 同 様 に 増築 され た 
フリ ー ゲ リ ( 濃 廊 ) の 中 
に 設置 し た 。 中 央 棟 
に 豪華 な 公用 ホー ル 
(ギリ シャ の 間 と イタ リア の 
間 ) を 造り 、 和 皇帝 の 住居 


き 殿 イン テリ ア の 装飾 に は 、 
優れ た 画家 、 彫 刻 家 ゴン ザー ゴ 、 メ ッ テ ン レイ 
テル 、 プ ロコ フィ エフ 、 マ ルト ス 、 コ ズ ロ フス キー が 
招 聴 され た 。 公 用 ホー ル と 客間 を 飾っ て いる の 
は フラ ンス と ロシア の ブロ ンズ 像 、 有 名 な ヨー ロッ 
バエ 場 で 製造 され た 陶器 、 家 具 コ レク ショ ン だ 。 
1803 年 の 火災 後 、 パ ヴ ロ フス ク 宮 殿 は 全て | 
の 部 屋 が 消失 し て し まっ た 。 こ の 復興 作業 を 

行っ た の は ク ヴ ァ レ ン ギ 、 ヴ ォ オロ ニー ヒン 、 ト マ ・ 

ド ・ ト モン だ 。 マ リヤ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ナ 妃 の 希望 

で 、 彼 ら は 公用 ホー ル の 大 部 分 の 装飾 を 火災 | 


更 せ ず 保存 し た 。 新しく な っ 


た の は 主 に マリ ヤ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ナ 妃 の 私 室 で 、 
は 南 翼 1 階 に あっ た 。 


ブレ ン ナ に よっ て ロー | 一 ポラ の 下 の ホ ー ル だ 。 
| マ の ロト ンダ 教会 スタ イル 
| で 設計 され た 中 央 棟 の ク | 大 理 石 」 で 装飾 が 施さ れ 、| 


「 古 代 ギ リ シ ャ ・ ロ ー マ の 


ギリ シャ の 間 


中 に は 「 弓 を 引く エ 
(オリ ジ ナ ル は # 
4 世紀 リ シ ッ プ の 複製 ) が 
ある 。 彫像 の 大 部 分 が パ 
ヴ ロ フス ク に 入っ た の は 
1798 年 で 、 エ カチ ェ リ ー 
ナ 2 世 に よっ て 購入 され 
た 有名 な ライ ドー ニブ ラウ 
ン の コレ クシ ョ ン か ら も た 


ら さ れ た 。 


玉座 の 間 


| 式 柱 を 使っ 


ギリ シャ の 間 


祝賀 用 舞踏 の 間 に 定 | 


め ら れ て いた この ホー ル 
を ブレ ン ナ は 端正 な ギリ 


| シャ 様式 で 装飾 し 、 そ の 


重要 な 装飾 に 人 工 の 緑 
大 理 石 を は っ た コリ ント 
ー ル に 


имо 
れ た 有名 な 工房 


(フラ ンス ) оз 


が ある 。 


絵画 ギャ ラリ ー と 玉座 の 間 

これ ら は プ ブレン ナ に よ 
っ て 1797-1799 年 、 パ ー 
ヴェ ル 1 世 の 即位 後に 造 
らち れ た 。 ゴン ザー ご ゴ に よ 
っ て 制作 され た 玉座 の 則 
の 天井 画 は 、 空 が 見 え 
る クー ポラ を 模 し て いる 。 
この バロック の 特徴 的 
な 手法 は 視覚 的 に 天井 


| を 高く 見 せる 効果 を 演 
| 張ら れ た ユニ ー ク な セッ ト | 出し て いる 。 


に 設計 され た が 、1802 年 
| の 大 火災 後 ア ンド レイ ・ 


エジプト ・ ロ ビー 
ロビ ー の イン テリ ア は キ 
ヤメ ロン に よっ て 1780 年 代 


ヴォ ロニ ー ヒ ン に よっ て エ 
ジ プ ト スタ イル で 再建 され 
た 。 周囲 に 1 月 か ら 12 月 ま 
で の アレ ゴリ ー 像 が 立っ 
て お り 、 そ の 上 に 占星 術 
(ホロ スコ ー プ ) の 画 が 丸い 
額 綴 に か か っ て いる (プロ 
コ フ ィ エ フ の 設計 に よる )。 
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時 計 「 ス フィ ンク ス 」 
1790 年 代 


パー ヴェ ル 1 世 と 
マリ ヤ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ナ 妃 の 
主 図書 室 


CFE BIZ E R 


| 
っ て 夫妻 に 贈ら れ た フラ | 
ンス 製 の 綾 徐 と ゴブ ラン | 


織り だ 


マリ ヤ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ナ 刀 の | 
主 図書 室 | 


パー ヴェ ル 1 世 の 主 図書 室 


ブレ ン ナ は この 宮殿 の 建築 特徴 を た くみ に 
生か し て 、 独 特 の 祝賀 
央 棟 に いく つか の 快 首 を これ 
ら の 部 屋 は 公用 だ が 、 私 室 の 性 格 を 持っ て い 
た 。 こ うい っ た 部 屋 に あたる の は 、 パ ー ヴ ェ ル と 
< フョードロヴナ の 主 書斎 、 小 さい 応接 間 、 
仏語 .boud erie「 気 ま 
途 の 部 屋 だ 。 特 に 小さ 
飾 が 施さ れ た 。 マ リヤ ・ 
は パー ヴェ ル の 部 屋 


い 部 屋 に は 華やか な 装 
フョードロヴナ 妃 の 部 

と 違っ て 、 様 々 な 色彩 で 絵画 が 描か れ た 高 
価 な 木 の 寄木 細工 の 床 が ある 。 そ の 中 に マ 
リヤ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ナ が パー ヴェ ル と の ヨー ロッ パ 
旅行 か ら 持ち 帰っ た 数 多く の オブジェ ・ ダ ー ル 
(仏語 . objet d'art「 芸 術 的 な 小さ な 装飾 物 」) 
が あっ た 。 


まき は ルイ 16 世 時 代 の 
| 著名 な フラ ンス の 美術 装 
ャ ン ・ ジ ュ ゲー ル の 
プレ ン ザ に よっ で 
| 装飾 が 施さ れ た 。 この ス 
タイ ル は 、 端 正 な 古典 主 
EL EX CE 
ッ ク 、 ロコ コ 様 式 の 融合 が 


華 な バ ロ 


ока“ 
ЕРУ 


新書 斎 


パ ヴ ロ フ スク 宮殿 の 住居 部 は 、 西 ヨー ロッ 
パ の 宮殿 の 伝統 に 従っ て 、1 階 に ある 。 ピ ョ ー 
トル 1 世 時 代 以 前 の 古代 ルー シ の 宮殿 に お 
ける 住居 部 は 、 北 国 の 気候 の 特徴 で 、 上 の 
嘆 に あっ た 。 宮 殿 の 1 階 は 共用 の 部 屋 と マリ ヤ ・ 
フョードロヴナ の 個室 に 分 けら れる 。 8 
チャ ー ル ズ ・ キ ャ メロ ン の 手がけ た 装飾 が 

部 保存 され て いる ( 白 の 食堂 、 ビ リヤ ー 
ド の 間 、 古 い 客 間 、 舞 踏 の 間 )。2 階 の 豪華 
な 内 装 の 祝賀 用 ホー ル と 比べ る と 飾り 気 が 
な いよ うに 見 える 彼 の 端正 な スタ イル は 、 
ジャ コモ ・ ク ヴァ レン ギ ( 新 「 つ け 柱 の 書斎 」、 
化粧 室 )、 ア ンド レイ ・ ヴ ォ ロ ニー ヒン (「 灯 り の 
書斎 」、 マ リヤ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ナ 妃 の 寝室 、 テ ント ) 、 
カル ロ ・ ロ ッ シ ( 角 の 客間 ) が 制作 し た 後世 の 
内 装 の 方 向 づ け を し た 。 


マリ ヤ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ナ (1759- 
-1828) 、 ヴュルテンベルク 
公 の 娘 、 ロ シア 名 ゾフィー・ 
ドロ テア ・ ア ウサ スタ ・ ル イー ザ 
は 、1776 年 大 公 パ ー ヴ ェ ル 
と 結婚 し 、 パ ー ヴ ェ ル が 即位 
(1796 年 ) す る と ロシア 帝国 
の 皇后 と な っ た 。 パー ヴェ ル 
に 10 人 の 子供 を 生み 、 そ の 
うち の 2 À. アレ クサ ンド ル と 
ニコ ライ は ロシア 皇帝 に な 
っ た 。 数 多く の 慈善 施設 の 創 
立 者 で あり 、 保護 者 で あっ た 
彼女 は 「 母 女王 」 と し て ロシア 
史 に 名 を 残し た 。 1801 年 パー 
ヴェ ル 1 世 の 死後 、 ア レク サン ド 
ル 1 世 は パ ヴ ロ フ スク 宮殿 を 母 
に 残し た 。 


アレ クサ ンド ル ・ 口 スリ ン 

「 大 公 妃 マリ ヤ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ナ 
の 肖像 画 」 
1777 年 


| パ ヴ ロ フ スク 
公園 


ピリ 塔 


その 主要 な 並木 道 は | が 装飾 し て いる 公園 
か つて ぶどう の 慕 が 巻 | だ 。 スタ ー ラ ヤ ・ シ ル ヴ 
きつ いた 格子 が あっ た | イヤ の 北東 に 1800 年 ブ 
(この た め に ブドウ が 温 | レン ナ は 神秘 的 な 新 シ 
室 で 栽培 され て いた )。 | ル ヴ ィ ヤ を 建設 し た 。 ав. 
ГТ ぎ に 建 築 家 は スラ ヴ | 辺境 の 森 、 そ の 外れ スラ ヴ ャ ンカ 川 か ら 見 る 


パ ヴ ィ リオ ン туи Е 歴史 情報 
ペ ヴ ロフ スク の 公園 は 、18 世 紀 か ら 20 世 紀 | 1780 年 代 に パ ヴ ロ フ 


て ヨー ビッ パ に ラン ドス ケー プ ・| スク 宮 典 周辺 を 整備 | 1750 年 代 ラ ッ ドス ケー プ ・ эң 
F = а меш А е し て いた キャ メロ ン は 、 | アー キテ クチ ャ ー( 景 観 造 ャ ンカ 川 の 広い 谷 を 人 に 1780 年 キャ メロ ン アポ ロン 列 柱 


上 湖 で 飾り 、 そ こ に 設 | は 皮肉 的 な 名 前 の | 1797 年 に 建て られ た ピ | 建物 内 部 の 小さ い 部 
けた 公園 に 一 連 の パ | 「 世 界 の 果て 」 と いう 柱 | リ 塔 は 、 パ ヴ ロ フス ク の | айз 
ヴィ リオ ン 、 友 好 聖 堂 、 | を 建て て いた 。 最も 鮮やか な 公園 建築 | いら れ た 。 その 中 に は 
アポ ロン の 列 柱 、 ここ の 唯 "の 建造 物 物 の 一 つ で 、 外 に 螺旋 | 宮殿 図書 室 の 一 部 が 
HROTE, KW, | は 、 ト マ ・ ド ・ ト モン の 設 | 階段 が あり 、 初期 に は 、| 保存 され て いる 。 KD | 
黒い 川 、 三 美神 の パ ヴ | 計 で 1808 年 に 建て ら пав 屋根 が つ | そば の 橋 は 、 製粉 所 
ィ リ オン 、 酷 農 屋敷 | NEERI, マリ ヤ ・ | いて いた 。 塔 の 名 前 は | の 解体 後 、 ア ンド レイ ・ 
ヴィ リオ ン ( ス ウ デ | フョードロヴナ は それ | この 中 に ピリ 水力 製粉 | ヴォ ロニ ー ヒ ン に よっ て 
ン 農家 様式 ) HOD | を パー ヴェ ル 1 世 に 捧 | 所 が あっ た こと に 由来 | 1800 年 代 初 め に 建て ら 
飼育 用 ) を 建築 し た 。 げ 、 そ の ペデ ィ メ ント に > る 。 塔 の 壁画 は ピエ | れ た 。 

棋 の そば に は 「 遊 戯 の | 「 底 護 者 ・ 夫 へ 」 と いう | トロ ・ ゴ ン ザ ー ゴ に よっ 
庭 」 を つく っ た 。 これ は | 碑文 を 刻む よう に 命令 | て 手がけ られ 、 彼 は ここ 


向 を 反映 し て いる 。 АФ ЕРИ ГЕТЕ ここ に リー ジョ ン シ ー 
の 周り と 宮殿 の 北東 の スラ ヴ ャ ンカ 川 の 谷 に | SCO | use АШК 
集中 し て いる 。 こ の スタ イル г が きか な っ ` | 「 自 然 に 帰れ 」 は 建築 家 や 
1780 年 代 キ ャ メロ ン に よっ て 指示 され た 。 彼 は | こと ェ ン シー 様式 信 画家 に 浸透 し た 。 景観 千 
最も 多彩 な 公園 構成 の た め に 周辺 の ラン ドス 棒 者 は 住居 と 庭園 


形 庭園 は 造園 建築 に 不 
ケー プ ( 革 観 ) を 用 いた 。 境 を 和らげ дт 可 欠 な 要素 と なっ た 。 存 在 
иы тушш テラ ス と 「 私 庭 」 を 流行 | ожаап 
ら せ た 。 建築 家 ハ ンプ | DBE. EE E. 
フリ ー・ レ プ ト ン が 建設 | 鳥 小屋 、 そ れ 5 は ルソー の 考 
し た エセ ックス 伯 領 の | え で は 貴族 階級 を 創造 的 
誰 造 形 庭園 が 模範 | (建設 的 労働 に 引き 入れ 、 


と な っ て いる この スタ イ | 風紀 の 退廃 を 矯正 で きる は 緑 の 尊 が 巻 か れ た 星 型 | し た 。 プ レン ナ に よっ て | に 多く の 窓 を 描い た 。 スタ ー ラ ヤ ・ シ ル ヴ ィ ヤ の 
ル で 、 キ ャ メロ ン は 画家 | ず だ っ た 。 ル ソー の ユー トピ ア の ボス ケッ ト (植木 を よ ブロ ンズ 像 


| ヴィ オリ エ と 共同 で 、 西 思想 は パ ヴ ロ フ スク の 新しい 
の 宮殿 庭園 、 マ リヤ ・ | 庭園 ・ 公 園 の 流行 と な っ た 。 
フョードロヴナ 妃 の 個 
人 的 な 庭 を 装飾 し た 


く 刈 り 込 ん で ある 庭園 ) 
だ 。 ボス ケッ ト 内 部 は 
ぶら ん こ 、 九 柱 戯 が 設 
置 さ れ 、 そ ば に は 刈り 
АЕМ Wë X O Ë Ж 
道 で 造ら れ た 迷路 が 
あり 、 何 百 も の 珍 種 の 
バラ を 集め た バラ 園 が 
あっ た 。 17902 年 代 パ ヴ 
ロフ スク 公園 の 造園 で 
重要 な 役 割 を 果たし 
た の が ピエ トロ ・ ゴ ン ザ 
ー ゴ (1751-1831) だ 。 
優れ た 劇場 画家 


の 中 に 自身 の 大 胆 な |, 
舞台 設計 プロ ジェ クト 


チェ シン ツ ブレ ンド に 
よる 古い シル ヴィ ヤ 池 
の 周辺 の 森林 公園 、 
古い シル ヴィ ヤ (12 本 |E 
の 小路 ) の 建設 も 同じ | 
1790 年 代 に あたる 
これ は ブロ ンズ 像 、 
пор Ре, BE bi D WE 


Ta 1919798 


koshon kasin, kasas Fe з i 


а аза эл эленде DEADS S pan k 


{ЇЇ 


CWT 


Ne 


た 国旅 且 


ルレ の 


植え つ 
1783 年 


= ろだ ー 私 の 領 } 


А} 


た の が 、 


| 


オル ロー 
CH K+ 
ТО 2 5.2 TF ОФ 

WEDE 
る 草地 は 堀 と 跳ね 橋 が ある 練兵 場 に な り 、 ELR o 
: れ る オル ロー フ の 城塞 は し だ い ( 


アリ オラ ー ツ キー 
宮殿 


ッ チ ナ 宮 殿 の 正面 庭 
左 は パー ヴェ ル 1 世 像 , 彫刻 家 イ ヴァ ン ・ ヴ ィ タ ー リ 1851 年 ) 


ブル の 一 つ に メ 
也 を グリ ゴー リー 
ヤツ J 


Fej 屋敷 の 建築 作業 を 拓 
者 ルク ソー ル の 言 』 
最も 美しい 場所 に Е )、 
ет ょ る だ ろう 。 FER 
・ 土 地 の 質 も 屋 9 та ば の 素晴らし い 湖 も 、 そ の 天才 的 才能 を 
す る た - め の 力 を 与え て いる …」。 リ ナル デ イィ の 設計 で 170 ヘ クタ 
昌 に ロシア 初 の 風景 式 庭 園 が 設け られ た . 


狩猟 月 
けら れ 、 


Кы 


植物 園 


ル 1 世 の 玉座 の 間 


ミ テル ブル グ 近 郊 の 古い 村落 が 最も ロマ ン テ ィ ッ ク な 郊外 アン サ 


ょ っ た の は 、1760 年 代 、 エ カチ ェ リ ー ナ 2 世 が その 
・ オ ル ロ ー フ に 下賜 し た 時 だ 。 オレ ロー フ は ジャ ン ・ 


・ ル ソー を 自邸 に 招待 する 際 、 手 紙 に 次 の よう に 書い て 
る 。 「 ベ テル ブル グ か ら 60 露 里 (1 露 里 =1.067km, 約 64km) 離れ た 
了 地 が あり ます 。 空気 も 健康 的 で 、 水 も 素晴らし く 、 WJ 
周り の 小さ い 丘 は 散歩 < 適し TOT, 私 は 思索 に ふけ っ て いま 


T 


ШШ し た の は アン トニ オ ・ リ ナル ディ だ 。 
よる と 「 オ ル ロ ー フ 公 の 宮殿 は 郊外 
建築 作業 が 終わ っ た ら 、 さ ぞ か し 素晴らし 
は 英国 風 に 尊敬 に 値する 人 に よっ て 創 ら 


その 中 心 に な 
1 の 城 寒 だ っ た 。 造園 時 、 極 、 モ ミ 、 楓 の 木 が 大 量 
植物 に 乏しかっ た ガッ チ ナ を 緑 豊か に し た 。 

フ の 死後 、 ガ ッ チ ナ は エカチェリーナ 2 世に よ 


- ヴ ェ ル に 贈ら れ た 。 彼 は 牌 帝 に な り (1796 年 ) 


範 都市 と し て の 整備 を 始 
別 は ガッ チ ナ に 割り 振ら れ た 。 ガッ チ ナ の 前 に 広 


に 城塞 の 性 格 を 帯び て いっ た . 


ガッ チ ナ の 紋章 


— М 


í 歴史 情報 


ガッ チ ナ 屋敷 の 初代 当主 は 
グリ ゴー リー・ ザ リ ゴ ー リ エ ヴ ィ チ ・ 
オル ロー フ (1734-1783) だ 。 彼 は 
7 年 戦争 に 参戦 (1756-1763) 、 
ロシア 軍 大 元帥 (1765-1775) 、 
自由 経済 (協会 ) 初 代 長官 、 
神聖 ロー マ 帝 国 公 で ある 。 グリ 
ゴー リー・ オ ル ロ ー フ は 弟 の アレ ケ 
セイ ・ フ ョ ー ド ル と 共に 1762 年 6 月 
28 日 の エカチェリーナ 2 世 即 位 を 
掲げ た クーデター に 参加 し た 。 


| 同年 4 月 に エカチェリーナ は オル 


ロー フ の 息子 を 産ん だ 。 その子 に 


| は ポー ブリ ンス キー 伯爵 の 称号 


が 与え られ た 。 


「 グ リ ゴ ー リ ー・ オ ル ロ ー フ の 
肖像 画 」 
1770 年 代 (? ) 


К 1 世 と アレ クサ ンド ル 2 世 の 注 
“ 文 で ガウ と プレ マッ 


Ҹу онок 


ツィ が 制作 し た | 


画 か ら 判断 す Y 


パー ヴェ ル 1 世 の 玉座 


し プレ マッ ツィ イ 「 主 寝室 」 1873 年 


| г 
| 1 ガッ チ ナ 宮殿 š: ュー11 
| > 1] > : SB 171910} [12 一 
5 5-1 Z 
S í 49 + 15 1e ЁЛ à Ре L 
, $ TI PS AH 994 тр 
£ 1 2 | === зор — Т | 
t 2154 Hi 
; ~ W. : 3 
А к 29 128 z 
тиши am 1- 寝室 客間 12— 控え の 間 22- AERAR 
| サリ ヴァ トル ・ ト ンチ 2 一 チェ スマ ・ ギ ャ ラリ ー 13- 化粧 室 23— 中 国 ギャ ラリ ー 
「 マ ル タ 騎 士 団長 の 盛 装 を し た | 3- 武器 ギャ ラリ ー 14— マリ ヤ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ナ 妃 24— 予備 室 
パー ヴェ ル 1 世 」 4- 通路 の 玉座 の 間 25— アレ クサ ンド ル 3 世 
1790 年 代 未 一 部 5— 調 見 の 間 ( 上 の 軍旗 の 間 ) 15- 通路 の 応接 書斎 
6- 大 理 石 の 食堂 16- 緑 の 角間 26- アレ ワサ ンド ル 3 世 
7ー パー ヴェ ル 1 世 の 玉座 の 間 17 一 ギリ シャ ・ ギ ャ ラリ ー の 応接 間 
8- 白 の 間 18- ロタ リー の 間 27— アジ ュ タ ンス カヤ 
リッ チ ナ の コレ クシ ョ ン に マル タ 騎 9%- 木 いち ご の 客間 19 紋章 の 下 の ロ トン ダ 28- 教会 
上 団長 の 衣装 を 身 に 纏っ た パー 10- 主 寝室 20- 正面 ロビ ー 29— 上 の 光 の 廊下 
pa nana エル 1 世 の 肖像 画 (1798 年 か ら 1 一 マリ ヤ - フ ョ ー ド ロ ヴ ナ 妃 の 書斎 21— 劇場 30— 熊 の 階段 
ан i 1801 年 に 制作 ) が 保存 され て いる 。 ڪڪ‎ — 
終わ り 、 その後 リナ ルディ は 室内 装飾 に 取り 掛 | _ - れ は 正教 の 皇帝 が カト リッ ク 騎 
か っ た 。 その 部 屋 数 は 600 に も の ぼり 、 オ ル ロ ー Е ト 上 団 の 団長 に 選ば れ た と いう 短 
| っ 存命 中 に 全て の 装飾 作業 を 終わ ら せ る こと は < 不思議 な 歴史 の 目撃 者 の 一 
で き な い だ ろう と 言わ れ て いた 。 その 後 、 城 塞 は > だ 。 騎士 団 の 公式 成立 は ロー 
peak エル の こ < なる (1783 年 ) が 、 パ ー ヴ | 祝賀 用 (公用 ) ホ ー ル | < 法王 が 「 イ オア ニ ト 騎 士 団 法 」 
ヴェ ル の 所 傾 に な る (1783 年 ) が 、 SSK Ga š Р 
ェ ル は 既に 建て られ た 部 分 も も 設計 自体 も 気 に オル ロー フ の 時 代 、 ガ ッ | 屋 ) を つく り 、 そ の 両 脇 の に 承認 し た 1120 年 に さか の ぼる 。 
の あめ CC チ ナ 城塞 の ホー ル が ど | FO RIC =O 初代 団長 は ド ・ ピ ュ イ 。 当時 騎 
入ら な か っ た 。 “со, パー ヴェ ル は ヴィ ンチ ェ うい っ た 様相 を 呈し て い | 間 、 武 器 の 間 、 ギ リ シ ャ ・ r qi E 
ン ツ ォ ・ プ レン ナ に 修復 作業 を 任せ 、 広 く 快 適 | た と いう の は 推測 する し | ギャ ラリ ー を 増築 し た 。 の 先端 を 持つ 十字 架 だ っ た 。 
だ っ た 城塞 を 皇帝 の 住居 に ふさ わし く 、 帝国 規 | か な い 。 リナ ルディ の 手 | 増築 され た 南 の (厩舎 ) 1291 年 パレ スチ ナ の 拠点 を 失っ 
模 で (豪華 に ) 装飾 する よう に 命じ た 。 宮殿 内 に | が けた も の で 、 現存 し て カレ (正方 形 の 建物 ) に た 後 、 騎 士 達 は ロー ドス 島 に 移っ 
FENER PHS Toh, {Иш Юл SPITE | ЕНӘ. РЕК ЖЕ た が 、1522 年 トル コ 軍 に よっ て マ 
ЙІ 車 が っ れ 、 ` т 
с gp O а даа ル タ 島 に 追い 出さ れ た 。 17894F 
2 階 へ の 通路 と し て 、 中 央 棟 に 、 控 え の 間 ( 衛 兵 | け だ 。 だ が 、 こ れ ら 全て | よう に な っ た 。 ホー ル は ナポレオン が マル タ 島 を 占領 し 、 
の 交代 式 が 行わ れ て いた ) に 通じ る 正面 階段 が か ら 判 断 す る と 、 что ボニー ト 、 ド ゥ アイ エン の その 後 騎士 団 は ロシア に 最後 の 
造ら れ た 。 パー ヴェ ル 1 世 の 玉座 は オル ロー フ | ガッ チ ナ 城塞 の 内 装 は 、| 天井 画 、 ロ ベー ラ の 絵 、 安島 の 地 を 見 つけ 、 皇 帝 パ バー ヴェ 
の 書斎 の 場所 に あっ た 。 そこ に 帝国 の 紋章 の 刺 | 同 建築 家 に よっ て ат フラ ンス 和製 装 飾 織物 、 мана 
Лон КоЛ ЖШН] 0 E FE られ た オラ ニ エ ン バウ ム | 古代 彫刻 で 飾ら れ た 。 し 英国 は ロシア を 地中海 か ら 退 
ыссы, rw の ッッ ニョ ン ム ysr | の 中 国 風 宮殿 (p.220) | 1799 年 ガッ チ ナ の 作 邑 さ せ 、1800 年 9 月 マル タ 島 を フラ 
が 置か れ た 。 ガッ チ ナ 宮殿 の イン テリア の 設計 や ペテルブルグ の 大 理 | 業 の 一 部 を 率い た の ス 軍 か ら 取り 戻し 、 そ れ を 英国 
に 加わ っ た の は 、 プ レン ナ の 他 に バジ ェ | 石 宮殿 (p.128) の 内 装 | は アン ドレ ヤン ・ ザ ハー の 植民 地 に し た 。 そ の 後 パ ー ヴ ェ 
ー ノ フ 、 ヴォロ ニー ヒン で 、 彼ら に つい | に 劣ら な い ほ ど 優 雅 な も | ロフ だ 。 彼 は 、 厨房 カレ ル は ロン ドン と 外交 的 戦争 を 始 
BD ヨハ ン ・ ゲ オル ギー は 1790 年 代 未 に иЕе а отаи め た 。 歴 史家 の 意見 に よる と この 
「 彼 ら の 作業 醒 と いう 1790 年 代 初 め ブ レン | 会 を 建て た 。 と が 原因 で 命 を 失っ た の で は な 
。 My Se ナ は 中 央 棟 の 2 階 に 公 1850 年 代 建 築 家 ロ マ UEDA TLS, REDE 
RÀ Ё с 用 ホー ル か ら 成 る 小さ い | ン ・ ク ジミ ン は 再度 、 厨 房 ・ を 急 が せ 、 そ の 陰謀 の 準備 に は 
О) の 大 部 分 は 戦争 で 破壊 され | テン フィ ラー ダ (続き 部 | 武器 庫 カ レ を 再建 し 、 дыңкы ets 
` て し まい 、 現在 修復 作業 を 終 Бн 
時 えた の は ほん の 数 室 だ け だ 。 ーーー ын 
? あり し 日 の 姿 は 主 に ニコ ライ コラ イ 1 世 の 最後 の 個 


人 的 な アパ ル タ メ ント を 
\ け た 。 彼 は また いく つ 
の 公用 ホー ル 、 ロ ビ 

、 大 理 石 階段 、 劇 場 、 
上 国 ギ ャ ラリ ー、 ゴシック 
ヾ ャ ラリ ー、 教 会 の 装飾 
手がけ た 。 

アレ クサ ンド ル 3 世 の 
時 代 、 武 器 庫 カレ の 中 

階 部 屋 と 宮殿 に 電線 
備 が 敷 か れ た 。 


白い 湖 か ら 見 た 宮殿 の 外観 


オル ロー ブフ 公 時 代 の ガッ チ ナ は 、 宮殿 と 公 
園 が ある だ け の 場所 で は な く 、 よ く 整備 され た 
E 1. 大 な 農 場 施 設 だ - こ 。 Ж $. ЖШН Г 温室 
が あり 、 エカチェリーナ 2 世 と 交わ され た 書簡 に 
よる と 、 そこ で は 様々 な 果物 や スイ カ ・ メ ロン が 
栽培 され て いた 。 この 地 は 、 北 に 広がる 果て し 
な い 狩 猟 用 地 で も あっ た 。 1770 年 代 リ ナル デ 
ィ は その 公 а チェ スマ の オベリスク 
( 彼 の 弟 の 記念 に ) 、 英 の 柱 、8 面 の 井戸 等 の 
いく つか の 建 меза 


E に ヴィ ー ナ ス ・ パ ヴィ リ | 
F オン を 建て 、 白 い 湖 と 
銀 の 湖 の 間 に テ ンプ 
ぁ の パ ヴ ィ リオ ン ) 
Ê (CF HERT NK 
作ら れ た 手 


幾何 人 
園 に か 2 を 造り 、 
を 展開 し た ( Е" や 彫像 で 
上 と 下 の オ ラン ダ 庭 園 、 すり の 大 テラ ス 、 Ф 
シル ヴィ ヤ 、 コ ン デ ・ | 接岸 用 アー チ の 壁 を 
シャ ンティー 公 の 公園 の | 建て た 。 

模 條 、 植 物 園 )。 ブレ | 1799 年 プレ ン ナ が 主 
ジ ナ (は ここ に жо Сл л ЖОКИ 
造物 を っ た 。 森 の 温 で 多忙 を 極め て いた 
室 EL AREF, 時 、 ガ ッ チ ナ の 作業 は 
ガッ チ ナ の 島 で 一 番 大 アン ドレ ヤン ・ ザ ハー ロ 
きい 人 工 の 島 ( 白 い 島 ) | フ に 任せ られ 、 彼 は こ 


| 型 正面 玄関 の ある 


- 宮 TS うい て ク 
L=: エン 。 ミ ミュ ラー は 
1810 年 代 初頭 、 次 
の よう に 書い て いる 。 
Е は 森 で 
われ 、 幅 広い 馬車 


ЕЩЕ = 
ا‎ e 4 


л 
の 居城 に し よう と 考え 


き 殿 か ら 銀 の 湖 に 通じ る 地 
トト 道 は オル ロー フ 伯 爵 の 時 
代 に 設け られ た が 、 こ の よう 
: 建 造物 の 必要 性 は な く 、 
宮殿 自体 、 英 国 の ハン ブ ト 
コー ト 宮 殿 を 真似 て 造ら 
れ た よう に 、 こ れ は むし うろ 流 
行 に 従っ た も の だ っ た 。 し か 
1770 年 代 に 子供 の 頃 か ら 
暗殺 を 恐れ て いた パー ヴェ ル 
| 世 が 、 そ の 100 年 後 ア レク サ 
ノド ル 3 世 が ガッ チ ナ に 住ん で 
いた 時 、 ガ ッ チ ナ の 地下 建造 
物 の シス テム は 拡大 され 、 改 
良さ れ た 。 研究 家 が 主張 す 
る よう に 、 ア レク サン ドル 3 世 の 
書斎 の 床 に は 望ま れ な い 訪 
問 者 の た め に 隠し マン ホー ル 
が あり 、 そ れ を 開け る と 水 が た 
まり 、 切り 立っ た 石 が 見 えた 。 
書斎 か ら 隠し 階段 が 宮殿 の 
要 寒 の 塔 に 続い て いた 。 


チェ スマ の オベリスク と 
アー チ 形 橋 


プリ オラ ー ツ 


メン ・ シ ェ ド リン 
ガッ チ ナ の 外観 」 
8 世紀 末 


白樺 小屋 の イン テリ ア 


専用 道路 が ある 。 リ 
オラ ー ツ キー 宮殿 
秀明 な 水 の 中 で аж 
美 し : く 浮 か び 上 が る こと 
か ! カト リッ ク 大 修道 際 
領地 は 小さ い が 、 そ れ 


РЫ 


` Т 
П Р 
$Ү. u a ү, 


は 我々 の ド イツ の 修道 | | 


院 と は 全 : く 似 て い ヵ 
これ は 高い 和 失 


頂き 、 ESE: 
囲ま れ た グロー 


(仏語 . 


プリ オラ ー ツ キー 宮殿 


回 Е. 形式 の 塔 
小屋 ER A Ez ER 
| し た ブロ ッ ク を 積み 重 
ね る と いう 特殊 な 技術 
| で 建 - て られ た 。 
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SN 


領地 の 名 前 は 「 オ レン ジ の 木 」 (独語. 
orangen Baum) と 訳 さ れる 。 メン シコ 
プ は ピョートル 1 世 の 例 に 従っ て この オラ 
ニ エ ン バウ ム に 自分 の 「 パ ラダ イス 」 を つく 
り 、 А 大 な オレ ン の 木 の あ る 温室 を 建 - て 
パ ヴ ィ リオ ン Бє жа ea s. r 
「 カ ター リ ヌ イエ ・ た 。 イタ リア 人 建築 家 ジ ョ ヴァ ン ニ ・ フ ォ ン タ 
йү) ナ は メン シコ フ の た め に 壮大 な 大 
あり 、 そ れ に テラ ス ( 段 丘 ) М ЖУЙ 
, к < E な バロック ・ ア ン サ ン ブ ル を 設計 
園 石造 ホー ル 建設 は ゴット フリ ー ド ・ シ ェ デ リ の 指 
[ч 揮 で 1710# "a а. け て 行わ れ た 。 
# 1742 年 エリ ザ ヴ ェ ー タ 女帝 は 自分 の уља 
Ф ー ト ル ・ ウ ルリ ヒ эл EAS ゴット ルプ で ある と 宣言 し 、 ア ン ハ ルト ・ 
ツェ ルプ スト 公 女 と の 来る べき 結 誕 5 年 ) の 贈り 物 と し て 、 彼 に 郊外 の 住居 と し て オラ 


私 別荘 


ソイ スキ ン 並 木 路 


大 メン シコ フ 宮 殿 


= エン バウ ム を 与え た 。 アン サン ブル の リフ ォ ー ム 担当 に 、 バル トロ メオ ・ 
コ ・ ラ スト レッ リ が 任命 され 、 そ の 助手 と し て 、 当時 ウ ク ラ イ | 
総 ・ ラ ズ モ フス キー の 領地 で 働い て いた アン ト の リナ ルディ | 
es ) を 小 x= ウ ク ラ イナ の 旧称 ) か ら 招 聴 し た 。 エ カ チ ェ 


リー ナ 2 攻 の 即位 後 ( 1762 ) オ ラニ エン バウ ム は リナ ル デ E 25 で 最後 | 

短い 繁栄 を 体験 する 。 パー ヴェ ル 1 世 の 時 『 代 、 領 地 は 打ち 捨て られ 融 | 
t は ほとん ど 行 われ な か っ た 。 後に 領地 は パー ヴェ ル の з 
Lf NA UL Kó OBL Ж--®Ф®Ю%@&#&755 軍 の 占領 網 か ら 免 れ た 邸宅 
だ 。 屋敷 は {д ジュ タッ ト 要 


「 ラ オ コ ー ン と 息子 達 」1817 年 
(古代 彫刻 の 複製 ) 


本 パ ヴ ィ リオ ン の 中 央 ホー ル 


国 風 宮殿 の 内 装 


オラ ニ ェ ッ ンク % ゆ ム 
АРЕ UT 


カタ ー リ ヌィ イエ ・ ゴ ー ル キ 
パ ヴ ィ リオ ン の マイ セン 


周り に 、 カ ー ロ スチ 有川 
ま E に 沿っ て 造園 家 
ベル チー は リナ 
ルディ の 設計 で 滝 と 
TIARE), 彫像 
| や 噴 水 が あ る 「 イ タリ 
ア 」 風 庭 上 造っ た 。 
全く 皇帝 らし か ら =a 
J Y {Н Ë < Кү 1 17 世 紀 末 - 18 世 紀 初 豆 
ピョートル 3 世に | オラ ンダ 
1762 年 6 KON 2 
ピョートル 3 世 の 宮殿 瞬間 まで この 要塞 に 
ピョートル 3 世 の 宮 殿 住ん で いた 。 当時 の 
アン サン ブル の うち 
1756-1762 年 宮殿 | 現存 し て いる の は 、 
は ペデ テル ジュ タ ッ ト ( ビ 要塞 の 門 と ピョートル 
" 殿 


| | パ ヴ ィ リオ ン 
| カタ ー リ ヌィ エ ・ ゴ ー ル キ 「 カ ター リ ヌ ィ エ ・ ゴ ー ル キ 」 
| | エカチェリーナ 2 世 | 一 つ 、 陶 器 の 書斎 の | (1770 年 代 ) が 注文 さ 
の 命令 で リナ ルディ | 装飾 の た め に マイ セン | れ た 。 陶器 作品 の 

に より 1762-1774 年 建 の L 場 で 有 名 な ヨハ | 部 は ロシア ・ ト ルコ 戦 


て られ る 。 当初 これ は ヨアヒム ・ ケ ンド レル | 争 に お ける ロシア の 勝 ョ ー ト ル の 要塞 ) の 中 シン プ 

両側 が 500m 以 上 の て 1 17 06-1775) が 利 を 讃え て いる ñaaa д : 、 装 飾 の 

石 の 柱 廊 が ある 長 さ | 制作 し た 陶器 セッ ト 暖炉 上 の 壁 の 装飾 RE CDE 

500m 以 上 の ユニ ー ク | ENN. 

な 建築 工学 ҮТ | ティ ン ・ ホ フ に ト っ {UD FE ty že 45 аар а 17= 

だ < と 。 今日 コン プレ | | < 了 チビ ピョートル ・ | 牧 さ せる 。 花岡 岩 の 18 世 紀 の 西 ヨー ロッ パ 
ックス の 中 で 保存 され | | フ ョ ー ド ロ ヴ ィ チ の た | 螺旋 階段 で 上 が る | 絵画 の 小さ い コ レク ショ 

て いる の は 、 3 階 建 て | め に 造ら れ た 要 寒 の Ё TEDL Zea | ン が 保存 され て いる 。 


の バロック の パ ヴ ィ リ オ 
ン で ある 高き 33m の 丸 
い 建 物 だ 。 パ ヴ ィ リオ 
| ン 内 部 は いく _ 
趣向 を ЕЁ ж 
x か 


A 


絵画 ギャ ラリ ー の 漆 の 浮 彫 
装飾 パネ ル 細 部 


れ ER È Z q pa a 
| られ て いる 。 その 中 の 


中 国 様式 の WË 絵 の 事務 机 (1759 年 ) 


中 国 風 宮殿 


カタ ー リ ヌィ エ ・ 
ゴー ルキ の アン サン ブ 
ル と 同時 に リナ ルディ 
は オラ ニ エ ン バウ ム に 
自身 の 最も ロマ ン テ ィ 
ッ ク な 作品 Ж Бп 
シア で 唯一 の ロコ コ 様 
式 の 建築 物 で ある 中 
国 風 宮 『 殿 を 造っ た 。 

宮殿 は АЖ z 式 庭 園 
や 美しい 池 こ 囲 まれ 
た 私 別 年 の アン テン 
ブル の 中 心 に な っ た 。 
建物 の 南 フ ァ サ ー ド 
は 1852-1853 年 2 階 が 
増設 され た が 、 北 フ ァ 
サー ド は リナ ルディ が 
作っ た 当時 の 姿 で 残 
され た 。 ТҮЗ [24 
と 呼ば れる よう に な っ 
た の は 19 世 紀 か ら で 、 
その 時 、 西 翼 部 の 書 
斎 は 、 当 時 流行 し た ロ 
ココ 様式 の シ ヌ ゥ ワ ゼ リ 
EEE NN e 

「 中 国 の 」) で 装飾 さ 
れ た 。 こ の 中 国 』 書斎 
は 北ア ン フ ィ ラ ー ダ の 
7 室 の 中 に ある 。 その 
中 で 最も 有名 な の は 、 
中 国 風 の 大 書斎 と ビ 
ー ズ の 書 Ка 
ズ の 間 だ 。 ビー ズ の 
書斎 の 壁 は ジャ ン ・ 
ピリ マン の 下絵 で 制 
作 さ れ 、 ビ ー ズ が 刺 
аж ач 
られ て いる 。 ERO 
装飾 は 絵画 的 な パネ 
ル と 有名 な イタ リア 、 
= ラン ス 画 家 作 の 神 
話 、 生 話 や 牧歌 的 題 
材 の 天井 画 で 、 そ れ 
ら は 清廉 さと 色調 の 


オキ ラニ エン が バウム 
фа Ө 


ミュ ー ズ の 間 


РРР О РИ 


ダマ スク 織り の 寝室 


優し さ 、 バ ロッ ク と ロ | 


ココ の 典型 的 な 偽 さ 
( 非 現 実 性 ) で 際 立 
っ て いる 。 リ ナル デ 
ィ の 素 描 で 制作 され 
= = K F ЛУ О 9 
木 細工 の 床 ( 総 面積 
722m) は 金 条 で 履 
われ た 壁 や 天井 の 浮 
彫 の 絵 の よ うな 多様 
1 E で 驚か せる る 選 E 
fF 筆 す べき は 、 鏡 
( 対 に な っ て いる こ こと 
か ら ) の 丸 天 井 と 名 づ 
けら れ た 特徴 的 な 加 
凸 装飾 だ 。 


中 国 風 大 書斎 
「 わ ら 製 パネ ル の 一 部 」 
18 世 紀 半 ば 


ダマ スク 織り の 間 の 天井 画 「 若 者 を 教え る ウラ ノ ス 」 
1760 年 代 ド メニ コ ・ マ ジョ ッ ト 


ーー 


中国 風 大 書斎 
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| | クロ ン シ ュ タッ ト 


(17746 風車 は 「 火 で 動く 機械 」 に か えら れ йо, すわ b こ の が 1941-1944 
た 。 これ は 当時 世界 最大 の 蒸気 機械 だ っ た )。 | 町 を 防衛 し た の だ 。 それ だ け で な く ク ロン シュ 
1783 年 コト リン 島 へ の 海軍 省 の 移動 に 関連 | タッ ト の 大 砲 は 戦闘 中 、 敵 ! こ 大 き な 損 害 を 与 
し て 、 石 造り の 要塞 の 再建 が 始ま っ た 。 クリ ミ | え 、 陸 軍 作 戦 ( オ ペ ベレー ション) を 援護 し た 。 


クロ ン シ ュ タッ ト の 歴史 は 、 мы ПЕ ш ピョートル は 自分 で 
ピョートル 1 世 の 命令 で フィ ン ラ | 深度 を 測定 し 、 要塞 建設 地 を 決め た 。 建設 中 、 
ンド 湾 の 浅瀬 に ある コト リン 島 の | ү. ョ ー ト ルレ と アレ クサ ンド ル ・ メ ン シ コ フ は サン 
南 に クロ ン シ ュ ロッ ト ( 独 語 Kron ADINI テル ブル グ と コト リン 島 を 定期 的 に 
Schlot「 王 の 城塞 」) 要 寒 が 建て ら | 往復 し 、 そ の 間 に 立 ち 寄る 城 と し て オラ ニ エ ン 
| れ た 1703 年 秋 に さか の ぼる 。 これ | バウ ム 、 ペ テル ゴ フ 、 ス トレ リナ が 造ら れ た 。 | 
| | ое" は 、 ネ ヴァ 川 三角 州 の 入口 前 で | クロ ン シ ュ タッ ト の 独特 の 建築 物 は 、1719 年 
| | WOEDDE 07, | に 建て られ た 新造 船 ・ 修 繕 船用 ドッ ク の ある 石 
1! нр a а АКЕ ЖАШАДЫ 造り の 運河 (ピョートル 大 帝 ) で ある 。 
ニコ トレ ジー ニ の 指揮 で 行わ れ 、 この 完成 式典 は 1752 年 7 月 30 日 に | 
| | 1704 年 5 月 7 日 完成 し た 。 1 ヵ月 行わ れ た 。 18 世 紀 前 半 ヨ ー ロ ッ | 
後 ク ロン シュ ロッ ト 城 寒 に 接近 に は この 運河 に 優る 治水 施 | 
| し た スウ ェ ー デ ン 軍 は 猛烈 な | 設 は な く 、 水 を くみ 出す こと が 
| 砲火 を 浴び 、 退 却 を 余儀 な | で きる ドッ ク は 主力 戦艦 を 1 隻 | 
сае 1720 年 5 月 ピ ョ ー ト | し か 収容 する こと が で き な か 
| は 命令 を 出し た 。「 艦 隊 と N っ た 。 当時 存在 し て いた 乾 ド 
| мы ТЮ aë kha EET ッ ク ( 水 を くみ だ す ド ッ ク ) は 、 
| | ある 。 命 あ る 限り 、 腹 の 底 ま で 風車 ポン プ を 利用 し て 水 を く 
|| (最後 の 力 を 尽く し て ) 守れ 」。 み 出 し 、 水 の くみ 出し に は 3 ヶ 
| この 命令 後 、 建 設 は コト リン 島 自 月 を 要 し た 。 巨大 な クロ ン シ ュ 


| 
| 
| 
| 歴史 


| 海 の ニ コラ イ 聖 堂 
高 さ 70m、 クー ボラ の 直径 27m の 巨大 な 聖堂 
は 、1902 年 か ら 1913 年 の 間 に ク ロン シュ タッ ト 
の 最も 高い 場所 に 建て られ た 。 この 聖堂 は 
初期 、 бек са ш IC Ay СИЖУ А | 
(HE FE FE A) DEE 
(守護 兵 の ) 寺 чл 
て 用 いら れ た 。 聖堂 の 
設計 者 は 国民 技師 大 
学 の 校長 、V.A. カ シャ 
コ フ で 、 彼 は コン スタ 
ジン ティ ノー プル の YY 
ィ ア 聖堂 か ら モ デル を 
と っ た 。 聖堂 の 西 ファ 
サー ド に は 重厚 な 正 
面 玄関 が あり 、 内 部 


体 に 移っ た 。 1722-1724 年 ここ に 二 「 ク ロン シュ タッ ト 」 タッ ト の 運河 は 、 一 度 に 主力 80-1518 % DER 13.2 Ez D Bit iB 
| Ю2@1#®&0)ф БАГУ ДИ 570) | ERE кл ош лп | ア 戦 争 (1853-1856) 開始 まで に クロ ン シ ュ タ | で 分 けら れ て いる 。 ЩН 
( 後 の 「 牌 帝 ピ ョ ー ト ТО き 、 排 水 用 池 と 溜池 の シス テ ッ ト は ヨー ロッ パ で 最強 の 海 の 城塞 に な っ た 。| 堂 を 装飾 し て いる の クロン シュ タッ ト の 


| られ た 。 1723 年 10 月 ピョートル は 自 ム を 人 使っ て 数 時 間 で 水 を くみ 1854 年 その 堅固 な 外観 は 、 ペ テル ブル グ を 通 | は モザ イク 画 と 絵画 ы 検 潮 器 
| 身 の 図 面 で コト リン 島 に クロ ン シ ュ TENG - 晩 で いっ ぱい に し 過 し よう と し た 英 仏 艦隊 を 退却 させ た 。 | (クジ マ ・ ペ トロ フー ヴォ オプ ヴォ ー ド ヌィ 運河 に か 


š š š А か る 橋 の 石 脚 に 目盛 り が 
و‎ 当時 最新 技術 を 誇っ た クロ ン | ニ ド ニ ク 参加 ) だ 。 床 に あぁ る. 目盛 り は 1825 年 か ら 

ッ ト 要 寒 と 傑 困 に は 17 の 人 工 島 が あり 、 フ | は 銅 枠 の 様々 な 色 の 1840 年 の バル ト 海 の 平均 
シラ ンド の 北岸 と 西岸 に は 大 砲 を 設置 し て | 大 理 石 の 板 が は めこ WE TS EE 
いた 。 その 中 の 一 部 は 、 当時 こ れ と 同じ も の は | まれ て いる 。 ル ・ フ ラン ツェ ヴィ チ ・ レ イ 
ネ ク に よっ て 設置 され た )。 
後に この 目盛 り の そば に 、 
海面 の 高 さ を 測定 する 機 
械 「 フ トシ ュ ト ッ ク ( 検 潮 器 ) 」 
が 設置 され 、 目 盛り の 高 さ 
定 さ れ て いる 。 フィ 
Š と つなが っ て い 
る 井戸 水 の 表面 に 、 RM | 
0 つなが っ て いる 特別 | 
な ブイ (浮き 袋 ) が ある 。 そ 
れ は バル ト 海 の 海面 水位 
変動 を 自動 的 に 測定 する 
機械 だ 。 この 機械 の 示 度 
は ロシア の 高 さ の 水準 シス 
テム の 基盤 に な っ て いる 。 


タッ ト (Kron Stadt「 王 の 町 」) と 呼ば 


سي 


ヴァ レン チン ・ セ ー ロ フ 
「 ピ ョ ー ト ル 1 世 」1907 年 
国立 トレ チャ コ フ 美 術 館 所 蔵 , モス クワ ) 


ビ ョ ー ト ル 大 帝 運 河 
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И э к= шиш 


© Gy. an. = 


m 
ХАМА ++ Ñ ТИЯ < 
зы LASO I SNS いで 
ee х ЖЫЛ het こい こと 
229] < ү ERS арос 
l А | f | | 


ув 
Boe ف‎ 


縮尺 1:650 000 北西 ロシア と モメ クワ 
тст "Тт" の 


縁 新 情報 は 電話 は て お 問い 合わ せく だ きい \。 
ンー の .055 無料) 162-3344 (вй) N 


) Emote ( | 
「 ヴ ォ ル ホフ スポ ロイ 」(Bonxocrpo%) g. | | | 
人 へ 、 駅 まで (所 要 時 間 約 2 時 間 ) 行 き 、 вр’ 
У) 1915-59-53) | 
| 
| 


oh. rns 


7 / "Т 
< 4 / | 
) 本 書記 載 の 情報 は 変わ る こと が あり まま x | 


で スタ ー ラ ヤ ・ ラ ドガ ま の ? | 
(所 要 時 間 約 15 分 ) 


= 


ルイ ビン スク 湖 


北 ヨ ー ロ ッ パ の 東部 に は 約 紀 元 前 
од F2 PO A23FEZ.ƏvvCus7- (HD 


上 ルイ ィ ビ ンス ク 


見 岬 の 岩 石 画 、 オ ネガ 湖 の オレ ーー К, | 
ー 島 に 人 間 の 行 * ретте II ヴェ リ ) ” | 
いる )。 初期 の 移住 民 で ある 北 ヨ ー ロ ッ О グ ド フ ' ©з 483 p | 
パ の 氷河 付近 の 古代 住民 に つい て 、 Pa A казки プリ ュ ッ サ コノ ウロ ] 
我々 が 知っ て いる こと は 少な い 。 彼ら MK ©) x= 
は 昔 の ヨー ロッ パ 系 人 種 ( 北 東 で モン H 8 N 〇 ヴォ コー エ 
ゴ ョ イド と の 混 血 し た ) с, РКО ҖЕ スト ルー ギニー ニク ラー ス ヌ ィ イエ о \ | | 
i こ 。 また 、 長 い オ ー ル で タメ コー フラ 湖 ド ノ ー а. É Ó \ | 
W° ra (ЕЮ, f W ahua zc И ООЙ š ° 4 | の 
で 飾り 、 集 PH: сш 突き 捕鯨 猟 を 行っ て хайы ` O í "тй 4 
| いた 。 最初 に を 使っ た 可能 蛋 : °. ポー ル ホ フ / ° 
Z 判断 する と 、 彼 ら МГ ° A) ] "ч “37222 ru ヴェ リー キー・ ノ ロ ド 
は 後に 移住 し て て きた 人 た ちと 同化 レ ジェ ー ド ヴィ チ af ЕУ (СО リ レ ン 
| 現在 の 北 ヨ ー ロ ッ パ ( 白 海 沿岸 か ら グ レ ジン N а а а : ヴ ィ テ .269) か ら 
ー ト プリ テン 島 ) 人 の 一 部 に な っ た と 考 ` が タリ ン 行 。 ( 


えら れる 。 


| О 8:02 


A SSE ソン = チ ナ コー ルス ク (所 要 時 間 約 4 時 間 45 分 ) 。 

れる 住民 が 最初 に 現れ た の は 、91 © EHF TORE ミナ ル (p.289) ( 
( 他 の 説 で は 12 世紀) だ と され る 。 スラ ヴ ヴェ リー キ エ ・( р, か ら 5 ノヴゴロド 行き の バス が 運行 。 

の 民 は 北 で 何 世紀 も 古代 文化 の 残存 Hi ノー モス ダテ へ 、 7:30 へ >21:30(1 一 2 時 間 お き に 運行 ) 


形 を 保存 し て いた 。 いく つか の ブイ リ - > S ӨЯЗ [EJ 309013077) СУМ. 
| ナ (古代 ロシア の 英雄 叙事詩 ) は ラド ガ م‎ ñ | / ' i RRRA, / 、 6 À 
| WETMORE TONI w - » ; w, Y ы. R 
記録 に よっ て 、 知 られ て いる 。 この 中 に 4; \ 
カレ リア や イジ ョ ー ラ 川 (イン ゲル マン ラ | 有一 一 О", 
ンド ) の 歌い 手 の 歌 が 記録 さも れ 、 そ れ は A — AV /~ ピ 
19 世 紀 に カレ リア ・ フ ィ ン ラ ンド 叙事詩 ( モス クワ Y 
「 カ レ ワ ラ 」 の 集大成 の 基礎 と な っ た j ) | 
Р 鉄道 : モ スク り 駅 (р,2897 | 
10 世 紀 初 め 、 フ ィ ン ラ ンド 溶 エ か ら 5 毎 日 運行 : оК | 
プル 川 か ら ヴ ォ ル ガ 川 まで の 』 ーー、「 赤 い 矢 号 kpacnam стрела] | 
ッ パ の 領土 (ヴェ リー キー・ ノ ヴ `x 23:5538—7:5535 | 


а ое ) Û FEMS). 
[ T9A2UAÑo:3-akcnpecc No 3 J 
23:59 発 …8.00 着 (所 筆 時 間 8 時 間 ) 、 
「 ニ コラ イ ・ エ クス プレ ス No.5 


統治 し て いた 一 人 の 公 の 支配 下 に 入 

| っ た 。 12 世 紀 、 大 公 が 北東 ルー シ ( ウ ラ プス コー フ x 
ВЕСИ 鉄道: ヴィ テ ブ スク 駅 か ら ブ スコ ー フ 行き の 列車 が 運行 
ЕЕ (停車 駅 有 ) 。 (列車 の 番号 は 駅 また は 


Pipa oda に ар» Николаевский экспре&с № 5 J へ 
:。 当時 ノリ ECF à A Ea А ГМА 
MK = ی ا ا‎ 中 央 鉄道 切符 売り 場 で 要 確 認 . p.289) < 4 23:35 発 て 715 着 ) м 
ЕГ” о, へ て の 公園 を 従属 パス : 長 距離 パス ター ミナ ル (p. 289) か ら プ スコ ー フ 行き e S 
L. Н КОЕ: の 音 都 に な る と + の バス が 毎日 運行 。 (所 要 時 間 約 5 時 間 ) “ | MEE: 国内線 空港 「 プ ルコ 4 1 | [ | 
いか な る 文献 も 予言 し て し EAN 時 刻 に つい て の 情報 は 、 長 距離 バス ター ミナ ル の | | 
案内 所 で 入手 する こと が で きる 。 


(所 要 時 間 約 1 時 間 ) \ 
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| 

(所 要 時 間 7 時 間 40 分 ガ 他 。  / 

(p.288) か ら 数 便 が 毎日 運行 。 ) 
l: 


— > Q 27 


€ 


і 


スタ ー ラ ヤ ・ ラ ドガ 


スタ ー ラ ヤ ・ ラ ドガ は サン クト ペテルブルグ の 東 ( 約 120km) に ある 
ヴォ ル ホ フ 川 岸 の 小さ い 村 落 だ 。 今日 スタ ー ラ ヤ ・ ラ ドガ の 偉大 さ を 
伝え る も の は 少な い が 、 ラ ドガ 要塞 の 塔 、 白 亜 の 教会 、 は る か 昔 に 
一 族 を 失っ た 古墳 丘 は 、 以前 の と お り 在 り し 日 の 姿 を 想像 させ る 。 
最初 に ラド ガ に つい て 書か れ た の は 原初 年 代 記 の 一 つ で 、 
そこ に は 862 年 リュ ー リ ク に よっ て 創立 され た 町 と し て 載っ て いる 。 
し か し な が ら 考 古 学者 達 は 、 ヴ ォ ル ホフ 有川 と ラド ガ 湖 が 形成 する 
岬 に 商業 移住 が あっ た の は 、12 世 紀 だ と 主張 し て いる (発見 され 
た 初期 の 貨幣 で 年 代 を 定め て いる )。 13-14 世 紀 ラ ドガ 湖 に 木 を 切 
っ て 作っ た 家 、 公共 の 家 ( 商 業 用 ) を 建て 、 最初 の 要塞 を 建て た 住 縮 
民 が 現れ た 。 発見 され た 船 の 残存 物 は ラド ガ で 船舶 修理 所 が 活動 
を 始め て いた と いう こと を 証明 し て いる 。 ラド ガ の 発掘 は 、 町 と ヨー ロ 
ッ パ 、 スカ ンジ ナビ ア 、 アラ ビア 諸国 と の つなが り を 明らか に し た が 、 
ここ に 伝説 的 な リュ ー リ ク の 町 が あっ た と いう 証拠 を 発見 する こと は で 
き な か っ た 。 も う үф وا‎ リュ ー リ ク の 戦友 で 幼い 
イー ゴリ 公 の 後見 人 だ っ た オレ ー 公 の 痕跡 も 、』 見 つか ら な か っ た 。 
ノヴゴロド 年 代 記 は 「 彼 (オレ ー グ Pq ea は ラド ガ に 有り 」 と 証言 し て お り 、 
実際 に 数 多く の ラド ガ の 丘 の 一 つ は オレ ー グ の 墓 と いう 名 前 で ある 
し か し 1820 年 古代 ロシア 愛好 家 ア ダム ・ チ ェ ル ノ ツ キー( ド рег ハ 
ドコ フス キー) が 怒 に 暴 か れ た その 墓 の 発掘 作業 を 行っ た が 、 彼 が 見 
つけ た の は 支配 者 の 裕福 な 副葬品 で は な く 、 焼 か れ た 骨 、「 錠 の 門 
(か ん ぬき ) の よう な も の 、 炭 災 、 鉄 の 投稿 」] だ っ た 。 いずれ に し て も 、 オ レ 
ー グ が ラド ガ に ра \ う 伝説 は 根強い よう だ 。 それ に は 理由 が 
ある 。 壮大 な 「 ブ イリ ー ナ (英雄 叙事詩 ) 」 の ラド ガ の 光景 は 、 最 も 疑わ 
し い 伝 説 で さえ 、 信 じ さ せる ほど 美しい 。 

ノヴゴロド 人 が ネヴァ 川 (オレ ー ヒ 人 和 島 ) 河 口 に 強力 な オレ ー シ ェ ク 要 寒 
(1323 年 ) を 建て た こと に より 、 ラド ガ の 特別 な 戦略 的 意義 は 弱まっ て 
いっ た 。 1634 年 ロシア 旅行 記 を 書い た ドイ ツ 人 学者 アダ ム ・ オ レア リー 
は 、 こ の 時 代 、 ラ ドガ は ヴォ ル ホ フ 川 流域 の 完全 に 平和 的 な 都市 だ っ 
た と 特徴 付け て いる 。 オレ アリ ー の 記憶 に 残っ た の は 「 髪 を 切り 、 両側 
に 巻き 毛 を 垂らし た 、 長 い ル シル バー シュ カ ( シ ャ ツ ) の 」 子 供 た ち 、 ま た 彼 
が 初め て 会 っ た ロシア の 音楽 家 「 リ ュー ト と バイ オリ ン 」 奏 者 、 そ し て 、 
当時 まだ 歌わ れ て いた ブイ リー ナ の 歌 だ っ た 。 


ヴォ ル ホ フ 川 岸 か ら 望 む ラ ドガ 要 寒 の 光景 


ゲオ ル ギ ウ ス 聖 堂 の フレ スコ 画 「 聖 ゲオ ル ギ ウ ス 」12 世 紀 


| バル 「 パ サ 
| の 人 々 」 が 行わ れる 。 


スタ ー ラ ヤ ・ SENERE- 考古 学 
国立 保護 博物 館 


| СТАРОЛАДОЖСКИЙ 
| ИСТОРИКО-АРХИТЕКТУРНЫЙ И 


АРХЕОЛОГИЧЕСКИЙ ЗАПОВЕДНИК 
レニ ング ラー ド 州 , 

ヴォ ル ホ フ 地 区 , ス ター ラ ヤ ・ ラ ヲ ド が , 
ヴォ ル ホ フ 大 通り 19 
(Ленинградская область, 
Волховский район, 

с. Старая Ладога, 
Волховский np., 19) 

の (81263) 49-370 
0910:00~17:00, 休館 日: 月 


スタ ー ラ ヤ ・ ラ ドガ の 
主要 観光 名 所 


毎年 7 月 の 第 2 日 曜日 は ラ 
寒 で 歴史 ・ フ ォ ー ク ロア 
の 冠 」、5 月 末 は 子供 の フェ ステ ィ 
ド ( 城 下 商工 地区 ) 
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スタ ー ラ ヤ ・ ラ ドガ 


ゲオ ル ギ ウ ス 教 会 と ヴォ ル ホ フ 川 の 眺め 


жж 
ラド ガ は 18 世 紀 ま 
入口 の 拠 Ф 
ある スウ ェ 
に 入る の を 


防衛 し Суз. 
1019 年 頃 ヤ ロス ラー フ 賢 
な っ た = KE 
親族 に 譲り 、 
いた こと が あっ た が 、 


1 世紀 


歴史 情報 


早期 ルー シ の 歴史 に つい て の より 重要 な 
(А, 資料 で ある の は 、 原 初 年 代 記 (「 ど こ か ら 5 ロ 
7 シア の 地 が 始ま っ た 」) の 伝説 的 な イア フェ ト 起 
ЛЕ 源 の スラ ヴ 人 の 話 だ 。 最も 有名 な 年 代 記 の 編 
者 は キエフ ・ ペ チョ ー ル スキ ー (洞窟 ) 修道 院 の 
修道 代 ネ スト ル (12 世 紀 初 ) だ と みな され て 
いる 。 年代 記 の 原本 は 失わ れ 、 現 在 伝 わ 
っ て いる の は 、 三 種類 の 写本 、 ラヴ レン 
チー(1377 年 ) 、 イ パー チイ (15 世 紀 初 
頭 ? ) 、 ラ ドジ ヴィ ロフ (15 世 紀 ) で ある 。 
この 中 に は 値 が つけ られ な い 一 連 の オリ ジ ナ ル 資 料 の テ 
キス ト が 含ま れ て いる (「 オ レー グ と ギリ シャ 人 の 話 」( ど う や 
っ て ロシア に ギリ シャ 正教 が きた か ) 」10 世 紀 他 ) 。 非常 に 
古い 出来 事 を 叙述 する 際 、 著 者 は 、 中 世 時 代 に 非常 に 
特徴 的 な こと だ が 、 伝 説 や 信 涯 性 の 低い 資料 を 用 い 、 
不正 確 に 解釈 し た 。 年 代 記 の 中 で 最も 論争 を 呼ん で いる 
部 分 は 「 ヴ ァ リ ャ ー グ 招致 の 伝説 」(p.248) で 、 そ の 類似 物 
は ヨル ダー ネス の 歴史 (ゴー ト 史 ゲ テ ィ カ (Getica).6 世 紀 ) 
や ザク ソン ( 公 ) の イギリス 王国 へ の 招 障 (Resgestae 
Saxonicarum.10 世 紀 .) に 見 る こと が で きる 。 多く の 歴史 家 
は 、 年 代 記 制作 を 依頼 し た の は ヤ ロ ス ラ ー フ 賢 公 だ と 考え 
て いる 。 彼 は 自分 の 城内 に ラテ ン 語 、 ギリ シャ 語 の 中 世 記 
録 文献 を ロシア 語 に 訳す 官 房 を 置い て いた 。 


ネヴァ 河畔 の 戦い を 描い た 年 代 記 全 書 の 表紙 の 細密 画 
水彩 画 16 世 紀 (ロシア 国立 図書 館 蔵 ) A 
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で ラド ガ 湖 か ら ヴ ォ ル ホフ 川 へ の 
うり 、 北西 ルー シ の 長年 に わた る 敵 で 
デジ 人 が ヴォ ル ホ フ 川 を 通っ て ノヴゴロド 


公 は ノヴゴロド 領 の 一 つ に 
ゲル ダ の スカ ンジ ナヴィ ア の 
スカ ンジ ナ ヴ € 人 が ラド ガ を 支配 し て 
こ は ま た ロシア 人 の 公 


が 治め て いた . 


同時 期 


ААА 


ィ チ (ウラ ジー ミル の 息 
fr) は ロシア の 防衛 線 強 
үе ラド ガ に 者 
し ・ аы 石 の 要塞 を 
建設 し 
15 K. 古い 
要塞 の 城 長 は 火器 の 出 
現 を 3 ELT FRCS 
れ 、 5 つの 石 の 塔 カ 
強 EA 要塞 に な っ た 
さら に 、 要 寒 の 北 に 木 
LETHE E 
اپ‎ 1, 
[п/у TDTO 


る 


(8 72 о 7 その 時 代 、 


34 
ら ず 、 こ の 町 の 人 日 ( 
600 一 700 人 を 超え な か 
つま り 、 ラ ドガ は 普 
通 の 町 で は な く 、 yy Ç を 持 > た IE 
備 の 町 だ っ た 。 道 院 は ロシア 正教 の 瑞 で あり 、 そ 
の 課題 ( L. Jk БФ カト リッ ク の 侵入 を 防 
た 。 そし て 、 そ の た め に た くさ ん の 正教 寺 B が 建て 
られ た の で ある 。 北方 戦争 と ペテルブルグ 建設 後 、 
ラド ガ は 地形 的 に 奥 に な り 、 その 軍事 的 意義 は 失わ 
れ 、 要 塞 は し だ い に 衰退 し て いっ た ., 


1 


> 


€ の рл А ъа 


пра рослапнчљ , ‚8 мект АЕ 1 
nmraicg rkiicome yeernnonayey « 


D74. 


s . 4 1 “ - 
EHDOIN мен гАпрйойлеїсенчв 。 сикон 


ゲオ ル ギ ウ ス 教 会 


ゲオ ル ギ ウ ス 教 会 


ロス チ ス ラフ ・ 


治し て いた 時 代 、 ラ 


ム ス チ ス 


り 建築 が 組織 され た 。 < 
川 と ラド ガ 川 沿い に 6 つの 石造 り の 教会 (モン ゴル 


の く び き 時 代 以 前 、 здн 正教 会 寺院 ) 
レギ ウス 教会 で 


TO 


早期 ギリ シャ ・ 


É 


> が ゲオ / 
ノヴゴロド 


ドガ に 当 
の 時 、 


l 

| 
| ラー ヴィ チ 公 と その 息子 ス | され た 12 世 紀 の フ レス コ 画 が 保存 され て いる 。 残念 
ヴ ャ トス ラフ (1150 年 代 -1160 年 代 ) が ノヴゴロド を 統 
時 と し て は 巨大 な 石造 
短期 間 で ヴォ ル ホ フ 


が 建て られ 


派 の 無名 画家 に よっ 


な こ - コ ン の 改革 の 関連 に よる 1683-1684 年 
| Di れ ら は 部 分 的 に 傷め られ 、 白く 塗ら れ て 
| 【 まっ た 。 Z ド ガ の 石造 建築 の 飛躍 は 近郊 で の スウ 


、 教会 内 に は 
て 制作 


ゲオ ル ギ ウ ス 教 会 の フレ スコ 画 | 


ェ ー デ ン 軍 に 対す る ノヴゴロド 人 の 勝利 と 関係 が あ 
る と みな され て いる 。 


ノヴゴロド 


「 偉 大 な る ノヴゴロド 氏 」 と 呼ば れる ノヴゴロド は 、 世界 
に 名 を 馳せ た 古代 ロシア 国家 で 、15-17 世 紀 ま で 北 ヨ 
ー ロ ッ パ 最大 の 版 図 を 誇っ た 伝説 的 な 文化 の 中 心 

で あり 、 独特 の 中 世 建 築 ・ 芸 術 派 の 発祥 地 で ある 。 

昔 か ら の 論争 で 、 ラ ドガ 、 ノヴゴロド 、 キエフ の 三 都 
市 の どこ が ルー シ の 最 古 の 都 だ っ た か と いう も の が あ 
る が 、 やはり ノヴゴロド に 軍配 を 揚げ た い 。 ロシア 国家 
史 の 各 明 期 、 年 代 記 に 859 年 に 初め て 登場 する ノ ヴ 
ゴロ ド は 、 ルー シ の 国境 警備 基地 に な り 、 ルー シ は こ 
こ か ら 急 速 に 南 と 西 に 勢力 を 広げ て いっ た 。 これ ら に よ 
っ て 説明 され て いる の は ロシア の 町 の ヒエ ラル キー (位階 
制 ) に お ける ノヴゴロド の 特別 な 立場 (ノヴゴロド の 特権 は 
「 ヤ ロス ラー フ の 文書 」 に 記録 され て お り 、 キ エフ の 公 位 は 
ノヴゴロド を 統治 する 者 に 継承 され た と ある ) と 1478 年 まで 続い た 
古代 の 民主 制 だ 。 一 つの 仮説 に よる と 、「 ノ ヴ ゴ ロ ド (新しい 町 ) | £ 
いう 名 前 自体 、 ど こ か 近く に 、 ア ラブ の 年 代 記 に 記述 され て いる スラ ヴ 
系 の ルー シ の 都 「 ア ブ ・ ル シー ア (古い 町 ) 」 が あっ た と いう 証拠 で ある 
(イプ ン ・ ホ ル ダ ル ベク , 9 世紀 : イ ブン ・ ル スト , 10 世 紀 初 頭 他 )。 9 世紀 
後半 の も の と され る アル ・ レ シー ア の 土 と 石 の 要塞 施設 跡 は ノヴゴロド 
BE 見 され た 。 

古代 年 代 記 に お いて 何 が 真実 で 、 何 が 提 造 で も る か と いう こと を 判 
別 す る の は 難し い が 、 多 年 の ノヴゴロド 発掘 作業 で か な り 多 く の 興 味 
深い こと が 明らか に な っ た 。 解明 され た の は 次 の こと で ある 。 5-6000 年 
前 の 氷河 の 後退 後 、 ほ と ん どす ぐに イリ メニ ニ 湖 近く の 平野 に 人 が 住み 
着く よう に な っ た が 、 土 皇 に 囲ま れ た 居住 区 が 出来 た の は 7-8 世 紀 に 
な っ て か ら の こと で ある 。 E бене に 
広まっ た と され て いた が 、 こ れ は 逆 で , また 初期 の 木製 舗装 道路 
は ドイ ツ や イ ギ リ ме i кокан 
は ユトランド の スラ ヴ 人 の 町 に 舗装 道路 が あっ た )。 ノヴゴロド の 水道 も 
北 ヨ ー ロ ッ パ で 一 番 古 く 、 11 世 紀 か ら あ っ た (ちな み に ロン ドン で 水道 
設備 が で きた の は 14 世 紀 末 、 ド イツ で は 15 世 紀 だ )。 ノヴゴロド で 読み 
書き が 広まっ た の も 西 ヨ ー ロ ッ パ の 他 の 都市 より ずい ぶん 早かっ た と さ 
れ て いる 。 入ら くそ の た め 中 世 の ヨ ー ロ ッ パ で は 、 ノ ヴ ゴ ロ ド の 地 の 名 
「 あ ら ゆ る 恵み が ある 」 (アダ ム ・ ブ レ メ ン スキ 
) 国 を 連想 し た 。 


前 (オス トロ ガル ド ) 自体 、 
E, 11 世 紀 


ノヴゴロド ・ ウ レム リン か ら の 商業 地区 の 眺め 


| AEE 


国立 ノヴゴロド 

野外 文化 財 統 合 博物 館 
НОВГОРОДСКИЙ ГОСУДАРСТВЕННЫЙ 
ОБЪЕДИНЕННЫЙ МУЗЕЙ- 
ЗАПОВЕДНИК 

ノヴゴロド ・ ヴ ェ リ ー キ ー, 

クレ ムリ ン , 11 

(Новгород Великий, 
Кремль, 11) 


@)(81263) 49-370 
© )10:00—17:00, 休館 日 : 


ンー 40) | 


ノヴゴロド の 主要 観光 名 所 

クレ ムリ ン 

1- ソフ ィ ア 聖堂 

チ ナ ヤ 
ACL 

| کاو وچ ус‏ -3 


2- ヴ ラ デ イィ - 
(グラ ノヴィ - 


A 


10- オ ボ - 

MAK. イオ アン 教会 

x ェ ン ・ ミ ロ ノ ー シ F 
(a т) 教会 
> БЕРИ 


の 
ー ス パー スナ ュ イ リ イ ネ 

(イリ イン 通り の 救世 主 ) 教 会 
1р. ウロ の 教会 他 


(#92003 


ソフ ィ ア 聖堂 


ノヴゴロド 州 内 に は 国家 に よっ て 保護 され て いる 
1595 の 記念 碑 ( 連 邦 の 重要 文化 財 251) が ある 。 
その うち 58 は 1992 年 ユネ スコ 世界 遺産 に 登録 され た 。 


事 意義 を 失っ た 。 
トル 1 世 は 「 ノ ヴ ゴ ロ ド 要 寒 は 捨 
て お け 。 そこ に 戦争 は な い 」 と 
いう お 触れ を 出し た 。 19 世 紀 ま 
で に 古代 の 要塞 施設 は 老朽 化 
L. 荒廃 し た 。 20 世 紀 初 頭 そ の 
再建 の 話 が 持ち 上 が っ た が 、 
第 一 次 世界 大 戦 に よっ て 実現 
し な か っ た 。 深刻 な 大 修復 作業 
が 始ま っ た の は 1950 年 代 に な 
っ で の と こと だ 。 

若干 傾斜 し た (大 砲 の 衝撃 を 
和らげ る た め ) 城壁 は 、 地元 の 
ARE. ЕА, EZEKO 
モル タル で 積み 重ね られ た 
城壁 の 厚 さ は 3.6m て 6.5m で 、 
高 さ は 8m て 15m だ 。 城壁 の 上 
の 先 の と の こぎ り 状 の 部 分 は ロ 


ノヴゴロド ・ ク レム リン (城塞 ) 


| 年 代 記 に は ノヴゴロド の 初代 公 は 伝説 的 な リュ 
ー リ ク だ と 書か れ て ある 。 し か し ノヴゴロド の 最盛 期 
は ヤ ロ ス ラ ー フ 覧 帝 (978 年 頃 -1054 年 ,1019 年 ~ 
キエフ 大 公 ) の 時 で ある 。 彼 は キリ スト 教 受 容 前 の 
異教 時 代 に 生ま れ た ウ - ミ ル と ログ ネー ダ の 皿 
f Cho ヤ ロ ス ラ ー フ 賢 公 の 治世 に ノヴゴロド に 
初め て クレ ムリ ン ( 城 塞 ) が 建て られ た と され て いる 
(1044 年 )。 城塞 は 当時 まだ 木製 で 、1116 年 に 現在 
の 大 き さ に な り 、 1302 年 ノヴゴロド の 年 代 記 に よる と 
「 石 造り の 町 ノヴゴロド が 建設 され た 」 と ある 。 1 世紀 
後 の 1420 年 代 、 ノ ヴ ゴ ロ ド 城 寒 は 完全 に 石造 り に 
な っ た 。 1484 年 、 大 々 НС Во С EES, 
16 世 紀 「 小 さい 土 の 町 」 と 呼ば れ た も う 一 つの 防壁 
で 補強 され た が 、 こ れ は エカチェリーナ 2 世 の 時 代 


He 


ジア 人 建設 家 が イタ リア 人 建築 家 か ら 学 ん だ も の だ 
| が 、 イ タリ ア の も の と 違っ て 、 ノヴゴロド の も の は (気候 
条件 に よる 昔 か ら の 伝統 に 則っ て ) 城壁 と 塔 の 上 に 
木製 の 多角 形 の 屋根 が つい て いる 


ソフ ィ ア 聖堂 
ルー シ の 石造 寺院 の 中 で 最 古 (1045-1050 年 ) の 
も の で 、 パ リ の ノー トル ダム 寺院 より 1 世紀 早く 建て ら 


| れ た 。 創立 者 は ヤ ロ ス ラ ー フ 賢 帝 の 息子 で ある ノ ヴ 
| ゴロ ド 公 ウラ ジー ミル だ 。「 積 み 重 ね られ た の は 、 主 
[だ が 、 荒っぽい 自然 の 石 の 列 も ちっ た ・…・。 
っ れ た 外壁 は 入念 に 平ら に され 
磨 か れ た …。 この 結果 、 表 面 に 素 晴 と Е 
縦 筋 の ある 構造 が で き あ が っ た ・…」(P. 
| ビザ ン テ ィ ン か ら 借 用 の この よう な 石積 み 建 築 は 、 
ロシア 古代 寺院 全て の 特徴 だ 。 ノヴゴロド の ソフ ィ ア 
聖堂 は 地元 産 の 石灰 岩 板 を 多く 利用 し た こと で 際 立 
| っ て いる 。 1151 年 大 主教 ニー フォ ント は 屋根 に 鉛 板 
| を は る よう に 命令 し た 。 ) 壁 に は 古代 の フレ スコ 
画 、 グ ラフ ィ テ ィ ( 落 書き : 壁 に か きつ けら れ た 文字 、 絵 ) 
が 保存 され て いる 。 その 中 で 最も 初期 の も の は 12 世 
紀 の も の だ 。 


ノヴゴロド ・ ク レム リン の 塔 
س‎ e 


234 


| ソフ ィ ア 聖堂 


| 聖堂 の 西入 口 を 飾っ て いる の は ブロ ンズ の シグ ト 
ゥ ー ナ (マグ デブ ル グ , コ ルス ー ニ ) 門 だ (p.236) 

1130 年 代 、 こ の ノヴゴロド 公 の 聖堂 は ノヴゴロド 市 
の 主要 寺院 に な っ た 。 その 中 に は 有名 な 市 民 が 葬 
| られ て いる 。 ここ に は 公文 書 保管 所 、 図書 館 、 国庫 
が あっ た 


ヴ ラ デ ィ ー チ ヌイ ィ 宮 殿 ( 大 主教 宮殿 ) 
ノヴゴロド 大 主教 ( ヴ ラ デ ィ ー カ ) の 住居 は 昔 、 ク レ 
は ノヴゴロド 最 古 の 公民 の 建物 の クレ スト ヴァ ヤ ( グ ラ 


ノヴィ ー タ ヤ ) 宮殿 (1433 年 ) 、 セ ルギー・ ラ ド ネ ジュ ス 
キー 教会 (1463 年 ) と 鐘楼 (1436 年 大 主教 エフ ィ ー モ 


建設 され た ) だ 


| っ た 場所 に 18 世 紀 


| У КЫС 


| ノウ ゴロ ド の 聖 ソフ ィ ア 聖 堂 古代 の 宝 座 の 一 つ 1 世紀 


ムリ ン の 北西 部 に あっ た 。 アン サン ブル に 含ま れる の | 


| フ に よっ て 建て られ た ヴ ラ ー デ ィ チ ュ ヌ イィ ーー 宮殿 が あ | 


| 
ソフ ィ ア 聖堂 南 玄関 部 の フレ スコ 画 
「 エ レー ナ と コン スタ ンチ ン 」 12 世 紀 


ソフ ィ ア 聖堂 の イコ ノ ス タ ス 
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ノヴゴロド 
クレ ムリ ン 


神聖 ロー マ 帝 国 の ドイ ツ の 田舎 町 か ら 
出 て きた 移住 者 が 大 量 に 住み 着き 始 
め る 。 この 地 で は ロー マ ・ カ トリ ッ ク 教 会 
( 北 の 使徒 『 ア ンス ガー ル 」 を 代表 と し た ) 
が 積極 的 に 活動 し て いた 。 これ は 西 ス 
ラヴ 公 達 の 北東 へ の 脱出 (カト リッ ク 化 
を 拒否 ) と 同時 に ユトランド 半島 の 貿易 
中 心 の 衰退 を も た らし た 。 西 バ ルト の スラ 
政権 の 一 部 は 、 相 変わ ら ず 神 聖 ロー マ 帝 
сйс №, マグ デブ ル グ で 行わ れ た 騎士 ト 
- ナ メン ト (935 年 ) で マグ デブ ル グ 支 配下 に いた の 
は 、 тш チ ヴ ェ レ ミー ル 、 オッ トン ・ レ デ ボ ッ ト 
2). м 8%. ヴェ ン ツ ェ ス ラフ 、 ルー 
谷 岩 = 地方 は 「 ル シー シヤ 」 と 呼ば れ て い 
Е е 『 か ら カ トリ ッ ク ・ ド イツ 人 と 多神教 スラ ヴ 
д. い に 反 目 し あう よう に な り 、 状況 Е 悪化 し た 。 
多神教 スラ ヴ 人 は 東 に 強力 な 国家 ルー シ を 建設 L 
た 時 、 ル ー シ ジ 人 に 自国 の 文化 や 言語 に fu させ 、 
それ か ら 長 年 の 敵 ( ド イツ ・ カ トリ ッ ク ) に 対立 する 形 
G. 東 の キリ スト 教 (正教 ) を 受容 し た (988 年 )。 争い 
は 激しく な り 、 2 国 間 だ け だ っ た 争い は 、 両 宗教 の 本 
山 で ある ロー マ と コン スタ ン テ ィ ノ ー プ ル の 争い に 発 
展 し た 。 これ が 事実 な ら 、 何故 有名 な 門 が ノ ヴ ゴ ロ 
ド に ある の か と いう こと を 知る 一 筋 の 光 に な る 。 カト リ 
ッ ク の 勢力 が 強く な る と 、 ノヴゴロド 人 の 中 に は カト リ 
ッ ク の 洗礼 を 受け る 者 が 出 て くる 可能 性 が あっ た 
シグ トゥ ー ナ (マグ デブ ル グ . コ ルス ー ニ ) 門扉 正教 の 地位 を 確立 する た め に 、 門扉 の レリーフ に 
(1150 年 代 ?) | 
有名 な ソフ ィ ア 聖堂 の 西門 と 同じ 名 の 門扉 の 起 
源 に は 3 つの 伝説 が ある 。 1 つ 目 の 説 は 、1187 年 
スウ ェ ー デ ン の シグ トゥ ー ナ 要 寒 を 占拠 し た ノ ヴ ゴ 
ロ ド 人 の 戦利 品 だ っ た と い う も の 。 2 つ 目 の 説 は 、 
ゲル ベル シュ テイ ン (15 世 紀 ) が 伝説 を 引き 合い に 出 
し て 言っ た も の で 、 998 年 に ノヴゴロド 人 が ヘル ソン 
(コル スー ニ ) か ら 運 ん で きた と いう も の 。 ヘル ソン は 
- 説 に よる と ウラ ジー ミル 公 が 洗礼 を 受け た と され 
る 地 だ 。 3 つ 目 の 説 は カラ ムジ ン に よる も の で 、 彼 は 
門扉 の レリーフ ( 浮 彫 ) に 書か れ た ラテ ン 語 の 説明 
文 に 基づき 、 門扉 は マグ デル ブル グ 市 の ドイ ツ 職 
人 に よっ て 製作 され た も の だ と いう 5 仮説 を 述べ た 。 
占 風 な 構成 と 民俗 的 な ディ テー ル ( 真 ん 中 分 
け で お さげ の 男性 の 髪型 、 葉 状 の 盾 等 ) は ある 
地元 の 芸術 派 を 示し て いる 。 銘文 の ー つ は 神話 
de Blucich の カト リッ ク 司 祭 ア レク サン ドル と 呼ば れ 
て いる 。 リ ュー ベッ ク ( ド イツ ) DF] * な いな ら 、 
ове グ 辺 境 伯 領内 の マグ デブ ル グ の 大 
主教 の 管轄 下 に あっ た リュ ティ ー チ 族 の 司祭 で ある 
(後者 は 門 に 描か れ て いる ) 。 この レリーフ を よく 見 
る と 、 レリーフ の 一 部 に は ノヴゴロド と 同 民 族 で ある 
西 ス ラヴ 人 (ボド リー チ 、 リ ュ テ ィ ー チ ) の 強制 的 な カ 
トリ ッ ク 化 の 様子 が 描か れ て いる 。 カー ル 大 帝 の 母 
方 は この 西 ス ラヴ 人 だ っ た 。 
すなわち 、 そ の ポ モ ロ ( 白 海 付近 ) の 地 に 早期 ロ 
シア 史 の 多く の 謎 を 解く 鍵 が ある の だ 。 「 フ ラン ク 王 
国 の 年 代 記 」 に は -Ax に あま り 知 られ て いな いこ 
と が 記さ れ て いる 。 デン マー ク 王 ゴッド フレ ー ド ( ゴ 


シグ トゥ ー ナ (マグ デブ ル グ , コル スー ニ ) M 


ッ ド フリ ー ド ) は 808 年 スラ ヴ 人 の 町 レ リ ク (Reric) を 「 ロ シア ・ ミ レニ アム 」 記 念 像 (1862 年 ) 
襲撃 し 、 そ こ に 住ん で いた 商人 を 、 ユトランド 半島 彫刻 家 ミ ハイ ル ・ ミ ケー シン に よっ て 制作 され 、1862 年 
の へ デビ ュ に あっ た と され る Sliesthorp に 移住 させ ロシア 建国 1000 年 を 記念 し て ノヴゴロド ・ ク レム リン の 中 心 に 
た 。 9 世紀 後半 ユトランド 半島 に スカ ンジ ナヴィ ア や 設置 され た 。 巨大 な 地球 儀 「 国 家 」 を 取り 囲む 像 は 、 


古代 ルー シ の ほとん ど 全 て の 支配 者 が 配置 され て いる 。 


ーーーーーーーー 
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ノヴゴロド 16 世 紀 


ノヴゴロド ・ ザ ラノ ヴィ ー タ ヤ ( ヴ ラ デ ィ ー チ ナヤ ) 宮殿 ( 右 ) と 鐘楼 


aq それ を スラ ヴ 人 に 見 せる 必要 が あっ た の だ 。| + の サ イン の 入っ た ソフ ィ ア 聖堂 の 大 シオ ン ( 聖 体 
容器 , 聖 パン の 入れ 物 ) と 呼ば れ た 貴重 な 二 つ の 銀 
製 容器 が ある 。 博物 館 で は また 、 着色 され た 写本 、 
| Jj = E 金 刺繍 工 の 作品 (カラ ムジ ン の 
の る と 、 彼ら に スカ ンジ ナヴィ 
が 金糸 の 衣装 を 注文 
し た ) 、 値 が つけ られ な い 珍 品 の 
数 々 を 展示 し て いる 


| ノヴゴロド ・ ザ ラノ ヴィ ー タ ヤ 宮 殿 の 宝 
宮殿 は 1433 年 大 主教 エ ヴ フ ィ ー ミ ー の 命 
令 で 建て られ た 。 年 代 史 に よる と 、「 外 国 か 
| ら の 」 ド イツ 職人 と ノヴゴロド 人 が 共同 で 建 
の OS; 1570 年 イヴ ァ ン А 
аы ке < も の 人 ノヴゴロド 
| Ж M の ( い 時 か ら 始 め た ) 破壊 を 続け 
а その 中 の 最も 劇 的 な エピ ソー ド に 
い LN て いる 。「7056 年 & 
(1548 年 ) ・ 大 公 イ ヴァ ン ・ ヴ ァ シ ー リ 
エ ヴ イ : と ゲオ ルギー 公 は 一 緒 に モス ク 

ワ か ら 来 た …・。 ソフ ィ ア 聖堂 を 建立 し た ウラ ジー 
ミル 大 公 が 壁 の どこ に a 


「 ソ フィ ア 聖 堂 の 
宝 座 の 十字 架 」 
ノヴゴロド 1600 年 


「 ソ フィ ア 聖 堂 大 シオ ン 
(聖体 容器 )」 
ノヴゴロド 17 世 紀 


IE и 
「 ソ フィ ア 聖 堂 の 
銀製 クラ チル 」 
ノヴゴロド 職人 コス タ 
11-12 世 紀 


っ た 。 鍵 番 ( 聖 器 管理 の 聖 務 者 ) を 問い 詰め た が 、 | 

わか ら な か っ た 。 イヴ ァ ン 大 公 は 自 Ыр 5 
| 壁 の 右側 を 壊し た 
| きた 。 それ を 人 荷 馬 車 に 積ん で 、 モス クワ 

幸い イヴ ァ ン 4 世 は その 時 ノヴゴロド の 
ち 出 さなか っ た 。 その 中 の 一 部 は 現有 
示 品 の 基盤 は ソフ ィ ア 
※ の 貴重 品 と ノヴゴロド 修 : 道 院 の 中 重 


| ー Z. 
| 示さ れ て いる 。 
と 聖 器物 保 * 


(アン ドレ イチ ナ の 福音 書 ) | 


、 カト リッ ク が スラ ヴ 人 に ы て いか に 残酷 か と いう こ | 品 だ 。 古代 の 品 (11-12 世 紀 ) に 、 職 人 コス タ と プラ | 


ー ЖЄ yN 


ノヴゴロド 


| ヤ ロ ス ラ ー フ 邸 跡 | 

ノヴゴロド の 地形 が 完全 に 形成 され た の は 10- 
1 世紀 、 ш, ォ イ リ メ = 湖 の 北 6km の ヴォ ル ホ フ / 中 の 

ү こ 。 ヴォ ル ホ フ 川 の 左 / 

Ж られ 、 その 対岸 、 ヴ ォ ル ホフ 川 右岸 に 
まもなく し て 商工 地区 が で き の 地 に ヤ ロ ス ラ ー 
フ 賢 公 は 自分 の 屋敷 、 ヤ ロス ラー フ 邸 を 建て た 。 

ヤ ロ ー フ 邸 が 最初 に 文献 に 登場 する の は 
1030 年 だ 。「 そ し て ヤ ロ ス ラ ー フ 大 タ Н ル ホ フ 川 
近く の 商工 地区 に 住ん だ 。 ヴォ オル ホフ 川 は 現在 石 
атр Ce sss 教会 は 今 

| で も 有名 だ 」 と いう 記述 が 残っ て いる 。 言い 伝え で 
は 、 ヤ ロス ラー フ プ は ここ に 、 北 ヨ ー ロ ッ パ の š 
7 [я 建て た БӘН, ‚ 伝承 を 信じ る 


ヤ ロ ス ラ ー フ 邸 ( 右 は ニコ ライ 奇跡 者 聖堂 、 
左 は パラ スケ ー ヴ ァ ・ ピ ャ ー ト ニッ ツァ 教会 ) 


コ ヴ ァ レフ の スパ ー ス ・ プ レオ ブラ ジェ ー ニ T 教 会 1345 年 


2 メグ (オー ラ フ の 娘 イ ン ギ ゲ ル 1119 年 有名 な 聖 ゲ オル ギ ウ ス 聖 堂 (p.240) を 建て アデ ンド レイ 軍 は 多く の 人 が 死ん だ が 、 ノ ヴ ゴ ロ ド 側 
ダ は ヤ ロ ス ラ ー フ に 嫁い だ ) 、 あ る い は デン マー ク 王 | (1690 年 代 ) が 隣接 し て いる 。 これ は 昔 の ヴェ ー チ ェ その 近く ヴ $; ル ホ フ 川 の 対岸 に 、 少 し 後に 同様 ! Ss 名 | は 51 人 だ け だ っ た 。 それ で アン ドレ イ 公 は さら に 始 
ク ヌ ー ズ 2 世 ( カ ヌー ト 2 世 ) の 追跡 か ら 逃 れ た 英国 鋼 | ( 民 会 ) 広 場 に 建て られ た ガス ا‎ ド ヴ ォ - な スバ - ス ・ ナ ・ ネ レー ジッ ツェ ( ネ レ ー ジ ッ ツ ァ の 救世 | 0, も っ と 多く の 軍隊 を 集め 、 ノヴゴロド へ 送っ た 。 
鉄 王 エ ドモ ンド の 息子 達 は そこ に 安息 の 場所 を 見 | (アー ケー ド 式 マー ケッ ト ) の 門 の 上 の 塔 だ Яах 教会 G 240) を 建て た ノヴゴロド の 全て の 教会 は | 自分 の 息子 ロマ ン 、 多 く の 軍 隊 、 ム チ ス ラフ 公 、 


€ スク ワ ・ ル ー シ に 併合 さ | の 中 に は コ ヴ ァ レフ の スパ ペー ステ プレ オブ ラジ ェ ー тув АЗ 技術 を 持つ 地元 の 石工 組合 に よ | 72 人 の 公 と その 多く の 軍隊 を 送っ た …」 

ニッ ク に な っ た ノヴゴロド 人 達 は 非常 手段 に 
有名 な 生 神 = 1 ay HI MT DBE (CEA 

Ж» 奇跡 が 起き 、 ノ ヴ ゴ 


つけ た らし い 。 ノヴゴロド が 
れる と 共 【 その 屋敷 は イヴ ァ ン 3 世 と 彼 の 後継 者 の ニテ エ 教 会 の 有名 な フレ スコ 画 が 展示 され て いる っ て 建て られ た た め 、 同じ スタ イル で 建て られ て いる 
所 領 と な っ た . | 寺院 は 普通 4 つの 柱 を 持ち 、3 つ の 身 廊 が ある 

この 領地 に 現存 する 最 古 の その 全て に 紛れ も な く 厳 格 な 美 し さ が 保 た れ て いる 


建物 は 公 ( ク ニャ ー ジ ) の 教会 | | ロ ド 人 に 有 WM が に 変わ っ 

で ある ニコ ライ 奇跡 者 教会 だ 。 HE | | た 。 ノヴゴロド 博物 館 に 、 こ の 

DRA ラジ ー ミ ル の 長男 А | 話 を 描写 し た 有名 な イコ ン 画 の 

ム ス チ スラ フ 公 に よっ て 1113 年 イリ イン 通り の r ац «у { 02 
スパ ー ス ・ プ レオ ブラ ジェ ー ニ T 教 会 (1374 年 ) | 戦い 」(1460 年 代 ) が 保管 され e 4 


に 建設 が 始ま っ た 。 建設 は 時 


2 
NN 、 聖 堂 の 勤行 が 始ま で あっ た 教会 の | て いる 。 f Г 


WESE Y 


| ノヴゴロド で 古代 か ら 崇 】 


っ た の は 1136 年 に な っ て の こ - つ 。 伝承 に よる と 、 こ こ に 1169 年 スー ズ ダ リ 軍 か 1374 年 木造 の 教会 は 石 で 再 = © 
と だ 。 BE EDT CS HED | ら 町 を 護っ た ノヴゴロド の 聖 宝 「 生 神女 の 印 」 が 保 | 建 さ れ た 。 その 建築 費用 は 、 し の 
と ぴ え 、 そ れ に 「 ヴ ェ ー チ 存 さ れ て いる 。 年 代 記 は その 事件 に つい て 次 の よ | 「 教 会 の ある 道 に 住ん で いる 人 」 
- (R2 ا‎ АСС うに 記述 し て いる 。 「6667 年 (1169 年 ) 夏 、 ノ ヴ ゴ ロ ド | が 払い 、 主 教 ア レク シー 自身 


金 を 払い た く な く 、 別 の スー ズ ダ リ 公 アン ドレ が 成 聖 式 を と りお こ な っ た 。 - 


ー ツ ェ イ ( 公 の 親御 ПВН) A 1148 
と 呼ば れる 多 角形 の 堪 t イ ( ボ ゴリ ュ プ スキ ー) に 払っ た ин te: 
ドレ イ 公 は ノヴゴロド IRL. 500 人 の 兵士 を 


ノヴゴロド に 送っ た 。 彼ら ! は 自 い 湖 で で 戦い 始め た 。 | | 
z 


ドゥ フ 修 道 院 の 
| 三位一体 教会 
16 世 紀 半 ば 


コジ ェ ヴ ニキ の 聖 ペ テロ と 聖 パウ ロ 教 会 1406 年 


教会 建築 


ノヴゴロド の 古代 の 記念 碑 の 主要 部 分 は 、 ゼ ムリ ャ 


ノイ ・ ゴ ー ジ ラド 境 の か な り 小 さい 場所 に 集中 し て いる 
| | 城塞 アン サン プル 、 ヤ ロス ラー フ 邸 跡 、 ト ル グ (市場 ) | 


アン サン ブル の 他 に 、 ア ント ー ニ ー 修 道 院 の 生 神 
女 誕生 教会 (1117-1119) 、 レ チエ の フョードル ・ ス ト 
ラチ ラー ト 教 会 (1360-1361) 、 ス パー ス ・ ナ ・ イ リ イ ネ | | 
(イリ イン 通り の 救世 教会 ) (1374 年 , 壁 画 1213784 
フェ オフ ァ ン ・ グ レー ク に よっ て 制作 され る )、 シ ニ ー チ 
ヤ 丘 の 聖 べ テロ と 聖 パ ウロ 教会 (1185- 1192). m É 
リス と 聖 グ レー プ ブ 教会 他 が あっ た 。 1030 年 ヤ ロ ス : 
フ 賢 公 は 、 南 の ヴォ ル ホ フ 川 上 流 左岸 に ゲオ ル ギ ウ 
ス ( ユ ー リ エフ ) 修道 院 を 建て 、 修 也 の 中 心 に ル チ エ の フョードル ・ ス トラ チラ ー ト 教会 1360-1361 年 


イリ イン 通り の スパ ー ス ・ プ レオ ブ ジ ェ ー ニ エ 教 会 1374 年 


ネ レ ー ジ ッ ツ ァ の 
スパ ー ス ・ プ レオ ブラ ジェ ー ニ T 教 会 

教会 は あま り 高く な い 丘 の 上 に ある 古代 の リュ ー リ 
ク 邸 跡 の 東 に ある 。 そこ か ら ヴ ォ ル ホフ 、 イリ メニ 湖 、 
ノヴゴロド が 一 望 で きる パノラマ が 広がっ て いる 。 教 
会 は 、1198 年 、 全 て の 子供 を 亡くし た ヤ ロ ス ラ ー フ 
ウラ ジー ミロ ヴィ チ 公 に よっ て 建て られ る 。 この 教会 
に 世界 的 な 名 声 を も た らし た の は 壮大 な フレ スコ 画 
アン サン ブル だ (1199 年 )。 第 二 次 世界 大 戦中 ファ 


スト 軍 は 記念 碑 を 破壊 し 、 そ の 後 、 修 復 家達 は 文 
ою 々 の 絵画 を 集め た 。 復元 で きた の は ご く 小 


さい 断片 だ け だ 。 フレ スコ 画 は 、 考 古 
て 近年 屋敷 が 発 見 され た тч: オリ セイ ・ グ レー チン 
の 作 だ と みな され て いる 。. 


修道 院 の ゲオ ル ギ ウ ス 聖 党 


| ユーリ エフ (コーリー) 


ネ レ ー ジッ ツァ の スパ ー ス ・ プレ オブ ラジ ェ ー ニ エ 教 会 | | 


『 た ち に よっ | 


た 、 傑 出し た 考古 学者 で | 


ー リ エラ (ユー リー 


あり 、 ノヴゴロド 発掘 指揮 al で ある ヤー ニン の 意見 
に よる と 、 オリ セイ は ム ス チ スラ フ ・ ロ スチ スラ ー ヴ チ 


の 夫 ) で 、 子 供 の 時 、 ム スチ スラ フ に よっ 
[| イン に 連れ て こら れ た 。 そこ で ム ス チ スラ フ は パレ 
うる 州 を 統治 し た 。 オリ セイ は そこ で 風景 
| 画 芸術 を 学ん だ と 推測 する こと が で きる 。 オリ セイ ・ 
グレ ー チ ン の 家 に は 広い イコ ン 画 の アト リエ が あり 、 
その アト リエ か ら イ コン 画 技術 が 伝わっ た と され る 


ゲオ ル ギ ウ ス 聖 堂 の 内 装 (壁画 19 世 紀 末 ) 


も し そう な ら 、12 世 紀 の ノ ヴ ゴ ロ ド の フレ スコ 画 (ラド 
ガ の ゲオ ル ギ ウ ス 教 会 の フレ スコ 画 を 含 む ) が 全 


「 ギ リ シ ャ 」 様 式 だ っ た 理由 を 説明 する こと が で きる 


ー リ エフ (ユー リー) 修道 院 

ノヴゴロド の 南 の ヴォ ル ホブ 川岸 に 1119 年 以前 に 
建て られ る (一 説 に よる と 1030 年 、 ヤ ロス ラー フ 賢 公 が 
キリ スト 教 の 洗礼 を 受け 、 ゲ オル x ー と いう 洗礼 名 を 授 
か っ た 時 )。 15H ë EIKA ZTA 
つ 裕 福 な 正教 の 封建 領主 に ノヴゴロド の モス クワ 
併合 後 、 イ 部 分 は 没収 され た 。 が 、 エ カチ 
を 没収 し 、 国有 化し た 1764 年 
は 4-5 千 人 の 農奴 が いた と され 
Ei は ゲオ ル ギ ウ ス 聖 堂 だ これ は 


まで 、 


3 つの 玉ねぎ } 
1119 年 フ セ ヴ 


) 修 道 院 の 十字 架 教会 
| 17614, 18234 


(22-1178) の 親戚 ( 妻 の ۴ 的 、 あ る い は 妻 の 姉妹 


… ザ ン テ 


息子 ) に よっ て 建て られ た 
家 の 名 前 は 「 職人 ピョートル 」 と と ある 。 ゲオ ル HF AHH 

紀 ノ ヴ ゴロ ド の 記念 本 的 な 2 公 の 建築 物 だ っ た аА こ 建 
こ は 早 期 ノ ヴ ゴ ロ ド ・ イ コン 画 の 傑作 で 修 
アプ 戦士 の 姿 の 也 ゲ オル ギ ウス (現在 トレ チ 19644 年 、 昔 に 
館 所 蔵 ) が 保存 され - с \ た - 聖堂 E SVE LDJ 
の フレ ス : эд. 「 的 に 呆 存 さ 
i ライ 1 Š 時 NY 0 ЕИ 業 の 際 、 無 残 に | ウス ペン SAR: 
も 失 われ て | 首 院 の 他 の 建物 は 18-19 世 紀 | ツィ で 保護 され た 
の も の だ | トゥ ー ホ ラ の ニコ : 


第 に 与え た 。 イズ 


ヴィ タス ラー ヴィ ッ ツ ィ の 「 通 り 」 
左 は ベレー ドカ 村 の 誕生 教会 
1531 年 , 
右 は マリ ヤ ・ ド ミー トリ エヴァ ・ 
エキ ー モ ヴァ の 農家 


ヴィ タス ラー ヴ リ ッ ツ ィ 

ヴィ タス ラー ヴ リ ッ ツ ィ オ NM 2 世紀 初頭 ある い は 生 教 会 (1531 年 ) 
11 世紀 か ら ノ ヴ ゴ ロ ド 領 に あっ た と され る 。 1187 年 頃 | ノヴゴロド に ある ほ 
ノヴゴロド 人 の 許可 の も と 、 ee 公 イ ズ ャ スラ フ ・ | 住居 、 農 家 を 展 2 
ム ス チ スラ ー ヴ ィ チ ( ム ス チ スラ フ の 息子 ) は この 村 を 


| azs 18-19 世 紀 
„Енш E 
「 ヴ ィ タ スラ ー ヴ リッ ツィ 」 よ り 


ヴ リ ッ ツ ィ 村 ! ト ーー = 


れ て いる 大 部 | た 。 最初 【 - こ こ に 運び 込 まれ た 和 寺 B 


ャ スラ フ の 文書 に は 、 ヴィ タス ラー 
ED: LD この 
多 道 院 の 


た + БЕРЫ EROE MZ 
民族 建築 博物 館 が 創立 され 


院 は クリ ツ コ 村 の 
だ (1595 年 )。 ヴィ タス ラー ヴ リ ッ 


現地 の 木造 建築 の 他 の 傑作 は 、 


ライ 教会 (17 世 紀 ) 、 ベ レ ド キ の 誕 


他 だ 。 ヴィ タス ラー ヴ リ ッ ツ ィ で は 
と ん ど 全 て の タイ プ の 木造 寺院 、 


ぶし て いる 。 


ヴィ タス ラー 7) ッ ツィ の 民俗 アン サ ン ブ ル 
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プス コー フ 


プス コー フ は 、 豊か な 歴史 を 持つ 都市 国家 で あり 、 
中 世 民 会 共和 国 の 首都 で 、1348 年 か ら 政治 的 に 独 
立 し た 。 プス コー フ に 関す る 記述 が 最初 に 年 代 記 に 
現れ る の は 903 年 の こと だ 。 T プス コー フ の 町 に つい て 
年 代 記 に は 誰が 、 ど ん な 人 が 建て た の か 記述 され て 
いな い 。 プス コー フ の 町 は リュ ー リ ク 公 と その 上 兄弟 達 
が 来る 前 か ら あ っ た 。 … イ ー ゴ リ は プス コー フ の オリ ガ 
と いう 女性 と 結婚 し た 」 

イー ゴリ の 妻 で ス ヴ ャ トラ フ の 母 、 ウ ラジ ー ミ ル の 祖母 
オリ が ガ (洗礼 名 エレ ー ナ , Ф -969 年 ) は ロシア 史 で 最も 
有名 な 女性 だ 。 彼女 は ルレ ルーシ が キリ スト 教化 し 、 国家 
と な っ た 時 代 に 生き て いた 。 言い 伝え に よる と オリ ガ は 
プス コー ブフ 近く の ヴ ィ ブ ツ カ ヤ 村 で 生ま れ た と され る 。 Van 

考古 学者 は 今 な お 誰が プス コー フ を 建国 し た か 判 Ki Na 17 世 紀 イ コン 画 
EL ento その 地質 を 調査 し た と ころ 、 ヴェ リー カヤ 川 と プス コー フ の プス コー フ の 地図 
川 の 合流 する 岬 の 文化 で 急激 な 変化 が 1000 年 で 3 回 あっ た と され る 。 Eb 
まず ここ に は 石 の 墓 文化 を 持つ 人 々 が 住ん で いた (500 年 頃 ? ) | 歴史 - 建 築 芸術 財 統 合 博物 館 
それ か ら 7 世 紀 頃 、 粘 土 ・ わ ら ・ 砂 ・ 小 石 な ど を こね て 作っ た 床 の あ る 住居 | овъєдиннныйисторико- | 
を 地上 に 作っ た 人 々 が 移り 住み 、9-10 世 紀 に な っ て 木 の 丸 太 小屋 を 建 


APXMTEKTYPHbIM И 
ХУДОЖЕСТВЕННЫЙ MY3EM- 


に ЗАПОВЕДНИК А 
て 、 木 を 敷い て 道 を 舗装 し 、 最初 の 要塞 施設 を 建て た 人 々 が 現れ た 。 | 7237, ネ ク ラ ー ソ フ 通 り 7 
" wa (Псков, ул. Некрасова, 7 ) 
10-12 世 紀 プ スコ ー フ は キエフ ・ ル レー シ の 管轄 下 に 置か れ て いた | の Gii2) 16 2517 
は < БЕ n ми (11:00-18:00, 休館 日 : H, 
キエフ ・ ル ー シ の 歴史 に 関係 ある の は オリ ガ 公 妃 の 伝説 だ 。 当時 プス ГУИ 
Ñ 


ー フ は ノヴゴロド の 「 郊 外 の 町 」 と ایی‎ て いた 

1499 年 イヴ ァ ン 3 世 大 公 は プス コー フ を 息子 ヴァ シー リー に 譲り 、 ヴァ |- 
シー リー は 1510 年 プス コー-: Т 目 し 、 こ れ 見 よ が し に 民 会 の 
鐘 を 要 寒 の 鐘楼 か ら と り は ず し た 。 年 代 記 は 、 当 07 「 悲 し み で 泣か な |- 役所 


„„ | -Y 上 JP. ス ペ ガ リ スキ ー の 
か っ た の は 赤ん坊 だ け だ win て いる 300 の プス コー re - 家 КТ ШЕЛ 


博物 館 
- ポ 


が モス クワ に 連れ て 行か れ た 。 1500 以 上 の 屋 жоо 2 N мол | 
¿E ЛАФ), 、 ス レー ド ヌ ィ ・ ゴ ー が 移 

EB RIAD) , 、 ス レー ド ヌ ィ ・ ゴ ー ラ ド の 人 々 が 移住 さ させ られ た 。 ККУ 

モス クワ の 地方 長官 ーーーー - ーー | ソー リス トイ ン フォ メー ショ ン ・ 


セン ター( 役 所 の 建物 内 ) 
住所 : プス コー フ , クレ ムリ > 
Псков, Кремль 

の (8112) 72-2563 


(ゲル ベル シュ テイ ン 
の 言葉 に よる と 「 モ ス 
クワ の 疫病 神 」) の 飽 
く な き 金 銭 欲 、 手 に 負 
え ぬ 税金 と 刑 前 は 、 
また 次 の こと を も た 


プス コー フ の 主要 観光 名 所 

- プス コー フ ・ ク レム リン (クロ ム ) 
ー イ ヴァ ー ノ フス キ 
スネ ト ゴ ルス キー- 
アレ クサ ンド ル ・ ネ フス キー 教会 
ザ プ ス コー ザ ヴィ ユエ TA > 


らし た 。 カラ ムジ ン の е TR ТУ 
筆 に よる と 、「 不 幸 な 2: үа ТМА а 
住民 達 は 群れ を な ポロ ニシ 教会 他 

し て 別 の 地 へ と 去っ プス コー フ 周 辺 


ー イ ズ ボ ー ル スク 
(の (81148) 96-644 
ー プス コー フー ペチ ョ ー ル スキ ー 


E HC CADE 
く な っ た ・・」。 プス コ 


(h) 6 р 
: 代 記 は 悔 @ (81148) 21-839 
ー フ の 年 代 記 は 悔し Е С 8)2 1-839 


КОС А, CUD. 
「 こ うし て プス コー フ の 
名 誉 は 消え て し まっ た 」 


5 KR 
- タ レム リン か ら 出 て いる | 


ド ヴ モ ント の 町 
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プス コー フ 


クロ ム 


1581 年 ポー ラン ド 国 王 ス テ フ 
ァ ン ・ バ トー リー の 私 設 秘書 カト 
リッ ク 司 祭 ピ オト ロフ スキ ー は 日 
記 に こう 書い て いる 。 「 プ スコ ー 
フ に 感嘆 し た 。 神 よ 、 何と 巨大 
な 町 だ ! まさ に パリ だ ! 神 よ 
ここ を 征服 する の を 助け た まえ 」 
「 町 は か な り 長 く 、 北 に 行く に つ 
れ 、 狭 まっ て いた 。 南 は ヴェ リ 
| 一 カヤ 川 に 接し 、 北 に プス コー 

フ 川 が あり 、 それ! は 町 の 中 b= 
流れ て いる , А 2 に 非常 に 
固 な 塔 が ある 。 これ は レ P 
ン ゴ リド ・ ゲ ィ デン ジュ テイ ン が 
1578-1582 年 に 記し た も の だ 

プス ュ コー: 7 A クロ ム 」 の 
歴史 は 10 世 紀 に さか の ば ぼる 。 
その 時 ヴェ リー p ヤ 川 と プス 
コー フ 川 の 間 に あ る 細長 い 
岬 の 水上 15-17m の 所 に 最初 
の 石造 城 』 建て られ た 。, 
A し 後に 木 で 舗装 され た 通 

Ау ] の 石造 Ф 会 が 現れ た 。 ЗЕ ЭЕ Q) FE рч 

部 は 行政 ・ 手 工業 の 中 心 と な り 、 要塞 の そば に 商 

業 広場 の ある 広大 な 商工 地区 が 広 が っ て いた 。 


の 時 代 、 コー フ に 確か に 三 つ の 石 の 教会 が 

建 - HFA ра 、 ヽ クロ ム の トロ イツ キー( 三 位 
Ж) 聖堂 (1137-1140) 、 パ サー ド ( 商 工 地区 ) の ド 
ミー トリ ー・ ソ ツル ンス キー 教会 (1143-1146) 、 ザ ヴェ ュ 
ー リ チー の ミロ ー ジ ュ ス キー 修道 院 の スパ ー ス キ 
ー( 救 世 主 ) 聖 堂 (1147-1152) だ 。 同時 期 に イヴ ァ 
ー ノ フス キー 修道 院 の イオ アン 預言 者 聖 ` 
建て られ た 可能 性 も ある (これ は 通常 

13 世 紀 の も の だ と みな され て いる ) , 


れ た 。 ノヴゴロド 民 会 の 依頼 で 、 ア レク サ 
ンド ル ・ ネ フス キー 公 (ノヴゴロド 貴 
族 の LRR, 124044% 
に ノヴゴロド を 去っ て いた ) は 1 万 
5-7 千 人 の 軍勢 を 引き つれ 、 プ ス 
コー フ の 地 、 チ ュー ド 湖 へ 軍 を 
め た 。 リヴ ォ ニ ア 騎 士 団 は 「 く さ 
形 ( 人 4)」 に 整列 し て いた 。 アレ ク 


ド ヴ モ ント 公 の 肖像 画 

「 偉 大 な パナ ー ギ ヤ ( 主 教 が 十字 架 と 
並べ て 胸 に 下げ る 聖 像 )」 の 一 部 

(「 聖 生 神女 の 印 」 の 写し ) 18 世 紀 


で ミン ド ヴ グ 公 に 対し て 陰謀 を 企 て 、 彼 を 
殺害 する 。 ミ ンド ヴ グ 公 の 息子 ヴォ イシ ェ ル 


へ 逃げ る 。 そこ で 彼 は 正教 洗礼 を 受け 
(洗礼 名 ティ イモ フ ェ イ ) 、 ドミ ー ト リー 公 


結婚 し 、 プ スコ ー フ 公 に 選ば れ た 。 


Te ゴロ ド 主 教 ニ ー フ ォ ン ト ( ? -1156 年 ) | 


1240 年 プス コー フ は 十字 軍 に 占領 さ | 


ド ヴ モ ント (?ー1299 年 ) は リト アニ ア の ナリ シ | 
ェ ナ イ 公 (本 名 ダウ マン ティ ス ) で 、 リ ト ア ニア | 
公 ミ ンド ヴ グ の 親戚 だ っ た 。 祖国 リトアニア 


グ の 復讐 か ら 逃 れ 、 ド ヴ モ ント は プス コー フ | 


(アレ クサ ンド ル ・ ネ フス キー の 息子 ) の 娘 と | 


歴史 情報 


ГЕГИ 
À 


ガレ ミ ャ ー チ ャ ヤ 塔 
| サン ドル は 真ん中 ! 
| 軍隊 を 置い た 。 ロ シ 


ヴォ ニア 騎士 団 は 


が 背後 か ら 攻 撃 


1266 年 プス コ - 


相次ぐ 侵略 を 刺 


北西 


| ロム に 隣接 する 3 


西 か ら の 


(真ん中 の 町 ) 


моладан ty 


aa, 両側 に 強い 
軽く 突き 破っ た リ 


- 弱 い 軍 隊 る 
ア 軍 の 中 心 # 


、 強 力 な 左右 の 部 隊 に 挟 まれ Ç 
K. また 、 待ち 伏 
て いた 。 敵 は 囲ま れ 、 ロ シア 人 は 
言っ た 「 戦 い は 偉大 だ っ た 」。 生き 残っ た 十字 軍兵 

| は チュ ー ド 湖 の 水 の 上 を 


せ 所 に 隠れ て いた ノヴゴロド 兵 


ク 状態 で 逃走 し た 


て いた の は ド ヴ 


7 Z 


モン ト 公 だ 。 彼 は 1266-1269 年 リヴ ォ ニ ア 軍 の 
退 し 、1299 年 完全 に これ を 打 
ち 負 か し 、 大勝 を 収め た 。 彼 は プス コー フ の 古 
代 の 要塞 施設 を 拡張 し た ( ド ヴ モ ント の 町 ) 


省 威 が 高 ま - 


て きた た め 、 ク 


つの 防壁 が 建て られ た 。 防壁 
肉 に は 次 の 3 つの 地区 、 商 業 施設 の ある 「 長 官 
ボリ ス の 町 」(1309) 年 、「 ス レー ド ヌ ィ ・ ゴ ー ラ ド 
、「 バ リ シ ョ イ ・ ゴ ー ラ ド (大 きい 
町 )」(15 世 紀 、16 世 紀 の 町 境 ) が で きた 。 町 が 大 
| きく な る に つれ 、 バリ ショ イ ・ ゴ ー 
川 右岸 の ザ プ ス コー 

バリ ショ イ ・ ゴ ー 
10km で 、 防 壁 は 何 段 に も な り 、 便 利 な 通路 と 地下 


| 
ラド は プス コー フ | 
た が っ て いっ た | 
(HE) о ее 


- ヴ ィ エ ま 
7 F O |; f 


(ТЕО (CORRETA ok) が 建て 


ピョートル 塔 の 風 信 旗 


道 の あ る 37 の 塔 ( そ の うち 12 は 現存 - する ) を 持っ て 
いた 。 今日 まで 保存 され て いる 塔 は 全て 15 一 16 世 
紀 、 地 元 産 の 層状 E 積み тыт て 建て られ 
た 。 塔 は 滑ら か な 輪郭 で 、 円 雛 の 頂き が 切り 取ら 
れ た 形 を し て いる 最も 注目 す さき 塔 の ー つ は 、 


S02 ERT T ミ ャ ー チ ャ ヤ 塔 だ 。 15104 
と その 強化 を 気 に か け て いた モス クワ 
- チ ャ ヤ 塔 と 共に 丘 の 芳 に 石 の 
られ 


57 521—7 


の 命令 で 、 グ レミ + 


た 。 こじ ん まり し た ( 高 さ 20m, 直 径 15m) グラ 
ャ ヤ 塔 は 、 下 に 広がる ザ プ ス コ ヴ ィ ヤ の 傾 地 、: 
の プス コー フ ま で 監視 の 目 を 行き 届か せ て いた 。 年 
代 記 に は 塔 の 下 に 抜け 道 が あっ た と 書か れ て ある 、 
ミハイル ・ ロ マ ノ フ の 即位 (1613 年 ) 後 、 ク ロム は 8 つ 
の 巨大 な 塔 で 補強 され た 。 この と き 、 町 は 国境 に 近 
いと いう 有利 な 状況 に 関連 し て Є \ 経 済 的 発展 を 
遂げ る 。 プス コー フ に 300 の 
石造 の 建物 、 税 関 、 百貨 店 
(アー ケー ド 式 マー ケッ ト ) 
役所 、 大 砲 工場 が 建 
て られ 、 ト ロイ ツキ ー 
(三位一体 ) 聖堂 
が 再建 され た 。 ザ ヴ 
ェ リ チエ (ヴェ リー カヤ ギ 
川 左岸 ) の ドイ ツ 人 村 
に は ハン ザ 同 盟 の 商 
館 が 置か れ て いた 。 


プス コー フ の クロ ム 


16 世 紀 後 半 、 プ スコ ユー フ を 訪 
れ た ドイ ツ 人 ヨハ ン ・ ヴ ン デ レー 
ЛА, 町 を ロー ママ に た と えた 。 
彼 が 数 えた と ころ 、 プス コー フ 
に は 4 万 軒 も の 家 が あっ た 。 
Auld > мези. ッ パ の 大 都 
市 と 比肩 する 数 だ っ た 


会 建築 


15-16 世 紀 プ スコ ー フ で は 、 ノヴゴロド と 同様 の 、 商業 
村 の 地区 代表 者 に よる 民主 制 が 栄え た 。 各 商 業 村 に 
- つ ずつ 教会 が あっ た 。 現在 それ ら は プス コー フ の 景 
観 造形 の 重要 な 部 分 で あり 、 こ の 土地 の 習慣 、 HEU 
を 広く 反映 し て いる 。 プス コー フ の 教会 の 特徴 は 多 機 
能 か つ 実 用 的 で 
趣向 を 疾 ら し た ウラ ジー ミル ・ ス ー ズ ダリ (後に モス クワ ) 
ルー ジ の それ と は 異な っ て いる 。 この よう な 合理 的 な 
の 建設 中 に 、 有 名 な プス コー フ 派 の 建築 様式 が 
生ま れ た 。 恐らく 全て の 建築 史 研 究 家 が 記し て いる こ 
と だ が 、 プ スコ ー フ の 教会 の 創立 者 達 は 神 ・ 宗 教 的 要 
素 を あま り 考 慮 し な か っ た 。 HDD 
的 な ぎ 院 を 作る 7 と いう こと だ っ が 

La 、 多 く の 付属 建物 や 広 
当時 プス コー フ の 大 
‚ 25:1—7 人 は 頻 


大 な 地階 が 設け られ た ( 
部 ye LA а 
繁 に 発生 する 火災 に 備え 、 武 器 や 弾薬 を 
め 価値 の ある る も の は 何で も 石造 の 教会 に 保 
管 し た ) 。 また 同時 に プス コー フ の 教会 君 の 
詩情 性 に つい て は 言う まで も な い 。 そ 
独特 の 優雅 さ 、 粗 い 避 、 全 て が 優美 


で ある 。 


ゴー ルカ 丘 の ヴァ シー リー 教会 
1413 年 以前 


*、 壮 大 か な ノヴゴロド の 寺院 や や | 


題 は いか に 実用 | 
全て の 教会 は 高 | 


プロ ロム の ポ ク ロ フ 誕 生 教会 


ミロ ー ジ ュ ス キー 修道 院 


修道 院 は 、 東 は ヴェ リ 
- カ ヤ 川 、 南 と 北 は ヴェ ュ 
ー カ ヤ 川 に 流れ 込む ミ 
ロー ジュ カヤ 川 に 囲ま れ 
た 岬 に ある 。 長 さ 400m の 
低い 棚 で 囲ま れ た 修道 
院 の 総 面積 は 約 1.6 ヘ ク 
- ル だ 。 この 場所 は か 
て プス コー フ の 地 の 
重要 な 文化 の 中 
だ っ た 。 WE 
保存 され た 
写本 「 イ ー ゴ リ 
遠征 物語 」 
この 修 
修道 
да — Щи 淀 } A 
で 1150 年 代 ( 


“Ez Ж た レ 
С Б-ТЕ 


た 。 聖堂 の フレ スコ 画 は !【 


る 。 制作 者 は ビザ ン テ ィ ン の 画家 か ロジ ア 人 画家 だ 
と 言わ れ て いる が 、 定か 
j れ た 色調 、 構図 は その 土 ноб 
! 半 ば に は まだ な か っ た 
"А Ж КАРИЕ ААА АШУ: 
積極 的 な コン スタ ン テ ィ ノ 


D$ 


完 の 主教 会 で ある 
ノヴゴロド 


16 世 紀 


『 わ れ て 
スパ ソ 
大 主教 
別 の 説 で は 1140 年 代 ) に % 
2-3 年 後に 建築 作業 が 終わ る と 、 


ま と ん 


壁画 が 描き 込ま れ 


で は な い 


-Z V; 


èg 


| が ある 。 クー ポラ の 下 に は 


| 使 、 使 徒 、 


還 楼 の ある パロ ム そ ば の ウス ペー ニー エ 教会 15214 


С, осе に お いて 
"すみ その こと 


уе» 求め た の で は な いか と 考 
彼 は 周 ven )、 主題 の プロ グ : q ` 
り に 行い 、 キ リス ト の スト ー リ ー 性 の ある 壁画 を 制作 


し た それ мез TAIS 
限 の 効果 を 発揮 し た 。 キ 
リス ト 教 の 重要 な 意義 と 神 
秘 性 が 描か れ た 主題 の 配 
置 は 厳格 な ヒエ ラル キー 
( 位 層 制 ) に 従っ て いる 
中 央 の (至宝 座 ) 後 陣 に 
олсе イス ス 」 

(中 央 に キリ スト 、 左 右 
Spa Ae ヨハ 

こ 大 天使 や 福音 書 使徒 3 
配置 し た :) が 描か れ て い 
る 。 玉座 の キリ スト と 立っ て 
いる 生 神 女 (聖母 


マリ ア ) と 
預言 者 イオ アン (ヨハ ネ ) 


彼ら の 下 に 聖体 機密 の 台 


キリ スト の 復活 、 ク ー ポ ラ 
の ドラ ム 部 に は 生 神 女 、 天 
と の 下 に は БА 
> た 預言 者 達 
ー 7 (К+ SN F 
球面 三角 
| бе 人 の 福音 伝 
台 ( 聖 体 礼儀 の パン と 
) 酒 を 準備 する 場所 ) と 
輪 祭 ( 最 下級 聖職 t) の フ 
レス コ 画 は 預言 者 イオ ア ・ 
の 伝記 と 大 天使 ミカ エル の 
行 伝 を 讃え て いる 。 信徒 が 
立っ て いた 場所 の 丸 天 井 、 
E. ФЕ САН 
聖書 の 話 が 描か れ て 
Z キリ スト の 


SEREA, WE W 


MILD С 
フレ スコ 画 は 


か ら 、 や は り ピ 


- フ 人 の キリ 


スト 教化 に 最大 


か れ た 。 鉱物 染料 は 輸入 も の だ けが 使わ れ 、 ビ ザ 
ン テ ィ ン の アジ ア の 領 か ら 天 藍 石 、 孔 雀 石 (当時 ウ 
ラル 鉱山 は まだ 発見 され て いな か っ た 。 そこ に は ま 
だ ロシア 人 が 住ん で いな か っ た ) 、 赤 と 黄 色 の 染料 
が 持ち 込ま れ た 。 

城 避 を 持っ て いな か っ た ミロ ー ジ : 
は 、 モ ン ゴ ル 軍 の プス コー ブフ 襲来 時 、 最 初 の 被害 
地 と な っ た 。 ЫМ, 修道 院 の 衰退 は 、 モ ン ゴ ル の 前 | 
来 で は な く 、 プ スコ ユー フ の モス クワ 併合 と 関係 が あ 
ан て の 豊か な 修道 院 は 、 み じ め な 
> て いた 。 この こと を 物語 っ て いる の が 、 
スパ ソー プレ オブ プラ ジェ ンス キー 聖堂 の 古代 フレ 
スコ 画 ア ン サ ン ブ ル の 保存 < | 
が な か っ た )。 16 世 紀 聖 堂 の 壁 は 、 е 
1. К?ЗД, ZL D LENAN 
て いた 。 壁 の 下 の フレ スコ 画 が 偶然 発見 され た の は 
19 世 紀 の DIE BE 業 中 ы % 
ー ジ ッ ツ ァ 通 り の 救世 
た 後 、 ロ シン ア で 唯一 x: 
の フレ スコ 画 ア ン サ ン ブ ル に な っ た | 


フレ スコ 画 


「 大 天使 ミカ エル 」 ミロ ー ジ ュ ス キー 聖堂 


プス コー フ の 地 
イズ ボー ルス ク 


| イズ ボー ルス ク 
| プス コー フ の 南西 (25km) ゴ ロジ シェ ンス コ イズ ボー ルス ク が 初め て 年 代 記 に 記さ れる の は 
| Дей Z= =O]; 0 ECF A 862 年 。 当時 イズ ボー ルス ク は プス コー フ へ の 敵 の 
| な プス コー フ の 城塞 町 だ っ た トル レー ヴォ ル 町 алас 役割 を =ч ее han 立 に つい 
| تر خی‎ ミコ нщ ーー РРА <'Степенная krHura(17 代 の 家系 図 , ワ ウラ ジー ミル 
| と イズ が ル スク が ある 。 この 二 つ は 10-12 世 1 世 か ら イ ヴァ ン 雷 帝 ま で の ロシア 史 が 書か れ た 年 
紀 ノ レ ー シ の 西 の 国境 警備 の 町 だ っ た | 代 記 ) 」(16 世 紀 ) は 次 の よう に 述べ て いる 。 I 
| プス コー フ は まだ な く 、 国 で 初め て 建て られ た 町 
| イズ ボー ルス ク と 呼ん で いた 」。 伝承 に よる と 、 イ 
| L Z > ЯЗ 一 ルス ク は ノヴゴロド 人 スロ ヴェ ン の 名 に ちな ん で 当 
初 ス ロ ヴ ェ ン スク と 呼ば れ 、 後に スロ ヴェ ン の 息子 イ 
ズ ボ ル に ちな ん で イズ ボー ルス ク と 呼ば れる よう に 
な っ た 。 ヴァ リャ ー グ 人 招致 の 美しい 伝説 に よる と 、 
「 長 見 の リュ ー リ ク は ノヴゴロド に 、 次 兄 の シネ ウス は 
7 デラ (ЕЙ) С, 三男 ( 未 弟 ) の トル レー ヴォ ル 


| - ル スク に 居 を 定め た と ある が 、 ここ OME А z f: : š 
оен наса イズ ポー ルス ク 要 寒 の 城壁 | 
240 征 イス ホー ` s k = 7 Ph] C ram А 
され 、 そ の 後 プ スコ ー フ が 陥落 し 、 ノ ヴ ゴ ロ ド に 直 拉 トル ー ヴ ォ ル の 跡地 | 
の 作成 が 迫っ た 。 РИТ 720983 げ 、 そ の 後 イ ボー ルス хаво b= Z + v O BR BIE AR — /v 22 D dk 
施設 は 早急 の 再建 が ム 要 に な っ た 。 1303 年 イズ ボ A DN UIE URE SIL, HE TORO OE - あ り 、 そ の すそ は ゴロ ジ シ ュ ン 
ー ル スク は 年 代 記 に ある よう に 、「 新 し い 場所 」、 す な maf р され た | ス ュ エ 湖 、 マ リス コ エ 湖 に 向かっ て 延び て 
わ ち 、「 ジ ェ ラ ヴ リ ( 稚 ) 丘 」 に - ら れ た 。 新 要 寒 は 現在 イズ ボー ルス ク 要 寒 は 印象 深い 廃 玉 で あ ? 複合 施設 ет О, 本 や 草 が 生 い 茂 っ た 
| 当初 石 の 塔 を も つ 木 造 封 築 だ っ た が 、 そ の 後 石 の その 中 か ら 半 壊し た 塔 が そびえ a 最も 高く 廃 堪 は 恐らく 北部 ルー シ の 最も 古い гота 
| 城 案 が 増築 され (1330 年 て) 、16 世 紀 初頭 まで 8 回 ( 高 さ は 現在 も 約 19m) どっ し り し た や ぐら 塔 、 唯 一 | 現在 ү うれ て いる 古代 の 墓地 だ 。 多く の 古い 墓 | 
に わた る 包囲 攻撃 を し の い だ 。 特に 長く 続い た の の 直角 三角 Ж юй で ある タラ ス フ カ ヤ 塔 、 は 14 一 15 世 紀 の 巨 大 な 石 で Rib こい る 。 現存 す | 
が 1349 年 の リヴ ォ ニ ア 騎 士 団 に よる 包囲 だ っ た が 、 入口 を 狼 い 、 擁護 し て いた テム ヌー シュ | る 15 世 Боло 字 架 の 一 つ は 巨大 で 、 pran ト 
陥落 し な い イ ズ ボ ー ル スク は ドイ ツ 人 に 「 鉄 の 町 」 南 に は Ана - れ は 19 世 紀 | り も 高い MEDNOTES $ け られ 
と 呼ば れ た 。 1368 年 多く の 城壁 破壊 兵器 を 製造 て 使わ れ て お り 、 そ の 大 音響 は プス コ - | た 。 か つて この 十字 人 架 の арасан 
| < た リヴ ォ ニ ア 崎 士 団 は 再び イズ ボー ルス ク 占 拠 に き 渡 っ た と いう 6 番目 の 塔 クー コ フ カ (円 屋根 ) は | 説 の 3 人 の 一 人 、 トル ー ヴ ォ ル が 眠っ て いる と 思わ れ 
| 歴史 情報 向かっ た 。 プス コー フ の 年 代 記 に よる と 、 ド イツ 人 は 最も 古く 、 要 寒 が 木造 だ っ た 時 代 に 建て られ た 。| て いた AA ー ヴ ォ ル 跡地 の 古墳 の 盛 5 u. | 
эу aO k L Ae こと ч = n EDK DZ z ر‎ = y ) we) л | た い 印 象 を が その 北 の 南 に 深い く ぼ 地 が ある 。 
а Ыы NR ие кс \ MATELAS RAPIE 2. коп КОН Пп AON に си үле АМ ЫА apo ss шү 
E aa zE т" ЕЛС A т ) ど 、 ` ` “гих を へ 2 1А ы Ë ی‎ ЫА Ж а Š эң р 6 Wh 
| 目 し あっ た 種族 た ち が 「… 自 分 た ち に 言っ た :( 我 々 を 統治 し 、 リツ トニ ア の 戦い (1558-1583) で イズ ボー ルス ク DEKE, HEY 3 に 運ん で いた の た К ж J DI ТОКЕ БОЕ MEEDOEN SE LS 
正しく 裁 いて くれ る 公 を 探し に 行こ う 》 。 そし て 外国 の ルー シ へ は プス コー 国境 防 j 線 の 環 に 入っ て いた 。 防衛 部 の 鐘楼 ( 塔 ) の そば に 15 世 紀 前 半 に 建て られ た | + а AOH BE, W AOAI 見 さ 
ヴァ リャ ー グ を 求め て 行っ た 。 この ヴァ リャ ー グ の 中 の ある も の は 、 線 の 環 に は その 時 まで に 建て られ た べ ペチ ョ ー ル スキ (鐘楼 は 19 世 紀 ) ニ コラ イ 聖 堂 が 立っ て いる 。 城壁 内 れ ае O с: т 
| ルー シ と いい 、 ある も の は シュ ヴェ ー デ ィ ( ス ウェ ー デ ン ) と い 、 ある — (QH) 1 “の 要塞 施設 が : あっ た 。 それ ら は 全 に は 他 に 2- она ある 。 誕生 教会 ( 15 世 紀 ) と 小 | これ が 建 て られ た の は 、 跡地 が 自分 の 意義 を 失っ た 
| も の は ノル マー ヌィ (ノル マン ) 、 ア ング ル ィ (アン グロ ) と いい 、 他 に | て 、17 世 紀 の ポ ー ラ ンド 軍 侵 攻 の 際 も 、 重要 な 役割 さい セル ギ - ゞ ネ ジュ スキ ー 誕 生 教 会 (18 世 紀 , | 時 だ っ た 
| ゴット ラン ド も いた …。 ルーシ は スラ ヴ に 言っ た 。 《 我 ら の 国 は 大 き | を 果たし た 。 北方 戦争 (1700-1721) の 勝利 で ロン ア 長く 商 ] «дне ыы, た 場所 に 建て られ た ) だ 


く て 、 豊か だ 。 し か し 、 秩序 が な い 。 来 た り て 、 公 と し て 君臨 し 
我ら を 統治 せよ 》。 そし て 、 3 人 の 兄弟 が その 氏族 と と も に 選 
EN, 彼ら は 全 ル ー シ を 率い て や っ て きた …」( リ ハー チー 編集 ) 
18 世 紀 ア ン ナ 女帝 時 代 の ドイ ツ 人 歴史 家達 (恐らく ゴット リー ブ ・ 
パイ エル ,「 ノ ルマン 説 」 の 創始 者 ) は 年 代 記 の 「 海 の 向こう 」 は 
スカ ンジ ナヴィ ア 半 島 だ と 考え て いた 。 が 、 ス カン ジ ナ ヴィ ア 半 島 
で 国家 が 成立 し た の は 、 原 初 年 代 記 の ヴァ リャ ー グ 招致 伝説 
の 年 代 よ りほ と ん ど 1 世 紀 後 (ハラ ルド 1 世 890-945. ノ ルウ ェ ー 
統一 ) だ と され て いる 。 こ の よう な 説 は 政治 的 に 使わ れ て いた 。 
だ が 、 考 古 学 、 言 語学 、 人 類 学 (19 世 紀 末 一 20 世 紀 前 半 ) 
の 研究 が 進 お に つれ 、 ノ ルマン 説 に は 、 そ れ を 裏付け る 根拠 が な 
いこ と が 明らか に な っ て きた 。 と は いえ 、 他 に 有力 な 説 も な く 、 リ ュ _ 

ー リ ク と その 兄弟 の 起源 を めぐ っ て の 論争 は 現在 も 続い て いる 。 や ぐら 塔 
ノル マン 説 支 持 者 は トル ー ヴ ォ ル の 名 を ゴー ト ・ ス カン ジ ナ ヴィ ア 
語 の 方 言 に 求め て みた が 、 徒 労 に 終わ っ た 。 そ れ より も 、 ケ ル 

ト 語 に 起源 を 求め た 方 が 早い よう だ (ケル ト 語 .trywyr「 三 人 
ON). 20 世 紀 初 頭 優れ た 言語 学者 で 古代 ロシア の 大 家 の 
シャ フ マ ト フ が 研究 し て いた ケル ト ・ ス ラヴ 人 の 関係 は 考え られ 
て いる より 、 古く 、 深い も の だ と いう こと が わか る 。 
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プス コー フ テ ペ チョ ー ル スキ ー 
(洞窟 ) 修 道 院 


大 鐘楼 上 の 
大 天使 (p.253) 


| ウス ペン スキ ー・ プ スコ ー フ テ 
| ペチ ョ ー ル スキ ー (їйї) 修道 
院 は サン クト ・ ペ テル ブル グ の 
南西 340km、 プ スコ ー フ の 西 
70km の プス コー フ 州 の 中 心 
地 ベ チョ ー ル ィ に ある 。 ここ 
の カメ ネツ キー 川 が 流れ 
る 深い 盆地 の 砂 の 斜面 
で 、 か つて 修道 僧 が 最 

初 の 洞窟 ( ペ チョ ー ラ ) 


を 発見 し た 。 その 洞窟 の 最 
初 の 言及 は 1392 年 と され る 
1470 年 ここ に デル プ ト ( エ スト ニア の 
町 タル トゥ の 旧名 ) の 聖職 者 イオ ナ (?- 
1489) が 住み 、 彼 の 提唱 で 1473 年 に 初 
め て の 洞 窒 昇天 教会 が 建て られ た 
半 世 紀 後 、 昇 天 教 会 は 再建 され 、 拡 
張 さ れ た が 、 修 道 院 の 施設 及び 土地 は 
モス クワ ・ レ ー シ の も の に な り 、 モス クワ 
大 公 の 代表 者 ミシュ ー リ ・ ム ー ニ ヒン に 
よっ て 治め られ た 。 彼 の 任務 は 、 修道 
院 を リヴ ォ ニ ア と の 国境 の 守り の 拠 


| NIF ар > ы z: В. z 4T> = | x = F アソ サ ・ 
ピョートル 塔 の ある 聖 門 だ っ た が 、 s rh а т E 上 空 か ら 見 た 聖 門 の 眺め 修道 院 と 大 鐘楼 の ある 下 の ア ン サン ブル の 眺め 
が あっ た ( 彼 は エジプト の モス クワ 大 使 で 、 あ る ン ガ リー 軍 も ファ レネ ベク の ドイ ツ 軍 も 
説 に よる と 、 彼 の ニッ ク ネ ー ム 、 ミ シュ ー リ 「 エ ジ プ な すす べ が な い …。 この 場所 は 聖 な 
ト 人 」 は ここ か ら 来 た も の れる )。 1520 年 代 | る 場所 で 、 (城壁 に 開け た 穴 に ) 近 づ 
| ミシュ ー リ は 自分 の 資金 で ここ に 石造 の 建物 を いて も その 先 に 行く こと 2 
| 建て た | ロシア 人 は š 
| | し て くる 」 
| | デン 人 の 手 に 落ち る が 、 一 晩 だ ! 
| = | っ た 。 1611-1616 年 偽 ド ミー トリ 
| жж | パン ・ リ ソフ スキ ー (カラ ムジ ン に よる と 
| 1558-1565 年 修道 士 パ フ ヌ ー チ ー (パー ヴェ ル ・ 「 騎 士 の よう に 勇敢 だ が 、 彼 の 仕事 は 


を 道 院長 搾取 者 の よう だ 」) が 占領 し よう と し 、 


| ザ ボ ロト ヌィ ) を 盟友 に 得 た ユル ニ リ ン 人 1 


の 時 、 修道院 の 周り に 9 つの 塔 が ある 堅固 な 防 ЫК ИЕ нн р-у 
зе うさ k. Á = 2 ルー 17 +s る ボー ラン ド 軍 が 侵 т 
壁 が 建て られ た (全長 約 810m)。 1581-1582 年 新 ヴィ チ 率 いる ポー ラン ド 軍 が 侵攻 し て 


し い 要 寒 が 難航 不 落 で ある こと は 、 ステ ファ ン ・ た 。 1701 年 修道 院 は 4 度 も スウ ェ ー 
| バト ー リ ー 軍 の 包囲 に よっ て 確認 され た ン 軍 に 包囲 され た 

| ステ ファ ン は この 時 、 次 の よう に 書い て いる | 

| 「 ペ チョ ー ル イィ は まだ 無傷 だ 。 ボル ネ ミ シー の ハ | 
修道 院 ア ン サ ン ブ ル 


| 3 世紀 に 渡っ て 形成 され た 偽 


E ア ン サ ンプ | 時 代 に 建て られ た 美しい 5 つの 空間 が ある 鐘楼 

| 上 の 棚 ( 高 台 の 要 守 側 塁 ) か ら 見 た 修道 院 の 眺め 介し が 世界 に 誇る 美しき で ある こと は 疑い な い 。 | (1532 年 )、 プ ラ ゴ ヴ ェ ー シ ェ ンス カヤ ・ ト ラバ ズ ナ 
ーー アン サン ブル の 特徴 は 深い 盆地 に ある こと だ 。| ヤ 教 会 (1541 年 ) 、 装飾 が 豊富 に 施さ れ た リ ジ ニ 

修道 院 の 入口 は 聖 門 が ある 通用 塔 で 飾ら し れ て いる 。 | ツァ (17 世 紀 ) な どの 建築 物 が ある 。 ウス ペン スキ 

| 型 門 は 修道 院 の 上 部 に 通じ し て お り 、 そこ に は ミ | 一 洞 癒 聖堂 と 18 世 紀 増 築 さ れ た ポ ク ロ フス カヤ 


ハイ ロフ スキ ー 聖 堂 (19 世 紀 前 半 ) や ー つ の 冠 | 教会 か ら 修道 院 墓地 で ある 天然 洞窟 の 入口 へ 行 
頂 の ニコ ライ 教会 (1565 年 ) が ある 。 ニコ ライ 門 は | 


| 
| 修道 院 の 下部 に 通じ て いる 。 そこ で は さま ざま な | 
l 


( 


ニコ ライ 教会 の 内 装 — | 


プス コー フー ペチ ョ ー ル スキ ー 
(洞窟 ) 修 道 院 


Rm 


I н 、 そ の 創始 者 イオ ナ が プス 
| : 位 Жр: の 聖職 者 Et 達 に HH の pk Hu 
eL て ほし いと 頼む と 、 彼ら は 建物 が 伝統 的 
で な いこ と を 引き 合い に だ し て 、 断っ た 。 その 時 
イオ ナ は ノヴゴロド 大 主 ЫЗ フィ ル の 認可 を 
求め 、 彼 は 聖職 者 達 に 成 聖 式 ( 祝 福 ) を 行う よう 
に 命じ た 。 儀式 は 3 年 8 月 15 日 日 、 生 神女 - マリ ヤ | 
受 祭 (永眠 し た 日 ) に 行わ れ た 。 この 日 が 修道 
宛 設 立 の 日 だ と され る , д スペ ンス キー 聖堂 の 中 
央 部 に 生 神 女 マ リヤ の イコ ン 画 が ある 。 1759 年 
の 上 に ポ ク ロ フ (EWS) 生 神 女 マ リ 
寺院 、 修 道 院 の 裁判 施設 が % うれ た 


聖 洞窟 


まき さ 約 200m の 天然 mA 7 本 の 通路 が を 
それ ら は 異な る 時 ば され 、 拡張 され た 
洞窟 内 の 気温 は 常に 約 5C に 保 た れ て お り 、 ミ イラ 
の 自然 保存 に 理想 的 な me UE を つく り だ し て いる 。 
洞窟 内 の 埋 ی‎ が 、1 万 
人 以上 だ と され て いる M の 壁 に は 埋葬 者 の 名 
が 書か れ た 陶器 (セラ ミッ ク ) と 石 / KO ゲ レ ー ト が あ 
V, ス ヴ ォ ー ロ フ 家 、 ル チン r.Z Ў と 
ブ プ ト ゥ ルリ ン 家 、 ム ス チ スラ ブフ 秀 
プレ シェ ー エ フ 家 、 クト ゥ ー ゾ ン フ : 
| 一 家 の と いっ た ロシア の 有名 な 一 家 の 名 前 が 書 
か れ て ある 


| ピョートル 塔 の ある 聖 門 


| 大 鐘楼 


1 も 巨大 さ を 誇 る 。 上 の 鐘 つ き 堂 は 17 世 紀 に 増築 さ | フス キー 公 に よっ て 提 йт ルイ ー ジ ・ ル スカ 


| ら す 。 この 古代 ロシア の 6 


| ге プス コー フ 県 知事 に 次 の よう に 書い て いる 。 


修道 院 の 主 (大 ) 鐘楼 


プス コー フ 洞 窒 の 大 鐘楼 は ロシア の 鐘楼 の 中 で | アレ クサ ンド ル 1 世 は プス - フ の 県 知事 シャ ホ 


れ 、 信 号 用 鐘 と し て 定め られ て いた 。 プス コー フ の | の 設計 案 を 承認 し た 。 1820 年 「 教 会 は 外 か ら 建 て 
鐘 は 鐘 の 中 の 舌 で は な く 、 鐘 自体 を 振り 動か し て 鳴 | られ 、 HITE. 1827 年 E で に 内 部 装飾 が 施さ 
鐘 の 鳴ら し 方 が 保存 され て | れ 、 大 天使 ミカ エル (ロシア 語 読み : ミ ハイ ル ) の 名 
修道 院 だ け だ 。 鐘楼 の 東側 、| で 成 聖 式 が 行わ れ た 。 教会 の 長 の 一 つ に 1812 年 
の ある 境目 、 特 別 な 塔 の 中 に | に に く な っ た 兵士 の 名 が 刻ま れ た 2 つの プレ ー ト 
16 世 紀 か ら あ る が 設置 され て いる 。 1586 年 の 目 | が 設置 され た 。 また 、 uu cik BZ r O 
録 に よる と 、「 そ の 鐘楼 に 時 刻 を 告げ る 鐘 が あっ た 。 右手 」 が 保管 され て いる . 

鐘 は 時 計 と つなが っ て お り 、 KD 下 に ある 中 鐘 は 
1 時 間 その 下 の 二 つ の 鐘 ( ド イツ 製 ) は 15 分 
か 30 分 こ 音 を 鳴ら し た 」 と ある 。 


いる の は 、 現在 洞 
ウス ペン スキ ー 聖 3 


修道 院 イ コン 画 DEE HOS BU | 


ミ ハ イ ロ フ スキ ー (ミハイル ) 聖堂 

1812 年 ナポレオン 軍 の 侵攻 の 除 、 古代 の プス 
コー フ の 防衛 線 は 戦 の 準備 が で き て いな か っ た . 
ポー ロッツ ク (<・ バラ ルー シ の 都市 ) が 占領 され た 時 
プス コー フ の 古 領 も 時 間 の 問 ) ui = っ た 
1812 征 10 月 6 日 プス = コー フフ 洞窟 修 

士 達 は 非常 手段 に 訴え た 。 彼ら は 人 人 
1581 年 バト ー リ ー の 包囲 か ら プ スコ ー フ を 救っ た 
奇跡 の イコ ン 画 「 生 神女 昇天 」 を 持ち 出し 、 そ れ を 
「 掲 げた 」。 そし て 翌日 プス コー フ の 周り で 十字 行 
(十字 架 と の ぼり を 持っ た 信徒 の 行列 ) を 行っ た 。 
する と 同日 、 ポ ボーロ ツク は フラ ンス 軍 を 撃退 し た 。 
ロ シ жо 司令 官 ビ ピョートル ・ ヴ ィ イト ゲン シュ テイ 


祈り は 開き 届け られ た …。 ポー ロ ツ ク の 敵 は 完 

全 に 撃破 され 、 前 衛 部 隊 に よっ て レー ペリ へ 追い 
や られ た 」。 

「 プ スコ ー フ の 奇跡 的 な 解放 」 を 記念 し て 修道 院 

に 新しい 寺院 を 建設 する 決定 が 下さ れ た 。 1815 年 | 
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モス クワ は 世界 最大 の 都市 の 一 つ 、 最 大 国家 の 首都 、1000 年 
近い 歴史 を 持ち 、 力強い 近代 的 な メガ ロ ポ リス 、 人 口 約 1000 万 人 、 f 
経済 金 
考古 学者 達 は ネグリ ナヤ 川 と モス クワ 川 の 合流 地点 、 現在 クレ 


る 。 最後 の 氷河 後退 時 か ら 最 初 の 移住 者 が モス クワ 川岸 に 住み 
始め た の は 石器 時 代 で 、 人 々 が ここ で 生活 を し た の は 青銅 器 時 
代 、 鉄 器 時 代 初期 だ 。 し か し モス クワ が 初め て 年 代 記 に 登場 する の は 
1147 年 、 ゲ オル ギー・ ウ ラジ ー ミ ロ ヴ ィ チ (ユー リー・ ド ル ゴ ル ー キ ー) が 
自分 の スー ズ ダ リ 公 国 の 東 の は ずれ 「 モ スコ フ (モス クワ ) 」 に ノヴゴロド ・ 
セ ヴ ェ ルス キー (ノヴゴロド ・ 西 ) 全 ス ヴ ャ トス ラフ を 呼ん だ 時 で ある 。 
モス クワ で 2 人 は 会 議 を し 、 そ の 後 ゲ オル ギー は 年 代 記 に よる と 、 お 客 
( ス ヴ ャ トス ラフ ) に 「 昼 食 」 を 出し た 。 1156 年 テー リー は ボロ ヴィ ツ カ ヤ 
丘 に 約 2 ヘ クタ ー ル の 広場 を 囲む 小さ い 木 造 の 要塞 を 建て た 。 

モス クワ の 興隆 、 モ スク ワ が 古代 ロシア 国家 ルー シ の 主要 都市 に な 
っ た の は 、 ア レク サン ドル ・ ネ フス キー の 人 孫 で 、 イ ヴァ ン ・ カ リタ ー の 名 で 
有名 な イヴ ァ ン 1 世 ダ ニー ロ ヴ ィ チ (9?-1340) 公 の 治世 だ 。 キプチャク 汗 
国内 に 勢力 を も ち 、 汗 国 の 役人 を 買収 し た 彼 は 、 モ スク ワ を その 人 破 減 
的 な 龍 来 ( モ ン ゴ ル の く び き ) か ら 解 放し 、 モ スク ワ 公 国 の 経済 力 を 増 
大 させ 大 事業 を 展開 し た 。 彼 の 孫 、 ド ミー トリ ー・ ド ンス コイ (1350-1389) 
(モス クワ 大 公 (1359 て ) 、 ウ ラジ ー ミ ル 大 公 (1362 て ) ) は イヴ ァ ン ・ 
カリ ター に よっ て 鞭 積 され た モス クワ の 経済 力 を 上 手 に 運用 し た 。 
1357 年 ドミ ー ト リー は 白亜 の クレ ムリ ン を 建て る 。 自分 の 首都 を 強化 し 、 
彼 は 真っ 向 か ら キプチャク 汗 国 と 対立 し た 。 モン ゴル 軍 と の 2 度 の 武力 
衝突 は 2 度 と も モス クワ 軍 の 勝利 に 終わ り 、 モンゴル 軍 に 壊滅 的 敗北 を 
も た らし た (ヴォー ジェ の 戦い (1378 年 ) 、 ク リコ ヴォ の 戦い (1380 年 ) )。 
その 後 、 ド ミー トリ ー は キプチャク 汗 に 許可 を 求め ず 大 公 位 を 息子 に 
譲っ た 。 彼 の 治世 、 モ スク ワ は セル ギー・ ラ ド ネ ジュ スキ ー 教 会 の 後ろ 盾 
の も と ルー シ と モン ゴル 軍 の 戦い の 砦 と な り 、 ル ー シ の 絶対 的 な 政治 ・ 
宗教 の 中 心 に な っ た 

ロシア 国家 の 首都 の 地位 を 得る の に 決定 的 な 役割 を 果たし た の は 、 
イヴ ァ ン 3 世 (1440-1505) だ 。 彼 は モス クワ 周辺 の ロシア 公国 を 併合 


ムリ ン の ある ボロ ヴィ ツ カ ヤ 丘 に は 常に 人 が 住み 続け た と し て い y 
P 


た 。 コン スタ ン テ ィ ノ ー プ ル 陥 落 後 、 イ タリ ア に 人 避難 し て いた ビザ ン テ ィ | 


ン 和 皇帝 (コン スタ ン テ ィ ヌ ス 11 世 ) の 巡 ソ フィ ヤ ・ パ レオ ー ロ グ を 妃 に 迎 
えた イヴ ァ ン 3 世 は 、 モ スク ワ は 第 三 の ロ ー マ で ある と 宣言 し 、 ロ シア の 
紋章 に 新しい 国家 の 象徴 、 EOR 


クレ ムリ ン の スパ ー ス カヤ 塔 と ヴァ シー リー 聖堂 の 眺め 


IODE, Y A 


16 世 紀 の ロ シア の 紋章 
1497 年 イヴ ァ ン 3 世 は 国 印 を 


承認 し た 。 印 の 表 に は 槍 で 
に 一 撃 を 加え る 騎士 像 が 
| に は 頭上 に 王冠 を 抱い た 双 
| 頭 の 和英 が 描か れ て いる 。 544 
| は 大 公 (イヴ ァ ン 3 世 ) を 表し 
| ота, оазе 
| ル ギ ウ ス 像 と 似 て いた た め 、 
現在 ロシア 人 は 国 印 に 描か 
れ て いる の は 、 イ ヴァ ン 3 世 で 
は な く 、 モス クワ の 守護 聖人 | 


| 
ゲオ ル ギ ウ ス だ と 思っ て いる 。 


モス クワ 創立 者 ユー リー 
(ギュ ルギー, ゲ オル ギー) 
ドル ゴル ー キ ー 公 像 1954 年 
(彫刻 家 C. オ ル ロ ー フ . 
A ア ント ロー ポ フ . N. シ ュ タ ム ) 


| 聖 ヴァ シー リー 聖堂 


リュ ー リ ク 王 朝 の 末次 
ドル の 時 代 の 16 世 # 


ヴァ ン 4 世 と 
! モ スク ワ の 発展 は 、 


中 世 後期 の ほか の 政治 的 中 心地 の 発展 と あま 


りか わら な か っ た 。 常に 
モス クワ は いく 


外国 か ら の 諾 撃 に 備え 
つか の 要塞 の 線 で 囲ま れ て いた 。 


2 観光 名 所 と な っ て いる モス クワ の ク р, 
[РШ っ うた 。 € DRED n] — 5 ー シ を 
統治 ゝ する 皇帝 (ツァ ー リ ) や 大 貴族 (: A ル ) の 


s 敷 が 広がっ - て いた ( 
模 の 建築 物 を た て る た め に 
収 り 壊 され た ) 。 ここ に は 総 
E 教 や モス クワ 公国 の 主要 
な 寺院 が あっ た 。 クレ ムリ ン 
あっ た 旧 商 [ 業 地 
Fr タ イ ・ ゴ ー ジ ラド) に は 大 
EOR, 造幣 局 、 юп 
th Tf ы О, +4 
な 保存 所 の ある 数 多く の 百 
貨 店 が キタ イ ・ ゴ ー ラ ド の 防 
壁 に よっ て 守ら れ て いた 。 
次 の 強化 ライ ン ( 防 衛 線 ) は 
ツァ ー リ ・ ゴ ー ラ ド (ベール イ ・ 
ゴー ラド : 現 在 プ リヴ ァ ー ル 
ノエ ・ コ リツ ァ ー の 境 。 エ カ 
チェ リー ナ 2 世 時 代 、 古 い 
城壁 の 場所 に 建て られ た ) 
を 取り 囲ん で いた 。 


と の 息子 


(後者 の 屋敷 は 後に 国家 規 


| それ か ら や っ と 最後 
| の ライ ン 、 スコ ロ ド ム 、 クレ 
ムリ ン の 南 、 モス クワ 川 
| の 急 カ ー ブ の ザ モ スク 
ヴァ レー チ エエ 材 だ 。 この 
最 


k D BH T RR (R H 
の サド ー ヴ ァ ヤ ・ カ リツ 
r— は 長い 間 モ スク ワ 
の 境 だ っ た 。 動乱 時 代 
の ドラ マチ ッ ク な 事件 と 
1610-1612 年 の オ 7 
ンド 和 軍 の モス クワ 占領 は 
その 略奪 を も た らし た 
が 、 経 済 的 な 威力 は 失 
Шо, ロマ ノ フ 
の 即位 (1613 年 ) と 共に 
モス クワ は 防衛 施設 を 
固め る と いう より 、 飾ら れ 
た 。 建築 、 イ コン 画 の 特 
徴 が か わり 、 全て 上 流 
非 宗 教 的 な 性 格 、 鮮 や 
か さと 多様 さ ( モ スク ワ 
の 電文 模様 ) を 持つ よう に な っ 7 
い モ スク ワ の 芸術 観 
れ 、 ペ テル ブル グ 6 
カカ を 借り な か っ た 。 
に あう よう に 整備 : た 


この よう な 新 【 
か ら 後 に ピョートル 1 世 は 上 離 

t Ton こ は モ スク ワ 建 人 径 家 の 
スク ワ の 町 は 商人 の 美意識 


赤 の 広場 


| と 聖 ヴァ シー リー 聖堂 
クレ ムリ ン ( 城 塞 ) は 17 世 紀 ま で 主 に 木造 建築 
に よっ -~ СЗ E れ て いた 。 石造 り の 大 部 分 は 、 城壁 
し " 


その 中 で 最も 有名 な の が 聖 ヴ ァ シ ー 


ポ ク ロ フス キー- 


1 - Hu де [ Jë 
この 聖堂 は 、 


xQ) КО J) 


{77У ЕС ko C 1555- 
1561 年 、 ク レム リン ( 城 寒 ) 

ゴ ーー ラボ Z 

の 端 に 建て られ た 

表 バ ル マ と ポー ス 


トニ ク ) 。 聖堂 に は 初期 、 
1 を 頂い た 8 つの 
小 教会 が あっ た 。 それ ら 
は 中 央 の 多角 形 の R 塔 
の ある 聖堂 ( ポ ボク ロフ スキ 
ー) の 周り に 集め られ た 
教会 が 集まっ 
た 場所 に 、 ヴ ァ シ ー リ ー 
聖 下 の : É MEDS, l үе 後 
(1670 年 代 ) に は 失 塔 の 
る 鐘楼 が 加え Z られ た 
聖堂 は 広い 広場 に % 
られ た A IEE K 
イヴ ァ ン 3 世 の 命令 で 取り 


ヴォ スク レセ ンス キ エ 門 
17 世 紀 


壊さ れ 7 
場所 を 含 2 


初期 


Ht т 最 大 の 広場 、 
ト っ た の は 恐らく 18 世 紀 禄 
15304 
- 血 の 色 に 】 

が ガ の 城壁 に ? 
て いな い 


6 


「 赤 MS 場 な の か 、 


| 刑 用 高台 て 
| と も クレ 
と か 、 は 


タイ 


ん で いた 


+ トル グ ( 


“流さ れ 7 
ムリ ン の 赤 し 


><) | 


= 0 Ол; 造 建 築 物 が あっ た 


H 
た 場 


С) と 呼ば れ て いた 
赤 の 広場 


は マー ケッ ト 用 に つく と 
これ が 今 
で ある 現在 の 
月 頭 だ が 、 何故 
E 代 に 広場 に あっ た 処 
> な ん で か 、 そ れ 


` 


広場 が 玉 


› 


れ KOI +19 世 紀 の こと だ 。 1 


火事 後 
ょ 埋め 立 て られ 、 


後 、 ク レム リン 


彫刻 家 1. 
に 「 上 の 百貨 店 (} 
れ た 。 19 世 紀 末 
に まり 9、 
отот, 


( 
I 
た 。 1818 年 広場 に ミー= 
( マル トス ) 


クレ ムリ ン と モス クワ 川 の 眺め | 


Зе の モス クワ の 
と 広場 

Dk ELS 4 

ミー ニン と ポジ ャ ル ан 
が 設置 され 、 それ より 少し 
見 在 の グ ム 百貨 店 ) 


前 
| が 再建 さ 


、 歴史 博物 館 が 建て られ た こと 
広場 は 北 の 眺 め が 閉 ざさ れ 、 


現 {ED 


ETAJI 
クレ ムリ ン 


ウス ペン スキ ー 聖 党 
(Gautam) 


モス クワ の クレ ムリ ン は 世界 で 最も 大 きい 建築 ア 
ン サ ンプ ブル の 一 つ で 、 歴史 的 ・ 芸 術 的 記念 物 の 
宝庫 で 、 ロ シア 国家 の 象徴 だ 。 

現在 の クレ ムリ ン の 姿 に な っ た の は 、1485- 
1495 年 大 公 イ ヴァ ン 3 世 の 時 代 だ 。 彼 の 治世 
有名 な 格言 「 モ キス クワ は 第 3 の ロー マ で あり 
4 の ロー マ は あり えな い 」 が 生 mh の $ 新 し し 城壁 の 
建設 に イタ リア 人 の 建築 家 


「 ア リス ト テ レス 」 と 呼 
ば れ て いた イタ リア 技 
師 フ ィ オ ラヴ ァ ン ティ を 
HHL, 1475 年 3 月 
ジ ォ オジ ラジ ヴァ ジ デ ィ 
は モ スク ワ に 到着 し 
ゝ 他 の 同胞 達 へ ` 
の 道 を 開い た 1 
ル と し て 彼 に } 
た の は 、 ウ ラ 
の ウス ペン スキ ー 聖 堂 
на ドレ イ ・ ボ ロ ギ 
スキ ー の 注文 で 


е ا کے‎ кее š “ә 
ソラ リ 、 マル コ ・ ル レッ フォ 等 が 加わ っ た 。 

- ク レム リン 敷地 の 者 朽 化し た 簡素 な 大 
の E 院 の 場所 に 、 再建 され た ウス ペン ー 

Ë t (1475-14794 か アル ハン ゲ リ ス キー 聖 
| 堂 (1505-1508 年 ) 、 
| m: н (1484-14894 у リッ - 教会 
(1484-1485 年 ) 、 カ ジョ ン ヌ イ ・ ド ヴォ - - ル (国庫 , 
税務 庁 ) (1484- 1485 年 ) が それ ら は モス 
クワ の 優位 特 4 と 認め 、 そ 座 力 と ゆる ぎ な 8 XD 
象徴 と な っ た 。 イヴ ァ ン 3 世 の 時 代 、 ク レム リン 内 


F DB JK カーポ ラ の 
z り だ 1479 年 まで 
に 建設 は 完了 し 、 そ の 
後 1917 年 まで クレ ム 
リン の ウス ペン スキ ー 
HU 3 Ын ア 国 家 


| 鐘楼 「 イ ヴァ ン 大 帝 」 と イオ アン ・ レ スト ヴィ チ ニ ク 教 会 。 == ии = の 重要 な 寺院 だ っ た 。 
資料 に よる と 1481 和 且 
ウス ペン スキ ー( 昇 天 ) 聖堂 職人 リオ - - ティ 
長 さ は 2235m、 高 さ は 土地 の 起伏 に よっ て 帆 が あ EMH SRR 会 が 初め ] て クレ ムリ ン に 現れ た | モ フ ェ f、 ヤ レ ура -= ャ が 聖堂 の イコ ノ ス タ 
る が 、5m か ら 19m だ 。 防衛 施設 は 20 の 塔 で 、 そ の の は 1327 年 、 イ ヴァ ン ・ カ リタ ー の 治世 だ 。 1472 年 | ス 用 の 一 連 の イコ ン 画 を 制作 し た 。 イコ ノ ス タ 
うち 17 世 紀 に 建て られ た 19 の 塔 は 、 多 角形 の 失 モス クワ 大 公 イ ヴァ ン 3 世 が 滅亡 する ビザ ン テ ィ | ス 内 に その 古代 の 聖 像 画 が ある (「 聖 ゲ тз 
塔 を 頂い て いる 。 その 後 一 番 高 い ス パー スカ ヤ | оао юр ソフ ィ ヤ ・ パ レオ ー ロ グ と 結 | ウス 」,12 世 紀 ,「 ス パス ・ ヤ ロ ュ Aalli 
塔 の 高 さ は ほとん ど 70m に 達し た 。 クレ ムリ ン 内 で 婚 し た 際 、 新教 үнгө WW Bš E 同年 節 ら に よっ て 始め られ た 聖堂 の 装 角 E 
スパ ー ス カヤ 塔 は 巨大 な 三 層 の 鐘楼 「 イ ヴァ ン 大 地元 の 建築 家 に 依頼 され た が 、2 年 後 、 天 井 ま | 1513 年 か ら 1515 年 まで 続け られ 、 ЖГ 紀 半 後 、 
帝 」(81m: 1505-1508 年 , 1600 年 増設 ) の 次 に 高 で 積み 上 げ て v ЕИ Cl = た 作業 | 修復 され た (1642-1643)。 
い 和 建物 だ 再開 の た め 、 イ ヴァ ン 3 世 は その 傑出 し た 才能 で 
| 


「 鐘 の 王様 」1733-1735 年 
| 鋳造 イサ ヴァン と ミハイル ・ モ トリ ー・> 


の 住居 部 と 行政 部 の 建物 の アン サン ブル が 形成 
され た 。 クレ ムリ ン 内 に 今日 ある の は 、 大 クレ ィ 
宮殿 (1838-1849 年 再建 ) 、 グ ラノ ヴィ ー タ ヤ 宮 上 性 
(1487- 14914 年 ) 、 聖 玄関 ホー ル ( 宮 殿 の 一 部 15 世 
А 区 ч (16180). 古い 地階 の 上 
| c # て と 宮殿 (1635-1636 年 ) だ 。 17 世 
| кусуу дА ЧЫМ за 新た に 総 
if (1653—1655), F> 


| 
| クレ oe 広 BI: вд ине ы £0 


「 大 砲 の 王様 」1586 年 鋳造 アン ドレ イ ・ チ ョ ホフ 


聖堂 の 内 装 


イコ ノ ス タ ス の 見 える ウス ペン スキ ー 
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テレ ム ノ イ ( テ レム ) 宮 殿 

ロマ ノ フ 王朝 の 創始 
の 宮殿 は 1630 年 代 サ 
古い ツァ ー ル スキ ー (t 


ミハイル ・ ロ マ ノ フ の た め 
ルナ ヤ 広 場 の 東 に ある 
『) 宮殿 の 敷地 に 建て ら 


れ た (建築 家 B. オ グル ツ ォ フ , T . シ ャ ルー チン , A. 
| コン スタ ンチ ノ フ ,L. ウ シャ コ フ )。 高い 屋根 が あり 、 


| 井 の 表面 は 一 面 、 題 材 の ある 絵 


「 シ ャ ーシュ カ ( 西 洋 碁 )」 の 基盤 の 目 の よ うに 殺 
色 さ れ た べき 美しい 邸宅 は 、 構 造 上 、16 世 紀 
の 2 階 建 て 宮殿 に 増 筑 し た も の で ある 。 公用 階 の 
E 要 な 数 ホー ル の 設計 に は アン フィ ラー ダ ( 
部 屋 ) の 原則 が 適用 され 、 後 に これ は 上 生 
必須 と な っ た 。 正面 アン フィ ラー ダ の 部 屋 
ど 同 じ 面 積 で 、 正 方 形 で 、 切 れ 目 の な い 丸 天井 で 
ЮМСи, 戸口 は 彫刻 模様 の ある ポル ター ル 
(II 字 型 正面 玄関 , 中 庭 入口 ) 


る 。 ここ に ある タイ ル 張 り の 暖炉 は ツァ ー ル スコ エ ・ 
セロ ー と 同じ も の だ 。 


テレ ム ノ イ ( テ レム ) 教会 群 


ツァ ー リ (皇帝 ) の 邸宅 の 室内 教会 コン プレ 
ックス は いく つか の 時 代 の 異な る 教会 を 含む 
最初 に 建て られ た 教会 は 聖 エ カテ リー ナ 教 会 で 、 
女帝 の 住居 部 の 重要 な 教会 だ (1627 年 )。 後に 
ヴェ ル ホ スパ ー ス キー 教会 (上 の 救世 主教 会 , 
金 の 欄 の スパ ス ・ ネ ルコ ト ヴ ォ ル ヌ イィ 
Ea 


ミ )、 量 帝 の 宮殿 付属 教会 (1635 年 ,《 
B. オ グル ツ ォ ブフ ,T. シ ャ ルー チン ,L. ウ シャ コ フ , А. 
コン スタ ンチ ノ フ ) が 建て られ た 。 それ ら の 上 に キ 
リス ト 確 教会 (1679-1681) が あり 、 これ は ピョートル 
1 世 の 兄 、 フ ョ ー ド ル ・ ア レク セー ヴィ チ の 時 代 に 午 
て られ た 。 その 後 オ シ プ ・ ス タレル ツェ フ は これ ら の 

を 11 の 同じ タイ プ の 円 形 腕 頂 の ある 一 つの 


グラ ノヴィ ー タ や 宮殿 

宮殿 は 1487-1491 年 に 建て られ 、15 世 紀 に 建て 
られ た イヴ ァ ン 3 世 の 国 家 豪 邸 の アン サン ブル の 
ー つ だ 。 コン プレ ックス (複合 施設 ) に は 同一 の 土 


屋 の 中 で 現存 する の は 、 グ ラノ ヴィ ー タ ヤ 
け だ 。 グラ ノヴィ ー タ ヤ 宮 殿 は イタ リア 人 建築 


ルコ ・ ル ッ フ ォ 、 ビ エト ロ ・ ア ント ニオ ・ ソ ラリ の 指揮 
で 建て られ 、 彼ら は 正面 ファ サー ド を 4 面体 の 白い 


kg し た 。 建物 の 1 階 に は 家政 部 が あり 、 
の 公用 玉座 と し て 用 いら れ た 祭壇 の 
天蓋 と ホー ル が あっ た 。 

公用 玉座 の 間 は 大 き な 部 屋 (495m, 高 さ 9m) Ç. 
PHH RR H FERDA KHA CDN, 中 央 


ガラ ノヴィ ー タ ヤ 宮 殿 の 玉座 の 間 ー 


の 柱 で 支え られ て いる 。 玉座 の 間 の 壁画 が 最初 


に 描か れ た の は 16 世 紀 後 期 だ が 、1668 年 画家 シ 
モン ・ ウ シャ コ フ に よっ て 改 半 され 、1880 年 代 パ レ 
フ の 画家 べ ロ ウー ソフ 上 兄弟 に よっ て 完全 に 描き か 
えら れ た 。 宮殿 入口 前 に ある 宝 座 は 細長 い ホ ー 
ル で 、 金 条 が 施さ れ た リブ で 溝 付け され た 丸 天 井 
で 呈 わ れ 、 ど っ し り し た ポル ター ル ( 正 面 玄 関 ) で 
装飾 され 、 豊富 な 彫刻 と 金色 で 覆 わ れ て いる 。 
ピョートル 時 代 以 前 の ルー シ ジ の 慣習 で 、 皇帝 一 
列 を 禁止 され 
で 彼ら が グラ ノヴィ ー タ ヤ 宮 殿 で 起き 
て いる こと が 見 られ る よう に 、 宝 座 の 上 に の ぞ き 窓 
の つい た 隠し 部 屋 が 造ら れ た 。 
聖天 広場 へ の 出口 を 装飾 し て いる 
の は 彫刻 が 施さ れ た 白石 の 「 赤 ポー チ 」、1698 年 
Я МЕСЕ RIER. 当時 怒り 狂 
は ここ か ら ピ ビ ピョートル] 世 の 親 戚 や 近親 
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アル ハン ゲ リ ス キー 聖堂 


LU 


は 1652- 
トロ マー 


a E qM 
注文 で 建て られ た ヨミ 


を は 1505-1508 年 イタ リア 人 建築 家 ア レヴ ィ ズ 
333 年 、 イ ヴァ ン ・ カ リタ ー の | 
の あっ た 場所 に 建て られ | 
6 本 の 柱 の ある 新しい 聖 ТД + こ れ 

. 高い ドラ ム 部 の 上 に 5 つの 冠 頂 | 


- が の fH ) 住 と 2 段 の ユ - 


の 公 制 は ラマ (外壁 上 部 の 2 本 
の 柱 の 間 の 円 形 ひ Y т X) の 深 \ 貝殻 状 」 浮 
Н БЕ, и Жо 
る 雑 画 の 一 部 は 16 世 紀 示 の も の で 、 一 部 
1666 年 の も の だ 。 その 時 ヴォ ログ ダ 、 コス 
、 ヤ ロス ラー ヴ リ か ら 職 人 達 が 呼ば れ た 


断 し い 様式 に な っ た 


アル ハン ゲ リ ス キー 聖堂 の 内 装 
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HAEERIEBLORELE 大 天使 ミ カエ ル 


: 業 を 指揮 し た の は 
n 中 央 イコ ノ ス タ ス 
廿 い モス クワ 派 イ コン 画 の 模範 
と され る اا‎ Үү 1 mi 2 た の 


x re “sep 紀 ( に ロン 


payye 伝説 的 な 


トロ パ ヴ ロ フ スキ ー 


ト 大 公用 の 教会 で 、14 世 紀 後 半 の 建物 
ا‎ て いた 。 モス クワ 大 公 の 結婚 式 
た た ちの 洗礼 が 行わ れ た 聖堂 の 壁画 は 、 
1 1058 、3 人 の 優れ た イコ ン 画 家 、 ア ンド レイ ・ 
M プ リョ ン 、 プ ロー ホル ・ ゴ ロジ ェ ッ ツジ 、 フェ オフ 
ァ ン ・ グ レー ク に よっ て 描か れ た 。 これ ら の 画家 
は 3 段 イ コノ スタ ス の イコ ン 画 を 描い た 。 その イコ 
ノ ス タ ス は 保存 され 、1484-1489 年 の 再建 後 、 
聖堂 に 移さ れ た つの クー- ラ の ある 石造 り の 
建物 は 、 職 人 クリ フツ ォ フ 、 ムイ ーシュ キン に よ 
о ада 建て られ た 。 2 人 は ウス ベン スキ - 
聖堂 の 建設 Ж KI で 知ら れ て いる 。 その 初 о 
(1560 年 代 -1570 年 代 )( 

は 、 現 在 残っ て いる 9 つの ク 
ー ポ ラ の 建物 か ら 容 易 に 推 祭 する こと が で きる 
1508 年 、 聖 堂 内 部 は 
有名 な イコ ン 画 家 デ ィ 
オニ シー の 上 息子 フェ オ 
ド シ - еч 合 に よっ て 
描か れ た (フレ スコ 画 
の ак 存 さ れ て 
いる )。 {1 £ スコ 画 | 
は 何 度 も 新しく され 、 
фу 03 (C Hü qa š p 
され た O rit 
聖堂 の 床 は ロス ト 
A リー キー 聖堂 か ら 
1 EE REDI 
われ た «уы 


業 に あたっ つ て い いた ヴェ 
ネツ ィ ア 職人 が 制作 
し た 有名 な 「 イ タリ ア 」 
彫刻 の ある 正面 玄関 
の 設立 も ほぼ 同時 期 
に あたる 


ブラ ゴ ヴ ェ ー シ ェ ン スキ ー 和 時 


ブラ ゴ ヴ ェ ー シ ェ ン スキ ー 聖 


(画家 シモ ン ・ ウ シャ コ フ に よっ て 1686 年 まで に 制 作 され た フレ スコ 画 ) 


Peso 


「 皇 帝 ミ ハイ ル ・ ロ マ ノ フ の 名 」 
1621 年 
職人 ニキ ー タ ・ ダ ヴィ ド フ 


「 ユ ー リ ー・ ド ル ゴ ル ー キ ー 
DRERI 
12 世 紀 


| 武器 庫 の 至宝 


リン の 武器 庫 の 最初 の 言及 は 1508 年 
ょ クレ ムリ ン の 武器 工場 は 同時 に 他 
ツテ リー ツ ダリ ョ ー 


スク ワ の 


に の 石造 り の 国庫 

これ は 18 世 武器 庫 s 

KT De 動乱 時 代 。 р そ + ヴ テア > 
侵攻 時 代 (17 世 紀 初 、 国 フ に よる 新 し V 
すべ š 関連 1 

世 の 命 令 で 取り 壊 
WOW E 
ш, ZO É 


ふら の 贈り 物 と 共に 


ェ ス クワ の 優れ た 
職人 が 新 首 都 べ テル ブル 
グ に 招 れ 、1720 年 、 


武器 庫 と い 


2 名 前 


「 皇 帝 ア レク セイ ・ ミ ハイ ロ ヴ ィ チ の 黄金 の 大 皿 」 時 計 「 百 合 の ブー ケ 」 
1667 年 武器 庫 の 職人 1899 年 「 フ ァ ベ ル ジ 5 
Мер 1 Е РАР AUT 職人 ミハイル ・ 


武器 庫 の ロシア 歴代 皇帝 の 王冠 


*+XZZU[|C1EUZZL UL QO5REEZ Н 
の 石造 り の 建築 は 、 主 に 17 世 紀 の % 人 築 物 だ 。 
これ は まず 、 多 く の モ スク ワ の 教会 が 残っ た 
も の だ 。 それ ら は 古代 寺院 建築 の 伝統 と は 
あま り 関 連 が な い 。 ノヴゴロド 、 ウラジーミル 、 
古代 ロシア 国家 の 諸 都 市 同様 、 モ スク ワ で 
г о ャ ー ジ ) の 聖堂 」( いずれ も 公 の 
金 で 建て られ た 宮廷 教会 。 こ の 建築 の 特 


rt EAE 族 の た め の バ ルコ ニー」 二階 英国 屋敷 
機 敷 だ ) と いう も の が 君臨 し て いた 。 公 の 寺 プー チン ソ キ の 
鞍 は 建築 前 現象 と いう 上 БЕ rH p4 fH 66 で pay СА | 
Belê EH AR と いう より 、 歴史 的 現象 ©. | 英国 屋敷 生 神女 誕生 教会 | 
封建 的 分 割 と 分 封 公 の 破壊 荒廃 と 共に 消 EE 2 А 
бара $ キタ イニ ゴー ラド , | スト ラス ヌィ ・ ブ リヴ ァ ー ル 
え 去 っ た 。 一 番 の 修道 院 コン プレ ックス は 、 ヴァ ル ヴ ァ ル カ 通 り そば プー チン スキ ー 横 丁 
公民 の 建物 と 村 の 教会 (後に それ ら は クレ ムリ ン 外 で 唯一 の | この 教会 は 、 モ スク ワ で ヤキ マン カ の 
「 プ リハ ツキ ー」 と 呼ば れ た ) だ 。 17 世 紀 の モ | 紀 初 頭 の 民間 建築 | 最後 の 多角 形 失 塔 の あ イオ アン 戦士 教会 
スク ワ の 村 寺 院 は 非常 に 構造 が 似 て いた , a ише, Ау の る 教会 と 0 кы 名 = мары 
sÉ à p$ кыр a a | うー DI Ee >141649— 1652“ N 
それ Ы 小さ く 、 ほとん ど て ужо 大 き さ だ っ モス クワ ( отче jA | | ә > れ 、 T EEA カザン 教会 | Бава ヤキ マン カ の 
fe 小さ いい ド ね ぎ 頭 の クー ポラ は 、 キリ スト 教 TAFA (ユー シカ ?)・| 4- 窓 の 無い 多角 形 の | жок | イオ アン 戦士 教会 
を 象徴 する 装飾 物 に な っ た (宗教 的 アト リ ビ | ボブ プリ ー シ ェ フ の 注文 | 失 塔 、 多 角形 の 失 塔 の | ポー ラン ド 侵 攻 の モス クワ | 2a HE fi U 17 世紀 後半 | DRED FE ЖАС R| ザマ スク ヴォ レ チ エ , 
ュー ト の 一 つ 、 ВиО AETA), | で プス コー フ の 職人 に | ある 鐘楼 、 ポ ー チ が ある ША 放 ( (161: 2 年 ) を 記念 し て 、| の モス クワ 村 の 寺院 建築 | 接する 小さ い 食 堂 、 ›| パリ シャ ヤ ・ ヤ キマ ンカ 通り 
それ ら !【 「 国 民 に わか りや す い 」 色 彩 の 豊か よっ て 建て られ た 。 昔 こ £ に 人 気 の あ - TE: ポジ ャ ルス キー 公 に よっ | 様式 を 先取 り し て いた ше つの 別棟 1709-1713 年 に 建 て ら 
さと 装飾 性 を 引き 立た せ て いる . 18 Heos の 建物 は プス コー マラ bš OSM s て 赤 の 広場 に 建て られ た | 教会 は 1622 年 、 ヤ ロス ラ | (ニキ ー タ ムー チェ ニク を | れ た 教会 は 、 即 らく 古い 
` Ал» Ж ж ОБ)! Zç ЖЕЙ 22 RL の 住居 に 必須 の 増築 | 塔 の 完成 は 、 正 教 の 建築 占い 教会 が あっ た 場所 に | 一 ヴ リ か ら モ スク ワ に 移り | 祀っ た ИТ ‚ее Ыы モス グ 2 建築 の 最後 の 記 
т Sa | で あっ た 木造 の テラ ム | の 本 質 に 合致 し て いた ロマ ノ フ 家 の 資 金 で 住ん だ 商人 グリ ゴー リー・| ニク 家 血 EDN Ит), | 念 物 だ 。 で は ヨー ロッ 
=, 最初 に この よう な 「 国 民 的 な 」 кө aus ( 階 上 の 間 ) を 持つ は ず | クー ポラ の 下 は 神 の 世界 に 建て られ た ニキ ー ト ニコ フ に よっ て At 段 の 多角 形 失 塔 の 鐘 | パ の 1 く 受 け て 発 
の は クレ フッ Asr そば の ポ ボク ロフ スキ ー | だ っ た 。1556 年 イヴ ァ ン | と Мао な ぐ 空 て られ た 。 木造 の ニキ ー | Ж, ا‎ り | 達し た 新 し い ス タイ ル の 
聖堂 ( 聖 ヴ ァ シ ー リー 聖堂 ) だ 。 (р.256) 雷 帝 は この 宮殿 を 英国 | 間 で ある が 、 こ の 多角 形 内 | タ 教 会 の そば の キタ イ {= Ве о ( JV ñi fE 
の 大 商人 に 贈っ た - は 窓 が 無く 、| ゴー ラド に 住み 着い た 彼 | = チ か ら 成 る OO サ | の 鐘楼 、 巨 大 な バロック の 
16-17 世 紀 こ の 中 に 英 | 建物 の イデ オロ ギー を 破 詞 キ ー ト ニキ の | は 1630 年 代 に 自分 の 家 | KRAT RENEM Е ЇЗ)» 設計 者 は 、 
к 国 貿 易 代 表 機関 の 事 壊し て いた 。 プ ー チ ン キ の 三位一体 教会 | 族 の た め の 教会 を 建設 し | か けた タイ ル で 装飾 され | ペトロ パ ヴ ロ フ スキ ーー 聖堂 
所 が あっ た 。1649 年 チ | 誕 4 yi 完成 し た 年 キタ イ ・ ゴ ー ラ ド ニキ ー ト ニコ プ 横 丁 | た 。 そ れ が 彼 の 後継 者 た | て いる 。 イ コノ スタ ス は モス | (p.32,33) の 有名 な イコ 
| ャ ー ル ズ 1 世 DERIN | (16524 "а 名 な 宗教 改 キタ イ ・ ゴ ー ラ ド で 恐らく | ち に よっ て 完成 し た の は | クワ ヒヤ ロス ラー ヴ リ の 職 | ノ ス タ ス 制 作 を トレ ジー ニ 
Я М 呈し た ロマ ノ フ 朝 第 2 代 EE: は ロシア 番 有 な 教会 建物 | 1650 年 代 だ っ た 。 コ ンプ | 人 に よっ て 1640 年 代 に 制 | と 共に 手がけ た イヴ ァ ン ・ 
Р j, “Теке MEME йс) 8 の 鮮やか で 表現 力 豊 か | レッ クス は まさ に この 5 つ | 作 さ れ た 。 ザル ー ド ヌィ と され る 。 
4 ロ ヴ ィ チ の 命令 で 代 | S Гоо, И) | 
表 機 関 は 解散 させ | 失 塔 の 教会 t 決 1 て 造 
られ た | る べから ず 」 と 命令 し た 
し か し 、 こ の お 触れ の 後 
fi 形 の 失 塔 の 人 気 


А, Жм, _ ベル セ ネ フ の 

== = ブー チン キ の に = 
TE зазна | #-J542 
) Уу スト ラス ヌイ ・ ブ リヴ ァ ー ル | ザ モ スコ ヴォ レ チ エ 
そば ブー チン スキ ー 横 丁 | ベル セ ネ フス カヤ 川岸 通り 

E ефе ье 

Ф p g cah 最 初 の モ 
クワ 寺院 の 一 つ 。 き 
1650 年 代 商 人 アヴェ ル 
キー・ キ リー ロフ の 資金 で 
| 建て られ た 。 彼 の 有名 な 
REI = 会 と 通路 で 
結ば れ て 


ксн 
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グ を 手 に いれ た ら ロ シア の 頭脳 を 手 に 入れ た こと á Шш > | | 
だ 。 モス クワ を 手 に 入れ る と いう こと は ロシア の 心 を EE Š 
手 に 入れ た と いう こと だ 」 o 早 秋 ( 9 月 2 日 ) フラ ンス 
軍 は 無人 の モス クワ の 町 に 入っ た 9 月 4 日 の 夜 、 


ポリ ショ イ 劇 場 1850 年 代 | 


18-19 世 紀 の 記念 yx まで は っ きり され て いな い 理 由 で 、 町 の 様々 な an 
は ずれ か ら 火 が 放 た れ 大 火事 が 発 生 し 、 ほとん | 
18-19 世 紀 の 有 名 な モス クワ の 歴史 的 建築 物 | ど 全 て の 古い モス クワ の 木造 、 石 造 建 築 物 が 焼 ワ か ら 退 去 を 始め た 。 ナポレオン 軍 は モス クワ に 
は 、 全て サド ー ヴ ォ エ ・ カ リツ ォ ー( 環 状 線 ) (周囲 | 失 し て し まっ た 。 10 月 6 日 ナポレオン 軍 は モス ク 滞在 し た 1 ヶ月 で 約 7 万 人 の 兵士 と ボ 角館 と 
の 長 さ 約 15.6m,16 の 広場 が ある ) の 境 に 集中 L | コサック 兵 と の 小競り合い で 失う と いう Kina K と 


て いる 。 この モス クワ 中 心 の 環状 線 は 、 か C: e | 受け た 火災 後 、 モ スク ワ は 復興 され た が 、 КА 
JE 商 人 の 都 と し て で は な く 巨 大 な 商業 ・ 産 "Ñ 
科学 ・ 芸 術 の 中 心 と し て 再建 され 、 た ち まち 劇場 、 
博物 館 、 科 学研 究 所 の 数 で 首都 べ ベ テ ル ブル グ を 
И Кок, 科学 的 ・ 知 的 エリ ー ト の 都 に 


AYIA TFN (HERE) Dib 場所 に 
1812 年 以降 に 敷設 され た 。 

: 紀 の モス クワ 建築 と 同時 期 の ペ マテ ルプ 
の 主 な 違い は 、 何より 、 モス クワ の 建築 


和 し た アン サン ブル 、 既 存 の 建物 と 新しく な っ た 
ЖР す DEMOER 相互 依存 を 全く 日 指 さ な 
| こ あ る 。 その た め ク レム リン 城壁 外 で 、 
に 点 在 し て いる 建築 名 所 は 見 る が 、 20 世 紀 の モ スウ ワリ 


STAT ルク グ が 誇り に し て いる よう な 建築 的 空間 
装飾 は 人 É Ne ` 
18 世 紀 初 頭 、 ピ ョ ー ト ルル 1 世に ト る ペ テ ル ブ ル グ 
以外 の 場所 で の 石造 建物 の 建設 禁止 令 と モ : 
「 都 と し て の 地位 を 内 ら た こち 3 モス за 
の 発展 を 停滞 させ た が 、18 世 紀 未 に 新しい 
ブー ム が 始ま っ た (バジ ェ ー ノ フ , カ ザ コ フ ) 。 
1812 年 ロシア を 揺 さ ぶ っ た モス クワ の ナ ポ レ オ 


1918 年 3 月 11 日 ソヴィエト 政権 は モス クワ に 移り 、 | 
モス クワ は 再び ロシア の 首都 と な っ た 。 この 時 か キエフ 駅 近く の 橋 2002 年 | 
ら モ スク ワ は 再 整備 が 行わ れ 、 新しい 建築 法 の 
見 本 市 の よう な 様相 を 呈す る よう に な っ た 。 また 、 | 
それ ぞ れ の 時 代 、 義 務 的 に 昔 の 通り や 広 場 の タン キノ の 国民 経済 達成 博覧 会 (ヴェ ー・ デ ー・ 
忘れ が た い 跡 を 残す べき だ と も みな され て い ゆい 7 エヌ ・ ハ ー, B JI H X ) で 、 こ の 建設 の た め に ソ連 

この 時 恐らく 初め て モス クワ 開発 計画 プラ ン が 練 | 時 代 最高 峰 の 時 ・ 画 家達 が 参加 し た (B . シ ュ 
8 り 上 げ ら れ ( そ れ ま で は 計画 な く 無 秩序 ー コ , B . ゲ リフ レイ フ ,B. ヨ ハン ソン , A . デ イネ ー カ , 
ゝ の 明け 渡し 。 ナポレオン の も の と され る 言葉 == られ て いた ) 、 サド ー ヴ ォ エ ・ カ リツ ォ ー M. サ リヤ ン ) 
| に 次 の よう な も の が ある 。 「 も し 余 が ペ テ ル ブ ル | ` ヴォ ロビ ヨー ヴァ 丘 の 境 で モ ス クワ の 集 中 | 
| M.V ロ モノ ー ソ フ 記念 モス クワ 大 学 1950 年 代 的 な 開発 が 始ま っ た 
ここ で 首位 を し め て 


いた の は 、 戦 後 1940 年 
代 未 から 1950 年 代 に か 
+ て 建て られ た 有名 な 

ー リ ン ・ 高 層 ビ 
26 階 か 
Еле, 


ト サ ド ー ヴ ォ オ エ ・ 
- 外 に 造ら れ た 
(モス クワ 大 学 、 レ ニ 
ング ラー ド 大 通 の 旧 ホ 
テル 「 ソ ヴェ ツ カ ヤ 」) 

スタ ー リ ン 時 代 の 他 の 
> = 有名 な 建築 物 は | | ” | Шш 
民 経済 達成 博覧 会 ( 現 全 ロシア 博覧 セン ター) 1954 年 「 モ スク ワ 国 際 音 楽 の 家 」 ク ラス ノ ホ ルム スカ ヤ 川 岸 通り 


© | 
< 
| 


噴水 「 民 族 友好 」 
= 
268 269 


[z] 


モス クワ 


新 モ スク ワ гч 


時 代 の 伝統 に 則っ て 
建物 | 価値 
| る 。 #: 3 が 多く の 細部 ディ テー > FJ 
うと し た こ < アン サン ブル は 抽象 的 な アプ 
チ に 苦し ん で いる 


代 最大 の 建築 


いる 。 ЕХ 
の 


| 19904 ゲロ ジェ クト は 、「 ス パ セ 
| ニ エ ( 救 世 主 ) キ リス ト 教 会 」 と し て 有名 な 巨大 
な キリ スト 誕生 教会 の 建物 の 再建 だ っ た 。 この 教 

コン スタ ンチ ント シン の 


ュ ン スタ ンチ ン は 勤勉 
様式 の 決ま り を 無視 [ 
テル プル グ で は 皇帝 ニコ 
に いた に も 関わ ら ず 、 歴史 的 
な 建造 物 の 建設 か ら は 外さ れ 、 実用 的 な 建物 
(モス クワ 駅 ,p.139) の 建設 し か 任 さ れ な か っ 7 
| 彼 に よっ て 建て られ た 教会 は モス クワ で 最も 高 
い 聖 堂 ( 高 さき 93m, 十 字 架 を 入れ る と 102.1m) 


| クレ ムリ ン の 塔 と キリ スト 救世 主 聖 党 モス クワ 川 に か か る 歩道 橋 か ら 見 る 
| が 見 える モス ク り 川 の 眺め | キリ スト 救世 主教 会 


但 国 戦争 


7 ば 


こ は 7 ル } A 7 
ピョートル テイ ・ 
ドル D П 3 ` 
ギ ・ マコ フ fC, ET КО АЕ 
た 。 Ж; БЕ トル は 、15-16 世 紀 の 
1 世 の ス -WEO AE ü OD {6 
(、6 ヶ 月 に も わた る 包 ろ に いる 。 また 、 新しい ミレ ニア 
- の は 、 神 の 御 力 の 】 ТЭ! ム (2000 年 ) に クラ ー ス ヌイ エ ・ 
| 凸 都 モス クワ に 救世 主 キリ ホル ムイ ィ ( 丘 ) に モス クワ 国際 音 
| o。 この 寺院 が 長く 栄 染 の 家 が 建て られ た 。 建物 は 
| く ク ワ に クラ > ルク 音 HÉ O) î | 
1931 年 ソ連 政権 の 表 の た め の 近 代 的 な コン サー 
され 、 そ の 場所 に 新 生活 ト ホ ー ル が な いと いう 5 理由 
> 優 】 リラ ル А, | 
ヴ f YIT +Z E 
所 に 有名 れ た ) 家 で 最初 の コン サ 


の は 2003 年 だ 


ぇ クワ 川 | の コス キ 


われ た 


19904] 


ナル 人 破 


үт 


美術 館 に 保 


ロシア 艦隊 300 周 年 記念 碑 


誕生 (キリ スト 救世 主 ) 教 会 の 内 装 
270 271 


モス クワ トレ チ ヤ コブ 美術 館 今日 モス クワ に は 60 の 陸 物 館 ・ 英 術 館 が ある (分 館 を 入れ る と 90 を 超え る )。 
プー シキ ン 記 盆 国 立 造 形 芸 術 美術 館 この 数 は ペテルブルグ より 茶 下 少な い が 、 そ の 中 に は クレ ムリ ン の 障 物 館 、 歴 更 博物 館 、 | 
トレ チ ヤ コブ フ 美 術 館 、 国 立 プ ブー シ キン 記念 造形 芸術 美術 館 な どの 大 な も の が ある 。 


HA >| 国立 トレ チ ヤ コ ン 美術 館 
4 аР, ( 主 な 展示 物 : 11 世 紀 か ら 
20 世 紀 初 頭 の 芸術 ) 
住所 : ラヴ ルー シン スキ ー 横 丁 10 
(Лаврушинский переулок, 10 ) 
(W「 ト レ チ ヤ コ フ ス カ ヤ 」 
(Третьяковская) ftl 
「 ポ リャ ンカ 1 (Полянка) 
D 10:00-19:30 (展示 会 場 へ の д 
入場 は 18.30 ま で ). 休館 日 : 月 BN 
の (495)230-7788 
(495)951-1362 
ガイ ド ツ アー 問い 合わ せ 
(の (495)953-5223 


A.S. ブ プー シキ ン 記 念 


立 造 形 芸術 美術 
トレ チ ヤ コン 美術 館 は モス クワ で 最大 級 の 美術 館 で 、 ЕУ 
| 国民 芸術 の 至宝 だ 。 美術 館 は モス クワ の 商人 で あり 、 @ ウロ ポー トキ ンス カヤ (Kponorkwhcka) 
| 上 場 主 だ どっ た 創始 者 パー ヴェ ル ・ ト レ チ ヤ コ フ (1832- 10.00-19:00. 休館 日 : 月 の (495)203-7412 
1898) DA MTEL TOD, 美術 館 の 設立 は トレ チ ヤ コ 
フ が コレ クシ ョ ン の 基盤 と な っ た 初期 の 絵画 を 購入 し た れ た 有名 な 装飾 ファ サー ド (190 
1856 年 と され て いる io 現在 ここ "e テ ヤ コ フ 美術 館 
トレ チ ャ コ フ は 後に 専門 家 と 相談 の も と 、 近代 の 画 の 収蔵 品 の 中 で RO Г гонат 
| 家 の 秀 作 ( シ ー シ キ ン , ポレ ノ フ , スー リコ フ , レー ビ ピン, A.S. プ ー シ キ ン 記 念 造形 芸術 美術 錠 
| s ч ペロ フ , ク ラム スコ イ , ヴェ レシ ャ ー ギ ン 他 ) や 古代 ロシア の 南西 500m の ヴォ ル ホ ンカ に ある ) は ОШ. 
| | 4178 画 「 ト ロイ ツィ 1 А 1420 年 代 の 巨 区 の 作品 、 イ コン 画 の 買い 付け を 行い 、 そ れ に よっ ペ テ ル プ ブル / の ロシア 美術 館 と 同時 ( msn. 
| て 芸 ПО EO ‘貴重 な コレ クシ ョ ン が 形成 され た 初期 は アレ クサ ンド ル дч DA ñil л TCV 
- トレ チ ヤ コ フ は その コレ クシ 『 ン を ザ モ ス ヴ ォ レー チュ , コレ クシ ョ ン の 基盤 に な っ て いる 
| ラヴ ルー シン スキ ー 貸 丁 の 自邸 に 置い て いた が 、 後に の は 、 モ スク ワ 大 “и 
自邸 に 美術 館 を 増設 し 、1881 年 か ら 一 般 公開 - する よ : う 完 室 の コレ クシ ョ ン と 著名 な エ ジ ブ 
に し た 18921 トレ チ ヤ コ フ が 美 ER É スク ワ に 寄贈 ト 学者 V.S. ゴ レニ シェ フ の エジプト 
| l と の 中 に は 1300 点 の 油絵 画 が あっ た 。 トレ チ コレ クシ ョ ン だ 。 ロマ ン ・ ク レイ ン に 
| 3 ETEA fakire され た 屋敷 と よっ て 古典 主義 様式 で 設計 され た 
| ИТН ヴィ クト ル ・ ヴ ァ ス ネツ ォ ー フ に よっ て 設計 さ 美術 «57 F 式 は 1898 年 に 行 
| われ 、 建 設 作 業 は 1912 年 に 
| @ し た > H 美術館! LL Cb 


K PN 蔵 品 数 を 誇る 。 館内 
で は ボッ ティ チェ リ 、 レン ブラ ント 、 
ルレ ー ベ ンス 、 ヴァ ン ( フ ァ ン ) ダ 
イク 、 ス ネイ デル ス 、 ク ー ル ベベ の 
作品 が 展示 され て いる 。 印象 派 ・ 
後期 印象 派 の コレ クシ ョ ン に は 
モネ 、 ル ノア ー ル 、 ヴィンセント ・ 
ヴァ ン ・ ゴ ッ ホ 、 マテ ィ ス 、 ピカ ソ な ど 
の 傑作 が ある 。 また 、 館 内 の 展示 室 
で は ヨー ロッ パ や アメ リカ の 博物 館 の 
ユニ ー ク な 傑作 展 も 開催 し て いる 


ヴィ ン セ ント ・ ヴ ァ ン ・ ゴ ッ ホ 「 ア ルル の 赤い 黄 葵 畑 」 1888 年 


ヴィ クト ル ・ ヴ ァ ス ネツ ォ ー フ 「 三 勇士 」 1898 年 


ヴァ シー リー・ ス ー リ コ フ 「 貴 族 婦人 モロ リゾ ヴァ 」 1887 年 ーー ーー ポー ル ・ ゴ ー ギ ャ ン 「 女 王 」 1896 年 オー ギュ スト ・ ル ノア ー ル 「 宰 婦 像 」 18764 
273 


272 


ノヴォ ジェ ー ヴ ィ チ ー 修 道 院 


20 世 紀 モ スク ワ の 面積 は 、 有 名 な 中 世 の 
歴 昌 的 建築 物 や 屋敷 アン サン ブル を 入れ て 
12 倍 に な っ た 。 その 中 で 特別 な 位置 を 占め て 
いた の が 修道 院 で 、15-16 世 紀 、 南 と 東 の モ 
スク ワ 侵 入 路 に 6 つ ( 東 か ら 西 に 時 計 回 り に ) 
建て られ た š に 
修道 院 、 ノ ヴォ スパ ー ス キ 
フ 修道 院 、 ダ ニー ロフ 他 


| 


xu Е 
る キプチャク 汗 国 の 最初 


受け た 。 これ ら は 19 世 紀 ま で 「 殴 備 ・ 修 道 院 」 
と 呼ば れ て いた . 


スパ ー ス キー 聖堂 
スパ ソ = ア ンド ロニ コ フ | スパ ソニ アン ドロ ニコ フ 修 道 院 
修道 院 

1360 年 頃 ヤ ウザ 川 左 


ре Sk ase 
岸 に 設立 


ロニ ク だ 。 ア ンド レイ ルプ 
リョ フ (1360 年 頃 -1430 年 
初代 修 頃 ) が 晩年 を すご し た の 
の は 、 セ ル ゲ イ ・ も この 修道 院 だ 。1420 年 
ュ ス キー の 弟子 アン ド | 代 ルプ ブリ ョ フ は ダニ ー ル ・ 


の 内 装 画 を 手がけ た 


れ は モス クワ 建築 の 1 
1 


b 


だ 。17-18 世 紀 、 修 道 院 は 
ê DD o ELO NT LV yg 


で 再建 され た 


| ノウ ホシ ジェ ー ヴ イチ ー 
修道 院 
ロン シア で 最も 裕福 な 修 
道 院 の 一 つ 。1524 年 ヴァ 
- リ ー3 世 に よっ て スキ 
ンス タク 併合 を 記 


ま て られ る 。16-17 世 紀 、 


ӨР) | 


LEM DRL Л (Е) | 


いら れ て いた 。 修 道 院 
の 敷地 に ある 古代 の 歴 
史 的 建築 物 は 、 イ コン ・ 
スモ レン スク 生 神 女 聖 堂 
(1524-1525) だ 。 他 の 
建造 物 で 有名 な の は 、 
| 聖 ア ム ヴ ロ シ ヤ 教会 (16 
18 世 紀 ) の ある イリ ー ナ 
女帝 の 宮殿 と 鐘楼 ( 高 さ 
72m:1689-1690) だ 。 こ れ 
DOH s 物 は ナル ィ シ 
ェ キ ン ・ バ ロッ ク と 呼ば れ 
る 古典 主義 の 模範 だ 


| 新 イエ ル サ レム 修道 院 
| 16564 Eg == 
に よっ て 建て られ る 
彼 は 皇 交 アレ クセ イ ・ ミ ハ 
イロ ヴィ チ に イェ エルサ レム 
の 了 坦 地 を 再現 し た 修 
院 を 建て る よう 提案 
| ニー コン は 建設 地 と ! 
モス クワ 北 の イス トラ 有川 の 
風光 明 如 な 島 を 選び 、 
トロ イツ ュ セル ギ エ フ 
大 修道 院 の 修道 司祭 ア 


ル セ ーー・ ス フュー ノブ フォ オ 
| イェ エルサ レム に 派遣 し た 
ス ノ ハー ノ フ は イエ ェ エルサレム 


の 図面 や 設計 図 だ け 


ZAC ци} 


> WL 


、 ム 教会 の モデ ル を 持ち 
| 帰っ た 。 そ の 後 18 世 紀 中 
ャ て いた アン サ :> 
ま 設 が 始ま っ た 


続け ら 』 
ブル の ) 6 


新 イ エル サレ ルム 修 道 院 
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ノヴォ ジェ ー ヴ ィ チ ー 修 道 院 の 一 角 


モス クリ 
近郊 


| ダニ ー ロ フ ( ダ ニー ル ) 
修道 院 

モス クワ 最 古 の 修道 院 
1282 年 アレ クサ ンド ル ・ ネ フ 
スキ ー の 息子 で 、 イ ヴァ ン ・ 
„ж s бя = 
ー ル ・ ア レク サン ドロ ヴィ チ 
公 に 。 оса 立 さ れる 。 
| モス クワ 周辺 の 要 寒 修道 
| 院 に よる 防衛 Í 包囲 環 の 最 
初 の 修道 院 に な る 。 そ の 
当時 の 建物 は 一 つも 保存 
され て いな い 。17 世 紀 末 修 
道 院 は 再建 され 、7 つ の 塔 
DDR ROD REE FF Bt 
( 北 の 門 の 上 に 建て られ た ) 
の ある 建物 に な っ た 。 


ツモ ニー= メ フ ( シ ツモ) 
修道 院 

モス クワ 境 の 古い 修道 
院 の 一 つ 。 か つて は 最強 
の 防御 施設 を 誇っ た 。 
1370 年 セル ゲイ ・ ラ ド ネ ジ 
ュ ス キー の 弟子 フェ 
ル に よっ て 大 貴族 ホ ヴ リン 
(シモ ン と いう 名 で E 
こ な る ) の 地 に 建 て られ 
| た 。1380 年 修道 院 の 生 
神女 誕生 教会 に クリ コ ヴ 
ォ の 戦い の 英雄 、 修 道 
ペレ ス ヴ ェ ー ト と オス リャ ー 
ビ ャ が 葬 ら れる 。1930 年 
修道 院 の 城壁 と 6 つの 教 
会 の うち 5 つが 取り 壊さ れ 
た 。 要 寒 施設 の うち 残っ 
た の は 南 の 塔 (16 世 紀 有 


名 な 建築 家 フ ョ ー ド ル ・ 
コー ニニ に よっ て 建て られ た 
「 砲 曲 が あ る ) だ け だ 。 


7。 ゲ ンド ロジ 
コ フ 修 道 
院 の 間 の モス クワ 防衛 線 
DR (HEE 
っ た 。1591 年 の キ プ チ ャ 
A E 
な 役割 を 果 た し た 。17 世 
ТЕД KED HEE E ak 
は 石造 に 
アン サン ブル に は スペ パソ 
プレ オプ ラジ ェ ン スキ ー 
聖堂 (貴族 ロマ ノ フ 家 の 
納骨 所 ) EA: £. ラ レ 
К (ミハイル ・ 
атат) 
ТА) 上 に は 


た нету % 7 
て いる (建築 
242), 


導 院 ) に な | 


か えら れ た 。| 


と シモ ン 修 道 | 邊 


ドン スコ イ 修道 院 
| ナド ヴ ラ ー ト ナヤ ・ 
チー フ ヴ ィ ンス カヤ 教会 


ドン スコ イ 修道院 
1591 年 イヴ ァ ン 雷 帝 の 
息子 、 フ ョ ー ド ル 帝 に よっ 


て 建て られ る 。 彼 は この よ 
うな 形 で キプチャク 汗 か 
ら の 「 モ スク ワ 解 放 」 を 不 
朽 の も の と し た 。 修 道 院 
の 名 前 は その 時 ロシア 軍 
を 導い た ドン の 生 神 女 の 
イコ ン 画 と 関係 が ある 。 


1686-1711 年 修道 院 は | 


12 の 塔 の ある 石壁 で 囲 
まれ る 。 修 道 院 の 北門 は 
| E GAS カヤ 教会 
と 頂き 、 西 は 鐘楼 が ある 
RA Жр. 
トレ ジー ニ , G. シ ェ ー デ リ 

| A. エ ヴ ラ ー シ ェ ブ ) 


ナブ ルー ド ノ エ 
の トリ フォ ン 教 会 


ナブ ルー ド ノ エ ( 村 ) 
の 聖 ト リフ ォ ン 教 会 
歴史 家達 の 意見 に よ 
と 、 こ の 「 白 亜 の 詩 的 
な 細密 画 」 は 、 モ スク ワ ・ 
クレ ムリ ン 外 に ある 最 古 
の 石造 教会 だ っ た 。 教会 
は 1492 年 ( 他 の 説 に よる 
と 1520 年 ) に 建て られ 、 
250 年 ロー マ 人 に 虐殺 さ 
| れ た フリ ギア 出身 の 聖 トリ 
フォ ン を まつ っ た 。 伝 説 に 
よる と 聖 ト リ - クォン は イヴ ァ 
ン 埋 帝 の 鷹 狩 管掌 だ 
た ト リー フォ ン ・ バ ト リ ケ ー プ ブフ 
公 の 夢 の 中 に 現れ 、 狩 り 
の 際 、 う っ か り 放 た れ た 血 
帝 の 好き な 白 ハ ヤブ プ ブサ を 
ど で 見 つけ た たら 眼 いか 
教え た [感謝 し て こ 
=c 会 を 建て た この 
伝説 は か つて ナ プ ブルード 


D 


2 


は 関係 が ある が 、 
設 の 日 付 と 矛盾 し て いる 
か つて イヴ ァ ン ・ カ リタ ー 
所 領 だ っ た ナ プ ル ー ド ノ 
エ 村 は 1328 年 か ら 記 録 
こ 残 り 、 イ ヴァ ン ・ カ リタ ー 
| の 遺言 に も 「 町 の そば の 
ナ デ プル ー デ イィ スコ エ ( ナ プ 
ルー ド ノ エ ) 村 」 と 記さ れ て 
いた 。17 世 紀 か ら こ こ に 
は 宮殿 直属 ナ プ ル ー ド 
ナヤ 村 が あり 、 君 主 ヴ ォ ロ 
フ 宮 殿 が あっ た 。 こ れ は 
後に イズ マイ ロ ヴ ォ 村 に 


野鳥 、 pa а, 
村 は 豊か な 狩猟 用 地 と 
し て 名 を 馳せ て いた 


フィ リ 

モス クワ 南 の フィ リ 村 は 
16 世 紀 か ら 有 名 だ 。17 世 
紀 末 フィ リ 村 は 名 門 貴 族 
ナル ィ シ ュ キ ン 家 の 所 領 
と な っ た 。 ナ ルイ シュ キン 
SIKE MJ レク セイ ・ ミ ハ 
イロ ヴィ チ と ナタ ー リ ヤ ・ 
ナル イィ シュ キン ( ピ ョ ー ト 


— —- x PT 


移さ れ た 。 郊 外 に 多く の | 


ル 大 帝 の 母 ) の 結婚 に よ | 
っ て 重 帝 一 家 と 縁戚 関 | 


係 に な っ た 。 ピ ョ ー ト ル は 
若い 時 よく ここ に 滞在 し 、 


叔父 を 訪問 し た 。1693- | 


1694 年 この 領地 に ナル 
ィ イシ ュ キ ン ・ バ ロッ ク の 最 
も 有名 な 記念 ぶ 物 で ある ポ 


| クロ フ 教 > (3 Т 


F B Ata いい 5 段 の 教会 ) 
が 建て られ た 


コロ ー メ ンス コ エ の 
ヴォ ズ ネ セー ニ エ 教 会 
八角 失 塔 を 持つ ルー シ 
最 古 の 教会 (1532 年 ) で 、 
фк 建築 の 傑作 ある 
教会 は ヴァ シー リー3 世 
KA (1479-1533) に k 
っ て 建て られ た 。 伝 承 に 
よる と 、1530 年 、 彼 の 待 
ち わ び た 後継 者 、 後 の 
ЛА ァ ン 4 世 ( 雷 帝 ) 生 許 
を 記念 し て 建 > れ た と 


n5., FR Kê J CT. Êê | 


い 地 階 の 上 に 立っ て い 

る 建物 の 高 さ は 約 60m 
(当時 と し て は 巨大 な 建 
物 だ っ た )。 建 設 者 の 名 


1515-1717 
後に 皇帝 
メン スコ エ の 主要 な 装飾 


公国 領 、 
よる コビー 


エ は 、 後 に 皇帝 領 に な 
た 。 こ こ に は 17 世 紀 、 
ピョートル が 子供 時 代 を 


過ごし た 有名 な 木 : e 


Ed 


| が 建て られ た 。 こ れ は エ 


カチ ェ リ ー ナ 2 世 の 命令 で 
1768 年 解体 され る 。 コ ロー 
メン スコ エ の 名 所 の 一 つ 
は 太古 の 標 (樹齢 800 年 ) 


| の 林 だ 


前 は 残っ て いな い 。 教会 | 


| 物 で ある 。 コ ロー メン スコ | 


g 


A 


ШЕШ] 


フィ リ の ポ ク ロ フス カヤ 教会 | 


コロ ー メ ンス コ エ の ヴォ ズ ネ セン スカ ヤ 教 会 
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モス クソ 郊外 の 
宮殿 ・ 公 園 ア ン サ ン ブ ル 


モス クワ 郊外 の 宮殿 ・ 公 園 ア ン サ ンプ ブル は 、 
ペテルブルグ と 違い 、 大 部 分 が 大 貴族 の 住 
居 で ある 。 モス クワ 郊外 の 量 帝 の 住居 (コロ ー 
メン スコ エ 、 プ レオ ブラ ジェ ンス コ エ 、 イズ マ 
イロ ヴォ ) は 16-17 世 紀 の 歴 史 的 建造 物 だ 。 
1712 年 に ロン シン ア の 首都 は モス クワ か ら ペ テル 
ブル グ に 移り 、 皇 帝 の 夏 の 宮殿 も 全て 新 首 
都 の 郊外 に 移っ た 。 その た め モ スク ワ の 領地 
に は ラス トレ ッ リ ・ バ ロッ ク の 豪華 さも 壮大 な 噴 
水 ア ン サ ン ブ ル の 輝き は な い が 、 ク スコ ヴォ 、 
オス タン キノ 、 ア ルレ ル ハ ン ゲ リス コ エ 、 ツァ リー ツ 
ィ ノ の 4 つの 宮殿 ・ 公 園 ア ン サ ン ブ ル は 紛れ も 
無く 18-19 世 紀 ロ シア 文化 の 至宝 で ある 。 


DFR ЕЛДЙ О 
た 。 オ スタ ン 
キノ は 彼ら の 
息子 ニコ ライ 
の に の お 気に入り の 場所 に な 
クス コワ オォ と オス タン キノ | っ た 。 ニ コラ イ は と こ に | 
つと も ジェ レビ メー チェ (農民 出身 の 女人 
フ 伯爵 家 の 有 名 な 領地 | コー ウィ ヤ ・ ジ ェ ム チュ ゴ ヴ 
で ある 。 ы 
Ü Ме” ァ ヤ ) と 住ん で いた 。1792- 
モス クワ 南東 クス - А А = š 
НК ҮТЕЛДЕ ЫЛЕ 
族 シ ェ レ メー チュ フラ 家 の | ОЧИР 
к: ج‎ Ы. Є ету М 
PTE, 174041: 4ç- % л А 
770 年 代 ピ ョ ー ト ル ・ ボ リ RET 
ー ソ ヴィ チ ・ シ ェ レ メー チェ 
フ 伯爵 は 住処 を 再建 し 、 
数 え 切 れ な い 多 く の 棚 


クス コ ヴ ォ 


ほし み の あ る 」 広 大 な 
AF 
1769- 


F REDD 
(別荘 ) を 建て た ( 
775, 建 築 家 g 
| K. プ ラン ク )。 シェ レ メ ー チ | れる カン テ ミ ー ル 公家 の 所 

ェ フ 対 で の 祝日 は フォ ー | 領 と な っ た 。1775 年 領地 は | 
クロ ア や 劇場 の 出し 物 、 
合唱 付 舟 遊び や 花火 、 
角笛 の 音楽 が 催さ れ 、 
30 万 人 に も 及ぶ 客人 を 
集め た 。 ク レム リン ( 城 因 
の 北 、 車 で 20 分 の 距離 に | 
ある オス タン キノ は 16 世 紀 | 
か ら チ ェ ル カッ スキ ー 大 公 

家 の 所 領 だ っ た 。 ロ シア で 
最も 豊か な 花嫁 チェ ルカ 
ッ ス カヤ 公 妃 が ピョートル ・ 
ジェ ウェ メー チェ ブフ 
し た 1743 年 、 和 領地 は シェ 
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メー チェ フ 家 


エ カ チ ェ リ ー 
ナ 2 世 に よっ 
て 購入 され 、 
その 後 ツ ァ リ 
ー ツ ィ ノ (女帝 
の 村 ) と 呼ば 
れる よう に な 
っ た 。 女帝 の 
た め に 
ネオ ・ ゴ シッ 

ク 様式 の 広大 な アン サン 
ZV (1776-1785, Ж 
V. バ ジェ ー ノ フ :1780 年 代 
-97 年 , 建 築 家 M. カ ザコ フ ) 
が 建て られ た が 、 完 成す | 
る こと は な か っ た 。 あ る 資 
料 に よる と 、 建 物 や 建築 | 
物 に ちり ば め ら れ た フリ ー 
メー ソン を 象徴 する 記号 、 

クロ ー バ ー、 五 線 星 型 、 | 
太陽 、 惑 星 が エ カチ ェ リ ー ナ 
2 世 の 逆鱗 に 触れ た よう だ 


アル ハン ゲ リ ス コ エ | 
[= K R MIER 
た 」 有 名 な 大 公 ニ コラ イ ・ 
ボリ ー ソ ヴィ チ ・ ユ スー ポ 
МОРЯ СА, 
国政 の 職務 か ら 退 いた 


| 後 は 、1810 年 モス クワ の 
北西 18km に ある 、 か つ 


て ゴリ ツィ ン 公 の 所 領 だ っ 
こ ア ル ハ ン ゲ リス コ エ 村 | 


オス タン キノ 


を 購入 する 。1820 年 代 ア 
ル ハ ン ゲ リス コ エ は 上 流 
社会 の 中 心 に な り 、 こ の 
場所 に つい て ド ・ ラ ヴォ は 
次 の よう に 書い て いる 

に こ に は 高官 (上 流 貴族 ) 
の 娯楽 に 魅惑 を 与え 
る も の 全て が 集まっ て 
いる 。 ピ エト ロ ・ ゴ ン ザ ー 
ゴ に よっ て 古い 幾何 学 式 
に 設計 され た 公園 は 大 
理 石 の 彫像 で 飾ら れ 、 


ツァ リー ツィ ノ 


※ 敷 の ホー ル は 風景 画 と 

傑作 の 博物 館 に な 
っ た 。 ユ スー ポ フ の 死後 
(1831 年 ) ア ル ハ ン ゲ リス 
1.7 Z ay O ft Е 
は 彼 者 達 に よっ て 
ペテルブルグ の モイ カ 川 
岸 通り の 宮殿 (p.158) に 
移さ れ た 


アル ハン ゲ リ ス コ エ 


オス タン キノ 宮殿 の 内 装 


t 
ү, 


彼 に 祝福 を 
人 の 列 に 加わ っ た 
道 院 ア ン サ ブル に ある の は 50 以 上 $ : 
有名 な も の は トロ イ Ж) : ペン HDIL 
t (1559-1585), 、 ド ゥ ホー フス カヤ 教会 (1476) 、 ヴ ヴェ ジェ > | る この 場所 に 


, アン サン ブル に ! 


3m) が ある 


世界 的 に 
| 有名 な イコ ン 画 「 ト ロイ ツァ 
| (三位一体 )」 を 制作 し た 
| ( 図 p.272)。 | 


— Ж) 2 ーー i | 
トロ イツ キー 聖堂 の イコ ノ ス タ ス 


トロ イツ ェ ー セ ル ギ エ フ 大 修道 院 


奴 を 人 頭 税 か ら 解 放し 、| ウス ペン スキ ー 聖 堂 


修道 院 に 「 無 税 」「 無 料 1559 年 イヴ ァ ン 電 帝 の 
で 建設 用 の 石 を どん な | 命令 で 建て られ た 。 カサ | 
| 場所 か ら で も 運べ る 権限 | ン レノ ハン と アス トラ ハン と の 
| を 与え た 戦 に お ける 勝利 が 建立 


КЫ [ | ドゥ ホー フス カヤ の きっ か け に な っ た と され 
十字 架 の 上 の (ドゥ フ ) 教会 こい る 。 教 会 の 成 也 式 は 
RE IEE | は 北東 か ら 首 都 へ の 侵 15 世 紀 全 般 に わた り 、| イヴ ァ ン 4 世 ( 雷 帝 ) の 死後 ドゥ ホー フス カヤ 教会 | 
人 踏 の 重 Fe N ML 修道 院 に は 定期 的 に 金 | 1585 年 に 行わ れ た 。 内 装 Si < | 
а si の ひと つ に な っ た 。 修 道 銭 的 、 土 地 、 他 の 寄付 | 作業 が 行わ れ た の は そ | e РЕНЕ 
ウス ペン スキ ー 聖 党 | | 院 の 木 の 棚 が ある 場所 が 入っ て き て 、 修 道 院 は | の 後 100 年 が 経過 し て か | ト フ ペ ズ ナヤ (食堂 ) 宮 典 | 中間 の 支柱 が な い 天 
| 聖堂 の スタ イル は 早期 モ | に 、「 そ の 難攻不落 さと 美 | に 、 当 時 は 12 の 塔 の ある | か な 封建 領主 | ら だ (1684 年 )。 BE 一 面 4 17 世紀 の ロ シア 建築 | に 栓 われ た 510m の 食堂 
スク ワ 派 の 流れ を くん で | し さ を 想 像 する こと は 不 | 石造 の 防 選 が あっ た | た 。 同 世紀 | 懇 う 鮮やか な フレ スコ 画 | の 傑作 の > で ある 。 | ホー ル は 、 セ ルギー 
| お り 、 キ ー ル ( 船 の 竜骨 ) | 可能 だ 」 BE OD S&S (KRI 6m, ЛХ | バル ー シ を | は ヤ ロ ス ラ ー ヴ リ の 職人 | 1689-1692 年 に 建て られ | 教会 の イン テリ 
ナド クラ デズ ナヤ の よう な ザコ マー ララ (外壁 | これ ら の 施設 は 、16 世 | ( 幅 )3m だ っ た | Ж 、 修 道 院 に | に よっ て 制作 され た 。 有 | た 宮成 は 、 古 代 の 修道 院 | ア と つなが っ 
小 礼拝 党 ト 上 部 の 柱 の 間 の 円 形 ひ | 紀 モ スク ワ 周 囲 に 要 寒 修 - の 建築 物 を 監督 1 コー フ の 建 | 名 な イコ ン 画 家 シ モン * ウ | 建築 と 異な り 、 一 面 隙間 | て いる 。 黄金 
17 世 紀 末 さ し 部 分 ) が 特徴 的 だ 道 院 環 が で きた 時 に 建 | て いた の は イヴ ァ ン 普 築 家 が 派遣 され て きた 。| シャ コ フ 作 の イコ ン 画 が あ | な く 彫 刻 模様 と 装飾 模様 | OAUTH 
南 に 隣接 し て いる 同じ タ | 設 が 始め られ た 。 ト ロイ ツ | 自身 で 、 彼 は | 1476 年 、 彼 ら は ここ に クー | る イコ ノ ス タ ス も 同年 の も | で 杉 わ れ て いる 。 そ の 最 | ある 立方 体 
イプ の 寺院 は 、1548 年 | エモ セル ギ エ フ 修道 院 | わっ て い ポラ の ドラ ム 部 に 鐘楼 を | の だ 。 聖 堂 の 円 形 冠 頂 は | も 印象 的 な モチ ー フ は 和 区 | の 教会 部 
に セル ギー・ ラ ド ネ ジュ ス | 設置 し た 優美 な > の | 18 世 紀 に は 玉ねぎ 形 に | Ha - お | は 建物 の 
キー の 後継 者 ニー コン | | | 冠 頂 の 教会 「 加 ドゥ フ 降 | な り 、 色 鮮やか な 装飾 が 東部 に そ び 
の 格 の 上 に 建て られ た 


臨 教会 」 を 建て た 旋 さ れ た А Си, 


は 、 父 総 主教 マカ ー リ 
を 同伴 し た 1654-1656 年 | 
の ロシア 旅行 中 、 次 の よう 
に 修道 院 を 描写 し た 
「 そ れ ( 修 道 院 ) は タ 
マス ク の 要 寒 の よう 
て られ 、 大 き さ で 
エメ サ ( 現 在 の ホム ス ) 
Он 5и 72, 
う 。 鳩 の よう に 白い 新 し 
い 建 物 の 高い 壁 で 
囲ま れ て いる 
その 周り に 大 きい 
R ESES 
途切れ な く 


w. a. | 
デー リー デー ドー 


= С ЕТЕУ: 


鐘楼 1740-1770 年 i トラ ペ ズ ナヤ (食堂 ) 宮殿 (手前 の 小さ い 建 物 は ミ ヘ ー フ スカ ヤ 教 会 . 1734 年 ) 
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= 330 


市 内 地図 


サン クト < ペ テ 


文明 化 が 進 お に つれ 、 人 の 移動 に は 多く の 手続 き が 
必要 に な っ て いる 。 だ が 、 こう いっ た 手続 き は 旅行 中 の 安 
全 を 保障 する た め に は 不可 欠 な の だ 。 


ロシア 入国 審査 、 税 関 手続 に 関す る 情報 は 旅行 会 
社 な ど で 入 手 で きる が 、 情報 が 古かっ た り 、 正しく な い 可 
能 性 が ある 。 公式 の 情報 は OVIR( 外 国人 登録 所 ) 、 
大 使 館 、 領 事 館 、 税 関 で し か 得る こと が で き な い 。 注意 
深く 、 責任 も っ て 旅行 の 書類 保管 に あたる こと 。 そう する 
と 旅行 は 楽し く 、 実り 多い 物 に な る だ ろう 。 

多く の 手続 き を 省 い た り し な いよ うに 。 国家 移住 局 は 
та 人 や VIP で あっ て も 、 法律 に 反する こと は 認め 
な い 。 


身分 証明 書 

ペテルブルグ 到着 時 、 ロ シア 国籍 の 者 は 国内 パス ポ 
ー ト また は 外国 旅行 パス ポー ト を 携帯 し な けれ ば な ら な 
い 。 外国 籍 の 者 は 3 週間 以上 の 期限 の 残っ た パス ポー ト 
と ビザ 、 万 が 一 の 場合 に 備え て 復路 の 航空 チケ ッ ト ま た 
は 鉄道 チケ ッ ト が 必要 だ 。 ロ シア 入国 時 、 外 国籍 の 者 は 
ビザ の 期限 に よっ て 滞在 期間 が 制限 され て いる 。 

CIS 諸 国 の 者 は 特別 に 国家 間 の 取り 決め が な い 
限り 、 外 国 国籍 と みな され る 。 

ペテルブルグ 滞在 日 数 が 3 日 を 越え る 場合 は オヴ ィ ー 
ル (OBMP. 外 国人 ビザ 登録 部 ) で の 登録 が 必要 だ 。 

登録 に は 到着 日 の 日 付 が 記載 され た 通行 許可 証 
(現在 の も の は 入国 カー ド だ が 、 規 則 は 頻繁 に 変わ る た め 、 
空港 や 駅 で 現時 点 で の 規則 と 外国 人 登録 の 期限 を 確 
認 する こと ) が 必要 だ 。 

18 歳 未満 の 子供 の 一 人 旅 の 場合 、 身 元 を 証明 する 
書類 (国内 パス ポー ト 及 び 外 国 パ スポ ー ト 、 ま た は 出生 
証明 書 ) 、 公 証人 の 証明 を 受け た 両親 の 同意 書 ま た は 
ロシア か 国内 及び 閣 外 の 子供 の 移動 を 許可 する 保護 
者 の 同意 書 が 必要 だ 。 


医療 ・ 検 疫 

国境 を 越え 5 れ な い 病 気 は 、 普 通 は 伝染 病 だ け だ 。 
旅行 者 の 医療 検査 は 伝染 病 の 予防 、 ま た は 感染 を 調べ 
る 際 に の み 必 要 だ 。 し か し 、 医療 制限 が ある 場合 も ある 。 

例え ば 、 妊 娠 女性 は 出産 予定 日 の 4 週間 前 か ら 1 周 
間 前 まで の 場合 飛行機 に 搭乗 の 際 、 医 者 の 診断 書 
が 必要 で ある (1 週間 を きっ た 場合 、 搭 乗 で き な い ) 。 
診断 書 は 出発 日 の 7 日 以内 の も の で な けれ ば な ら な い 。 

持病 の ある 者 、 現 在 病気 の 者 も 事前 に 医療 検査 パス 
し た と いう 証明 書 が 必要 で ある 。 飛行 中 の 安全 を 妨げ 、 
他 の 乗客 の 迷惑 に な る 場合 、 航空 会 社 は その 客 の 搭 
乗 を 拒否 で きる 権利 が ある 。 

旅行 中 は 必ず 海外 旅行 保険 証 を 携帯 し て お く こと 。 


税関 

ロシア 国境 を 通過 する 者 は 全て 通関 する 。 ロ シア 連 
邦 税 関 規則 集 に は 貨物 と 通貨 の 通過 に 関す る 規則 が 
あり 、 そ れ を 遵守 し な けれ ば な ら な い 。 税関 申告 書記 入 
の 際 、 持ち 込ま れる 全 貴 重 品 、 通 貨 の 申請 を 行え ば 、 
持ち 出す 際 問 題 は 生じ な い 。 全国 家 の 国境 警備 隊 は 
あら ゆる 武器 、 麻 薬 の 持 込 を 一 様 に 禁止 し て いる 。 麻薬 
持 込 に 対し 、 法 に より 最高 死刑 が 適用 され る 国 も ある 。 
事実 上 、 世 界 の 全 税関 は 食物 、 飲 み 物 、 煙 草 の 持 込 
を 制限 し て いる 。 それ ら 5 の 持 込 ・ 持 出 の 規則 を 事前 に 知 
っ て お く 必 要 が ある 。 

通常 、 大 量 の 貴重 品 、 品 物 が 外国 に 持ち 出さ れる 
場合 、 関税 が か けら れる 。 商用 目的 で 貨物 の 持 込 を 
行う 際 、 関税 が か けら れる 。 
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ル ブ ル グ 色 着 時 


外貨 持 込 ・ 持 出 規則 


ロシア 連邦 か ら 10.000 米 ドル 相当 額 を 超え な い 現 
金 を 持ち 出す 際 、 税 関 申 告 書 の 提示 の 必要 は な い 。 
加え て 以前 ロシア 連邦 に 持ち 込ま れ 、 税 関 申告 書 に 
記載 され て いる 額 を 超え な い 外貨 の 持 出 が 可能 で ある 
(形式 TD-6 又 は 形式 証明 書 TS-28)。 

10.000 米 ドル 相当 額 を 超え る 現金 の 持ち 出し に 関し 
て は 、 申 告 する 必要 が ある 。 

ロシア 連邦 に 持 込 が 制限 され て いる 外貨 は な い 。 

個人 に よる ロシア 連邦 へ の 外貨 の 持 込 と 持 出 は ロシア 
連邦 中 央 銀行 の 規定 に より 、 制限 され て いる 。 し か し 、 
持 出 又は 持 込 額 が ルー ブル 換算 で 最低 労働 賃金 の 
500 倍 を 超え な い 場 合 を 除く 。 

外貨 の 米ドル 換算 は ロシア 連邦 中 央 銀行 が 定め る 、 
Mer 告 書 の 日 付 の ルー ブル の 対外 貨 レ ー ト に 基づき 、 
行わ れる 。 


TAX FREE 

高額 な 買い 物 を し 、 付 加 価値 税 の 払い 戻し を 受け る 
場合 は 国境 で レシ ー ト と パス ポー ト デ ー タ が 記載 され た 
特別 用 紙 を 用 いた 特別 請求 書 及び 梱包 され た 品物 を 
提示 する 必要 が ある 。 通常 、 出 国 手続 き の 前 に 、 空 港 
の 特定 の 場所 又は 税関 で 払い 戻し が 受け られ る の で 注 
意 する 必要 が ある 。 普通 、 免税 を 受け る 最低 購入 価 
格 が ある 。 最低 購入 価格 に 満た な い 商品 を 購入 し た 場 
合 、 免 税 は 適用 され な い 。 そ の 額 に 関し て は 、 請 求 書 
作成 の 時 に 知る こと が で きる 。 


ペッ ト の 飼い 主 の 方 へ 
ペッ ト と 旅行 に 行く 場合 、 獣 医 証明 書 及び 許可 証 を 
作成 する 必要 が ある 。 又 薬 (ヨー ド 、 過 マン ガン 酸 カリ 、 


解熱 剤 )、 道 中 ペッ ト に 与え る 缶詰 、 ペ ッ ト フ ー ド が 必要 
で ある 。 

動物 輸送 の 規則 7 | 
航空 輸送 


ペッ ト を 伴う 場合 、 航 空 券 予約 時 に 必ず その 旨 を 伝 
えな けれ ば な ら な い 。( 航 空 券 に 注記 され る ) 空 港 で は 輸 
送 手 続き を 行う 際 、 早め に 空港 に 行く 必要 が ある 。 ペッ 
ト ( 猫 、 犬 、 鳥 ) は 乗客 が 購入 し た 特別 コン テ ナ で 輸送 さ 
れる 。 又 、8 キ ロ 以 下 の ペ ッ ト は 客席 に 乗せ る こと が で き 
й 8 キロ を 超え る ペッ ト は 貨物 室 に 乗せ な けれ ば な ら 
な い 。 

動物 に は 超過 貨物 料金 が 適用 され る 。 動物 と コン テ 
ナ の 重量 は 荷物 の 無料 範囲 に は 含ま れ な い 。 


鉄道 輸送 

軟 席 車 を 除く 、 全 車両 で 動物 輸送 を 行う こと が で き 
る 。 小動物 は 特別 コン テ ナ に 入れ 、 手 荷物 置き 場 に 乗 
せな けれ ば な ら な い 。 犬 は 口 輸 を し 、 縄 に つない で の み 
乗せ る こと が で きる 。 大 型 犬 は 特別 コン テ ナ に 入れ られ 、 
貨物 車 に 載せ 5 れ る 。 動物 輸送 料金 は 20 キ ログ ラム 相 
当 の 荷物 料金 に 匹敵 する 。 

盲導犬 は 全 交 通 機関 で 障害 者 に 付き 添う こと が で き 
る 。 輸送 代金 は 無料 で ある 。 
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САНКТ-ПЕТЕРБУРГА 

И ЛЕНИНГРАДСКОЙ ОБЛАСТИ 
キー ロ チ ナ ヤ 通 り 4 Кирочная ул., 4 
(チェル ヌィ シェ フス カヤ 
(Чернышевская) 0278-2481 


OVIR (オヴ ィ ー ル : 
SW P) 


海軍 省 地区 

ヴェ レイ スカ ヤ 通 り 39 
Верейская yn., 39 

0 工科 大 学 (TexHono- 
гический Институт) 
0710-1833 


ヴァ シー リー 島 地 区 

19 番 線 ( リ ー ニ ヤ ) 12a 19-я линия, 

12а ヴァ シー リー 島 
(Василеостровская) 

0321-7524 


ヴィ ー ボ ルス キー 地区 
レス ノイ 大 通り 20 Лесной np., 20 
ヴィー ボル ゲス カヤ 
(Выборгская) 542-2172 


カリ ー ニ ンス キー 地区 

ミネ ラリ ナヤ 通り 3 
Минеральная yn., 3 
レー ニン 広場 (Пл. Ленина) 
2540-3987 


キー ロフ スキ ー 地 区 
アフ ト フ スカ ヤ 通 り 22 
Автовская yn., 22 
⑩ ア フタ ヴァ (Автово 
0783-4414 


クラ ス ノ グ ヴァ ル デ イ スキ 
ー 地 区 


ザ ネ フス キー 大 通り 25 
Заневский пр., 25 
⑳ ノ ヴォ チェ ルカ ッ ス カヤ 
(Новочеркасская) 
0528-6767 


クラ ス ノ セ リス キー 地区 

タム バー ソフ 通り 4 

Ул. Тамбасова, 4 

(プロ スペ クト ・ ヴ ェ チ ェ ラ ー ノ フ 
(Проспект Ветеранов) 

0730-3721 


モス コフスキー 地区 
ブラ ガ ダ ー ト ナヤ 通り 34 
Благодатная yn., 34 
(エレ クト ラシー ラ 
(Электросила) 
388-1827 


ネフ スキ ー 地 区 

セ ド ー ヴ ァ 通り 86 Ул. Седова, 86 

(⑩ 品 モノ ー ソ フス カヤ 
(Ломоносовская) 

(2262-2070 


ペトロ グラ ー ツ キー 地区 

グロー ト 通り 1/3 

Yn. [pora, 1/3 

(⑪ ペ トロ ゲラ ー ツ カヤ 
(Петроградская) 

2230-8360 


プリ モー ルス キー 地区 

サ ヴ ー シ ュ キ ン 通 り 83 

Ул. Савушкина, 83 

(チョー ル ナヤ ・ レ ー チ カ 
(Черная Речка) 

2430-1509 


フル ン ゼ ンス キー 地区 
オブ ヴォ ー ド ヌィ 運河 川岸 通り 48 
Наб. Обводного кан., 48 
リー ゴ フ スキ ー・ プ ロス ペク ト 

(Лиговский Проспект) 
0766-1468 


中 心地 区 

クル ィ ロ フ 横 丁 5 Пер. Крылова, 5 

ガス チー ヌイ ・ ド ヴォ ー ル 
(Гостиный Двор) 

2315-7936 


移住 管理 委員 会 

КОМИТЕТ МИГРАЦИОННОГО 
КОНТРОЛЯ 

ネフ スキ ー 大 通り 134 

Невский np., 134 0271-7551 


サン クト ・ ベ ペテルブルグ 及 
び レ ニン グラ ー ド 州 内 務 省 
移住 管理 局 

УПРАВЛЕНИЕ ПО ДЕЛАМ 
МИГРАЦИИ ГУВД СПб 

И ЛЕНИНГРАДСКОЙ ОБЛАСТИ 
建築 家 ロ ッ シ 通り 1/3 No.5 玄 関口 
3B# yn. 3ondero Росси, 1/3, 
подъезд Ne 5, 3-й эт. 
0310-2747 


ロシア 連邦 北西 税関 局 
СЕВЕРО-ЗАПАДНОЕ 
ТАМОЖЕННОЕ УПРАВЛЕНИЕ РФ 
クト ゥ ー ゾ フ 川 岸 通り 20 

наб. Кутузова, 20 
(0273-1619, 273-1619 


サン クト ・ ペ テル ブル グ 税 関 
САНКТ-ПЕТЕРБУРГСКАЯ 
ТАМОЖНЯ 

ヴァ シー リー 島 , 9 番線 (リー ニヤ ) 10 
Васильевский остров, 9-я 
линия, 10 

(44: 323-7794, 740-2422 


ブル コ ヴ ォ 空港 税関 : 
Пулковская таможня 
0740-2527, 740-2579 


術 品 及び 骨董 品 
持 出 規則 


ロシア 法 に より 、 持 出 許 
可 証明 書 が あれ ば 、 製 造 
され て 50 年 未満 の 芸術 品 
を ロシア 国外 に 持ち 出す こ 
と が で きる (外国 で 必ず 申 
請 を 行う と いう 条件 付き )。 
骨董 品 に 関し て は 特別 規 
則 が 適用 され る 。 骨董 品 
と は 50 年 以上 前 に 製造 さ 
れ た 文化 財 (書籍 、 原 稿 、 
写真 を 含む 歴史 財 、 芸 術 
品 ) の こと を 指す 。 持 出 許 
可 は 国家 税関 委員 会 文 
化 財 持 込 及 び 持 出 管理 部 
の み で 得 ら れる (下記 参照 )。 
この 際 、 文 化 財 と 書類 を 管 
理 部 に 持参 し な けれ ば な ら 
な い ( 上 記 の 電話 番号 で リス 
ト の 確認 可能 )。 50~100 年 
前 に 製造 され た 絵画 の 鑑 
定 は 国家 税関 委員 会 職員 
に より 派遣 され た 芸術 専門 
家 が 特別 研究 室 で 行う 。 
持 出 許可 が 得 ら れる か ど 
うか は 国家 的 価値 に よる 。 
100 年 以上 前 に 作成 され 
た 絵画 及び イコ ン に 対し 
て は 、 例 外 な く 国 外 持 出 は 
禁止 され て いる 。 


サン クト ・ ペ テル ブル グ で 
文化 財 に 関す る 税関 
手続 き を 行え る 税関 機関 : 


ヴァ シー リー 島 税関 : 


ヴァ シー リー 島 、 バ パリ ショ イ 大 通り 103 
ブル コ ヴ ォ 税関 : カ ルコ ヴォ 2 空港 
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(872> サ ンク ト ・ ペ テル ブル グ の 市 外 局番 


オク チャ ー ブ リ スカ ヤ 鉄 道 案内 : D05 
鉄道 チケ ッ ト 予 約 ・ 配 達 : D067 


x 飛行 機 2 Ki 23. の и (FINNAIR) w о ШЕШШ | I 
ン フス キー 大 通り 32 | ЎА 
Казанская yn., 44 Невский пр., 32 | E 鉄道 と バス ラド ガ 駅 
空港 (2326-1870 (2320-1000 | 
空港 プル コ ヴ ォ 2 0324-3249 | 空港 プル コ ヴ ォ 2 2324-3244 | 
空港 「 ブ ルコ ヴォ (IIYJIKOBO) | 


> кїмї 2 2, ЯД MALEV | 
は ロシア で 有名 な 空港 の 一 つ 。 マー ラ ヤ ・ マ ルス カー ヤ 通 り 23 | 空港 ブル コ ヴ ォ 2 2324-3267 | 


年 間 旅客 数 は 1200 万 人 。 Малая Морская yn., 23 バル ト 駅 

8 スカ ンジ ナビ ア 航 空 (SAS) | 

空港 プル コ ヴ ォ 2 0346-8181 | ネフ スキ ー 大 通り 25 | 

Невский np., 25 
LOT 326-2600 
カラ ヴァ ン ナ ヤ 通 り 1 空港 プル コ ヴ ォ 2 (0324-3244 | 
| | Караванная yn., 1 
(2273-5721 


住所 : ザ ネ フス キー 大 通り 73 
| | Заневский np., 73 
ラー ダ ジ ュ ス カヤ (Ладожская) 
(2436-5310, 768-7900 (郊外 電車 案内 ) 
』 | マー フ ヤ ・ オ フタ の 新しい 駅 の コン プレ ックス 。 
2003 年 新設 。 
50 の 郊外 電車 、26 の 長 距 離 電車 の 発着 駅 。 


空港 プル コ ヴ ォ 2 0324-3252 


À | 


クエ リー ター ミチ チル | 


住所 : オ ブ ヴ ォ ー ド ヌィ 運河 川岸 通り 120 


「 海 の 駅 」 最新 設備 は 快適 、 安全 と 高 品質 の サー ビス を 提供 する 。 
наб. Обводного канала, 120 る 長 距離 列車 : ア ナパ , リヴ ォ フ . モス クワ , 
住所 : 海 の 名 準 広 場 1 721-7, グロ ド ノ 方 面 


ЈА д) (Балтийская) (055 
る 郊外 電車 : ガ が ッ チ ナ , ルー ガ , オラ ニ エ ン バウ ム , ペ テ ル ゴ フ , 
ガ カリー シェ , ク ラス ノ フ ロー ツク 方 面 


пл. Морской Славы, 1 

プリ モー ルス カヤ (「1pwMopckag) 

の 322-6052, チケ ッ ト 予 約 : 322-1616 

人 「 マ ルス コイ ・ ヴ ァ グ ザー ル ( 海 の 駅 ) 」 は ヴァ シー リー 島 に 港 に あ 
る 総 面積 18 万 5000m の 7 階 建て の 建物 で 、 同 時 に 4 隻 入港 が 


る 郊外 電車 : ル ー ガ . ガッ チ ナ , シ ヴ ェ ルス カヤ 方 面 


プル コ ヴ ォ 1 空港 

案内 0704-3822 

国内線 及 び ロ シア 近隣 国 専 用 ター ミナ ル 。 
SHKAS T 可能 だ 。 年 間 旅 客数 は 20 万 人 。 | 

m وا‎ ы 心から 南 へ カリ ー ニ ング ラー ド タリン. ヘルシンキ スト ッ ク ホ ルム 方 面 また 遊覧 | 
MI2U に の 6 船 が 就航 。 


クィ ンタ ン 


= 


` 駅 


BIERMA ZIANA 


交通 機関 


交通 機関 o 運行 時 間 所 要 時 間 終点 (メト ロ 駅 ) 
(9) モス コ フ ス カ ヤ | 
マル シュ ルー トカ |7:00~22:00 | 10-20 “МОСКОВСКАЯ” Š | 
Sila アレ クサ ンド ル ・ ネ フス キー 広場 ç: | 
A トカ |7:00~22:00 | 30-50 “ПЛ. А. НЕВСКОГО” | ү” < | 
É | - | 
バス 13 番 16:00~24:00 | 15-20 E ШЕ k= 


住所 : レー ニン 広場 6 nn.JIeHha, 6 
レー ニン 広場 
(Площадь Ленина 2055 
| 国際 線 : ヘ ル シ ン キ 行き 特急 列車 
| 信長 距離 列車 : リ ル タ ヴ ァ ラ , コス トム クツ 方 面 
郊外 電車 : ヴ ィ ー ボ ル グ , プリ オ ゼ ルス ケ ., 
プリ モー ルス ク , ゼ レ ノ ゴ ー ル スク , ヴィ ー ソ ツケ , 
ス ヴ ェ ト ゴル スク, フ セ ヴ ォ ー ロ ジュ スケ , 
シュ リッ セル ブル 方面 


住所 : ザ ー ゴ ロ ド ヌ ィ 大 通り 52 Загородный np., 52 
ブー シキ ンス カヤ (yuukwHckag) Q)055 
人 $ 長 距離 列車 : ベ ルリ ン , ブレ スト , ブダ ベス ト , TA, 

ドニ エプロ ペトロ フス ク , #17, 

キシ ニョ フ , リヴ ォ フ , ミン スク , 

オデ ッ サ , プラ ハ , スモ レン スク , ヘル ソン 方 面 
る 郊外 電車 : イー シキ ン ( ツ ァ ー ル スコ エ ・ セ ロー), 

パ ヴ ロ フ スク , オレ ー ジ ュ 方 面 


プル コ ヴ ォ 2 空港 
案内 0704-3444 
$ 国 際 線 用 ター ミナ ル 。 
ペテルブルグ の 中 心から 南 へ 17km の 所 に ある 。 
図 タ クシ ー、 パス 、 マル シ ュ ルー トカ 
(路線 乗合 タク シー) 
運行 時 間 所 要 時 間 終点 (メト ロ 駅 ) 
A モス コ フ ス カ ヤ 


Na leoni Ea 
r 


マル シュ ルー トカ | 7:00~22:00 | 10-20 "московская" モス クワ 駅 0307 中 央 鉄道 チケ ッ ト 売 場 
K-13 و‎ ЦЕНТРАЛЬНЫЕ ЖЕЛЕЗНОДОРОЖНЫЕ КАССЫ 
マル シ — :00~22: " н 
ル シ ョ ルー Кр |7:00~-22:00 | 30-50 СЕННАЯ 住所 : ガリ ボ エ ー ド フ 運 河川 岸 通り 24 
バス 13 番 6:00—24:00 | 15-20 ا ی‎ наб. канала Грибоедова, 24 


⑯⑩ ネ フス キー・ プ ブロ スペクト 
(Невский проспект) 
(グリ ボ エ ー ド フ 運 河 方 面 出口 ) 
® 8:00~20:00, 日 曜日 
8:00 16:00 2762-4455 


航空 会 社 
サン クト ・ ペ テル ブル グ 支 店 


英国 航空 (BRITISHAIRINES) | | 


aueia ・ ロ シア 航空 が を ここ で は ペテルブルグ に 発着 する 
小 厩舎 Й ñ * 
カザン スカ ヤ 通 り 5 Малая Конюшенная yn., 13A | 海港 「 パ ッ サ ジー ルス キー・ ポ ルト (旅客 港 ) 」 株 式 会 社 O Ы ле Карае TZE 
Казанская yn., 5 0327-3872 | 2380-0626 ОАО "ПАССАЖИРСКИЙ ПОРТ шс = Е Š 
z 空港 プル コ ヴ ォ 2 0346-8146 | 住所 : マカ ー ロ フ 川 岸 通り (32 番 の 建物 の 向かい ) ーー 
エア ・ フ ラン ス (AIR FRANCE) Ha6. Макарова (напротив дома 32). 住所 : ネフ スキ ー 大 通り 85 Невский np., 85 | バス 


CA MO луд 2 パリ シャ ヤ - マ ルス カー ヤ 通 り 36 ®7 y-1J~ ё (Василеостровская), ⑯ 蜂 起 広場 (Inoulans Восстания) (D055 


⑨325-8252 Большая Морская yn., 36 | ⑳ ス ポル チー ヴ ナ ヤ (CnoprvBa) の 328-2223 ¢ 長 距離 列車 : モス クワ , アド レー ル , アク モー ラ , アル ハン ゲ リ スケ . | NAAT EEN 
空港 ブル コ ヴ ォ 2 0324-3241 | 0315-5259 ブリ ャ ンス ク , ヴォ ル ゴ グ ラー ド , ヴォ ログ ケタ , | 住所 . オプ ヴォ ー ド ヌィ 運河 36 
SESE 空港 ルコ ヴォ 2 0324-3250 | 河川 駅 ヴォ ルク ター, ヴォ ロ ネ ジ , エフ パト リア , カザン , er E 36 
as ラ 24 ` j- 29 D7:00~22: ご 
(AUSTRIAN AIRLINES) テル タタ 航空 (DELTAAIRLINES) | 住所 オブ ホフ スカ ヤ ・ オ ボロ ー ナ 大 通り 195 ав се, @ s ы оа Проспект) 
ネフ スキ ー 大 通り 32 パリ シャ ヤ ・ マ ルス カー や 通り 36 . Обуховской Обороны, 195 プロ レタ ー ル スカ ヤ z i А Е گر‎ a р 
Невский np., 32 Большая Морская yn., 36 | 7P: 20У рчы, セ ヴ ァ ス ト ポ リ , ハリ コ フ , チェ リャ ー ビ ン スク 方 面 (2277-0255 団体 旅行 客 用 大 型 バ ス 、 マ イク ロバ ス の 予約 
空港 プル ゴ ヴ ォ 2 0324-3244 | 311-5820 | (Пролетарская) ③262-0239 予約 : 262-2474 郊外 電車 : ヴ ォ ル ホフ . マー ラ ヤ ・ ヴ ィ シ ェ ー ラ , ム ガ ー 方 面 ロシア の 各 都市 、 ベ ラル ー シ 、 エ スト ニア 、 


ネヴァ 川 ウ ルーズ モスクワ. ヴァ ラー ム 島 . キ ジー 島 遊 覧 フィ ン ラ ンド 行き バス の 発着 ター ミナ ル 。 
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(872> サ ンク ト ・ ペ テル ブル グ の 市 外 局番 
安全 と 健康 


天気 


サン クト ・ ペ テル ブル グ は 世界 最 北 
の 大 都市 だ 
(北緯 59" 57' 東経 30' 19')。 
湿気 が あり 、 海 洋 性 気候 に 近く 、 
夏 は 適度 に 暖か い が 冬 は 寒さ が 長く 続く 。 
冬 の 平均 気温 は 一 8'C、 夏 の 平均 気温 は 
填 18 で 。 乾 燥 し た 暑い 日 の 気温 は 25"C か ら 
+30'C ま で 上 が る 可能 性 が ある 。 冬 は -25"C か 
ら -30'C ま で 著しく 下がる 。 湿度 が 高い 
(湿度 96%%) た め 、 暑い 時 も 寒い 時 も 過ごし に くい 。 
年 間 降 水量 は 634mm だ 。 


服装 


ペテルブルグ で は 一 日 で 10~20 で も 気温 が 急変 
する こと が ある (例え ば 4 月 は 3°C ~14°C、 1 月 は +2°C 
~-15°C) 。 そこ で 、 ペテルブルグ に 来る 人 に 以下 の 準備 
を お すす めす る 。 

11 月 一 3 月 末 : 冬 シー ズン 、 防 寒 服 一 式 が 必要 。 
暖か い 上 着 ( ダ ウン 、 毛皮 、 コー ト ) だ け で な く 防 寒 帽 
子 、 手 袋 ( ま た は ミト ン ) 、 マフ ラー、 靴 は 防寒 ・ 防 水 加 
тоьо, 

зЗА~4Я. 9A ~ 10А: 傘 また は レイ ンコ ー ト が 必携 
(ペテルブルグ の 雨 は すぐ に 止む が 、 時 折 一 時 的 な 豪雨 
に 見 舞 わ れる こと が ある ) 。 また 暖か い 服装 と 防水 加工 
の 靴 も 必要 。 

5 月 8 月 : 暖 か く 、 湿 度 が 高い 。 気温 は +35°C ま で 
上 が る の で 綿 の 服 、 オ ー プ ブン な 靴 ( サ ンダ ル 等 ) が 好ま し 
い 。 日 中 気温 が 急激 に 下がる こと も ある の で 暖か い 服 
装 も 持参 の こと (例え ば 2004 年 6 月 は +14'C の 肌寒い 

日 が 続い た ) 。 
ペテルブルグ は 湿地 帯 に 建設 され た 。 こう いう 場 
‚+ 所 で は 5 月 か ら 10 月 に か け て の 夕方 、 К ЕС 
発生 する 。 夕方 以降 、 ネ ヴァ 川岸 を 散策 する 場合 
は 虫除け スプ レー 等 の 下 対 策 が 必要 。 夏場 、 虫 除け 薬 
は ペテルブルグ の 薬局 で 売り 切れ て いる こと が 多い の で 、 
日 本 か ら 持 参 し た 方 が 良い 。 


旅行 中 健康 が 何より 大 事 な の は 言う まで も な い 。 
だ が 突然 の 風邪 、 怪 我 、 歯 痛 や 頭痛 を 予測 する こと は 
で き な い 。 サン クト ・ ペ テル ブル グ は 医療 保健 に 関し て ヨー 
ロッ パ 都 市 と 本 色 が な い 町 で 、 救 急 医療 を 無料 で 
行っ て いる 医療 機関 が ある (身分 証明 書 や 保健 > 
書 の 提示 が 必要 な いと ころ も ある ) 。 数 多く の 有料 「 
医療 セン ター で も 、 医療 費 は ヨー ロッ パ 都 市 と 比べ 
て 安く 、 質 は 高い 。 
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ЛЕТ ° 


а | 


無料 (応急 処置 ) サ ービス を 受け る に は 
03 番 を ダイ ヤル する だ け で いい 。 緊急 処 

置 が 必要 な 人 は 誰 で も この サー ビス を 
受け る こと が で きる 。 

ў 医療 セン ター 及び 病院 の 無料 案 
ЭШ. 内 は 9:00~21:00 ①718-6575: 
また は イン ター ネッ ト の サイ ト で 
(24 時 間 ) www.healthnet.ru 


ペテルブルグ に は 多く の 薬局 が ある (一 部 は 24 時 間 
営業 ) 。 販売 し て いる 薬 の 品数 も 豊富 だ が 、 ペ テル ブル 
グ の 薬局 は も っ ぱら 商業 主義 の 販売 店 な の で 、 そ この 販 
売 員 に 医薬 品 の 相談 を する の は お すす めし な い 。 自分 
に 必要 な 医薬 品 を 知り 、 医師 の 処方 に 従っ て 購入 する 
べき で ある 。 類似 物 に 同意 し な いこ と 。 その 店 に 必要 な 
医薬 品 が な い 場 合 は 違う 店 へ 行く こと 。 
(ペテルブルグ 市 内 の 薬品 、 医療 サー ビス 無料 案内 
⑨325-0900, 712-0903 24 時 間 ) 


犯罪 の 危険 性 


集まる 中 心 部 の 路上 で の 犯罪 が 多い 。 詐欺 師 集 団 
は 通常 、 普通 の 人 と か わら な いか それ より も 良い 服装 
で 、 狙い を つけ た 人 を 尾行 、 あ る い は 同行 し 、 そ の 人 が 
警戒 心 を 緩め る の を 待っ て いる 。 また 、 犯罪 者 は よく 子 
供 を 使う (子供 な ら 恐 怖 心 も 与 え ず 、 不 審 に 思わ な い 
か ら だ ) 。 人 通り で 札束 を 見 せな い 。 財布 を と られ や す 


い 場所 に 入れ な い 。 貴重 品 は 自分 の 身 に つけ 、 集 中 と | 
警戒 を 怠ら な い 。 以上 の こと を 守っ て いる 限り 、 ロ シア で | 


事件 に 巻き 込ま れる 可能 性 は 少な い 。 と いう の も 、 ロ シ 
ア 人 は 、 世 界 の どの 国 の 人 と 同様 、 基 本 的 に は 誠実 で 
親切 だ か ら だ 。 


万 が 一 犯罪 に あっ た 場合 は た だ ち に 警察 に 通報 する か | 


(02 番 ) 、 近 く の 警 察 の 服装 を し た 人 に 知ら せる こと 。 


日 本 人 旅行 者 専用 イン フォ メー ショ ン ・ 安 全 セ ンタ ー 
住所 : ネ フス キー 大 通り 30. オフ ィ ス 329 
電話 :+7 (812) 702-1522 
FAX :+7 (812) 449-0365 
夏 シ ー ズ ン (5 月 一 9 月 ) : 平日 8:00~18:30 
冬 シ ー ズ ン (10 月 一 4 月 ) : 平 日 9.30 て 18:30 
24 時 間 ホ ッ ト ラ イン (日 本 語 ・ 英 語 ) : 
⑦+7 (812) 907-5059 


公衆 トイ レ 
全て の 博物 館 、 レ スト ラン 、 
~ 大型 カ フェ 、 映 画 館 に 設置 
し て ある (これ ら の 場所 で は 
MI 無料 )。 観 光 施設 の そば に は 
有料 公衆 筒 易 トイ レ が ある 
(普通 は 係員 に 料金 を 払う ) 。 


全て の 秩序 を 守り (道路 、 
地下 鉄 、 駅 )、 交 通 安 全 を 取 
り 締まる 機関 。 何 か 困難 が 発生 
し た 場合 、 警察 官 に 相談 する 
こと が で きる 。 


МЧС 救出 作業 課 


非常 事態 が 起き た 際 の 救助 作業 を 行う 。 MHC は 
頭 文 字 を と っ た 語 で 、 正 式 名 は MMHwcrepcTBo no 
чрезвычайным CMTyauMM( 非 常 事態 独 ) と いう 。 
現在 消防 課 (01、07 番 ) も ここ に 属し て いる 。 
緊急 時 の 救助 は 無料 で 、 非 常 救助 活動 を 行っ て いる 。 
0(380-9119, 545-4745). 


歩行 者 規則 
ペテルブルグ の 歩行 者 規則 は ヨー ロッ パ と 同じ だ 。 
歩行 者 は 歩道 、 歩 行者 専用 道 、 広 場 を 歩く 。 環状 道 
路 横断 の た め に 横断 歩道 の ほか に 、 地下 道 が 設け られ 
て ある 。 横断 歩道 は 伝統 的 な 「 横 断 歩道 
表示 」 が 書か れ て いる 。 (ロシア で は 普 
通 白線 だ ) 


レン タカ ー 
いく つか の 会 社 で 車 を 借り る こと が で きる 。 レン タカ ガー 会 
社 の 案内 は 009 番 まで (有料 ) 


公共 交通 機関 
ペテルブルグ の 公共 の 乗り 物 は バス 、 ト ロリ ー バ ス 、 

路面 電車 で 、 こ れ ら は 定め られ た 路線 を 運行 し て いる 。 
市 営 と 私 営 の 交通 機関 が ある 。 ©6:00 ~~ 24:00 

停留 所 に は 乗り 物 の 種類 、 番 号 が 書か れ た 標示 
板 が ある 。 時 々 運行 時 間 ・ 間 隔 が 書か れ て いる が 、 T 
き 先 (o T.. до... ~ С) が 書か れ て いる の は 
非常 に 稀 だ 。 

運賃 は 乗り 物 ・ 距 離 に よっ て 定め られ て いる 。 バス 、 
トロ リー バス 、 路面 電車 は 車内 で 車掌 か ら タ ロン (切符 ) 
を 買う 。 カ ー ド (バス 専用 / バ ス ・ ト ロリ ー バ ス / バ ス ・ 路 面 
電車 、 あ る い は 三種 共通 ) を 買っ て も いい が 、 こ れ ら の カ 
ー ド は 市 営 交通 機関 で し か 使え な い 。 この よう な カー ド は 
ペテルブルグ に 長く 滞在 し 、 市 営 交通 機関 を よく 利用 す 
る (1 日 に 2 回 以上 ) 人 に は 便利 だ 。 


sma ff. 


gfe ñi 


マル シュ ルー トカ は ペテルブルグ で は 比較 的 最近 で きた 
私 営 の 交通 機関 で 、 一 定 の 路線 を 運行 する 14 ン 20 人 
乗り の マイ クロ バス の こと だ 。 機動 性 が あり 、 速い 。 ま た 、 
路線 内 な ら ( 車 を 止め る の が 禁止 され て いる 場所 で な け 
れ ば ) 、 ど こ で も 止め る こと が で きる 。 目的 の 場所 が 近 づ 
いた ら 、 運 転 手 に 止め て も らい た U 場 所 (停留 所 、 地 下 
鉄 、 交 差 点 の 角 等 ) を 言う 。 

料金 は 他 の 交通 機関 と 同様 、 定 め ら れ て お り 、 運転 
手 に 払う 。 他 の 市 営 交通 機関 より 4096 高 い が 、 タ クシ 
ー を 利用 する より は る か に 安い 。 ©7:00~ 23:00 


タク シー 
24 時 間 営 業 。 
0312-0022; 
(0700-0000; 
③068 他 


1 市 内 サー ビス і 
メト ロボ リタ ン ペテルブルグ の 地下 鉄 は 現在 58 駅 、35000 台 の 電車 、 
1 日 250 万 人 の 乗客 、12000 人 の 駅 員 


метро- 


ПОЛИТЕН 


利用 方 法 En 


ne. просвещения ll onenac ne. 
(№) PR PROSESHOHENNA богРАЖДАНСКИЙ! 

3 озеки академическая 

Ж 間 5:45~ 24:00 OZERK r EDEMICHESKAYA 


ГОСТИНЫЙ ДВОР 


т yor Mol (新年 12 月 31 日 か ら 1 月 1 日 に か け て は 4:00 ま で ) удельная Д тосса 
боку Dvor Matro Statlon е ¿a u aa POLITEKHNICHESKAYA 
料金 は 乗車 距離 、 時 間 に 関係 な く 一 律 だ 。 E. Дъ мот 
а mms F био 
ч блм 
メト ロ ポ リタ ン ( 仏 語 metropolitain「 首 都 の 」) は 市 内 wass Кал с 
3 К è に ` PETROGRADSKAYA ал. sasa 
鉄道 だ 。 こ の 交通 機関 は 1860 年 代 ロ ンド ン と シカ ゴ で 最 y Cr рокім И 
初 の subway( メ トロ ) が 開通 し た 時 、 そ の 可能 性 と 有益 стома Û - ре ED 
ПР, NEVSKY PR CHERNYSHEVSKAYA 


性 を 誇示 し た 。 

19 世 紀 末 ペテルブルグ で も 地下 鉄建 設 が 検討 され 
る よう に な っ た 。 し か し 戦争 や 革命 の た め に 、 建設 の 決 
議 が 採択 され れ た の は 1930 年 代 末 に な っ て の こと だ っ た 。 
1941 年 に 始め られ た 準備 作業 は 第 二 次 世 界 大 戦 で 
中 断 され 、 戦 後に よう 


РАМОКОКАА МЫЙ двор GOSTNY DVOR 


ПЛ. ВОССТАНИЯ PL VOSSTANIA 
МАЯКОВСКАЯ MAYAKOVSKAYA 


ВАСИЛЕОСТРОВСКАЯ, 
WASILEOSTROVSKAA 


достоєвскм бо WOVEVSKAVA 
ВлАДИМИИЁКАЯ VDIMIRSKAYA 


СЕННАЯ NN. SENNAYA PL 
САДОВАЯ SADOVAYA 


料金 は ジ ヴェ トン (コイ ン ) か 
マグ ネッ トカ ー ド で 支払 う 。 


ПЛ, АЛЕКСАНДРА НЕВСКОГО 
080 


ТЕХНОЛОГИЧЕСКИЙ ИНСТИТУТ PL ALEXANDRA NEVSKI 
TEKMNOLOGICHESKIY INSTITUT 


әш И A N 

や < 再開 さ れ た 。 Еа * 改札 口 前 の 切符 売場 で мос носовое e 
10.8km の レニ ン ザ ラー ド ・ 地下 プラ ッ ト ホー ム 「 ナ ルフ スカ ヤ 」 駅 "Hapeckag" 購入 で きる 。 改 札 を 通過 z maaa 
メト ロボ ポリ タン 一 番線 の ンー Sagar s | し た ら 、 長く て 深い エス カレ пролетарскда 
開通 式 が 1955 年 10 月 | ー タ ー に 乗り 、 地 下 の プ ラ eee N V. Sasa 
15 日 に 行わ れ た 。 EEE 1 peyomo 

1 番線 に は 8 駅 (蜂起 Mk 
広場 、 ウ ラジ ー ミ ルス np. ветермов Ó PeiAuko 


地下 鉄 駅 Ра т ` 
ГУЁ e Д 3 (Площадь Восстания) | арта に の の 
の パ ヴ ィ リオ ン 

スカ ヤ 、 ナ ル ヴ ス カヤ 、 

キー ロフ スキ ー・ ザ ヴォ ー ド 、 ア フタ ヴァ ) が あり 、 そ の 内 装 

に は 約 2 万 2 千 m の 大 理 石 、1 万 m の 花岡 岩 が 使わ れ 、 

ユニ ー ケ ク な 照明 器具 、 フ ロア スタ ンド 、 ブ ロン ズ 、 Ж. 
装飾 ガラ ス 製 の 壁 煽 呆 や シャ ン デ リア で 飾ら れ た 。 


i ッ ト ホ ー ム へ 行く 。 
1 
[ 
| 


プラットホーム に は 車内 同様 、 
メト ロロ 路線 図 が ある 。 


Сенная па, Ни 
Горьком 
Nerorrant 


ВЫХОД В ГОРОД i) Š 


標示 板 「 一 駅 行き (K поездам до станций) J 
と 「 地 上 出口 (Bbixon в город) J 


エス カレ ー タ ー( ペ テル ブル グ の 地下 鉄 は 世界 で 一 番 深い ) 


222 


扉 が 閉まり ます 。 ご 注意 くだ さい 」“OcTopokHO, двери закрываются” 


地下 プラットホーム 「 ア フタ ヴァ 」 駅 "ABrogo" 
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救急 車 、 警 察 、 消 防 等 の 
緊急 連絡 の 電話 は 無料 


07 
火事 (MHC) ③ 


02 
警察 


03 
救急 車 


04 
ガス 応急 事故 処理 課 


275-0810 
救出 作業 課 「911」 


278-7414 
テロ 防止 課 


278-0055 
人 身 事 故 登録 局 


003, 712-6510 
有料 救急 車 


718-4192 
心臓 病 応急 医療 機関 


09 
ペテルブルグ 市 内 の 
電話 案内 サー ビス (ITC) 


060 
時 報 


063, 064 
市 内 情報 


062 
案内 サー ビス 


005, 008, 050, 089 
会 社 商品 サー ビス 案内 : 
レス トラ ン 案 内 (無料 ) 


277-0255 
ホテ ル 予 約 


上 記 サ ービス は 
全て 24 時 間 
行っ て いる 
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市 内 サー ビス 


(872 ナ サン クト ・ ペ テル ブル グ の 市 外 局 番 


a 


封筒 (航空 便 ) 


郵便 ポス ト 


郵便 局 

ペテルブルグ に は 通信 
省 下 何 百 も の 郵便 局 が 
あり 、 有料 郵便 サー ビス を 
行っ て いる 。 ペテルブルグ で 
その 中 心 に ある の は 中 央 
郵便 局 だ (イサ ー ク 聖堂 ・ 
元老 院 広場 か ら 徒歩 2 分 
の 中 央 郵便 局 通り yn. 
「1odTaMTcka に ある ) o 

1990 年 代 初 めか ら ペ テ 
ル ブ ル グ に 国際 宅配 便 会 
社 、DHL、FedEX も オー プン 
し た 。 こ うい っ た 会 社 の 郵便 
サー ビス は 非常 に 高い が 、 
場合 に よっ て は 不可 欠 だ 
(重要 書類 送付 ) 。 


ТЕЛЕФОМ 


現在 携帯 電話 が 普及 し 、 
公衆 電話 の 利用 は 著しく 
減っ た 。 ペ テル ブル グ の 公衆 
電話 は 全て の 地下 鉄 、 博 
物 館 、 通 り に 設置 され て い 
る 。 市 内 通話 用 と 市 外 ・ 国 
際 通 話 用 の 二 種 類 の 公衆 
電話 が ある 。 テレ ホン カー ド 
専用 公衆 電話 が 多い 
(テレ ホン カー ド は 地下 鉄 駅 
構内 、 新 聞 雑 誌 キオ スク で 
販売 し て いる ) が 、 地下鉄 
に は コイ ン が 使用 で きる 公 
衆 電話 も ある 。 


公衆 電話 の 使用 法 は 電 
話 本 体 、 あ る い は その そば 
に 記載 され て いる 。 市 外 ・ 
国際 電話 を か ける 場合 
は 、 ま ず 8 を 押し 、 ブ プー と いう 


』 (í T 


出 音 を 聞い て か ら 、 


(国際 電話 の 場合 は 10 と 国 


番号 を ) 市 外 局 番 ・ 相 手 の 
番号 を ダイ ヤル する 。 


一 般 電話 か ら 市 外 ・ 国 際 


電話 を か ける 場合 は 後 払 


い に な り 、 後 日 「 ロ ステ レコ ム 


PocrenekoM」 社 か ら 請求 
書 が 届く 。 こ の 料金 は 非常 


に 高い 。 市 外 ・ 国 際 電 話 用 


テレ ホン カー ド を 使っ て か け 
る と その 半分 、 時 に は 10 分 
の 1 の 金額 で か けら れる 。 
ペテルブルグ で は 様々 な 電 
話 会 社 で 時 間 金 額 に 応じ 
た いろ いろ な カー ド が 販売 
され て いる 。 市 外 ・ 国 際 電 
話 用 テレ ホン カー ド は 携帯 


国際 ・ 市 外 
通話 用 
公衆 電話 の 看板 


電話 店 「canoH связи Ji 
地下 鉄 構内 で 購入 する こ 
と が で きる 。 カー ド に よっ て 
使用 環境 が 異な る の で 、 
購入 前 に 条件 を 確認 し て 
お < こと 。 


IP- 電 話 (イン ター ネッ ト ・ 
プロ バイ ダー 経由 の 電話 ) 
は トー ン 発 信 の で きる 
(* ボ タン が ある ) 電話 機 で 
な いと 使え な い 。 最新 の 電 
話 に は * ポ タン は 必ず つい て 
いる 。 カ ー ド の 使用 法 は カー 
ド の 裏 に 記載 され て いる 。 
手順 は それ ほど 難し く な い 
が 、 慣れ が 必要 だ (20 文 字 
近い 暗証 番号 を 押さ な け 
れ ば な ら な いた め 、 よく 高齢 
者 を 怒ら せ て いる ) 。 


ペテルブルグ 中 央 郵便 局 

(中 央 郵便 局 通り 9) 
現在 ここ は 通信 博物 館 で 
も ある 。 


市 外 局番 と 国際 電話 料金 
支払 案内 (HTC) の 069 
国際 電話 (CIS 諸 国 ) の 073 
市 外 電話 : の 077 

国際 電話 ( 長 距離 と 

バル ト 三 国 ) の 079 


イン フォ メー ショ ン 


市 内 旅行 

イン フォ メー ショ ン セ ンタ ー 
ГОРОДСКОЙ TYPMCTCKO- 
ИНФОРМАЦИОННЫЙ ЦЕНТР 
サド ー ヴ ァ ヤ 通り 14/52 
Садовая yn., 14/52 
ガス チー ヌィ ・ ド ヴォ ー ル 
“Гостиный Двор” 
O10:00~19:00, 

休日 : 土日 の 310-2822 
INFO-TRAVEL NET 
旅行 案内 サー ビス 

モス クワ 大 通り 104 
Московский пр., 104 
マス コ フ ス キ エ ・ ヴ ァ ロ ー タ 
“Московские Ворота” 


0910.00 18.00, 
休日 : 土 日 の 703-3863 


通訳 ガイ ドサ ービス 


ペテルブルグ 

通訳 ガイ ド 協 会 
АССОЦИАЦИЯ ГИДОВ- 
ПЕРЕВОДЧИКОВ САНКТ- 
ПЕТЕРБУРГА 

セル プ ホ フ スカ ヤ 通 り 30 
ул. Серпуховская, 30 
⑳ テ フ ノ ロ ギー チェ スキ ー・ 
イン スチ トゥ ー ト (工科 大 学 ) 
“Технологический 
институт” 

の 317-8987 


サン クト ・ ペ テル ブル グ 
通訳 ガイ ド ・ ギ ル 
гильдия 
ПЕРЕВОДЧИКОВ И ГИДОВ 
САНКТ-ПЕТЕРБУРГА 
ネフ スキ ー 大 通り 30 
Невский np., 30 
ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 
“Технологический 
институт” 
@ 449-0365, -907-5059( 緊 急 ) 


銀行 


全て の 銀行 は 、 銀 行 業界 が 繁栄 し た 20 世 紀 初 
頭 の し ゃ れ た 外観 を し て いて 、 口 座 開設 、 ク レジ ッ 
トカ ー ド の 発行 、 外 貨 の 両替 等 、 多岐 に わた る サ 
ービス を 行っ て いる 。 多く の 銀行 は 町 の 至る 所 に に 
ATM を 設置 し て いる 。 

銀行 に よっ て 規則 が 異な る の で 注意 が 必要 。 


ロシア 連邦 の 領内 で は 外貨 で の 支払 い は 禁止 され て 
いる 。 外貨 は 町 中 に ある 両替 所 で ルー ブル に 両替 で きる 。 


の る る 


n シア 連邦 の 通貨 は ルー ブル 
(py6ne) 
と 補助 硬貨 コ ペ イ カ 
(копейка) 
(1/100 ル ー ブ ル ) で ある 。 


ホテ ル 、 レ スト ラン 、 大 型 店 で は クレ ジッ トカ ー ド 


| (Visa、Mastercard、Eurocard) で 支払 い が で きる 。 


両替 所 の 営業 時 間 は どこ で も 一 定規 則 に 則っ て 
10:00~20:00 で ある 。 両替 の 際 に は 身分 証明 書 
(パス ポー ト ) の 提示 が 必要 だ 。 

万 が 一 何等 か の 理由 で 両替 所 が 閉まっ て いる 


合 、 別 の 両替 所 に 行く こと 。 そこ に た お ろ し て いる 


人 か 5 ら 両替 を も ちか けら れ て も 、 了 承 し な いこ と 。 


w” Рос 


les 
COS 


ү 


. 
- 


ネフ スキ ー 大 通り の 
両替 所 の レー ト 


= 


ホテ ル 
(8123 サン クト ・ ペ テル ブル グ の 市 外 局番 


ペ テ ル ブ ル ゲ 旅行 ホテ ル 開 発 委 員 会 の デー タ 
に よる と 、 ペテルブルグ に は 現在 172 軒 の ホテ ル 
(31.985 室 ) が あり 、 そ の うち 143 軒 は 町 の 中 心 
部 に 位置 し て いる 。 ホテ ル の 割合 は 、 高級 ホテ 
8.1%, 中 級 ホ テル 5296 、 エコ ノミ ー22.296、 
これ に 該当 し な い の が 17.796 だ 。 近年 大 き な 役 
割 を 果たす よう に な っ た の が 100 軒 以上 ある ミニ ・ 
ホテ ル で 、 中 心 部 の 閑静 な 場所 に あり 、 観光 
名 所 か ら も 近く 、 サー ビス も 良い 。 

ホテ ル 産 業 は 「 星 」 で ラン ク 付 けさ れ て きた 。 
星 の 数 は 国際 規格 に よっ て ホテ ル に 与え られ 、 
いろ いろ な 国 で その 星 は 特質 を も つ 。 通常 五 つ 
星 は 最高 の サー ビス を 提供 し 、 あ ら ゆ る 施設 ・ 
設備 の 整っ て いる 、 環境 条 件 を 保証 し 、 ま た は 
(文化 的 都市 の ) 歴史 的 中 心地 に ある ホテ ル 
に 与え られ る 。 四 つ 星 は 非常 に 新しい 、 あ る い 
は 、 五 つ 星 に 匹敵 する サー ビス ・ 施 設 が 整っ て 
いる が 、 そ れ ら が 完璧 で は な いと いう こと だ 。 同 
様 な こと が 三 つ 星 ホテ ル に も 言え る 。 二 つ 星 は 
その 建物 が ホテ ル と いう 名 に 値する だ け の 最低 
限 の サー ビス ・ 施 設 を 備え て いる 。 

安価 な ホテ ル は 時 に 快適 か も し れ な い が 、 
中 に レス トラ ン が な か っ た り 、 食事 が お 粗末 だ っ 
た り 、 シー ツ を 毎日 取り 替え て も ら え な か っ た りす 
る 。 高級 ホテ ル は クレ ジッ ト ・ カ ー ド だ け 持 っ て く 
れ ば 、 あ と は ホテ ル で 何で も 調達 で きる 。 が 、 カ 
ー ド 内 の お 金 も 十 分 で な けれ ば な ら な い 。 

ほとん どの 旅行 者 は 滞在 先 を 決め て か ら 、 ペ テ 

ル ブ ル グ に 来る 。 あら か じ め ホ テル を 予約 し て お 
か な か っ た 場合 は イン ター ネッ ト ・ カ フェ (ネフ スキ 
ー 大 通り p.307 参 照 ) に 行き 、 本 頁 上 に 記載 の 
サイ ト か ら ペ テル ブル グ の ホテ ル 情 報 (料金 含む ) 
を 入手 する か 、 ある い は 鉄道 駅 か 空港 内 の 旅 
行 ビ ュー ロー か ビジ ネス ・ セ ンタ ー へ 行く と 、 必要 
な 情報 を 教え て くれ 、 ホ テル 予約 も で き 、 そ こ 
まで の 行き 方 も 教え て くれ る 。 予約 の 際 は 必ず 
ホテ ル の 詳細 を 聞い て お く こ と (安価 な ホテ ル の 
2A). 個人 的 に 部 屋 を 貸す と いう 人 の 誘い に 
は の ら な いこ と 。 最も 予期 し な いこ と が 待ち 受け 
て いる 可能 性 が ある 。 


ホテ ル ЖЖЖЖ 


アス トリ ア АСТОРИЯ 

ホテ ル , 436 室 

パリ シャ ヤ ・ マ ルス カー ヤ 39 
Большая Морская yn., 39 
の 313-5757 


バル チー スカ ヤ БАЛТИЙСКАЯ 
| ホテ ル , 106 室 

| サン クト ・ ペ テル ブル ゲス トレ ー リ ナ . 
ベリ ョ ー ザ ヴァ ヤ ・ ア レー ヤ 3 


Березовая аллея, 3 
@)438-5745, 


ГРАНД ОТЕЛЬ ЕВРОПА 

ホテ ル , 300 室 

ミ ハ イ ロ フ スカ ヤ 通 り 1/7 

Михайловская yn., 1/7 

(0) 329-6000, 329-6888, 
329-6001 


コリ ンティア ・ ネ フス キー・ 

パラ ス (パレ ス ) 

КОРИНТИЯ НЕВСКИЙ ПАЛАС 

| ホテ ル , 282 室 

ネフ スキ ー 大 通り 57 

Невский np., 57 

の 380-2001. 380-2001, 
380-1937 


ラディ ソン SAS ロ イヤ ル 
РЭДИССОН САС РОЙАЛ 
ホテ ル , 164 室 

ネフ スキ ー 大 通り 49/2 
Невский np., 49/2 

@ 322-5000, 322-5002 


エメ ラル ド 

ЭМЕРАЛЬД (Гранд-отель) 
ホテ ル . 90% 

ス ヴ ォ ー ロ フス キー 大 通り 18 
Суворовский пр., 18 
Ф) 740-5000 


ホテ ル Жжжж 


アナ ベー リ ・ リ ュ ク ス 
(デラ ックス ) АНАБЕЛЬ ЛЮКС 
ミニ ・ ホ テル , 7 室 
ネフ スキ ー 大 通り 88 
Невский np., 88 @)279-8211 


アン グレ テー レ АНГЛЕТЕР 
ホテ ル . 193 室 

パリ シャ ヤ ・ マ ルス カー ヤ 通 り 39 
Большая Морская yn., 39 
の 313-5666 


ヘル ヴェ ー ツ ィ ヤ 

(ヘル ヴェ チア ) ГЕЛЬВЕЦИЯ 
ホテ ル , 40 室 マラ ー ト 通り 11 

Ул. Марата, 11 の 710-6546 


コロ ミ ャ ー ジ ュ ス キー・ 
ビジ ッ ト 
коломяжский визит 
ホテ ル , 100 室 

チ ス チャ コ フ ス カ ヤ 通 り 4-6 
Чистяковская yn., 4-6 
© 304-6598 


コロ ー ナ (王冠 ) koPoHA 
ミニ ・ ホ テル , 8 室 

マー ラ ヤ ・ カ ニュ ー シ ェ ン ナ ヤ 通 り 7 
Малая Конюшенная yn., 7 
の 311-0086 


ネプ チュ ー ン НЕПТУН 

ホテ ル . 150 室 

オブ ヴォ ー ド ヌィ 運河 93a 

Наб. Обводного канала, 93a 
@ 3324-4610 


Санкт-Петербург, Стрельна, 


グラ ンド ・ ホ テル ・ ヨ ー ロ ッ パ 


ホテ ル 「 プ リバ ル チ ー ス カヤ 」 


ノヴォ テル ・ サ ンク トペ テル ブ 
ル グ ・ セ ンタ ー 

НОВОТЕЛЬ 

САНКТ-ПЕТЕРБУРГ ЦЕНТР. 
ホテ ル , 233% マヤ コフスキー 通り 3a 
Ул. Маяковского, За 

@ 335-1188 


プリ バル チー スカ ヤ 
ПРИБАЛТИЙСКАЯ 

ホテ ル . 1200 È 

カラ プレ スト ライ ー チ ェ リ 通 り 14 

Ул. Кораблестроителей, 14 
の 356-3001 


ホテ ル , 840 室 勝利 広場 1 
Пл. Победы, 1 の 740-3900 


ピ ャ ー テ ィ ・ ウ ー ゴ ル 

(5 番目 の 角 ) пятыйугол 
ホテ ル , 27 室 ザー ゴロ ド ヌ ィ 大 通り 13 
Загородный np., 13 
の 380-8181 


| ルネ ッ サ ンス ・ サ ンク ト ・ 
ペテルブルグ ・ バ ル テ ィ ッ ク 
PEHECCAHC 
САНКТ-ПЕТЕРБУРГ БАЛТИК 
ホテ ル , 1023 

ポチ タム スカ ヤ ( 中 央 郵便 局 ) 通 り 4 
Почтамтская yn., 4 

® 380-4000 


ロイ ヤル ・ ア ンタ レス 
РОЯЛ AHTAPEC 

ミニ ・ ホ テル , 9 室 

ネフ スキ ー 大 通り 147-36 
Невский np., 147-36 


| ©277-1835 


プー ルコ フス カヤ ПУЛКОВСКАЯ | 


ト ア ズ ToA3 

ミニ ・ ホ テル . 20 室 サ ベ ル ヌィ 横丁 20 
Саперный nep., 20 

の 329-5304 


高級 ミニ ・ ホ テル 


エリ セー エフ ・ パ ラス 
ЕЛИСЕЕВ ПАЛАС 
(エク スト ラ - ク ラス ) 29 室 
モイ カ 川 岸 通り 59 
Наб.реки Мойки, 59 
の 324-9911 


トイ サー ド (黄金 の 庭 ) 
ЗОЛОТОЙ САД 
(エク スト ラ ・ ク ラス ) 183 

ウラ ジー ミル スキ ー 大 通り 9 
Владимирский пр., 9 

の 572-2233 


ネフ スキ ー150 НЕВСКИЙ 150 
(ファ ー ス ト ・ ク う 2) 8 Ж 

ネフ スキ ー 大 通り 150 

Неский пр., 150 の 277-1219 


プレ ステ ィ ー ジ ュ ПРЕСТИЖ 
(ハイ ・ ク ラス ) 10 Ж 

ヴァ シー リー 島 .3 番 線 (リー ニヤ )52 
3-4 линия Васильевского 
острова, 52 © 328-5011 


フォ ンタ ンカ 99 ФОНТАНКА 99 
(ファ ー ス ト ・ ク ラス ) ミニ ・ ホ テル 4 Ж 
フォ ンタ ンカ 川岸 通り 99 

Ha6. реки Фонтанки, 99 

@ 310-4731 


ホテ ル kkk 


アム レッ ト ・ ナ ・ マ ー ラ イ ・ 
マル スコ イ 

АМУЛЕТ HA МАЛОЙ МОРСКОЙ 
ミニ ・ ホ テル , 7 È 

マー ラ ヤ ・ マ ルス カー ヤ 通 り 7. 5 
Малая Морская yn., 7, пом. 5 
@315-4764 


アナ ベー リ АНАБЕЛЬ 
ミニ ・ ホ テル . 5 ж 

ネフ スキ ー 大 通り 147-33 
Невский np., 147-33 
@ 277-4416 


アル カ デ ィ ア АРКАДИЯ 
ミニ ・ ホ テル . 15 Ж モイ カ 川 岸 通り 58a 
Ha6. реки Мойки, 58а, лит. Г 
@ 314-1900 


アー ト ・ ホ テル АРТ-ОТЕЛЬ 
ミニ ・ ホ テル . 14 È 

マハ ヴァ ー ヤ 通り 27/29 
Моховая yn., 27/29 

の 740-7585 


ベス ト ・ コ ー ネ БЭСТ КОНЕ 
ミニ ・ ホ テル . 7 = 

ザー ゴロ ド ヌ ィ 大 通り 11 
Загородный np., 11 
(380-0100, 713-1392 


ヴェ スタ ВЕСТА 

ホテ ル . 12 室 ネフ スキ ー 大 通り 90-92 
Невский np., 90-92 

の 272-1322 


ドス ト エ フス キー 

ДОСТОЕВСКИЙ 

ホテ ル . 207 室 

ウラ ジー ミル スキ ー 大 通り 19 

Владимирский пр., 19 

@ 331-3200, 331-3203, 
331-3201 


ユー ラ シ ア ЕВРАЗИЯ 
ミニ ・ ホ テル . 18 = 


| ガッ チン スカ ヤ 通 り 5 

Гатчинская yn., 5 

(の 230-4432, 238-0800, 
230-4432 


イス クラ MCKPA 

ミニ ・ ホ テル . 7 ж 

マー ラ ヤ ・ パ サー ツ カ ヤ 通り 
Малая Посадская yn., 10 
の 230-6027, 233-6578 


| コン フォ ルト 

КОМФОРТ 

ミニ ・ ホ テル . 14 ж 

バリ シャ ヤ ・ マ ルス カー ヤ 通 り 25 
Большая Морская yn., 25 
の 314-6523 


コッ テー ジ ・ ナ ・ ブ ハレ ス ツ カ イ 
КОТТЕДЖИ HA БУХАРЕСТСКОЙ 
ミニ ・ ホ テル , 16 室 ブ ハ レ ツ カ ヤ 通り 59 
Бухарестская yn., 59 
@)718-2307, 718-2308, 
718-2370, 718-2285 


クリ スト フ КРИСТОФФ 

| ミニ ・ ホ テル . 15 ж 

ザー ゴロ ド ヌ ィ 大 通り 9 

Загородный np., 9 

(の +7(901)302-1242. 713-3822 


クロ ン ヴ ェ ル ク КРОНВЕРК 

アパ ー ト ・ ホ テル , 26 室 

ブロ ー ヒ ン 通 り 9 Ул. Блохина, 9 

(の 703-3663, 703-3602, 
703-3663 


マラ ー タ 30 MAPATA 30 
ミニ ・ ホ テル , 9 室 マラ ー ト 通り 30 
Ул. Марата, 30 の 703-5381 


マル シャ ル МАРШАЛ 

ミニ ・ ホ テル , 17 室 シュ パレ ー ル ナヤ 通り 
Шпалерная yn., 41 
@)279-9955 


FAZ FER? 

МАТИСОВ ДОМИК 

ホテ ル , 45 室 プリ ャ シュ カ 川 岸 通り 3/1 
Ha6. реки Пряжки, 3/1 
@)318-7051 


| メル クー リー (マー キュ リー) 
МЕРКУРИЙ 

ホテ ル , 163 タ ヴ リー チェ スカ ヤ 通 り 39 
Таврическая yn., 39 

の 325-6444 


ナ ・ コ ン ノ イ HA KOHHOM 
ペン ショ ン , 5 室 コ ン ナ ヤ 通 り 5 
Конная ул., 5 の 274-9378 


ナウ チル ス ・ イ ン НАУТИЛУС ИНН 
ホテ ル , 35 室 リー ジュ スカ ヤ 通 り 3 
| Рижская ул., 3 © 449-9000 


ネヴァ HEBA 
ホテ ル . 110 室 チャ イコ フス キー 通り 17 
ул. Чайковского, 17 

Ф 278-0504 


ネフ スキ ー23 НЕВСКИЙ 23 

ミニ ・ ホ テル , SE 

ネフ スキ ー 大 通り 23 

Невский np., 23 の 319-4328 


ネフ スキ ー90 НЕВСКИЙ 90 
ミニ ・ ホ テル , 18 室 

ネフ スキ ー 大 通り 90 

Невский np., 90 の 703-3860 
ネフ スキ ー91 НЕВСКИЙ 91 
ミニ ・ ホ テル . 14 室 ネフ スキ ー 大 通り 91 
Невский пр., 91 の 703-3860 


ネフ スキ ー・ イ ン НЕВСКИЙ ИНН 
ミニ ・ ホ テル , 7 室 


ネフ スキ ー 大 通り 11 Невский 
np., 11 (入口 は キル ピー チヌ ィ 横 丁 
Кирпичный переулок 

@ 319-4462 


ネ メ ツ キー・ ク ル ブ 
(ドイ ッ ク ラブ ) 

НЕМЕЦКИЙ КЛУБ 

ミニ ・ ホ テル , 16 E ガス テッ ロ 通 り 20 
Ул. Гастелло, 20 の 371-5104 


オク タ ヴ イィ アー ナ ОКТАВИАНА 
ミニ ・ ホ テル . 17 室 ネフ スキ ー 大 通り 76 
| Невский np., 76 Ф 319-4462 


プリ マ ・ ヴ ェ ー ラ ПРИМА ВЕРА 
ミニ ・ ホ テル . 16 室 ネフ スキ ー 大 通り 92 
Невский np., 92 の 272-9530 


プリ ン ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル 
ПРИН ИНТЕРНЕШНЛ 
ホテ ル . 46 室 
ヴォ ズ ロ ジュ デー ニ エ 通 り 4 
yn. Возрождения, 4 
の 324-4949 


レー ビン РЕПИН 

ミニ ・ ホ テル , 13 ж 

ネフ スキ ー 大 通り 136 

Невский np., 136 の 319-4328 


レス ペク ター リ РЕСПЕКТАЛЬ 
ミニ ・ ホ テル , 9 ж 

マヤ コフスキー 通り 36/38 

ул. Маяковского, 36/38 
(0319-4328 


ロシア РОССИЯ 

ホテ ル , 419 室 

チェ ル ヌ ィ シ ェ フ スキ ー 通 り 11 
Пл. Чернышевского , 11 
@)329-3994 


スカ ンジ ナヴィ ア 
СКАНДИНАВИЯ 

ホテ ル , 61 室 サン クト ・ ペ テル ブル グ ., 
セス トロ レツ ク , パル コー ヴァ ヤ 通 り 18 
СПб, Cecrpopeux, 
Парковая yn., 18 

の 437-0644 


ソ ヴ ェ ツ カ ヤ СОВЕТСКАЯ 
ホテ ル , 1000Ж 

レー ル モ ン ト フ スキ ー 大 通り 43/1 
Лермойтовский np., 43/1 
® 740-2640 


シュ ゾー ル CIO3OP 

ト テル . 7 室 

ウラ ジー ミル スキ ー 大 通り 10 
Владимирский np., 10 
@)703-5381 


タ ヴ リー チェ スキ ー 
ТАВРИЧЕСКИЙ 
ミニ ・ ホ テル . 3 ж 

チャ イコ フス キー 通り 81 
Ул. Чайковского, 81 
| @347-3930 


ウ ・ フ ォ ン ター ナ У ФОНТАНА 
ホテ ル . 98 室 セ ヴ ァ ス チ ヤノ フス 通 り 14 
Ул. Севастьянова, 14 

@ 388-1278, 766-3897 


ЦЕНТРАЛ ИНН 

ミニ ・ ホ テル , 48 ヤリ ー ボ ヴィ チ 通 り 2 
Ул. Якубовича, 2, an. 14 

Ф 971-7536 


シェ ル ホ ルト ШЕЛФОРТ 

ミニ ・ ホ テル 15 室 

ヴァ シー リー 島 第 3 番線 (リー ニヤ ) 26 
3-я линия 

Васильевского острова, 26 
328-0555 


ツェ ント ラル (セン ター) ・ イ ン 


イン ター ネッ ト ・ ホ テル 検索 予約 サー ビス は 以下 の サイ ト を ご 利用 くだ さい 。 
http://all-hotels.ru/spb http://WWW.peterout.ru 
http://hotels.avelonbeta.ru/piter.Dhp 


http://sevpalmira.spb.ru 


エル ミタ ー ジ ュ 

(プリ ユ ッ ト ・ オ トシ ェ リ ニカ ) 
ЭРМИТАЖ 
(ПРИЮТ ОТШЕЛЬНИКА) 
ミニ ・ ホ テル , 4 Ж ミリ オン ナヤ 通り 11 
Миллионная ул., 11 
(0312-9628 


2005 年 4 月 時 点 の 
サン クト ・ ペ テル ブル グ 
ホテ ル 、 ミ ニ ・ ホ テル 
参考 価格 


(ツイ ン 一 人 分 の 料金 。 
ツイ ン の 部 屋 を 一 人 で 
利用 する 場合 、 
40-5096 高 く な る ) 


ミニ ・ ホ テル 


「 ア ナベ ー リ 」($ 70~) 

「 ユ ー ラ シア 」 ($ 80—) 

「 イ スク ラ 」($ 28~) 

「 コ ン フ ォ ル ト 」($ 115—) 

「 ラ ビリ ント 」($ 402) 

「 マ チリ フ ・ ド ー ミ ク 」($ 70—) 
「 ナ ウチ ルス ・ イ ン 」($ 85~) 

「 ネ フス キー91」「 ネ フス キー90」 


($ 49~) 

「 ピ ョ ー ト ラ (ピョートル の ) 1 

($ 140~) 

「 ブ ー シ キ ン ・ イ ン 」($ 100~) 


ホテ ル メ 大 


「 ド スト エフ スキ ー」 ($ 175~) 
「 ブ リン 」*npwn" ($ 120~) 


Жжжж 


「 ア ンタ レス 」( ロ イヤ ル ・ ア ンタ レ 
ス )($ 85~) 
「 プ リバ ル チ ー ス カヤ 」(⑯ 195—) 


ЖЖЖЖ 

「 ア スト リア 」 ($ 395~) 

「 バ ル チ ー ス カヤ ・ ズ ヴェ ズ ダ ー」 
($ 260~) 

「 ネ フス キー・ パ ラス 」( $ 410~) 


ホテ ル タ イ プ ・ ア パー ト 
ТЕВЕ $ 40~ 


2 部 屋 50~ 
3 部 屋 $ 80~ 
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e 
I ショッ ピン グ 


販売 シス テム 


ペテルブルグ で は 店 に よっ て 
営業 時 間 が 異な る 。 
通常 は 11:00 て 20:00 だ が 、 
食料 品 店 は 9:00~21:00、 
百貨 店 は 9:00~22:00 
(「 ガ スチ ー ヌ ィ ・ ド ヴォ ー ル 」、 
「 パ ッ サ ー ジ ュ 」 等 ) 、 

大 型 書店 

(「 ド ム ・ ク ニー ギ 」、 

「 ブ リバ イエ ー ド (Bykgoen) 1) 
は 9:00<20:00 だ 。 例外 も 
ある が 、 大 型 店 は 通常 年 中 
無休 と な っ て いる 。 

ペテルブルグ で は 、 店 の 商 
品 は 値段 が 定め られ て お り 、 
値引き 交渉 は で き な い 。 


20 世 紀 初 頭 の 
食料 品 店 の 看板 


ウニ ヴェ ル マ グ (百貨 店 ) 


百貨 店 (ウニ ヴェ ル マ グ "yhwBepMar') は ご 存 知 の と 
お り 、 universal( 何 で も ある 店 ) 」 だ 。 実際 デパ ー ト で は 
化粧 品 、 キ ャ ビア か ら 高 価 な 書籍 、 骨 董 品 まで ほとん ど 
何で も 買う こと が で きる 。 が 、 百貨 店 の 価格 は 他 の 専門 
店 より 高く 、 質 は 悪い と き が 多い 。 百貨 店 の 原型 は 古い 
ロシア の ガス チー ヌィ イ ・ ド ヴォ ー ル だ (ゴス チ "rocrTs" 


百貨 店 「 パ ッ サ ー ジ ュ 」 の 回 廊 
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| | ノ 商館 は 商品 に 国家 シン ボル の 商標 を つけ る 権利 を 与 


「 商 人 」) 。 ネフ スキ ー 大 通り に ある ガス チー ヌィ ・ ド ヴォ ー ル 
は ペテルブルグ で 最大 だ が 、 最 古 の 百貨 店 と いう わけ で は 
な い 。 最初 の ガス チー ヌィ ・ ド ヴォ ー ル は ペテルブルグ 創立 
早期 、 トロ イツ キー( 三 位 一 体 ) 広場 に あっ た 。 も う 一 つの 
有名 な 百貨 店 パッ サー ジュ は 19 世 紀 に 新しく 英国 風 に 
建て られ た 最初 の デパ ー ト で ある 。 

現在 次 々 に ヨー ロッ パ 方 式 の 大 型 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト が 
開店 し 、 非常 に 便利 に な っ た 。 価格 も 安く 、 快適 だ 。 | 
正真正銘 の スー パー マー ケッ ト は 町 外れ に 多い 。 
中 心 部 の 自称 スー パー マー ケッ ト は この タイ プ で は な い 
(地価 が 高い た め ) o 


ウニ ヴェ ル サ ム (高級 食料 品 店 ) 


ウニ ヴェ ル サ ム は 「 ウ ニ ヴ ェ ル マゲ (百貨 店 ) 」 と 同類 
物 と 解釈 され る が 、 そ の 中 で も 特に 食料 品 専門 店 の 
こと だ 。 大 型 で 有名 な ウニ ヴェ ル サ ム (高級 食料 品 店 ) 
は エリ セー エフ 店 (ネフ スキ ー 大 通り 57 Невский, 56; 
1902-1903 年 , 建築 家 G. バ ラノ フス キー) だ 。 建物 は 商 
人 一 家 エ リセ ー エ フ 家 の た め に 建て られ た 。 彼ら は ペ テ ル 
ブル グ で 19 世 紀 か ら 有 名 だ 。 ヤ ロ ス ラ ー ヴ リ 県 出身 の 
ピョートル ・ エ リセ ー エ フ (1775-1825) は シェ レ メ ー チ ェ フ 
伯爵 の 農奴 庭師 だ っ た が 、 1813 年 都 で 果物 と ワリ イ ン の 
販売 を 始め た (ネフ スキ ー 大 通り 18) 。 彼 の 息子 ワリ ゴー 
リー と ステ パン は 1857 年 商館 を 建て (建築 費用 約 8 万 ル 
ー ブ ル ) 、 ペテルブルグ 、 モス クワ 、 キエフ に 巨大 な 食料 品 
店 (チェ ー ン 店 ) を 作っ た 。 エリ セー エフ 兄弟 は ヨー ロッ パ 
の 良い 会 社 の 商品 を 供給 し 、 ヨ ー ロ ッ パ に 巨大 な 倉庫 
が あっ た 。 1874 年 世界 的 に 有名 に な っ て いた エリ セー エ 


у; ーー 


エリ セー エフ 食料 品 店 の 店 内 


えら れ 、 宮廷 専用 納入 業者 に な っ た 。1910 年 エリ セー エ | 
フ 兄弟 の 一 人 (グリ ゴー リー・ ザ リ ゴ ー リ エ ヴ ィ チ ) は 貴族 の 
称号 を 得る 。 が 、 1914 年 事態 は 急変 する 。 商館 (食料 
品 店 ) の オー ナー が フラ ンス に 行っ て し まい 、 そ の 息子 達 

が 家業 を 継ぐ の を 拒否 し た か ら だ 。 息子 達 は 革命 後 も | 
ロシア に と ど ま っ た が 、 1930 年 代 の 弾圧 (スタ ー リ ン 粛 清 ) | 
ау к^ узул 


24 時 間 の 店 


24 時 間 営 業 の 店 が パテ ル ブ ル ザ に で きた の は 約 10 年 
前 で 、 す ぐに 普及 し た 。 初期 の 24 時 間 の 店 は 食料 品 店 、 
飲料 し か 販売 し て いな か っ た が 、 最近 一 部 の 薬局 、 
書店 も 24 時 間 営 業 す る よう に な っ た 。 24 時 間 の 店 は 、 

大 き な 看板 「24」 が 出 て いる の で すぐ に わか る 。 


б, 


お 土産 市 場 


ペテルブルグ 最大 の お 土産 市 場 は スパ ー ス ・ ナ ・ ク ラヴ ィ 
ーー 教会 の 裏 の 広場 に ある 。 


絵画 販売 

ペテルブルグ に 偉大 な 伝統 の 二 つ の 画 派 が (芸術 アカ 
デミ ー と 旧 シ ュ テ ィ ー グ リツ 芸術 学校 ) が あり 、 ロ シア 全土 
か ら 学 生 が 集まり 、 芸術 の 発達 に 貢献 し て いる 。 

それ ほど 名 が 知ら れ て な く 、 自分 の 芸術 を 路上 で 売っ 
て いる 人 の 作品 は ペテルブルグ の 多く の 画廊 や 古い 店 
「 芸 術 家 の 店 」'IaBka художника" ネフ スキ ー 大 通り 
8(Невский np., 8) で 買う こと が で きる 。 こう いっ た 場所 
で は 画家 の 名 前 の 入っ た 版画 、 水彩 画 、 ロ シア 民芸 
品 が 売ら 5 れ て いる 。 


新聞 雑誌 キオ スク 


主 に 定期 刊行 物 、 диң AR 
А (RYE) 、 手 帳 、 公衆 テレ ホン カー ド 、 
Тһе Расте イソ ター ネッ ト ・ カ ー ド 等 を 販売 し て いる 。 


市 場 


ペテルブルグ に は 10 の 市 場 
が ある 。 中 心 部 で 最大 の も 
の は 「 ク ズ ニ ェ ー チ ヌィ (鍛冶 ) 
市 場 」(⑩ ド スト エフ スカ ヤ 
Достоевская 218 


(ウラ ジー ミル スカ ヤ Владимирская), ネフ スキ ー 
大 通り か ら 徒 歩 10 分 の と ころ に ネ ク ラ ー ソ 市 場 
(チェ ル ヌ ィ シ ェ フ スカ ヤ HepHbllleBcka) が ある 。 
市 場 は 普通 の 店 より は る か に 品数 豊富 で 、 
値段 も 安い 。 ま た 、 店 と 違っ て 値引き 交渉 も で きる 。 


劇場 チケ ッ ト 売 場 


ペテルブルグ の 劇場 の チケ ッ ト は その 劇場 内 だ け で な く 、 
市 内 各地 に 設置 され て いる テア トラ ー リ ナヤ ・ カ ッ サ 
(Театральная Kacca) と 呼ば れる 劇場 チケ ッ ト 売 場 で 
購入 する こと が で きる 。 ここ で は 劇場 の チケ ッ ト だ け で な く 、 
ペ テ ル ブ ル が 市 内 の 施設 の 催し 、 コ ン サ ー ト ホー ル 、 演劇 、 
サー カス の チケ ッ ト も 販売 し て いる 。 日 付 と 上 演目 録 は 売 
場 に 貼ら れ て ある 。 


チェ ー ン 「 宝 石 商 」 

か つて 宝石 商品 は 独占 販売 が 行わ れ て いた 。 STE 
宝石 は 高い 品質 を 保ち 、 本 物 と 質 を 保証 し て いる 。 
値段 も それ ほど 高く な い 。 


路上 販売 


路上 販売 の 歴史 は 、 行 商人 が ロシア 各地 の 通り で 
自家 製 ピ ロ シ キ や 小物 を 売り 歩い た こと に 端 を 発する 。 
現在 ペテルブルグ の 通り に は 多く の 露店 が 立ち 並び 、 
アイ スク リー ム や 飲み 物 、 ハ ン バ パー ガー 等 を 売っ て いる 。 


も し 不良 品 を 購入 し た 場合 


店 で 購入 の 際 は 必ず 価格 、 品 質 、 賞 味 期限 
を 確か め る こと 。 も し 後に な っ て 不良 品 だ と いう こ 
と が わか っ た 場合 (例え ば ホテ ル に 帰っ た 後 等 ) 、 
遠慮 な くそ れ を 返品 する よう に 。 返品 に は 購入 し た 商 
品 の レシ ー ト が 必要 で ある 。 ちゃ ん と し た 店 で は 自分 の 店 
の 商品 を 認識 し て お り ( 高 額 商品 で な い 限 り ) レ シー ト 無 
し で も 交換 する は ず だ 。 交換 、 返 金 を 断ら れ た 場合 は 、 
オー ナー を 呼ぶ こと 。 高額 商品 の 購入 の 際 は 返品 、 交 換 
が 可能 か どう か 確認 の 上 、 購 入 す る こと (例え ば 、 薬 、 宝 
飾品 な どの 場合 は 、 鑑 定 が 必要 だ ) 。 市 場 や 路上 で は 
高額 な 物 を 買わ な いよ うに 。 


国家 売買 ・ 商 品 品質 ・ 消 費 者 保護 管理 局 
@ 713-1406 
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の て 


「 貴 婦人 」 
(20 世 紀 初 頭 : 陶器 , K ソ 
の モデ ル に よる ) 


チェ ス セ ッ ト 

「 氷 上 の 戦い 」 の 駒の 一 つ 
(2002 年 : HEZA, 

金属 : B. カル ナウ ホフ . 
FERALE) 
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骨董 品 (アン ティ ー ク ) 


テル ブル グ は 常に アン ティ ー ク ч 
ショ ッ プ で 有名 で 、 そ こ で は 現在 で 
も 美しい 骨董 品 が 購入 で きる 。 骨董 
р 品 の 海外 持ち 出し の 際 は 「 文 化 財 移 
、 動 法 」(p.287) に 目 を 通す こと 。 


RH + ЖЕШЕТ 
ペテルブルグ の 職人 達 が 数 多く の 貴族 の 屋敷 内 装 作業 に 携 わ 

っ て いた 。 18-19 世 紀 ペ テル ブル グ の 膨大 な 量 の 宝石 細工 は 

流派 を も た らし た 。 伝統 的 な 手法 は 独自 の 修復 工 に よっ て 

保存 され 、 ペ テル ブル グ を 世界 的 な 宝石 細工 の 中 心 に し た 。 

材料 と し て 使わ れ て いる の は 、 ロ シア で し か 見 る こと の で き な い 

品種 の ば ら 輝石 、 孔 雀 石 、 軟 石 、 多 様 な 碧 玉 、 納 玉 璃 

(オニ ックス ) 、 同様 に カリ ー ニ ング ラー ド 産 の 多種 多様 の 

色調 の バル ト 海 の 琉 百 だ 。 

モ フ 天然 石 の 宝石 製品 は 専門 店 か 博物 館 ・ 美 術 館 内 の 

土産 屋 で 購入 する こと 。 


ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー 
RAIS 
2476-9918 


イコ ン 画 「 聖 ボリ ス と 聖 グ レー ブ 」 
(1990 年 代 : з, BS: БАГА) 


「 果 物 を 運ぶ 黒人 の 子供 」 

(2002 年 : 黒曜石 , 碧 玉 , 
金属 : R. シ ャ フェ ー エ フ , 
ФЕН) 


「 サ モワ リー ル と お じい さん 」 ўм 
(2001; 2 Е, 金属 See 


イー スタ ー エ ッ グ 
キリ スト 教 国 で 人 気 の 
ある 復活 祭 の 卵 。 EES 

も 木 、 ガ ラス 、 陶 器 、 
金属 、 骨 、 石 等 あら ゆる 
材料 か ら 造 られ る 。 と り わ け 
有名 な イー スタ ー・ エ ッ グ は 
カー ル ・ フ ァ ベ ル ジ ェ エ 房 の 
金 、 銀 、 宝 石 が 施さ れ た 
名 品 だ 。 現在 ペテルブルグ 
の 宝石 店 で は どこ で も 

「 フ ァ ベ ル ジ ェ 製品 を 

模 し た 」 イ ー ス ター エッ グ を 
購入 する こと が で きる 
(直径 1cm か ら 巨 大 な も の 
まで ) 。 二 つ と も よく 似 て い 
る が 、 偽者 は 掘り 込み の 後 
が み ら れ る 。 


R シャ フェ ー エ フ , ЗАГ Е) ‘i PESTEN j 
К EERE LEME) 


フェ ドス キノ 


ツ か ら も た ら さ れ 、 早期 は 工房 
で は ドイ ツ 職 人 が 働い て いた 。 
伝統 に 従い 、 フ ェ ドス キノ ・ ミ ニ 
ア チ ュ ー ル (細密 画 ) は 絵画 の 
模写 、 セ ンチ メン タル な 風景 
画 や 戦い の シー ン を 描い て い 
た 。 銅 粉 また は アル ミ 粉 で 下 
塗り され た (時 お り 貝 の 中 に も 
か か れ た ) 表面 に 油絵 具 で 絵 
付け され た 。 絵付 け 後 、 漆 を 
塗り 、 つ や だ し 
が 行わ れ た 。 


で 、 北 ヨー ロッ (と Ë 
シベ リア に 広まっ 
た 。 今 日 北 の 職 


1798 年 モス クワ 郊外 の フェ ド 
スキ ノ 村 に ロシア 初 の 張子 の 
小 箱 、 入 れ 物 製品 の 工房 が 
創立 され た 。 製作 技術 は ドイ 


人 達 は この 家内 工業 の 伝統 
を 続け 、 古 代 の 装飾 模様 か ら 
モデ ル を と り 、 現代 の 製品 に 再 
現し て いる 。 


A и 


1744 Т!) 
ザ ヴ ェ ー タ 女 
帝 は ペ テ ル ブ 
a ル グ に 後に 帝 
р 室 陶 磁器 エ 
х=й 房 と し て 有名 
に な る 磁器 エ 
Н 房 (現在 の 品 

| モノ メー ソフ) を 
= УЦ. T 

3 房 は 1750 年 
代 に 化学 者 ドミ ー ト リー・ ヴ ィ ノ 
グラ ー ド フ の 製法 に より 早期 の 
作品 を 製造 し た 。 ペテルブルグ 
の 工房 は 急速 に 発展 し 、 同 世 
紀 末 に は 既に ロシア の 主要 な 
陶器 製造 工場 と な り 、 ロ シア 
市 場 か ら 有 名 な 競争 相手 で 
あっ た フラ ンス (セー ヴ ル ) 、 ドイ 
ツ ( マ イセ ン ) 陶器 を 駆逐 し た 。 


マト リョ ー シ カ 
最も 有名 な ロシア の お 
土産 で 、 中 か ら 次 々 に 小 
さい 人 形 が 出 て くる こけ し 
人 形 だ 。 日 本 の 箱根 の 
入れ 子 人 形 か ら 発 案 さ 
れ た と され る 。 ロ シア 国内 


に お ける マト リョ ー シ カ の 発 | 


祥 の 地 は トロ イツ ェ ニ セル 
ギ エ フ 修道 院 の 郊外 だ と 
され て いる 。 伝統 的 な マ 
トリ ョ ー シ カ は 色 鮮やか な 
農民 プラ トー ク ( シ ョ ー ル ) 
を 頭 に 巻い た 女性 の 姿 を 
し て いる 。 名 前 は 、 ヴ ォ ル 
ガ 川 沿岸 で 人 気 の ある 
庶民 的 な 女性 名 「 マ トリ ョ 
ー ナ 」 の 愛称 形 「 マ トリ ョ ー 
シカ 」 に 由来 する 。 


パレ フ , ム ス チ ョ ー ラ , 
ホー ルイ 

ウラ ジー ミル と イヴ ァ ノ フ 
州 に 隣接 する 3 つの 町 、 


| パレ フ 、 ム スチ ョ ー ル 、 ホ ー 


ルイ は 有名 な イコ ン ( 聖 像 
а) の 中 心地 だ っ た が 、 
1920 年 代 か ら 1930 年 代 
初頭 、 イ コン 画 を 禁止 さ 
れ た こと を きっ か け に 、 そ の 
技術 で つく られ た 張子 の 


テン ペラ 画 製 品 の 製作 を 始め 
る 。 15 世 紀 ヴ ェ ネ チア 絵画 に 起 
源 を 持つ 17 世 紀 ロ シア イコ ン 
派 の 手法 で 描か れる 。 


ホフ ロマ 


木製 食器 製作 の 昔ながら の 


家内 工芸 品 だ 。 黒 色 ま た は 
金色 を 基調 に 絵付 けが 施さ 
れ 、 漆 が 塗ら れる 。 ホフ ロマ の 
特徴 的 な モチ ー フ は 大 粒 の 赤 
い 苺 と 金色 の 秋 の 葉 だ 。 


ーー 


ロシア 料理 


ы 

| ロシア 料理 は 北 の (寒い 場所 ) 条 件 か ら 積み 重ね っ た 。 
f 食事 に お いて 一 番 大 事 な こ と は 、 高 カロ リー で 、 摂 取 し や すく 、 
調理 が 簡単 で ある こと だ っ た 。 何より 重視 し て いた の が 食材 
の 新鮮 さ 、 調 味 料 を 使わ な い 天然 素材 の 味付け だ 。 これ 
は 今日 の ロシア 料理 の 重要 な 長所 と な っ て いる 。 ロ シア の 国 
境 が 南 と 東 に 広がる に つれ て 、 伝 統 的 な ロシア 料理 に ヴォ ル 
ガ 、 シ ベリ ア 、 カ ザ フ の 民族 料理 が 含ま れる よう に な っ た 。 


ポリ ス ・ ク スト ー ジ エフ 「 お 茶 を 飲む 商人 の 妻 」1918 年 


国立 ロシア 美術 館 所 蔵 g 


飲み 物 と し て の お 茶 に 関す る 最初 の 記述 は 紀元 前 2700 年 と され る 。 が 、 お 茶 の 木 を (中 国 で ) 栽培 する よう に な っ 
た の は 4 世紀 に な っ て か ら の こと だ 。 ロ シア に お 茶 が 入っ て きた の は 1638 年 、 モ ン ゴ ル の ハン が 当時 の ロシア 皇帝 ミ ハ 
イル ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ィ イチ に 贈り 物 と し て 4 ブー ド (65.52kg) の お 茶 を 送っ た 時 だ 。 約 半 世 紀 後 の 1679 年 、 中 国 と お 茶 を 
常に ロシア に 供給 する と いう 取り 決め が 結ば れ 、 18 世 紀 に 膨大 な 量 に 達し た お 茶 は 、 た ち ま ち 伝統 的 な 薬草 汁 や 
果物 飲料 に 取っ て 代わ っ た 。 ロ シア 初 の サモ リール (湯沸し 器 ) の 出現 も この 時 期 に あたる 。 1906 年 ロシア の お 茶 
輸入 量 は 約 10 万 トン だ っ た (1897 年 の 国勢 調査 に よる と 、 当時 の ロシア 帝国 の 人 口 は 約 1 億 2600 万 人 ) 。 БЖ 
受け に は 様々 な 焼き 菓子 が 出さ れる 。 ほし ぶどう 入り パウ ンド サー キ 、 ブ ー ブ リ ク や バラ ン キ (共に 輸 形 の 乾パン ) 、 
BFR, адс. 木苺 、 果 物 入 り の ピロ ー グ (ロシア 式 パ イ ) や ピロ シキ な ど 、 そ の 種類 は 豊富 だ 。 


ロシア の サモ リール 


キャ ビア は 大 粒 で 新鮮 な ほど 良い と され て いる 。 ロシア で キャ ビア は 「 黒 い イ クラ 」 と 

呼ば れ て いる が 、 ヨ ー ロ ッ パ で は 「 灰 色 」 ま た は 「 ロ シア の イク ラ 」 と 呼ば れ て いる 。 
中 で も 高級 と され て いる の が ベル ー ガ 、 ス チェル リャ ジ 、 セ ヴ リ ュー ガ 、 オシ ョ ー ト 
ル ( チ ョ ウザ メ の 名 称 ) の も の で 、 そ れ ら は カス ピ 海 や 黒海 流域 、 ウ ラル や シベ 


生地 を 作る 。 お 好み で 塩 ・ 砂 糖 を ふ 
る 。 と ろり と する まで 混ぜ 合わ せ 、 油 
を ひき 、 よく 温め られ た フラ イ パ ン で 


イン ド ・ ヨ ー ロ ッ パ 圏 の 古代 の 
宗教 儀式 用 料理 の 一 つ 。 


この 調理 は 冬 の 終わ り を 焼く 。 表 が 焼け た ら (通常 1 分 未満 ) 
意味 し て いた (ケル ト 語 方 言 裏返す 。 焼き あがっ た ブリ ン ヌ ィ は 薄く 
で blyn, blein は 「 終 わり 」、 て 黄金 の 色 を し て いる 。 ブリ ヌィ は バタ 
同一 語根 を 持つ イン ド ・ ヨ ー ロ ッ ー を 塗っ て 、 蜂蜜 また は スメタナ と 食卓 


パ 語 は 「 何 か や わら か いも の 」 に 出さ れる 。 美食 家 は イク ラ ( 黒 また は 赤 ) 
を 意味 する ) 。 ブリ ン (1 枚 の 

ブリ ヌィ ) は 太陽 を 象徴 し て いる 。 
ブリ ヌィ は マー スレ ニッ ツア 

(大 斉 前 週 : 冬 を 送り 、 春 を 迎え る 
祭り ) に 欠か せな い 料 理 で ある 。 


が 作ら れる 。 ト ポ ボロー グ ( カ ッ テ ー ジ チーズ ) 、 り ん 
ご 、 肉 等 を ブリ ヌィ で 包ん で 食べ る 。 上 手 に で きた ブリ 
ヌイ は お いし く 、 栄養 も 高い 。 
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イク ラ リア の 川 (オビ 川 、 イ ルト ゥ イシ 川 、 エ ニセ イ 川 、 レ ナ 川 、 ア ムー ル 川 他 ) で 漁獲 
SE され る 。 上 記 4 種 類 の キャ ピア の 中 で 最も 商品 価値 が 高い と され る の が ベル 
Z ャ ヒア ー ガ 、 そ れ に 次 ぐ の が オシ ョ ー ト ル 、 3 位 が セ ヴ リ ュー ガ だ 。 製法 に より プレ ス 加 
(チョ ウザ メ の 卵 ) エ 、 ブ レス 未 加工 、 未 処理 の も の に 選別 され る 。 プ レス 未 加 工 の 製品 の た め 
は 昔 か ら 栄 養 価 に は 、 熟 成 し た 卵 だ けが 使わ れる 。 それ に 数 分 塩 を ふり 、 瓶 に 詰め られ る 。 ЙЕ 
と 味 で 名 声 を 博 詰め キャ ビア は 塩分 が 少な いた め 、 保 存 期間 が 短く 、2 ヶ 月 か ら 2 ヵ月 半 し か 保存 
し て いた が 、 で き な い 。 瓶 を 開け る と 、 キャ ビア の 表面 は 鏡 の よう で 、 瓶 の 蓋 に キャ ビア の 粒 は つい 
古代 ルー シ 国 て いな い 。 キャ ピア 自体 軽く 輝い て いて 、 特に に お いも な く 、 同じ サイ ズ の 粒 で 、 粒 同士 
家 で は 高級 な f が < っ つい て いる こと も な い 。 役に立た な い 卵 の 「 プ レス 未 加工 」 の た め に ブレ ス 加工 の イ 
珍味 と は みな され クラ 使わ れる 。 も し イク ラ に 脂肪 が 多かっ た り 、 熟 成 し て いな か っ た り 、 熟成 し すぎ て いた 
場合 、 未 処理 卵 は 細か く 切 り 刻 まれ 、 塩 が 振ら れる 。 この よう な キャ ビア を 「 未 処理 」 キ ャ 
て いな か っ た 。 ピア と いう 。 | 
古代 、 数 多く の ブリ ヌィ の 調理 法 や その 具 
が あっ た 。 特に 広まっ た の は 「 焼 き 色 の つ 
いた 」 ブ リ ヌ ィ だ 。 今日 使わ れ て いる の は 
в 次 の レシ ピ だ 。 牛乳 に 1 個 か ら 数 個 の 
ブリ ヌ Я 卵 、 小 麦 粉 、 ベ ー キ ング ・ パ ウ ダ ー ま 
ロシア の クレ ー プ ブー た は イー スト 菌 を 入れ て か き 混ぜ 、 


入り ブリ ヌィ を 好む 。 ブリ ヌィ の た め に 特別 な 具 | 


塩 、 か らし 、 わ さび 、 ね ぎ 、 し ょ う が 、 黒 胡 概 一 これ ら は 伝統 的 な ロシア の 調味 料 で 、 こ れ 無 し に 
ロシア 料理 を 語る こと は で き な い (これ の な い ロ シア 料理 は あり えな い ) 。 
春 と 夏 に は これ に ウ ク ロ ー プ (ウイ キョ ウ ) 、 セ ロリ 、 バ パセリ が 加わ る 。 
これ ら は ルー シ で 好ま れ た 下草 だ 。 


ベリ メニ 


ロシア 風水 餃子 て 最も 広く 伝わっ て いる 調理 法 は きわ め て 簡単 だ 。 
小麦 粉 、 卵 、 水 に 少し 塩 を 加え て 丸く こね る 。 
ペリ メニ (「nenb ペ リ 」 それ と は 別に 、 ひ き 肉 (合い びき 肉 : 牛肉 また は 
は 耳 、「HgHhb メ ニ 」 は 子 牛 の 肉 を 豚 の 胸 肉 か 羊 の 肉 と まぜ た も の ) 、 
パン と いう 意 ) の 作り 方 は 玉ねぎ 、 香 辛 料 を まぜ 、 ペ リ メ ニ の 具 を 作っ て 
ユー ラ シ ア 大 陸 の ステ ッ プ お く 。 生地 は 餃子 の 皮 を 作る よう に 薄く の ば し 、 
(騎馬 ) 民族 か ら 伝 わっ 直径 約 5cm の 円 形 を 作る 。 具 を 入れ て 包ん だ 
た も の だ 。 そこ に は 数 多く も の を 沸騰 し た お 湯 に いれ 、15-20 分 茹で る 。 
の パラ エ テ ィ に 富ん だ ペリ メ 茹で 上 が っ た ら お 湯 か ら 出し 、 パタ ー、 ス メタ ナ 、 
ЧЮ ырс マヨ ネー ズ 、 ケ チャ ッ プ ある い は お 好み の ソー ス を 
ニニ が ある 。 現在 これ は ロ シ か け て 食べ る 。 
ア 料 理 の 中 で も 人 気 の 
ا‎ 


シャ シュ リー ケ は 羊 (本 場 ) か 豚肉 か ら 作 
る 。 肉 は 直径 5cm に 切り 、 輸 切り の 玉 
ね ぎ を お き 、 塩 コ ショ ウ を ふる 。 それ 

БОЛУН. ЖС 
- 蔵 庫 に 入れ る 。 数 時 間 後 に は 
< も う 焼 いて も 良い 。 肉 は 細い 
з 金品 に 刺し 、 真 っ 赤 に 焼け た 
4. 木炭 の グリ ル で 焼く 。 時々 裏 
«К 返し 、 新 酒 (イン) を か ける 。 
бш アゼルバイジャン で は 肉 の シ 
J ニャ シュ リー ク に トマ ト 、 肉 厚 の 甘 


シャ シュ リー ク 
パー ペ キ ュ ー… 


野外 で 肉 を 焼く < と いう の は 、 人 が 食器 を 
発明 する 前 に 覚え た 太古 の 料理 法 の 

ーー つ だ 。 シャ シュ リー ク と いう の は 伝統 的 
な 焼く 技術 の 一 つ で ある 。 いつ 、 ど う や っ 


て カフ カス に 現れ た の か を 断定 する の は пе Sa š い ビ ピーマン 、 なす を 加え る 。 トマ 
難し い が 、 こ れ を ロシア に も た らし た の は АҢЫР ' з ト と ピー マン は 金 串 に 刺し て 焼く だ 
遊牧 民 ( ス キタ イ ? アー リア 人 ? ) だ と さ he yw け だ が 、 ナ ス は 下ごしらえ が 必要 だ 。 
れ て いる 。 彼ら の 住居 跡 に 考古 学者 た wa へ た を 切り 、 2 セン チ 幅 の 切り 込み を 6 一 


7 箇所 入れ る 。 こ の 切り 込み に 細か く 切 っ た 塩 漬 
け の ラー ド ( 羊 また は 豚肉 ) を つめ る 。 それ か ら 野 葉 (それ ぞ れ 別 の 金品 に 刺す ) を 外 
側 に 焦げ 目 が つく まで マン ガー ル で 焼く 。 その 後 お 皿 に 盛り 、 表面 の こげ を 削り 、 肉 に 


ち は 古 代 の 脚 付き コン ロ 、 マ ン ガ ー ル 
(火鉢 、 現在 の バー ベ キ ュー コン ロ ) を 


発見 し た 。 添え て 出す 。 こ れ は えも いえ 記 美 味 し さだ 。 

— Í Si ` 
A J ンカ コー リュ シカ (Osmerus eperlanus) は サケ ・ マ ス 科 の 魚 で 、 
= 6 属 ( 約 10 種 ) 、 全 長 30cm で 、 北 ヨ ー ロ ッ パ の 川岸 に 広く 
ora мое 棲息 し て いる 。 産卵 の た め に ロシア 、 ネ ヴァ 川 に 戻っ て くる 。 
の 始ま り に * ネヴァ 川 に コー リュ シカ が 入っ て き て 、 漁 が 盛ん に な る 5 月 
い ペ テル ブル グ の は ちょ うど 白夜 の 始ま る 時 期 で も ある 。 それ で ペ テ ル ブ ル 
「 料 理 の 象徴 」 | グ の 市 場 、 レ スト ラン 、 オ ー プ ンカ フェ で コー リュ シカ を 見 
に な っ た 。 | る と 、 夏 の 到来 を 感じ る の だ 。 こ の 魚 は 驚く ほど 美味 で 、 


下ごしらえ を する ( 魚 を お ろ し た りさ ば いた り と いう 手間 
上 た がい) 必要 が な い 。 生 魚 は 微か に 新鮮 な キュ ウリ の よう な 
に お い が す る 。 ペ テル ブル で これ は 季節 の 珍味 だ 。 コ ー リ ュ 
z シカ は 普通 、 グ リル か 油 を 敷い た フラ イ パ ン で 焼 か れる 。 


ボル シ チ (ボル シ ) 最も 美味 し い ボ ル シ チ の 作り 方 は 次 の と お り 。 ま ず 鍋 で 豚肉 ( 子 牛 の 肉 で も 可 ) の 肩 


甲骨 、 髄 入り の 肉 あ る い は 骨 か ら ブ イ ヨ ン を 作る 。 ブイ ヨン が で きた ら ( 約 40 分 後 ) 、 


最も 日 常 的 な 料理 だ 。 塩 で 味付け し 、 刻 ん だ キャ ベツ 、 輸 切り の ニン ジン を 入れ る 。 同時 

ラヴ に 起 : に 赤 カ ブ の 下 準備 も し て お く 。 1 セン チ の 角 切 り に し 、 油 を ひい 
た フラ イ パ ン で 5 分 ほど 焼く (こう する こと に よっ て ボル シ チ に 
ロシア に 広く 伝わっ た 豊か な 赤 紫 色 と 特 別 な 風味 が 加わ り 、 赤 カブ も 茹で て 

Е = も 色 が 抜け な く な る ) 。 赤 カ ブ は 油 ご と 沸騰 し た ブイ ヨ 
ボル シ チ は 肉 の ブイ ヨン を ン ( 具 入り ) の 中 に 入れ る 。 お 好み で 大 粒 の 黒 胡 概 、 
ペー ス に 、 ボ ル シ チ 特有 香辛料 を 加え て も 良い 。 全部 一 緒 に と ろ 火 で 30 分 ほ 
の 赤 紫 の 色 を 出す ス ヴ ョ ど 煮 る 。 で き あ が っ た ボル シ チ は 一 皿 ご こと に よそ い 、 ウ ク 
ー ク ラ ( 赤 カブ ) を 加え た ロー ブ ( ウ イキ ョ ウ ) や 香草 を ちら し て 食卓 に 出す 。 


キャ ベツ の スー プ だ 。 
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ロシア 人 は ウォ ッ カ 好き だ と いう 噂 は 誇 BENT な っ た 。 儀式 用 や 栄養 飲料 
は いる が 、 実 際 ロ シア 人 は ワイ ン よ り ウ ォ ッ カ を 好 だ っ た ビー ル は 「 ア ルコ ー ル 度 が 
む お 。 ワ イン は ユー ラ シ ア 大 陸 の 北部 で は 生産 され 少な い 」 ピ ー ル に な っ た 。 
な か っ た (ロシア で 御 御 は 坊 培 され て いな い )。 

古代 北国 の 人 々 は 似 た よう な 方 法 で アル コー ҮЕ > Sarta 
ОЯН ЕНЕ, BHEN- AICS RIRE- ソヴィエト の シャ ン パ ン 
ル を 造り 、 他 の 民族 は 他 の 飲料 を 作っ た 。 し か し (スパ ー ク リン グ ・ ワ イン ) 
ブドウ 販売 の 発達 ヒロ シア 帝国 の 成長 と 共に 南 


うっ と りさ せる 芳香 と 苦味 
の ある 風味 の 飲み 物 だ 。 
主 に ビー ル 麦 、 ホ ッ プ 、 
水 を 使っ て 醸造 され る 。 
ビー ル を 初め て 作っ た の は 
古代 農耕 シュ メー ル 文 明 
だ 。 世界 中 に 農業 が 広 ま 
9 る に つれ 、 そ れ ぞ れ の 民族 
ビ ピール は 自国 の ビー ル を 作る よう に 


* 製 造 さ れ た ブドウ 酒 が し だ い に 人 気 5 ロシア の シャ ン パ ン の 
Е ЛЫ МС ДА. SET ES 起こ り は ゴリ ツィ ン 公 が 
Ноо ЕШ» 
= セッ ノー ヴィ ー・ ス ヴェ ー 
A=? ト ( 新 世界 ) 」 で 作っ B 
17 世 紀 か ら フ ラン ス の Cognac (コニャック ) 町 だ け で た も の か ら 始 まっ た 。 
製造 され て いた (銘柄 は Curviosier, Hennessy, それ は 1900 年 パリ 万 
Remy Martin, Martel) ブ ラン デー の 一 種 だ 。 し か し 国 博覧 会 で グラ ンプ ブリ 


ソ連 の 時 代 か ら ソ連 の ブラ ン デ ー を 伝統 的 に コ ニ ャ ッ 
ク と 呼ぶ よう に な っ た 。 ソ連 の コニャック は 3 グル ー プ に 
分 けら れる 。 1 ) アル メニ ア 、 アゼルバイジャン 、 ダ ゲス 
タン (強い 芳香 と 高まる エキ ス が 特徴 ) 、2) グ ガル ジア 、 
クラ ス ノ ダ ー ル (軽く 、 新鮮 で 、 花 の 色 に 似 て いる ) 、 
3) ウ クラ イナ 、 モル ダヴ ィ ア (まろ や か で 、 調和 の と れ MA 
た か すか な 上 品 な バニ ラ の 香り ) 4 


ここ で 500 品 種 以 上 の グル ジア ・ ブ ドウ が 形 
成 さ れ た 。 これ は 世界 の ブドウ 種 の 4 分 の 1 を 
し め る 。 グル ジア の 気品 の ある ワイ ン は エネ ル ギ ッ シュ 


その 特性 を 挙げ る と 、 ま ず 赤 い テ ー ブ ル ワイ ン 。 上 位 を 占め る の 
は 「 ム ク ザ ニ 」( オ ー ク の 樽 で 3 年 以上 寝 か さ れ た 、 濃い ルピー 色 で 、 上 


に 輝い た 。 ソ連 の シャ ン パ ン の 

創立 者 は アン トン ・ ミ ハイ ロ ヴ ィ イチ ・ フ ロー 
ロフ ニー バグ レー エフ だ 。 化学 者 に よっ て 、 
皇帝 の 領地 アブ ラウ ・ デ ュ ル ソー に 招 聴 
され た 彼 は ゴリ ツィ ン と 共同 で シャ ン パ ン 
を 作り 上 げ る 。 革命 後 、 彼 は シャ ン パ ン 
製造 コス ト を 下げ る た め に 、 (シャン パン 
は 従来 1 本 ずつ ワイ ン 瓶 の 中 で 醸造 さ 
れ て いた ) た る の 中 で 醸造 する こと を 思 
いつ き 、 そ の 質 を 下げ る こと な く 、 原価 を 
下げ る こと に 成功 する 。 新しい 飲み 物 は 
1940 年 代 未 に は 既に 、 ソ 連 の 各 家 庭 の 


『 モル ダヴ ィ ア ・ ワ イン が 最初 に 文献 に 登 テー ブル に か に な 

| 場 する の は 紀元 前 6 世紀 だ 。 モ ル ダ ヴ ー 日 の テー ブル に は 欠か せな いも の に な 
ィ ア に は 15 世 紀 ま で に 地元 種 、 i 

ギリ シャ や ロー マ 品 種 、 後 に 有名 な フ 


ェ チ ャ スカ 、 フ ラン クシ ャ 、 ブ スエ ク 、 
35А. 25274. ガル ベ ヌ の ブドウ 

畑地 帯 が 形成 され た 。 19 世 紀 モ 
ル ダ ヴ ィ ア で ハン ガリ ー、 ドイ ツ 、 グル ジア ・ 
フラ ンス 品種 の ブドウ が 栽培 され 3 Б 

る よう に な っ た が 、 そ れ ら は まろ や 
か さと 芳 酵 さ で は モ ル ダ ヴ ィ ア 種 
に 今 も 昔 も 敵 わ な い 。 


ガル ジア は 古代 の ブドウ の 発祥 
地 で ブドウ 酒造 地 の 一 つ で ある 。 

(恐らく 紀元 前 5000 年 前 か ら ) 

ブドウ 作り に 適し た 自然 環境 で 、 


で 多く の 組成 、 独 特 の 芳香 が 特徴 だ 。 


質 の 芳香 と 複雑 な 風味 ) 、「 サ ペラ ヴィ 」(「 柴 色 工 」、 天 然 や や 甘口 、 мса 


渋み の ある 風味 と ば ら 色 の 色合い ) 、「 フ ヴァ ンチ カラ 」 (天然 や や 甘口 、 OW 
極上 の 風味 と 調和 の と れ た 味わい 、 や や 甘 ロ ワイ ン の 至宝 で ある ) 、 そ の 下 に くる S$ S= 


の が 「 キ ンズ マラ ウリ 」( 強 い 上質 の 風味 と 香り 、 な め ら か な 味わい ) だ 。 === 
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& + у カ の 歴史 1 À ‚ ге Р N ‹ 大 な 化学 者 


ミー トナ ・ 
に お ける ウォ ッ カ は イヴ ー ノ ヴ チ ・ GSu 

不思議 な こと だ が 、 外 | メッ テレ ー エ フ に S Ë 

国 か ら 持ち 込ま れ た 品 関係 が ある 。 

だ っ た 。 伝承 に よる と ウォ 彼 の 長年 の 研究 の 結論 は ウォ 
に 似 た 「aqua vitae ッ カ 醸造 に 用 いら れ 、 成功 し た 。 
SDK) 」 を 15 世 紀 モ ス 1894-1896 年 ウォ ッ カ の 国家 基準 

の ワリ に も た らし た の は ジェ a е | が 設け られ 、 専 売 が 導入 され た 。 

ノア の 商人 だ と され る 。 ji ; Э» отвал. ғов 

ИЕ PAIS f ; T. 国内 に 安く て 「 濁 っ た ( 闇 )」 製 品 

ў に 調 見 が か な い 、 そ の 手 が 出回る よう に な っ た 。 ヴォ ッ カ は 

| 厚い も て な し に 感激 し た 値段 が 高けれ ば 高い ほど 、 質 が 
商人 達 は 「 命 の 水 」 入 り 良い と いう こと を 頭 に 留め て いた だ 


容器 、 つ まり 「 ブ ドウ 酒 」 
を 贈っ た 。 し か し 当時 は 
ロシア に 定着 し な か っ た 。 
J1429 年 万 能 薬 と し て 
J. p SUS RUNEA 
内 iC モス クワ に も た ら 
れ た 。 そこ か ら 15 世 紀 
ロシア の 修道 士 が 初め て 
ウォ ッ カ を 醸造 する こと を 
覚え た 。 同 世紀 末 に イヴ 
アン 3 世 は ウォ ッ カ の 製造 
と 販売 を 国家 専売 と し 
た 。 エカチェリーナ 2 世 の 
命令 で 1765 年 3 月 31 日 
か ら 貴 族 に も ウォ ッ カ 醸 
造 が 許さ れ た 。 その後 ウ 
ォ ッ カ の 質 は 上 が り 、 世 
界 的 名 声 を 得る よう に な 
ms 製造 者 は 醸造 の 
際 和 牛乳 と 卵白 を 使い 、 _ 
それ ぞ れ の 領地 の 自分 
の オリ ジ ナ ルウ ォ ッ カ が 製 
| 造 さ れる よう に な っ た 。 


きた い 。 質 の 良い ウォ ッ カ の 価格 は 

ë А 0 た 。 В 質 の 
2-0 ト か 専門 店 で の 
ES 購入 を お 勧め する 。 


レス トラ ン 


(812} サン クト ・ ペ テル ブル グ の 市 外 局番 


だ い に 増 えて いっ て いる 。 


の 問題 は な い だ ろ う 。 


「 ロ シア ウォ ッ カ 博物 館 」 
“МУЗЕЙ РУССКОЙ ВОДКИ” 
博物 館 . ビア ホー ル , レス トラ ン 
002-06 
コノ グ ヴ ァ ル デイ スキ ー 並 木 通り 5 
(Конногвардейский 6ynbBap,5) 
® ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 
(Невский проспект) 駅 下車 、 
イサ ー ク 広場 近く 。 

の 11:00<22:00 

の 312-3416 

人 博物 館 の ホー ル に は ウォ ッ カ の 
歴史 が 展示 され て いる 

(ウォ ッ カ 製 造 ・ 販 売 規定 資料 、 
初期 の サマ ゴン (自家 製 ・ 密 造 酒 ) 
製造 装置 初期 の ウォ ッ カ 瓶 等 ) 。 
博物 館 奥 の ロシア 風 居酒屋 で 伝統 
料理 を 味わう こと が で きる 。 


「 さ ま よ える オラ ンダ 人 」 
“ЛЕТУЧИЙ ГОЛЛАНДЕЦ” 
船上 レス トラ ン 
住所 : 取 引 所 橋 そば 、 

ム ィ トニ ンス カヤ 川岸 通り 5 

の 建物 の 向かい 

(Мытнинская Ha6., 

напротив дома 5 

(у Биржевого моста) 

® ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 

(Невский проспект) 駅 下車 、 

ヴァ シー リー 島 岬 近く 。 

| の 336-3737 
ペテルブルグ で 最も 良い 船上 


サン クト ペテルブルグ に は 他 の 観光 地 同 様 、 
一 流 レ スト ラン か ら 5 軽食 喫茶 店 、 ア ー ス ト フ ー ド 店 
まで 多く の 様々 な 飲食 店 が ある 。 一 例 を 挙げ る と 、 
喫茶 店 、 洋 菓子 店 (デザ ー ト 付 コ ー ヒ ー、 紅茶 
の 愛好 家 に お 勧め ) の 中 で ペテルブルグ で 
が 高い の は 、「 チ ャ イナ ヤ ・ ロ ーシュ カ (HahHag 
ложка) 」( こ こ で は お 茶 受 け に ブリ ヌィ が お 勧め だ ) 
や 「 ス ラ ト カ イェ ーシュ カ (Crankoe※ka) で 、 
ファ ー ス ト ・ フ ー ド な ら 、 みん な が 知っ て いる 「 ピ ザ ・ 
ハッ ト 」 や 「 マ ドナ ルド 」 が あり 、 他 に も ザル メ 用 の 
様々 な 種類 の レス トラ ン が ある 。 

ペテルブルグ 初期 の レス トラ ン 経 営 者 は フラ ン 
ス 人 、 ス ウェ ー デ ン 人 、 イ ギリ ス 人 と いっ た ヨー ロッ パ 
人 だ っ た た め 、 町 の 一 般 的 な レス トラ ン は ヨー ロッ 
パス タイ ル だ っ た 。 し か し エキ ゾ チ ッ ク な 飲食 店 も し 


評価 


約 4000 店 の 飲食 店 が ある ペテルブルグ で 、 
代表 的 な カフ ェ ・ レ スト ラン が 集中 し て いる の は 、 
疑い な く 、 ネ フス キー 大 通り と その 周辺 だ 。 他 の 場 
所 に も 飲食 店 は ある が 、 旅行 者 が 町 の 奥深 くま 
で 出入 り し た りす る こと は 稀 な の で 、 大 部 分 の 人 
に と っ て 、 コー ヒー や お 茶 を 飲ん だ り 、 昼食 や 夕食 
を と っ た りす る の は 、 や は り 中 心 部 と いう こと に な る 。 
と は いえ 、 今 日 どの 地区 で も 、 ど こ へ 行っ て も 食事 


本 書 は その 中 で も 、 お 勧め で きる 、 サー ビス の 
豊富 な レス トラ ン だ け を 提供 する 。 本 書 で 紹介 す 
る レス トラ ン は 決し て 低 価 格 の 店 で は な く ( 一 人 
206 以 上 ) 、 ま た どの 店 で も クレジット カード で 支 
払い が で きる わけ で は な いこ と は 注意 頂き た い 。 


レス トラ ン の 一 つ 。 「2004 年 度 料 理 」 
コン ワー ル 入 賞 。 レ スト ラン に は ゲ リ ル 
が あり 、 金 串 で 肉 、 魚 、 野 鳥 、 野 菜 
を 調理 し て いる 。 37€ で 肉 野 菜 ガ リル 、 
サラ ダバ ー、 す し バー が 利用 で きる 。 
宮殿 川岸 通り が 一 望 で きる オー プン 
デッキ が ある 。 

り 10:00~ ( 下 の 階 の ヴ ガラ ンド カフ ェ 
「 ゼ ブラ 」"3e6pa") 

12:00~ 

(レス トラ ン 「 テ ラス 」 "Teppaca") 
最後 の お 客 まで 


ホテ ル 「 ヨ ー ロ ッ パ 」 
内 レス トラ ン 

住所 : ミ ハイ ロフ スカ ヤ 通 り 1/7 
(Михайловская yn., 1/7) 

(⑳⑩ ネ フス キー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 

@ 329-6000 

ホテ ル 内 に は レス トラ ン 及 び バ パー が 
7 店 ある が 、 中 で も 有名 な も の 

を 紹介 する 。 


「 ヨ ー ロ ッ パ 」 
“ЕВРОПА” 
レス トラ ン 
ヨー ロッ パロ シア 料理 。 
19 世 紀 末 の イン テリ ア 。 古い ロシア 
料理 (チョ ウザ メ の 切り 身 、 イ ワラ 、 
フォ アグ ラ 、 ブ リ ヌ ィ 等 ) を 提供 し て いる 。 
平均 予算 50€~ 。 
毎日 19:00~23:00 ライ ブ 演 奏 
(ジャ ズ ) 。 日 曜 12:00~16:00 
ブラ ンチ (バイ キン グ ) 。 
®07:00~23:00 


「 イ クラ ・ バ ー」 
“ИКОРНЫЙ БАР” 
レス トラ ン | 
ロシア 料理 ( 魚 入 り ピ ロー グ と 最高 | 
品質 の ベル ー ガ (大 型 チョ ウザ メ ) 、 | 
セ ヤ ヴ リ ュー ガ ( 小 型 チョ ウザ メ ) 、 オ ショ ー 
トル (中 型 チョ ウザ メ ) 、 紅鮭 の イク ラ ) | 
十 ガ ル ニ ー ル (付け 合わ せ ) で 約 506。 
り 17:30~23:00 ラ イブ 演奏 。 
018:00~23:00 


Г F3 “САДКО” 
レス トラ ン ・ パ バー 
| 多国 籍 料理 。 現 代 的 な イン テリ ア 
大 型 テ レビ スク リーン, ビリ ヤー ド 。 
月 一 金 ビジ ネス ラン チ (126) 
©18:00~ 23:00 


「Chopsticks」 
“чопстикс” 
レス トラ ン 
を 中華 料理 (中 国外 の 中 華 料 | 
理 で 最高 の 一 つ に みな され る ) | 
中 国 の 新年 を 迎え た り 、 北京 ダッ を 
堪能 する こと が で きる 素晴らし い 
| 場所 。 レ スト ラン の 内 装 は 明 時 代 の 
彫刻 や 奄 で 装飾 が 施さ れ て いる 。 
金 ・ 土 20:0023:00 ラ イブ 演奏 
012:00~23:00 


「 ロ ッ シ 」 
“РОССИ” 

レス トラ ン 

地中海 ・ イ タリ ア 料 理 。 | 
イン テリ ア の 中 に 生き た ロブ スタ ー と | 
| 魚 が い る 巨大 な 水槽 が ある 。 
20:00~23:00 ラ イブ 演奏 (ピア ノ ) 
12:00~23:00 


ホテ ル 「 ネ フス キー・ 
パラ ス 」 内 レス トラ ン 
ネフ スキ ー 大 通り 57 

(Невский пр., 57) 

| 0⑳ マ ヤ コ フス カヤ 駅 (MagkoBcka4) 
(の 275-20-01( 内 線 )780 


「 ビ ル シ ュ トゥ ー ベ 」 
“БИРШТУБЕ” | 
ビア ホー ル ・ レ スト ラン | 
多国 籍 料理 (ステ ー キ | 
「 マ ダ ガ ス カル 」、 ラ ザ ニ ア 、 豚 足 グ リル 、 | 
牛肉 入り グ ヤ ーシュ 、 子 牛 の ウィ ン ナ ・ 
| シュ ニッ ツェ ル ) ®18:00~23:00 


「 ア ドミ ラル テイ スト ヴァ 

| (海軍 省 ) 」 x | 
| «АДМИРАЛТЕЙСТВО” | 
レス トラ ン | 
ロシア 料理 。 イク ラ ・ バ ー。 | 
( 鮭 、 セ ヴ リ ュー ガ 、 オ ショ ー ト ル 、 
ベル ー ガ の イク ラ ) 海 を モチ ー フ に し た 
イン テリ ア 。 (948:00—23:00 


306 * 本 書記 載 の 料金 は 、 参考 の た め ユ ー ロ で 表示 し て あり ます が 、 支 払い は ルー ブル で 行い ます 。 レス トラ ン の 料金 は ルー ブル 表示 の と ころ も あり ます が 、 
その 店 の レー ト に よる y.E. 表 示 の 店 も あり ます 。** 本 書記 載 の 情報 は 変わ る こと が あり ます 。 レス トラ ン の 営業 時 間 、 メ ニュ ー 等 は 電話 確認 を お 願い し ます 。 


次 の サイ ト か ら も 可能 で す 。 http://inout.ru http://Spb.menu.ru http://www.peteroutL.ru 


「 イ ン ペ リア ル 」 
“ИМПЕРИАЛ” 
レス トラ ン 

人 ヨーロッパ. B£. インド, 

メキ シコ 料理 。 ①18:00~23:00 


「 ラ ンド スク ロー ナ 」 
“ЛАНДСКРОНА” 
レス トラ ン 

Ф 「2002 年 度 ペテルブルグ ・ ベ スト 
レス トラ ン 」 コ ン ワ ー ル 、 「 デ ラッ クス 」 

部 門 1 位 受賞 。 

ユニ ー ク な 料理 ( 子 牛肉 入り 赤 か ぶ の 
コン ソ メ ス ー ブ 、 熊 肉 と 牡 婚 の ベリ メニ 
+ ガ ル ニ ー ル 付け 合せ ) レス トラ ン は オフ 
タ 地 区 に ある スウ ェ ー デ ン 要 寒 の 名 前 
を 冠 し て いる 。 1300 年 に 建設 され た 
要 寒 は 、1301 年 に は ノヴゴロド 人 に よ 
っ て 占領 され 、 徹 底 的 に 破壊 され た 。 
(548:00—23:00 


「 ア ドミ ラル テイ スト ヴァ 
(海軍 省 ) 」 
“АДМИРАЛТЕЙСТВО” 
レス トラ ン 
プーシキン, エカテリーナ 公園 
の 465-3549 
ヨー ロッ パロ シア 料理 
レス トラ ン は エカテリーナ 公園 敷地 内 の 
パ ヴ ィ イリ オン 「 ア ドミ ラル テイ スト ヴァ 」 
“AnMMDanTeMCTBO" の 中 に ある 。 
海 を モチ ー フ に し た 内 装 。 ブ ログラム 
(料金 ) に ロシア トロ イカ ( 冬 は そり 、 
夏 は 馬車 ) 遊 び . お 祭り 花火 大 会 , 
大 池 の 島 の ピク ニッ ワ が 含ま れ て いる 
(特別 メニ ュー) 。 ©12:00--23:00 


「 ア ウス テリ ヤ 」 
“АУСТЕРИЯ” 
レス トラ ン 
ペトロ パ ヴ ロ フ スカ ヤ 要 案 , 
イオ アン 半月 人 


*Иоанновский равелин” 
⑯ ゴ ー リ カフ スカ ヤ 駅 (「ODbKOBCKag) | 
の 230-0369. 238-4262 | 
を ツァ ー リ の お 気に入り の 料理 を 含む 、| 
昔 の ロシア 料理 。 ピ ョ ー ト ル 時 代 の 内 

装 が 施さ れ て いる 。 ラ イブ 演奏 。 夏 に は 
レス トラ ン 前 に 同じ メニ ュー の オー プン ・ 


カフ ェ が 設置 され る 。 
12:00-23:00 


「 ヴ ィ エ ナー レ 」 
“БИЕННАЛЕ” 
レス トラ ン 
ペトロ グラ ー ツ カヤ ・ ス トラ ナー、 
バリ ショ イ 大 通り 35、 映 画 館 「 ミ ラー | 
ジュ ・ シ ネ マ 」 内 (BonbllOM np. 
Петроградской стороны,35 
(в кинотеатре “Мираж- 
Синема”) ベト ラグ ラー ツ カ ヤ 駅 
(Петроградская) 
® 232-7412, 005 


ペテルブルグ の レス トラ ン 


の 無料 相談 ・ ご 予約 ば : 


の 325-6500, 703-5500(10:00 て 22:00) ま で 。 


イタ リア ・ 日 本 料理 。 VIP ル ー ム , 
水 煙管 〇 14:00-02:00 


「 ビ スト ロ ・ ギ ャ ルソン 」 
“БИСТРО ГАРСОН ” 
レス トラ ン 
ネフ スキ ー 大 通り 95 
(Невский np.,95) 
⑯⑩ 蜂 起 広場 駅 (hn. Восстания) 
の 277-2467 
フラ ンス 料理 。 古い パリ の ビス トロ 
の 雰囲気 。 訪問 客 の 評価 に よる と 
「 あ た た か く 、 洗練 され た 家具 」、 
「 ロ マン チッ ク な ラン チ 、 デ ィ ナ ー に 最適 
の 場所 」。 バー の スタ ンド 、19 世 紀 末 の 
ワイ ン 棚 は フラ ンス か ら 運 ば れ た も の 。 
壁画 は フラ ンス 生活 の 光景 を 描写 し て 
いる (画家 フラ ン ソ ワ ・ パ ジュ 、 店 内 
で 彼 の 絵 の 展 示 販 売 も 行っ て いる ) 。 
レス トラ ン の 18 番 料理 は オニ オン ス 
ー プ 、 か に 添え アー ティ チョ ー ク 、 
スペ イン 風 卵 焼き ー コ コッ ト 、 赤 オラ ンダ 
ピー マン 添え 、 ショ リゾ ー、 バジ リコ また 
は ロブ スタ ー、 えび ソー ス の オム レツ 。 
アル コー ル 無 し の 二 人 用 料金 は 700 


| ルー ブル ~ 。 (S12:00—2:00 


「 ハ リウ ッ ド ・ ナ イト 
(ハリ ウッ ド の 夜 ) 」 
“ГОЛЛИВУДСКИЕ 
ночи” 
レス トラ ン , クラ ブ ・ カ ジノ 
ネフ スキ ー 大 通り 46 
(Невский пр.,46) 
ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 
ガス チー ヌィ イ ・ ド ヴォ ー ル 向かい 。 
サン クト ペテルブルグ の 最も 良い ナイ ト ・ 
り ラ ブ の 一 っ 。 の 325-7273 
を し スト ラン は ロシア ・ 日 本 ・ ヨ ー ロ ッ パ 
料理 と ほとん ど 制 限 の な い ア ルコ ー ル 
飲料 を 提供 する 。 
を スタ イリ ッシュ で エレ ガン ト な カジ ノ 。 
(3 ホー ル 、5 台 の カー ド テ ー ブ ル 、 
3 台 の ルー レッ ト 、 ビ リヤ ー ド 室 ) 
957 922:00~6:00, カジ ノ . 
レス トラ ン 24 時 間 


「 ダ ・ ヴ ィ ン チ 」 


| “BA ВИНЧИ” 


レス トラ ン - ク ラブ 

マー ラ ヤ ・ マ ルス カヤ 通り 15 
(Малая Морская yn.,15) 
(0 ネフ スキ ー・ ブ プロ スペ クト 駅 


| (Невский проспект) 


の 312-6032 

多種 多様 な 料理 。 

イン テリ ア は レオナ ルド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ 
の アト リエ の よう に 作ら れ た 
(画家 と し て で は な く 、 技師 と し て ) 。 


「 ダ ・ ヴ ィ ン チ 」 は エロ ティ ッ ク ・ シ ョ ー、 
モー ド な ディ スコ の ある 現代 的 な ナイ ト 
クラ ブ だ 。 ここ で は ペテルブルグ の 画家 
の 作品 の 展示 販売 も 行っ て いる 。 
( 絵 の 値段 は 100~1500$) 
©12:00~6:00 ショ ー 23:00~ 


「 貴 族 の 巣 」 
“ДВОРЯНСКОЕ 
ГНЕЗДО” 
レス トラ ン 
デカ ブリ スト 通り 21 
(Ул. Декабристов,21) 
セン ナヤ 広場 駅 (CeHHag пл.) 
@ 312-3205, 312-0911 

を ロシア ・ フ ラン ス 料 理 。 
レス トラ ン は ユ ス ー ポ フ 宮 殿 (p.158) 
庭園 の 上 ティ ー・ ハ ウス 内 に ある 。 
最近 修復 され た パ ヴ ィ リオ ン は 1751 年 
ヴァ レン ニニ デラ モート の 設計 に よっ て 
屋敷 の 初代 領主 シュ ヴァ ー ロ フ 伯爵 
の た め に 建て られ た 。 
12:00-24:00 


『 デ ミド フ 」 
“ДЕМИДОВЪ” 
レス トラ ン 
フォ ンタ ンカ 川岸 通り 14 
(Наб. реки ①oHTaHku,14) 
(ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 
の 272-9181 
ロシア 料理 、 ロ シア 民 認 音 楽 。 
昔 の 商人 スタ イル の イン テリ ア 
(一 種 の ロシア の Biedermayer)。 
ここ で は 伝統 的 な 正教 会 の 祝日 
(大 斉 前 週 ・…… マ ー ス レニ ッ ツ ァ 、 
復活 大 祭 … パ スハ 等 ) を 祝う 。 
料理 は 非常 に 評判 が 良い 。 
⑤12.00-24.00 


「 ジ ャ ズ ・ 
フィ ル ハ ー モ ニッ ク ・ 
ホー ル 」 
“ДЖАЗ-ФИЛАРМОНИК- 
холл” 
ジャ ズ ・ ク ラブ . レス トラ ン 
ザー ゴロ ド ヌ ィ 大 通り 27 
‹Загородный np., 27) 
(⑩ ウ ラジ ー ミ ルス カヤ 駅 
| (Владимирская) #71 
| ⑳ ドス ト エ フス カヤ 駅 
| (Достоевская) 
| ©764-8565, 999-3125 
ヨー ロッ パロ シア 料理 。 お 子 様 
メニ ュー も ある 。 レス トラ ン は 2 つの ホー 
ル が あり 、 ジャ ズ の 生 演奏 が 聴け る 。 
大 ホー ル の コン サー ト は 毎日 行わ れ 
5. もう 一 つの ホー ル (50 人 収容 ) は 


し て 名 づけ られ た ) 、 シカ ゴ の クラ ブ ・ 
スタ イル を イメ ー ジ し た 内 装 。 

ジャ ズ 愛 好 家達 は 毎週 火 、 金 、 
土曜 日 に 集まる 。 

り 18:30~23:00, 休日 : 月 


「 ジ ェ ー ム ズ ・ ク ッ ク 」 

| “ДЖЕЙМС КУК” 

| 喫茶 店 , パブ , レス トラ ン , バー 

| シュ ヴェ ー ツ キー 横町 2 

| (Шведский nep., 2) 

(⑳ ネ フス キー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский npocnekT) か ら 徒 歩 
10 分 。 マー ラ ヤ ・ カ ニュ ー シ ェ ン ナ ヤ 通 り 
(Малая Конюшенная yn.) 


エリ ング トン ホー ル と 呼ば れ ( 公 爵 エ リン | ⑲ ガ スチ ー ヌ ィ ・ ド ヴォ ー ル 駅 
グ ト ン と デヴィ ッ ド ・ ゴ ロ シ ェ キ ン に 計 を 評 | (Гостиный двор) 


突き 当り 。 

の ⑦312-3200. 717-1151 

る パブ は 50 種 類 の ウィ スキ ー と ビー ル 
(その 半分 は 現在 入手 困難 ) 

と 数 種類 の ステ ー キ を 提供 し て いる 。 
植民 地 様式 の イン テリ ア と 朋 製 家具 
の 喫茶 店 は 、 紅 茶 、 コ ー ヒ ー、 

アッ ブル パイ 、 チ ー ズ ケー キ を 提供 し て 
いる 。 祝祭 日 に は 入口 で お 客 に シャ ン 
パン を 注ぎ 、 喫 茶店 で は アイ スク リー ム 
を ご 馳走 し 、 予 約 客 全 員 に ワイ ン 

1 本 サー ビス する 。 様々 な 音楽 家 の 
出演 プロ ゾラ ム ( ジ ャ ズ 、 カ ント リー 等 ) 
Face control 入 場 有料 ( 約 56) 。 
OBR : А ~ ж9:00~2:00, 
#9:00~4:00, +10:00-~4:00, 
日 10:00-2:00。 

バー: В ~ж12:00~2:00, 
%12:00~4:00, +12:00~ 
4:00, 日 12:00~2:00 


「 ザ ラ ト イ ・ オ スタ プ 」 
“ЗОЛОТОЙ ОСТАП” 
レス トラ ン 

イタ リヤ ンス カヤ 通り 4 
(Итальянская yn., 4) 
ネフ スキ ー・ プ ロス ペケ ト 駅 
(Невский np.) の 303-8822 
を メニ ュー は ロシア 料理 

を 含む 、8 種 類 の ナシ ョ ナル 料理 

を も と に し て いる 。⑤19:00~ 
23:00 ラ イブ 演奏 。 モ ダニ ズム 様式 の 
イン テリ ア (オデッサ ヴ ァ ー ジ ョ ン ) 
11:00-3:00 


「…・ あ る い は ・…・」 
“ANIN...” 
レス トラ ン , バー 
ネフ スキ ー 大 通り 52 
| (Невский np., 52) 


の 331-9090 
| 念 ヨ ー ロ ッ パ ・ ロ シア ・ タ イ ・ 
| 地中海 料理 。 若者 に に て も 人 気 が 
あり 、「 ニ ンジ ン 色 の ビス トロ 」 
と 呼ば れ て いる 。 アヴァ ン ギ ャ ルド 
(前 衛 的 ) ス タイ ル (何と な く ハ イ テ ク に 
近い ) の イン テリ ア 。 ピ ー ク 時 に 空席 は 
な い 。 店 内 (入口 ) 右 の 壁 に 、 全 メ ニュ 
ー の カロ リー 表示 が ある 。 上 の 階 に イン 
ター ネッ ト 接続 可能 な コン ピュ ー タ ー が 
ある 。 メニ ュー は 寿司 、 鶏 肉 フィ レ 
の マリ ネ 、 鮭 の ざく ろ リ ソー ス が け 他 。 
レス トラ ン 12:00-02:00, 
ビス トロ ・ バ ー 24 時 間 


(812> サン クト ・ ペ テル ブル グ の 市 外 局番 


「 キ ャ メロ ッ ト 」 
“КАМЕЛОТ” 
レス トラ ン 
バリ シャ ヤ ・ カ ニュ ー シ ェ ン ナ ヤ 通 り 14 
(Большая 
Конюшенная yn., 14) 
(ネフ スキ ー 大 通り 22 の 建物 の 角 ) 
(ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 
® 325-9906 
を ロシア ・ ヨ ー ロ ッ パ 料理 だ が 、 歴 史 
的 な 「 言 外 の 意味 」( ア ー サ ー 王 の 
伝説 的 な 城 と 同じ 店 名 と 関係 の ある ) 
を 持つ この 店 の 看板 料理 は 「 ラ ンス 
ロッ ト の 鮭 」「 ブ サイ ネー ヴィ ア の 誘惑 」 
(詰め 物 入 り 豚肉 ) 、「 騎 士 パ ー シ ヴ 
ァ ル の 狩 」( 鹿 肉 の 米 製 ) だ 。 ゴ シッ ワ 
様式 の 内 装 。 (ケル ト ア ー サ ー 王 の 
時 代 と は 関係 が な い が 、 あ る 種 
の 雰囲気 を 作っ て いる ) 
Face control (510:00—24:00 


「 コ ンチ 」 “КОНТИ” 
カジ ノ , レス トラ ン 
コン ドラ チエ フ 大 通り 44 
(Кондратьевский np., 44) 
® レー ニン 広場 駅 (「lnoulanb 
Ленина) (フィ ン ラン ド 駅 ) 
の 321-6565 
金町 で 最も 古い 巨大 な 賭博 施設 。 
この 建物 の 中 に か つて 有名 な 映画 館 
「 ギ ガン ト 」 が あっ た 。 お 洒落 で 、 食べ 物 
飲み 物 の 品数 豊富 な レス トラ ン 
「 コ ンチ 」 に は バイ キン グ ( 約 6€) も ある 。 
カジ ノ に は 「 ポ ー カ ー・ ク ラブ 」 が あり 、 
毎週 火 、 木 、 土 曜日 に スタ ッ ド ・ ポ ー カ 
ー の トー ナメ ント 戦 が 繰り 広げ られ る 。 
要 身 分 証明 書 。 24 時 間 。 
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レス トラ ン 


「 ラ ・ ク カラ ッ チ ャ 」 
“ЛА КУКАРАЧА” 
レス トラ ン , バー 
フォ ンタ ンカ 川岸 通り 39 
(Ha6. Фонтанки, 39) 
ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский пр.) の 710-4006 
を ペテルブルグ 初 の メキ シコ 料理 レス ト 
ラン 。 豊富 な アル コー ル 飲 料 、 ノ ン ・ 
アル コー ルカ クワ テ ル 。 メキ シコ スタ イル の 
イン テリ ア 。 壁 に は ソン ブ プレ ロ 、 SRA 
トリ ー、 ポン チョ が か か っ て いる 。 
日 、 金 、 土 、 日 20:00 こ ラテ ン ア メリ カ 
音楽 の ライ ブ 演 奏 。「 フ ィ エ スタ 」 
3 人 用 セッ トメ ニュ ー1000 ル ー ブ ル 。 
ビジ ネス ・ ラ ンチ 
(13:00~ 17:00 5€), 
「 ハ ピー ディ サー」①(13:00-19:00 
25%OFF) ©12:00~1:00; 
金 ・ 土 :⑮12:00~5:00 


「 ル クソ ー ル 」 
“ЛУКСОР” 


レス トラ ン 

ネフ スキ ー 大 通り 90/92 

(Невский np., 90/92) 

マヤ コ フ ス カ ヤ 駅 
(Маяковская) 

@ 279-4352 
レバ ノン ヨー ロッ パパ 料理 。 
エジプト 風 イ ン テ リ ア 。 人 気 メ ニュ ー は 
牛肉 と 鶏肉 フィ レ と ご 飯 の 「 レ バ ノン 風 」、 
きのこ と 野菜 の 詰め 物 入 り 敬子 

「 シ ェ イフ ・ メ フシ 」。 
®12:00~23:00 


[METRO 
CLUB] 
ディ スコ ・ バ ー 
リー ゴ フ スキ ー 大 通り 174 
(Лиговский пр., 
174) 
リー ゴ フス キー・ 
プロ スペ クト 駅 
(Лиговский 
проспект) 
か 5 オブ ヴォ ー ド ヌイ ィ 運河 
方 向 へ 徒歩 約 10 分 。 
の 766-0211 
を ペテルブルグ の 
最上 の ダン スカ ラブ の 一 
つと し て 認め られ て いる 。 
3 階 。 Fablic ス タイ ル | 
の 非常 に 現代 的 な デザ イン 、 
豊富 な メタ ル 構 造 の 中 に 原寸 大 の 
鉄道 橋 の 橋脚 が ある 。 二 つ の 新しい 
バー は メト ロ の トン ネル を 思わ せる 
(パー の スタ ンド の 長 さ は 30m 以 上 ) 。 
2 階 の バー の 一 つ に カラ オケ が ある 。 
ビー ル (60 ル ー ブ ル ー ) の お つま み に 
チッ プス 、 ス ハリ キ 、 え び 、 ナ ッ ツ や チョ コ 
レー ト を 提供 。 
の 12:00-23:00 


「 マ ー シ ャ と くま 」 
“МАША И МЕДВЕДЬ” 
カフ ェ ・ バ ー 
マー ラ ヤ ・ サ ドー ヴァ ヤ 通 り 1 
(Малая Садовая yn.,1 ) 
⑯ ネ フス キー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 
© 310-4631 
ロシア 料理 。 ネフ スキ ー 大 通り の 
エリ セー エフ 兄弟 の 店 か ら 出 て いる 
短い マー ラ ヤ ・ サ ドー ヴァ ヤ 通 り の 
歩行 者 専用 道 に ある 半 地下 
の 居酒屋 。 昔 の 村 の 旅行 宿 
の 中 庭 の 内 装 。 入口 に は 熊 
と マー シャ の 人 形 (この レス トラ ン の 
名 前 の 、 民話 の 絵 ) が ある 。 夕方 
ライ ブ 演 奏 。 アル コー ル 飲 料 無し の 
二 人 用 の 予算 は 約 1000 ル ー ブ ル 。 
(541:00—23:00 


「 オ ネー ギン 」 
“ОНЕГИН” 
レス トラ ン ・ ク ラブ 
サド ー ヴ ァ ヤ 通り 11 

(Садовая yn., 11) 
ネフ スキ ー・ ブ プロ スペ クト 駅 
(Невский проспект) 

© 571-8384 
Ф 恐らく ペテルブルグ で 最も 高級 
クラ ブ 設 計 (デザ イン ) の イン テリ ア 。 
フラ ンス 料理 (最高 級 )・ ロ シア 料理 。 
ヴェ ジ タ リア ン と 断食 用 メニ ュー 有 。 
4 ホー ル 。 バー の ある 緑 の 客間 、 
バー の ある ディ スコ ホー ル 、 レ スト ラン 、 
VIP ル ー ム 、。 正装 着用 。 

DA ~ж. 917:00~2:00 
0% :+17:00~5:00 


「K.P パ ー キ ン 」 
“К.П. ПАЛКИНЪ” 
レス トラ ン 
ネフ スキ ー 大 通り 47 
(Невский np., 47) 


⑯ マ ヤ コ フス カヤ 駅 
(Маяковская) 

@ 703-5371 

@*m AKPJ0 FOR US 
ある 。 建物 の 中 心 部 に は ブー ニン 、 
ク プ リー ン 、 ドストエフスキー も 食事 を 
と っ た こと の ある 豪華 な レス トラ ン が 
ある 。 革命 後 レ スト ラン の 建物 は 
映画 館 「 タ イタ ン 」 と し て 使わ れ た が 、 
現在 ここ は 有名 な カジ ノ 

「 プ レミ エー ル 」"「1peMbeD" 

に な っ て いる 。 E (ある じ ) の 書斎 だ 
っ た と ころ に 現代 的 な レス トラ ン が 置 
か れ て いる 。 古い ロシア 料理 。 

メニ ュー は 子羊 の 肉 、 ス チェ ルリ ャ ジ 
(小型 の チョ ウザ メ ) 、 ソリ ソーセージ 、 
ルー レッ ト ( 詰 め 物 料理 ) 、 自 家 製 
漬物 と ジャ ム 。 品数 豊富 な ワイ ン 。 
料金 は 8 以上 で 、 主 な お 客 は 
ロシア ・ 外 国人 の ビジ ネス マン だ 。 
レス トラ ン で は 常時 画家 と 彫刻 家 の 
作品 の 展示 販売 を 行っ て いる 。 


「Le Paris」 

“ПАРИЖ” 

レス トラ ン 、Gourmet( グ ル メ ) 

バリ シャ ヤ ・ マ ルス カー ヤ 通 り 63 
(Большая Морская yn., 63) 

(ネフ スキ ー・ ブ プロ スペクト 
(Невский проспект) 駅 下車 。 
イサ ー ケ 広場 まで 徒歩 。 

の 717-9545. 312-4772. 

312-2592 

を し スト ラン の シェ フ は フラ ンス 料理 

の 大 家 ア ン リ ・ シ ャ ル ヴ ェ ー。 特製 
料理 は 「 フ ォ ア グラ 」 と 鴨 料 理 。 ワリ イン 
倉 で の ティ ステ ィング 。 火 が 燃え て いる 
暖炉 の エレ ガン ト な 内 装 。 毎晩 フラ ン 
ス 音 楽 の 生 演奏 。 ペ テル ブル グ 中 心 
部 の フラ ンス だ 。 食材 の ほとん ど は 
フラ ンス か ら 直 輸入 。 
12:00 一 最後 の お 客 まで 
(厨房 こ 23:00) 


ESI A 
(ビー ル 取 引 所 ) 1 
“ПИВНАЯ БИРЖА” 
レス トラ ン 
グリ ボ エ ー ド フ 運 河川 岸 通り 25/3 
(Ha6. канала 
Грибоедова, 25/3) 
ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 
@ 717-5659 
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ドイ ツ 料 理 の ビー ルレ スト ラン 。 

2 ホー ル 。 常時 サッ カー や 他 ス ポー ツ の 
試合 を 放送 。 お 手頃 価格 の 

ビジ ネス ・ ラ ンチ 

(11:00~16:00 2.56) 
®11:00~1:00 


「 修 道 信 の 穴蔵 (酒蔵 ) 」 
«ПОГРЕБА МОНАХА” 
レス トラ ン , バー 
ミリ オン ナヤ 通り 22 
(Милионная yn., 22) 
ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 下車 、 
マル ス 広 場 方 向 に 歩く 。 

の 314-1353 
ヨー ロッ パー ロシア 料理 。 

修道 院 の 穴蔵 の よう な 内 装 。 

ここ に 陶器 の 修道 僧 像 と 力 づく で 
開け られ た お 墓 の 複製 が ある 。 
良い ワイ ン 、 強い お 洒 、 

自家 製 食事 の 愛好 家達 が 集う 。 
Face control 12:00-3:00 


「 ロ シア ン ・ ク ラブ 」 
“РУССКИЙ КЛУБ” 
レス トラ ン 
カニ ュー シェ ン ナ ヤ 広 場 2 
(Конюшенная пл., 2) 
⑯ ネ フス キー・ プ ロス ペケ ト 駅 
(Невский проспект) 
740-3080, 740-3081 
を ベ テ ル ブル グ で 最も 
ロシア らし い ロ シア レス トラ ン 。 
農民 の 食事 と 皇帝 料理 。 
通 の 人 の 評価 に よる と 、 
ペテルブルグ で 最も 良い 
ロシア 料理 レス トラ ン 。 24 時 間 


「 ス ラー ヴァ 」 
“СЛАВА” 
カジ ノ , レス トラ ン 


ブ ハ レ ス ツ カ ヤ 通 り 47 
(Бухарестская ул., 47) 
⑪ モ スコ フス カヤ 駅 
(Московская) 

@ 260-7112, 260-3003 

例 中 華 ・ ヨ ー ロ ッ パ - ロ シア ・ 
東洋 料理 。 レス トラ ン の 内 装 は ジャ ン 
ガル の 廃 域 を 模 し て いる ( 石 の 
洞窟 、 噴 水 、 イ ー ス ター 島 の 彫像 
(モア イ ) 折 勅 主義 だ が 、 美 し い ) 。 
金 、 土 曜 、 祝 祭日 は 音楽 
(エロ ティ ッ ク 含 ) シ ョ ー。 

カジ ノ で は 「 ア メリ カン ・ ル ー レ ッ ト 」 
「 ブ ラッ ク ・ ジ ャ ッ ク 」 ポ ー カ ー、 バー、 
最新 の スロ ッ ト マシ ン 。 入 店 の 際 、 
金属 探知 機 ゲー ト を 通過 する 
必要 が ある 。 


「STARS ONLY」 
レス トラ ン , バー, 957. 
展示 広場 
ネフ スキ ー 大 通り 86 
(Невский np., 86) 
(WW マヤ コ フ ス カ ヤ 駅 
(Маяковская) 
の 275-1223 
Ф 757112004128. 
ネフ スキ ー 大 通り と リ チ ェ イ ヌィ 大 通り 
が 交差 し て いる と ころ に オー ブン 。 
多目的 施設 と し て 考案 され た 
(レス トラ ン 、 ダ ンス クラ ブ の DJ バー、 
展覧 会 用 パ ヴ ィ リオ ン 、 記 者 会 見 、 
ファ ッ シ ョ ン シ ョ ー、 ブ プレ ゼン テー ショ ン 
用 施設 ) 。 カ ラブ に は 全部 で 
3 つ 比 較 的 小さ い ホ ー ル が ある 。 
昼間 は は レス トラ ン 、 夜間 は 
DJ バー。 金 ・ 土 は 招待 され た スタ ー 
達 の イベ ント が 行わ れ て いる 。 
Face control ①24 時 間 。 


「 タ リオ ン 」 
“ТАЛИОН” 
(Taleon Club) 
レス トラ ン . カジ ノ , フィ ッ ト ネ ス セ ンタ ー 
モイ カ 川 岸 通り 59 
(Наб. реки Мойки, 59) 
⑯ ネ フス キー・ プ ロス ペク ト 
(Невский проспект) 駅 下車 、 
旧 海軍 省 方 向 へ 歩く 。 
の 324-9911. 324-9944, 

324-9957 

Ф 店 名 は 19 世 紀 、 こ こ に あ 
つた チチ ェ リン 邸 か ら 借用 。 
本 物 の 古典 主義 イン テリ ア 
(ルイ 16 世 と アン ピー ル 様 式 ) 
が 保存 され て いる 。 レス トラ ン で 
は ヨー ロッ パ ・ ロ シア 料理 。 夕方 か ら 
ライ ブ 演 奏 (アン サン ブル 
「Taleon band」) 。 カ ジノ に は 数 室 
(大 ホー ル , VIP ル ー ム , ポー カー 
クラ ブ 用 2 室 ) フ ィ ッ ト ネ ス クラ ブ に は 
日 光 浴 室 、 ミ ニブ ー ル 付 サウ ナ 、 
トレ ー ニ ング ・ ル ー ム が ある 。 
レス トラ ン : 19:00 一 最後 の 客 まで 
(日 12:00-16:00 バ イキ ング ) 
カジ ノ :24 時 間 。 
フィ ッ ト ネ ス セ ンタ ー: 予約 制 24 時 間 。 


「 テ ィ ン コ フ 」 
“ТИНЬКОФФ” 


| バー・ レ スト ラン 


カザン スカ ヤ 通 り 7 


(Казанская yn., 7) 

ネフ スキ ー・ ブ プロスペクト 駅 

(Невский проспект) 

の 718-5566, 314-8485, 
332-1212 

を ビー ル 工 場 (付属 ) レ スト ラン は 

長い ベン チ と 灰色 の 丸 天井 の ある 

巨大 な 利き 酒 ホ ー ル と し て 装飾 。 

ヨー ロッ パ 料 理 と 寿司 バー が ある 。 

お 子 様 用 メニ ュー 有 。 ビ ー ル 愛好 家 

達 は 「 テ イィ ンコ フ 」 は ペテルブルグ の 

ビー ルレ スト ラン で 一 番 良い と 思 

っ て いる 。 

(レスト ラン : 12:00-~2:00 

寿司 パー: 14:00~1:00 


アル ルル ムル | 
“ФЛАГМАН” 
船上 レス トラ ン 
ピョートル 川岸 通り 2 の 建物 の 向かい 
(Петровская Ha6.) 
⑩ ゴ ー リ カフ スカ ヤ 駅 
(Горьковская) 
® 327-2508, 327-2507 
を ピョートル 1 世 の 小 屋 近 く 、 
トロ イツ キー( 三 位 一 体 ) 
橋 の 北 の 橋脚 の そば 。 フリ ゲー ト 艦 
「 フ ラッ グマ ン 」 船 上 レス トラ ン 。 
ヨー ロッ パ - ロ シア 料理 。 2 ホー ル 。 
1 室 は 木 で 装飾 され 、 ピ アノ の 生 演奏 
が 行わ れ て いる 。 も う 1 室 は 海 を イメ 
ー ジ し た 内 装 で 、 夏 の 庭園 が 見 える 
VIP 席 が ある 。 
12:00-6:00 


「 シ ャ トー』 
“ШАТО” 
カフ ェ ・ ク ラブ 
住所 : マー ラ ヤ ・ マ ルス カー ヤ 8 
(Малая Морская yn., 8) 
ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 
の 312-6097. 312-2046, 

312-3257 

を フラ ンス 風 創作 料理 。 
2 ホー ル 。 フ ラン スワ イン 販売 所 と 
ガラ ン ・ カ フェ の 2 室 か ら 成 る 。 メニ ュ 
ー は 海 の 幸 ( 海 産物 ) 、 肉 、 魚 の 
珍味 、 チ ー ズ が 豊富 に 取り 揃え て | 
ある 。 市 内 で 唯一 ワイ ン 他 の 飲料 が 
サロ ン と 違う 値段 で 売ら 5 れ て いる レス 
トラ ン 。 通 の 評価 は 非常 に 高い 。 


| 「 正 し い 」 料 理 の 店 。 証 典 的 日 本 


| まぐ ろ 、 た こ 、 カ ワ ス ズ キ 、 え び 、 


| チキ ン 」、「 カ ニ か つ 」、「 野 菜 イ ン ゲン 」 


®12:00~2:00 


イン ター ネッ トカ フェ “QUO VADIS?” (“Кво Вадис” ラテ > 語 ー「 ど こ へ 行く の ? 1) 
a| ネフ スキ ー 大 通り 24 (Невский проспект,24) ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 (HeBckMM проспект) 下車 、 
サリ ボ エ ー ド つ 運 河 側 出口 か ら 海軍 省 方 向 徒歩 約 3 分 (24 時 間 ) (の 571-8011 


「 シ ュ ワ ー ベ ン の 家 」 
“ШВАБСКИЙ ДОМИК” 
パブ , レス トラ ン 
ノヴォ チェ ルカ ー ス ケ 大 通 28/19 
(Новочеркасский np., 28/19) 

(⑯⑩ ノ ヴォ チェ ルカ ー ス カヤ 駅 
(Новочеркасская) 

® 528-2211 

ドイ ツ の 田舎 ( 村 ) ス タイ の レス ト 
ラン 。 パヴェ リア (現在 の ミュ ン ヘ ン ) 、 
シュ リー ベン の ドイ ツ 料 理 。 特製 料理 
は 豚 足 、 シ ュ ワ リー ベン の ソー セー ジ 。 
ベジ タリ アン 用 メニ ュー 有 。 

お 子 様 用 特別 メニ ュー「 ハ リー・ 

ポッ ター 焼 」 シ ュ ト ッ ト ガ ルト 出身 の 
シェ フ 、 窓 に か か る レー ス の カー テン 、 


明る い 色 の 木製 家具 、 豊富 な デザ 
ー ト メニ ュー。 この レス トラ ン は 決し て 
ゲ グル メ の た め の 店 で は な く 、 お いし い 
食事 を お な か 一 杯 召し 上 が り た い 人 
の た め の 店 だ 。 

の レス トラ ン ~ 11:00-01:00. 
ピール パ バー- 12:00-23:00, 
WE スト O -09:00~20:00 


「 焼 き 鳥 屋 」 
“ЯКИТОРИЯ” 
レス トラ ン 
オス トロ フ 広 場 5/7 
(Пл. Островского, 5/7) 
ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский npocnekT) か ら ア レク 
サン ドリ ンス キー (アレ クサ ンド ル ) 
劇場 方 向 徒歩 約 7 分 。 
の 315-8343 
全日 本 食 レス トラ ン 。 メニ ュー 寿司 
(「 海 の 幸 」'aDbl Mopa"1€~) 、 
野菜 巻き (8 を ) 、 メ イン ディ ッシュ 
(—50Є), WENA (50€), 
日 本 製 自 家 製 ビー ル ・ 瓶 ビー ル ) 
ペテルブルグ 初 の 日 本 的 サー ビス と 


スタ イル の 内 装 。 寿司 は サー モン 、 
うな ぎ 、 ア ボ ガ ド 、 イ クラ (軍艦 巻 ) 、 


か に 等 、 特 製 ス ー ブ 、「 の り 衣 揚げ 


「 シ ー フ ー ド 炒飯 」、 焼 き 鳥 、 
鉄板 焼き (内 、 え び 、 子羊 )。 
洗練 され た デザ ー ト 。 
S10:00~06:00 
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運河 河川 クル ー ズ 


ト ヴ ァ 川 


町 の 主要 な 水上 交通 路 。 水源 が ある ネヴァ 湖 
か ら 名 づけ られ た 。 長 さ 74km (市 内 32km) 、 川幅 
300m ン 1.2km、 最 深部 24m。 川 の 面積 は 町 の 面積 
の 9 分 の 1 だ 。 ネヴァ 川 の 他 に ペテルブルグ 史上 、 重 
要 な の は 、 フ ォ ン タン カ 、 グリ ボ エ ー ド フ 運 河 と モイ カ 川 
だ 。 同様 に 有名 な の は 古い クリ ュー コ フ 運 河 、 冬 の 小 
運河 、 白 鳥 運 河 だ 。 


ネヴァ 川 に 船 の 航行 を 妨げ な い 常 時 橋 を か ける 
試み は 、18 世 紀 に 着手 され た 。 最も 有名 な プロ 
ジェ クト だ っ た の は 、 イヴ ァ ン ・ ク リー ビン の アー チ 橋 
(1870 年 代 ) で 、 こ の 橋 の モデ ル は ポチ ョ ムキ ン 邸 
( タ ヴ リー ダ 宮 有 殿 ) に ある 。 し か し 、19 世 紀 半 ば まで 
町 は 舟橋 で 何と か や っ て いた 。 初め て ネヴァ 川 に か か 
っ た 常時 橋 は ニコ ライ 橋 (1850 年 代 、 現在 の シュ ミ 
ッ ト 中 尉 橋 ) 、 次 に アレ クサ ンド ル 橋 (1878 年 、 現 在 
の リ チ ェ イヌ ィ 橋 ) 、 続い て トロ イツ キー 橋 (1903 年 ) 、 
ピョートル 大 帝 橋 (1911 年 ) 、 フ ィ ン ラ ンド 鉄橋 
(1913 年 ) 、 宮 殿 橋 (1916 年 ) だ 。 市 内 に は 
308 の 橋 が あり 、 そ の うち 22 本 は 跳ね 橋 だ 。 
最も 長い 橋 は ネヴァ 川 に か か る アレ クサ ン 
ドル ・ ネ フス キー 橋 (909m) で 、 最 も 短 
い 橋 は モイ カ 川 に か か る 青い 橋 ! 
(99.5m) だ 。 


橋 の 開閉 時 刻 橋 の 名 称 
橋 の 名 称 第 一 開閉 第 二 開 閉 
(時 刻 ) (時 刻 ) 
| 宮殿 橋 1:35~2:55 3:157-4:50 
シュ ミッ ト 中 尉 橋 1:40~4:55 
リ チ ェ イヌ ィ 橋 1:50~4:40 
トロ イツ キー (三位一体 ) 橋 。 1:50~4:40 | 
大 オフ チン スキ ー 橋 2:00~5:00 | 
| ヴォ ロダ ルス キー 橋 2:00~3:45 4:15~5:45 | 
取引 所 橋 2:10~4:50 
サム プ ソ ニ エ フ スキ ー 橋 2:10~2:45 3:20~4:25 
トゥ ー チ コ フ 橋 2:10~3:05 3:20-5 
アレ クサ ンド ル ・ ネ フス キー 橋 2:20~5:05 
フィ ン ラ ンド 橋 2:30~5:10 
| グレ ナ デ ルス キー 橋 2:45~3:45 4:20~-4:50 
| カン テ ミ ー ル 橋 2:45~3:45 4:20~4:50 


エク スカ ーション 

現在 、18 一 19 世 紀 の ペ テル ブル グ の 河川 と 運河 の 
аво ЗОЯ С, ЕССЕ 
シー ズン 中 、 多く の 遊覧 船 が 陣 取 っ て いる 。 宮殿 川岸 
| 通り (エル ミタ ー ジ ュ 船 着 場 ) に は サン クト ペテルブルグ ー 
ペ テ ル ゴ フ 間 を 定期 的 に 就航 する 高速 船 が ある 。 


| プロ グラ ム 


| 


| 「 橋 の 開閉 」 

| 所 要 時 間 2 時 間 。 

船着 場 ( 出 発 地 ) : フ ォ ン タン カ 

36 (アー ニチ コ フ 橋 ) 

コー ス : フ ォ ン タン カ 川 一 サリ ボ エ 

ー ド フ 運 河 一 モイ カ 川 一 冬 の 

| 小 運河 一 大 ネヴァ 川 一 宮殿 
橋 一 トロ イツ キー( 三 位 一 体 ) 

| 橋 一 巡洋艦 「 オ ー ロ ラ 」 一 フォ 

| ンタ ンカ 川 


「 ペ テル ブル グ の 見 所 」 
所 要 時 間 1 時 間 。 

コー ス : ア ー ニ チコ フ 橋 , モ イカ 川 
ー 冬 の 小 運河 一 大 ネヴァ 川 
ー 宮 殿 橋 一 トロ イツ キー 
(三位一体 ) 橋 一 巡洋艦 

「 オ ー ロ ラ 」 一 フォ ンタ ンカ 川 
(アー ニチ コ フ 橋 まで ) 
ー モ イカ 川 


宮殿 川岸 通り 
ка 


伝統 的 な 水上 ツア ー 


「 大 運河 巡り 」 
所 要 時 間 1 時 間 20 分 。 
船着 場 ( 出 発 地 ) : フ ォ ン タン カ 
36 (アー ニチ コ フ 橋 ) 
コー ス : フ ォ ン タン カ 川 一 グリ ボ 

エー ド フ 運河 一 モイ カ 川 一 冬 
の 小 運河 一 大 ネヴァ 川 一 フォ 
ンタ ンカ 川 


「 運 河 巡り 」 
所 要 時 間 1 時 間 。 
船着 場 ( 出 発 地 ) : フ ォ ン タン カ 
36 (アー ニチ コ フ 橋 ) 
コー ス : フ ォ ン タン カ 川 一 サリ ボ エ 
ー ド フ 運 河 一 モイ カ 川 
ーー フォ ンタ ンカ 川 


「 個 人 クル ー ズ 」 
最近 に な り 船 (乗組 員 付 ) を レ 
ンタ ル し 、 希 望 の コー ス で の 就航 
| が 可能 に な っ た 。 料金 は 1 時 間 
| 約 100 ユ ー ロ 。 事前 に オー ガ ナ イ 
| サー と コー ス 要 相談 (就航 日 の 


| (土日 含ま な い ) 2 日 前 まで に ) 。 
小型 船 ・ デ イー ゼル 船 (22 人 用 )。 
レン タル 最低 1 時 間 か ら 可 能 。 


| 皆 が 待ち わび る 。 新年 の 1 日 目 (正月 元旦 ) は 昔 
| 時 間 に 新 年 を 迎え る が ) 。 昔 の 農耕 文化 で は こ 
| だ っ た 。 キリ スト 暦 (西暦 ) 導 入 と 共 


数 々 の 祭り の 中 で 最も 楽し く 、 最も 愛さ れ 、 
か ら 世 界 の 人 々 に よっ て 祝 われ る (実際 は 異な る 


れ は 普通 春分 か 秋分 の 日 で 、 北 で は 冬至 の 日 
に ヨー ロッ パ で 
は 1 年 の 始ま り は 1 月 1 日 に な っ た 。 

ヨー ロッ パ ( ス ラヴ 含む お) の 村 で は 新年 を 迎え る 
た め の 複 雑 な 儀式 の ほとん ど は 銅 の 世紀 まで に 
成立 し た と され る 。 ルー シ の キリ スト 教 教会 は この 
祝日 を 歓迎 し な か っ た が 、 民衆 の 儀式 は し だ い に 
クリ スマ ス 前 夜 に 移っ た 。 ロ シア で は 1 月 1 日 か ら 新 | 
年 が 始ま る と いう の は ピョートル 1 世に よっ て 定め ら 
れ た (1699 年 ) 。 今日 ロシア の 正月 は カウ リス マス ツ | 
リー や マロ ー ズ (厳寒 ) お じい さん や スネ ガー ラチ カ | 
(雪女 ) が いて 、 花火 が 上 が る 。 


「18 世 紀 の 洗 礼 祭 パレ ー ド 」 
19 世 紀 後 半 


正教 ウリ リス マス 
(1 月 6 日 の 夜 ~1 月 7 日 ) 
キリ スト の 生誕 日 正教 会 
は 新しい 暦 (グリ ゴリ ウス 暦 ) を 
認め な か っ た た め 、 従 来 通り 、 
宗 規 の ユリ ウス 暦 を 堅持 し て 
いる 。 西側 諸国 の キリ スト 教 
(カト リッ ク 、 ブ プロテス タン ト ) は 新 
年 まで に クリ スマ ス を 祝う (24 日 
の 夜 か ら 25 日 に か け て ) が 、 
正教 で は 正月 後 。 ロ シア で は 
クリ スマ ス を 2 回 と も 祝う 奇妙 な 
習慣 が で きた 。 


洗礼 祭 
(また は 神 現 祭 ) 
(1 月 19 日 ) 


キリ スト が ヨル ダン 川 で 洗礼 を 
受け 、 神 の 子 と し て 公 に 現れ た 
こと を 記念 する 日 。 この 祝日 の 
も う 一 つの 名 で ある 「 神 現 祭 」 
は 洗礼 の 時 、 聖なる 三 位 一 
体 ( 父 な る 神 、 神 の 子 イエ ス 、 


| 精霊 ) が 現れ た こと に 関係 が 


ある 。 この 日 に 行わ れる 儀式 
は 、 聖 水 式 と 「 ヨ ル ダ ン 川 の 水 


| の 大 聖水 式 」 だ 。 この 儀式 は 


通常 天然 貯水 池 で 行わ れる 
が 、 ロ シア で は この 日 が 真冬 に 
あたる た め 、 氷 が は っ た 川 や 湖 
に 同じ く 「 ヨ ル ダ ン 」 と いう 3 特別 
な 穴 を 開け る 。 冬 宮 の 有名 な 


ヨル ダン 階段 は ここ か ら 名 づけ | 


られ た 名 前 だ 。 19 世 紀和 皇帝 
一 家 が その 階段 を 下り る の は 
洗礼 式 の 時 だ け で 、 ヨ ル ダ ン 
玄関 口 を 通っ て ネヴァ 川 へ 聖 
水 式 の 儀式 に 行っ た 。 神 現 式 
の 日 に 清め られ た 水 は 、 聖 水 
だ と みな され た (ギリ シア 語 で ア 
キア スマ ーー 聖水 式 ) 。 ヨー ロッ 
パ の 大 部 分 の 国民 の 洗礼 祭 
の 日 は 冬至 の 多神教 の 祭 の 
終わ り と 一 致す る (サト ゥ ル ヌ ス 
祭 、 ク リス マス 週間 ) 。 その た め 
多く の キリ スト 教 以 前 の 習慣 、 


広く 祝 われ る 教会 の 祝日 


民衆 の 遊び 、 占 い 等 は 今 で も 
洗礼 式 の 儀式 の 中 に ある 。 


大 斉 前 週 
(マー スレ ニッ ツァ ) 

バタ ー 祭 り ( チ ー ズ ) 週間 は 
キリ スト 教 受容 前 の 多神教 
に 関係 が あり 、 昔 は 冬 を 送り 
春 を 迎え る 意味 が あっ た 。 伝 
統 的 な 民衆 の 儀式 は ブリ ヌィ 
(太陽 の 象徴 ) を 焼く こと と 散 
歩 ( ロ マン ス 系 ヨー ロッ パ で は 、 
謝肉祭 ) だ 。 正教 教会 は マー 
スレ ニッ ツァ を 祝日 の 数 に 入れ 
た (マー スレ ニッ ツァ は 大 斉 期 
間 ( 断 食 ) 前 に 行わ れる ) 。 


パス ハ 2% 

(キリ スト の 復活 大 祭 ) 
伝承 に よる と 受難 週間 の 苦 
し み と 礎 の 後 、 キ リス ト の 体 は 
十字 架 か ら 降ろ され 、 洞窟 
に 葬 ら れ た 。 
日 だ っ た 」 ル カ 23:54) 1 日 後 
の 日 曜日 、「 キ リス ト と 共に ガ 
リア か ら 来 た 」 三 人 の 女性 は 
彼 の 体 に 香油 を 塗る た め に 
(ここ か ら 携 香 女 と いう 言葉 が 
派生 し た ) 洞窟 へ 来 た が 、 石 が 
動か され て いる の を 発見 し た 。 
墓 は 空 で あっ た 。 彼ら の 前 に 
天使 が 現れ 、( ル カ 伝 に よる と 
素晴らし い 服 を 着 た 「 二 人 の 
男性 」、 イ オア ン ( ヨ ハネ ) 伝 に 
よる と 「 二 人 の 天使 」、 マ ルカ 
伝 に よる と 「 白 い 服 を 着 た 若 
者 」) キ リス ト の 復活 を 告げ た 。 
この こと は 今日 で も キリ スト 教 
世界 で 最も 大 きい 祭り だ と み 
な され て いる 。 ロ シア で は ソ連 
時 代 で も パス ハ の 時 は 国 中 
が (共産 党 や 異教 徒 、 洗 礼 
を 受け て いな い 人 も ) クリ ー チ 
(復活 大 祭 に 食べ る 円 形 型 の 
ケー キ ) を 焼き 、 イ ー ス ター エッ 
グ に 色 を つけ た 。 


(「 こ の 日 は 金曜 | 


戦勝 記念 日 (5 月 9 日 ) 


| 1945 年 か ら 公 の 祝日 に な り 、 国 の 式典 の 中 で 最も 大 衆 的 だ 。 
| ペテルブルグ ー 長き に わた る 封鎖 に 耐え 、 フ ァ シ ズム に 対す る 勝利 

に 大 きく 貢献 し た 旧 レ ニン グラー ド 市 一 に と っ て 、 こ れ は 単なる お 祭 
| り で は な く 、 犠牲 と な っ た 人 々 を 追悼 する 日 で も ある 。 


白夜 


太陽 が 地平 線 に 9* 以上 沈ま な асе 
まる 。 最も 日 が 長い 日 (夏至 ) は 6 月 21 日 一 22 日 (18 時 間 53 分 
Е. осн 


グ で は 短い 夏 を 祝っ て 、 同 名 の フェ ステ ィ バ ル が 繰り 広げ られ る 。 | 


「 白 夜祭 」 は お 祭り と いう より お むしろ 町 の 嵐 の よう な 文化 生活 の 
| 時 期 だ 。 こ の と き 、 何 百 万 も の 旅行 者 が ここ に 集まる 。 コン サー ト 
| 会 場 、 舞 台 、 市 内 の 広場 で 、 素 晴らし い コン サー ト や 世界 的 スタ 
ー が 参加 する 公演 が 行わ れる 。 


| る 明る く て に ぎ や か な 祝日 だ 。 


ペテルブルグ 市 創立 記念 日 


ピョートル 1 世 が ペトロ パ ヴ ロ フ スカ ヤ 要 守 建 設 に 着工 し た 5 月 
16 日 を 祝う 。 この 日 ネフ スキ ー 大 通り で オー ケス トラ の パレ ー ド 、 コ ン 
サー ト が 行わ れる 。 観光 客 、 ペ テル ブル グ 内 外 の 人 、 皆 が 集まっ て く 


р.314 リム スキ ー ニ コル サコ フ の オペ ラ 「 サ トコ 」 の 1 シーン = 


劇場 * コ ン サ ー ト ホー ル 
9 72+ サ ンク ト ・ ペ テル ブル グ の 市 外 局 番 


ペテルブルグ の 劇場 は ピョートル 時 代 か ら 存在 
し て いた が 、 ペテルブルグ が ロシア の 劇場 の 都 に 
な っ た の は 、 恐らく 19 世 紀 に な っ て か ら の こと だ 。 
ベ ペテルブルグ の 数 多く の 劇場 の 中 で 、 今日 世界 
的 名 声 を 博 し て いる の は 、 マ リ イ ン スキ ー 劇 場 

(オペ ラ ・ バ レ エ ) だ 。 また 、 若き アー ティ スト を 育 
成 し て いる ワ ガ ノ ワ 記 念 バ レ エ 学 校 と ペテルブルグ 
音楽 院 が ある 。 演劇 劇場 の 中 で 、 有名 な も の は ゲオ 
ルギー・ ト フス トノ ゴ フ 記念 ボリ ショ イ ・ ア カ デ ミ ー 
劇場 (BDT) と マー ルイ 劇場 (ヨー ロッ パパ 劇場 ) だ 。 

夏 シ ー ズ ン は 、 ペ テル ブル グ の 多く の 劇場 や 
演奏 会 場 に 世界 中 の アー ティ スト が 集まり 、 
公演 が 催さ れる 。 上 演 演 目 に つい て は 、 市 内 の 劇 
場 チ ケッ ト 売 場 (rearpanbHa касса) か 市 内 興 
行 物 チ ケッ ト 予 約 サ ービス セン ター で 知る こと が 
で きる 。 @380—8050 

1990 年 代 に な っ て 市 内 に 最新 サウ ンド ・ 映 像 シ 
ステ ム を 搭載 し た 映画 館 が 現れ た (「 ミ ラー ジュ ・ 
シネ マ 」 他 ) 。 今日 映画 館 よ は カフ ェ や レス トラ ン 、 
ゲー ムセン ター を 付属 し た 娯楽 施設 に な っ て いる 。 


国立 アカ デミ ー 

マリ イン スキ ー 劇 場 
"ГОСУДАРСТВЕННЫЙ 

АКАДЕМИЧЕСКИЙ МАРИИНСКИЙ ТЕАТР" 


® 2-49, p.156 
劇場 広場 1 (TearpanbHag nn., 1) 
の 326-4141 


ト フ スト ノ ゴ フ 記 念 ボ ポリシ ョ イ ・ 
アカ デミ ー・ ド ラマ 劇場 
"БОЛЬШОЙ АКАДЕМИЧЕСКИЙ ДРАМАТИ- 
ЧЕСКИЙ ТЕАТР ИМ. Г.А. ТОВСТОНОГОВА" 


© 2/9 

フォ ンタ ンカ 川岸 通り 65 
(Ha6. реки Фонтанки, 65) 
の 310-0401 


アカ デミ ー・ マ ー ル イ ・ 

ドラ マ 劇 場 (ヨー ロッ パパ 劇場 ) 
"АКАДЕМИЧЕСКИЙ МАЛЫЙ ДРАМАТИЧЕС: 
КИЙ ТЕАТР - ТЕАТР ЕВРОПЫ" 


© 3-a7 

ルビ ン シ ュ テイ ン 通 り 18 
(Ул. Рубинштейна, 18) 
© 713-2028 


「 バ ル チ ー ス キー・ ド ム 」 
フェ ステ ィ バ ル 劇 場 
""БАЛТИЙСКИЙ ДОМ” ТЕАТР-ФЕСТИВАЛЬ" 
G) 7-e6 
アレ クサ ンド ル タ 2 
(AnekcaHnpol 
の 232-6244 


ий парк, 4) 


国立 劇場 「 ベ ネフ ィ ス 」 
"ГОСУДАРСТВЕННЫЙ ТЕАТР "БЕНЕФИС”” 
O 2-h4 


モイ カ 川 岸 通り 24 (Ha6. реки 
ジー Мойки, 24) © 717-7921 


ボリ ショ イ 人 形 劇場 


"БОЛЬШОЙ ТЕАТР КУКОЛ” 


(Ул. Некрасова, 10) の 272-8215 


ブッ プ 劇 場 rearp-Eyeer 
ナド ー ロ ナヤ 通り 1 
(Народная yn., 1) の 446-6767 


国立 氷上 バレ エ 
“ГОСУДАРСТВЕННЫЙ БАЛЕТ НА ЛЬДУ" 
O 3-73 

宮殿 川岸 通り 20/2 
(Дворцовая Ha6., 20/2) 

@ 315-2075 


国立 プー シキ ン 劇 場 セ ンタ ー 
“ГОСУДАРСТВЕННЫЙ ПУШКИНСКИЙ 
ТЕАТРАЛЬНЫЙ ЦЕНТР” 


© 3-k8 

フォ ンタ ンカ 川岸 通り 41 
(Ha6. реки Фонтанки, 41) 
の 710-4707 


国立 児童 音楽 劇場 
「 ザ ゼル カリ エ 」 
“ГОСУДАРСТВЕННЫЙ ДЕТСКИЙ 

МУЗЫКАЛЬНЫЙ ТЕАТР "ЗАЗЕРКАЛЬЕ”" 


① 3-a7 


ルビ ン シ ュ テイ ン 通 り 13 
(Ул. Рубинштейна, 13) 
@ 712-5000 


国立 児童 音楽 劇場 

「 カ ラム ボル 」 
“ГОСУДАРСТВЕННЫЙ ДЕТСКИЙ МУЗЫ- 
КАЛЬНЫЙ ТЕАТР "КАРАМБОЛЬ" 


リム スキ ー ニ コル サコ フ 大 通り 11. 
324213 

(Пр. Римского-Корсакова, 11, 
оф. 13) @ 713-4071 


ウロ ー ン シャ ミ バ が = シア ター 

「 リ ツェ ジェ イ 」 
"КЛОУН-МИМ-ТЕАТР “MUEREN” 

© 3-01 
チェ ル ヌ イィ シェ フス キー 大 通り 14/59 
(Пр. Чернышевского, 14/59 ) 
の 272-8879 


ミュ ー ジ ッ ク ・ ホ ー ル 


*МЮЗИК-ХОЛЛ” 
G) 1-e6 
アレ ワサ ンド ル 公 園 4 


(Александровский парк, 4) 
の 233-0924 


「 ナ ・ マ ハヴ ォ イ 」 教 育 劇場 
"НА МОХОВОЙ” УЧЕБНЫЙ ТЕАТР" 
G) 3-a3 
マハ ヴァ ー ヤ 通り 35 。 

(Моховая yn., 35) (の 273-1592 


「 ア ソン ブ ニ ャ ク 」 ・ocogHnc 
石島 大 通り 55 
(Каменноостровский пр., 55) 


の 234-2531 


Tj "ОСТРОВ" 
G 1-f4 

石島 大 通り 26/28 
(Каменноостровский пр., 26/28) 
Ф 346-3810 


国立 ドラ マ 劇 場 

「 コ メデ ィ ア ン 達 の 隠れ 家 」 
"ГОСУДАРСТВЕННЫЙ ДРАМАТИЧЕСКИЙ 
ТЕАТР “ПРИЮТ КОМЕДИАНТА"" 


© 2-h8 
サド ー ヴ ァ ヤ 通り 27 
(Садовая yn., 27) 310-1074 


A.S. プ ー シ キ ン 記 念 

ロシア 国立 アカ デミ ー 劇 場 
(アレ クサ ンド リン スキ ー 劇 場 ) 

*РОССИЙСКИЙ ГОСУДАРСТВЕННЫЙ 


АКАДЕМИЧЕСКИЙ ТЕАТР ДРАМЫ 
ИМ. А.С. ПУШКИНА (АЛЕКСАНДРИНСКИЙ)" 


@) 2-К7, р.132 

オス トロ フス キー 広場 2 
(Пл. Островского, 2) 
@710-4103 


アン ドレ イ ・ ミ ロ ノ フ 記 念 | 
「 ロ シア の アン トレ プリ ー ザ 」 | 


“РУССКАЯ АНТРЕПРИЗА" | 
ИМ. АНДРЕЯ МИРОНОВА" | 
O 1-43 

ペトロ グラ ー ツ カヤ ・ ス トラ ナー バリ シ | 
ョ イ 大 通り 75/35 (Большой пр. | 


Петроградской стороны, 75/35) 
@)346-1675 | 


ヴァ レー リー・ ミ ハイ ロフ スキ ー 


サン クト ・ ペ テル ブル グ 
男性 バレ エ 団 | 


*САНКТ-ПЕТЕРБУРГСКИЙ МУЖСКОЙ 
БАЛЕТ ВАЛЕРИЯ МИХАЙЛОВСКОГО” | 


ガロ ー ハ ヴァ ヤ 通 り 71 | 
(Гороховая yn., 71) の 320-0627 | 


国立 室内 音楽 劇場 「 サ ンク ト ・ 
ペテルブルグ ・ オ ペラ 」 
“ГОСУДАРСТВЕННЫЙ КАМЕРНЫЙ 


МУЗЫКАЛЬНЫЙ ТЕАТР 
“САНКТЪ-ПЕТЕРБУРГЪ ОПЕРА” 


© 2-06 
ガレ ー ル ナヤ 通り 33 
(Галерная yn., 33) の 312-3982 


フォ ンタ ンカ 川岸 通り 
サー カス 


V.F. コ ミサ ル ジ ェ フス カヤ 記念 
アカ デミ ー・ ド ラマ 劇場 

"АКАДЕМИЧЕСКИЙ ДРАМАТИЧЕСКИЙ | 
ТЕАТР ИМ. В.Ф. КОМИССАРЖЕВСКОЙ" 


G 2-к6 

イタ リア 通り 19 
(Итальянская yn., 19) 
@)315-5355 


国立 アカ デミ ー・ バ レ エ 劇場 
*ГОСУДАРСТВЕННЫЙ 
АКАДЕМИЧЕСКИЙ ТЕАТР БАЛЕТА" 


O 3-с4 

マヤ コフスキー 通り 15 
(Ул. Маяковского, 15) 
の 273-1997 


ボリ ス ・ エ イフ マン 
国立 アカ デミ ー・ バ レ エ 劇場 
"ГОСУДАРСТВЕННЫЙ АКАДЕМИЧЕСКИЙ 


ТЕАТР БАЛЕТА ПОД РУКОВОДСТВОМ 
БОРИСА ЭЙФМАНА” 


リー ザ ・ チ ャ イキ ナ 通 り 2 
(Ул. Лизы Чайкиной, 2) 
の 232-0235 


レン ソヴィエト 記念 

国立 アカ デミ ー 劇 場 
"ГОСУДАРСТВЕННЫЙ АКАДЕМИЧЕСКИЙ 
ТЕАТР ИМ. ЛЕНСОВЕТА" 


O 3-07 

ウラ ジー ミル 大 通り 12 

(Ул. Владимирский np., 12) 
@713-2207 


N.P. ア キー モ フ 記 念 
国立 アカ デミ ー・ コ メデ イィ 劇場 
"ГОСУДАРСТВЕННЫЙ АКАДЕМИЧЕСКИЙ 
ТЕАТР КОМЕДИИ ИМ. Н.П. АКИМОВА" 


O 26 
ネフ スキ ー 大 通り 56 
(Невский np., 56) の 314-2610 


M. P. ム ソル グ ス キ ー 記 念 
国立 アカ デミ ー・ バ レ エ ・ 
オペ ラ 劇 場 (ミハイル 劇場 ) 


"ГОСУДАРСТВЕННЫЙ АКАДЕМИЧЕСКИЙ 
ТЕАТР ОПЕРЫ И БАЛЕТА ИМ. М.П. МУСОРГ. 
СКОГО (МИХАЙЛОВСКИЙ ТЕАТР) " 


© 2-15, p.115 
芸術 広場 1 (Hn. Искусств, 1) 
(の 595-4284. 595-4307 


国立 民話 人 形 劇場 


"ГОСУДАРСТВЕННЫЙ 
КУКОЛЬНЫЙ ТЕАТР СКАЗКИ" 


モス クワ 大 通り 121 
(Московский np., 121) 
の 388-0031 


フォ ンタ ンカ 国立 青年 劇場 
"ГОСУДАРСТВЕННЫЙ 
МОЛОДЕЖНЫЙ ТЕАТР НА ФОНТАНКЕ" 


フォ ンタ ンカ 川岸 通り 114 
(Ha6. реки Фонтанки, 114) 


@ 316-6870 


E.S. デ メー ナ 記 念 
国立 マリ オ ネ ッ ト 劇 場 
“ГОСУДАРСТВЕННЫЙ ТЕАТР 
МАРИОНЕТОК ИМ. Е.С. ДЕММЕНИ ” 


© 2-6 
ネフ スキ ー 大 通り 52 _ 
(Невский np., 52) の 717-1900 


国立 音楽 コメ ディ 劇場 
“ГОСУДАРСТВЕННЫЙ ТЕАТР 
МУЗЫКАЛЬНОЙ КОМЕДИИ" 


© 2-76 
イタ リア 通り 13 E 
(Итальянская yn., 13) (2313-4868 


A.A. ブ リャ ン ツ ェ フ 記念 
国立 青年 観客 劇場 
"ГОСУДАРСТВЕННЫЙ ТЕАТР | 
ЮНЫХ ЗРИТЕЛЕЙ ИМ. А.А. БРЯНЦЕВА” 
ピオ ネー ル 広 場 1 

(Пионерская nn., 1) 

@ 712-4102 


| "АКАДЕМИЧЕСКАЯ ФИЛАРМОНИЯ 


| @ 2-15 
| 大 ホー ル : ミ ハイ ル 通 り 2 


| 小 ホ ー ル : ネ フス キー 大 通り 30 


| (Невский np., 39) の 310-4822 


アル カー ジー・ ラ イキ ン 記 念 
エス トラ ー ダ 劇場 


“ТЕАТР ЭСТРАДЫ ИМ. АРКАДИЯ РАЙКИНА" 
© 2-h5 

バリ シャ ヤ ・ カ ニュ ー シ ェ ン ナ ヤ 

(大 厩舎) 通り 27 

(Большая Конюшенная yn., 27) 
(の 314-6961 


ユ ス ー ポ フ 宮 典 内 啓蒙 活動 家 
文化 会 館 劇場 ホー ル 


“ТЕАТРАЛЬНЫЙ ЗАЛ ДВОРЦА 
КУЛЬТУРЫ РАБОТНИКОВ ПРОСВЕЩЕНИЯ 
В ЮСУПОВСКОМ ДВОРЦЕ" 


® 2-08, p.158 
モイ カ 川 岸 通り 94 (Наб. реки 
Мойки, 94) の 314-9883 


エル ミタ ー ジ ュ 劇 場 


"ЭРМИТАЖНЫЙ ТЕАТР" 

® 2-3, p.55 

宮殿 川岸 通り 34 (Дворцовая 
Ha6., 34) (の 717-9025 


フォ ー ク ロア 劇場 「 エ トノ 」 


"ФОЛЬКЛОРНЫЙ ТЕАТР "ЭТНО" 
マハ ヴァ ー ヤ 通り 3 _ | 
(Моховая yn., 3) (の 315-8240 | 


コン サー ト ホ ー ル 


D. シ ョ スタ コー ヴィ チ 記 念 
アカ デミ ー・ フ ィ ル ハーモ ニー 


ИМ. ДМИТРИЯ ШОСТАКОВИЧА " 


(Михайловская ул., 2,) 


(Невский np., 30) © 710-4257 
| 
国立 アカ デミ ー 合 唱団 
ГОСУДАРСТВЕННАЯ 

АКАДЕМИЧЕСКАЯ КАПЕЛЛА" | 


O 2-h4 | 
モイ カ 川 岸 通り 20 | 
(Ha6. реки Мойки, 20) 
(の 312-7600, 314-0678 | 


青年 創造 会 館 
コン サー ト ホ ー ル 
「 カ ー ニ バル 」 


"КОНЦЕРТНЫЙ ЗАЛ 
ГОРОДСКОГО ДВОРЦА ТВОРЧЕСТВА 
ЮНЫХ "КАРНАВАЛ" 


コン サー ト ホ ー ル 

「 オ クチ ャ ブリ スキ ー」 
"КОНЦЕРТНЫЙ ЗАЛ "ОКТЯБРЬСКИЙ"" 
© 3-05 
リー ゴ フ スキ ー 大 通り 6 
(Лиговский np., 6) の 275-1300 


映画 館 


「 ア ヴ ロ ー ラ 」 “АВРОРА 
ネフ スキ ー 大 通り 60 
(Невский np., 60) の 315-5254 


「 バ リカ ー ダ 」~5APPMKAIA' 
ネフ スキ ー 大 通り 15 
Невский np., 15 (の 312-5386 


「 ド ム ・ キ ノー」 ‘домкино" 
カラ ヴァ ン ナ ヤ 通 り 12 
(Караванная yn., 12) 
(3414-5614 


「 カ リゼ イ 」 `КОЛИЗЕЙ" 
ネフ スキ ー 大 通り 100 


(Невский np., 100) の 272-8775 


「 ク リス タル ・ パ ラス 」 


“КРИСТАЛЛ ПАЛАС" 
ネフ スキ ー 大 通り 72 
(Невский np., 72) (の 272-2382 


「 ミ ラー ジュ ・ シ ネ マ 」 
"МИРАЖ СИНЕМА" 
ペトロ グラ ー ツ カヤ ・ ス トラ ナー 
バリ ショ イ 大 通り 35 
(Большой np. Петроградской 
стороны, 35) @)235-4911 


「 パ リ ジ ア ー ナ 」 "TAPM3MAHA' 
| ネフ スキ ー 大 通り 80 
(Невский np., 80) Ф) 273-4813 


| “JAM HALL” 
石島 通り 42 


| (Каменноостровский пр., 42) 
| の 346-4082 


| “UNION” 


ネフ スキ ー 大 通り 88 
(Невский np., 88) (の 272-2729 


サー カス 


ロシア ・ サ ンク ト ・ 
ペテルブルグ 国民 サー カス 


“САНКТ-ПЕТЕРБУРГСКИЙ 
ПЕРВЫЙ НАЦИОНАЛЬНЫЙ 
ЦИРК РОССИИ" 


© 2-т5 

フォ ンタ ンカ 川岸 通り 3 

(Ha6. реки Фонтанки, 3) 
® ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 


| © 79КЖП111:00—-19:00 


@)314-8478, 313-4411 


「 フ ィ ラ テニ 」 "MIATEHW' 
ユー リー・ ガ ガー リン 大 通り 8 
(Пр. Юрия Гагарина, 8) 
(м) 勝利 の 公園 (Hapk Победы) 
(の 595-9460 


「 ア フタ ヴァ ・ サ ー カ ス 」 
ЦИРК В АВТОВО" 
アフ タフ スカ ヤ 通 り 1a 
(Автовская ул., 1а) 
(Wy25>8R (Автово) 
チケ ッ ト 窓口 10:00<19:00 
の 784-9742 


スポ ー ツ 施設 


ウィ ンタ ー・ ス タ ジ ア ム 
ЗИМНИЙ СТАДИОН” 

2000 人 収容 屋内 スタ ジア ム 
@) 2-k6 

マネ ー ジ ュ ナ ヤ 広 場 
(Манежная nn., 2) 

⑩ ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский np.) (の 313-4671 


「 氷 の 宮殿 」 "ЛЕДОВЫЙ ДВОРЕЦ” 
50 年 大 通り 1 (Пр. Пятилеток, 1) 
プロ スペ クト ・ ポ ボリ シェ ヴィ コ フ 駅 
(Пр. Большевиков) 

(の 718-6620.718-6622 


「 口 コモ チー フ (機関 車 ) 」 


"локомотив" 


| 屋外 スタ ジア ム ピ ョ ー ト ル 大 通り 16 
| (Петровский np., 16) 


| ® スポ ル チ ー ヴ ナヤ 駅 
| (Спортивная) Ф) 235-5164 


ネフ スキ ー・ ス タ ジ ア ム 
"НЕВСКИЙ СТАДИОН” 

サッ カー 場 、 テ ニス コー ト 

オブ ー ホ フス カヤ ・ オ ボロ ー ナ 大 通り 49 
(Пр. Обуховской Обороны, 49) 
⑩ エリ ザー ロフ スカ ヤ 駅 
(Елизаровская) (の 567-6771 


ペテルブルグ スポ ー ツ ・ 

コン サー トコ ンプ レッ クス 
"СПОРТИВНО-КОНЦЕРТНЫЙ КОМПЛЕКС” 
ユー リー・ ガ ガー リン 大 通り 8 

(Пр. Юрия Гагарина, 8) 

(M) 勝利 の 公園 駅 (Hapk Победы) 
チケット 窓口 10:00>18:00 

の 388-1211, 378-1710 


ペトロ フス キー 
(ピョートル ) スタ ジア ム 


*ПЕТРОВСКИЙ СТАДИОН" 

O1-a7 

ピョートル 鳥 2 (Петровский остров, 2) 
М スポ ル チ ー ヴ ナヤ 駅 
(Спортивная) @) 328-8935 


「 ユ ビレ イヌ イィ イ 」 "ЮБИЛЕЙНЫЙ" 
G) 1-b8 
ドブ ロリ ュー ボ フ 大 通り 18 
(Пр. Добролюбова, 18) 
(М) スポ ル チ ー ヴ ナヤ 駅 (Спортивная) 
ペチ ケッ ト 窓 口 12:00 こ 19:00 
(の 323-9322, 323-9315 


ルー カス ・ フ ァ ン ・ 

レイ デン (ライ デン ) 

三 部 作 「 エ リコ の 盲人 

の 回 復 」 の 一 部 1531 年 
(国立 エル ミタ ー ジ ュ 所 蔵 ) 


エル ミタ ー ジ ュ の オラ ンダ 絵画 部 

門 に 展示 され て いる 三 部 作 は 
ルイ ・ ア ント ワー ヌ ・ カ ロー ズ 男 箇 
ド ・ テ ィ エ ー ル の コレ クシ ョ ン で 、 
ドミ ー ト リー・ ゴ リツ ィ ン と デニ ー・ 
ディ ドロ の 進言 に よっ て 1770 年 
エカチェリーナ 2 世 が 購入 し た 。 
ヨー ロッ パ 中 に 有名 で 、17 世 紀 
末 に 設立 され た クロ ー ズ の 絵 
画 ギャ ラリ ー は 世界 的 な 傑作 
の 数 に お いて 、 こ の 前 後に エル 
ミタ ー ジ ュ に 入っ た コレ クシ ョ ン を 
RET. エル ミタ ー ジ ュ に ラフ 
ァ エ H ロ の 「 聖 家族 」、 ヨ ル ダ ー ン 
ス の 「 ユ ディ ッ ト 」、 ルー ベン ス の 
「 酒 神 パッ カス 」、 レン ブラ ント 
の 「 ダ ナ エ 」 と 「 聖 家族 」、 同 様 
に ティ ント レッ ト 、 ブッ サン 、 スネ 
イデ ルス の 絵画 が ある の は 、 
彼 の コレ クション の お か げ だ 。 
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博物 館 ・ 美 術 館 


造形 芸術 ・ 装 飾 美術 工芸 ・ 建 築 


国立 エル ミタ ー ジ ュ 
“ГОСУДАРСТВЕННЫЙ ЭРМИТАЖ” 
@ 2-04, р.54 

宮殿 川岸 広場 34 
(Дворцовая Ha6., 34) 

® ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) #713 
ж ガス チー ヌィ イ ・ ド ヴォ ー ル 駅 
(Гостиный Двор) 下車 、 
グリ ボ エ ー ド フ 運 河 方 向 宮殿 
広場 まで ©10:30-—-17:00*, 
休館 日 : 月 の 311-3465 


メン シコ フ 宮 殿 

(国立 エル ミタ ー ジ ュ 分 館 ) 
“МЕНШИКОВСКИЙ ДВОРЕЦ” 
© 2-с4, p.44 
大 学 川岸 通り 15 
(Университетская наб., 15) 
⑩ ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский npocnekT) ま た は 
⑩ ガス チー ヌィ ・ ド ヴォ ー ル 駅 
(Гостиный Двор) 下車 、 
ゲ グリ ボ エ ー ド フ 運 河 方 向 パ テル ブ 
ル グ 国 立 大 学 まで 移動 。 
013:00~ 19:00, 休館 日 : 月 
の 323-1112 


チケ ッ ト 窓 口 は 、 通 常 、 閉 館 時 刻 
の 1 時 間 前 に 閉まり ます の で 、 
ご 注意 くだ さい 。 


* 全 美術 館 ・ 博 物 館 の 


陶磁 器 博 物 館 

(国立 エル ミタ ー ジ ュ 分 館 ) 
“МУЗЕЙ ФАРФОРА” 
オブ ー ホ フス カヤ ・ 
オボロ ー ナ 大 通り 151 
(Оуховской обороны, 151) 
⑩ 口 モノ ー ソ フス カヤ 駅 
(Ломоносовская) 
0010:00~ 15:30 
(昼休み 13:00-14:00), 
休館 日 : 土 日 の 560-8300 


$18 世 紀 中 頃 か ら 現 在 に 至る 
ロシア 陶磁 器 製 史 を 展示 。 
国立 ロシア 美術 館 
“ГОСУДАРСТВЕННЫЙ 
РУССКИЙ МУЗЕЙ” 

© 2-/5, р. 116 


イン ジェ ニ ェ ー ル ナヤ 通り 4/2 
(Инженерная yn., 4/2) 

® ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 
510:00~18:00, 休館 日 : 火 
の 314-4153, 318-9264, 
314-3448( ガ イド 予約 ) 


芸術 アカ デミ ー 美 術 館 
“МУЗЕЙ АКАДЕМИИ ХУДОЖЕСТВ" 
® 2-65, p.43 

大 学 川岸 通り 17 
(Университетская Ha6., 17) 
⑭ ヴァ シー リー 島 駅 
(Bacuneocrposckaa) ま た は 
® ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 下車 、 
大 学 川岸 通り へ 移動 。 
(511:00—17:00, 

休館 日 : 月 火 の 323-6496 
美術 館 は 18 世 紀 中 頃 に 設立 
され 、 芸術 アカ デミ ー の 学生 の 
感性 と 技術 を 磨く た め に 用 いら れ 
て いる 。 芸術 アカ デミ ー の 卒業 生 
の 中 に は 、 巨匠 カー ル ・ ブ リュ ロフ 、 
イヴ ァ ン ・ ア イヴ ァ ゾ フス キー、 イ リヤ ・ 
レー ビン が いる 。 


夏 の 庭園 と 
ピョートル 1 世 の 夏 の 宮殿 
“ЛЕТНИЙ САД И 

ЛЕТНИЙ ДВОРЕЦ ПЕТРА I” 

© 2-к2,3, p.130 

@ ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский npochekT) か ら サ ド 
ー ヴ ァ ヤ 通り 沿い に ネヴァ 川 方 向 
へ 徒歩 約 10 分 。 
(540:30—18:00, 

休館 日 : 火 、 毎 月 最終 月 曜 

@ 3414-0374 


BEVIT FU — УВЕ 
(V.I. ム ー ヒ ナ 記 念 サ ンク ト ・ 
ペテルブルグ 国立 芸術 産業 アカ 
デミ ー 内 装飾 美術 工芸 博物 館 ) 

“МУЗЕЙ БАРОНА ШТИГЛИЦА” 
© 2-m3, p.137 

ソリ ャ ル ノ イ 横丁 13/15 
(Соляной nep., 13/15) 


@ ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 下車 、 
フォ ンタ ンカ まで 、 そ の 先 徒歩 約 
203. (011:00~ 17:00, 
休館 日 : АЯ 0273-3258 
1800 点 の 展示 品 。 市 内 で 
唯一 の 19 世 紀 半 ば の 家具 コレ 
クシ ョ ン 、 国内 最も 多岐 に わた る 
19 世 紀 民 俗人 形 コ レク ショ ン 、 
西 ヨ ー ロ ッ パ 磁 器 、 陶 器 、 貴 金 
属 製品 、18 世 紀 の タ イル 張り 
暖炉 の コレ クシ ョ ン 、 ゴ ブラ ン 織 、 
ガラ ス 2 製品 、1620 世 紀 の 
衣装 。 美術 館 は 1878 年 技術 
絵画 学校 に 創立 され 、 ア レ ワ リサ ン 
ドル ・ シ ュ テ ィ グ リー ツ 男 爵 の 資産 
で 開設 され た 。 建物 の 設計 者 
は 初代 校長 マウ シミ リア ン ・ 

メス マ ヘ ル だ (1885 一 1895 年 , 
博物 館 の 建物 を 建設 ) 。 美術 
館 は ヨー ロッ パ で も 有数 の 装飾 
美術 工芸 品 コレ クシ ョ ン を 所 蔵 
し て いる (初期 の 展示 品数 は 
約 3 万 点 で 、 展 示 品 の 大 部 分 
は 革命 後 エ ルミ ター ジュ か ら 移 
譲 され た ) 。 


国立 ペテルブルグ 市 
彫刻 博物 館 

(アレ クサ ンド ル ・ 
ネフ スキ ー 修 道 院内 ) 
“ГОСУДАРСТВЕННЫЙ МУЗЕЙ 
ГОРОДСКОЙ СКУЛЬПТУРЫ” 
© 3-h10, p.142 
アレ クサ ンド ル ・ ネ フス キー 広場 1 
(Пл. Александра 
Невского, 1) 
® アレ クサ ンド ル ・ 
ネフ スキ ー 広 場 駅 (「lnouuanb 
Александра Невского) 
009:30~ 17:00, 休館 日 : 木 
の 274-2655, 277-1716 
を 1932 年 開館 。 博物 館 の 構 
成 : 生 神女 マリ ア 教 会 一 納骨 
所 (1714 一 1724 年 , 建築 家 
D. ト レジ ー ニ 、T. シ ュ ヴ ェ ル ト フ ェ 
ー ゲ ル ) 、 ラ ザ レ フ 教 会 一 納骨 
所 (1835 一 1836 年 、 建 築 家 
L. ティ ブレ ン ) 、 ラ ザ レ フ 墓 地 
(1716 年 設立 ) 一 18 世 紀 の 大 
墓地 、 チ ー フ ヴィ ン 墓 地 
(1823 年 設立 ) 一 芸術 大 家 
(1200 以 上 の 墓碑 ) の 大 墓地 。 
博物 館 は 市 内 全て の 銅像 や 
記念 板 、「 ナ ル ヴ ァ の 名 旋 門 」 
の 管理 (p.160) も 行っ て いる 。 
ここ の 埋葬 者 は 5526 名 。 修道 
院 に は ユニ ー ク な 彫刻 記念 碑 
(1 マル トス 、F ゴ ル デ ー エ フ 、M. 
コ ズ ロ フス キー、V デ ムー トニ マリ ノ 
フス キー、F. ト ルス トイ 、N レ リー フ 、 
A シ ュー セ フ 、! フ ォ ー ミ ン 作 他 ) 
が 展示 され て ある 。 また 、 ペ テル 
ブル グー 旧 レ ニン ザラ ー ド の 設計 
図 や 歴史 的 建造 物 の 模型 
(AS ブー シキ ン 像 、V.G. ベリ 
ンス キー 像 、NV ゴ ー ゴ リ 像 、 
AN オス トロ フス キー 像 等 , コン 
ペ 時 の 資料 ) や 18 世 紀 一 20 世 
紀 の ペ テル ブル グ の 景色 の 版画 
の コレ クシ ョ ン も ある 。 


ノン ・ コ ン フ ォ ル ミズ ム 
芸術 美術 | 

“МУЗЕЙ НОНКОНФОР- 
МИСТСКОГО ИСКУССТВА” 

ブー シキ ン 通 り 10 
(Пушкинская yn., 10) 

® マヤ コ フ ス カ ヤ 駅 
(Маяковская) 
(515:00—19:00, 

休館 日 : 月 火 の 764-5258 
美術 館 は ベ テ ル ブル グ の 画家 
達 「 芸 術 家 同盟 」 の イニ シア チ ブ 
で 開館 し た 。 1980 年 代 初頭 に 
あっ た プー シキ ン 通 り の ノン ・ コ ン 
フォ ルミ ズム 芸術 セン ター が も と 

| に な っ て いる 。 


アー ト ・ 穴 蔵 「 野 良 犬 」 
АРТ-ПОДВАЛ 

“БРОДЯЧАЯ СОБАКА” 

© 245 

芸術 広場 5(Hn.MckyccrB, 5) 
ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 
©12:00--23:00 
@315-7764 
ペテルブルグ の アー ト ・ キ ャ バレ 
ー「 野 良 犬 」、 正 式 名 称 

「 私 的 劇場 の 芸術 協会 」 は 、 
ブー シキ ン の 知人 LA. ヤ ー コ ヴ レ 
フ が 所 有 し て いた 古い 邸 内 に 
1911 年 12 月 31 日 に 開館 し た 。 
創立 者 で カフ ェ の オー ナー だ っ た 
の は B.K. プ ロー ニン で 、 内 装 に 携 
わっ た の は 有名 な 「 ロ シア ・ シ ー 
ズン 」 の ディ ア ギ レ フ だ 。 

「 野 良三 . の ステ ー ジ に は 、 マ ヤ 
コフスキー、 パリ モン ト 、 グミ リョ ー 
フ 、 ア フ マ ー ト ヴァ 、 マ ン デ リ シ ュ 
タム 、 タ マー ラ ・ カ ル サ ー ヴ ィ ナ が 
出演 し た 。 


(872+ サ ンク ト ・ ペ テル ブル グ の 市 外 局番 


カー ル ・ ブ リュ ロフ 「 サ マイ ロ ヴ ァ と 娘 の 肖像 画 」 1842 年 頃 
(国立 ロシア 美術 館 所 蔵 ) 


ここ で 1912 年 セル ザイ ・ ゴ ロ デ ツ 
キー は アク メイ ズム と シン ポリ ズム 
(象徴 主義 ) を 語っ た 。 カ フェ の 
入口 に は 水色 の 革 装 の 巨大 
な 本 (「 豚 の 本 」 と 呼ば れ た ) が 
横たわっ て いる 。 こ の 本 に は 、 
ここ を 訪れ た 有名 人 が サイ ン や 
コメ ント を 残し て いる 。 ミ ハイ ル ・ 
クズ ミン や 1912 年 に 「 野 良 犬 」 と 
いう 賛歌 を 書い た 。 「 犬 」 は エリ ー 
ト の 創造 ウラ ブ で ある 。 アー ティ 
スト 、 詩 人 、 画 家 か ら 入場 料 

は 徴収 され な か っ た が 、 そ う で な 
い 人 達 の 入場 料 は 最高 10 ル ー 
ブル だ っ た 。 第 1 次 世界 大 戦時 、 
1915 年 3 月 当局 は 体制 に 
造反 的 な この 施設 を 閉鎖 し た 。 
1990 年 代 か ら この 施設 が あっ た 
建物 は 修復 され 、2001 年 再び 
訪問 客 の た め に オー プン し た 
(伝統 に 従っ て ここ で は 画家 
ギャ ラリ ー、 キャ バレ ー と 

カフ ェ が 一 緒 に な っ て いる ) 。 2 


展示 会 場 「 マ ネー シュ 」 
“ВЫСТАВОЧНЫЙ ЗАЛ “МАНЕЖ”” 
© 2-e6, p.97 

イサ ー ル 広場 1 
(Исаакиевская пл., 1) 

® ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 

か ら イ サー ケ 広 場 まで 。 
(541:00—18:00, 休館 日 : Ж 
の 314-8253 


芸術 家 同盟 の 展示 セン ター 
“ВЫСТАВОЧНЫЙ ЦЕНТР 
СОЮЗА ХУДОЖНИКОВ” 

パリ シャ ヤ ・ マ ルス カー ヤ 通 り 38 
(Большая Морская yn., 38) 
Ф ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 下車 、 
海軍 省 方 向 徒歩 約 15 分 。 
(543:00—19:00, 休館 日 : 月 
の 314-4734 


ギャ ラリ ー “NOTA BENE!” 
スト レミ ャ ン ナ ヤ 通 り 5 
(Стремянная ул., 5) 

® マヤ コ フ ス カ ヤ 駅 
(Маяковская) 

11:00~ 20:00, 

休館 日 : 日 の 762-5992 


芸術 アカ デミ ー ギ ャ ラリ ー 
“ГАЛЕРЕЯ АКАДЕМИИ 
ХУДОЖНИКОВ” 

ナリ ー チ ナヤ 通り 21 


(Наличная yn., 21) 

® プリ モー ルス カヤ 駅 
(Приморская) 

®11:00~ 19:00, 年 中 無休 
の 355-1274 


ギャ ラリ ー「 巨 匠 の 同業 
組合 (ギル ド ) 」 
“ГАЛЕРЕЯ “ГИЛЬДИЯ 
МАСТЕРОВ”” 

ネフ スキ ー 大 通り 82 
(Невский np., 82 ) 

® 蜂起 広場 駅 

(Площадь Восстания) 
(541:00—19:00, 年 中 無休 
の 279-0979 


ギャ ラリ ー「 ネ フス キー20」 
“ГАЛЕРЕЯ “НЕВСКИЙ, 20"" 
ネフ スキ ー 大 通り 20 
(Невский пр., 20 ) 

⑩ ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 
(542:00—20:00, 年 中 無休 
の 311-0106 


ギャ ラリ ー 

「 国 民 文化 セン ター」 
“ГАЛЕРЕЯ “ЦЕНТР 
НАЦИОНАЛЬНЫХ КУЛЬТУР”” 
ネフ スキ ー 大 通り 166 
(Невский np., 166) 
® アレ クサ ンド ル ・ 
ネフ スキ ー 広 場 駅 (「lnouanb 
Александра Невского) 
0011:00~ 19:00, 休館 日 : 月 
の 277-1216 


イサ ー ク 聖堂 
"ИСААКИЕВСКИЙ СОБОР” 
© 2-e6, p.88 

イサ ー ル 広場 
Исаакиевская nn. 
®11:00~ 18:00, 

休館 日 : 水 0315-9732, 
311-6570 


キリ スト 復活 教会 。 
(スパ ー ス ・ ナ ・ ク ラヴ ィ ー) 
“ХРАМ ВОСКРЕСЕНИЯ XPMCTA 
(СПАСА НА КРОВИ)” 
G) 2-j4, p.108 
ゲ リ ポ エー ド フ 運河 川岸 通り 2a 
Ha6. кан. Грибоедова, 2 а 
ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 
®©11:00~ 18:00, 休館 日 : 火 
の 315-1636 


スモ ー リ ヌィ (復活 ) 教会 
"СМОЛЬНЫЙ 
(ВОСКРЕСЕНСКИЙ) СОБОР" 
® 341, p.144 

ラス トレ ツリ 広場 3/1 

(Пл. Растрелли, 3/1 ) 

® チェ ル ヌ ィ シ ェ フ スカ ヤ 駅 
(HepHbluleBcka) ま た は 

® 蜂起 広場 駅 (「Inoulanb 
Восстания) か ら ス ヴォ ー ロ フ 
大 通り (CyBopoBckMM пр.) 
沿い に スモ ー リ ヌィ まで 。 
0011:00~ 17:00, 休館 日 : 木 
の 271-9182 

修道 院 、 ス モー リ ヌ ィ 大 学 、 
ロシア 正教 の 歴史 を 展示 。 
聖堂 内 で は ロシア 宗教 音楽 
の コン サー ト が 行わ れる 。 


ベロ セリ スキ ー ニ = 
ベロ ゼル スキ ー 宮 殿 
“БЕЛОСЕЛЬСКИХ- 
БЕЛОЗЕРСКИХ ДВОРЕЦ” 
© 2-m7, p.135 

ネフ スキ ー 大 通り 41 
(Невский np., 41) 


320 


寺院 博物 館 ・ 宮 殿 


エド ゥ アル ド ・ ガ ウ 
アー ニチ コ フ 宮 殿 の 緑 の 書斎 1884 年 


博物 館 ・ 美 術 館 


® ネフ スキ ー・ プ ロス ペケ クト 駅 
(Невский npocnekr) また は 
マヤ コ フ ス カ ヤ 駅 
(Маяковская) 下車 、 
徒歩 約 10 分 。 

©11:00~ 19:00 

@ 315-5236 

18 世 紀 の 画 家 ヴ ァ ン ・ ロ ー 
(フラ ンス ) オ リ ジ ナ ル の 「 第 二 
口 コ コ 様式 」 の イン テリ ア を 展示 。 


エラ ー ギ ン 宮 殿 

“ЕЛАГИН ДВОРЕЦ” 

© p.753 

エラ ー ギ ン 島 "EnarMH остров” 

⑩ クレ スト ー フ スキ ー 島 駅 
(Крестовский остров) 
(540:00—17:00, 休館 日 : 月 火 
の 430-1130, 430-3090, 
430-1010, 430-1030 


18 世 紀 一 20 世 紀 初 頭 の 
ロシア ・ 西 ヨー ロッ パ 芸 術 品 を 
7000 点 以上 展示 。 ロ シア 製 
家具 、 ブ ロン ズ 細 工 、 貴 金属 、 
宝石 (時 計 、 照 明 器 具 等 ) 

や 銀 細工 (「 フ ァ ベ ル ジ ェ 」 社 の 
作品 含 ) 等 。 


イン ジェ ニ ェ ー ル ヌィ 
(ミハイル ) Ж 

“ИНЖЕНЕРНЫЙ ` 

(МИХАЙЛОВСКИЙ) ЗАМОК" 


(国立 ロシア 美術 館 分 館 ) 

@ 2-k4, р.126 

サド ー ヴ ァ ヤ 通り 2 

(Садовая yn., 2) 

® ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 下車 、 
夏 の 庭園 方 向 へ 徒歩 約 10 分 。 
©10:00~ 18:00, 休館 日 : K 
の 313-4173 

18 世 紀 一 19 世 紀 初 頭 の 
肖像 画 芸術 を 展示 。 


シェ レ メ ー チ ェ フ 宮殿 
“ШЕРЕМЕТЕВСКИЙ ДВОРЕЦ” 
(フォ ンタ ンカ 邸 、 

劇場 ・ 音 楽 芸術 博物 館 分 館 ) 
© 3-а5, p.136 

フォ ンタ ンカ 川岸 通り 34 

(Ha6. реки Фонтанки, 34) 
® ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский npocnekT) ま た は 
® マヤ コ フ ス カ ヤ 駅 
(Маяковская) 下車 、 フ ォ ン タ 
ンカ 川 まで 。 ©12:00-—- 18:00, 
休館 日 : 月 火 0272-4441 
館内 で は シェ レ メ ー チ ェ フ 伯 

爵 家 の コレ クシ ョ ン を 展示 。 

17 一 20 世 紀 の 装 飾 工 
芸 品 。 ペテルブルグ の 楽 
器 コ レク ショ ン (3000 点 ) 
が あり 、 偉 大 な 巨匠 や 
演奏 家達 の 楽器 、 礎 
史 的 に 珍し い 品 々 を 展 
т. 白 の 間 で は 交響 
曲 、 室 内 楽 、 合 唱 の コ 
ン サ ー ト が 行わ れる 。 


ユ ス ー ポ フ 宮 殿 
“ЮСУПОВСКИЙ 
ДВОРЕЦ” 

© 2-08, p.158 

モイ カ 川 岸 通り 94 
(Наб.реки MoMku,94) 
⑩ ネフ スキ ー・ プ ロス 
AY КЕК (Невский 
проспект) 下車 、 イ サ 
ー ク 聖堂 まで 行き 、 モ イカ 川 に 沿 
っ て 下流 へ 徒歩 約 10 分 。 グ ルー 
プ 見 学 の み の 完 全 予 約 制 。 

の 314-9883, 314-8690 
宮殿 内 は ユ ス ー ポ フ 家 の 
歴史 を 幅広 く 展示 。 別館 の 
展示 室 で は グリ ゴー リー・ 

ラス プー チン 殺害 の 様子 を 取り 
上 げ て ある 。 (資料 、 写 真 、 オ リ 
ジ ナ ル の 品々 は 1916 年 に に の 
宮殿 で 繰り 広げ られ た ドラ マ の 
無言 の 証人 で ある ) 


フェ リッ ツウ ス ・ ユ スー ポ フ 公 と その 妃 
イリ ー ナ ・ ア レク サン ドロ ヴ ナ 
1914 年 


シェ レ メ ー チ ェ フ 家 の 紋 章 


大 理 石 宮殿 

“МРАМОРНЫЙ ДВОРЕЦ” 
(国立 ロシア 美術 館 分 館 ) 
® 2-j2, р.128 

ミリ オン ナヤ 5/1 
(Миллионная yn., 5/1) 
ネフ スキ ー・ プ ロス ペケ クト 駅 
(Невский проспект) 

か ら マ ルス 広場 方 向 

へ 徒歩 約 20 分 。 

月 :10:00~16:00, 
水 ~ 日 :10:00~17:00, 
休館 日 : 火 

の 312-9196, 312-9054 
る 常設 展 で は ロシア に お ける 
外 芸術 家 ( ロ シー カ ) 
の 作品 を 展示 。 


スト ロ ガ ノ フ 宮 典 
“СТРОГАНОВСКИЙ ДВОРЕЦ” 
(国立 ロシア 美術 館 分 館 ) 
@ 2-h6, р.102 

ネフ スキ ー 大 通り 17 


| (Невский np., 17) 
| 010:00~ 18:00, 休館 日 : K 


の 311-8238, 311-3944 
(見 学 予約 ) 

バル トロ メオ ・ カ ル ロ ・ ラ スト 
レッ リ 、 ア ンド レイ ・ ヴ ォ ロ ニー ヒン 
に よっ て 装飾 が 施さ れ た ホー ル 
の 一 部 を 公開 。 ストロガノフ 

一 家 の 歴 史 を 紹介 。 


アー ニチ コ フ 宮 殿 
“АНИЧКОВ ДВОРЕЦ” 
© 2-m7, p.134 

ネフ スキ ー 大 通り 39 
(Невский np., 39) 
⑪ ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 
下車 。 フ ォ ン タン カ 方 向 
へ 徒歩 5 分 。 

59:00—19:00, 
休館 日 : 土 日 、 毎 月 最終 日 
の 310-8433 

予約 制 の 宮殿 の 歴史 イン テリ ア 
見 学 ツア ー。 

の 310-4395 
宮殿 は 1917 年 まで ロシア 
最後 の 皇帝 ニコ ライ 2 世 の 母 、 
マリ ヤ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ナ 皇 太后 の 
首都 の 邸宅 だ っ た 。 
現在 ここ は 青年 創作 会 館 
(1937 年 設立 され た 市 立 ピ オ ネ 
ー ル 会 館 の 後継 ) で 、 児 童 ・ 
青年 の 余暇 ヨー ロッ パ 

会 の 一 つ に な っ て いる 。 


サン クト ・ ペ テル ブル グ の 市 外 局 番 
歴史 博物 館 


ベト ロ パ ヴ ロ フス カヤ 要 窒 
(国立 サン クト ・ 

ペテルブルグ 歴史 博物 館 ) 

“ПЕТРОПАВЛОВСКАЯ 

КРЕПОСТЬ” 

© 1-18, p.28 

® ゴー リカ フス カヤ 駅 

(Горьковская) 

011:00—~ 18:00, 休館 日 : Ж 

0238-4511, 238-4540 

(見 学 ツ アー 予約 ) 

を 要 寒 の 敷地 に いく つか の 

歴史 展示 室 が ある 。 

トル ベツ コイ 稼 儲 の 監 狼 

(要塞 の 監獄 史 ) 、 

要 寒 司 令 官 の 家 ( サ ンク ト ・ 

ペテルブルグ 史 ) 、 イ オア ン 

半月 儲 ( 宇 宙 飛 行 学 と 

ロケ ッ ト 技術 博物 館 ) 等 。 


[че д де ДЫЛ 1 

英雄 防衛 モニ ュ メ ント 
“МОНУМЕНТ ГЕРОИЧЕСКИМ 
ЗАЩИТНИКАМ ЛЕНИНГРАДА” 
© p.161 

勝利 広場 (Nin. Победы) 

® モス コ フ ス カ ヤ 駅 
(Московская) 

ОАВ. X, +. Н: 10:00~ 
18:00; X, %:10:00~ 17:00, 
休館 日 : 水 毎月 最終 火曜 
(の 373-6563 (見 学 予約 ) 
博物 館 展示 室 は 約 6m 奥 
(地下 ) に 展開 され て いる 。 
そこ に は 1978 年 2 月 23 日 に 開 
館 し た 、 花山 岩 と 大 理 石 が 塗 
装 さ れ た 壮大 な 記念 ホー ル が 
ある 。 地下 の 展示 会 場 に は 
76-mm 砲 弾 の 薬 英 で 作ら れ 
た 900 本 (封鎖 の 日 数 ) の 灯 が 
と も され て いる 。 記念 ホー ル 入 
ロ 上 に は “О камни! Будьте 
стойкими, как люди!" 
(ББ. 石 よ ! 封鎖 を 耐え た 人 
の よう に 、 頑強 で あれ ! ) 
(封鎖 経験 者 ・ 詩 人 Y. ヴ ォ ロ ー 
ノ フ の 言葉 ) と いう 碑文 が ある 。 
ホー ル 内 に は モス クワ の 無線 コー 
ル サ イ ン が 響い て いる 。 


モザ イル 画 


ビデ オ コ ー ナ ー で は 、 
D.D. シ ョ スタ コー ヴィ チ 

「 交 響 曲 第 7 番 」 の 
音楽 を 使っ た ドキ ュ メン ト 
映画 「 封 鎖 の 追憶 」 が 
上 映 さ れ て いる 。 


大 祖国 戦争 時 代 の 
レニ ング ラー ド 


ЛЕНИНГРАД В ГОДЫ ВЕЛИКОЙ 
ОТЕЧЕСТВЕННОЙ ВОЙНЫ 


(国立 サン クト ・ ペ テル ブル ゲ 


歴史 博物 館 分 館 ・ 

ルミ ャ ン ツ ェ フ 邸 内 展示 室 ) 
© 2-67 

英国 川岸 通り 44 


(Английская Ha6., 44) 

® ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 
下車 、 労 働 広 場 まで 行き 、 そ こ 
か 5 英国 川岸 通り 沿い 徒歩 。 
®11:00~ 18:00; 

火 - 11:00~ 17:00, 
休館 日 : 水 311-7544, 

の 315-5123 

か つて 有名 な 政治 家 で 
コレ クタ ー だ っ た ニコ ライ ・ ペ トロ 
ー ヴ ィ イチ ・ ル ミ ャ ン ツ ェ フ 伯爵 が 
所 有 し て いた 建物 。 1831 年 に 
ロシア 初 の 私 立 博物 館 と な っ た 
が 、 後に モス クワ に 移さ れ た 。 
現在 この 邸宅 に は 国立 サン クト ・ 
ペテルブルグ 歴史 博物 館 の 
展示 品 が 置か れ て いる 。 


国立 A.V. ス ヴォ ー ロ フ 記 念 
メモ リア ル 博 物 館 
“ГОСУДАРСТВЕННЫЙ ` 
МЕМОРИАЛЬНЫЙ МУЗЕЙ A.B. 
СУВОРОВА” 

© 3-f2, p.141 

キー ロ チ ナ 通り 43 
(Кирочная ул., 43) 
® チェ ル ヌ ィ シ ェ フ スカ ヤ 駅 
(Чернышевская) か ら 

キー ロ チ ナ ヤ 通 り 沿 い に ス ヴォ ー 
ロフ 大 通り まで 。 

010:00~ 17:00, 


休館 日 : 火 水 、 最 終 月 曜日 
の 279-3914 

る 常勝 不敗 の 大 元帥 、 
総司 令 官 ア レク サン ドル ・ ヴ ァ シ 
ー リ エ ヴ ィ チ ・ ス ヴォ ー ロ フ 伯 爵 
(1729 ま た は 1730 一 1800 年 ) 。 
博物 館 の コレ クシ ョ ン (10 万 点 
以上 ) は ス ヴ ォ ー ロ フ の 戦歴 と 
18 世 紀 一 20 世 紀 ロ シア 0 戦争 
史 を 絵 や 図 を 交え て 紹介 。 


国立 宗教 史 博物 館 
“ГОСУДАРСТВЕННЫЙ 
МУЗЕЙ ИСТОРИИ РЕЛИГИИ" 
@ 2-07 

中 央 郵便 局 通 り 14 
(Почтамтская ул., 14) 
® ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский npochekT) か ら イ サ 
ー ケ 広場 まで 行き 、 更 に 歩く 。 
(511:00—17:00, 

休館 日 : Ж の 311-0495 
を 世界 の 宗教 (キリ スト 教 、 
イス ラム 教 、 仏 教 等 ) の 歴史 
を 展示 。 


立 ロ シア 政治 史 博 物 館 
クシ ェ シ ンス カヤ 邸 内 

展示 室 ) 

“ГОСУДАРСТВЕННЫЙ МУЗЕЙ 

ПОЛИТИЧЕСКОЙ ИСТОРИИ 

РОССИИ” 

© 1-h7, p.150 

クイ ブイ シェフ 通り 6 

(Ул. Куйбышева, 4) 


ルプ ス 山越 え 大 行軍 」 


A.V. ス ヴォ ー ロ フ 博 物 館 の ファ サー ド 上 ., 1901 年 A. ポ ポ フ の スケ ッ チ に よる 


“ПИСКАРЕВСКОЕ 
МЕМОРИАЛЬНОЕ 
КЛАДБИЩЕ” 


ピス カリ ョ フス カヤ 大 通り 


し ニン グラ ー ド 封鎖 時 に 負 位 
で 亡くな っ た 住人 の 巨大 な 墓地 
に 作ら れ た (100 万 人 以上 の 人 
が 葬 ら れ て いる ) 。 


ベン ツ 社 」 の 

「 ベ ン ツ ・ ヴ ェ ロ 」 
1894 一 1896 年 ドイ ツ 製 
(サン クト ・ ペ テル ブル グ 
歴史 博物 館 ) 


⑳ ゴー リカ フス カヤ 駅 
(Горьковская) 
®10:00~18:00, 
休館 日 : Ж の 233-7048 
館内 で は 全 ロ シア 革命 
の 歴史 と ロシア 政治 闘争 
の 特性 を 展示 。 マチ ル ダ ・ 
クシ ェ シ ンス カヤ に まつ わる 
常設 展 も 行っ て いる 。 


政治 的 扶 問 捜査 博物 館 
「 ガ ロー ハヴ ァ ヤ 2」 

“МУЗЕЙ 

ПОЛИТИЧЕСКОГО СЫСКА 

“ГОРОХОВАЯ, 2”” 


© 2-6 

アド ミラ ル チ ェ イス キー 
(海軍 省 ) 大 通り 6/2 
(Адмиралтейский пр., 6/2) 
® ネフ スキ ー 大 通り 駅 
(Невский проспект) 下車 、 
グリ ポ エ ー ド フ 運 河 側 出口 か ら 
海軍 省 方 向 へ 徒歩 約 10 分 。 
(511:00—17:30, 

休館 日 : 土 日 

の 312-2742 

を ロシア 帝国 と 1826 一 1926 年 
の ソ連 邦 (ベン ケン ドル フ か ら 
ジェ ル ジ ン スキ ー ま で ) の 政治 
警察 の 歴史 を 展示 。1990 年 
まで 開示 され な か っ た KGB 資 料 
コレ クシ ョ ン か ら の 写真 も ある 。 


ピス カリ ョ フ 記 念 墓地 


(Пр. Непокоренных) 
(940:00—18:00, 年 中 無休 


ロシア 民俗 博物 館 
“РОССИЙСКИЙ ЭТНОГРАФИ- 
ЧЕСКИЙ МУЗЕЙ” 

Ф 2-К5, p.115 

イン ジェ ニ ェ ー ル ナヤ 通り 4/1 
(Инженерная ул., 4/1) 
(ミハイル 宮殿 右 の 建物 ) 
® ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 
Л (Невский проспект) ¿Ë 
(910:00~ 17:00, 

休館 日 : A, 

毎週 最終 金曜 
0313-4320, 313-4421 
(団体 ガイ ド ツ アー 予約 ) 


ピョートル 大 帝 記 念 
人 類 学 ・ 民 俗 学 博物 館 
(クン スト カメ ラ ) 


“МУЗЕЙ АНТРОПОЛОГИИ 
И ЭТНОГРАФИИ ИМ. ПЕТРА 
ВЕЛИКОГО” (КУНСТКАМЕРА) 


© 2-е4, p.42 

大 学 川 岸 踊 り 3 
(Университетская Ha6., 3) 
® ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 下車 、 
ゲ ザ リ ボ エー ド フ 運河 出口 か ら 
ヴァ シー リー 島 岬 まで 移動 。 
0011:00~ 18:00 

(チケ ッ ト 窓 口 16:45 ま で )、 
休館 日 : 月 、 毎 週 最終 火曜 日 
@ 3328-0812 

を る 博物館 で は 初期 (ピョートル 
時 代 の ) カ ンス トカ メラ の 
展示 品 、 ま た ロシア 民俗 学者 や 
人 類 学者 に よっ て 集め られ た 両 
分 野 の 急 発展 の 時 代 (19-20 世 
紀 ) の 豊富 な 資料 が 展示 され て 
いる 。 人 類 学 コ レク ショ ン で 特別 
な 位置 を 占め て いる の は 、 人 類 
学者 で 彫刻 家 で も ある M.M. 
ゲラ ー シ モ フ (1907 一 1970) の 
科学 の 復興 だ 。 


ベリ ョ ー ゾ ヴォ (ロシア 共和 国 
チュ メニ 州 の 州都 ) の マン モス 
世界 唯一 の マン モス の 剥製 。 
44000 歳 (動物 学 博物 館 ) 


博物 館 ・ 美 術 館 


自然 科学 と 科学 


的 発見 の 歴史 


真珠 と 螺 外 刺 繍 装飾 の 


айл ч 
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記 сису ЖҮГҮ 
研究 博物 館 
ЦЕНТРАЛЬНЫЙ НАУЧНО- 
ИСЛЕДОВАТЕЛЬСКИЙ 
ГЕОЛОГОРАЗВЕДОЧНЫЙ 
МУЗЕЙ ИМ. АКАДЕМИКА 
Ф.Н. ЧЕРНЫШЕВА 

スレ ー ド ヌィ (中 ) 大 通り 74 
(Средний np., 74) 

ヴァ シー リー 島 駅 
(Василеостровская) 
(940:00—17:00, 

休館 日 : 土日 の 328-9248 
(ガイ ド ツ アー 予約 ) 

フェ オド シー・ ニ コラ エ ヴ ィ チ ・ 
チェ ル ヌ ィ シ ョ ー フ (1856 一 1914) 
は 傑出 し た 地質 学者 で 、 古 生 
物 学者 で ある 。 ウラ ル と 北 ヨ ー ロ 
ッ パ ・ ロ シア の 古生代 地層 を 
採掘 。 博物 館 で は 化石 、 古 生 
物資 料 (恐竜 、 マ ン モ ス 、 シ ー ラ 
カン ス の 骨 ) を 展示 。 興味 深い 
展示 物 は 、1937 年 制作 の 宝石 
で 飾ら れ た ソ連 時 代 の 地図 だ 。 


VV. ド クチ ャ エフ 記念 

中 央 土壌 学 博物 館 

“ЦЕНТРАЛЬНЫЙ МУЗЕЙ 

ПОЧВОВЕДЕНИЯ ИМ. В.В. 

ДОКУЧАЕВА” 

@ 2-03 

取引 所 玄関 6 

(Биржевой проезд, 6) 

® ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 

N 下車 、 グ リボ エー ド フ 運 

河出 口 か ら ヴ ァ シ 

ー リ ー 島 岬 

bh まで 移動 。 


ロシア 宝冠 (乙女 の 被り 物 ) 


儀式 用 男性 
仮面 頭 飾り 20 世 紀 
アフ リカ 
(ンス トカ メラ ) 


る この 分 野 で 世界 最大 規模 

の 博物 館 ( 約 5000 万 点 

の 展示 物 ) 。 こ こ で は 世界 の 
有名 動物 の 4 分 の 1 が 展示 
され て いる 。 6000nf に わた る 
展示 室 に は ピョートル 1 世 の 
愛馬 リゼ ッ タ の 剥製 、 世 界 に 

ーー つ し か な い マ ン モ ス の 剥製 、 
有名 な マン モス の 子ども ジー マ の 
よう な ユニ ー ク な 展示 物 が ある 。 


ロシア 国立 
北極 と 南極 博物 館 


"POCCMMCKMM 3 
ГОСУДАРСТВЕННЫЙ МУЗЕЙ 


(940:00—17:00, 
休館 日 : 土 日 の 328-5402 
ヴァ シー リー・ ヴ ァ シ ー リ エ ヴ ィ チ ・ 
ド り チャ エフ (1846 — 1903) 

は 土壌 学 の 一 人 者 で 地層 説 
の 創始 者 で ある 。 彼 の 説 は 自然 
地理 学 や 科学 的 土地 改良 の 発 
展 に 影響 を 与え た 。 博物 館 の 展 
示 品 は 土壌 学 と 関連 科学 を 視 
覚 的 に わか りや すく 展示 し 、 ド ク 
チャ エフ に つい て 説明 し て いる 。 


ロシア 科学 アカ デミ ー 

動物 学 大 学 付属 

動物 学 博物 館 
“зоологичЕСКИЙ 

МУЗЕЙ ЗООЛОГИЧЕСКОГО 

ИНСТИТУТА РОССИЙСКОЙ 

АКАДЕМИИ HAYK" 


O 2-e3 

大 学 川岸 通り 1/3 
(Университетская Ha6., 1/3) 
ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 

下車 、 グ リボ エー ド フ 運河 出口 

か ら ヴ ァ シ ー リ ー 島 岬 まで 。 
011:00~ 17:00, 

休館 日 : 金 の 328-0112 


АРКТИКИ И АНТАРКТИКИ" 

© 3-67 

マラ ー ト 通り 24a 

(Ул. Марата, 24а) 

ウラ ジー ミル スカ ヤ 駅 

(ドス ト エ フス カヤ 駅 ) 

"Владимирская" 
(“Достоевская") 

また は 
® マヤ コ フ ス カ ヤ 駅 
(Маяковская) 


徒歩 10 分 。 
®10:00~ 18:00, 
休館 日 : 月 火 の 

113-1998 
地球 上 最も 寒い 地 の 開 拓 史 
と 自然 界 を 展示 し て いる ロシア 
で 唯一 、 世 界 有数 の 博物 館 。 
ニコ ライ 同一 宗教 教会 の 建物 
(建築 家 A. メ リ ニ コ フ 、1820 一 
1826 年 ) 内 に あっ た が 、1930 年 
現在 の 場所 に 移さ れ た 。 コレ ク 
ショ ン の 展示 数 は 約 7 万 5 千 点 
で 、 古 いも の は 16 世 紀 の も の だ 。 


ロシア 科学 アカ デミ ー 
植物 学 博物 館 
“БОТАНИЧЕСКИЙ МУЗЕЙ 
РОССИЙСКОЙ АКАДЕМИИ НАУК” 
© 1-h1, p.147 
教授 ボボ フ 通り 2 

(yn. Профессора Попова, 2) 
® ペトロ グラ ー ツ カヤ 駅 
(Петро-градская) か ら 

パリ ショ イ ( 大 ) 大 通り 沿い に 
カル ポ フ カ 川 方 向 徒歩 15 分 
0911:00~ 16:00, 

休館 日 : 金 , 見 学 は 団体 ガイ ド 
ツア ー の み 。 の 234-1764 

(ガイ ド ツ アー 予約 ) 

る 約 7000 種 の 熱帯 植物 と 
亜熱帯 植物 を 展示 。 


国立 鉱山 大 学 
(付属 ) 鉱山 博物 館 


“ГОРНЫЙ МУЗЕЙ 


ИНСТИТУТА” 
© 4-k8 


(Васильевский остров, 
21-я линия, 2) 
| ⑳ ネフ スキ ー・ プ ロス ペッ ト 駅 


ГОСУДАРСТВЕННОГО ГОРНОГО | 


ヴァ シー リー 島 21 番 線 ( リ ー ニ ヤ )2 | 


(Невский проспект) 下車 、 
グリ ボ エ ー ド フ 運 河出 口 か ら ヴ ァ シ 
ー リ ー 島 まで 、 そ れ か ら バ リ シ ョ イ 
(大 ) 大 通り 沿い に 21 番 線 まで 。 
(940:00—17:00, 休館 日 : 土 日 
の 321-4082, 328-8429 

(ガイ ド ツ アー 予約 ) 

$ 世界 各国 の ユニ ー ク な 鉱物 や 
鉱石 を 展示 。 


中 央 鉄道 博物 館 


“ЦЕНТРАЛЬНЫЙ МУЗЕЙ 
ЖЕЛЕЗНОДОРОЖНОГО 
ТРАНСПОРТА” 


© 2-g70 

サド ー ヴ ァ ヤ 通り 50 

(Садовая ул., 50) 

® サド ー ヴ ァ ヤ 駅 (Canoag) 
また は 平和 広場 駅 
(Площадь Мира) 

©11:00~ 17:00, 休館 日 : +, 
毎月 最終 木曜 の 315-1476 
ロシア 鉄道 の 敷設 と 建設 の 
全 歴 史 を 紹介 。 蒸気 機関 車 の 
模型 、 昔 の 車両 を 展示 し て いる 。 


d. кый, 

- ¿m N 
BETEN HERD 
TMA 


“ВОЕННО-ИСТОРИЧЕСКИЙ 
МУЗЕЙ АРТИЛЛЕРИИ, í 
ИНЖЕНЕРНЫХ ВОЙСК И ВОЙСК 
СВЯЗИ” (АРСЕНАЛ) 

® 1-7, p.31 

アレ クサ ンド ル 公 園 7 
(Александровский парк, 7) 
® ゴー リカ フス カヤ 駅 | 
(「opbkoBckag) か ら ク ロン 
ヴェ ルル 川岸 通り 沿い に 徒歩 
約 10 分 。 

©11:00~-17:00, 

休館 日 : AK の 232-0296 
ピョートル 1 世に よっ て 1703 年 
6 月 に ペトロ パ ヴ ロ フ スカ ヤ 要 塞 
(当時 は サン クト ・ ペ テル ブル グ 
要塞 ) 内 に 設立 。 要 寒 の ツェ イ 
フ ガ ウズ (兵器 庫 ) (独語 Zeug 
Haus 武器 庫 ) に ロシア 全土 
の 歴史 的 価値 の 高い 武器 
(記念 品 、 珍 品 ) を 届け る よ 
うに 命じ られ た 。 コレ クシ ョ ン は 
1756 年 リ チ ェ イヌ イィ ・ ド ヴ 

ォ ー ル (「 後 の 旧 兵 
器 博物 館 」) に 、 1 
1869 年 クロ ン ヴ ェ ル 

ク の 新兵 器 博物 館 | 
(1850—1860, Ё 


テイ 


( 8 72 サン クト ・ ペ テル ブル グ の 市 外 局 番 


技術 と テク ノロ ジー 開発 の 歴史 


| 「 連 隊 の 大 砲 」 ポ ル タ ヴ ァ の 戦い 


の 勝利 を 記念 し て 鋳造 
1805 年 
(クロ ン ヴ ェ ル グ 
兵器 博物 館 ) 


築 家 P. タマ ンス キー) に 移さ 
れ た 。 1960 年 代 博物 館 は 中 央 
歴史 軍 工 学 博物 館 と 軍事 通 


| 信博 物 館 所 蔵 の 約 10 万 点 を 


コレ クシ ョ ン に 加え 、 砲 術 工 兵隊 ・ 
通信 隊 の 軍事 歴史 博物 館 
(兵器 博物 館 ) と 名 づけ られ た 。 
今日 世界 有数 の 軍事 歴史 
博物 館 で ある 。 展示 室 は 
総 面積 17000km* 以 上 

の 13 ホ ー ル か ら 成 る 。 


「 ボ ル ジ ク 」 工 場 
1-2-0 型 蒸気 機関 車 模型 
1870 年 代 

(中 央 鉄道 博物 館 ) 


古 模型 


し 


中 央 海軍 博物 館 
“ЦЕНТРАЛЬНЫЙ ВОЕННО- 
МОРСКОЙ МУЗЕЙ” 

© 2-е3, p.41 

取引 所 広場 4 
(Биржевая nn., 4) 
(541:00—18:00, 休館 日 : 
月 火 , 毎月 最終 木曜 

の 328-5202 


巡洋艦 「 オ ー ロ ラ 」 

"КРЕЙСЕР “АВРОРА” ” 

© 157, p.149 

ペトロ グラ ー ツ カヤ 川岸 通り 

À (Петроградская наб.) 

® ゴー リカ フス カヤ 駅 

| 7" (Горьковская) 下車 、 

í: トロ イツ キー( 三 位 一 体 ) 

橋 ま で 行き 右折 。 

\ ピョートル 川岸 通り 

{ に 沿っ て 徒歩 約 20 分 。 
O11:00~17:00, 

mw 休館 日 : 月 金 
@230-8440, 

232-6370 


潜水 艦 D- 2 

「 ナ ロダ ヴォ ー レ ツ 」 
“ПОДВОДНАЯ ЛОДКА Д-2 
“НАРОДОВОЛЕЦ”” 
© 4-07 
シキ ペル スキ ー 水 路 10 
(Шкиперский проток, w10) 
® プリ モー ルス カヤ 駅 
(Приморская) 
с011:00~ 17:00, 
休館 日 : 月 火 , 見 学 は 団体 ガイ 
ド ツ アー の み 。 
0356-5266 
を ソ連 の 初期 の 洪水 艦 
(1931 年 )、 大 祖国 戦争 に 参加 。 
造船 中 に お ける 歴史 的 建造 物 。 


A.S. ポ ポ フ 記念 
中 央 通信 博物 館 


“ЦЕНТРАЛЬНЫЙ МУЗЕЙ СВЯЗИ 
ИМ. А.С. ПОПОВА” 


Ф 1-h1 

中 央 郵便 局 通り 7 
(Почтамтская yn., 7) 

® ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 下車 、 
イサ ー ク 広場 まで 。 
10:30~18:00, 

休館 日 : 日 月 毎月 最終 木曜 
@323-9718 
宰相 ベ ズ ボロ ー ト コ 邸 内 に 
ある 。 ロ シア の 郵便 と 通信 の 


\ 歴史 を 称え 1872 年 に 設立 


され た 博物 館 は 、 後 に アレ クサ ン 
ドル ・ ス テ パ ー ノ ヴィ イチ ・ ポ ポ フ 
(1859 一 1905) の 名 が つけ ら 

れ た 。 ポポ フ は 優れ た 物理 学者 


| で 、 無 線 の 発明 家 (1895 年 ) 
| (グリ エリ モ ・ マ ルコ ー ニ は 2 年 


後 の 1897 年 に 自分 の 発明 
の 特許 を 取得 ) で ある 。 
現在 展示 室 で は 郵便 
の 歴史 だ け で な く 、 無 線 。 
工学 の 歴史 も 展示 


(812) サン クト ・ ペ テル ブル グ の 市 外 局番 


プー シキ ン の 家 
“ПУШКИНСКИЙ ДОМ” 

(科学 アカ デミ ー ロ シア 文学 大 学 ) 
@) 2-42 

マカ ー ロ フ 川 岸 通り 34 

(Ha6. Макарова, 34) 

® ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 下車 , 
ヴァ シー リー 島 岬 まで 移動 。 
(®11:00~ 16:00, 休館 日 : 土日 
の 328-0502, 108-4761 
ブー シキ ン の 家 文 学 博物 館 
は 最も 古く 、 こ の 分 野 で 国内 最 
大 規模 を 誇る (12 万 点 の 基礎 


オレ スト ・ キ プリ エン スキ ー | 
「 プ ー シ キ ン 肖 像 画 」 1827 年 


ピョートル 1 世 の 小 屋 
“ДОМИК ПЕТРА І" 

® 147, p.148 

ピョートル 川岸 通り 6 
(Петровская Ha6., 6) 

® ゴー リカ フス カヤ 駅 (「opb- 
ковская) 下車 、 トロ イツ キー 
(三位一体 ) 橋 まで 行き 、 ピ ョ 


演劇 評論 家長 ヴァ シー リー・ ス ター ソフ (中 央 に 座っ て いる ) 
の ペテルブルグ ガサ ロン 」 お 客 の 中 に リム スキ ー ニ コル サコ フ 、 ア レ ワ サ ンド ル ・ 
ガラ ズ ノ フ 、 キュ イ 、 シャ リャ ー ピ ン 、 
1890 年 代 


| @ 2-e4, p.42 


324 


博物 館 ・ 美 術 館 


文学 ・ 音 楽 ・ 劇 場 史 


( 
D 


マリ ー ヤ ・ サ ヴィ ー ナ 他 が いる 。 


コレ クシ ョ ン 、20 万 点 を 超え る 
二 次 的 な 所 蔵 品 (絵画 、 彫 
刻 、 版 画 、 美 術 工芸 品 ) ) 。 
ブー シキ ン 関 連 の ユニ ーー な 資料 、| 
トル スト イ 社 会 、 ブ ロッ ワ ガ ウズ 
出版 社 、 エ フロ ン 他 の 資料 


国立 劇場 ・ 音 楽 芸術 
博物 館 


“ГОСУДАРСТВЕННЫЙ МУЗЕЙ 


ТЕАТРАЛЬНОГО 
И МУЗЫКАЛЬНОГО 
ИСКУССТВА” 


D 2-k7 


オス トロ フス キー 広場 6 


(Пл. Островского, 6) 

® ガス チー ヌィ イ ・ ド ヴォ ー ル 駅 
(Гостиный Двор) 
911:00~ 18:00; 

Ж: 13.00-19.00, 


休館 日 : 火 , 毎 月 最終 金曜 


@ 571-2195, 315-5243 
アレ クサ ンド リン スキ ー 

(アレ クサ ンド ル ) 劇場 の アン サン 
ブル を 形成 し て いる 建物 内 に は 
か つて 、 帝 立 劇場 幹部 と 劇場 
学校 が あっ た 。 後に ここ に 世界 
最大 規模 の 劇場 博物 館 (展示 


| 品 40 万 点 ) が 設立 され る 。 ユニ 
| 一 な 版画 、 絵 、 写 真 、 資 料 、 


楽譜 、 舞 台 装 置 の スケ ッ チ 、 


を 含む お 。 レ ー ル モン ト フ 博物 館 、| 衣装 、 人 形 等 が 展示 され て 
リツ ェ イ ( 男 子 貴族 学校 )、 | いる 。 ビ デオ 閲覧 室 有 。 
トル スト イ 博 物 館 、 パ リ ・ ブ ー シ 
キン 博物 館 AF. オ ッ ト ー・ オ ネー 
ギン の 資料 や ロシア 文化 ・ 楽器 博物 館 
科学 活動 家 の 肖 像 画 コ レク シ | “МУЗЕЙ МУЗЫКАЛЬНЫХ 
ョ ン も ある 。 ИНСТРУМЕНТОВ" 
| 
記念 博物 館 


ー ト ル 上 川岸 通 り 沿い 左折 。| 
0010:00~ 17:00, 
休館 日 : 火 

の 232-4556, 232-4576 
Ф 1723 年 ピョートル 大 帝 | 
に よっ て 設立 。 ピ ョ ー ト ル の | 
個人 的 な 品々 、18 世 紀 
初頭 の 生活 用 品 、 版 画 、| 
武器 を 展示 。 


MB. ロ モノ ー ソ フ 博 物 館 
(クン ス トカ メラ ) 

“МУЗЕЙ 

М.В. ЛОМОНОСОВА” 

(Кунсткамера) 

大 学 川岸 通り 3 

(Университетская Ha6., 3) 

0911:00~ 16:30, 休館 日 : ЯВ. 

毎月 最終 火曜 の 328-1412 

18 世 紀 半 ば の 科学 知識 

レベ ル を 展示 。 優れ た 自然 科学 

者 ミハイル ・ ヴ ァ シ ー リ エ ヴ ィ イチ ・ 


ロモ ノー ソフ (1711 一 1763) 
の 研究 室 が あっ た 建物 内 に 
展示 室 が ある 。 


A.S. プ ー シ キ ン の 家 博 物 館 
“КВАРТИРА A.C. ПУШКИНА” 
(モス クリ の 全 ロ シア 

AS. ブ ー シ キ ン 博 物 館 の 分 館 ) 

© 2-h4 

モイ カ 川 岸 通り 12 

(Ha6. реки Мойки, 12) 

⑩ ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 

ゲ グリ ボ エ ー ド フ 運 河出 口 
511:00 一 17:00, 

休館 日 : 月 , 毎 月 最終 月 曜 


| ©314-0007, 311-3531 
| を $ ア レク サン ドル ・ セ ル ゲ ー ヴ 


ィ チ ・ ブ プー シキ ン (1799-1837) は 


| 偉大 な ロシア の 詩人 で 、 新 し い 
ロシア 詩 (韻文 と 散文 ) の 創始 | 


者 で ある 。 フラ ンス 大 使 の 息子 
ダン テス と の 宿命 的 な 決闘 の 日 


| まで 家族 と 共に モイ カ 川 沿い の 


住居 に 間借り し て いた 。 1837 年 
1 月 29 日 (2 月 10 日 ) 決 闘 で 
受け た 傷 が も と で 自身 の 書斎 
で 亡くな っ た 。 


| (Исаакиевская nn., 5) 


「 チ ャ イコ フス キー 肖像 画 」 
19 世 紀 末 の ロシア 音楽 の 「 顔 」 
1890 年 代 


(国立 サン クト ・ ペ テル ブル グ 
劇場 音楽 芸術 博物 館 分 館 ) 
G) 2-e6 

イサ ー ケ 広場 5 


® ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 下車 、 
イサ ー ク 広場 まで 。 
912:00~18:00, 

休館 日 : 月 火 , 毎月 最終 金曜 | 
の 314-5394, 314-5345 | 
世界 最大 の 楽器 博物 館 の 
ー つ 。 コ レク ショ ン は ヨー ロッ パ 、 
アフ リカ 、 近東 、 極 東 、 ロ シン ア 、 | 
バル ト 海 地方 、 ウ クラ イナ 、 中 央 | 
アジ ア 7 等 の 楽器 3000 点 以上 。 
その 中 に 有名 な 巨匠 に よっ て 制 
作 さ れ 、 こ こ に し か 保存 され て い 
な い 貴 重 な 楽器 が ある 。 館内 
ホー ル で は 講義 や コン サー ト が 
行わ れる 。 


アシ チャ 

アフ マー ト ヴ ァ 博物 館 
“МУЗЕЙ АННЫ АХМАТОВОЙ” l 
(シェ レ メ ー チ ェ フ 宮殿 内 ) | 


| © 3-а5 


フォ ンタ ンカ 川岸 通り 34 

(Ha6. реки Фонтанки, 34) 
(シェ レ メ ー チ ェ フ 宮殿 ) 
911:00~ 18:00, 

休館 日 : 月 . 毎 月 最終 水曜 

の 272-1811., 272-2211 | 
アン ナ ・ ア フ マ ー ト ヴァ | 
(1889 一 1966) は ロシア 叙情 | 


| 文学 に お ける 伝説 的 な 人 物 で | 


ある 。 シェ レ メ ー チ ェ フ 宮 殿 に 住 
ん で いた こと も ある 。 1990 年 代 
館内 に 彼女 に まつ わる 展示 室 | 
が 開設 され た 。 | 


アレ クサ ンド ル ・ 


| ブロ ー ク の 家 美 術 館 


| "MY3EM-KBAPTMPA А. БЛОКА” 


(国立 サン クト ・ ペ テル ブル グ 
歴史 博物 館 分 館 ) 

D 2-a70 

デカ ブリ スト 通り 57. 21 と 23 号 室 


———р 


911:00~18:00, 休館 日 : 月 
毎月 最終 水曜 の 311-7819 
ミハイル ・ ゾ ー シ ェ ンコ 
(1895-1958) ス ター リン 時 代 


(yn. Декабристов, 57, 

кв. 21, 23) 

Ж ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 下車 、 


英国 大 通り まで 移動 。 の 風刺 作家 、 小 ブル ジョ ア 的 
©11:00~ 18:00, 休館 日 : 水 | 価値 を 過 笑 し た 優れ た 小品 
の 113-8633 (ガイ ドッ アー 予約 ) | の 作家 。 こ の 建物 に 長年 住 
アレ クサ ンド ル ・ ブ ロー ク ん で いた 。 


(1880 一 1921) 偉 大 な 象徴 
主義 の 詩人 。 伝説 を 効果 的 に 


使い 、 歴史 と 社会 を 表す 詩 を | DL メン デレ ー エ フ の 家 
創作 する 。 ベ トロ グラ ー ド анак 
( 現 ペ テル ブル グ ) сщ. МУЗЕЙ-КВАРТИРА 


Д.И. МЕНДЕЛЕЕВА” 
D 2-04 

メン デレ ー エ フ 線 (リー ニヤ ) 2 
(Менделеевская линия, 2) 
® ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 

ә 下車 、 国立 ペテルブルグ 総合 
© 3-b8 RF 

カズ ニ ェ ー チ ヌィ 横丁 5/2 大 学 ま で 。 で 11:00~16:00, 
(Кузнечный nep., 5/2) | 休館 日 : 土日 の 328-2982. 
ウラ ジー ミル スカ ヤ 駅 328-9744, 328-9737 


F.M. ド スト エフ スキ ー 文 学 
記念 博物 

"ЛИТЕРАТУРНО- 
МЕМОРИАЛЬНЫЙ МУЗЕЙ 

Ф.М. ДОСТОЕВСКОГО" 


(Владимирская) ある い は @D. L メン デレ ー エ フ 
ドス ト エ フス カヤ 駅 (1834 一 1907) は 、 現 在 
(Достоевская) 世界 中 の 科学 者 が 使っ て いる 
011:00~18:00, 休館 日 : 月 有名 な 元素 周期 律 表 (1869) 
毎月 最終 水曜 の 311-4031 ЛЫН ыб: 
偉大 な 作家 の 生涯 を 展示 。 1880 年 、 ペ テル ブル グ 科 学 
アカ デミ ー 会 員 に 抜 所 され る が 、 
ES эл 世論 の 怒り を まね き 、 落選 し た 。 
MM ーー シェ ンコ 文学 | 長年 テル ブル グ 大 学 に 住み 、 
"IMTEPATYPHO- 働く 。 
МЕМОРИАЛЬНЫЙ МУЗЕЙ 
М.М. ЗОЩЕНКО" 
@ 2-15 " РЧА 
小 厩舎 通り 4/2, 119 号 室 UU ORINNI 
(Малая Конюшенная yn., сз ра НАБОКОВА? 
® 2-е 


4/2, кв. 119) 

Ж ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский проспект) 下車 、 
ゲ グリ ボ エー ド フ 運河 出口 


大 マル スカ ー ヤ 通り 47 
(Большая Морская ул., 47) 
ネフ スキ ー・ プ ロス ペク ト 駅 
(Невский Проспект) 下車 、 
イサ ー ク 広場 まで 移動 。 
с011:00~ 18:00, 

休館 日 月 の 315-4713 

$ 博物 館 は ウラ ジー ミル ・ 
ナボコフ (1899 一 1977) が 


生ま れ 、1919 年 まで 住ん だ 家 に 
る 。 ナボコフ は アメ リカ に 
帰化 し た 優れ た ロシア 人 


DI メン デレ ー エ 
1890 年 代 


ロリ ー タ 」 を 執筆 。 家 は 、 第 
会 の 議員 で 優れ た 法 
組 家 だ っ た ナボコフ の 父 の 


ЈЕМОРИАЛЬНЫЙ 
МУЗЕЙ-КВАРТИРА 
АКАДЕМИКА 

И.П. ПАВЛОВА" 
(ロシア 科学 アカ デミ 
LIP. パ ヴ ロ フ 記念 生 
理学 単科 大 学内 ) 


z ti 
E 


Же 


リス ・ ク スト ー ジ エフ [2 


© 2-а5 
ヴァ シー リー 島 7 番 線 (リー ニヤ ) 
11 号 室 (7 番 線 と シュ ミッ ト 中 尉 
川岸 通り の 角 ) 

7- линия, 2, кв. 11 
ヴァ シー リー 島 駅 
(Василеостровская) 
(541:00—17:00, 
ЖЕН: +H 

© 3323-7234 

も イヴァン ・ ペ トロ ー ヴ イチ ・ 
パ ヴ ロ フ (1849-1936) は 
偉大 な 生理 学者 で ある 。 
条件 反射 説 で ノー ベル 
賞 を 受賞 (1904 年 ) 。 


リム スキ ー・ 
コル サコ フ の 家 

記念 博物 館 
“МЕМОРИАЛЬНЫЙ 
МУЗЕЙ-КВАРТИРА Н.А. 
РИМСКОГО-КОРСАКОВА” 


ザー ゴロ ド ヌ ィ 大 通り 28 
(中 庭 の 離れ )3 階 
(Загородный np., 28) 
プー シキ ンス カヤ 駅 
(Пушкинская) 
911:00~18:00, 
休館 日 : 月 火 , 毎 月 最終 金曜 
@ 113-3208, 315-3975 

る ニコ ライ ・ ア レク セー ヴィ チ ・ リ ム 
スキ ー ニ コル サコ フ (1844 一 1908) 
「 サ トコ 」「 雪 娘 」「 皇 帝 の 花嫁 」 
「 金 鶏 」 等 、15 の 有名 な オペ ラ 
を 作曲 。 ロ シア 民謡 の 旋律 学 の 
達人 で 、 自 分 の 作品 の 中 に 
ロシア 民謡 の メロ ディ を 上 手 く 
組み 入れ た 。 


ョ ー ド ル ・ シ ャ ! 
1921 年 (国立 劇場 ・ 音 楽 芸術 博物 館 所 蔵 ) 


リャ ー ピ ン 肖 像 画 」 


F.I. シ ャ リャ ー ピ ン の 家 
記念 館 


“МЕМОРИАЛЬНАЯ КВАРТИРА 
Ф.И. ШАЛЯПИНА” 


グラ フ テ ィ オ 通 り 2- 6 
(Ул. Графтио, 2-6) 
(⑳⑩ ペトロ グラ ー ツ カヤ 駅 
(Петроградская) 


ヴァ シテ リー・ べ ペロ フウ 
「 ド スト エフ スキ ー 肖 像 画 」 
1872 年 


(042:00—18:00, 休館 日 : 

月 火 , 

毎月 最終 金曜 の 234-1056 
フョードル ・ シ ャ リャ ー ピ ン 
(1873-1938) 比類 な き バ パス ・ 
オペ ラ 歌 手 。 得 意 と し た の は 、 

「 ボ リス ・ ゴ ドゥ ノ フ 」 の 皇帝 ボリ ス 、 
「 フ ァ ウ スト 」 の メフィスト ファ レス 、 
「 プ スコ フ 人 」 の イヴ ァ ン 雷 帝 他 。 
1922 年 か ら 外 国 に 住む 。 


I サン クト ・ ペ テル ブル グ 近 郊 


ガッ チ ナ “ramma 
p. 210, 交通 - p.164 参 照 


国立 自然 保護 博物 館 
BIRE. 

“ГОСУДАРСТВЕННЫЙ 

МУЗЕЙ-ЗАПОВЕДНИК 

“ГАТЧИНА”” 

®10:00~ 18:00, 

休館 日 : 月 第 1 週 火 曜日 

Ф 8 (81371) 134-92* 


クロ ン シ ュ タッ ト 
“КРОНШТАДТ” 
р. 222, 交通 - p. 16428 


クロ ン シ ュ タッ ト 要 窒 
“КРОНШТАДСКАЯ КРЕПОСТЬ” 
住所 : カ ロン シュ タッ ト ., 

ヤ コ ー ル ナヤ 広場 1 
(Кронштадт, Якорная пл., 1) 
011:00=~ 18:00, 休館 日 : 月 火 
Ф 236-4713 


クロ ン シ ュ タッ ト 市 

歴史 郷土 博物 館 š 
“ИСТОРИКО-КРАЕВЕДЧЕСКИЙ 
МУЗЕЙ ГОРОДА КРОНШТАДТА” 
クロ ン シ ュ タッ ト , マカ ー ロ フ 通 り 3 
(マト ロス キー・ ク ラブ ) 
Кронштадт, Макаровская 
yn., 3, (Матросский клуб) 
®10:00~18:00, 

休館 日 : 土 日 の 236-4450 
ワロン シュ タッ ト 市 と 要塞 施設 
の 歴史 を 展示 。 


オラ ニ エ ン バウ ム 
“ОРАНИЕНБАУМ” 
р. 216, 交通 - p.164 参 照 


国立 自然 保護 博物 館 

「 オ ラニ エン バウ ム 」 
“ГОСУДАРСТВЕННЫЙ MY3EM- 
ЗАПОВЕДНИК “ОРАНИЕНБАУМ”” 
Ф 現在 修復 作業 中 の た め 、 
開館 日 時 に つい て は 電話 に て 要 
確認 。422-8016 


パ ヴ ロ フ スク “павловск” 
р. 200, 交通 p. 16528 


国立 自然 保護 博物 館 

「 パ ヴ ロ フス ク 」 
“ГОСУДАРСТВЕННЫЙ MY3EM- 
ЗАПОВЕДНИК “ПАВЛОВСК”” 
パ ヴ ロ フ スケ, 
革命 通り 20 


「 ベ リヴ ェ デ ルス キー の 
アポ ロン 像 」 

古代 彫刻 の 複製 
19 世 紀 初 頭 

( パ ヴ ロ フ スク 公園 ) 


1710 年 代 未 (②) 


(Павловск, yn. Революции, 
20) ©10:00~18:00, 
休館 日 : 金 の 470-2155 


ペ テ ル ゴ フ “пєтЕргоФ” 
p. 166, 交通 - p. 164 参 照 


国立 自然 保護 博物 館 
「 ペ テル ゴ フ 」 

“ГОСУДАРСТВЕННЫЙ 
МУЗЕЙ-ЗАПОВЕДНИК 
"ПЕТЕРГОФ”" 
51617 (Петергоф) 
Ф 427-7425 〇 噴水 :5 月 か ら 

9 月 中 旬 ま で 11 :00~17:00 

大 宮殿 : 冬 シー ズン 


休館 日 : A, 毎月 
最終 火曜 日 


D. 


Ж ネ ペ テル ブル 近郊 の 町 ( 例 : ガ ッ チ ナ 等 ) に ペテルブルグ 市 内 か ら 電 
まず 市 外 通話 用 の 「8」 を 押し 、 ブ ー と いう 音 の 後 、 (市 外 局番 ) と 電話 番号 を ダイ ヤル くだ さい 。 


ルド ヴィ ク ・ 
(ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー, エカチェリーナ 宮殿 ) 


11:00~18:00, 


モン ・ プ レジ ー ル | ピョートル 1 世 宮 殿 

宮殿 、 サ ロー ト | "ДВОРЕЦ ПЕТРА ІВ СТРЕЛЬНЕ" 
(岩窟 ) 、 礼 拝 堂 : 冬 シー ズ | ©10:30~ 16:00, 

ン は 閉館 。 他 博 物 館 は 


「 ア ンジ ェ リ カ と メド ー ル 」 
18 世 紀 半 ば (オラ ニ エ ン バウ ム , 中 


カラ ヴァ ッ ケ 
「 ピ ョ ー ト ル 1 世 の 娘 、 エ リザ ヴェ ー タ の 子供 時 代 の 肖像 画 」 


| 


土日 の み 開 館 。 夏 シ ー ズ ン 
(5 月 か ら 10 月 まで ) 

10:30~ 18:00, 休館 日 : 月 
毎月 最終 火曜 

モン ・ プ レジ ー ル 宮殿 : 浴場 棟 
は 水 ・ 毎 月 最終 火曜 閉館 。 

| エカチェリーナ 棟 は 木 ・ 毎 月 最 
| 終 月 曜 閉館 。 

| ベ ヌ ア ー 家 博物 館 
“МУЗЕЙ СЕМЬИ БЕНУА” 

ペ テ ル ゴ フ . 宮殿 広場 8 
(Петергоф, Дворцовая 
nn., 8) ©11:00~17:00, 
休館 日 : 土 日 の 427-9932 


Z F L.) + "ctre" 
р. 183, 交通 p. 16488 
| スト レ リ ナ ・ 


休館 日 : 月 , 毎月 最終 火曜 


チ ニ ヤ ロ ッ リ 


国 宮殿 の 漆喰 寝室 ) 


話 を か ける 場合 は 、 


の 421-4131 
スト レ し リナ 宮殿 は 、 

ピョートル 1 世 が ペテルブルグ か ら 
ロン シュ タッ トム 移動 する 際 の 
旅 の 宿泊 所 と し て 建て られ た 。 
ここ に は オリ ジ ナ ル の 家具 、 

ユニ ー ク な 私 物 、 皇帝 の 日 用 品 
が 保存 され て いる 。 


コン スタ ンチ ン 宮 殿 


“КОНСТАНТИНОВСКИЙ ДВОРЕЦ” 


(国立 コン プレ ックス 「 議 会 宮 


R) 
要 電話 確認 (上 記 参照 

の 438-54-40, 438-5360 
(ガイ ド ツ アー・ 展 示 部 ) 
公邸 、 歴 史 文化 保護 区 域 ・ 
FECI- OMEERND. 


ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー 
鉄 棚 の 一 部 


(Репино, 

Приморское шоссе, 411) 
®10:00~18:00, 休館 日 : 月 火 
の 231-6633, FAX 231-6828 
偉大 な 画家 イリ ヤ ・ エ フィ ー モ ヴ 
ィ チ ・ レ ー ビ ピン (1844 一 1930) が 最 
後に 住ん だ 家 。 


ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー 
“ЦАРСКОЕ СЕЛО” 
p. 184, 交通 - p.165 参 照 


国立 自然 保護 博物 館 

「 ツ ァ ー ル スコ エ ・ セ ロー」 
“ГОСУДАРСТВЕННЫЙ МУЗЕЙ- 
ЗАПОВЕДНИК "ЦАРСКОЕ СЕЛО"" 
ブー シキ ン . サ ドー ヴァ ヤ 通 り 7 
(Пушкин, Садовая yn., 7) 
@466-6669, 465-5308 


「 ペ ナー ティ 」 屋 敷 の イリ ヤ ・ レ ー ビ ピン の アト リエ 
レー ビン (中 央 ) は トル スト イ 死 亡 の 新聞 記事 を 読ん る で いる 。 
( 左 に 座っ て いる の は 作家 コル ニ 


レー ビン ノ "Репино" 
スタ ー ラ ヤ ・ ジ ェ レ ー ヴ ニャ 駅 
(Старая Деревня) から 

「 ゼ レノ ゴー ルク 」 
(Зеленогорск) 方 面 

バス に 乗り 「 ペ ナー ティ 」 
(Пенаты) 下車 。 


I.E. レ ー ピ ビン 屋敷 博物 館 
ナー テイ 」 
“МУЗЕЙ-УСАДЬБА 

И.Е. РЕПИНА “ПЕНАТЫ”” 
(ロシア 芸術 アカ デミ ー 科 学 
研究 博物 館 分 館 ) 

住所 : レ ー ビ ピノ プリ モー ルス カエ ・ 
シャ ッ セー( 沿 岸 環状 線 )411 


ェ イ ・ チ ュー コフスキー) 1910 年 


エカチェリーナ 宮殿 
“Екатерининский дворец” 
(540:00—17:00, 

休館 日 : X 毎月 最終 月 曜 


アレ クサ ンド ル 宮 殿 
“Александровский дворец” 
(540:00—17:00, 

休館 日 : 火 , 毎月 最終 水曜 

「 当 直 厩 舎 」 パ ヴィ リオ ン 

(ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー の 「 宮 廷 
4 輸 馬車 」 展 示 場 ) は 毎週 土日 
の み 開 館 : 〇 11:0017:00. 
冷 浴 場 と 斑 瑞 の 間 は 
10:00~17:00, 


1760 年 代 


「 二 対 の ホイ ー ル ロッ ク 拳 銃 」 


休館 日 : 月 火 

秋 ・ 夏 シー ズン 、 エカチェリーナ 
公園 大 池 に 渡し 舟 が ある 。 
®11:30~ 18:00, 休館 日 : 火 
チケ ッ ト 販 売 所 は エカチェリーナ 
хало 


リツ ェ イ 記念 博物 館 
"МЕМОРИАЛЬНЫЙ 
МУЗЕЙ-ЛИЦЕЙ" 

( 全 ロ シア 

AS ブー シキ ン 博 物 館 分 館 ) 


| | ー シ キ ン , サド ー ヴ ァ ヤ 通り 2 


(Пушкин, Садовая yn., 2) 
®10:30~16:30, 休館 日 : K, 
毎月 最終 金曜 の 470-7792 
$A.S ブー シキ ン 生 誕 175 周 年 
を 記念 し て 1949 年 に エ カ チ ェ リ 
ー ナ 宮殿 の リツ ェ イ ( 貴 族 学校 ) 
棟 に 設立 。 


I| ツア ー ル スコ エ ・ セ ロー 
歴史 博物 館 


“МУЗЕЙ ИСТОРИИ 
ЦАРСКОГО СЕЛА” 

ブ プーシキン, レオ ンチ エフ スカ ヤ 
通り 28 (Пушкин, 
Леонтьевская yn., 28) 
540:00—17:00, 

休館 日 : 木 金 の 466-5510 


シュ リッ セル ブル グ 


“ШЛИССЕЛЬБУРГ” 


フィ ン ラ ンド 駅 (レー ニン 広場 駅 
Площадь JIeHMHa) か ら 郊外 
電車 で 「 ペ トロ ワレ ー パ スチ 
(ピョートル 要塞 )」 
(「Terpokpenocrb) ま で 行き 、 
そこ か ら 船 で 。 ま た は 

® ディ ベン コ 通 り 駅 

(Улица 月 bi6eHko) か ら バ パス 

で シュ リッ セル ブル グ ま で 行き 、 
MT. 


411761710726 
「 オ レー シェ ク 」 
“ШЛИССЕЛЬБУРГСКАЯ 
КРЕПОСТЬ “ОРЕШЕК”” 
(中 央 海軍 博物 館 ・ 国 立 
サン クト ・ ペ テル ブル ゲ グ 歴 史 
博物 館 分 館 ) シュ リッ セル ブル グ ., 
オレ ー シ ェ ケル 要塞 
(Шлиссельбург, 
крепость Орешек) 
010:00~ 17:00 
(5 月 1 日 ~10 月 31 日 ) 


の 238-0679, 238-0511 

(ガイ ド ツ アー 予約 ) 

ほとん ど 三 角形 の 形 を し た 9 つ 
0052183 ЖЇЗ, AIP 
川 の 水源 ラド ガ 湖 の 石 の 多い 
小さ い 島 に あり 、16 世 紀 ノ ヴ ゴ 


シュ リッ セル ブル ゲ 要 寒 


ドレ ス デ ン ( ガ ッ チ ナ 武 器 庫 ) 


ロ ド 人 に よっ て 建設 され る 。 
1612 年 長い 包囲 の 後 、 ス ウェ 
ー デ ン 人 は 「 オ レー シェ ク 」 を 
占領 し スウ ェ ー デ ン 語 の 名 前 
「 ノ ー テ ブル グ 」 を つけ た 。 
1702 年 ロシア 軍 は 要 寒 を 取り 
戻し 、 そ の 後 要塞 は ピョートル 
1 世に よっ て シュ リッ セル ブル グ 
( 鍵 の 町 ) と 改名 され た 。 

18 世 紀 一 20 世 紀 初 頭 こ こ に 
は 皇帝 政治 犯 監獄 が あっ た 
囚人 の 中 に は 退位 させ ら 

れ た 皇帝 イヴ ァ ン 5 世 、 ノ ヴ 

ィ コ フ 、 デ カブ リス ト 達 が いた ) 。 
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大 コラ ー ル ・ ユ ダ ヤ 教 会 
“БОЛЬШАЯ ХОРАЛЬНАЯ СИНАГОГА" 
© 2-c70 

レー ル モ ン ト フ 大 通り 2 
(Лермонтовский np., 2) 


イス ラム 教 回 教 寺院 共同 体 
“СОБОРНАЯ МЕЧЕТЬ ОБЩИНЫ 
МУСУЛЬМАН” 

Ф 1-h6, p.150 

クロ ン ヴ ェ ル ク 大 通り 7 


(Кронверкский np., 7 ) 


が アン サン ゼ チョ イネ イ 仏教 寺院 
“БУДДИЙСКИЙ ХРАМ ДАЦАН 
ГУНЗЭЧОЙНЭЙ" 


р.152 
プリ モー ルス キー 大 通り 91 
(Приморский np., 91) 


使徒 聖 エ カテ リー ナ ・ ア ル メ ニア 教会 
“АРМЯНСКАЯ АПОСТОЛЬСКАЯ 
ЦЕРКОВЬ СВ. ЕКАТЕРИНЫ” 

© 2-j6, p.107 

ネフ スキ ー 大 通り 40 一 42 
(Невский np., 40—42) 


聖 エ カテ リー ナ 福 音 ル ー テ ル 派 
共同 体 


“ЕВАНГЕЛИЧЕСКО-ЛЮТЕРАНСКАЯ 
ОБЩИНА СВ. ЕКАТЕРИНЫ” 

G) 2-b3 

ヴァ シー リー 島 , パリ ショ イ ( 大 ) 大 
通り 1-a 


(Большой np. Васильевс- 
кого острова, 1-а 


聖 マリ ア 教 会 福音 ルー テル 派 教区 
“ЕВАНГЕЛИЧЕСКО-ЛЮТЕРАНСКИЙ 
ПРИХОД ЦЕРКВИ СВ. МАРИИ" 
Ф 2-15 
バリ シャ ヤ ・ カ ニュ ー シ ェ ン ナ ヤ 通 り 8-a 
(Большая Конюшенная yn., 8-а) 
ロシア 福音 ルー テル 派 教 会 
大 主教 管理 局 
“КАНЦЕЛЯРИЯ АРХИЕПИСКОПА 
ЕВАНГЕЛИЧЕСКО-ЛЮТЕРАНСКОЙ 
ЦЕРКВИ В РОССИИ" 

@)310-2665 
ネフ スキ ー 大 通り 22/24 

(Невский np., 22/24) 
処女 マリ ア 昇 天 カト リッ 主教 座 教会 |。 
“КАТОЛИЧЕСКИЙ КАФЕДРАЛЬНЫЙ 
СОБОР стин ДЕВЫ МАРИИ" 


第 1 赤軍 通り 11(1-』 Красно- 


армейская yn., 11) 


新 使徒 教会 
"НОВОАПОСТОЛЬСКАЯ ЦЕРКОВЬ" 
レー ニン 大 通り 113 
(Ленинский np., 113) 


ー マ ・ カ トリ ッ ク 教 会 
聖母 マ リア 教区 
“ПРИХОД ЛУРДСКОЙ БОГОМАТЕРИ 
РИМСКО-КАТОЛИЧЕСКОЙ ЦЕРКВИ" 
@ 3-c4 
コ ヴ ェ ン ス キー 横丁 7 
(Ковенский nep., 7) 


聖 エ カチ ェ リ ー ナ ・ ア レク サン ドリ ー ス 
カヤ (ロー マ ・ カ トリ ッ ク ) 教区 
“ПРИХОД СВ. ЕКАТЕРИНЫ 
АЛЕКСАНДРИЙСКОЙ 
(РИМСКО-КАТОЛИЧЕСКАЯ)" 

① 2-16, р.106 

ネフ スキ ー 大 通り 32 一 34 
(Невский np., 32-34) 


聖 イ エス の 心 

(ロー マ ・ カ トリ ッ ク ) 教会 

“ЦЕРКОВЬ СВЯТЕЙШЕГО СЕРДЦА 

ИИСУСА (РИМСКО-КАТОЛИЧЕСКАЯ)" 
バー ブシ キン 通り 57 

(yn. Бабушкина, 57) 


聖 スタ ニス ラフ (ロー マ ・ カ トリ ッ ク ) 
会 “ХРАМ СВ. СТАНИСЛАВА 

(РИМСКО-КАТОЛИЧЕСКИЙ)” 

印刷 工 同盟 通り 22 


(Ул. Союза Печатников, 22) 


聖 ミ カ ミカ 

n RE ПЖ, у 
“РУССКИЙ ЕВАНГЕЛИЧЕСКО-ЛЮТЕ- 

РАНСКИЙ ПРИХОД СВ. МИХАИЛА" 


聖 エ カテ リー ナ 教 会 


スレ ー Pad PEDE 
(Средний тр 

キリ スト ・ パ スト 福音 教会 
“ЦЕРКОВЬ ЕВАНГЕЛЬСКИХ 
ХРИСТИАН-БАПТИСТОВ” _ 

バリ シャ ヤ ・ ア ジョ ー ル ナヤ 通り 27 
(Большая Озерная yn., 27) 


聖 エ カテ リー ナ ・ ス ウェ ー デ ン ・ ル ー テ 
ル 派 教会 BEnckAg ЛЮТЕ- 


© 2-i5 
マー ラ ヤ ・ カ ニュ ー シ ェ ン ナ ヤ 通 り 


(Малая Конюшенная yn., 1—3) 
正教 会 
カザン 主教 座 聖堂 "KAaAHckwM 


КАФЕДРАЛЬНЫЙ СОБОР” 
® 2-6, p. 104 
カザン 広場 2(Kasancka nn., 2) 


Faz ER 

(「 ク リー チ と パス ハ 」) 
“СВЯТО-ТРОИЦКАЯ ЦЕРКОВЬ 
オブ ー ホ フス カヤ ・ オ ボロ ー ナ 大 
通り 235 (Пр. Обуховской 
Обороны, 235) 


海 の 主教 ニコ ライ 聖堂 

(ニコ ライ 神 現 者 ) Mopckow 
СОБОР СВЯТИТЕЛЯ НИКОЛАЯ 
ЧУДОТВОРЦА (НИКОЛО- 
БОГОЯВЛЕНСКИЙ)" 

22543 

(Никольская nn., 1/3) 


ネフ スキ ー 古 式 分 派 浴 岸 共同 体 ・ 
至 聖 生 神 女 教会 


“ЦЕРКОВЬ ЗНАМЕНИЯ ПРЕСВЯТОЙ 
БОГОРОДИЦЫ НЕВСКОЙ 
СТАРООБРЯДЧЕСКОЙ ПОМОРСКОЙ 


er 
カラ ヴァ エフ スカ ヤ 通 り 16 
(Караваевская yn., 16) 


ニコ ライ ・ 大 オフ チン スカ ヤ 教 会 
“НИКОЛЬСКАЯ 

БОШКО TINGKAR ЦЕРКОВЬ” 

メタ リス ト 大 通り 5 

(Пр. Металлистов, 5) 


аз AH Ара 
帝室 記念 正教 会 教区 
“ПРАВОСЛАВНЫЙ ПРИХОД ИМПЕ- 
РАТОРСКОГО МЕМОРИАЛЬНОГО 
СОБОРА ВО ИМЯ СВЯТЫХ 
АПОСТОЛОВ ПЕТРА И ПАВЛА" 

© 1-8, р. 28 

ペトロ パ ヴ ロ フ スカ ヤ 要 寒 


(Петропавловская 
крепость) 


РАНСКАЯ ЦЕРКОВЬ СВ. ЕКАТЕРИНЫ” 


聖 イ シド ー ル 教会 
聖母 マリ ア ・ ビ スカ リョ フ 教 会 教区 


"ПРИХОД БЛАГОВЕЩЕНСКОЙ 
ПИСКАРЕВСКОЙ ЦЕРКВИ" 
ビス カリ ョ フス キー 大 通り 41 


(Пискаревский np., 41) 


聖 イ シド ー ル 教会 
“СВЯТО-ИСИДОРОВСКАЯ ЦЕРКОВЬ” 
リム スキ ー ニ コル サコ フ 大 通り 24 
(Пр. Римского-Корсакова, 24) 


ウラ ジー ミル 

至 聖 生 神 女 イ コン 聖堂 

“СОБОР ВЛАДИМИРСКОЙ ИКОНЫ 
БОГОШАТЕРИ 

O 3-а7, p. 

住所 : ЛАРРИ 
(Владимирский пр., 20) 


使徒 アン ドレ イ ・ ペ ル ヴ ォ ズ ヴ ァ ン ヌィ 
聖堂 “COEOP АПОСТОЛА АНДРЕЯ 
ПЕРВОЗВАННОГО" 

®© 2-а4, р. 39 

ヴァ シー リー 島 .6 番 線 11 (Bacunb- 
евский остров, 6-я линия, 11) 


聖 使徒 に 準ずる ウラ ジー ミル 公 
HE «СОБОР СВЯТОГО PABHO- 
АПОСТОЛЬНОГО КНЯЗЯ ВЛАДИМИРА” 
O 7-8, р. 146 

ブロ ー ヒ ン 通 り 26 

(yn. Блохина, 26) 

聖 三位一体 聖堂 *cogop СВЯТОЙ 
ЖИВОНАЧАЛЬНОЙ ТРОИЦЫ" 
p154 

イズ マイ ロフ 大 通り 7-a 
(Измайловский np., 7-а) 

フョードル の 生 神 女 イ コン 聖堂 
“СОБОР ФЕОДОРОВСКОЙ ИКОНЫ 
БОЖЬЕЙ МАТЕРИ" 

タ ヴ ァ ー ル ヌィ 横丁 1-a 


(Товарный nep., 1-а) 


スパ ソー プレ オブ ラジ ェ ン スキ ー 
聖堂 "CnACO-PEO5PAOKEHCKMM 
СОБОР” 

© 3-b2, p. 138 

プレ オブ ラジ ェ ン スカ ヤ 広 場 1 


(Преображенская nn., 1) 


ガト ゥ ー エ フ 島 神 現 祭 教会 
“ХРАМ БОГОЯВЛЕНИЯ ren 
НА ГУТУЕВСКОМ ОСТРО! 

ド ヴ ィ ンス カヤ ( ドウ ヴイ サナ ) 通 り 2 


(Двинская yn., 


主教 ヴァ シー リー 大 帝 教 会 
“ХРАМ СВЯТИТЕЛЯ ВАСИЛИЯ 
ВЕЛИКОГО" _ 
国民 義勇 軍 通 り 22/2 


(Пр. Народного Ополчения, 
2212) 


ロメ ンス カヤ の モス クリ 
府 主教 
聖 ベ テ ロ 教会 
“ХРАМ СВЯТИТЕЛЯ 
ПЕТРА, 
МИТРОПОЛИТА 
МОСКОВСКОГО НА 
РОМЕНСКОЙ” 
ロメ ンス カヤ 通り 12 
(Роменская 
yn., 12) 


神学 者 イオ アン 教会 
“ХРАМ MOAHHA 
БОГОСЛОВА 
(ЛЕУШИНСКОЕ 
ПОДВОРЬЕ)” 

ネ ワ ラー ソフ 通り 31 
(Ул. Некрасова, 31) 


9 仏教 寺院 の 仏像 


仏教 寺院 


聖 イ オア 

クロ ン シュタ ッ ト 教 会 
"ХРАМ CB. 

ПРАВЕДНОГО MOAHHA 
КРОНШТАДТСКОГО” 
レス ノイ 大 通り 59. 
(Лесной np., 59) 


預言 者 イリ ヤ 教 会 
“ХРАМ ПРОРОКА ИЛИИ” 
革命 環状 線 75 


(Шоссе Революции, 75) 


ñ: КЕЕ, 大 学 付属 

ロシア 国 ゞ 

使徒 ペテロ ・/ РА 教会 

“ХРАМ АПОСТОЛОВ ПЕТРА 

И ПАВЛА (ДОМОВАЯ) ПРИ 
РОССИЙСКОМ ГОСУДАРСТВЕННОМ 
ПЕДАГОГИЧЕСКОМ УНИВЕРСИТЕТЕ 
ИМ. А.И. ГЕРЦЕНА" 

ガロ ー ハ ヴァ ヤ 通 り 18 

(Гороховая yn., 18) 


聖 シメ オン と アン ナ 教 会 *xpAM 
СВ. ПРАВЕДНЫХ СИМЕОНА БО- 
ГОПРИИМЦА И АННЫ ПРОРОЧИЦЫ" 


а: 
マハ ヴァ ー ヤ 通り 48 
(Моховая yn., 48) 


神 の 御 業 救世 主教 会 xpAM 
СПАСА НЕРУКОТВОРНОГО ОБРАЗА" 
カニ ュー シェ ン ナ ヤ ( 厩 舎 ) 広 場 1 


(Конюшенная nn., 1) 


大 天使 ミカ エル 教会 (宮殿 付属 ) 


“ЦЕРКОВЬ АРХАНГЕЛА МИХАИЛА 


(ДОМОВАЯ)" Ñ 
イン ジェ ニ ェ ー ル ナヤ 通り 
(Инженерная yn., 4) 


至 聖 生 神 女 教会 
“ЦЕРКОВЬ БЛАГОВЕЩЕНИЯ 
ПРЕСВЯТОЙ БОГОРОДИЦЫ 
プリ モー ルス キー 大 り 79 
(Приморский np., 79) 


至 聖 生 神女 マリ ア 教会 
“ЦЕРКОВЬ БЛАГОВЕЩЕНИЯ 
ПРЕСВЯТОЙ БОГОРОДИЦЫ" 


4-k3 

ヴァ シー リー 島 .8 番 線 67 
(Васильевский остров, 8-я 

линия, 67) 

БАА i た 人 の 奇跡 の 

イコ ン 生 神女 教会 *uEpkoBb 

БОЖИЕЙ МАТЕРИ - ЧУДОТВОРНОЙ 

ИКОНЫ ВСЕХ СКОРБЯЩИХ РАДОСТЬ 

(“С ГРОШИКАМИ”) 

オブ ー ホ フス カヤ ・ "オボロ ー ナ 大 通り 24 
(Пр. Обуховской Обороны, 24) 


至 聖 生 神女 イコ ン 教会 
“ЦЕРКОВЬ ИКОНЫ 
БОГОМАТЕРИ ДЕРЖАВНОЙ" 

ヴェ チェ ラー ノ フ 大 通り 105.2 棟 
(Пр. Ветеранов, 105, корп. 2) 


聖 十字 架 祭 ( コ サッ ク ) 教会 
“ЦЕРКОВЬ ВОЗДВИЖЕНИЯ 
ЧЕСТНАГО И ЖИВОТВОРЯЩЕГО 
КРЕСТА ГОСПОДНЯ (КАЗАЧЬЯ)” 
リー ゴ フ スキ ー 大 通り 128 
(Лиговский np., 128) 


キリ スト 復活 教会 "EpkoBb 

ВОСКРЕСЕНИЯ ХРИСТОВА" 

Е ドイ 連 河川 岸 通り 116 
la6. Обводного канала, 116) 


偉大 な 至 聖 生 神女 イコ ン 教 会 
“ЦЕРКОВЬ ДЕРЖАВНОЙ ИКОНЫ 
БОГОМАТЕРИ" 


文化 大 通り 4-a(Hp. Культуры, 4-а) 


至 聖 生 神女 イコ ン 教会 
"ЦЕРКОВЬ ИКОНЫ БОГОМАТЕРИ 
ВСЕХ СКОРБЯЩИХ РАДОСТЬ" 
シュ パレ ー KEPA a 
(nenepran ¥ yn., 35-a) 
至 聖 生 神女 HERES 
“ЦЕРКОВЬ ПОКРОВА 
ПРЕСВЯТОЙ БОГОРОДИЦЫ 
Spona Koro си" 
アレ クサ ンド ル 農 場 大 通り 2 

(Пр. Александровской. Sasa 20) 


国立 音楽 院 付属 

至 聖 生 神女 誕生 祭 教 会 
“ЦЕРКОВЬ РОЖДЕСТВА ПРЕСВЯТОЙ 
БОГОРОДИЦЫ (ДОМОВАЯ) ПРИ ГО- 
СУДАРСТВЕННОЙ КОНСЕРВАТОРИИ" 
劇場 広場 3 (Театральная nn., 3) 


聖 イ オア ン 預 言 者 誕生 教会 
“ЦЕРКОВЬ РОЖДЕСТВА 

СВ. ИОАННА ПРЕДТЕЧИ 
(ЧЕСМЕНСКАЯ)” 

р. 161 


整形 大 学 の 至 生 神 女 像 (p.150) 


レン ソヴィエト 通り 12 
(Ул. Ленсовета, 12) 


石島 の 聖 イ オア ン 預 言 者 誕生 教会 
“ЦЕРКОВЬ РОЖДЕСТВА СВ. ИОАННА 
ПРЕДТЕЧИ НА КАМЕННОМ ОСТРОВЕ" 


Р. 152. 
島 大 通り 83 
(Каменноостровский np., 83) 


керле 主教 


ЖЖ: "ЦЕРКОВЬ СВЯТИТЕЛЯ 


ПЕТРА, МИТРОПОЛИТА МОСКОВС- 
КОГО, ВСЕЯ РОССИИ ЧУДОТВОРЦА 
スタ ー チ カ ( ス トラ イキ ) 大 通り 208 。 
(Пр. Стачек, 208) 


使徒 ペトロ 教会 

"ЦЕРКОВЬ АПОСТОЛА ПЕТРА" 
ラフ チン スキ ー 大 通り 94 
(Лахтинский np., 94) 


シュ ヴァ ー ロ フ 墓 地 聖 アレ クサ ンド ル ・ 
ネフ スキ ー 大 公 教会 

“ЦЕРКОВЬ СВ. БЛАГОВЕРНОГО 
ВЕЛИКОГО КНЯЗЯ АЛЕКСАНДРА 
НЕВСКОГО НА ШУВАЛОВСКОМ 
КЛАДБИЩЕ” 

ヴィ ー ボ ル グ 環 状 線 106 
(Выборгское шоссе, 106) 

聖 大 狗 教 者 が オル ギ ウ ス 教 会 


“ЦЕРКОВЬ СВ. ВЕЛИКОМУЧЕНИКА 
ГЕОРГИЯ ПОБЕДОНОСЦА” 


大 コラ ー ル ・ ユダヤ 教会 
モス クワ 環状 線 3 


(Московское шоссе, 3) 


EP ЖУЙ ЖЛ ЖА 
ЖЖ (777 /)“UEPKOBb СВ. 
ВЕЛИКОМУЧЕНИКА ГЕОРГИЯ 
пов=доносцА В КУПЧИНЕ" 
#712045 

(Пр. Славы, 45) 


PAARA KS- 

ソル ンス キー 教会 EpkoBb CB. 
ВЕЛИКОМУЧЕНИКА ДИМИТРИЯ 
СОЛУНСКОГО” 

ウシ ンス キー 通り 5.1 棟 


(Ул. Ушинского, 5, корп, 1) 


ирк Е ЫЈ: 
ソル ンス キー 教会 (コロ ミ ャ ー ギ ) 
“ЦЕРКОВЬ СВ. ВЕЛИКОМУЧЕНИКА 
ДИМИТРИЯ СОЛУНСКОГО B 
КОЛОМЯГАХ" _ 

1 ニキ ー チ ン 通 り 1 


(1-я Никитинская yn., 1) 


g 大 狗 教 者 ・ 治 癒 者 
パン テレ イモ ン 教 会 
“ЦЕРКОВЬ CB. 
ВЕЛИКОМУЧЕНИКА 
И ЦЕЛИТЕЛЯ 
ПАНТЕЛЕИМОНА" 
フェ ルム スコ エ 


EXE“ 治癒 者 
パン テレ イモ ン 教 会 
“ЦЕРКОВЬ CB. 
ВЕЛИКОМУЧЕНИКА 
И ЦЕЛИТЕЛЯ 
ПАНТЕЛЕИМОНА” 
© 2-m3, p.137 
ペ ス テ リ 通 り 2-a 
(Ул. Пестеля, 2-а) 
セラ フィ ム 墓 地 の 

セラ フィ ム ・ 

ロフ 教会 
Я “ЦЕРКОВЬ CB. ПРЕПО- 
{| ДОБНОГО СЕРАФИМА 
САРОВСКОГО НА СЕРА- 
Фимовском 
КЛАДБИЩЕ" 
セレ ブリ ャ コ フ 横 丁 1 
(Серебряков пер., 1) 


修道 院 
ノヴォ ジェ ー ヴ ィ チ ー 女 子 修道 院 


"BOCKPECEHCKMM НОВОДЕВИЧИЙ 
ЖЕНСКИЙ" 

モス クワ 大 通り 100 

(Московский np., 100) 

イオ アン 宗務 院 直 属 女子 修道 院 
"MOAHHOBCKMM 
СТАВРОПИГИАЛЬНЫЙ ЖЕНСКИЙ” 
@ 1-01 

カル ポ フ カ 川 岸 通り 45 

(Ha6. реки Карповки, 45) 


жш. АДЫ ドル ・ 
まあ 大 修道 院 
"СВЯТО-ТРОИЦКАЯ АЛЕКСАНДРО- 
НЕВСКАЯ ЛАВРА" 
© 3-10, р. 142 
修道 院 川 岸 通り 1 
(Наб. реки Монастырки, 1) 


オプ ブチ ナ ・ ブ ステ 

Б ЕИ ORES 
“УСПЕНСКОЕ ПОДВОРЬЕ 

оптиной ПУСТЫНИ" 

@ 4-т7 

シュ ミッ ト 中 尉 川岸 通り 27/2 

(Ha6. Лейтенанта Шмидта, 27/2) 


全 宗 教 の 都 


18 世 紀 ま で ロシア は 純粋 な 正教 国 で あり 、 全 国民 
は (自発 的 で あれ 、 強制 的 で あれ ) 正教 儀礼 に 従い 、 
洗礼 を 受け な けれ ば な ら な か っ た 。 信教 の 自由 に 関す 
る 法 (1702 年 ) は ピョートル 1 世に よる ヨー ロッ パ か ら 専 
門 家 の ロシア へ の 招 際 と 関連 が ある 。 ピ ョ ー ト ル は 彼ら 
に まず 信教 の 自由 を 保障 し た 。 

ペテルブルグ で 最初 に 合法 化 さ れ た の は ルー テル 派 

会 で あり 、 ペ トロ パ ヴ ロ フ スカ ヤ 要 塞 内 に 小さ な 木造 

会 「 聖 アン ナ 教 会 」 が 建立 され た (1704 年 ) 。 ペ テル 
ブル グ の カト リッ ク 教区 に 関す る 最初 の 記述 は ほぼ 時 
を 同じ くし て いる (1710 年 に ビ ョ ー ト ル 1 世 は カト リッ ク 教 
徒 で ある 、 建築 家 ド メニ コ ・ ト レツ ィ ー ニ の 息子 の 洗礼 
父 と な っ た 。 これ に 関し て は 聖 エ カテ リー ナ 教 区 に 関す 
る 本 の 中 で 書か れ て いる ) 。 同年 1710 年 に 宮廷 庭師 
ペー ター・ フ ァ ン ・ デ ル ・ ガ ル は ギリ シャ 人 村 (ミリ オン ナヤ 
通り ) の 地 角 を 教区 に 譲り 、 直ちに この 地 に ペ テ ル ブ ル 
ク 初 の カト リッ ケ 寺 院 が 建立 され た 。 

1763 年 7 月 に エカチェリーナ 2 世 は 「 ロ シア に 住み 着い 
た 全 民 族 に 対す る 教会 儀礼 の 自由 」 に 関す る 勅 令 を 
発布 し た 。 2 つの 首都 で は 様々 な 宗派 の 教会 建立 の 
た め 、 場所 が あて が われ 、 ネ フス キー 大 通り に は 石造 の 
カト リッ ク 教 会 、 ア ル メ ニア 教会 が 建立 され た 。 

19 世 紀 の 帝 国 の 拡大 、 領 土 拡大 に より 、 首都 に 
他 宗 教 の 代表 部 設立 が 急務 に な っ た 。 アレ クサ ンド 
ル 3 世 は 最初 の シナ ゴー グ の 建立 を 許可 し た 。 ニコ ライ 
2 世 の 治世 に モス ク 、 仏教 寺院 が 建立 され た 。 この よう 
に し て 、 ペ テル ブル ク は 20 世 紀 初 頭 ま で に 世界 最大 宗 
教 で ある キリ スト 教 、 ユ ダ ヤ 教 、 イ スラ ム 教 、 仏 教 の 代 
表 部 、 寺 院 を 有する 首都 へ と 変貌 を 遂げ た の で ある 。 

最初 の 古 プ ロ テ ス タン ト 墓 地 で ある スモ レン スコ エ ・ 
ルー テル 墓地 は 18 世 紀 半 ば に 建立 され た (ヴァ シー リ 
ー 島 、 ス モレ ンカ 川岸 通り 、27)。 この 墓 に は 学者 で あ 
る B. ヤ コピ 、V. バ ルト ー ル ト 、F. ブ ラン ト 、P.P. ス ーシュ キ 
ン 、V. ド クチ ャ エフ 、 中 央 アジ ア の 研究 者 P. コ ズ ロ フ 、 
建築 家 V. シ ュ レ ー タ ー 、 オデ ッ サ の 建設 者 H. ド ・ リ パ 
ス 将 官 、 政 治 家 K. ネ ッ セ リロ ー デ 、E. エ ン ゲ リガ ルト 、 
A. ベ タン カール 等 が 眠っ て いる 。 最初 の (ヴィ ー ボ ル グ ) 
カト リッ ク 墓 地 (アル セナ ー リ ナヤ 通り 、 8) 建立 は 
1839 年 の ニコ ライ 1 世 の 娘 と ロイ ヒ テ ンベルグ 公爵 の 結 
婚 と 関係 が ある 。 1850 年 代 に 作ら れ た 墓 に は カト リッ 
寺院 、 病 院 、 養 老 院 が 含ま れ て いる 。 ここ に は ベ ヌ 
ア 家 と ポト ツキ ー 伯 爵 家 の 墓地 が あっ た 。 こ の 墓地 に 

ペテルブルク の 出版 者 A. ブ リュ シャ ル 、 芸術 家 ヨ セ フ ・ 
イヴ ァ ー ノ ヴィ ッ チ ・ シ ャ ルル マー ニュ 他 が 葬 ら れ た 
(革命 後 、 全 て の 墓 が 喪失 し た ) 。 1939 年 5 月 に この 
墓地 は 解体 され 、 高 名 な 芸術 家 F. ブ ルー ニ 、K. ダ ン 
ザ ス ( プ ブー シキ ン の 付添 い 人 ) 、 水 彩 画家 し プレ マッ ツィ 
を 含む お 4 つの 墓碑 は アレ クサ ンド ル ・ ネ フス キー 修道 院 
の 芸術 大 家 墓 地 に 移さ れ た 。 
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地図 1-4 


あ 


アー ニチ コ フ 橋 2-m7 

青い 橋 2-7 

赤い 橋 2-97 

アジ ョ ー」 лт 3-44 

アス トラ ハン スカ ヤ 通 り 1-k5 

アブ チェ ー カ ルス カヤ 川岸 通り 1-i1 
アプ チェ ー カ ルス キー 大 通り 1-01 
アプ チェー カ ルス キー 横丁 2-3 
アプ チェ ー カ ルス キー 橋 142 

アプ ラク シン 横丁 2-i9 

アル チレ リー スカ ヤ 通 り 3-b3 

アレ クサ ンド ル 公 園 1-f1 

アレ クサ ンド ル 庭 園 2-f5 

アレ クサ ンド ル ・ ネ フス キー 橋 3-48 
アレ クサ ンド ル ・ ネ フス キー 広場 3-h9 
アレ ワサ ンド ル ・ ネ フス キー 通り 3-h8 
アン タネ ンコ 横丁 2-48 


い 


イェ フ パ トー リス キー 横丁 1-k4 

イオ アン 橋 1-g8 

石島 大 通り 1-g7 

石橋 2-h8 

イサ ー ク 広場 2-f7 

イス ポル コー モ フ ス カヤ 通り 3-g8 
イタ リア (イタ リヤ ンス カヤ ) 通り 2-m6 
印刷 工 同盟 通り 2-b10 

イン ジェ ニ ェ ー ル ナヤ 通り 2-k7 


5 
「 ヴ ァ シ ー リ ー 島 」 庭 園 4-17 
ヴァ スタ ー ニ ヤ ( 蜂 起 ) 通 り 3-c5 


ヴァ スタ ー ニ ヤ ( 蜂 起 ) 広 場 3-d6 
ヴィ ー ボ ルス カヤ 通り 1-m3 

ヴィ レ エ ンス キー 横丁 3-e3 

ヴ ヴ ェ ジ ェ ン スカ ヤ 通 り 1-d6 

ヴェ セー リナ ヤ 通 り 4-f8 

上 の 白鳥 橋 2J2 

ヴォ スコ フ 通 り 1-e5 

ヴォ ズ ネ セン スキ ー 橋 2-9 

ヴォ ズ ネ セン スキ ー 大 通り 2-f10 
ヴォ ル ホ フ 横丁 2-b2 

海 の 名 誉 大 通り 4-e9 

ウラ ジー ミル 大 通り 3-a6 

ウラ ジー ミル 広場 3-a7 

ウラ リス カヤ 通り 441 

ウラ ル 橋 4-k2 


え 


英国 大 通り 2-a9 
英国 川岸 通り 2-c6 
エフ ィ ー モ フ 通 り 2-h10 


お 


オー スト リア 広場 1-g5 

オス トロ ウ モ フ 通 り 4-46 

オス トロ フス キー 広場 2-k7 

オド エフ スキ ー 通 り 4-e2 
オフ ィ ツ ェ ー ル スキ ー 横 丁 1-a6 
オ ポ チ ー ニ ン 庭 園 

オ ポ チ ー ニ ン 
オラ ニ ンジ バウ ムスカ ヤ 

(オラ ニ エ ン バウ ム ) 通り 1-c4 
オル ジ ナ ー ル ナヤ 通り 1-e3 
オレ ン ブ ル ス カヤ 通り 1-k5 


か 


ガー ザ ヴ ァ ヤ 通り 1-62 

カー シン 橋 2-с10 

カー メン ナオ スト ロフ スキ ー 
(石島 ) 大 通り 1-97 

カー メン ヌィ ( 石 ) 橋 2-h8 

カー ルポ フカ 川 nge 
カー ルポ フス キー (カル ポ フ ) 橋 1-d1 
海軍 省 運河 2-b8 
海軍 省 大 通り 2-e6 
海軍 省 川岸 通り 2-e5 

カヴァ レル ガー ツル カヤ 通り 3-h2 
ガ ヴ ァ ン スカ ヤ 通 り 4-e7 
ガガーリン 通り 2-m1 

カ ザ ー ル メン ヌィ 横丁 1-43 
カザン スカ ヤ 通 り 2-h7 
カザン スキ ー 橋 2-16 

ガッ チン スカ ヤ ( ガ ッ チ ナ ) 通り 1-c4 
カト フス キー 通り 1-i4 

カナ レー チ ナ ヤ 通 り 4-g8 

カニ ュー シェ ン ヌィ (厩舎 ) 橋 2-i4 
カニ ュー シェ ン ナ ヤ ( 厩 舎 ) 広 場 2-i4 


通り 名 | 


カム スカ ヤ 通 り 4-h2 
カラ ヴァ ン ナ ヤ 通 り 2-m6 
カラ コー リナ ヤ 通 り 3-b7 
カラ ブレ スト ライ ー チ ェ リ 
(造船 工 ) 通 り 4-b3 
カラ ブレ スト ライ ー チ ェ リ 
GEMI) 4-b1 
カル タ シ ヒン 通り 4-7 

ガレ ー ル ナヤ 通り 2-b7 
ガレ ー ル ヌィ 横丁 4-c6 
ガロ ー ハ ヴァ ヤ 通 り 2-g7 
カロ ー メ ンス カヤ 通り 3-b8 
ガン グ ツ カ ヤ 橋 2-m3 


き 


で 


キー ロ チ ナ ヤ 通 り 3-b2 
キム 大 通り 4-g2 
キリ ー ロ フス カヤ 通り 3-g5 
キル ピー チヌ ィ 横 丁 2-g6 
厩舎 橋 2-i4 

厩舎 広場 2-i4 
宮殿 川岸 通り 2-h3 


場 2-g 
教授 イヴ ァ ー シ ェ ン ツ ォ フ 通 り 3-9 
銀行 橋 2-i7 
銀行 横丁 2-i8 


く 


クー イブ ィ シ ェ フ 通 り 1-i6 

クズ ニ ェ ー チ ヌィ 横丁 3-b8 

クト ゥ ー ゾ フ 川 岸 通り 2-m1 
クラ ー ス ヌイ ・ テ クス チー リ シ ク 通り 3-14 
グラ ジュ ダン スカ ヤ 通 り 2-f9 
クラ スナ セー リス カヤ 通り 1-c5 
クワ ラス ヌィ ・ ク ル サ ン ト 通り 1-a6 
クラ ピ ヴ ヌィ 横丁 1-k1 

クリ ニー チェ スカ ヤ 通 り 1-m6 
ガリ フツ ォ ー ブ 横丁 2-08 
グリ ボ エ ー ド フ 運 河 2-17 

クリ ュー コ フ 運 河 2-c9 

ガリ ンカ 通り 2-d10 

グレ ー チ ェ ス キー 大 通り 3-d5 
グレ ナ デ ル スカ ヤ 通 り 1-k2 

ガレ ナ デ ル スキ ー 橋 142 

クレ ノー ヴァ ヤ 通 り 2-m5 

クレ メン チュ ー ゲ スカ ヤ 通 り 3-f10 
グロ ー ド ネン スキ ー 横 丁 3-d3 
クロ ポト キン 通り 1-e5 
カロン ヴェ ルク 海峡 1-f8 

クロ ン ヴ ェ ル ク 川 岸 通り 1-e8 
クロ ン ヴ ェ ル スカ ヤ 通 り 1-f5 
クロ ン ヴ ェ ル スキ ー 大 通り 1-47 
クロ ン ヴ ェ ル スキ ー 橋 1-e9 


け 


芸術 広場 2J5 

劇場 広場 2-d9 

建築 家 ロ ッ シ 通り 2-k8 

ゲス レロ フス キー (ゲス レロ フ ) 橋 1-41 


- 
Га 


コー ヴェ ンス キー 横丁 3-c4 

コク ーシュ キン 橋 2-99 

コ サ ヤ ・ リ ー ニ ヤ ( 線 ) 4-i8 

コジ ェ ヴ ェ ン ナヤ ・ リ ー ニ ヤ 4-f10 

コノ ザ ヴ ァ ル デイ スキ ー 並 木 通り 2-c7 
コノ ザ ヴ ァ ル デイ スキ ー 横 丁 2-c7 

コミ ッ サル ・ ス ミル ノ フ 通 り 1-m4 

コル ピン スカ ヤ ( コ ルビ ピナ ) 通り 1-c5 
コル ブス ナヤ 通り 1-a4 

コロ レン コ 通り 3-b3 

コン スタ ンチ ン ・ ザ スロ ー ノ フ 通 り 3-b10 
ゴン チャ ー ル ナヤ 通り 3-е7 

コン ナヤ 通り 3-f7 


* 


ザー ゴロ ド ヌ ィ 大 通り 2-k10 
サー ハル ヌィ 横丁 1-k5 
サー ブリ ンス カヤ 通り 1-e6 
サド ー ヴ ァ ヤ 通り 2-j7 

ザ ネ フス キー 大 通り 3-8 
サビ ョ ー ル ヌィ 横丁 3-c3 
ザ ミ ャ ー チ ン 横 丁 2-c6 
ザヤ チー( 兎 ) 横 丁 3-g3 
サラ ー ト フス カヤ 通り 1-k5 
サン プリ ソニ エフ スキ ー 
(サン ブリ ソン) 庭園 1-m2 
サン プリ ソニ エフ スキ ー 
(サン プ ソ ツ ) 橋 1-16 


し 


ジー ヴェ ンス カヤ 通り 1-g5 
シー リン 橋 1-e1 

ジェ ー ツ カヤ 通り 4-h9 

ジェ グチ ャ ー ル ナヤ 通り 3-f5 
ジェ グチ ャ ー ル ヌィ 横丁 3-h4 
シェ エズ ジン スカ ヤ 通 り 1-c7 
シェ フチ ェ ン コ 通 り 4-6 

シェ ル バ コ フ 横 丁 2-m8 

ジェ レズ ナ ヴ ォ ー ツ カヤ 通り 4-f1 
シキ ペル スキ ー 水 路 4-c6 
シキ ペル スキ ー 庭 園 4-e9 
シキ ペル ナヤ 運河 4-c7 


シノ ー プ スカ ヤ 川 岸 通り 3-h8 
シャ ムシ ェ フ 通り 1-c4 

ジャ ン ブ ー ル 横丁 2-k10 
ジュ ー コ フ 通 り 3-5 

シュ パレ ー ル ナヤ 通り 3-h1 

3 ト 中 尉 橋 2-b6 

2 チン スキ ー 大 通り 3-k7 
ミッ ト 中 尉 川岸 通り 4-k8 
カニ ュー シェ ン ヌイ ( 友 舎 ) 橋 2-j4 
小 グ レベ ウツ カー ヤ 通 り 1-b6 
小 ネヴァ 川 2-b1 

小 ネ フカ 川 1-a9 

小 パサ ー ツ カヤ 通り 1-i6 
小 プ シカ ー ル スカ ヤ 通 り 1-e5 
小 マ ネー トナ ヤ 通 り 1-h5 


新 ス モレ ンス カヤ 川岸 通り 4-c1 


す 


スィ ー ト ニン スカ ヤ 通 り 1-e6 
ス ヴ ェ チ ノイ 横丁 3-b9 

ズ ヴ ェ リン スカ ヤ 通り 1-c7 

ス ヴ ォ ー ロ フ 大 通り 3-e6 

ス ヴ ォ ー ロ フ 広場 2j2 

スタ ハ ノ フ ツィ 通り 3-m8 

スタ ラ ルー スカ ヤ 通 り 3-g6 
スト レミ ャ ン ナヤ 通り 3-b6 
スパ ー ス キー 横丁 2-g8 

スモ ー リ ヌィ 大 通り 3-j2 

スモ リャ チコ フ 通 り 1-k1 

スモ レン カ 川 4-c2 

スモ レン スカ ヤ 川 岸 通り 3-k1 
スモ レン スキ ー 橋 4-i2 
スレ ー ド ヌィ (中 ) 大 通り 4-]5 


(セミ ョ ー ノ フ ) 橋 2-10 
セン ナヤ 広場 2-g9 
セン ノイ 橋 2-g9 


Е 


ゾー ロ ギ ー チ ェ ス キー 横丁 1-09 
第 2 リヴ ェ ツ カヤ 通り 3-d6 

第 3 リヴ ェ ツ カヤ 通り 3-e6 

第 4 リヴ ェ ツ カ ヤ 通り 3-6 

第 5 リヴ ェ ツ カ ヤ 通り 3-6 

第 6 リヴ ェ ツ カヤ 通り 3-f5 

第 7 リヴ ェ ツ カヤ 通り 3-05 

第 8 リヴ ェ ツ カ ヤ 通り 3-f4 

第 9 リヴ ェ ツ カヤ 通り 3-44 

第 10 リ ヴェ ツ カ ヤ 通り 3-04 


た 


ダー リ 通 り 1-b1 

大 オフ チン スキ ー 橋 

( ビ ョ ー ト ル 大 帝 橋 ) 3-k3 
大 学 川岸 通り 2-c5 


(サン ブ ソ リン) 大 通り 1-k3 
大 ゼ レ ー ニ ナ 通 り 1-a3 

大 ネヴァ 川 2-d5, 4-k9 

大 ネフ カ 川 13 

大 パサ ー ツ カヤ 通り 1-h5 
大 ブシ カー ルス カヤ 通り 1-c6 
大 ボ ジ ヤ チェ スカ ヤ 通 り 2-e10 
大 マネ ー ト ナヤ 通り 1-h4 

大 モス クワ 通り 3-a8 

大 ラズ ナチ ン ナ ヤ 通 り 1-a4 
タ ヴ リー ダ 庭 園 3-f1 

タ ヴ リー チェ スカ ヤ 

( タ ヴ リー ダ ) 通り 3-92 


タタ ー ル スキ ー 横 丁 1-d7 
タル ゴー ヴィ 橋 2-c10 
タル ゴー ヴィ 横丁 29 


ち 


チェ ー ホ フ 通 り 3-b4 

チェ ル ヌ ィ シ ェ フ スキ ー 大 通り 3-c1 
チェ ル ヌ イシ ェ フ スキ ー 庭 園 3-f6 
チェ ル ヌ イィ ホー フスキー 通り 3-c10 
チェ ル ノ レ ツキ ー 横 丁 3-g9 

チカ ー ロ フス キー 

(チカ ー ロ フ ) 大 通り 1-b4 

チャ イコ フス キー 通り 3-b1, 2-m2 
チャ パー エフ 通り 1-45 

中 書記 官 通り 2-e9 

中 ガ ヴ ァ ン スキ ー 大 通り 4-18 


て 
デカ プリ スト 通り 2-49 
デカ ブリ スト 橋 2-c9 
ZINA т) 広場 2-e6 


デミ 
テレ ー a H 3-g9 


と 


トゥ ー チ コブ 横 丁 2-b2 

トゥ ー チ コ フ 橋 2-a1, 1-а9 

ドゥ ー ム スカ ヤ 通り 2-17 

トゥ ー リ スカ ヤ 通 り 3-i2 

ト ヴ ェ ー ル スカ ヤ 通 り 3-h1 

ドス ト エ フス キー 通り 3-a9 

ドブ ロリ ュー ボ フ 大 通り 2-e1 

トラ ンス ポル ト ヌ ィ 横丁 3-c10 
取引 所 橋 2-e2 

取引 所 広場 2-2 
取引 所 線 ( リ ー ニ ヤ ) 2-c2 

トロ イツ キー( 三 位 一 体 ) 橋 1-h9 
トロ イツ カヤ (三位一体) 広場 1-h8 


| 


% 


夏 の 庭園 2-k3 

ナ ヒ ー モ フ 通り 4-с4 
ナリ ー チ ナヤ 通り 4-43 
ナリ ー チ ヌィ 横丁 4-d5 
ナリ ー チ ヌィ 橋 4-d2 


ね 


ネイ シュ ロ ツ キー 横丁 1-m2 
ネ ワ ラー ソフ 通り 3-c4 
ネス テロ フ 横 丁 1-c7 

ネフ スキ ー 大 通り 2-g5, 3-e7 


の 


ノヴォ チェ ルカ スキ ー 大 通り 3-m5 
ノ ヴ ゴ ロ ツ カヤ 通り 3-h5 


は 


ハー リコ フス カヤ 通り 3-e8 
バー ロ チ ナヤ 通り 1-a1 
バー ロ チ ヌィ 橋 1-a1 

バク ー ニ ン 大 通り 3-f7 
白鳥 運河 川岸 通り 2-k3 
バス コブ 横 丁 3-c3 

パラ ー ド ナヤ 通り 3-e3 

バラ ヴァ ー ヤ 通り 3-a10 

パリ シャ ヤ ・ カ ニュ ー シ ェ ン ナ ヤ 
(大 厩舎 ) 通 り 2-h5 

バリ シャ ヤ ・ マ ルス カー ヤ 
(大 海 ) 通 り 2-g6 

バリ ショ イ (大 ) 大 通り 

ヴァ シー リー 島 2-b4, 4-i7, 2-b4 
パリ ショ イ ( 大 ) 大 通り , 

ペトロ ガラ ツ カ ヤ ・ ス トラ ナー 1-b7 
パリ ショ イ ・ カ ニュ ー シ ェ ン ヌ イィ 
(大 厩舎 ) 橋 2-h3 

バル マレ ー エ フ 通 り 1-d3 
ハル ラー モ フ 橋 2-e10 
パン テレ イモ ン 橋 2-k4 


ひ 


ピー サレ フ 通 り 

ピオ ネー ルス カヤ (ビオ ネー JL) 通り 1-b6 
ピョートル 川岸 通り 1-i18 

ビラ ゴ フ スカ ヤ 川 岸 通り 1-k7 


ピロ ゴ フ 横丁 2-e8 
ピン スキ - 横 丁 1-45 


5 


ファ ナー ルナ ヤ 通 り 3-e4 
ファ ナー ル ヌ ィ 橋 2-e8 

フィ ン リ ャ ン ツ キー 

(フィ ン ラ ンド ) 大 通り 1-k6 
ブー シキ ン 通 り 3-c7 

ブー ドジ ュ ス カヤ 通り 1-b3 
フォ ー キ ン 通 り 1-k3 

フォ ンタ ンカ 川 | 2-m4 

フォ ンタ ン ナ ヤ 通 り 3-e4 
フォ ンタ ン ヌ ィ 横 丁 2-e8 
武器 エフ ョ ー ド ロフ 通り 2-m2 
ブシ カー ルス キー 横丁 1-e5 
プラ ー チ ェ チ ヌィ 橋 2-k1 

プラ ー チ ェ チ ヌィ 横丁 2-d8 
プラ ヴ ダ 通り 2-m10 

フラ ボ ヴ ィ ツ キー 橋 2-a8 
プリ バル チー スカ ヤ 広 場 4-b4 
ブル ー タ ロフ 通り 1-e3 

フル シュ タッ ツ カ ヤ 通り 3-b1 
「 ブ ルト ゥ キー」 庭 園 3-e4 
プロ ヴィ アン ツ カ ヤ 通り 1-48 
ブロ ー ヒ ン 通 り 1-57 

冬 の 小 運河 2-h4 
文学 家 通 り 1-f1 


へ 


ベー リン グ 通 り 4-a3 

ベー リン スキ - 通 り 3-a4 

ベー リン スキ ー 橋 2-m5 

平和 通り 1-f5 

ベス テリ 通り 3-a2, 2-m4 

ベト ログ ラー ツ カ ヤ 川岸 通り 1-14 
ペトロ ザ ヴ ォ ー ツ カヤ 通り 1-b3 
ペトロ パ ヴ ロ フ スキ ー 橋 1-42 
ペ ニ コ ヴァ ヤ 通 り 147 

ペ フ チェ スキ ー 橋 2-h4 

ペ フ チェ スキ ー 横 丁 1-h5 
ヘル ソン スカ ヤ 通 り 3-g7 

ヘル ソン スキ ー 横 丁 3-h7 
ベレ クー プ ノ イ 横丁 3-97 

ペレ ヴォ ズ ノ イ 横 丁 3-m7 


ポ ヴ ァ ー ル スコ イ 横 丁 3-b7 
蜂起 通り 3-c5 

蜂起 広場 3-d6 
ポー ロ ゾ フ 通り 1-43 

ポジ ヤ チ ェ ス キー 橋 2-e9 
ポチ ェ ル ー エ フ 橋 2-c8 
ポチ タム ツ カ ヤ 

(中 央 郵便 局 ) 通 り 2-d7 
ポチ タム ツキ ー 横 丁 2-d7 
ポチ ョ ムキ ン 通 り 3-e1 

ボ ト キ ンス カヤ 通り 1-m5 
ポ ド コ ヴィ ー ロ フ 通 り 1-d3 
ポ ド レ ー ゾ フ 通 り 1-43 
ホフ リャ コ フ 通 り 3-f10 
ポポ フ 教 授 通 り 1-e1 
ポル ター フス カヤ 通り 3-e8 
ボロ ジン スカ ヤ 通 り 2-j10 


ま 


ジー ラ ヤ ・ カ ニュ ー シ ェ ナヤ 

( 小 厩舎 ) 通 り 2-i5 

マー ラ ヤ ・ マ ルス カー ヤ ( 小 海 ) 通 り 246 
マー ル ィ ( 小 ) 大 通り . 

ヴァ シー リー 島 4-4 

マー ル ィ ( 小 ) 大 通り . 

ペトロ グラ ツ カ ヤ ・ ス トラ ナー 1-b5 
マカ ー ロ フ 川 岸 通り 2-c2 

マス テル スカ ヤ 通 り 2-b10 

マス リャ ン ヌ イ 運河 49 

マト ヴェ ー エ フ ブ 横丁 2-c9 

マネ ー ジ ュ ナ ヤ 広 場 2-m6 
マネ ー ジ ュ ヌ ィ 横丁 3-c2 
マハ ヴァ ー ヤ 通り 3-a2 

マヤ コフスキー 通り 3-c5 

マラ ー ト 通り 3-b8 

マル キン 通り 1-e6 

マル スカ ー ヤ 川岸 通り 4-f4 

マン チェ ゴー ルス カヤ 通り 1-b6 


み 


ミチ マン スカ ヤ 通 り 4-а: 
зз Уйат 1-p6 


緑 の 橋 2-h 
SD тауа 3-g10 


ミリ オン ナヤ 通り 2-h3 
ミル ゴロ ー ツ カヤ 通り 3-f9 


む 

ムイ ー チ ンス カヤ 通り 3-6 

ムイ ー ト ニン スキ ー 横 丁 1-d8 

ムチ ノイ 横丁 2-h8 
め 

メー ジ キ 大 通り 1-f1 

メン デレ ー エ フ 線 (リー ニヤ ) 2-d3 
も 

モイ カ 川 2-13, 2-b8 

モイ セー ンコ 通り 3-i4 

モス クワ 大 通り 2 

サス ティル (修了 3-910 
や 

ヤー ブラ チコ フ 通 り 1-c8 


Ф 
コス ー ポ フ 庭園 2-g10 


ら 


スキ ー 横 丁 1-k1 
シェ フ 通 り 3-d4 

ラジ ェ イ ナ ・ ポ ー リ スカ ヤ 通 り 1-a3 
ラジ エー ジャ ヤ 通 り 3-a9 

ラス トレ ッ リ 広場 3-i1 

ラフ チン スカ ヤ 通 り 1-c3 


ال ال 


У 


リー ゴ フ スキ ー 大 通り 3-5 
リー ザ ・ チ ャ イキ ナ 通 り 1-d6 
1 番線 (リー ニヤ )2-c4 


14-15 番 線 ( リ 
16-17 番 線 ( リ 
18-19 番 線 ( リ 
20-21 番 線 ( リ 
22-23 番 線 ( リ 
24-25 番 線 ( リ 
26-27 番 線 (リー ニヤ ) 

28-29 番 線 ( リ ー ニ ヤ ) 4-h7 

リ チ ェ イヌ ィ 大 通り 3-a3, 1-m10 

リ チ ェ イヌ ィ 橋 1-m8 

リム スキ ー ニ コル サコ フ 大 通り 2-d10 


る 


ル ィ ー バ ツ カ ヤ 通り 1-c5 

ルイ レー エフ 通り 3-c2 

ルビ ピン シュ テイ ン 通 り 2-m9, 3-a6 
ルミ ャ ン ツ ェ フ 庭園 2-c5 


れ 


レヴ ァ シ ョ フス キー 
(レヴ ァ シ ョ フ ) 大 通り 1-42 
レー ニン 通り 1-d4 

レー ビン 通り 2-b3 
レー ル モ ン ト フ 大 通り 2-b10 
レシ ュ ト ゥ ホフ 橋 2-j9 

レス ノイ 大 通り 1-m1 

レス ブ ブ リ カン スカ ヤ 通 り 3-6 
レフ ・ ト ルス トイ 広場 1-13 
レフ ・ ト ルス トイ 通り 143 
レン トゲ ン 通 り 1-93 


ろ 


労働 広場 2c7 

ロブ シン スカ ヤ や 通り 1-b5 
ロモ ノー ソフ 橋 2-k9 
ロモ ノー ソフ 通り 2-48 
ロモ ノー ソフ 広場 2-k8 


* 五 十 音 順 


各地 図 の 掲載 範囲 
(р.232-239) 


市 内 地図 掲載 範囲 (p.352) 

市 内 地図 (p.352) 

島 

アブ チェ ー カ ルス キー 島 ペトロ グラ ー ツ カヤ 川岸 通り 

ヴァ シー リー 島 ピラ ゴ フ スカ ヤ 川 岸 通り 

エラ ー ギ ン 島 ロベスピエール 川岸 通り 

海軍 省 島 ス ヴ ェ ル ドロ フス カヤ 川岸 通り 

ガト ゥ エフ スキ ー 島 シノ ブス カヤ 川岸 通り 

クレ スト ー フ スキ ー 島 スモ ー リ ナヤ 川岸 通り 

ザヤ チー 島 

白島 

スパ ー ス キー 島 

デカ ブリ スト 島 大 通り 

ペトロ グラ ー ツ キー 島 

ペトロ フス キー 島 石島 大 通り 

マチ ー ソ フ 島 ヴォ ズ ネ セン スキ ー 大 通り 
ウシ ャ コ フ ス カ ヤ 大 通り 
コン ドラ チエ フス キー 大 通り 
ザー ゴロ ド ヌ ィ 大 通り 

橋 ザ ネ フス キー 大 通り 


アレ クサ ンド ル ・ ネ フス キー 橋 
石島 橋 

カン テ ミ ロ フス キー 橋 
宮殿 橋 

й レナ デル スキ ー 橋 


リ チ ェ イヌ ィ 橋 


川岸 通り 


英国 川岸 通り 

アプ チェ ー カ ルス カヤ 川岸 通り 
アル セナ ー リ ナヤ 川岸 通り 
ヴィ ー ボ ルス カヤ 川岸 通り 
宮殿 川岸 通り 

クト ゥ ー ゾ フ 川 岸 通 り 


サン プ ソ ニ エ フ スキ ー 大 通り 
小 オ フチ ンス キー 大 通り 
スレ ー ド ヌィ (中 ) 大 通り 
ドブ ロリ ュー ボ フ 大 通り 
ネフ スキ ー 大 通り 

プリ モル スキ ー 大 通り 
マル スコ イ 大 通り 

メー ジコ フ 大 通り 

モス クワ 大 通り 

リー ジュ スキ ー 大 通り 

リ チ ェ イヌ ィ 大 通り 

レス ノイ 大 通り 


庭園 ・ 公 園 


アレ クサ ンド ル 公 園 
沿海 の 勝利 の 公園 


植物 園 
асве 

夏 の 庭園 
文化 と 憩い の 中 央 公園 


331 


à ーー 


ーー 


se 


ee 


К а[ = jb — с | da \ 


| | ШШ k m 
x > i ーー ボボ ポ フ 教授 3 1 ү 
A 年 会 館 イオ アン 修道 „ Прог ED 
s $ + двор Ц МОЛОДЕЖИ ИОАННОВСКИ T w" Профессора Попова раа, 
о МОНАСТЫРЫ 4 Ский пер: 
1 £ ы, 5% Pon -i チコ フ 通 り 1 
wi る る Е. J 2246 ゲス レロ フス キー フス モリ ナタ Ako 
ае E клейовский moc? Eagal уй. Смоляч T ヴィ ー ボ ルス カヤ 
* る ГЕСЛЕРОВСКИЙ МОСТ. ВЫБОРГСКАЯ 
IFA "ШЕ ш и 
морт & 
| лек RY 
| | B S 
Б | 8 € 
2] l b 3 
L | ay Кы а 
| | Sis = Via mW 
し ツァ ショ フス キー( レ ヴァ ショ 大 直り 1 E ' 
Левашовский np. に の | ` 
SF 
x $ 
| あ убу 
БУ А? 
2 А کی‎ 
3 ^ 
| ку, л 
К ГАН و‎ Е ィ 
— £ NS سے‎ х 
25891 э, ` W 
wo 9 や 
а は E 4 ェ フ パ トー リス キー 模 
4 | る さ さ Евпаторийский 
Ж = 
Ех Р 
チカ ー ロ フ % е 
| с © ЧКАЛОВС Ag x E 
я 7 р 7 КЎ EUEY 8 шш ахарный | пер. SER 
© ч ンス キ ゴ 横 了 ч TE А 
КА NE. 28 С. ; „ 、 | ИШ o5 Ê Е 
Ол ー FO Е POPE ы 1 = т 
ПУ dapena е RA шы RE ا‎ aa š DM Eš RER [5 
Р i? * У £A ° SB да Н Ë 
М, ъс, : p NAPE A 
СҮЛ КЭ D H が ん 
$5 т A Кз бон, 
0 š | sS; st, 
Pag) xian үт" | л. 
っ cao HIRE 
+ I=IN OL ЖД) 
\ оста САМПСОНИЕВСКИЙЈМО Финляндский пр. 
«з af _ г 
М: Y ү NN [H] | 
З Y JA 2 テル サ ・ = 
го Ем Ьо ЕДЕД 279 
Аа “о S рн. _ | бэ, 
“BANT x= ん Г, 
у NN رهه‎ 
NN 4 
в < 1 31 
Š нская yn. 24 š ° 洋 Ж ん l 
чү Z 2 Z Ro ピ ョ ー Ыман 21 Ого, 
7] AN.. = た ロシア 政治 歴博 nE à | 7 
nETPOBERM ў s: no ج‎ 
Mor й“ < 


۴ 
Уу 


s 
Не 
FS 
g 

n 
zç 


© 


聖 ウ ョ ジー ミル 公 聖 堂 050 


ヤー プラ チコ っ: Б] 
2 тайа) гас 
が * = 
技 場 「 ユ ピ レ イヌ イィ 」 Da EER リ チ ェ イヌ 
ДВОРЕЦ СПОРТА 2 КОЕ AUTEM 
РБИЛЕЙНЫЙ“ z š: 0 


оологическ! 
пер. 


3 
` 


ツー ロ ギ ー チ ェ ス キ 


日 フス キー 通り 
йковского 


ШАН EN 
スウ ォ ー ロ フ 広場 」 WIB „Он? 
УВОРОВСКАЯ ПЛ. 522 e2 


ドブ ロリ ュー ボ 央 通り 
ПР. ДОБРОЛЮБОВА 


| N 


—a 


шшш 


ブー シキ ン の 家 ( 税 関 ) 


ISON MOSK 


し 'АЛЬНЫЕ 


PLD91F)LOR 3 


НИКОЛАЕВСКИЙ {х 
РЕЦ 


ピー サレ フス 通り 
yn. Писарева 


25519 


> С 
% 


デカ プリ スト 格 
МОСТ ДЕКА) 


а 


j 
/ Ik u Ө 
2 ПАМЯТНИ! 


(大 
ーー TomeW 
ASS 
БУ, 

/ 


іл+ 814 


йност — ы отоу 

оту) ET 

КОНЮШЕННОЕ КОН 

ВЕДОМСТВО 

2-17 (RFK 
КОНЮШЕННАЯ ПЛ. 


25-2: раб 


ХРАМ CHA 


ЕКТ 
| カス チー ヌィ ・ ド ヴォ ー ル M 


БОРЦАМ 
РЕВОЛЮЦИИ 


ост ы 
ィ ル パー モー 


: 


大 ガ aE xg 
ド ヴ ォ ー/ 
волыйой 


рУ 


ВСКАЯ ПЛ. W 
© 
A ヴォ ー ロ 7 像 


NAMATHMK 
| А,В.СУВОРОВУ Жї 


マル ス 広 場 
MAPCOBO ПОЛЕ 


\ 
イ š sl 
есета ч; 


Гангутская yn. 


術 業 アカ デミ ー 博 物 館 
ЗЕЙ ХУДОЖЕСТВЕННО- 


A 
yn. Пестеля 
овский мост 


d ` W \ 
ро ЧЫЛА ` 

マネ ー ジ ョ ガザ ヤ 広場 "Ë \ 
МАНЕЖНАЯ ПЛ. b 


ロモ ノー ソ 
пл. IOMOHG 


E —— 


ШЛЕННОЙ 


IEMMM | 3 


リタ テレ イ E ソ 教会 
ЦЕРКОВЬ CB. NAHTE- 
ペ ミス テリ 通り - MNOHA mm 


i 


HAA 
ческая yn. 


通り 


zan yn. 


大 ボ ジ ヤ チェ スカ 


Большая 


Е; 
RA 


ЧИ: [д 6N 


P'% ALI 
леш ов мост 


| 
2 ン 


535/7, + „А; 
СЕ! 


) 
MEMOBCKMM MOC: 
ца Уллу зай) 広場 
СЕМЕНОВСКАЯ ПЛ. 
% f 
っ 
= 


ドラ マ 劇 場 
БОЛЬШОЙ, 4 


ого! 


т 


a b Í c 4 
ホテ ル 「 ネ ヴ a 
гостин ; ЕВ | 
р x= “НЕВА Eres ка š rr コフスキー 通 А 
5 [ЕЛ МЕ зал Ë; s 「 リ ツェ ジェ イ 」 PH 
| | Sa po ааа s; 
; シュ タッ ツ Аё | Б 3 | š 
š урштатская ул. КЫР СЛН 
= i n š @ypurarci + 
PEZZA жута TP u CE RE š 
qu u pu チェ ル ヌ イシ ェ フ フ 
| КӨНЕ А ТАЧКИНА スパ ソ = ブ レオ ЧЕРНЫШЕВСКАЯ 
= = E Bt 1 
2] Р ЕШ пышы О ан 
Манежный пер.| АГ 
ルイ レー エフ 通り =o E 
; т まま F 
a TR АЖАТ. Fal 
н IN __Гроднеңский пер. N £š 
КЕ s ] ' Da 
; 導い サビ ピ ョ ー ル ヌィ 横 SE 
ү Е Л па Саперный пер. 
ы | буи し BS ヴィ レ エ ンス キー 横丁 
` š À В Виленский пер. 
{уй ырза ポリ 
Ç j -ho o TEATR КУКОЛ Басков пер, 
Анны соне Í | Ë) 4 a 
8 I ラー ソフ の 家 博 物 館 yn. Hekpac 上 
ベー リン スキ ー 通 り NA yaen. KERT ; кеп А ネ ワ ラー ソフ 通り 
"анага ша ИМДЕ ЕРА ГСЫ 
КЗ). c «Озерный пер. 
к Rf ИЗИ |5 2 
4 | музыки ү ERTS о сачы S 
AH リ チ ェ イナ ム 」 Rg ТУДУ Т |Ә 
ر‎ 0 Ковенский пер. |m 
у M w 


EAN 


x 
š 
° 


? ヤ コフスキー 通り 


ў А 


i о) 
3 Жы, FA mt 


T 


ヴァ スタ ー ニ ヤ 7 
п 8бсстАйия 


1 y e 

Е ч 
Ве [4923202] 

M トッ 


劇場 
ТЕАТР “K 


| メディアン 」 
MENAH 


テ リ ニ ン スカ ヤ 」 
MY 


ラス トレ ッ リ 広場 
пл. П 人 モー フ ズ 


Кт ー ル スカ ヤ 通 り 
Тверская yn. 


モイ セー ンコ 
yn. Mowceensp 


モイ セー ンコ 通り 
yn. Моисеенко 


1 


ект 


š 


ンチ チエ ルカ スキ 


回 


[a] 


(| 


プル メオ ニア 墓地 
IHCKOE 


DCKPECI 


回 =“) ы ы еј š © 5 に 
< の 
と 29 Ө AOR し 
A PY кы A AN 
۶ КЫ も З s” х) > ЕУ Е 
⁄ 2 ° Ka Киса | А2 ` 
Ye * 2% раё Ê と ОКЕ s83 а 6 || 
2 2 Yone э АА А жрт ЕШ z < || 
D *% _ „© ЧА E 5л Fill +Z | 
ноуте Кр КЕ. E Ad r> | 
a + PE ANE a Ф n ЕВ J. IN 
„л へ БЕ „оф a ас = кА ә, Аи г. 
е С ов © s Е г <) Є а" 
Ум A Ў VN + КР?! な い “ 
эке. Деу š = “` b 
トブ Ë | ° 
о o] 
хў 1N 
r ЧЧ 
yu 5 | 
| 
чини, 
асг Chha, | 
hip «o H 
І, | 
Fda figy |" 
x 
イン 
YU 
بل‎ 
| Es 
shi 
RS RE x KI = 
R ч сЕ š 
t3 REE 4 255 нв 
4 k | BX 画 БАН 
=l ёзъ AP S з = 
w а a Ka 1 そら 
RS ГЕН а 07185 a. LES 
N B гак š = Ka 
ェ X 8 
Кё © 
3 


FINI 
даа 


8 
БЕЯ 
£ 58 
\ 3 RO EG | 
> = = 
- Ша 
IN RE a 
D 
a ЕЁ RE 
| 182 
6 +3 =s 
S Ё 29 
С FF- 
КУ きき PET 
S < сок 
S š: 18° 
کډ‎ Е 


= 
== з | 
БЕ = 
55 g 
KS “15 

Ж | HSS | 
БЕ 2ra 
24 (E553 | 
Ма | SES 

に | Б に 

+ z 


= | REA 


`x 


アー ニチ コ フ , ミハイル 
Аничков, Михаил 
(少佐 , 最初 の アー ニチ コ フ 橋 
の 建設 を 担当 ) 135 
アー ニチ コ フ 宮 肛 
Аничков дворец 
24, 100, 132, 134, 136 
アー ニチ コ フ 橋 
Аничков мост 
25, 98, 134, 135, 137 
77—297 
Аничков сад 133, 135 
アイ ヴァ ゾ ヅ フ スキ ー, イヴ ァ ン 
Айвазовский, Иван 
(画家 )41, 98, 119, 121, 122 
アウ グスト 2 世 
Август Il (ポー ラン ド 国 王 )130 
ЖО Синий мост 86 
ЖАМ Красный мост 98 
アキ ー モ フ , イヴ ァ ン 
Акимов, Иван (画家 ) 142 
「 ア スト リア 」 ホ テル 
“Астория” гостиница 25,85 
アツ フ ニ ド ン 銀 行 建物 
Азовско-Донский банк 25 
アダ ム ・ ブ レ メ ン スキ ー 
(Adam von Bremen) 
(年 代 記 作 者 )AnaM 
Бременский 233 
アダ ム ソ ン , アマ ンド 
Адамсон, Амманд 
(彫刻 家 )103 
アニ クー シン , ミハイル 
Аникушин, Михаил 
(彫刻 家 )144, 161 
アプ ィ シ ュ コ フ , ウラ ジー ミル 
Апышков, Владимир 
(技師 )141 
アプ ラク シン , フョードル 
Апраксин, Федор 
(海軍 大 将 )82, 142 
アポ ロ ド ー ル ・ ダ マー スキ ー 
Anonnonop Дамасский 
(彫刻 家 )80 
アメ ネム ハッ ト 世 
Аменемхет lli 72 
アメ ン ホ テ ブ 3 世 
Аменхотеп lll 43 
アラ クチ ェ ー エ フ , アレ クセ イ 
Аракчеев, Алексей 
( 軍 聞 大 臣 , アレ クウ サン ドル 
1 世 時 代 に 実権 を 握る )18 
アル ガマ ー コ フ , アレ クセ イ 
Аргамаков, Алексей 
(モス クワ 大 学 初代 学長 )264 
アル グ ノ フ , フョードル 
Аргунов, Федор 
(画家 )276 
アル シノ エ 4 世 
Арсиноя IV 60 
アル テ ミ エ フ , プロ コピ ー 
Артемьев, Прокопий 
(版画 家 )186 
アル ハン ゲ リ ス キー 了 型 堂 
Архангельский собор 
(モス クワ ・ ク レム リン) 
36, 258, 262 
アル ハン ゲ リ ス コ エ 
Архангельское (モス りり ) 276 
アレ ヴィ ズ ・ ノ ー ヴ ィ ー 
Апевиз Новый (建築 家 )262 
アレ クサ ンド ラ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ナ 
Апександра Федоровна 
(ニコ ライ 1 世 刀 ) 132, 182 
アレ クサ ンド ラ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ナ 
Александра Федоровна 
(2151218 #8) 36, 111, 158 
アレ クサ ンド リア 
Александрия 
( ペ テ ル ゴ フ ) 171, 182 
アレ クサ ンド ル ・ 
ネフ スキ ー 大 修道 院 
Александро-Невская лавра 
98, 140-143 
アレ クサ ンド ル ・ ヤ ロス ラー ヴ 


т 


Александр Ярославич 
Невский князь 
14, 142, 244, 245, 255, 274 
アレ クサ ンド ル 1 世 
Александр | 18, 25, 40, 42, 
52, 58, 80, 81, 92, 97, 105, 
114, 116, 127, 133, 135, 136, 
152, 153, 160, 189, 193, 199, 
201, 207, 253, 270 
アレ クサ ンド ル 2 世 
AnekcaHnpll 19, 25, 36, 58, 
63, 82, 90, 92, 110—112, 212 
アレ クサ ンド ル 3 世 
Александр 19, 25, 51, 86, 
148, 149, 150, 213, 215, 273 
アレ クサ ンド ル 3 世 橋 ( パ リ ) 
Александра lli мост 148 
アレ クサ ンド ル 3 世 像 
Александру lll памятник 128 
アレ クサ ンド ル の 記念 柱 
Александровская колонна 
25, 52, 80, 81, 92 
アレ クサ ンド ル 宮 殿 
(ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー) 
Александровский дворец 
185, 199 
アレ クサ ンド ル 劇 場 
Александринский театр 
25, 132, 133 
アレ クサ ンド ル 公 園 
Апександровский парк 
146, 150 
アレ クサ ンド ル 公 園 
(ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー) 
Апександровский парк 199 
アレ クサ ンド ル 大 学 
Александровский институт 
145 
72У FUE 
Александровский сад 
20, 53, 82 
アレ クシ ー ノヴゴロド 大 主教 
Алексий архиепископ 
новгородский 239 
アレ クセ イ ・ ア レク サン ド ヴ ィ チ 
大 公 宮 殿 
Алексея Александровича 
великокняжеский дворец 
155 
アレ クセ イ ・ ペ トロ ー ヴ ィ チ 
Алексей Петрович 
(ARF, Ca- МИНОВ) 
15, 30, 44, 141 
アレ クセ イ ・ ミ ハイ ロ ヴ ィ チ 豊 帝 
Апексей Михайлович царь 
(ツァ ー リ , ピョートル 1 世 の 父 ) 
15, 20, 266, 275 
アレ クセ ー エ フ , フョードル 
Алексеев, Федор (画家 )255 
「 ア ング レ テ ー レ 」 ホ テル 
“Англетер” гостиница 85 
アン スガ ル 
北 ヨー ロッ パパ 司教 (Ansgar) 
Ансгар епископ Северной 
Европы 236 
アン ドレ イ ・ ベ ル ヴ ァ ズ ヴォ ン ヌ イィ 
(アン ドレ ー エ フス キー) 聖堂 
Андрея Первозванного 
(Андреевский) собор 39 
アン ドレ イ ・ ユ ー リ エ ヴ ィ イチ ・ 
ボ ゴ リ ュ プ スキ ー 公 
Андрей Юрьевич 
Боголюбский князь 
239, 259 
アン トロ ー ボ フ ・ ア ナ ト ー リ ー 
Антропов, Анатолий 
(彫刻 家 )255 
アン トン ・ ウ ルリ ッ ク ・ 
ブラ ウン シュ ヴァ イグ 公 
Антон Ульрих герцог 
брауншвейг-люнебургский 
139 
アン ナ ・ イ ヴァ ー ノ ヴ ナ 女帝 
Анна Иоанновна 
(I 旧 表記 イオ アン ナ ヴ ナ ) 
15, 16, 24, 30, 31, 41, 44, 
57, 100, 104,105, 137—139, 
169, 173, 176, 248 


PYH A FEl— Jtag 
Анна Петровна царевна 42 
アン ナ ・ レ オ ポ リ ド ヴ ナ 
Анна Леопольдовна 
(イヴ ァ ン 6 世 の 母 ) 139 


い 
イー ゴリ (リュ ー リ ク の 息子 ?) 2: 


Игорь (Рюрикович?) князь 
229, 243 
イヴ ァ ー ノ フ , А. 
Иванов, A. 
( 抜 師 ・ 水 力学 者 ) 176 
イヴ ァ ー ノ フ , ア レク サン ドル 
Иванов, Александр 
(画家 )121 
イヴ ァ ー ノ フ , アレ クサ ンド ル 
Иванов, Александр 
(建築 家 )39 
イヴ ァ ノ フス キー 
(イヴ ァ ン ) 修道 院 (ラド ガ ) 
Ивановский монастырь 229 
イヴ ァ ン 1 世 ダニ ー ロ ヴィ チ ・ 
カリ ター 公 
Иван | Данилович Калита 
князь 14, 255, 262, 274 
イヴ ァ ン 3 世 公 
Иван!!! князь 
14, 238, 243, 255, 257—259, 
261, 262, 264 
イヴ ァ ン 4 世 (イオ アン ) @® 
Иван (Иоанн) 
IV Грозный царь 
14, 15, 20, 237, 256, 262, 266, 
274, 275, 282, 283 
イヴ ァ ン 5 世 
アレ クセ ー ヴ ィ チ Жї 
Иван V Алексеевич царь 
15, 105 
イヴ ァ ン 6 世 ア ント ー ノ ヴィ チ 
Иван (Иоанн) VI Антонович 
16, 139 
г ре МИНЕ 
イオ アン ・ レ スト ヴィ チ ニ ク 教 会 
(モス クワ ・ ク ウレ ムリ ン ) 
“Иван Великий” 
колокольня и церковь 
Иоанна Лествичника 
в Московском Кремле 258 
イエ ェ ル マー ク ・ 
ティ モ フ ェ ー ヴ ィ チ 
Ермак Тимофеевич 
(コサック の 隊長 , ロシア の シベ リア 
征服 の 先駆 者 ) 102 
イェ ン セ ン , ダヴ ィ ド 
Йенсен, Давид (彫刻 家 ) 97 
AFTIR 
Иоанновский мост 31 
イオ アン 修道 院 
Иоановский монастырь 147 
イオ アン 戦士 教会 ヤキ マン カ 
(モス カワ ) Иоанна Воина 
Ha Якиманке церковь 267 
РА ТЕА 
フス キー (イヴ ァ ン ) 修道 院 
(プス コー フ ) Иоанна Предтечи 
Ивановского монастыря 
собор 244 
イオ ナ 
Иона преподобный 
nckoBckMW( プ スコ ー フ の 洞窟 
修道 院 の 創始 者 ) 250, 252 
イサ ー ク 聖堂 
Исаакиевский собор 
25, 48, 50, 51, 84, 85, 88-96 
イズ ボー ルス ク 
Изборск 248, 249 
イズ マイ ロ ヴ ォ (モスクワ) 
Измайлово 276 
イズ ャ スラ フ ・ 
ム ス チ スラ ー ヴ ィ チ 公 
Изяслав Мстиславич 
князь 241 
イ ゼ ン ベル グ , コン スタ ンチ ン 
Msen6epr, Константин 
(彫刻 家 )150 
イブ ン ・ ホ ル ダ ル ベク 


Ибн Хордарбек 
(イブ ン ・ ホ ル ダ ド ベ フ ・ ア ブー ル ・ 
カシ ム ・ ウ バイ ダラ フ ・ イ ブン ・ ア ブダ 
37, 作家 , 地理 学者 , RER, 
「 道 と 国 の 本 」 の 著者 ) 233 
イブ ン ・ ル スト 
Ибн Руст (イブ ン ・ ル スト ・ イ ブン ・ 
ダス タ ・ ア ブー・ ア リ ・ ア フ メ ッ ド ・ イ ブン ・ 
オマ ー,「 高 価 な 首飾り の 本 」 
の 著者 , 旅行 者 ) 233 
イリ ー ナ ・ 
アレ クサ ンド ロ ヴ ナ 公 妃 
Ирина Александровна 
великая княжна 
(フェ リッ クス ・ ユ スー ポ フ 旭 ) 158 
イリ イン , レフ 
Ильин, Лев (建築 家 ) 437 
イン ギ ゲ ル ダ Ингигерда 
(925-7030) 230, 238 


2 
ヴァ ヴェ リ ベ ル グ 銀行 建物 


Вавельберга банка здание 
25, 100, 101 
ヴァ シー リー・ シ ュ イ スキ ー 身 帝 
Василий Шуйский царь 15 
ヴァ シー リー・ 
ブラ ジェ ン ヌ イィ 教会 (モス クワ ) 
BacMnM Блаженного храм 
254, 256, 266 
ヴァ シー リー3 世 ШӘ 
Василий III царь 
(イヴ ァ ン 4 世 の 父 ) 243, 275 
ヴァ シー リー 教会 
ナ ・ ゴ ー ル ケ ( ゴ ー ル カ 丘 ) 
Василия на Горке 
церковь 246 
ヴァ シー リエ フ , ニコ ライ 
Васильев, Николай 
GRRR) 150 
ヴァ スネ ツ ォ ー フ , ヴィ クト ル 
Васнецов, Виктор (画家 ) 
19, 111-113, 122, 272, 273 
ヴァ ッ ス ーー, フラ ン ソ ワ 
Baccy, Франсуа (ESER) 28 
ヴァ レ リ ア ー ニ , ジュ ゼッペ 
Валериани, Джузеппе 
(画家 ・ 装 飾 家 ) 190 
ヴァ レン ニ デ ラモー ト , 
ジャ ン = ニ バティスト 
Валлен-Деламот, 
Жан-Батист (ЖЖ) 
43, 55, 56, 106, 107, 155, 175 
ヴァ ン ゴッホ , ヴィ ン セ ント 
Ван Гог, Винсент (HR) 
69, 273 
ヴァ ン ・ ダ イク , アン トニ ス 
(アン ソニ ー) 
Ван Дейк, Антонис (画家 ) 
60, 86, 142, 273 
ヴァ ンド ー ム 広場 の 記念 柱 
(オー ステ ルリ ッ ツ 記念 柱 ) 
( パ り )BahnoMckag колонна 80 
ヴィ オリ エ , アンリ , 
フラ ン ソ ワ ・ ガ ブリ エル 
Виолье, Анри Франсуа 
Габриэль Ж. 3 ffi ж) 208 
ヴィ ギ , アン トニ オ 
Buru, Антонио Ж) 
79, 116, 127 
ヴィ シュ ニャ コ フ , イヴ ァ ン 
Вишняков, Иван (画家 )121 
ヴィ スト , ア レク サン ドル 
Вист, Александр (建築 家 ) 
30, 39 
ヴィ ター リ , イ ヴァン 
Витали, Иван( # Ж) 
90, 95, 116, 121 
ヴィ タス ラー ヴ リ ッ ツ ィ 
(ノヴゴロド ) 
Витославлицы 241 
ヴィ ッ テ , セル ゲイ 伯爵 
Витте, Сергей граф 
(ニコ ライ 2 世 時 代 の 財務 大 葛 ) 


21 
ヴィ テ プ ス ク 駅 


Витебский вокзал 25 

ヴィ ドゥ キン ド ・ コ ル ヴ ェ イス キー 
Видукинд Корвейский 
(「 サ ウソン 人 の 偉業 』 の 著者 ) 230 

ヴィ トゲ ン シ ュ デイ ン , 

vea- ÁR 
Витгенштейн, Петр граф 
(1812 年 大 祖国 戦争 の 司令 官 ) 
253 

ヴィ ル ヘ ルム 1 世 

ホー エン ツ ォ レル ン 
Вильгельм Гогенцоллерн 19 

ヴィ ル ヘ ルム 2 世 

ホー エン ツ ォ レル ン 
Вильгельм II Гогенцоллерн 67 

ヴェ イデ ン , 

ロ ギ ル ・ ヴ ァ ン ・ テ デル 
Вейден, Рогир ван дер 
47, 61 

ウェ ッ ジ ウッ ド ・ ジ ョ サイ ア 

陶器 工房 「 エ トル リア 」 
Веджвуда Джозайи 
фарфоровая фабрика 
“Этрурия” 175 

上 の 宮 典 ( ペ テ ル ゴ フ ) 
Верхние палаты B 
Петергофе 
(大 宮殿 ペ テ ル ゴ フ 参照 ) 

上 の 庭園 ( ペ テ ル ゴ フ ) 
Верхний сад 167, 176 

EORR (FLARE) 
(モス ク りり) Верхние 
Торговые ряды (ГУМ) 257 

ヴェ ラス ケス ・ デ ィ エ ゴ 
Веласкес, Диего (画家 ) 
60, 67, 86 

ヴェ ル サ イ ユ ( パ り ) 
Версаль 204 

ヴェ ル シ ャ ー ギ ン , ヴァ シー リー 
Верещагин, Василий (画家 ) 
270, 272 

ヴェ ルナ ツキ ー, ウラ ジー ミル 
Вернадский, Владимир 
(学者 , 地球 化学 の 創始 者 ) 87 

ヴェ レミ ー ル 公 
Велемир князь 236 

ヴェ ロ ネ ー ゼ , パオ ロ 
Веронезе, Паоло (йж) 
66, 142 

ヴェ ン ツ ェ ス ラフ 公 
Венцеслав князь 
( 惨 ヴ ェ ン ツェ スラ フ ・ チ ェ シ ジュ ス キ 
ー の 可能 性 有 , リュ ドミ ー ラ 公 妃 
DI) 236 

ヴォ イシ ェ ル グ 
Войшелг (リト アニ ア 大 公 ミ ンド 
ヴ グ の 息子 ) 244 

ヴォ スク レセ ンス キ エ 

(イヴ ェ ル スキ エ ) Р, 赤 の 広場 
(#277) Воскресенские 
(Иверские) ворота у 
Красной площади 256 

ヴォ ズ ネ セー ニヤ 教会 

コロ ー メ ンス コ エ 

(モス クワ ) Вознесения церковь 

B Коломенском 275 

ヴォ ズ ネ セン スカ ヤ 教 会 
(現存 せ ず ) Вознесенская 
церковь 154 

ヴォ リフ ァ と ベラ ンジ ェ ー 

洋菓子 店 
Вольфа и Беранже 
кондитерская 101 

ヴォ ル テ ー ル , 

フラ ン ソ ワニ マリ ・ ア ル エ 

Вольтер, Франсуа-Мари Apya 

(哲学 者 . 作家 )17 

ウォ ルポ ー ル , 

ロバ ー ト ・ オ ー フ ォ ー ド 伯 
(Orford) Уолпол Роберт, 
граф Орфорд 
(ジョ ー ジ 1 世 時 代 の 大 蔵 卿 , 
初代 首相 , 葛 集 家 )66 

ヴォ ロニ ー ヒ ン , ア ンド レイ 
Воронихин, Андрей 
(建築 家 ) 105, 143, 179, 183, 
203—205, 207, 209, 212 

ヴォ ロン ツ ォ ー ブ , ミハイル 


Воронцов, Михаил (宰相 ) 
132, 134 

ヴォ ロン ツ ォ ー フ 宮殿 
Воронцовский дворец 
24, 132, 136 

Эя пу'Уз—7{3И® 
Воронцовы графы 136 

ウ グ リ ュ ー モ フ , グリ ゴー リー 
Угрюмов, Григорий (画家 )142 

ウシ ャ コ フ , シモ ン 
Ушаков, Симон (画家 ) 
261, 262, 263, 283 

ウシ ャ コ フ , フョードル 
Ушаков, Федор 
GRE, 海軍 将校 ) 17 

ウシ ャ コ フ , ラリ オン 
Ушаков, Ларион (19) 260 

ウス ペー ニ エ 炒 会 パロ ム そ ば 
(プス コー フ ) Успения y 
Парома церковь 247 

ウス ペー ニ エ 孝 会 (ラド ガ ) 
Успения церковь 
в Ладоге 229 

ウス ペン スカ ャ ヤ 赦 会 

ヴィ タス ラー ヴ リ ッ ツ ァ ソ ヴ コ ゴロ ド ) 
Успенская церковь B 
Витославлицах 241 

ウス ペン スキ ー 型 堂 

プス コー フ ニ ペ チョ ー ル ヌィ 
(Ий) 修道 院 
Успенский собор 
Псково-Печерского 
монастыря 250-253 

ЭАЛУА#Я-Ш@ 

ウラ ジー ミル 
Успенский собор Bo 
Владимире 259 

ОЭАЛУА#-Ш@ 

(モス クワ ・ ク レム リン ) 

Успенский собор 
в Московском Кремле 
258, 259, 266 

ヴ ヌ ー コ フ , エフ ィ ム 
Внуков, Ефим (Ж) 

39, 186 

ウフ トム スキ ー, ドミ ー ト リー 
Ухтомский, Дмитрий 
GERR) 264 

ウフ トム スキ ー, エス ペル 公 
Ухтомский, Эспер князь 
(FEES fT IAN, 

ЖЖ НОЕ ЛЕБИ! 25) 152 
ウラ ジー ミル ・ 

アレ クサ ンド ロ ヴ ィ チ 大 公 
Владимир Александрович 
великий князь 51 

ウラ ジー ミル ・ 

ス ヴ ャ トス ラー ヴィ チ (W) 公 
Владимир | 
Святославич (Святой) князь 
14, 234, 236, 243 

ウラ ジー ミル ・ 

ヤ ロ ス ラ ー フ ィ チ 公 
Владимир Ярославич 
KHg3b( ヤ ロス ラー フ 賢 公 の 息子 ) 
234, 237 

ウラ ジー ミル 2 世 フ セ ヴ ォ ロ ド 

ヴィ チ ・ モ ノー マフ 公 
Владимир ll Всеволодович 
Мономах князь 238 

ウラ ジー ミル 宮殿 (学者 の 家 ) 
Владимирский дворец 
(Дом ученых) 50,51 

т? + 
Князь-Владимирский 
собор 147 

ウラ ジー ミル 聖堂 
Владимирский собор 
138, 139 

ヴ ラ デ ィ ー チ ヌィ ・ ド ヴォ ー ル 

(大 主教 宮殿 ) 

(ノヴゴロド ・ ク レム リン ) 
Владычный двор в HoB- 
городском Кремле 235, 237 

ヴ ル ー ベ リ , ミハイル 
Врубель, Muxaun( 画 家 )123 

ウン テル ベル ゲル , 

フリ スト フォ ル 


Унтербергер, Христофор 
(画家 ) 65 

ヴ ン デレ ー ル , ヨハ ン , ダヴ ィ ド 
Вундерер, Иоганн Давид 
(旅行 家 , 旅行 記 の 著者 ) 
246 


え 
英国 屋敷 (モス クワ ) 


Английское подворье 266 
英 園 総領 事 館 
Английское посольство 154 
エ ヴ フ ィ ー ミ ー2 世 
ノヴゴロド 大 主教 
Евфимий ll архиепископ 
новгородский 235, 237 
エ ヴ ラ ー シ ェ フ , アレ クセ イ 
Евлашев, Алексей 
(建築 家 ) 274 
エカチェリーナ ・ 
パー ヴ ロ ヴ ナ 公 妃 
Екатерина Павловна 
великая княжна 135 
エカチェリーナ 1 世 
Екатерина | 
(Марта Скавронская) 
(マル タ ・ ス カ ヴ ロ ンス カヤ 。 
ピョートル 1 世 妃 ) 
15, 16, 24, 36, 44, 77, 90,116, 
136, 173, 185, 187, 196 
エカチェリーナ 2 世 像 
(オス トロ フス キー 広場 ) 
Екатерине ll памятник Ha 
площади Островского 
25, 99, 132 
エカチェリーナ 2 世 大 帝 
Екатерина Il Великая 
16-19, 24, 41, 50-52, 55, 
57, 58, 64, 65, 71, 77, 78, 84, 
96, 101, 103, 106, 107, 128, 
132-134, 142, 145, 152, 153, 
155, 156, 159, 161, 172, 173, 
175, 177, 180, 181, 183, 185, 
187, 190, 192, 193, 197—199, 
201, 211, 214, 217, 218, 234, 
240, 264, 275, 276 
エカチェリーナ 宮殿 
(ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー) 
Екатерининский дворец 
57, 185, 184, 186—195 
エカチェリーナ 公国 
(ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー) 
Екатерининский парк 
197-199 
エ カ テ リ ン ゴ フ ( 現 存 せ ず ) 
Екатерингоф 160 
エゴ ー ト フ , イヴ ァ ン 
Еготов, Man( 建 築 家 ) 264 
тущ 
Египетский мост 137 
エセ ー ニ ン , セル ゲイ 
Есенин, Сергей( А.) 85 
エッ フェ ル , グスタフ 
Эйфель, Густав (技師 ) 148 
エド モン ド 鍋 鉄 王 RAE 
Эдмунд Железнобокий 
(Iron Side) король 
английский 238 
エフ ィ ー モ フ , ニコ ライ 
Ефимов, Николай 
(建築 家 )85, 136 
エラ ー ギ ン , イヴ ァ ン 
Елагин, Иван 
(エカチェリーナ 2 世 時 代 
の 宮廷 劇場 の 総 貴 任 者 ) 153 
エラ ー ギ ン 宮 殿 
Елагин дворец 25, 153 
エラ ー ギ ン 島 アン サン ブル 
Елагиноостровский 
ансамбль 153 
エリ クソ ン , ヴィ ギリ ウス 
Эриксен, Вигилиус 
(画家 )173 
エリ ザ ヴ ェ ー タ ・ 
アレ クセ ー ヴ ナ < 
Елизавета Алексеевна 
(アレ クサ ンド ル 1 世 妃 ) 199 


エリ ザ ヴ ェ ー タ ・ 
ペトロ ー ヴ ナ 女 帝 仮 の 冬 宮 
Елизаветы Петровны 
временный Зимний 
дворец (現存 せ ず ) 100 
エリ ザ ヴ ェ ー タ 1 世 ・ 
ペトロ ー ヴ ナ 
Елизавета | Петровна 
16, 17, 20, 24, 54, 56, 57, 
101, 102, 106, 126, 132—134, 
136, 139, 141, 142, 144, 146, 
155, 159, 167, 170, 172—174, 
179-181, 183, 186, 188, 190, 
192, 195, 196, 199, 217, 281 
エリ セー エフ 兄弟 
Елисеевы(ї А.) 68, 101 
エリ セー エフ 兄弟 商館 
(食料 品 店 ) 建物 
Елисеевых Торгового Дома 
здание 25, 133 
エル ショ フ , ピョートル 
Ершов, Петр(# Ж) 111 
エル ミタ ー ジ ュ 
Эрмитаж 
15, 18, 29, 44, 51, 54—78, 101, 
102, 158 
エル ミタ ー ジ ュ 劇 坦 
Эрмитажный театр 
49, 50, 55, 77 
エル モー ロフ , アレ クセ イ 
Ермолов, Алексей 
(1812 年 大 祖国 戦争 第 
1 軍 参 謀 長 )58 
エレ ー ナ ・ パ ー ヴ ロ ヴ ナ 
Елена Павловна (ミハイル ・ 
К-Ж д) 116 
エロ プ キ ン , ピョートル 
Еропкин, Петр (建築 家 ) 
132, 138 
エン ゲ リ ガ ルト ・ 
ヴァ シー リー の 家 
Энгельгардта Василия дом 
(サン クト ・ ペ テル ブル グフ ィ ル 
ハー モニ ー 小 ホー ル ) 106, 115 


お 


貸金 の 女帝 宮殿 
(モス クワ ・ ク ウレ ムリ ン ) 
Золотая Царицына nanara 
258 
大 滝 と グロ ッ ト ( ペ テル ゴ フ ) 
Большой каскад и Грот 
24, 167—169, 171, 177 
オー ラフ 
Олаф конунг (デン マー ク 、 
スウ ェ ー デ ン 国 王 ) 238 
オー ルト クラ ス 
Оорткрасс (時 計 職 人 ) 32 
「 オ ー ロ ラ 」 GUFE) 
"Аврора" (крейсер) 21, 149 
オグ ルツ ォ フ , バジ ェ ン 
Огурцов, Бажен 
(建築 家 ) 260 
オス ター デ , ア ドリ アン ・ ヴ ァ ン 
Остаде, Адриан ван 
ПЖ) 190 
オス タン キノ 
Останкино 276, 277 
オス テル マン , ア ンド レイ 伯爵 
Остерман, Андрей граф 
( 二 等 文官 , アン ナ 女 帝 時 代 に 
実権 を 握る ) 102 
オス トロ フス キー, 
アレ クサ ンド ル 
Островский, Александр 
(劇作 家 ) 132 
オス ネル , コン ラー ド 
Оснер, Конрад (彫刻 家 )28 
オス リャ ー ビ ャ 修道 士 
Ослябя монах 
(ワリ コ ヴ ォ の 戦い の 英雄 ) 274 
オッ トン ・ レ デポ ボッ ト 公 
Оттон Редеботто князь 236 
オフ シャ ニコ フ , セル ゲイ 
Овсянников, Сергей 
(建築 家 ) 118 
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オペ ー ル , アル トゥ ウール 
Обер, Артур (彫刻 家 ) 
103, 159 
オラ ニ エ ン バウ ム 
Ораниенбаум 
24, 164, 216—221 
オラ ンダ 教会 の 家 
Голландской Церкви 
Дом 100 
オリ ガ 公 如 EF J HAR) 
Ольга Святая княгиня 243 
オリ セイ ・ グ レー チン 
Олисей Гречин (HR) 240 
オリ デン ブル グ , セル ゲイ 
Ольденбург, Сергей 
(東洋 学者 , 仏教 史学 者 ) 152 
オル タ , ヴィ クト ル 
Орта, Виктор (建築 家 )151 
オル ロー フ , 
アレ クセ イ 伯 爵 チ ェ ス マ 公 
Орлов, Алексей граф 
HecweHckM( 海 軍 将 官 ) 
173, 211 
オル ロー フ , ウラ ジー ミル 伯 肝 
Орлов, Владимир граф 
(帝室 科学 アカ デミ ー 長 官 )153 
オル ロー フ , グリ ゴー リー 伯 遇 , 
神聖 ロー マ 帝 国 公 
Орлов, Григорий граф, 
князь Священной Римской 
империи (エカチェリーナ 2 世 
ФЕ) 16, 51, 64, 128, 211, 
212, 214, 215 
オル ロー フ , セル ゲイ 
Орлов, Сергей( AJR) 255 
オル ロー フ , 7 a— FAR 
Орлов, Федор граф 
(将軍 , BEPAR) 211 
オル ロー フス キー, ボリ ス 
Орловский, Борис 
(彫刻 家 ) 81, 105, 161 
+107080 (兄弟 ) 
Орловы графы 16 
オレ アリ ー, アダ ム 
Олеарий, Адам 
(「 モ スク り 旅 行 の 記述 」 
著者 ) 229 
オレ ー グ ・ ヴ ェ ー シ ー 公 
Олег Вещий князь 
229, 230, 243 
オレ ショ ー ク (シュ リッ セル ブル グ ) 
Орешек 229 
音楽 院 建 物 
Консерватории здание 
155, 156 


か 


カー メン スキ ー, ウラ ジー ミル 
Каменский, Владимир 
(建築 家 )161 
カー メン ナオ スト ロフ スキ ー 
(石島 ) アン サン ブル 
Каменноостровский 
ансамбль 152 
カー ル ・ フ リー ドリ ヒ 侯 瑞 
ホル シュ タイ ン ニ ゴット ルプ 
Карл Фридрих герцог 
голштейн-готторпский 42 
カー ル 12 世 
Карл XII король шведский 
(スウ ェ ー デ ン 国 王 ) 14 
カー ル 9 世 
Kapn IX король шведский 
(スウ ェ ー デ ン 国 王 ) 14 
カー ル 大 帝 
Карл Великий император 
Священной Римской 
империи (4820—5818) 


15 
回 教 寺 院 (モス ク ) 

Мечеть соборная 147, 150 
海軍 省 

Адмиралтейство 

25, 31, 41, 48, 50—53, 

82, 83, 84, 97, 98, 100, 107 
海軍 博物 館 (中 央 ) 


Военно-морской музей 
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(Центральный) 41 
mary クト ゥ ー ゾ ブフ 大 通り 
(モス クワ ) 
Триумфальная арка на 
Кутузовском проспекте 268 
ガウ , エド ゥ アル ド 
Гау, Эдуард (画家 ) 212 
カ ヴ ォ ス , アリ ベル ト 
Кавос, Альберт(# ж) 
115, 156 
ガウ ディ , ア ント ニオ 
Гауди (Гауди-и-Корнет}, 
Антонио 9) 151 
ガ ヴ リロ フ , B 
Гаврилов В. (鋳造 工 )150 
カエ サル (ユリ ウス ・ シ ー ザ ー) 
Цезарь (Юлий Цезарь) 81 
科学 アカ デミ ー 建 物 
Академии наук здание 
39, 41 
カ ザ コ フ , ミハイル 
Казаков, Михаил 
(建築 家 )268, 276 
カザン 教会 (モス カワ) 
Казанская церковь 266 
カザン 教会 
Казанская церковь 
(hy Е#@; 現存 せ ず ) 
102 
пӯш 
Казанский собор 
25, 99, 100, 103-105 
カシ ャ コ フ , В 
Косяков, В (技師 ) 223 
カジ ョ ン ヌ イ ・ ド ヴォ ー ル 
(モス クワ ・ ク レム リン ) 
Казенный двор 
(国庫 , 税務 店 , 現存 せ ず ) 
258 
ガス , イオ ガン (ヨハ ン ) 
facc, MoraHn( 宝 石 職人 ) 
101 
ガス チー ヌイ ・ ド ヴォ ー ル 
Гостиный двор 99, 106 
カス ティ リオ ー ネ 
Кастильоне 
(オー スト リア 将 官 ? 
古代 エジプト 芸術 葛 集 家 ) 72 
カタ ー リ ヌィ エ ・ ゴ ー ル キ 
(オラ ニ エ ン バウ ム ) 
Катальные горки 
( パ ヴ ィ リオ ン の み 現 存 ) 218 
ガッ チ ナ 宮殿 (ガッ チ ナ ) 
Гатчинский дворец 
24, 210—211 
カナ レッ ト , ア ント ニオ 
Каналетто, Антонио 
(画家 )68 
カニ ュー シェ ン ヌ イィ (ШӘ) 
ER (MAET) 
Конюшенный двор (Коню- 
шенного ведомства) 100 
ШОХИ Тер Р ILLIY) 
Царь-колокол 256 
カノ ー ヴ ァ , ア ント ニオ 
Канова, Антонио 
(彫刻 家 ) 61 
カラ ヴァ ッ ク , ルイ 
Каравакк, Луи 
(画家 )15, 41, 77 
カラ ヴァ ッ ジ ョ 
ミケ ラン ジェ ロ ・ メ リー ジ ・ ダ 
Караваджо, Микеланджело 
Меризи at 画家 ) 68 
カラ ムジ ン , ニコ ライ 
Карамзин, Николай 
(歴史 家 , 作家 ) 
20, 143, 199, 236, 237, 243 
カリ グラ 帝 
Калигула император 80 
ガリ レイ , ガリ レオ 
Галилей, Галилео (学者 ) 96 
カル ー ゼ リ 仙 旋 門 (パリ ) 
Арка на площади 
Каррузель 117 
カル サー ヴィ ナ , タマ ー ラ 
Карсавина, Тамара 
(パレ リー ナ ) 156 
ガル シン , フ セ ヴ ォ ロ ド 


Гаршин, Всеволод 
(作家 ) 139 

カル ター リ , ジュ リオ 
Картари, Джулио 
(彫刻 家 ) 131 

カル ンマ ルク , ピョートル 
Карнмарк, Петер 
(宝石 職人 } 101 

ガレ ー 船 造船 所 
Галерный двор 97 

カン ジン スキ ー, ヴァ シー リー 
Кандинский, Василий (HR) 
69, 118, 123 

カン テ ミ ー ル 公 モ ル ダ ヴ ィ ア 
Кантемиры господари 
молдавские 276 

カン パナ , ry ° Ex кай 
Кампана, Джан Пьетро 
маркиз (考古 学 愛好 家 ) 71 


き 


キア ヴェ ー リ , ガ エ タ ノ 
(Gaetano Chiaveri) 
Киавери, Гаэтано 
(建築 家 ) 42 

キー キン , アレ クサ ンド ル 
Кикин, Александр 
(外交 官 , 海軍 願 問 官 ) 141 

キー キン 邸 
Кикина палаты 140, 141 

キー ロフ , セ ル ゲ イ (コス トリ コ フ ) 
Киров, Сергей (Костриков) 
(レニ ング ラー ド 州 委員 会 最初 
の 書記 長 )22, 134 

キエフ = ペチ ョ ー ル スキ ー 

(MR) 修道 院 
Киево-Печерский 
монастырь 230 

キタ イニ ゴー ラド (モス カワ) 
Китай-город в Москве 
(部 分 的 に 現存 】 256, 257 

キ プ レ ンス キー, オレ スト 
Кипренский, Орест 
(画家 )121 

ギ ペ ベル チ , ロレ ン ツ ォ 
Гиберти, Лоренцо (建築 家 ) 
90, 105 

キャ メロ ン , チャ ー ル ズ 
Камерон, Чарлз 
(建築 家 ) 185, 190, 193, 196, 
199, 201-205, 207-209 

キャ メロ ン ・ ア ン サ ン ブ ル 
(ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー) 
KaMepoHa ансамбль 24,188, 
189, 196, 197 

RIE SA HE 
Певческой капеллы 
здание 25 

宮廷 付 カ ン パ ンス キー 棟 劇場 
Лейб-кампанского корпуса 
TeaTP( 現 存 せ ず ) 77 

ERIS 
Дворцовый мост 25, 50, 51 

B (大 ) エル ミタ ー ジ ュ 
Старый (Большой) 
Эрмитаж 54,55 

IH (Ж) エル ミタ ー ジ ュ 
Старый(Большой) 
Эрмитаж 50, 62, 64 

キュ ギ ェ リ ヘ ン , ガ ンス (ハン ス ) 
Кюгельхен, Ганс (画家 ) 202 

キュ スチ ン , 

アス トリ フ ・ マ ルキ ス ・ デ 
Кюстин, Астольф маркиз де 
(ニコ ライ 1 世 時 代 の 有名 な 日 記 
の 著者 ) 182 

ギュ ンタ ー, ハン ス 
Гюнтер, 「anc( 人 類 学者 )20 

キリ ー ロ フ , アヴェ ルキ ー 
Кириллов, Аверкий 266 

UX КИВ Е (ҒА27) 
Христа Спасителя храм 
270, 271 

キル シュ テン シュ テイ ン , 

ヴィ ル ヘ ルム ・ ア ダム 
Кирштенштейн, Вильгельм 
Адам (技師 ) 30 


キン グスト ン , ネリ ー・ 

エリ ザ ヴ ェ ー タ 公 肌 夫人 
Кингстон, Нелли Елизавета 
герцогиня (伯爵 夫人 )64 

TH банковский мост 103 


< 


クイ ンジ , アル ヒ プ 
Куинджи, ApxMn( 画 家 ) 121 
ク ヴ ァ ー ソ フ , アレ クセ イ 
Квасов, Алексей 100, 185 
ク ヴ ァ レ ン ギ , ジャ コモ 
Кваренги, Джакомо 
(建築 家 ) 41, 55, 56, 58,65, 
77,84, 97, 103, 132, 135, 136, 
143, 145, 160, 152, 181, 185, 
199, 204, 207 
ク ヴ ェ リ ム ス ,T 
Квеллимус, (彫刻 家 )131 
クー ズ ヴ ェ ル ト V.=6G. BR 
Кузвельт, В.-Г. барон 
(銀行 家 , HRR) 67 
グー リエ フ , ドミ ー ト リー 伯 血 
Гурьев, Дмитрий граф 
(アレ クサ ンド ル 1 世 の 財務 大 臣 ) 
181 
クー ル べ , ギュ スタ フ 
Курбе, 「iocTag( 画 家 ) 273 
クシ ェ シ ンス カヤ , マチ ル ダ 
Кшесинская, Матильда 
(パレ リー ナ ) 150 
クシ ェ レ フ ニ ベ ズ ボ ロ ー ト コ 別 荘 
Кушелевых-Безбородко 
дача 140 
クジ ミン , ロマ ン 
Кузьмин, Роман 
(建築 家 ) 212 
グ ス , ヴァ ン ・ デ ル ・ グ ゴー 
Гус, ван дер Гуго (画家 ) 66 
クス コ ヴ ォ Кусково 276 
グスタフ 4 世 ア ドル フ 
Густав IV Адольф 
король шведский 
(スウ ェ ー デ ン 国 王 ) 127 
クス トゥ , ギ オ ー ム 
Кусту, Гийом( #0) 
135 
クズ ネツ ォ ー フ , ヴァ シー リー 
Кузнецов, Василий 
(彫刻 家 )102 
クセ ー ニ ヤ ・ ア レク サン ドロ ヴ 
HARREM 
Ксении Александровны 
великокняжеский дворец 
155 
クセ ー ニ ヤ ・ 
ブラ ジェ ン ナ ヤ 礼 振 党 
(ヴァ シー リー 島 ( 
Ксении Блаженной 
часовня (B.O.) 39 
グ ゼ ー リ , ゲオ ル グ 
Гзелль, Георг (画家 )34 
クチ ェ シ ンス カヤ 邸 
Кшесинской особняк 150 
クト ゥ ー ツ フ 
( ゴ レ ニ シェ フ = ニ クト ゥ ー ツ フ ) , 
スモ ー レ ンス キー・ ミ ハイ ル ・ 
イラ リオ ー ノ ヴィチ 公 
Кутузов 
(Голенищев-Кутузов), 
князь Смоленский 
Михаил Илларионович 
(司令 官 , 大 元帥) 
17, 58, 82, 104, 105 
クト ゥ ー ツ フ 家 
Кутузовы 252 
# Fo — 275] Ete 
Кутузову 
фельдмаршалу памятник 
99, 100, 105 
ク ヌ ー ズ 2 世 
(Canute II the Dane) Кнуд 
(Кнут) п (カヌ ー ト 2 世 , 
デン マー ク 国 王 ) 238 
クラ カウ , ゲオ ル グ 
Кракау, Георг (建築 家 ) 137 
クラ スコ ー プ , ニコ ライ 


Краскоп, Николай 
(高級 家具 職人 ) 34 
クラ ナッ ハ , ルー カス 
Кранах, Лукас({ ж) 
60, 66 
グラ ノヴィ ー タ ヤ 宮 殿 
(ノヴゴロド ・ ク レム リン ) 
Грановитая nanara 
B Новгородском кремле 
235, 237 
グラ ノヴィ ー タ ヤ 宮 典 
(モス クワ ・ ク レム リン ) 
Грановитая палата 
в Московском Кремле 
258, 261 
グラ バー リ , イー ゴリ 
Грабарь, Игорь 
ПЖ, 恭 術 史家 ) 118 
クラ ムスコ イ , イヴ ァ ン 
Крамской, Иван (画家 ) 
122, 272 
クリ ー チ ンス キー, ステ パン 
Кричинский, Степан 
(建築 家 ) 150 
クリ ヴォ シェ イン , 
グリ ゴー リー 
Кривошеин, Григорий 
(技師 )141, 149 
クリ フツ ォ フ 
Кривцов (建築 家 ) 263 
グリ ム , ゲル マン 
Гримм, Герман (建築 家 )141 
グリ ム , ダヴ ィ イド 
Гримм, Давид (建築 家 )36 
グリ ム , フ リー ドリ ヒ , 
メリ ヒ オ ー ル 男 遇 
Гримм, Фридрих 
Мельхиор барон (外交 官 ) 
17 
クリ ュ イ ス , コル ネリ ウス 
Крюйс, Корнелиус 
(A y ВИЗ B 
の 海軍 将校 )101 
クリ ュー ゲル , フラ ン ツ 
Крюгер, ゆ paHu( 画 家 )58 
グリ ンカ , ミハイル 
Глинка, Muxawn( 作 曲 家 ) 
115, 143, 156 
グル = エミー ル 胸 
(サマ ルカ ンド ) 
Гур-Эмир мавзолей 150 
クル イロ フ , ミハイル 
Крылов, Михаил 
(彫刻 家 )160 
クル イィ ロフ 像 AORN 
Крылову памятник 
в Летнем саду 131 
クル トゥ ア (ブル ギ ニ オ ン ) , 
ジャ ッ ク 
Куртуа (Бургиньон), 
Жак (ER) 190 
クレ イン , ロマ ン 
Клейн, Роман (建築 家 )273 
クレ ン ツ ェ , レオ ・ フ ォ ン 
Кленце, Лео pon (EER) 
55, 65, 70 
グロ , アン トゥ アン 
Гро, AHTyan( 男 家 )86 
クロ ー ザ (Crozat) , 
ルイ ・ ア ント ゥ アン 
Кроза, Луи Антуан 
(大 商人 , ЖЖЖ) 66 
グロ ー ト , ゲオ ル グ 
Гроот, Георг (画家 )190 
クロ ッ ト ・ ピ ョ ー ト ル 
Клодт, Петр 
(彫刻 家 )84, 85, 90, 98,121, 
131, 135, 143, 160, 270 
グロ ペッ リ 父 と 見 第 
Гропелли отец и братья 
(彫刻 家 )131 
クロ ポト キン , ビ ピョートル 公 
Кропоткин, Петр князь 
(地理 学者 , 地質 学者 , 
無政府 主 北 理 諭 家 ) 110 
クロ ン ヴ ェ ル ク (RB) 
Кронверк 31, 97, 146, 150 
クロ ン シ ュ タッ ト 
Кронштадт 164, 222, 223 


クロ ン シ ュ ロー ト 
Кроншлот 222 

クン スト カメ ラ 
Кунсткамера 24, 31, 39, 4: 


け 


ゲ , ニコ ライ 
Ге, Николай (画家 ) 30 
芸術 アカ デミ ー 
Академия художеств 
39, 43, 144 
ゲ ダイ デン シュ テイ ン , レイ ン ゴ リド 
Гейденштейн, Рейнгольд 
(EER) 244 
ゲイ ンス ボロ , トー マス 
Гейнсборо, Томас( Ж) 60 
ゲー テ , ヨハ ン ・ ヴ ォ フ ガン グ 
Гете, Иоганн Вольфганг 
(詩人 , 作家 , 哲学 者 ) 22 
ゲオ ル ギ , イヴ ァ ン 
(ヨハ ン ・ ゴ ッ ト リ ブフ ) 
Георги, Иван 
(Иоганн Готлиб) 
(民俗 学者 ) 212 
ゲオ ルギー・ ヴ ァ シ ー リ エ ヴ ィ チ 公 
Георгий Васильевич 
князь 237 
ゲオ ル ギ ウ ス 聖 堂 
ユー リエ フ (ユー リー) 修道 院 
(ノヴゴロド ) 
Георгиевский собор 
Юрьева монастыря 
239, 240 
FIT, ロベルト 
Гедике, Роберт 
(建築 家 )137 
ゲス , ゲン リヒ (ヘン リヒ ) , 
マリ ヤ ・ フ ォ ン 
Гесс, Генрих Мария фон 
(画家 ) 90 
ゲス テ , ウィ リア ム 
Гесте, Вильям (建築 家 )101 
ダム ,D, デ 
Гем, Д. ne (画家 )190 
ゲラ ルド (ジェ ラル ド ) ‚Р. 
Герард, Ф. (技師 ) 42 
ゲ リ フ レイ ラフ , ウラ ジー ミル 
Гельфрейх, Владимир 
(建築 家 )269 
ゲル ベリ , ニコ ライ ・ フ リー ドリ ヒ 
Гербель, Николай Фридрих 
(建築 家 ) 42 
ゲル ベル シュ テイ ン , 
シギ ムン ド ・ フ ォ ン 
Герберштейн, Сигизмунд 
фон (外交 官 ) 236, 243 
ゲ レ ン , ジョ ゼ フ ・ 
ガス パー ル ・ ラ ン ペ ベー ル ・ ド 
Герен, Жозеф Гаспар 
JaM6ep ne (技師 ) 28 
ケン ドレ ル , ヨハ ン ・ ヨ アヒム 
Кендлер, Иоганн Иоахим 
(陶工 ) 218 
TER ° REDE 
Сената и Синода здание 
25, 48, 50,96 


” 
= 


コ ヴ ァ レフ スキ ー, マク シム 
Ковалевский, Максим 
(法律 学者 , 社会 学者 ) 87 

鉱山 大 学 
Горный институт 25,39 

REIRET IVLYJY) 
Государевы хоромы 
(部 分 的 に 現存 )261 

ゴー ギャ ン (ゴー ゲン ) , 

アレ クサ ンド ル 
Гоген, Александр 
(建築 家 ) 141,150 

ゴー ギャ ン , ポール 
Гоген, Поль (画家 ) 69 

ゴー ゴリ , ニコ ライ 
Гоголь, Николай (作家 ) 98 

コー ニ , アナ トー リー 


Кони, AHaronuA( 法 律 家 ) 87 
コー ニ , フョードル 
Конь, enop( 建 築 家 ) 274 
コー ニャ 
Коня (イコ ン 画 家 ) 259 
コー ヒー・ ハ ウス 夏 の 庭園 
Кофейный домик 
в Летнем саду 131 
コー ロボ フ , イヴ ァ ン 
Коробов, Иван (建築 家 )137 
古 カ リン キン 橋 
Старо-Калинкин мост 137 
国立 A.5. プ ー シ キ ン 記 念 
道 形 甘 術 美術 館 ( モ スウ ワ ) 
Государственный музей 
изобразительных искусств 
имени А.С. Пушкина 
(ГМИИ) 273 
国立 公共 図書 館 
Публичная библиотека 
(Российская национальная) 
133, 135 
ココ ー リ ノ フ , アレ クサ ンド ル 
Кокоринов, Александр 
(建築 家 ) 43 
コジ ン ツ ェ フ , グリ ゴー リー 
(ВАТЕ 1) Козинцев, 
Гриғорий 22 
コス タ 
Коста (貸金 細工 職人 ) 237 
コ ズ ロ フス キー, ミハイル 
Козловский, Михаил 
(彫刻 家 ) 124, 128, 204 
ゴチ エ ェ , テオ フィ ー リ 
Готье, Теофиль 
(作家 , 批評 家 )86 
コッ クス , ジェ ー ム ズ 
Кокс, Джеймс (時 計 職 人 ) 64 
ゴツ コフスキー, イオ ガン 
(ヨハ ン ) ・ エ ルン スト 
Гоцковский, Иоганн Эрнст 
(商人 ) 66 
ゴト フレ ー ド 
Готфред конунг 
( ゴ ズ フレ ズ , デン マー ク 王 ) 236 
近衛 連隊 本 部 
Штаб Гвардейского 
корпуса 53 
ゴ フ マン , マル ティ ン 
Гофман, Мартин 
(Ф ЕБИПЙА, フリ ー メ ー ソ リン ) 
219 
コ ベ ン ツリ (Cobenzl) 
ヨハ ン ・ カ ー ル 伯 
Кобенцль, Иоганн Карл граф 
(オー スト リア 大 臣 )66 
コミ サル ジェ フス カヤ 劇場 
Комиссаржевской театр 115 
ゴリ ツィ ン , ドミ ー ト リー 公 
Голицын, Дмитрий князь 
(学者 , 外交 官 )96 
ゴリ ウィ ン , ミハイル 公 
Голицын, Михаил князь 
(海軍 大 将 ) 159 
ゴリ ウィン 公 
Голицыны князья 276 
コリ マン , カー ル 
Кольман, Карл (版画 家 ) 97 
コル シー ニ , イエ ロニ ム 
Корсини, Иероним 
(建築 家 ) 137 
ゴル デー エフ , フョードル 
Гордеев, Федор (彫刻 家 ) 105 
コル ニー リー 修道 院長 
Корнилий игумен 250 
ゴ レ ヴ ォ イ , ミハイル 
Горевой, Михаил 
(彫刻 家 ) 127 
ゴ レ ニ シェ フ , ウラ ジー ミル 
Голенищев, Владимир 
(エジプト 学者 , 
カイ ロ の エジプト 学 創始 者 ) 
273 
ゴ レ ニ シェ フ ニ ク トゥ ー ピ ツ フ , 
イラ リオ ン 
Голенищев-Кутузов, 
Илларион (技師 )103 
ゴロ ヴィ ン , アレ クサ ンド ル 
Головин, Александр (画家 ) 


деше 


118, 156 

ゴロ ヴ キ ン , HI- 48 
Головкин, Гавриил граф 
(宰相 ) 31, 142, 152 

Яп 7+ НЕ 
Головкина канцлера 
дом 43 

コロ ー メ ンス コ エ ( モ スク り ) 
Коломенское 275, 276 

コロ グリ ー ヴ ォ フ , ユー リー 
Кологривов, Юрий 
(外交 官 )130 

ゴン ザー ゴ , ビエ トロ 
Гонзаго (Гонзага), 
Пьетро (画家 ・ 装 飾 家 ) 
201, 203-205, 209, 276 

コン ジ , M 
Конди, М. (画家 )41 

コン スタ ンチ ノ フ ,L 
Константинов, Jl. 
(貸金 細工 職人 )264 

コン スタ ンチ ノ フ , ア ンチ ー プ ブ 
Константинов, Антип 
(建築 家 ) 260 

コン スタ ンチ ン ・ 

コン スタ ンチ ー ノ ヴィ イチ 大 公 
Константин Константинович 
великий князь 128 

コン スタ ンチ ン ・ 

パー ヴ ロ ヴィ チ 大 公 
Константин Павлович 
великий князь 97, 183 

コン スタ ンチ ン 宮 典 ( ス トレ リナ ) 
Константиновский 
дворец 183 

コン デ ・ シ ャ ンティー 公 の 公園 
Конде принца парки 
в Шантийи 214 

ゴン ドッ ゥ エン , ジャ ッ ク 
Гондуэн, Жак (建築 家 ) 80 

コン ラー ド , P. ニ し 
Конрад, П.-Л. (画家 )57 


さ 


戴 判 所 周辺 建物 

リ チ ェ イヌ イィ 大 通り 
Окружного суда здание Ha 
Литейном проспекте 25 

サウ レム , P. 
Саулем, П. 
(技師 , 水力 学者 ) 176 

サエ ギン 兄弟 

ヴァ シー リー と セル ゲイ 
Саегины, Василий и Сергей 
(HRR) 116 

ザ グ リ ャ ジュ スカ や ヤ , ナ ター リ ヤ 
Загряжская, Наталья 
(ウクライナ 総督 キリ ル ・ ラ ズ モ フス キ 
OR, エリ ザ ヴ ェ ー タ 女帝 と エ カ チ 
ェ リ ー ナ 2 世に 仕え た 女官 ) 219 

サド ー ヴ ニコ フ , ヴァ シー リー 
Садовников, Василий 
(画家 )132 

ザ ハ ー ロ フ , アレク サン ドル 
Захаров, Александр 
(画家 ・ 装 飾 家 ) 28 

ザ ハ ー ロ フ , アン ドレ ヤン 
Захаров, AHnpegh (建築 家 ) 
40, 50, 52, 82, 143, 212, 244 

ザ ハ ー ロ ブフ , ヴァ シー リー 
Захаров, Василий 
(彫刻 家 ) 116 

サマ ー・ セ ッ ト 
(Kew Gardens) (ロン ドン ) 199 

「 サ ム ソ ン 」 噴 水 ( ペ テル ゴ フ ) 
“Самсон" фонтан 24 

サリ ヤン , マル チロ ス 
Сарьян, Мартирос (画家 ) 
118, 269 

ザル ー ド ヌィ , イヴ ァ ン 
Зарудный, Иван (建築 家 ) 
33,267 

ザル ッ ス キー 兄弟 

ヨー ゼ フ と アン ジェ イ 
Залусские братья Йозеф 
и Анджей (クラ ク フ の 司教 , 
ワル シャ ワリ 国立 図書 館 


343 


a aE 60.888 


の 創立 者 )133 
ザ レ マン , ロベルト 
Залеман, Роберт 
(彫刻 家 ) 84. 
サン ・ ピ エト ロ 大 聖堂 
(ヴァ チカ ン 市 国 ) 
Св. Петра собор 80, 105 
(イズ マイ ロフ プス キー) 聖堂 
Троицкий 
(Измайловский) собор 154 
三位一体 教会 
ドゥ ー ホ フ 蛋 道 院 ( ノ ヴ ゴ ロ ド ) 
Троицкая церковь Духова 
монастыря 238 
一 体 教会 
ニキ ー ト ニキ (モス クワ ) 
Троицы в HMKMTHMKaX 
церковь 266 
三位一体 教会 
Троицкая церковь 
(現存 せ ず ) 146, 148 
三位一体 橋 
Троицкий мост 
125, 148, 150 
三位一体 聖堂 
アレ クサ ンド ル ・ ネ フス キー 
ラー ヴ ラ (大 修道 院 ) 
Троицкий собор 
Александро-Невской лавры 
142, 143 
三位一体 聖堂 (ブス コー フ ・ ウ レム リン ) 
Троицкий собор 243, 244 
BEEE 
Главный штаб 
25, 49, 52, 53, 78, 79, 114 


し 


シー ケリ ,K 
Шикель, К. (建築 家 ) 182 
シー サー (獅子 像 ) 
Ши-цза (Львы-лягушки) 
китайские изваяния 148 
シー シキ ン , イヴ ァ ン 
Шишкин, Иван (1%) 
122, 143, 272 
ジ ヴ ァ ゴ , セミ ョ ン 
Живаго, Семен (画家 )91 
シヴァ コ フ , B. 
Сиваков, B. (彫刻 家 )132 
ジ ヴ ィ エ ー ル , アン トン 
Дивиер, Антон 
(サン クト ・ ペ テル ブル サ 
MR FHKE) 136 
シェ ー デ リ , ゴット フリ ー ド ・ 
イオ ガン (ヨハ ン ) 
Шедель, Готфрид Иоганн 
(建築 家 )44, 217, 274 
シェ ドリ ン , フェ オド ー シ ー 
Щедрин, Феодосий 
(彫刻 家 ) 83 
シェ ブー エフ , ヴァ シー リー 
Шебуев, Василий (画家 ) 91 
シェ ミ ャ ー キ ン , ミハイル 
Шемякин, Михаил (彫刻 家 ) 30 
ジェ ムチ ュ ゴ ヴァ 
(シェ レ メ ー チ ェ ヴ ァ ) , 
プラ スコ ヴィ ヤ 
Жемчугова (Шереметева), 
Прасковья (KEE, ニコ ライ ・ 
シェ レ メ ー チ ェ フ 伯爵 夫人 ) 276 
ジェ ラー ル , フ ラン ソ ワ 
Жерар, Франсуа (画家 ) 
81, 86 
ジェ リャ ゼー ヴィ チ , ル ドリ フ 
Желязевич, Рудольф 
(建築 家 )107 
ジェ レブ ツ ォ フ , イヴ ァ ン 
Жеребцов, Иван 
(建築 家 ) 274 
シェ レ メ ー チ ェ フ , ニコ ライ 伯 妥 
Шереметев, 
Николай граф 276 
シェ レ メ ー チ ェ ブ , ボリ ス , 伯爵 
Шереметев, Борис граф 
(大 元帥 )15, 137 
シェ レ メ ー チ ェ フ . ピ ョ ー ト ル 伯 血 
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Шереметев, Петр граф 276 
YILX—FLTREK AER 
Шереметевы бояре 
играфы 276 
シェ レ メ ー チ ェ フ 宮殿 
Шереметевский дворец 
136, 137 
市 講 会 建物 
Городской Думы здание 106 
シク スト 5 世 ロー マ 法 王 
Сикст V папа римский 80 
ジグ ムン ド 3 世 
Сигизмунд Ill 20 
下 の 公 園 ( ペ テ ル ゴ フ ) 
Нижний парк 
167, 170, 177—181 
使徒 ぺ テ ロ ・ ル ー テ ル 派 教会 
Апостола Петра люте- 
ранская церковь 99, 102 
シナ ゴー ガ (ユダ ヤ 教 会 ) 
Синагога 25 
シネ ウス 公 
Синеус князь 
(伝承 に よる と リュ ー リ の 弟 ) 
14, 248 
紙幣 発券 銀行 建物 
Ассигнационного 
банка здание 103 
私 別荘 エカチェリーナ 2 世 
(オラ ニ エ ン バウ ム ) 
Собственная дача 
Екатерины ll в 
Ораниенбауме 24, 220 
РАА] 
Сибирского торгового 
банка здание 25 
シモ ー ノ フ (シモ ン ) 修道 院 
(モス カワ) 
Симонов монастырь 
274, 276 
シモ ン ( ホ ヴ リン ) 貴族 
Симон (Ховрин) боярин 274 
シモ ン , ベル ナー ル 
Симон, Бернар 
(建築 家 )136 
シャ ー ニ ジャ ハー ン 
Шах-Джахан 
( ム ガ ー ル 帝国 第 5 代 皇 帝 ) 75 
シャ ウブ , ヴァ シー リー・ 
ヴァ シー リエ ヴィ チ 
Шауб, Василий 
Васильевич 
(Жж) 151 
シャ ガー ル , マ ルク 
Шагал,Марк (画家 ) 118, 123 
ジャ コー, ポ ー ル 
Жако, Hornb( 建 貸家) 106, 114 
シャ フィ ー ロ フ , ピョートル 
Шафиров, Петр ( 副 率 相 )153 
シャ プ マ ー ト フ , ア レク セイ 
Шахматов, Алексей 
(文学 者 , スラ 9 起源 研究 者 ) 
87, 248 
シャ ホフ スコ イ , ピョートル 公 
Шаховской, Петр князь 
(プス コ フ 知事 , アレ クサ ンド ル 1 世 
Ф 95) 253 
シャ リャ ー ピ ビン , フョードル 
Шаляпин, Федор 
(オラ う 歌 手 )156 
シャ ルー チン , トレ フィ ー ル 
Шарутин, Трефил 
(建築 家 ) 260 
シャ ルフ , イオ ガン 
Шарф, Иоганн 
(EBRA) 101 
シャ ルレ マン , ジョ ゼ フ 
Шарлемань, Жозеф 
(画家 ) 139 
シャ ルレ マン , リュ ド ヴ ィ グ 
Шарлемань, Людвиг 
(建築 家 )131 
シャ ル ロ ッ タ ・ ク リス チー ナ ・ 
ソフ ィ ヤ ・ ブ ラウ ン シ ュ ヴェ イグ 
Шарлотта Кристина Софья 
Брауншвейгская 
(アレ クセ イ 皇 太子 妃 ) 30 
シュ ア ゼ ー リ , 
r+I5IZ=757277288 F 


Шуазель, Этьен-Франсуа 

герцог де 66 
シュ ヴァ ー ロ フ 

(ナル ィ シ ュ キ ン ) 宮殿 

Шуваловский 

(Нарышкинский) дворец 136 
シュ ヴァ ー ロ フ , イヴ ァ ン 

Шувалов, Иван 

(エリ ザ ヴ ェ ー タ 女帝 時 代 に 権勢 を 

誇っ た 高官 , モス クワ 大 学 管 理 者 , 

芸術 アカ デミ ー 長 官 , 退職 後 エ カ チ 

ェ リー ナ 2 世 時 代 は 外国 に 居住 ) 

43, 132 
シュ ヴァ ー ロ フ , 

ビ ョ ー ト ル パー ヴ ロ ヴィ チ AR 

Шувалов, 

Петр Павлович граф 136 
シュ ヴァ ー ロ フ , ピョートル ・ 
イヴ ァ ー ノ ヴィ チ 屋 敷 

Шувалова Петра Ивановича 

усадьба (一 部 現存 )155 
シュ ヴァ ー ロ フ , ピョートル ・ 
197—797 HAR 

Шувалов, 

Петр Иванович граф 

(大 元帥 , エリ ザ ヴ ェ ー タ 女帝 時 

代 に 政治 の 実権 を 握る )158 
シュ ヴァ ー ロ フ ・ イ ヴァ ン 宮 殿 

Шувалова Ивана дворец 

(一 部 現存 )132 
シュ ヴァ ー ロ フ 兄 第 

Шуваловы братья 16, 143 
シュ ヴァ ルツ ,G 

Шварц, Г. 

(tEša— DERHE] $ E) 

201 
シュ ー キ ン , セル ゲイ 

Щукин, Сергей 

(実業 家 , WRR) GB, 79 
十字 捉 教 会 ユー リエ フ 

(ユー リー) 修道 院 ( ノ ヴ ゴ ロ ド ) 

Крестовоздвиженский 

собор Юрьева монастыря 

240 
12 省 建物 

Двенадцати коллегий 

здание 39, 42, 43 
シュ ー ビ ピン, フェド ー ト 

Шубин, も eorT( 彫 刻 家 ) 142 
シュ ー マ ン , ロベルト 

Шуман, Po6epr( 作 曲 家 )115 
ジュ グー ル , ジャ ン 

Дюгур, Жан 

(イツ テリ ア ・ デ ザイ ナー) 206 
シュ コー, ウラ ジー ミル 

Щуко, Владимир 

(建築 家 ) 269 
シュ ゾー ル , パー ヴェ ル 

Сюзор, amen( 建 築 家 ) 103 
シュ タケ ン シ ュ ナイ ダー, 
アン ドレ イ 

Штакеншнейдер, Андрей 

(建築 家 ) 

54, 58, 64, 65, 86,137 
シュ タム , №. 

Штамм, H. 

(彫刻 家 ) 255 
シュ ティ ー グ リツ , 
アレ クサ ンド ル 

Штиглиц, Александр 

(実業 家 ) 437 
シュ ティ ー グ リツ 博物 館 ・ 
絵画 専門 学校 

Штиглица 

музей и училище 

технического 

рисования 25, 137 
シュ トラ ウス , ヨハ ン 

Штраус, Иоганн 

(作曲 家 ) 415 
シュ ミッ ト , カー ル 

Шмидт, Kapn( 建 築 家 ) 101 
シュ ミッ ト 中 憧 (ニコ ライ ) 8 

Лейтенанта Шмидта 

(Николаевский) мост 25, 43 
ジュ ラフ スキ ー, ドミ ー ト リー 

Журавский, Дмитрий 

(技師 ) 32 
シュ リュ ッ テ ル , アンドレアス 


Шлютер, AHnpeac( 建 築 家 ) 
42, 130, 194 
シュ レー テル , ヴィ クト ル 
Шретер, BukTop( 建 築 家 ) 156 
生 神 女 誕生 教会 
アン トー ニー 修道 院 (ノヴゴロド ) 
Рождества Богородицы 
Антониева монастыря 
церковь 238 
生 神 女 託生 教会 プー チン キ 
(モス クワ ) Рождества 
Богородицы в Путинках 
церковь 266 
植物 国 
Ботанический can 146, 147 
ショ スタ コー ヴィ チ , 
ドミ ー ト リー 
Шостакович, Дмитрий 
(作曲 家 ) 22,115 
ジョ ル ジ ョ ー ネ ・ ダ ・ 
カス テリ フラ ンコ 
Джорджоне да (画家 ) 
Кастельфранко 60,66 
小 エ ルミ ター ジュ 
Малый Эрмитаж 
24, 50, 55, 62, 64 
小 ガ スチ ー ヌ ィ ・ ド ヴォ ー ル 
Малый Гостиный двор 106 
新 イ ェ ル サレ ム 修 道 院 (モス クワ ) 
Новоиерусалимский 
монастырь 274 
新 エ ルミ ター ジュ 
Новый Эрмитаж 
25, 53—55, 62, 64, 70,71 
新 オラ ンダ 島 
Новая Голландия 
24, 154, 155 
新海 軍 省 
Новое Адмиралтейство 149 
「 ジ ン ゲ ル 社 」 建 物 
“Зингер” компании здание 
25, 99, 103 
新 ス パー スキ ー 橋 (モス カワ) 
Новоспасский мост 268 
新 ス パー スキ ー 修 道 院 (モス クワ ) 
Новоспасский монастырь 
271, 274, 276 


+ 


スィ ー ト ヌィ 市 場 
Сытный рынок 147 
ス ヴ ィ ー ニ ン , ヴァ シー リー 
Свиньин, Василий 
(建築 家 ) 117 
ス ヴ ィ ン ツ ォ フ , ピョートル 
Свинцов, 「lerp( 彫 刻 家 ) 81 
スウ ェ ー デ ン 教 会 
Шведская церковь 103 
ス ヴ ォ ー ロ フ , 
アレ クサ ンド ル 伯 唄 
Суворов, Александр граф 
(司令 官 , 大 元帥 ) 
17, 18, 81, 143 
ス ヴ ォ ー ロ フ 家 (RH) 
Суворовы 
(дворянский род) 252 
ス ヴ ォ ー ロ フ 像 
Суворову памятник 124 
ス ヴ ォ ー ロ フ 博 物 館 
Суворова музей 141 
ズー ボ フ , ア レク セイ 
Зубов, Алексей 
(製図 工 , 版画 家 ) 
24, 28, 29, 44, 130 
ズー ボ フ , プラ トン 大 公 
Зубов, Платон 
светлейший князь 
(15917-20 ш) 18 
ス ヴ ャ トス ラフ ・ 
イー ゴ レ ヴ イチ 公 
Святослав Игоревич 
князь 243 
ス ヴ ャ トス ラブ ・ 
オリ ゴ ヴ ィ チ 公 
Святослав Ольгович 
князь 255 
スー リコ フ , ヴァ シー リー 


Суриков, Василий 

(画家 ) 19, 111, 119, 270, 272 
スカ ヴ ロ ンス カヤ , アン ナ 
Скавронская, Анна 132 

スコ ッ テ ィ , 

ジョ ヴァ ン ニ と ピエ トロ 
Скотти, Джованни 
и Пьетро (画家 ・ 装 飾 家 ) 
79, 116, 127, 153 

スコ ロー ドム (モス クウ ) 
Скородом в Москве 
(現存 せ ず ) 256 

スタ ー ソ フ , ヴァ シー リー 
Стасов, Василий (建築 家 ) 
55, 56, 100, 101, 124, 139, 
145, 154, 160, 193, 199 

スタ ー リ , アン ナ ・ ル イー ザ ・ 

ジェ ル メ ナ ・ ド 
Сталь, Анна Луиза 
Жермена де (女流 作家 ) 
18, 84 

スタ ー ロ フ , イヴ ァ ン 
Старов, Иван(# ЖЖ) 
141, 142, 143 

スタ ニス ラフ ・ ア ヴ グ スト ・ 

ポニ ャ ト フ スキ ー 
Станислав Август 
Понятовский 
(ポー ラン ド 園 王 ) 107 

スタ ルツ ェ フ , オシ プ 
Старцев, Осип (建築 家 )260 

スタ ンダ ー ル 

(アン リ ・ マ リー・ ベ ペー ル ) 
Стендаль (Анри Мари 
Бейль) (作家 )130, 177 

ステ ディ ング 
Стединг 
(スウ ェ ー デ ン 公 使 , 将 官 )127 
ステ パン ・ リ ャ ザー ネツ 
Степан Рязанец (画家 )262 
ステ ファ ン ・ バ トー リー 
Стефан Баторий король 
польский (ポー ラン ド 国 王 ) 
244, 250, 253 

スト ラヴ ィ ン ス キー, イー ゴリ 
Стравинский, Игорь 
EHR) 154 

スト ル ィ ビン , ピョートル 
Столыпин, Петр 
(ニコ ライ 2 世 時 代 の 内 務 大 臣 ) 
20, 21 

スト ルー ヴェ , A 
Струве, А. (技師 )138 

スト ルク , ア ブラ ハム 
Сторк, Абрахам( Ж) 171 

「 ス テレ グー シー 号 」 像 
“Стерегущему” 
памятник 150 

スト レ リ ナ Стрельна 183 

スト レル カ (WW) 

ヴァ シー リー 島 
Стрелка Васильевского 
острова 23, 39, 40, 42 

スト ロ ガ ノ フ , 

PUIHI FIAR 
Строганов, Александр 
граф 102, 105 

AFPAB/7,7 3—U—-188 
Строганов, Григорий 
граф 86 

АРРА 58 
Строганов, Сергей барон 
(エリ ザ ヴ ェ ー タ 女帝 時 代 の 二 等 
文官 ) 102 

スト ロ ガ ノ フ 宮 殿 
Строгановский дворец 
24, 98, 100, 102, 118 

ZF 7738 - ARE 
Строгановы бароны 
играфы 102 

スネ イデ ルス , フラ ンス 
Cueñnepc, Франс (画家 ) 
67, 273 

スパ ー ス ・ ナ ・ ク ラヴ ィ ー 

( 血 の 上 の 救世 詩 ) 教会 
Спаса на Крови храм 
25, 99, 108—114, 149 

スパ ー ス ・ プ レオ ブラ ジェ ー ニ エ 

イリ イン 通り (ノヴゴロド ) 


Спаса Преображения на 
Ильине улице церковь 
238, 239 ` 


スパ ー ス ・ 
プレ オブ ラジ ェ ー ニ エ ェ 教 会 
コ ヴ ァ レフ ( ソ ヴ ゴ ロ ド ) 


Cnaca Преображения на 
Ковалеве церковь 238 
スパ ー ス ・ プ レオ ブラ ジェ ー ニ 
エ 教 会 ネ レ ー ジ ッ ツ ァ 通 り 
(ノヴゴロド ) 
Cnaca Преображения Ha 
Нередице церковь 
239, 240, 247 
スパ ー ス キ ギー (KEE) 聖堂 
(ニー ジュ ヌイ ノヴゴロド ) 
Спасский собор 92 
スハ ー ノ フ , サム ソン 
Суханов, Самсон 
(宝石 細工 職人 , 実業 家 )42 
スパ ソニ アン ドロ ニコ フ 
(アン ドロ ニク ) 修 道 院 (モス クワ ) 
Спасо-Андроников 
монастырь 274 
スパ ソニ プレ オブ ラジ ェ ン スキ ー 
葉 堂 ミロ ー ジ ュ ス キー 修道 院 
(プス コー フ ) Cnaco- 
Преображенский собор 
Мирожского монастыря 
244, 246, 247 
スピ ヴァ コ フ , ウラ ジー ミル 
Спиваков, Владимир 
(パイ オリ ニス ト , 指揮 者 )271 
スフィンクス 像 
登 術 ア カテ ミー 前 
Сфинксы перед Академией 
художеств 43 
ス フ ォ ルツ ァ 宮 殿 ( ロ ー マ ) 
Сфорца дворец 51 
スペ ラン スキ ー, セル ゲイ 
Сперанский, Сергей 
(建築 家 ) 161 
スペ ラン スキ ー, ミハイル 伯 騰 
Сперанский, Михаил граф 
(アレ クサ ンド ル 1 世 相談 役 , 
自由 主義 者 )18 
スマ ロー コ フ ニ エリ スト ン , フ ェ 
リク ス ・ フ ェ リ クソ ー ヴ ィ チ 伯爵 
Сумароков-Эльстон, 
Феликс Феликсович 
граф 158 
スミ ス , アダ ム 
Смит, Адам 
(経済 学者 , 哲学 者 )23 
スモ ー リ ヌィ 修道 院 
Смольный монастырь 
24, 57, 141, 144, 145 
スモ ー リ ヌィ 聖堂 
Смольный собор 16, 145 
スモ ー リ ヌィ 大学 
Смольный институт 25, 145 
スロ ヴェ ン 公 
Сповен князь 248 


せ 
整形 医学 大 学 


Ортопедического института 
здание 150 
HATF (ヨアン ナ ) ° 
イエ ェ ル サレ ム 教 会 
Св. Иоанна 
Иерусалимского 
церковь 132 
Шштљ7)-+ ° 
アル メニ ア 教 会 
Св. Екатерины армянская 
церковь 107 
BIT}. 
カト リッ ク 教 会 
Св. Екатерины 
католическая церковь 
(костел) 92, 99, 106, 107 
ш1570—4: 
ルー テル 派 教会 
CB. Екатерины 
лютеранская церковь 39 
税関 Таможня 41 


聖 ゲオ ルギー 
(ゲオ ル ギ ウ ス ) 教会 (ラド ガ ) 
Св. Георгия {Георгиевская) 
церковь 228-231, 240 

型 シ メオ ニー と 聖 ア ン ナ 教会 
CB. Симеония 
и Анны церковь 137 

ШИФО Jt NE 
Священнослужителей Ka- 
занского собора дом 100 

型 セ ルギー・ ラ ド ネ ジュ スキ ー 
Сергий Радонежский 
преподобный (トロ イツ ェ ー セ 
ル ギ エ フ 大 修道 院 創立 者 ) 
255, 274, 281 

EREE ILLIY) 
Святые сени 
в Московском Кремле 258 

ШК) 74У @& 

ナ プ ル ー ド ノエ (モス クワ ) 
Трифона в Напрудном 
церковь 276 

8-3548@ ベル セ ネ フ 
(モス り ワ ) Св. Николая B 
Берсеневе церковь 266, 267 

玉 パ ン テ レ イモ ン 教 会 
Св. Пантелеймона 
церковь 137 

HATO -FRAR 
Св. Петра лютеранская 
церковь 100 

Луп ER IDRE 

コジ ェ ヴ ニキ (ノヴゴロド ) 
Петра и Павла 
в Кожевниках церковь 238 

ペテロ と 了 型 パ ウロ 教会 

シ ニ ー チ ヤ 丘 (ノヴゴロド ) 
Петра и Павла на 
Синичьей горе церковь 238 

юк удЕШ?/—7У%& 
(ノヴゴロド ) Св. Бориса и 
Глеба церковь 238 

BZIP. лл уо FRR 
Св. Марии финская 
церковь 103 

ゼウス 大 神殿 シチリア 
Зевса храм на Сицилии 53 

セー チェ ノ フ , イヴ ァ ン 
Сеченов, Иван 
(物理 学者 著書 「 脳 の 反射 」) 
43, 127 

セ ギ ュ ー ル , ルイ ・ フ ィ リ ッ プ 
Cerlop (Segur), 

Людовик Филипп 
(フラ ンス 公使 ) 84, 141 

セミ ョ ー ノ フー ニチ ャ ン ニ シャ ン 

スキ ギー, ピョートル 
Семенов-Тян-Шанский, 
Петр (地理 学者 , 

中 央 アジ ア 研 究 家 )87 
セミ ラー ツキ ー, ゲン リフ 
(ヘン リヒ ) 
Семирадский, 
Генрих (画家 )121 
ゼム ツ ォ フ , ミハイル 
Земцов, Михаил (建築 家 ) 
42, 132, 134, 137, 
139, 176, 178, 185 

セル ギー・ ラ ド ネ ジュ スキ ー 教 会 
(イズ ボー ルス ク ) Сергия 
Радонежского церковь 249 

セル ギー・ ラ ド ネ ジュ スキ ー 

預言 者 教会 
Сергий Радонежский 
преподобный 255, 274, 281 

セレ ブリ ャ ン ヌ イエ ・ リ ャ ー デ ィ 
Серебряные ряды 106 

セロ ー フ , ヴァ レン チン 
Серов, Валентин (画家 ) 
21, 118, 121, 122, 156, 222 


戦艦 
RET L 23 ЕЗШ! 記念 像 
Броненосцу 
“Император Александр 111” 
памятник 159 
ЗЫ (7102771) 
Баптистерий 90, 105 
全 ロ シア 博覧 セン ター 
(МІМКн) (モス クワ) 


ーー 


Всероссийский 
выставочный центр (ВДНХ) 
268, 269 


そ 


「 ソ ヴェ ツ カ ヤ 」 ホ テル (モス クワ ) 
“Советская” гостиница 269 
相互 信用 会 社 
Общества Взаимного 
кредита здание 103 
総 主教 宮殿 と 12 使 徒 教会 
(モス カワ ・ ク レム リン )】 
Патриаршие палаты c 
собором Двенадцати 
апостолов 258, 259 
RBHENRIMERRBEEES 
(モス クワ ・ ク レム リン ) 
Патриаршая ризница 264 
АМ (AFL УЕЛ АЛ\ ЖЕЕ РЧ) 
Монетный двор 30, 36 
ゾー ト フ , ニキ ー タ 
Зотов, Никита 
(HHR RG да, 
ピョートル 1 世 の 教 師 )31 
ソコ ロフ , エゴ ー ル 
Соколов, Егор (建築 家 ) 
133, 134 
ソコ ロフ , パー ヴェ ル 
Соколов, Павел (彫刻 家 ) 
103, 137, 498 
ソフ ィ ア 聖堂 (ノヴゴロド ・ ク レム リン ) 
Софийский собор 234-236 
ソフ ィ ヤ ・ パ レオ ー ロ グ 
Софья Палеолог 
(イヴ ァ ン 3 世 妃 ) 255, 259 
ソ モ フ , コン スタ ンチ ン 
Сомов, Константин (画家 ) 
118, 123 
ソラ リ , ビエ トロ ・ ア ント ニオ 
Солари, Пьетро Антонио 
258, 261 
ヴ ル ツー ニ , ジュ 
Зорзони, Дж. (彫刻 家 )131 


た 
大 宮殿 オラ ニ エ ン バウ ム 


Большой nBopeu B 
Ораниенбауме 217 
大 宮殿 ( ペ テ ル ゴ フ ) 
Большой Петергофский 
дворец 24, 167, 169, 
170, 172—176 
大 宮殿 (モス クワ ・ ク レム リツ ) 
Большой дворец в 
Московском Кремле 258 
大 公 納 則 所 
ペトロ パ ヴ ロ フ スカ ヤ 
( 聖 ペ テロ と 型 パウ ロ ) ES 
Великокняжеская 
усыпальница 
Петропавловской крепости 
36, 151 
大 墓地 アレ クサ ンド ル ニ ネ フ 
スキ ー 大 修道 院 
HekpononM Александро- 
Невской лавры 142, 143 
大 砲 の 王 機 ( モ スリ ワ ・ ク ウレ ムリ ン ) 
Царь-пушка 
в Московском Кремле 256 
大 理 石 宮殿 
Мраморный дворец 
24, 50, 118, 128, 129, 212 
ダヴ イド, ジャ ッ ク ・ ル イ 
Давид, Жак Луи (画家 ) 68 
ダヴ ィ ド フ , ト 
Давыдов, И. (建築 家 )176 
ダヴ ィ ド フ , ニキ ー タ 
Давыдов, Никита 
(黄金 細工 職人 )264 
タ ヴ リー ダ 宮 殿 
Таврический дворец 
24, 71, 134, 141 
タッ カ , ビエ トロ 
Такка, Пьетро 
(彫刻 家 )96 


345 


タッ ソー, トル ク ヴ ァ ト 
Тассо, TopkBaro( 詩 人 )173 
タナ ー ウ エル , イオ ガン 
(ヨハ バン) ・ ゴ ッ ト フ リー ド 
Таннауэр, Иоганн 
Готфрид (画家 )47 
ダニ ー ル ・ 
アレ クサ ンド ロ ヴ ィ チ 公 
Даниил Александрович 
князь 274 
ダニ ー ロ フ (ダニ イル ) 修道 院 
(モス カワ ) Данилов монастырь 
274, 276 
タメ ル ラ ン 
(ティ ムー ル ) エミ ー ル 
Тамерлан (Тимур) эмир 
(ティ ムー ル 帝 国 創始 者 )150 
タリ ヤ ペ ー ト ラ 
Тальяпетра (彫刻 家 ) 131 
タル シア 
Tapcna (REAR) 131 
タル シア , バル トロ メオ 
Тарсиа, Бартоломео 
(画家 ) 172 
唐 生 教会 ペレ ドキ ヴィ タス 
ラー ヴ リ ッ ツ ィ ( ソ ノヴゴロド ) 
Рождественская церковь из 
Передок в Витославицах 241 
証 生 教会 (イズ ボー ルス ク ) 
Рождественская 
церковь 249 


5 


チェ ヴァ キン スキ ー, サッ ヴァ 
Чевакинский, Савва (建築 家 ) 
56, 137, 155, 159, 185 
チェ ー ブ ィ シェ フ , パフ ヌー チー 
Чебышев, Пафнутий 
(数 学 家 ) 43 
チェ スマ 宮殿 
Чесменский дворец 161 
チェ スマ 教会 
Чесменская церковь 161 
チェ ルカ ッ ス カヤ , ヴァ ル ヴ ァ ラ 
Черкасская, Варвара 278 
チェ ルカ ッ ス キー 公 
Черкасские князья 278 
チェ ルナ コ フ , ニキ ー タ 
Челнаков, Никита 
(製図 工 , 版画 家 ) 186 
チェ ル ニ ェ ツ ォ ー フ , 
グリ ゴー リー 
Чернецов, Григорий 
(画家 )52, 124 
チェ ル メ ヌィ , ダニ イル 
Черный, Даниил (画家 ) 281 
チェ ル ヌ イィ ショ フ の 家 
Чернышева дом 86 
#хї/ж/ а 7{# 
Чернышев мост 136 
チェ ル ノ ツ キー, 
アダ ム (ツリ アン ・ 
ドレ ン ゴ ニー ホ ダ コフスキー) 
Черноцкий, Адам (Зориан 
Доленго-Ходаковский 
(考古 学 愛好 家 )229 
地 貸 学 博物 館 
Геологический музей 
{Академии наук) 
(科学 アカ デミ ー) 41 
チチ ェ リ ン , ニコ ライ 
Чичерин, Николай 
(ех, ИЖЕ К. 
エカチェリーナ 2 世 時 代 
の 元老 院 議員 )101 
チチ ェ リ ン 邸 
Чичерина дом 101 
チミ リャ ゼ フ ブフ, クリ メン チー 
Тимирязев, Климентий 
(ダー ウィ ン 説 支持 者 )43 
チャ ー ル ズ 1 世 (Charles) 
スチ ュ ワ ー ト 朝 
Карл | (Charles) Стюарт 266 
チャ イコ フス キー, ピョートル 
Чайковский, Петр (作曲 家 ) 
101, 115, 142, 143, 157 
チャ イコ フス キー の 家 
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Чайковского квартира 101 

チャ ン バ ー ス , ウィリアム 
Чамберс, Уильям 
(建築 家 )199 

中 央 郵便 局 ouraur 25 

中 国 の 村 ( ツ ァ ー ル スコ エ ・ セ ロー) 
Китайская деревня 185, 199 

PARER (オラ ニ エ ン バウ ム ) 
Китайский дворец 

212, 218—221 

チュ ッ チ ェ ブ , ブ フョードル 
Тютчев, Федор (詩人 )19 

長官 ボリ ス の 町 (プス コー フ ) 
Бориса Посадника город 
243, 245 

チン ギ ス 汗 (テム ジン ) 


Чингисхан (Тимучин) 14 


ツァ ー ル スキ ー・ ド ヴォ ー ル 
(ШЕЮ) (モス クワ ・ ウ レム リン ) 

Царский двор 260 

ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー 
Царское Село 16, 19, 24, 
165, 184—199, 260 

ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー 

リツ ェ イ (高等 貴族 男子 学校 ) 
Царскосельский лицей 
185, 189 

ツァ リー ツィ ノ 
Царицыно 276 

ツ ヴ ェ イグ , ステ ファ ン 
Цвейг, Стефан (作家 )20 


て 


ディ ア ギ レ フ , セル ゲイ 
Дягилев, Сергей 
(興行 師 )101 
ティ ー・ ハ ウス AORA 
Чайный домик 
в Летнем саду 131 
ディ ー ト リヒ , ア ダム 
Дитрих, Адам (EER) 147 
ティ エボ ポロ , ジョヴァンニ ・ 
バッ ティ スタ 
Тьеполо, Джованни 
Баттиста (19 )66, 67, 127 
ディ オニ ー シ ー 
Дионисий (画家 )259, 263 
ティ ツィ アー ノ 
チ ツ ィ ア ー ノ ・ ヴ ェ チ ェ リ オ ) 
Тициан (Тициано Вечеллио) 
(画家 )66 
ディ ドロ , デニ 
Дидро, Дени 
(哲学 家 ・ 唯 物 諭 者 )84 
デイ ネー カ , アレ クサ ンド ル 
Дейнека, Александр 
(画家 ) 269 
テイ パー ス , ルイ ス ・ キ ンダ ー 
Tanepc, Людвиг Киндер 
(ラン ドス ケー プ 建 築 家 )132 
ティ モ フ ェ イ 
Тимофей (画家 )259 
DLT (デー・ エ ル ・ テ ー) 
(レニ ング ラー ド 商 館 ) ДЛТ 99 
テニ ルス , ダヴ ィ ド 
Тенирс, Давид (画家) 
67,190 
デミ ー ド フ , ニキ ー タ 
Демидов, Никита 
(デミ ー ド フ 家 出身 の 工場 主 )105 
デミ ー ド フ ・ パ ヴ ロ ・ 
ニコ ラ エ ヴィ イチ の 家 
Демидова Павла 
Николаевича дом 92 
デミ ー ド フ 家 
Демидовы 
(工場 主 )93 
デム ー ト ニ マ リノ フス キー, 
ヴァ シー リー 
Демут-Малиновский, 
Василий (EHR) 
79, 104, 105, 116, 
160, 153, 182 
デュ ヴァ リ , ル イ ・ ダ ヴィ ド 
Дюваль, Луи Давид 


(宝石 職人 )101 
デュ ー ク , ヴィ オレ ・ レ 
Дюк, Buonne ne 
(建築 家 , 芸術 理論 家 ) 151 
ジャ ッ ク 


デュ ー ク , ジャ ン = ジ 
Дюк, Жан-Жак 
(宝石 職人 )101 

デリ ー リ , ジョ ゼ フ ・ ニ コラ 
Делиль, Жозеф Никола 
(天文 学者 , ベ テ ル ブル グ 天 文 台 
初代 台 長 )31 

デリ ヴィ グ , アン トン (ВА) 
Дельвиг, Антон 139 

デル ジャ ー ヴ ィ ン (時 人 ) ER 
Державина поэта дворец 
136 

テレ ビ セ ン タ ー 放 送 局 
Телецентр 146 

テレ ベニ ョ フ , イヴ ァ ン 
Теребенев, Иван 
(彫刻 家 ) 83 

テレ ベニ ョ ブフ , アレ クサ ンド ル 
Теребенев, Александр 
(彫刻 家 ) 53 

テレ ム ナ ヤ (テレ ム ) 教会 
(モス クワ ・ ケ ワレ ムリ ン ) 
Теремные церкви 260 

テレ ム ノ イ (テレ ム ) ER 
(モス クワ ・ ケ レム リン ) 
Теремной дворец 258, 260 

テン プ エ ッ ト ( 札 拝 堂 ・ ロ トン 
(ロー マ ) Темпиетто 
{часовня-ротонда) 107 


と 
ドイ ツ 大 便 館 建物 


Германского 
посольства здание 85 
ドウ , ジョ ル ジ ュ 
Доу, Джордж 
(画家 ) 58 
ドゥ アイ エン (Doyen), 
ガブ リエ ル ・ フ ラン ソ ワ 
Дуайен, Габриэль 
Франсуа (画家 ) 
212 
トゥ ー チ コ フ 横 
Тучков мост 146 
トゥ ヴォ ルコ フ , ヴァ シー リー 
Туволков, Василий (技師 ) 
170 
#8 Зимний дворец 
16, 21, 24, 42, 48—58, 62, 
72, 73, 77,80, 93, 101, 110, 
149, 264 
#8 ( ビ ョ ー ト ル 1 世 ) 
Зимний дворец Петра! 
49, 76,77 
HODBDRI 
"Дом c башнями" 151 
動物 園 3oonapk 146 
動物 学 博物 館 (科学 アカ デミ ー) 
Зоологический музей 
(Академии Hayk) 41, 42 
ドッ ゥ プロ フス キー, ピョートル 
Дубровский, Петр 
(書籍 マニ ア , 募集 家 )133 
ド ヴ モ ント フ ・ ゴ ー ラ ド 
( ド ヴ モ ント の 町 , プス コー フ ) 
Довмонтов город 
243, 245 
ド ヴ モ ント 公 
Довмонт князь 
244, 245 
トー トレ ベン , Z F 7 КАЮ 
Тотлебен, Эдуард граф 
(ЖИБЕРЕ) 87, 127 
トカ レフ , ニコ ライ 
Токарев, Николай 
(彫刻 家 )160 
ドス ト エ フス キー, フョードル 
Достоевский, Федор 
(作家 ) 127, 139, 142, 143, 154 
ЕХКЕ7А#—-Фжї@Ж® 
181988 
Достоевского мемо- 
риальная квартира 138 


ドニ , モー リス 
Дени, Mopwc( 画 家 )79 
ドビュッシー・ ク ロー ド 
Дебюсси, Клод (作曲 家 )115 
ドミ ー ト リー・ 
アレ クサ ンド ロ ヴ ィ チ 公 
Дмитрий Александрович 
князь 244 
ドミ ー ト リー・ 
イヴ ァ ー ノ ヴィ チ ・ ド ンス コイ 公 
Дмитрий Иванович 
Донской князь 255, 262, 281 
ドミ ー ト リー・ 
イヴ ァ ー ノ ヴィ チ 生 太子 
Дмитрий Иоаннович uape- 
вич (イヴ ァ ン 電 帝 の 息子 )20 
ドミ ー ト リー・ 
ソル ー ン スキ ー 孝 会 (ブス コー フ ) 
Дмитрия Солунского 


церковь 244 
ドミ ー ト リー・ 


パー ヴ ロ ヴィ チ 大 公 
Дмитрий Павлович 
великий князь 158 

ドミ ー ト リエ フ , ア レク サン ドル 
Дмитриев, Александр 
GRRR) 149 

トミ ー ル , ピエ ー ル ・ フ ィ リ ッ プ 
Томир, Пьер Филипп 
(ブロ ンズ エ , パリ の 有名 な 工場 主 ) 


93 
ドム ・ ク ニー ギ (本 の 家 書店 ) 
Дом Книги 22, 99 
トモ ン , トマ ・ ド 
Томон, Тома де (RR) 
39, 40, 42, 143, 152, 204, 209 
トラ ウ ベ ル グ , レオ ニー ド 
Tpay6epr, Леонид 
СВЕ Е) 22 
トラ ヤ ヌ ス 帝 記 念 柱 ( ロ ー マ ) 
Траяна колонна в Риме 80 
トリ アノ ン 
ヴェ ル サ イ ユ ( パ リ ) 
Трианон в Версале 204 
ドリ ー ツ キー, ロー ギン 
Дорицкий, Логин 
(HR, 装飾 家 )174 
トリ スコ ル ニ , パオ ロ 
Трискорни, Паоло 
(彫刻 家 )97, 135 
取引 所 ヴァ シー リー 島 岬 
Биржа Ha Стрелке 
Васильевского 
острова 25, 39-41 
取引 所 広場 
Биржевая площадь 
40, 41 
トル ー ヴ ォ ル 
Трувор (伝説 に よる と 、 
リュ ー リ ク の 弟 ) 14, 248 
トル ー ヴ ォ ル 跡地 
Труворово городище 
248, 249 
ドル ゴル ー キ ー 公 
Долгорукие князья 
136 
ドル ゴル ー キ ー 公 屋敷 
(現存 せ ず ) 
Долгоруких князей 
усадьба 155 
ドル ゴル ー キ ー 公 邸 ( 現 存 せ ず ) 
Долгоруких князей 
дом 43 
トル スト イ , アレ クセ イ ・ 
コン スタ ンチ ー ノ ヴィ チ 
Толстой, Алексей 
Константинович (作家 ) 111 
トル スト イ , フョードル 
Толстой, Федор 
(彫刻 家 、 画家 ) 270 
トル スト イ , レフ 
Толстой, Лев (作家 )21,84 
トル ベツ コイ , パオ ロ 
Трубецкой, Паоло 
(彫刻 家 )128 
トル ベツ コイ , ユー リー 公 
Трубецкой, Юрий князь 
(ピョートル 時 代 の 選挙 制 市 会 議長 , 
アン ナ 女 帝 時 代 の 二 等 文官 )31 


トレ ジー ニ , ドメニコ 
Трезини, Доменико 
(建築 家 )28, 29, 32, 33, 34, 
38, 43, 44, 77, 142, 222, 274 
トレ チ ヤ コ フ , パー ヴェ ル 
Третьяков, Павел 
(実業 家 , 芸術 底 護 者, 
草 集 家 )272 
トレ チ ヤ コブ 美術 館 ( モ スク ワ ) 
Третьяковская галерея 
121, 186, 222, 241, 271, 272 
トレ ッ テ ル , ゲオ ル グ 
Треттер, Георг (技師 )103 
トレ ン ヴ リー ト , ヤコブ 
Торенвлит, 名 ko6( 画 家 )181 
トロ イオ ン , コン スタ ン 
Тройон, Констан (819) 68 
トロ イツ ェ ニ セル ギ エ フ 
(Efit T) 大 修道 院 
Троице-Сергиева naspa 
280, 281, 282, 283 
トン , コン スタ ンチ ン 
Тон, Константин(## ЖЖ) 
43, 104, 139, 264, 270 
ドン スコ イ 修 道 院 (モス クワ ) 
Донской монастырь 
271, 274, 276 
トン チ , サリ ヴァ トー ル 
Тончи, Сальватор 
(画家 ) 213 


な 


ナシ ョ ー キ ン 家 (RIK) 
Нащокины 252 
ナタ ー リ ヤ ・ キ リロ ヴ ナ 
(ナル ィ シ ュ キ ナ ) 
Наталья Кирилловна 
(Нарышкина) 
(REPLICI 
ミハイロヴィチ 妃 )275 
ナッ チエ , ジャ ン ・ マ ルク 
Наттье, Жан Марк 
(画家 )32, 190 
жой エリ ザ ヴ ェ ー タ ・ 
ペトロ ー ヴ ナ ( 現 存 せ ず ) 
Летний дворец Елизаветы 
Петровны 126, 132 
ADEM 
ピョートル 1 世 (WORE) 
Летний дворец Петра 
24, 130 
EDEA 
Летний сад 24, 50, 71, 
99, 114, 130, 131, 136 
ナボコフ , ウラ ジー ミル ・ 
ウラ ジー ミロ ヴィ チ 
Набоков, Владимир 
Владимирович( (Е) 87 
ナボコフ , ウラ ジー ミル ・ 
ドミ ー ト リエ ヴィ チ 
Набоков, Владимир 
Дмитриевич 
(法学 者 , 社会 評論 家 , 
уу. ナボコフ の 父 ) 86,8 
ナポレオン 1 世 ボナ バル ト 
Наполеон | Бонапарт 
18, 58, 80, 81, 86, 92, 
117, 213, 253, 268 
ナル イィ シュ キナ , ソフ ィ ヤ 
Нарышкина, Софья 136 
ナル ィ シ ュ キ ナ , マ リヤ 
Нарышкина, Мария 136 
ナル ィ シ ュ キ ン , 
キリ ル ・ ア レク セー ヴィ チ 
Нарышкин, Кирилл 
Алексеевич 
(ピョートル 1 世 の 従 兄弟 , 
ペテルブルグ ・ モ スク ワ 知 事 ) 31 
ナル ィ シ ュ キ ン , ドミ ー ト リー 
Нарышкин, Дмитрий 
(アレ クサ ンド ル 1 世 時 代 
の 宮廷 狩猟 長官 ) 136 
ナル ィ シ ュ キ ン 家 
Нарышкины (PIRI. 
ピョートル 1 世 の 母 の 家系 ) 
136, 275 
ナル ィ シ ュ キ ン 伴 従 の 家 


Нарышкина 
камергера дом 84 
ナル ヴァ 門 
Нарвские ворота 160 
ナル ト フ , アン ドレ イ 
Нартов, AHapeW( 機 械 技師 ) 
53, 185, 196 


に 


ニー コン 修道院 

トロ イツ ェ ニ セル ギ エ フ 修道 院 
Никон игумен 
Троице-Сергиева 
монастыря 282 

ニー コン 総 主 数 
Никон патриарх 231, 266 

ニー フォ ント 主教 (ノヴゴロド ) 
Нифонт архиепископ 
новгородский 
234, 244, 246, 247 

ニ エ ン シャ ン ツ (現存 せ ず ) 
Ниеншанц 140, 144 

ニキ ー チ ン , イヴ ァ ン 
Никитин, Иван 
(画家 )119, 179 

ニキ ー ト ニコ フ , 

グリ ゴー リー 
Никитников, Григорий 
(商人 )267 


ニコ ー リ , B. 
Николь, В. (建築 家 )155 
ニコ ノラ フ ,N 
Никонов, H. (建築 家 ) 
147 
ニコ ライ ( 海 の ) RE 


(クロ ソン シ ュ タ ッ ト ) Никольский 
Морской собор 223 
ニコ ライ ・ 
ニコ ラ エ ヴィ チ 大 公 宮殿 
Николая Николаевича 
великокняжеский дворец 
155 
ニコ ライ 1 世 
Николай | 19, 20, 25, 43, 54, 
55, 63, 80, 81, 84-86, 97, 106, 
133, 135, 143, 145, 182, 199, 
207, 212, 213, 241, 270 
ニコ ライ 1 世 像 (イサ ー ク 広場 ) 
Николаю І памятник 
25, 84, 85 
ニコ ライ 2 世 
Николай 11 20, 21, 25, 
36, 58, 59, 86, 106, 114, 141, 
146, 148, 152, 160, 199 
ニコ ライ 2 世 の 国民 の 家 
(現存 せ ず )Hukonag ll Народ- 
ный Дом 146, 147, 158 
ニコ ライ 奇跡 者 聖堂 ( ソ ヴ ゴロ ド ) 
Николая Чудотворца 
{Никольский) собор 
238, 239 
ニコ ライ 教会 トル ー ヴ ォ ル 跡 地 
(イズ ポー ルス ク ) 
Никольская церковь на 
Труворовом городище 249 
ニコ ライ 数 会 (トゥー ホラ ) 
ヴィ タス ラー ヴ リ ッ ツ ィ 
(ノヴゴロド ) Никольская 
церковь из Тухоли в 
Витославицах 241 
ニコ ライ 修道 院 ( ラ ドガ ) 
Николаевский 
монастырь 229 
=кзлэ+инш= 
Никольский 
Богоявленский собор 
24, 154—156, 159 
ニコ ライ 聖堂 (イズ ポール スク) 
Никольский собор 
в Изборске 249 
ニ ジ ン スキ ー, ヴァ ツラ フ 
Нижинский, Вацлав 
(パレ エ ・ ダ ン サ ー) 156 
偽 ド ミー トリ ー1 世 
(グリ ゴー リー・ オ トレ ビエ フ ) 
Лжедмитрий | 
(Григорий Отрепьев) 15, 20 


備 ド ミー トリ ー2 選 (本 名 不明 ) 
Лжедмитрий l! 251 


ね 
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Невская ограда 
Летнего сада 128, 130, 131 
ネー レル , ゴー ド フ リ 
Неллер, Годфри (画家 ) 
170 
ネー ロフ , イリ ヤ 
Неелов, Илья 
(建築 家 )187, 198 
ネー ロフ , ヴァ シー リー 
Неелов, Василий 
GRRR) 498 
ネー ロフ , ピョートル 
Неелов, Петр (建築 家 ) 
198 
ネ ク ラ ー ソ フ , ニコ ライ 
Некрасов, Николай 
(詩人 )139 
ネス テロ フ , ミハイル 
Нестеров, Михаил (HR) 
412, 113, 122 
ネス トル 
HecTop( キ エフ ニ ペ チョ ー ル スキ ー 
(洞窟 ) 修 道 院 の 修道 士 , 
年 代 記 編 偽者 )230 
ネッ セリ ロー デ , カー ル 伯 内 
Нессельроде, Карл граф 
(宰相 , 外務 大 臣 ) 79 
ネッ フ , ティ モレ オン ・ 
カー ル ・ フ ォ ン 
He 中 , Тимолеон 
Карл фон (画家) 91 
ネル ソン 柱 像 (ロン ドン ) 
Нельсона колонна 80 
жпийюой@ ЕЮ 
(ドム ス ・ ア ウレ ア ) 
(Domus Aurea)( ロ ー マ ) 
Золотой дом Нерона 196 


の 
ノヴィ コ フ , ニコ ライ 


Новиков, Николай 
(啓蒙 思想 家 , LPR 
ジャ ー ナ リス ト , フリ ー メ ー ソ ン . 
その 反 体制 思想 の た め 、 
エカチェリーナ 時 代 シ ュ リ ッ セ ル 
ブフ ルリ 要 宮 に 投 狼 )97 

ノヴォ ジェ ー ヴ イィ チー 修道 院 
Новодевичий монастырь 
274, 275 

ノヴォ シリ ツェ フ 家 
Новосильцевы (FIR) 136 

ノヴゴロド ・ ク レム リン 
Новгородский кремль 
234, 238 


は 


パー ヴェ ル ・ 
アレ ッ プ スキ ー 修 道士 
Павел Алеппский 
монах 282 
パー ヴェ ル 1 世 
MNasenl 18, 19, 25, 39, 53, 
105, 106, 124, 126, 127, 132, 
141, 152, 158, 183, 193, 
201-209, 211-215, 217 
バー ジン, ピョートル 
Басин, Петр (画家 )95 
パー ニン , = F— {AFR 
Панин, Никита граф 
(宰相 , NL パー ニン の 場 , 
パー ヴェ ル 1 世 の 養育 係 ) 127 
パー レン , 
ビ ピョートル 伯 秋 (FE) 
Пален, Петр граф 18, 127 
バイ エル , ゴット リー プ 
Байер, Готлиб (歴史 家 )248 
ハイ ドン , ヨー ゼ フ 
Гайдн, Иосиф (作曲 家 )106 


バイ リー, エド ワー ド 

(Вайу, Edward Hodges) 
Bañnu, Эдвард (建築 家 ) 80 

パウ リ ソ ン (カー ル ?) 
Паульсон (Карл?) 
(建築 家 ) 103 

パ ヴ ロ フ , イヴ ァ ン 
Павлов, Иван (生理 学者 
条 人 性 反射 研究 で ノー ベル 医学 ・ 
生理 学賞 受賞 ) 22, 43 

パ ヴ ロ フ スク 
Павловск 24, 165, 200-209 

パ ヴ ロ フ スク (パー ヴェ ル ) 

宮殿 ( パ ヴ ロ フ スク ) 
Павловский дворец 
200-207 

パ ヴ ロ フ スク 公園 ( パ ヴ ロ フ スク ) 
Павловский парк 
208-209 

パヴロワ , アン ナ 
Павлова, AHHa( パ レ リ ー ナ ) 
156 

バク スト , レオ ン 
Бакст, Леон (画家 ) 

118, 123, 156, 157 

バグ ラチ オン , ピョートル 
Багратион, Петр 
(1812 年 大 祖国 戦争 時 
の 第 2 軍隊 司令 官 )58 

パゴダ (чю, 王立 植物 園 ) 
(пу Е) Пагода в 
Кем Gardens 199 

バジ ェ ー ノ フ , ヴァ シー リー 
Баженов, Василий (建築 家 ) 
212, 264, 268, 276 

ハッ ケル ト , ヤコブ , フィ リッ プ 
Хаккерт, Якоб Филипп 
(画家 )41, 173 

パッ サー ジュ 
Пассаж 99, 106, 107 

バッ ハ , ロベルト 
Bax, Po6epr 
(彫刻 家 ) 189 

パッ ラー ジオ , ア ンド レア ・ 

ジ ・ ピ エト ロ 
Палладио, Андреа ди 
Пьетро (建築 家 )198, 202 

パト リ ケ ー エ フ ・ ト リフ ォ ン 公 
Патрикеев Трифон князь 274 

パフ ヌー チー 

(パー ヴェ ル ・ ザ ボロ ト ヌ イィ ) 
Пафнутий 
(Павел Заболотный) 250 
パラ スケ ー ヴ ァ ・ 

ピ ャ ー ト ニッ ツァ 教会 (ノヴゴロド ) 
Параскевы Пятницы 
церковь 239 

バラ ノ フ スキ ー, ガ ヴ リエ ル 
Барановский, Гавриил 
(建築 家 ) 152 

バラ リー ニニ, パオ ロ 
Балларини, Паоло (画家 ) 
173 

ハラ ルド 1 世 248 

バリ ー, チ ャ ー ル ズ 
Барри, Чарльз (建築 家 )80 

バリ ジエン , 

フリ ー ド リヒ , ガル トマ ン 
Баризьен, Фридрих 
Гартман (1819) 187 

バリ ショ イ (K) 劇場 
(現存 せ ず ) 

Большой театр 155, 156 

МАЈА, フラ ンス 
Хапьс, Франс (画家 ) 60 

140051. F * Р- ЈАВЕ 
Барклаю де 
Толли полководцу 
памятник 99, 105 

バル ト (バル チー スキ ギー) 駅 
Балтийский вокзал 25 

バル ビデ ィ エ ン , 

フェ ルディ ナン ド 
Барбидьен, Фердинанд 
(ブロ ンズ エ ) 174 

バル マ 
Барма (建築 家 ) 256 

ハル ラー モ フ , ニコ ライ 
Харламов, Николай 
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(画家 ) 112,113 

パル ラン ド , アル フレ ー ド 
Парланд, Альфред 
(建築 家 ) 110-113 

バ ロ ッ タ , ピエ トロ 
Baparra, Пьетро 
(彫刻 家 ) 131, 187 

パン テレ イモ ノ フ スキ ー 橋 
Пантелеймоновский 
мост 137 

ハバ ンプ トン ・ コ ー ト (ロン ドン ) 
XaMnToH KopT 
B Лондоне 215 


ひ 


ピオ トロ フス キー, スタ ニス ラフ 
Пиотровский, Станислав 
(カト リッ ク 司 祭 , ステ ファ ン ・ 
バト ー リ ー 秘 書 ) 244 
ピカソ, パブ ロ 
Пикассо, Пабло (画家 )273 
ビ ピカ ル ト , ピョートル 
Пикарт, Петер 
(WEIR) 14, 148, 149 
ピス カリ ョ フ 葛 地 
Пискаревское кладбище 22 
ヒト ラー, アド ルフ 
Гитлер, Адольф 85, 195 
ピノ, ニコ ラ 
Пино, Никола( #19) 28 
ピ メ ノ フ , ステ パン 
Пименов, Степан 
(彫刻 家 )79, 83, 104, 105, 
116, 135, 153, 160 
ピ メ ノ フ , ニコ ライ 
Пименов, Николай 
(彫刻 家 )90, 95 
ピ メ ノ フ , ユー リー 
Пименов, Юрий (画家 )118 
ビュ イ , ライ モン ド ・ ド 
マル タタ 崎 士 団 初代 団長 
Пюи, Раймонд де 
магистр 213 
ピョートル 
Петр (建築 家 )241 
ピョートル 1 世 の 小 屋 
Домик Петра! 146 
ピョートル 1 世 の 小 屋 
Петра І Домик 148, 149 
ピョートル 1 世 記 念 
旧 学 校 施設 建物 (海軍 学校) 
Училищного дома имени 
Петра | здание (Военно- 
морское училище) 149 
ピョートル 1 世 像 
(ピョートル 大 工 ) 
Петру І памятник 
(“Петр-плотник”) 49 


ビ ピョートル 1 世 像 
(SV Л Ж) 


Петру | памятник y 
Михайловского замка 126 

ピョートル 1 世 像 , 別称 

「 青 銅 の 崎 士 」( 元 老 院 広場) 

Петру І памятник на 
Сенатской площади 
(“Медный всадник") 
24, 48, 50, 96 

ピョートル 1 世 大 帝 
Петр | Великий 14, 17, 18, 
20, 24, 28-30, 32, 36, 38, 39, 
41-45, 48, 51, 57, 60, 61, 71, 
75-77, 80, 82, 83, 90, 98, 
102, 105, 106, 124, 126, 131, 
130, 136—142, 144, 146-149, 
152—155, 167—170, 173, 
176-181, 183, 185, 188, 190, 
194, 217, 222, 223, 234, 256, 
260, 261, 264, 268, 275 

ビ ョ ー ト ル 2 世 
Петр 11 15, 16, 20, 
24, 44, 155 

E a— FI 21% 
Петра ll дворец 42 

ビ ョ ー ト ル 3 世 
Петр Il} 16, 17, 20, 24, 27, 
180, 217, 219 
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ビ ピョートル 3 世 宮 殿 
(オラ ニ エ ン パウ ム ) 
Петра 111 дворец 219 

ピョートル 大 帝 

(大 オフ チン スキ ー) 18 

Петра Великого(Больше- 
охтинский) мост 25, 141 

ピョートル 門 

ペトロ パ ヴ ロ フ スカ ヤ 要 畜 
Петровские ворота 
Петропавловской 
крепости 28, 29 

ビリ ー ビ ン , イヴ ァ ン 
Билибин, Иван 
(画家 ) 19, 111, 118 

ピリ マン , ジャ ン 
Пильман, Жан 
(画家 ・ 装 飾 家 ) 220 

ビ ロ ン , エル ネス ト ・ ヨ ハン 

(イオ ガン ) 27—75 КВ 
Бирон, Эрнест Иоганн 
герцог Курляндский 16 


>. 
+ 


「 フ ァ ベ ル ジ ェ 」 工房 
“Фаберже" фирма 264 
ファ ベル ジェ , カ ー ル 
Фаберже, Карл 
(実業 家 ,「 フ ァ ベ ル ジ ェ 」 
工房 オー ナー) 101 
ファ ラー リ , ジャ コモ 
Феррари, Джакомо 
(建築 家 ) 106 
ファ リコ ネ , エチ エン ・ モ ー リ ス 
Фальконе, Этьен Морис 
(彫刻 家 )96 
ファ レン ベク ( ブ ァ レン スバ ッ パ ) 
Фаренбек (Фаренсбах), 
Йержи (Farensbach Jerzy) 
(司令 官 ) 251 
フィ オラ ヴァ ン テ ィ , ア リス ト テ リ 
Фиораванти, Аристотель 
(建築 家 )258, 259 
フィ ラレー ト 総 主教 
(フョードル ・ ロ マ ノ フ ) 
Филарет патриарх 
(Федор Романов) 274 
フィ リ Фили 275 
フィ ル ハ ー モ ニー 大 ホー ル 
Большой зал 
филармонии 114 
フィ ロ チ ェ イ , Y. 
Филотей, Я. 
(建築 家 )159 
フィ ロ ノ フ , パー ヴェ ル 
Филонов, Павел (画家 ) 
118, 123 
フィ ン ラ ンド 橋 
Финляндский мост 25 
ブー シェ , フラ ン ソ ワ 
Bywe, Франсуа 190 
プー シキ ン , ア レク サン ドル 
Пушкин, Александр (詩人 ) 
17, 18, 19, 98, 111, 154 
プー シキ ン の 家 
(芸術 アカ デミ ー ロ シア 文学 大 学 ) 
Пушкинский Дом 
(Институт русской MT6・ 
ратуры Академии наук) 41 
7—7 +70188 
E71 ЛИЙ!) 
Пушкина музей-квартира 
на Мойке 98 
プー シキ ン 家 
Пушкины (貴族 ) 252 
プー シキ ン 像 
(ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー) 
Пушкину памятник 
в Царском Селе 189 
プー シキ ン 像 (芸術 広場 ) 
Пушкину памятник на 
площади Искусств 114 
ブー リ , ア ンド レ ・ シ ャ ルル 
Буль, Андре Шарль 
高級 家具 職人 ) 63 
フェ イト , ヤン 
Фейт, Ян (画家 ) 190 


フェ オド ー シ ー 
Феодосий (画家, 
ディ オ ー の 息子 ) 263 
フェ オド ー シ ー 修 道 院 長 
フー ティ ンス キー 修道 院 
Феодосий игумен 
Хутынского монастыря 142 
フェ オフ ァ ン ・ グ レー ク 
Феофан Грек( Ж) 263 
フェ オフ ィ ル 大 主教 ノヴゴロド 
Феофил архиепископ 
новгородский 252 
フェ リ テ ン , ユー リー (ゲオ ル グ ) 
Фельтен, Юрий (Георг) 
(建築 家 ) 39, 51, 52, 54, 56, 
64, 78, 96, 103, 107, 131, 145, 
152, 162, 173—175, 177, 185 
フェ リ ペ 4 世 像 (マドリ ー ド ) 
Филиппу ІУ памятник 96 
フォ ー キ ン , ミハイル 
Фокин, Михаил 
(ダン サー, 振付 師 , 
バレ エマ スタ ー) 156, 157 
フォ ー ミ ン , イヴ ァ ン 
Фомин, Иван (建築 家 ) 125 
フォ ー ル , フェリ クス 
Фора, ①enukc( フ ラン ス 大 統領 ) 
149 
フォ ンタ ー ナ , カル ロ 
Фонтана, Карло (建築 家 ) 29 
フォ ンタ ー ナ , 
ジョ ヴァ ン ニ ・ マ リオ 
Фонтана, Джованни Марио 
(建築 家 )44, 217 
フォ ンタ ー ナ , 
リュ ド ヴ ィ グ (ルイ ) 
Фонтана, Людвиг 
(建築 家 ) 115 
フォ ン テ ン , ピエ ー ル 
Фонтен, Пьер (建築 家 , 
ブレ ン ナ と モン フェ ラン が 学ん だ 
工房 の 創立 者 ) 92, 117, 202 
武器 庫 ( モ スク ワ ・ ク レム リン ) 
Оружейная nanara 
101, 264, 265 
プシ ェ ニ ツキ ー, A. 
Пшеницкий, A. (技師 ) 51 
プス コー フ ニ ペ チョ ー ル スキ ー 
GI) 修道 院 
Псково-Печерский 
монастырь 250-253 
プス コー フ ・ ク レム リン 
Псковский кремль 242—245 
フ セ ヴ ォ ロ ド ・ 
ム ス チ スラ ー ヴ ィ チ 公 
Всеволод 
Мстиславич князь 241 
ブタ ツ ,1 
Byrau, И. (技師 ) 135 
プッ サン , ニコ ラ 
Пуссен, Никола (画家 ) 60 
FEE 
Буддийский храм 152 
ブッ シュ , ジョ ゼ フ 
Буш, Джозеф 
(ラン ドス ケー プ 建 策 家 ) 153 
ブッ シュ , ジョ ン 
Буш, Джон 
(ラン ドス ケー ブ 建 築 家 ) 198 
プティ パ , モー リス 
Петипа, Морис (Мариус) 
(パレ エマ スタ ー) 156, 157 
ブ ト ッ ゥ ルリ ン 伯 第 家 
Бутурлины графы 252 
プトレマイオス 2 世 
Птолемей ll (エジプト 王 ) 60 
プ ニ ー, ツェ ー ザ リ 
Пуни, Цезарь (作曲 家 )457 
ブ ハ ル 汗 国 エミ ー ル 邸 
Бухарского эмира 
резиденция 150 
ブフ ゴリ ツ , ゲオ ル グ 
Бухгольц, Георг (画家 ) 
173 
フョードル ・ ア レク セー ヴィ チ 邊 深 
Федор Алексеевич царь 
260 
フョードル ・ イ ヴァ ー ノ ヴィ チ 
(イオ アノ ヴイ チ ) HF 


Федор Иоаннович царь 
15, 20, 256, 274 
フョードル ・ ス トラ チラ ー ト 教会 
ル チ エ (ノヴゴロド ) 
Федора Стратилата 
на Ручье церковь 
238, 239 
Z5>—fx+%Xxx+1 
Прачечный мост 137 
ブラ ウン シュ ヴェ イグ , 
イオ ガン (ヨハ ン ) 
Брауншвейг, Иоганн 
(建築 家 )29 
ブラ ウン シュ テイ ン , 
イオ ガン (ヨハ ン ) , 
フリ ー ド リヒ 
Браунштейн, Иоганн 
Фридрих (建築 家 ) 
178, 179, 180, 185 
ブラ ゴ ヴ ェ ー シ ェ ン スカ ヤ 教 会 
アレ クサ ンド ル ・ ネ フス キー 
大 修道 院 
Благовещенская церковь 
Александро-Невской лавры 
24, 142 
ЭэчЭУЭх—Ух>д%+-Ш@% 
(モス クワ ・ ク レム リン ) 
Благовещенский собор 
258, 263 
732394 RE 
(I 旧 姓 サ ル テ ィ コ ヴァ ) 
Прасковья царица 
(урожд. Салтыкова) 41, 105 
ブラ チー ラ 
Братила 
(黄金 細工 職人 ) 237 
プラ ネタ リウ ム 
Планетарий 147 
ブラ ンク , カー ル 
Бланк, Карл 
(建築 家 )176, 276 
ブラ ン デ ン ブ ル グ 和 門 ( ベ ルリ ン ) 
Бранденбургские ворота 
160 
ブラ ンマ ン テ , ドナ ト 
Браманте, Донато 
(建築 家 ) 107 
フリ ー ド リヒ ・ ヴ ィ ル ヘル ム 1 世 
ホー エン ツ ォ レル ン 
Фридрих Вильгельм! 
Гогенцоллерн 194 
フリ ー ド リヒ ・ 
エフ ゲー ニー 候 射 
ヴ リ ュ テ ンベルグ 
Фридрих Евгений герцог 
вюртембергский 202, 207 
プリ エー ル , J=L. 
Приер, (ブロ ンズ エ ) 190 
プリ オラ ツキ ー 宮 典 ( ガ ッ チ ナ ) 
Приоратский дворец 214 
フリ ャ ー ジ ン , アントン 
Фрязин, Антон (HER) 
258 
ブリ ュー リ (Bruhl), 
ゲン リヒ ・ フ ォ ン 
Брюль (Bruhl), 
Генрих фон 66 
ブリ ュ ロ ー, フ リー ドリ ヒ 
Брюлло, Фридрих 116 
ブリ ュ ロ フ , アレ クサ ンド ル 
Брюллов, Александр 
GERR) 41, 53, 55, 58, 
63,102, 114, 115 
ブリ ュ ロ ブフ , カー ル 
Брюллов, Карл (画家 ) 
22, 91, 95, 105, 119, 121, 272 
ブリ ュ ロ フ , フョードル 
Брюллов, Федор (画家 )91 
古い (フラ ンス 式 ) EN 
エカチェリーナ 宮 典 
(ツァ ー ル スコ エ ・ セ ロー) 
Старый (Французский) 
сад при Екатерининском 
дворце 185, 187, 196, 197 
ブル ー ニ , ニコ ライ 
Бруни, Николай (画家 ) 
112, 113 
ブル ー ニ , フョードル 
Бруни, Федор (画家 ) 


91, 95, 121 

ブル シー ロフ , アレ クセ イ 
Брусилов, Алексей 
(командующий Юго- 
Западным фронтом 
в Первую мировую войну) 
(第 一 次 世界 大 戦時 の 
南西 前 線 の 司令 官 ) 


21 
ブル ジェ ヴァ ルス キー 像 
Пржевальскому памятник 82 
ブル ボン 王朝 
Бурбоны королевская 
династия 81 
プレ オブ ラジ ェ ン スキ ー 
(スパ ソニ プレ オブ ラジ ェ ン スキ ー) 
ше 
Преображенский 
(Спасо-Преображенский) 
собор 138, 139 
プレ オプ ブラ ジェン スコ エ 
Преображенское 276 
プレ シェ ー エ フ 家 (貴族 ) 
Плещеевы 252 
プレ マー ツィ ー, リュ ド ヴ ィ グ 
Премацци, Людвиг 
(画家 ・ 水 彩 画家 ) 212 
プレ ンス , ジャ ン = バ ティ スト 
Пренс, Жан-Батист 
(画家 ) 24 
ブレ ン ナ , ヴィ ンチ ェ ン ツ ォ 
Бренна, Винченцо (建築 家 ) 
90, 117, 126, 201-206, 
209, 212, 214 
ブロ ー ク , アレ クサ ンド ル 
Блок, Александр 
(ФА) 154 
プロ ー ホ ル ・ ゴ ロジ ェ ッ ツ 
Прохор с Городца (19) 263 
フロ ー ロ フエ 房 
Фроловых мастерская 113 
プロ コ フ ィ エ フ , イヴ ァ ン 
Прокофьев, Иван (RAR) 
22, 105, 205 


へ 
EFOR 


Кабинет Ero Величества 
25, 135 

ペー テル シュ タッ ト 
(オラ ニ エ ン パウ ム ) (部 分 的 に 現存 ) 
Петерштадт 219 

ベー ルイ ィ ・ ゴ ー ラ ド ( モ スク ワ ) 
ツァ ー リ = ゴー ラド 参照 
Белый город в Москве 

ベス トゥ ー ジ ェ フ ・ 

リュ ー ミ ン , ア レク セイ 
Бестужев-Рюмин, 
Алексей (宰相 ) 16, 17, 152 

ベス トゥ ー ジ ェ フ ・ 

uU a— š 254888 
Бестужева-Рюмина 
канцпера дом 97 

ペ ベ ズ ボロ ー ト コ , ア レク サン ドル 
Безбородко, Александр 
(宰相 )16, 84 

ベ ズ ボロ ー ト コ 宰 相 の 家 
Безбородко 
канцлера дом 84 

ヘ へ ダ , ヴィレム ・ ク ラス 
Хеда, Виллем Krac( 画 家 ) 


67 
ペ ベタンクール , ア ヴ グ スト 
Бетанкур, 
AgrycT( 技 師 )92 
ベッ グロ フ , カー ル 
Беггров, Карл 
(画家 ) 153 
ペ テ ル ゴ フ 
Петергоф 24, 164, 166-183 
ペテルブルグ 総合 大 学 
Петербурғский 
университет 43 
NAFIZ хае 
Университета здание 39 
ペトロ パ ヴ ロ フ スカ ヤ 
(рея пошо п) ES 


Петропавловская крепость 
15, 24, 28, 29, 30, 
31, 39, 40, 146, 148 
ペトロ パ ヴ ロ フ スキ ー 
(827-01 ERA) Hš 
A Frutn7Z25+TEsS 
Петропавловский собор 
Петропавловской крепости 
28, 32, 34—37, 262, 267 
ペトロ ブフ ブ ,B 
Петров, Б. (彫刻 家 )133 
ペトロ フー ヴォ ドキ ン , クジ マ 
Петров-Водкин, Кузьма 
(画家 )118, 123, 150, 223 
ベ ヌ ア , ア レク サン ドル 
Бенуа, Александр (画家 ) 
18, 118, 123 
ベ ヌ ア , レオ ンチ ー 
Бенуа, Леонтий (HR) 
36, 118, 151 
へ ヘリオ ポリ ス の オベリスク 
(サン ピエ トロ 大 聖堂 , 
ヴァ チカ ン 市 国 ) 
Гелиополисский 
обелиск 80 
ベリ ャ ー エ フ , ヴァ シー リー 
Беляев, Василий (HZR) 113 
ペリ ン ヌ イエ ・ リ ー ニ ー 
(ショ ッ ピ ング ・ セ ンタ ー) 
Перинные линии 106 
ペル シェ エー, シャ ルル 
Персье, Шарль (建築 家 ) 
92, 117, 202 
ペル ヒン , ミハイル 
Перхин, Михаил (宝石 職人 ) 
264 
ベル フ ゴ リウ, 
フリ ー ド リヒ , ウィ ル ヘ ルム 
Берхгольц, Фридрих 
Вильгельм (ピョートル 時 代 
「 侍 従 の 日 記 」 著 者 ) 98,177 
ヘル マン , ジョ ゼ フ 
Херманн, Джозеф 
(彫刻 家 ) 90 
ベル ラー ゲ , ヘン ドリ ッ ク 
Bepnare, Хендрик 
(建築 家 )151 
ベル リオ ー ズ , エク トー ル 
Берлиоз, Гектор 
(作曲 家 ) 115 
ペレ ス ヴ ェ ー ト 修道 士 
Пересвет монах 
(クリ コ ヴ ォ の 戦い の 英雄 )274 
ベレ ソフ スキ ー, N 
Березовский, Н. 
(技師 , 建築 家 ) 152 
ペレ チャ トコ ー ヴ ィ チ , マ リア ム 
Перетяткович, Мариам 
(建築 家 ) 101 
ベレ ンス , ピョートル 
Беренс, Петер (建築 家 ) 85 
ベロ ウー ソフ 兄弟 
Белоусовы (画家 )261 
ベロ グル ー ド , ア ンド レイ 
Белогруд, 
Андрей (99) 151 
ベロ セリ スキ ー= 
ベロ ゼル スキ ー 公 
Белосельские- 
Белозерские князья 137 
ベロ セリ スキ ー ニ 
ベロ ゼル スキ ー 公 宮殿 
Белосельских- 
Белозерских князей дворец 
135, 137 
ベン サム , ジェ レミ ー 
(Bentham, Jeremy) Бентам, 
Mepewwa( 経 済 学者 )23 


ほ 


ボア ルネ , エフ ゲー ニー 
(ウジ ェ ー ヌ ) 
Богарне, Евгений (Эжен) 
де вице-король Италии 
р Т 20 
前 夫 と の 子 ) 86 
ボア ルネ , ジョ ゼ フ ィ ー ヌ ・ ド 


Богарне, Жозефина де 
(ナポレオン 1 世 妃 ) 67, 86 
ボ ヴ ェ ー エ 房 
Бове фабрика 205 
ボー スト ニク 
Постник 
(建築 家 ) 256 
ボー ブリ ンス キー, 
アレ クセ イ 伯 爵 
Бобринский, Алексей граф 
(エカチェリーナ 2 世 の 人 息子 ) 211 
#—ЭУу)>УА#—{АЖЕЮ® 
Бобринских 
графов дворец 155 
ホー マン , イオ ガン (ヨハ ン ) 
ニニ バティスト 
Хоманн, Иоганн-Батист 
(ジャ ー ナ リス ト ) 15 
ポタ クロ フ 教 会 フィ リ 
Покрова церковь 
вФилях 275 
ポ ク ロ フ 教 会 
プロ ロム (プス コー フ ) 
Покрова or Пролома 
церковь 246 
ポジ エ , イェ レミ ヤ 
Позье, Иеремия 
(宝石 職人 )101 
ポジ ャ ルス キー, ドミ ー ト リー 公 
Пожарский, Дмитрий князь 
15, 20, 105, 267 
ボ ポスト ニコ フ 工 場 ( モ スク ワ ) 
Постникова фабрика 110 
ボ ポチョムキン , グリ ゴー リー, 
タ ヴ リー ダ 大 公 
Потемкин, Григорий 
светлейший князь 
Таврический (大 元帥 , 
IDF- HOME) 
16, 64, 107, 134, 141, 158, 175 
ボ ポチョムキン 別荘 (現存 せ ず ) 
Потемкина дача 155 
ボッ セー, ガラ リド 
Bocce, Гаральд (建築 家 )58 
ボッ ティ チェ リ , サン ドロ 
Боттичелли, Сандро (81%) 
273 
ボッ テル , パウ リュ ス 
Поттер, Haynioc( 画 家 )67 
ポテ ーシュ ヌイ 宮殿 
(モス クワ ・ ウ レム リン ) 
Потешный дворец 258 
ボ ト (ボス ) , 
アン ドレ イ と イオ ガン (ヨハ ン ) 
Bor (Both), Андрей 
и Иоганн (画家 , 兄弟 ) 190 
ボド ッ ゥ エン (Baudouin), F. 伯爵 
Бодуэн, Ф. граф 66 
ボナ ー ル , ピエ ー ル 
Боннар, Пьер (画家 )79 
ボナ ッ ツ ァ , ジョヴァンニ 
Бонацца, Джованни 
(彫刻 家 ) 131 
ボニー ト 
Бонито (画家 ) 212 
ホフ , ピー テル ・ デ 
Xox, Питер ne (画家 ) 44 
ボブ コ フ , ヴァ シー リー 
Бобков, Василий 116 
ボブ リ シ ェ ラフ, イヴ ァ ン 
(ユー シュ カ ? ) 
Бобрищев, Иван 
(Юшка?) (商人 )266 
ボ ポポ フ , ア レク サン ドル 
Попов, Александр 
(物理 学者 , 電子 工学 ) 43 
ボリ ショ イ 劇 場 (モス クワ ) 
Большой театр 268 
ボリ ス ・ ゴ ドッ ゥ ノ フ 宮殿 
(モス クワ ・ ク レム リン ) (現存 せ ず ) 
Бориса Годунова 
дворец 264 
RIZ. 3F5 78% 
Борис Годунов царь 20 
ポリ ツェ イス キー (FR) W 
Полицейский мост 98 
ボル デミ ッ サ , イヴ ァ ン 
Борнемисса, Иван 
(司令 官 ) 251 


ポレ ノ フ , ヴァ 
Поленов, Василий 
(ШЖ) 122, 272 
ボロ ヴィ コフスキー, 
ウラ ジー ミル 
Боровиковский, 
Владимир (#13) 119, 121 
ボロ ディ ン ・ ア レク サン ドル 
Бородин, Александр 
(作曲 家 )111, 115, 156 
ポロ フツ ォ フ , アナ トー リー 
Половцов, Анатолий 
(作家 , 芸術 史 作 品 の 著者 ) 117 


ま 


マカ ー リ ー 総 主教 
アン チオ ヒー スキ ー 
Макарий патриарх 
антиохийский 282 
マキ ント ッシュ , 
チャ ー ル ズ ・ レ ー ニ ン 
Макинтош, Чарлз Ренни 
(建築 家 ) 151 
マコ フス キー, コン スタ ンチ ン 
Маковский, Константин 
(画家 ) 119, 270 
マッ タル ノヴィ, 
ゲオ ル グ ・ ヨ ハン 
Маттарнови, Георг MoxaHH 
(建築 家 ) 42, 77, 90, 96 
マテ ィ ス , アン リ 
Матисс, Анри 
(画家 )69, 273 
マト ヴェ ー エ ブフ, アンド レイ 
Матвеев, Андрей 
(画家 ) 34,119 
マト ヴェ ー エ フ , イヴ ァ ン 
Матвеев, Иван (画家 ) 130 
マネ ーシュ ・ 
コン ノ グ ヴ ァ ル デイ スキ ー 
(近衛 兵 の 馬術 練習 場 ) 
Манеж Конногвардейский 
84, 97, 135 
マハ ー エ フ , ミハイル 
Махаев, Михаил 
(NAI, 版画 家 ) 
24, 39, 183, 186 
マリ ー・ ア ント ワ ネ ッ ト 
Мария Антуанетта 
(ルイ 16 世 妃 ) 20, 81, 204 
マリ イン スキ ー (マリ ヤ ) 劇場 
Мариинский театр 25, 155-157 
マリ ヤ ・ ア レク サン ドロ ヴ ナ 
Мария Александровна 
(アレ クサ ソン ドル 2 世 妃 ) 58, 59 
マリ ヤ ・ ニ コラ エ ヴ ナ 
Мария Николаевна 
(ニコ ライ 1 世 の 娘 )86 
マリ ヤ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ナ 
Мария Федоровна 
(アレ クサ ンド ル 3 世 妃 ) 149 
マリ ヤ ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ナ 
Мария Федоровна 
(パー ヴェ ル 1 世 妃 ) 
18, 19, 145, 149, 193, 201, 
202, 204, 206—209, 215 
vu pa 
Мариинский дворец 
25, 85—87 
マル ス 広 坦 
MapcoBo none 
52, 99, 114 
マル ス 広 場 ( パ リ ) 
MapcoBo none 52 
マル ス 広 場 (ロー マ ) 
Марсово поле 52 
マル ティ ー ニ , シモ ー ネ 
Мартини, Симоне (画家 ) 66 
マル テン 息子 , デニ (F>) 
Мартен-младший, Дени 
(画家 ) 190 
マル トス , イヴ ァ ン 
Мартос, Иван 
(彫刻 家 ) 104, 105, 193, 204 
マル リー 宮 ( ペ テル ゴ フ ) 
Марли 167, 171, 178 
マレ ー ヴ ィ チ , カジ ミー ル 


Малевич, Казимир 
(ER) 118, 123 


み . 
ミー ニ フ , ブル ハル ド ・ 
クリ スト フ 伯 妖 


Миних, Бурхард 
Кристоф граф 
(ЖХлїй, アソ ナ 女 帝 時 代 
の 海軍 省 長 官 )30, 31 
ミー ニン , クジ マ 
Минин, Кузьма 
(商人 , 偽 ド ミー トリ ー1 世 か ら モ スク 


ワ を 解放 する べく 軍資金 を 集め る , 
モス カワ 解放 の 立役者 の 一 人 ) 
15, 20, 105 

ミー ニン と ボ ジ ャ ルス キー 像 
(#277) Мининуи 
Пожарскому памятник в 
Москве 257 


ミケ ー シ ン , ミハイル 
Микешин, Михаил (彫刻 家 )132 
ミケ ッ チ (ミケ ッ テ ィ ) , ニ コロ 
Микетти, Николо (建築 家 ) 
24, 29, 169, 171, 
178, 179, 481, 183 
HOHE Зеленый мост 101 
ミハイル 
{イン ジェ ニ ェ ー ル ヌィ ) Ж 
Михайловский 
(Инженерный) замок 
25, 117, 126-128, 136 
ミハイル ・ パ ー ヴ ロ ヴ ィ チ 大 公 
Михаил Павлович 
великий князь 116 
ミハイル ・ フ ョ ー ド ロ ヴ ィ チ 
(ロマ ノ フ ) 皇帝 
Михаил Федорович 
(Романов) царь 
20, 110, 245, 274, 260, 264 
ミハイル 官民 (ロシア 美術 館 ) 
Михайловский дворец 
(Русский музей) 
25, 99, 114, 116—123 
ミハイル 劇場 
Михайловский театр 115 
Sy VR 
プス コー フ = ニ ペチ ョ ー ル スキ ー 
(йй) 修道 院 
Михайловский собор 
Псково-Печерского 
монастыря 251—253 
ЕД VG 
Михайловский сад 
99, 111, 114 
ミュ ー ジ ッ ク ・ ホ ー ル 
Мюзик-холл 147 
ミュ ラー, クレ チエ ン 
Мюллер, Кретьен 
(旅行 家 , 旅行 日 記 の 著者 ) 
214 
ミュ ン ヘ ン ・ ピ ナコ ー ク 
Мюнхенская Пинакотека 55 
ミロ ー ジ ュ ス キー 修道 院 
(プス コー フ ) Мирожский 
монастырь 244, 246, 247 
民俗 博物 館 
Этнографический музей 115 
ミン ド ヴ グ 大 公 (リト アニ ア ) 
Миндовг великий князь 
литовский 244 


& 


ムイ ーシュ キン 
Mbpiukun( 建 築 家 ) 263 

ムー シン = プー シキ ン , 

{IT VR 

(ピョートル 1 世 時 代 ) 

Мусин-Пушкин, 
Иван боярин 142 

ムー ニ ヒ ン , ミシュ ー リ 
Мунихин, Мисюрь (外交 官 ) 
250 

ム ガ ー ル 帝国 


Моголы Великие 61, 75 


350 


© 


ム ス チ スラ フ ・ も 
アン ドレ ー ヴ ィ チ 公 
Мстислав Андреевич 「 モ スク ワ 」 プ ー ル 
князь 239 (現存 せ ず ) (モス クワ) 
ム ス チ スラ フ ・ “Москва” бассейн 270 


ウラ ジー ミロ ヴイ チ 公 
Мстислав Владимирович 
князь 230, 238 

ム ス チ スラ フ ・ 

ロス チ ス ラー ヴィ チ 公 
Мстислав Ростиславич 
князь 240 

ム ス チ スラ フス キー 公 
Мстиславские 
князья 252 

ムソルグスキー, モデ スト 

Мусоргский, Модест 

115, 143, 156 
ムソルグスキー 家 (貴族 ) 

Мусоргские 252 
ムラ ヴィ ンス キー, 
エフ ゲー ニー 

Мравинский, 

Евгений (指揮 者 ) 115 
ムリ ー リ ョ , バ ルト ロメ ・ 
エス テバ ン 

Мурильо, Бартоломе 

Эстебан (画家 ) 86 


% 


メー チ ニ コ フ , イリ ヤ 
Мечников, Илья 
(微生物 学者 , 動物 学者 , 
食 菌 の 作用 に お ける 
研究 で ノー ベル 賞 生理 学 ・ 
医学 賞 受 賞 ) 43 
メス マー ヘル , マク シミ リア ン 
Месмахер, 
Максимилиан 
(建築 家 ) 137 
メッ セリ エー ル , GAR + 7 
Мессельер, Г. граф дела 
(エリ ザ ヴ ェ ー タ ・ 
ペトロ ー ヴ ナ 時 代 の 
フラ ンス 大 使 秘 書 ) 186 
メッ テン レイ テル , ヤコブ 
Меттенлейтер, Якоб 
(画家 ) 204 
メデ ィ チ , バル ナ バ 
Медичи, Барнаба 
(画家 ・ 装 飾 家 ) 116, 153 
メ ネ ラ ス , アダ ム 
Менелас, Адам 
(建築 家 )182 
メリ ツェ ル , フリ ー ド リヒ 
Мельцер, Фридрих 
(建築 家 ) 199 
メリ ツェ ル , ロベルト 
Menbuep, Po6epr 
(ERR) 150 
メル クリ エフ , ア ンド レイ 
Меркульев, Андрей 
(画家 ) 33 
メル テン ス の 家 
Мертенсов Дом 102 
メル テン ス 家 
Мертенсы (39) 102 
メン グ ス , アン トン ・ 
ラフ ァ エ リ (ラフ ァ エ ロ ) 
Менге, Антон Рафаэль 
(画家 ) 142 
メン シコ ヴァ , マ リヤ 
(アレ クサ ンド ル ・ 
メン シコ フ の 娘 ) 
Меншикова, Мария 47 
メン シコ フ , ア レク サン ドル 大 公 
Меншиков, Александр 
светлейший князь 
(イン ゲル マン ラン ド 知 事 . 大 元帥 ) 
46, 30, 44, 45, 47, 
142, 182, 183, 217 
メン シコ フ 宮 殿 
Меншикова дворец 
39, 42, 44-47 
メン デレ ー エ ブ , ドミ ー ト リー 
Менделеев, Дмитрий 
(学者 , 化学 者 ) 39, 43 


モリ ス , ウィ リア ム 
Моррис, Уильям 
(画家 , 恭 術 理論 家 )111, 151 
モジ ュ イ , アン トゥ アン 
Модюи, Антуан 
(建築 家 ) 92 
モス クワ (ニコ ライ ) R 
Московский 
(Николаевский) вокзал 
19, 25, 99, 139, 270, 289 
モス クワ ・ ク レム リン 
Московский Кремль 
254—265 
モス クワ 国際 音楽 の 家 
(モス クワ ) Московский 
международный дом 
музыки 268, 271 
モス クワ 大 学 , 
M.V. ロ モノ ー ソ フ 記 伏 
ヴォ ロビ ヨー ヴイ 丘 ( モ スク り ) 
Университет 
им, М.В. Ломоносова 
на Воробьевых горах 268 
モス クウ 門 
Московские ворота 160 
モト レー, オ ブリ ー・ ド ・ ラ 
Мотрэ, Обри де ла 
(「 ヨ ー ロ ッ パ と アジ ア へ の 旅 」 の 著者 ) 
32 
モニ ゲッ ティ , 
イッ ポリ ー ト 
Монигетти, Ипполит. 
(建築 家 ) 190, 198 
モネ , クロ ー ド 
Моне, Клод (画家 ) 
61, 273 
モロ ー ソ ゾ ソフ , ミハイル 
Морозов, Михаил 
(ERR 芸術 後援 者 , 
RRR) 79 
*n—277# 
Морозовы (実業 家 )68 
モン ・ プ レジ ー ル ( ペ テ ル ゴ フ ) 
Монплезир 
167, 171, 180, 181 
2275—2180 
Монкураж (現存 せ ず ) 182 
モン フェ ラン , オー ギュ スト 
Монферран, Огюст 
(建築 家 ) 
52, 56, 80, 81, 84, 85, 90-92 
モン フェ ラン の 家 
Монферрана дом 92 


» 


ヤー ニン , ヴァ レン チン 
Янин, Валентин (考古 学者 ) 
240 
ヤグ ジン スキ ー, パー ヴェ ル 
Ягужинский, Павел 
(元老 院 検事 総長 )153 
ヤ コ ビ ピー, ボリ ス 
Якоби, Bopwc( 物 理学 者 )90 
ヤレ ツ 
Ярец (イコ ン 画 家 )259 
ヤ ロ ス ラ ー フ (ゲオ ルギー) + 
ウラ ジー ミロ ヴィ イチ 賢 公 
Ярослав (Георгий) 
Владимирович Мудрый 
князь 230, 234, 238, 240 
や ヤ ロ ス ラ ー フ ・ 
ウラ ジー ミロ ヴィ イチ 公 
Ярослав 
Владимирович князь 240 
ヤ ロ ス ラ ー プ 賢 公 宮 殿 
(ノヴゴロド ) (現存 せ ず ) 
Ярослава 
Мудрого дворец 
238 
*rn25—2688( nF) 
Ярославово Дворище 
238 


Ф 


ユー リー (ゲオ ルギー) ・ 

ウラ ジー ミロ ヴィ チ ・ 

ドル ゴル ー キ ー 公 
Юрий (Георгий) Влади- 
мирович Долгорукий князь 
255, 264 

ユー リー・ 

ドル ゴル ー キ ー 像 (モス クワ ) 
Юрию Долгорукому 
памятник 255 

ユー リエ フ (ユー リー) 修道 院 
(ノヴゴロド ) 
Юрьев монастырь 240 

ユー リエ ブフ, 1. 
Юрьев, И. (黄金 細工 職人 ) 
264 

ユ ス ー ボ フ (スマ ロー コ フ ニ 

エリ スト ン ) , フェ リク ス 
Юсупов (Сумароков- 
Эльстон), Феликс князь 158 

ユ ス ー ポ フ , ニコ ライ 公 
Юсупов, Николай князь 
(外交 官 , エカチェリーナ 2 民 時 代 
の 国会 議員 , 80 
ЮИ, BEME, 
ARR) 276 

ユ ス ー ボ ポ フ 官民 

フォ ンタ ンカ 川岸 通り 
Юсуповский дворец на 
Фонтанке 136 

12-78 

モイ カ 川 岸 通り 
Юсуповский дворец 
Ha Мойке 158, 276 

14-720 
Юсуповы князья 143, 158 

ユ ス ー ポ ボワ, ジ ナ イー ダ , 公 妃 
Юсупова, 
Зинаида княгиня 122, 158 

ユ ス ー ポ ボワ, 

タチ ヤー ナ , nta 
Юсупова, 
Татьяна княгиня 158 

ユ デ ー ニ チ , ニコ ライ 
Юденич, HukonaM( 将 軍 ) 22 


よ 


ヨー ル ダ ン ス , ヤコブ 
Йорданс, Ako6 (HR) 67 
「 ヨ ー ロ ッ パ 」 ホ テル 
“Европа” отель 115 
ヨッ フェ , アブ ラム 
Иоффе, Абрам 
(物理 学者 , 半導体 の 創始 者 ) 
22 
ヨハ ン ソ ン , ボリ ス 
Иогансон, Bopwc( 画 家 ) 269 
ヨル ダン 
Иордан (EER) 230 
預言 者 イオ アン 旗 生 教会 
Рождества Иоанна 
Предтечи церковь 152 
ARKIT MERS 
マル ィ シ ェ ヴ ァ ヤ 山 ( ラ ドガ ) 
Рождества Иоанна 
Предтечи на Малышевой 
горе церковь 229 


5 


ラー ドロ フ , ヴァ シー リー 

Радлов, Василий 

(東洋 学者 . チュ ルク 学者 )152 
ライ ドニ ブラ ウン , ジョ ン 

Лайд-Браун, Джон 

(大 英 帝国 銀行 の 頭取 , 

Ж®ЖЖ)71, 205 
ライ ブ ニ ッ ツ , ゴット フリ ー ド ・ 
ヴィ ル ヘ ルム 

Лейбниц, Готфрид 

Вильгельм 

(TREFA 学者 ) 42 
Э'Э+—,).®Ш F 

Лаво, Ж. граф де 


ーー 


ラヴ レン チー 
JianperwM( 修 道士 , ノヴゴロド 
スー ズ が リ 公 の 依頼 で 
『「 原 初 年 代 記 ( 過 ぎ 去 り し 年 月 
の 物語 )」 の 写本 に 取り 組む お) 14 
う ザ レフ , イヴ ァ ン 
Лазарев, Иван 
(アル メニ ア 共 同体 長 ) 107 
ラ シ ェ ッ ト , ジャ ン ・ ド ミニ ク 
Рашетт, Жан Доминик 
(AIR) 105 
ラス トレ ッ リ , 
バル トロ メオ ・ カ ル ロ 
Растрелли, Бартоломео 
Карло (彫刻 家 ) 
29, 30, 44, 57, 77, 118, 126 
ラス トレ ッ リ , 
バル トロ メオ ・ フ ラン チェ スコ 
Растрелли, 
Бартоломео Франческо 
(建築 家 . B.=K. ラ スト レッ リ の 
息子 ) 16, 29, 50, 54, 55-58, 
102, 106, 132, 134, 139, 144, 
145, 159, 217 
ラス プー チン , グリ ゴー リー 
Распутин, Григорий 
(3542180 E E TREE 
撮っ た 怪 僧 )20, 21, 158 
ラズ モ フ ス キー, 71767188 
Разумовский, Алексей граф 
(元帥 , エリ ザ ヴ ェ ー タ 女帝 
DWE, 夫 )134 
ラズ モブ スキー, +Y AR 
Разумовский, Кирилл граф 
(最後 の ウ ワ ラ イナ 総督, 
大 元帥 ) 217 
ラズ モ フ ス キー 伯爵 家 , 公 
(コサック 出身 ) 
Разумовские графы, 
князья 16, 143 
ラッ ポニ ダニ レフ スキー, 
アレ クサ ンド ル 
Лаппо-Данилевский, 
Апександр (ERR) 87 
ラッ ポポ ルト , パー ヴェ ル 
Раппопорт, Павел 
(考古 学者 , 建築 史家 ) 234 
ラ ト ガ ウズ (HWS) 
PaTray3 106 
5 F3ES 
Ладожская крепость 
229—231 
ラ ハ ウ , カール 
Paxay, Kapn 
(建築 家 ) 138 
ラフ ァ エ ロ ・ サ ン テ ィ 
Рафаэль Санти 
(画家 ) 60, 65, 66, 86 
ラフ マー ニン 
Рахманин 
(退役 旅団 長 , 貴族 ) 17 
ラマ ザー ノ フ , ニコ ライ 
Рамазанов, 
Николай (彫刻 家 ) 270 
ラム ベル チー 
Ламберти 
(ラン ドス サーブ 建築 家 ) 219 
ラン グ ハ ン ス , 
カー ル ・ ゴ ッ ト ガ ルド 
Лангханс, Карл Готтгард 
(建築 家 ) 160 
ラン セレ , エフ ゲー ニー 
Лансере, Евгений 
(画家 ) 186 
ラン セレ , ニコ ライ 
Лансере, Николай 
(建築 家 ) 102 
ラン ドス クロ ー ナ 
Ландскрона 


(RE) (現存 せ ず ) 140 


り 


リヴ ォ フ , ニコ ライ 
Львов, Hkona( 建 築 家 ) 
136, 214, 215 

リ シ ッ プ 


リス ク ポ リー ド 3 世 
Рискупорид Ill 74 
リス ト , フェ レン ツ (フラ ン ツ ) 
Лист, Ференц 
(作曲 家 , ピア ニス ト ) 115 
リゾ ヅ ポ ロジ ェ ー ニ ェ 教 会 
モス クワ ・ ク レム リン 
Ризоположения церковь B 
Московском Кремле 258 
リ チ ェ イヌ イ 
(アレ クサ ンド ル ) FB 
Литейный (Александровс- 
кий) мост 25, 138 
リ チ ェ イヌ ィ 工 場 ( 現 存 せ ず ) 
Литейный двор 138 
リチャード ソン 
Ричардсон 151 
Uy ДЮКА (ミラ ノ ) 
Литта герцоги миланские 67 
リド ヴァ ー リ , フョードル 
Лидваль, Федор (WER) 
85, 150, 151 
リド ヴァ ー リ の 家 
Лидваля дом 150 
リト フチ ェ ン コ ニ ア ニク ー ジ シナ , 
マリ ヤ 
Литовченко-Аникушина, 
Мария (彫刻 家 ) 44 
リナ ルディ , ア ント ニオ 
Ринальди, Антонио 
(建築 家 ) 32, 90, 107, 128, 
154, 156, 197, 211, 212, 214, 
217-221 
リバ ー ス , ホセ ・ デ 
(デリ バス , オシ プ ) 
Pu6ac, Xoce ne 
(Дерибас, Осип) 127 
リハ チェ フ , ドミ ー ト リー 
Лихачев, Дмитрий 
(文芸 学者 ) 248 
リベラ , フ セ ペ 
Рибера, Xycene (画家 )67 
リム スキ ー ニ コル サコ フ , 
ニコ ライ 
Римский-Корсаков, Николай 
(ER) 111, 115, 156 
リャ ー ブ シ キン , アン ドレ イ 
Рябушкин, Андрей 
(画家 ) 113 
リャ ー レ ヴィ チ , マリ アン 
Лялевич, Мариан 
(建築 家 )102 
リュ ー リ ク 公 
Рюрик князь 
14, 229, 234, 243, 248 
リュ ー リ ク 町 跡 (ノヴゴロド ) 
Рюриково Городище 233 


る 


ルイ 13 世 Людовик XIII 36 
ルイ 14 世 Людовик XIV 15,56 
ルイ 15 世 Людовик XV 
46, 96, 167 
ルイ 16 世 Людовик XVI 
841, 202, 204, 206 
ル ィ レー エフ , コン ドラ ー チ ー 
Рылеев, Кондратий 
(ФА, デカ ブリ スト ) 97 
ルー ド ネ フ , レフ 
Руднев, Лев (建築 家 ) 125 
ルー ベン ス , ピー テル ・ パ ウル 
Рубенс, Питер 
Пауль (画家 , 外交 官 ) 
22, 60, 66, 67, 127, 273 
ルキ ー ニ , イヴ ァ ン 
Лукини, Иван (建築 家 ) 41 
ルス カ , ル イー ジ 
Руска, Луиджи (建築 家 ) 
106, 135, 155, 183, 198, 253 
ルソー, ジャ ン ・ ジ ャ ッ ク 
Руссо, Жан Жак 
(観念 論 哲 学者 , 作家 ) 
117, 208, 211 
ル チ ー シ ェ フ 家 
Ртищевы (貴族 ) 252 
ルッ フォ , マ ルコ 


モス カワ の 記述 」 の 著者 )276 Лисипп( #19) 204 Руффо, Марко (建築 家 ) 


258, 261 

ルノアール , 

ピエール ・ オ ー ギ ュ ス ト 
Ренуар, Пьер OriocT( 画 家 ) 
69,273 

ルプ ブリ ョ フ , アン ドレ イ 
Рублев, Андрей (H2) 
111, 119, 172, 281, 263 

ルミ ャ ン ツ ェ フ スキ ー・ 

オベリスク 
Румянцевский 
обелиск 124 


+ 
レイ ネ ケ , ZI VAR 


Рейнеке, Михаил граф 
(海軍 中 将 , 水路 学者 ) 223 
レイ ノル ズ , ジョ シュ ア 
Рейнолдс, 
Джошуа (画家 ) 68 
レイ フ テ ン ベル グ ス キ ー 
(ロイ ヒ テ ンベルク ) , 
マク シミ リア ン 公 
Лейхтенбергский, 
Максимилиан герцог 86 
レヴ ィ ツ キー, ドミ ー ト リー 
Левицкий, Дмитрий (画家 ) 
119, 121, 145 
レー ニン 
Ленин (Ульянов), 
Владимир (ウリ ヤノ フ ), 
ウラ ジー ミル (ボリシェヴィキ , 
ロシア 社会 主義 提唱 者 , 
指導 者 ) 21, 22 
レー ビン , イリ ヤ 
Репин, Илья (画家 ) 
22, 87, 119, 121, 122, 154 
レー リフ , ニコ ライ 
Рерих, Николай (HR) 
118, 123, 143, 152, 248 
レー ル モ ン ト フ , ミハイル 
Лермонтов, Михаил 
(詩人 ) 106, 154 
レオ ナル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ 
Леонардо да Винчи 
(学者 , RAR, 作家 , 画家 ) 
60, 61, 65—67, 96 
歴史 情 物 館 建物 (モス クワ) 
Исторического 
музея здание 257 
レク レー ル 
Леклер 
(技師 , 水力 学者 ) 176 
レッ ペ , イヴ ァ ン 
Nenne, Иван (彫刻 家 ) 81 
ニン グラ ー ド 英雄 防衛 
メモ リア ル 
Защитникам Ленинграда 
мемориал 161 
レバ ー, ジャ ン 
Леба, Жан 24 
レプ トン , ハン プ フ リ ー 
Рэптон, Хэмпфри (建築 家 ) 
208 
レブ ロン , ジャ ン ニ バテ ィ ス ト 
Леблон, Жан-Батист 
(建築 家 )29, 38, 44, 
100 169, 171, 176, 178, 183 
レベ ペー ル , ジャ ン ニ バテ ィ ス ト 
Лепер, Жан-Батист (建築 家 ) 
80 
レ メ ー ル , フラ ン ソ ワ 
Лемер, Франсуа( #97) 
90, 91 
レ メ ル シ エ , ジャ ン 
Лемерсье, Жан (建築 家 ) 128 
ЕН: OR 
Дом в "кирпичном стиле” 151 
「 レ ン フ ィ ル ム 」 (映画 撮影 所 ) 
“Ленфильм” 22 
レン ブラ ント ・ ハ ル メ ンス ・ 
ヴァ ン ・ レ イン 
Рембрандт 
Харменс 
ван Рейн (ШЖ) 
22, 60, 66, 67, 273 
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ろ 


ロー ゼン , ヤン 
Роозен, Ян (ラン ドス ケー プ ) 130 
ロ ガ ノ フス キー, アレ クサ ンド ル 
Логановский, Александр 
(彫刻 家 ) 90, 270 
ロク ソー ル , N.=V. 
Роксолл, H.=B.( 旅 行 家 ) 211 
ログ ネー ダ 
Рогнеда (ウラ ジー ミル 1 世 の 妃 ) 
234 
ロシア ・ ミ レニ アム 
(建国 1000 周 年 ) 記念 碑 
(ノヴゴロド ・ ク レム リン ) 
“Тысячелетию России" 
памятник 236 
пуу 8908 
Русский музей 
18, 21, 52, 98, 111, 114, 
116—123, 128, 145 
ロス チ ス ラフ ・ 
ム ス チ スラ ー ヴ ィ イチ 公 
Ростислав 
Мстиславич князь 231 
ロス トラ の 灯台 柱 
Ростральные колонны 
40, 41 
ロス リン , アレ クサ ンド ル 
Рослин, Александр 
(画家 ) 207 
ロ セ ッ テ ィ , ダン テ ・ ガ ブリ エル 
Россетти, Данте Габриел 
(画家 , А, 「 ラ ファ エロ 前 派 」 
運動 創始 者 )151 
ロ セ ンコ , アン トン 
Лосенко, Антон (画家 ) 121 
ロダ ン , オー ギュ スト 
Poner, Огюст (彫刻 家 ) 68, 69 
ロッ シ , カル ロ 
Росси, Карло (建築 家 ) 
50, 52, 53, 58, 78, 79, 97, 
114, 115-118, 124, 131, 132, 
133, 143, 153, 154, 207 
ロッ シ ・ パ ヴィ リオ ン 
(アー ニチ コ フ 庭 園 ) 
Росси павильоны 135 
ロッ シ ・ パ ヴィ リオ ン 
(ば ハイ ル 庭 園 ) 
Росси павильон 114, 116 
ロッ ト , ロ レン ツ ォ 
Лотто, Лоренцо (画家 )66 
ロト ンダ (ヴィ ラ ) 
ヴィ ンチ ェ ン ツァ 丘 
Ротонда вилла 
в Виченце 202 
ロバ ノ フ = ニ ロ スト フス キー, 
アレ クサ ンド ル 公 
Лобанов-Ростовский, 
Александр князь 85 
ロバ ノ フ ニ ロ スト フス キー の 家 
Лобанова-Ростовского 
дом 85,92 
ロ プ ヒナ , エ ヴ ド キヤ 皇后 
Лопухина, Евдокия царица 
(ピョートル 1 世 の 最 初 の 妃 ) 30 
ロベール, ギュ ベ ペール 
Робер, 「io6ep (画家 ) 63 
ロマ ノ フ 家 
Романовы (皇帝 一 家 ) 
16, 20, 36, 105, 256, 266 
ロマ ン ・ ア ンド レー ヴィ チ 公 
Роман Андреевич князь 239 
ロモ ダ ノ フ スキ ー 公 
Ромодановские князья 136 
ロモ ノー ソフ , ミハイル 
Ломоносов, Михаил 
(学者 ・ 博 識 家 ) 16, 142, 143 
ロモ ノー ソフ 構 
Ломоносова мост 137 
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ワー グ ナ ー, リヒ ャ ルト 
Вагнер, Рихард (作曲 家 ) 
115 

ワル シャ ワ 駅 
Варшавский вокзал 25 
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